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注記：

(注1) 「ASEAN」とは、 東南アジア諸国連合をいう。

「メイバンク」又は「当行」とは、 マレーシアにおいて設立され、マレーシア、クアラルンプール50050、

ジャラン・トゥン・ペラック100、メナラ・メイバンク14階にその登記上

の事務所を置く会社であるマラヤン・バンキング・ベルハッド（会社登録

番号：196001000142）をいう。

「メイバンク･グループ」又は

「当行グループ」とは、

マラヤン・バンキング・ベルハッド及びその子会社全体をいう。

「タカフル」とは、 シャリア（イスラム法）における保険概念であり、複数の加入者がタカフ

ルにタバッル（tabarru）又は寄付の形で資金提供することにより、その

いずれかが確定した損失又は損害により債務を負うことになった場合に互

いに保証することを相互間で合意するものである。これにより加入者の結

束及び協調が高められる。

「ザカート」とは、 特定の財産につき、シャリア（イスラム法）に基づき慈善及び宗教上の目

的により毎年行われる支払をいう。

 「ムダラバ」とは、 出資者（rabbul mal）と事業者（mudarib）との間の契約であり、これに

基づき出資者は事業者が運用することとなる資本を提供し、当該資本によ

り生じた利益は、双方が合意した利益分配率に基づき出資者と事業者との

間で分配されるのに対し、金融損失は、事業者の不正行為（ta`addi）、

過失（taqsir）、又は特定の規定の違反（mukhalafah al-shurut）による

ものでない限り、出資者が負担する。

 「ムラバハ」とは、 取得原価及び利幅が購入者に開示されている資産の売買をいう。

  

当行グループの５つの戦略的目標（ST）は、以下の通りである。

 ST1 顧客中心主義の強化

 ST2 デジタル化及びテクノロジーの近代化の加速

 ST3 マレーシア国外におけるメイバンクの地位の強化

 ST4 持続可能性への課題におけるリーダーシップの発揮

 ST5 イスラム・バンキングにおける真のグローバル・リーダーシップの達成

 当行グループの14の戦略プログラム（SP）は、以下の通りである。

 SP1 ホールセール目標運営モデルの再構築

 SP2 地域トランザクション・バンキング構想の構築

 SP3 リテール・バンキングの顧客体験の再考

 SP4 中小企業向け金融の顧客体験の再考

 SP5 グローバルなイスラム・バンキングのリーダーシップの構築

 SP6 保険業界の地域的リーダーという目標

 SP7 インドネシアの活性化

 SP8 当行グループの国際的な足跡の再定義

 SP9 東南アジア（SEA）における持続可能性のリーダーとしての存在

 SP10 メイバンカーの向上

 SP11 高度な分析による高度な個別化の推進

 SP12 次世代テクノロジー能力の構築

 SP13 シンガポールの強化

 SP14 顧客との意思疎通の再定義

 

(注2) 別段の記載がある場合を除き、「RM」、「マレーシア･リンギット」及び「セン」（１マレーシア・リンギット

＝100セン）はマレーシアの法定通貨を指し、「US$」、「米ドル」及び「セント」はアメリカ合衆国の法定通貨

を指し、「円」は日本の法定通貨を指す。2025年５月30日現在（日本時間）、株式会社三菱ＵＦＪ銀行が提示し

た現地参考為替相場の仲値は、１マレーシア・リンギット＝34.04円であった。

(注3) 本書中の表における数値が四捨五入されている場合、合計欄の数値は必ずしも関連する各数値の合計と一致しな

い。
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(注4) 本書には「予定である」、「企図している」、「目指す」、「目指している」、「期待できる」、「起こり得

る」、「確信している」、「予測している」、「期待している」、「継続する」、「予期している」、「見積

もっている」、「推定している」、「意向である」、「計画している」、「試みる」、「将来」、「目標とす

る」、「はずである」、「可能性がある」、「あり得る」、「場合がある」及びその他の類似の用語又はその変

化形を含む用語又は表現を使用した将来の見通しに関する記述が含まれている。

当行又は当行グループの予想される財政状態、事業、戦略、計画、見通し及び目標に関するすべての記述は将来

の見通しに関する記述である。実際の結果は、当行のその戦略を成功裏に実行する能力、近年又は将来の合併若

しくは取得対象を事業に取り込む能力、不良資産及び再構築資産の将来の水準、その成長と拡大、貸倒損失及び

投資損失に対する引当金の適切性、技術的変化、投資収入、新商品を売込む能力、キャッシュ・フロー予測、当

事者である又は当事者となる法的、規制上の訴訟の結果、新たな会計基準の将来における影響、配当金支払能

力、短期資金源を繰越す能力並びに運用、市場、与信、金利及び通貨リスクのエクスポージャー、インターネッ

ト・バンキング・サービスの市場浸透度及び需要（ただしこれらに限られない。）に関する当行の想定に関連し

た特定のリスク又は不確実性により、将来の見通しに関する記述において記載されたものとは大幅に異なること

がある。

すべての将来の見通しに関する記述は、本書日付現在におけるものである。当行又は当行グループの実際の将来

の業績、成績又は実績が、本書の将来の見通しに関する記述において予測、記載又は暗示されたものと大幅に異

なる結果をもたらすリスク及び不確実性があることを前提として、当行の社債への投資を予定する投資家は、こ

れらの記述に過剰に依存しないようにするべきである。当行は、本書に含まれる将来の見通しに関する記述に関

し、記載された当行の予測のいかなる変更又はかかる記述の基盤となった事象、状況又は環境の変化を反映した

更新又は修正を公的に行う義務又は保証を負わないことを明示する。

(注5) 当行は、いかなる場合においても、本書において税制上、法律上又は規制上の助言を行うものではない。

(注6) 当行グループ及び当行の事業年度は暦年である。

(注7) 「みなし支配ストラクチャード・エンティティ」とは、当行グループが設立した多数の債券ファンド及び株式

ファンドを指し、当行グループは当該ファンドの投資マネージャーとして代理人ではなく当事者として行動して

いるとみなされている。そのことにより、当行グループは、「第一部　第６－１ 財務書類」の財務書類への注

記2.2に記載する会計方針に基づき、これらの事業体を支配しているとみなされ、これらの事業体を連結してい

る。
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第一部【企業情報】

 

第１【本国における法制等の概要】

日本において得られた判決の執行力

現在日本とマレーシアの間で判決の相互執行に係る合意は存在しない。

現行のマレーシアの法律の下では、マレーシアが判決の相互執行に係る協定を結んでいない海外の法域

（日本を含む。）の裁判所において当行に対するある一定の額について受けた判決は、かかる判決が確定判

決である場合で、かつ以下のすべてに該当するものである限り、正当な訴状の送達の後、マレーシアの裁判

所の裁量により、債務に係る訴訟としてマレーシアの裁判所において執行のための申立をすることができ

る。

(a)　マレーシアの公の秩序に反していない判決。

(b)　不正若しくは強要により、又は自然的正義に反する方法で下され又は取得されていない判決。

(c)　税金若しくはその他類似の課徴金の支払又は罰金若しくはその他の違約金の支払に関して直接的又は

間接的に対象としていない判決。

(d)　当該法域において管轄権を有する裁判所の判決であり、原裁判所における被告であった判決債務者が

訴訟に対して防御することができるだけの十分な時間をもってかかる訴訟の通知を受け取った場合。

(e)　完全に履行されていない判決。

(f)　原裁判所の国における執行によって遂行される可能性のある判決。

(g)　当事者の間で確定された判決。

(h)　ある一定の額に係る判決。

(i)　かかる法域の当局によって課された刑法又は制裁を実施することを直接的又は間接的に意図していな

い判決。

(j)　かかる事件について管轄権を有している裁判所による確定判決に優先されない判決。

(k)　登録の申請を行った者に委ねられている判決。

 

１【会社制度等の概要】

（１）【提出会社の属する国・州等における会社制度】

マレーシアの1965年会社法は、マレーシア2016年会社法（以下「会社法」という。）により無効となっ

た。会社法はマレーシアの1965年会社法を無効とし、代替する効果を有するが、マレーシアの1965年会社法

に基づき適法に設立されたすべての企業は会社法に基づき設立されたものとみなされ、継続企業として引続

き運営される。会社法はまた、マレーシアの1965年会社法に基づく企業により採用されている種々の運営手

続が会社法の下でも引続き有効となることを認めており、例えばマレーシアの1965年会社法に基づき採用さ

れた基本定款及び附属定款（以下総称して「基本定款及び附属定款」という。）は、会社法に基づき採用さ

れたものであったのと同様に引続き有効かつ効力を有する。

2017年１月31日付で、マレーシアにおける企業は会社法に準拠するものとする。マレーシアの1965年会社

法と同様に、会社法は引続きマレーシア会社登記所により管轄される。

会社法とは別に、当行は、マレーシアの中央銀行であるバンク・ネガラ・マレーシア（以下「マレーシア

中央銀行」という。）によって規制されている認可銀行でもあり、マレーシア中央銀行はマレーシアの金融

システムの規制及び監督に直接的に携わっている。

会社法の規定に基づき設立された公開会社として当行に適用のある会社法の主要規定の概要は以下の通り

である。当行にも適用されるマレーシアの銀行規制（2013年金融サービス法（以下「2013年金融サービス
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法」という。）を含むがこれに限られない。）及び監督に関するその他の情報については、下記「銀行規制

及び監督」を参照のこと。

 

会社の設立

会社法に基づき、会社設立の申請は会社を構成しようとする各人による書類を必要とし、かかる申請書に

は具体的に以下の事項を含むものとする。

(a)　設立が予定されている会社の名称。

(b)　会社の分類（公開又は非公開の別）。

(c)　設立が予定されている会社の事業の性質。

(d)　設立が予定されている会社の登録事務所の予定所在地。

(e)　会社の株主となる予定の各人の氏名、身分証明、国籍及び普段の居住地、並びに各人のうちいずれか

が法人である場合には、法人名称、設立地、登記番号及び法人の登録事務所。

(f)　取締役となる予定の各人の氏名、身分証明、国籍及び主な居住地。

(g)　秘書役の氏名、身分証明、国籍及び主な居住地（もしあれば）。

(h)　有限責任会社である場合には、株主が保有することとなる株式の種類及び株式数の詳細。

(i)　保証有限責任会社である場合には、清算の際に株主が会社資産への寄与を約することとなる金額の上

限。

(j)　マレーシア会社登記所の登記官（以下「登記官」という。）が要求することのできるその他の情報。

かかる要求の充足後、登記官は、とりわけ、登記官が決定する様式及び方法による登録通知を発行する。

登録通知は、登録に関する会社法上の要件及びかかる登録に関する慣例的、偶発的事項が実施済みであるこ

と及び当該会社が会社法に基づき適法に登録されたことの終局的な証拠である。

 

会社規約

会社法に基づく会社規約は、マレーシアの1965年会社法に基づく基本定款及び附属定款を代替するもので

ある。保証有限責任会社を除き、会社規約を設定することは義務ではない。その上で会社規約を設定するこ

とを選択した場合には、かかる会社規約の採用は会社設立後に特別決議の形で行うことができる。

会社法の規定に基づき、会社規約には以下に関する規定を含めることができる。

(a)　会社の目的。

(b)　規定により会社の能力、権利、権限又は特権を制限する場合には、かかる能力、権利、権限又は特

権。

(c)　会社法において、会社規約に含めるものとして考慮されていた事項。

(d)　会社がその会社規約に含めることを希望するその他の事項。

会社規約を設定する会社は、会社規約においてその変更又は改正を禁じている場合を除き、特別決議によ

り、その会社規約を変更又は改正することができる。

会社法の一般経過規定は、会社法の発効時点で有効かつ運用されている既存会社の基本定款及び附属定款

は、会社によりその他決議がなされていない限り、それらが会社法に基づき作成又は採用されていたものと

同様に効力を有することを規定している。そのため、会社法の発効時点におけるメイバンクの基本定款及び

附属定款は、メイバンクにおいて別段の決議がなされない限り、会社法下におけるメイバンクの会社規約と

なる。この点について、メイバンクは、2018年４月12日に開催された第58回年次株主総会において、メイバ

ンクの基本定款及び附属定款を、場合により、変更、修正、追記及び／又は削除することができることを決

議し、それによりメイバンクの基本定款及び附属定款は現在、メイバンクの会社規約と称する。メイバンク

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

   5/1379



は、2022年４月14日に開催された第62回年次株主総会においてその会社規約（以下「本会社規約」とい

う。）をさらに修正することを決議した。

 

取締役の義務

会社規約及び会社法によって付与された権利及び権限を行使するに際しては、取締役は合理的な注意、技

能及び配慮をもってこれに当たる義務を負い、かつ常に適切な目的のために、誠実に、会社の最善の利益と

なるようその権限を行使することが要求されている。また、取締役は、株主総会の承認又は承諾を得ること

なく、以下のことを行い、直接的又は間接的に、自己又は他者のために利益を得、又は会社に損害を生じさ

せてはならない。

(ⅰ)　会社の財産を利用すること。

(ⅱ)　取締役としての役職により取得した情報を利用すること。

(ⅲ)　取締役としての立場を利用すること。

(ⅳ)　取締役としての役割を果たす過程において知るところとなった会社のビジネスチャンスを利用する

こと。

(ⅴ)　会社と競合する事業を行うこと。

 

株式の発行

特定の例外を除き、会社法第75条は、取締役は株主総会における会社の事前承認なくして会社が有する以

下の権限を行使してはならない旨規定している。

(a)　会社内における株式の割当て。

(b)　会社内における株式引受のための権利の付与。

(c)　会社内における有価証券の株式への転換。

(d)　契約、オプション又は募集に基づく株式の割当て。

 

会計

会社法は、会社に対し、その取引及び財務状況を十分説明し、真実かつ公正な損益計算書及び貸借対照表

並びにその添付書類を作成することができるように会計その他の帳簿を備えること、並びに当該帳簿を容易

にかつ適切に監査することのできるように備えることを要求している。

一般に、会社は、会社法の要求するところに従い、財務書類も作成しなければならない。メイバンクのよ

うに、グループ会社の親会社である場合には、メイバンクの財務書類と連結財務書類の両方を作成しなけれ

ばならない。監査済の財務書類は、マレーシア会社登記所に提出しなければならない。

メイバンクのような会社は、会社法、2013年金融サービス法その他マレーシアの関係法令及び規制並びに

公認会計士協会の定める手続及び基準に従って、公認の監査人（以下「監査人」という。）による財務書類

の監査を受けなければならない。監査人は、財務書類が会社法に準拠して適正に作成されたか否か、また監

査人の意見において財務書類が関係事項を真実かつ公正に表示しているか否かを記載した報告書を作成し、

これを会社の株主に提出しなければならない。

会社法上、「財務書類」とは、1997年財務報告法に基づき、マレーシア会計基準審議会により発行又は承

認されている承認済会計基準における意味と同一である。

 

取締役報告書

各事業年度において、取締役は、会社法で要求する事項について株主宛の報告書を作成しなければならな

い。特に、事業年度中及び事業年度末から報告日までの期間に取締役であった各人の氏名、事業年度におけ
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る会社（子会社を含む。）の主要な活動、当該事業年度における所得税控除後の当期純損益、準備金若しく

は引当金から、又は準備金若しくは引当金への重要な移転のあった金額及び明細、並びにその他会社法に基

づき要求される事項を記載しなければならない。報告書は、取締役会による承認を受け、少なくとも２名の

取締役（取締役が１名のみの場合は当該取締役）により取締役を代表して署名され、年次株主総会において

会社に提出される。

 

財務書類

財務書類、監査報告書及び取締役報告書は、いずれも年次株主総会の少なくとも21日前までに（又は年次

株主総会において出席、投票する権利を有する全員により合意されたこれより短い期間内に）会社の株主名

簿に記載された株主全員に送付されなければならない。

 

株主

会社法の規定に従い、会社は、少なくとも年１回株主総会を開催しなければならない。この総会は、年次

株主総会と呼ばれる。会社法又は会社規約に基づき、年次株主総会に加え、取締役及び一定割合以上の株式

を保有する株主は、その他の株主総会を招集することができる。この総会は、臨時株主総会又は株主総会と

呼ばれる。年次株主総会の通常の機能は、(ⅰ)監査済の財務書類並びに取締役及び監査人の報告の審議、

(ⅱ)辞任する取締役の後任の選任、(ⅲ)監査人報酬の決定及び調整、並びに(ⅳ)その他会社法又は会社規約

に基づき通知された決議又は事項を行うことである。

会社規約のいかなる規定にもかかわらず、議決権を有する株主が代理人を指名した場合には、かかる代理

人は挙手による議決権を有する。ただし、当該人物は株主が指名した唯一の代理人であるものとする。議決

権を有する株主が１名超の代理人を指名した場合には、かかる代理人は投票する権利のみを有し、かかる指

名は代理人が各代理権に代表される保有割合を明確にしない限り、有効とはならない。ただし、当行のよう

な上場会社の場合には、当行は株主総会の通知又は株主総会において適切に行われる若しくは行われる予定

の決議事項に関する通知に記載されている決議事項が、投票表決により行われることを確保しなければなら

ない。詳細については以下を参照のこと。

株主総会の決議は、一般に普通決議、すなわち自ら又は委任状、代理人若しくは代表者を通じて株主総会

に出席して投票した株主の議決権の過半数による多数決によって採択される。しかしながら、一定の場合に

は、特別決議が要求され、75％以上の多数決によって採択される。

 

経営及び運営

非公開会社は最低１名以上、公開会社は２名以上のマレーシア国内を主な居住地とする取締役を選任しな

ければならない。取締役は最低18歳以上である自然人でなければならない。取締役の会社運営権限（及びこ

の権限に対するすべての制限）は、通常、会社規約及び会社法に定められている。会社規約又は取締役会若

しくは当行の株主により承認された決議に基づき、取締役は、特定の権能の遂行又は特定分野の業務の処理

のために委員会を設置することができる。

取締役は、合議体として行為しなければならず、決議を会議で行うほか、会社規約に基づき、取締役会を

開催することなく書面決議の方法により決議することができる。個々の取締役は、その地位に必然的に伴う

一定の権限を黙示的に有するとされる場合はあるが、取締役会の決議で付与された権限の範囲内においての

み会社を代表して現実に行為する権限を有する。

会社は１名又は複数の秘書役を置くことを義務づけられているが、会社法はその他の役員の任命を要求し

ていない。秘書役は会社法に基づき特定の権能と責任を有しており、各秘書役は最低18歳以上である自然人
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でなければならず、マレーシア国内に主な居住地を有することにより、マレーシアに通常居住するマレーシ

アの国民又は永住者でなければならず、会社法に規定された特定の資格を有していなければならない。

一般に、会社法及び会社規約は通常、会社の業務運営権限を取締役会に対してのみ付与している。ただ

し、株主総会においては、会社の経営に影響する事項について取締役会に提案を行う決議を可決することが

ある。かかる提案が会社に最良の利益となる場合を除き、かかる提案は取締役会を拘束しない。ただし、か

かる提案を行う権利は会社規約に記載又は特別決議として可決されているものとする。その上で、株主は、

次の権利を有する。

(a)　会社規約がかかる変更又は改正を禁じていないことを条件として、株主総会において、特別決議の方

法によって会社規約を改正することにより、取締役会の権限を変更することができる。

(b)　特別通知による通常決議により、総会において取締役の全員若しくは一部の解任又は退任する取締役

の不再任を行うことができる。

 

配当

取締役が、当該支払直後においても当行が支払能力を有することに同意した場合、取締役は、（会社規約

により要求される場合に）株主総会の承認により、随時配当を宣言することができる。会社法は、かかる配

当が会社に支払能力がある場合に会社の利益からのみ株主に対し分配されるべきことを規定している。

 

減資

会社規約にその他規定されている場合を除き、会社は以下のいずれかを条件として株式資本を減少させる

ことができる。

(a)　特別決議及び高等裁判所の承認。

(b)　支払保証に裏付けされた特別決議。

 

銀行規制及び監督

当行は、認可銀行としてマレーシア中央銀行によっても規制されている。マレーシア中央銀行及びマレー

シア財務省は、2013年金融サービス法及び2013年イスラム金融サービス法（以下「2013年イスラム金融サー

ビス法」という。）の下で広範な権力を有している。

2013年金融サービス法は、とりわけマレーシアの金融機関の規制及び監督に関する法律について定めた主

要な規則であり、2013年イスラム金融サービス法は、とりわけマレーシアのイスラム金融機関の規制及び監

督に関する法律について定めた主要な規則である。2013年金融サービス法及び2013年イスラム金融サービス

法に加えて、マレーシアの認可銀行及びイスラム銀行はマレーシア中央銀行が随時発行するガイドラインに

服している。

2013年金融サービス法に基づき、預金受入業務及び融資提供業務を含むものと定義されている銀行業務

は、マレーシア中央銀行の勧告に基づくマレーシア財務省からの認可を取得した公開会社によってのみ行う

ことができる。

以下は、マレーシアの銀行業界の関連規則の一部についての情報である。

 

事業活動の制限

当行は、その事業の運営についてその他多くの制限を受けている。中でも特に、銀行は、(ⅰ)マレーシア

中央銀行の書面による事前の承認がある場合又はマレーシア中央銀行が配当の支払の宣言を許可する健全性

の根拠に係る基準を規定している場合を除き、株式に係る配当の支払を行ってはならず、(ⅱ)所定の規則に

より認められている場合を除き、いずれの取締役又は役員に対しても信用の供与を認めてはならず、(ⅲ)
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2013年金融サービス法、（場合により）2013年イスラム金融サービス法に基づき、又は所定の規則により認

められている場合を除き、マレーシア中央銀行の事前の書面による承認なくマレーシアの国内外において子

会社を設立し、若しくは取得してはならず、又は企業の重大な持分を取得し、若しくは保有してはならず、

(ⅳ)マレーシア中央銀行の事前の書面による承認なくマレーシアの国内外で営業所（支店を含む。）の設立

又は移転を行ってはならない。

 

役員等の任命

2013年金融サービス法及び（場合により）2013年イスラム金融サービス法に基づき、銀行の取締役、最高

経営責任者及び議長の任命は、マレーシア中央銀行の事前の書面による承認を受けなければならない。例え

ば、債務未返済の破産者であり、支払を停止し、又はマレーシア国内外を問わず債権者との示談を行ってい

た者、マレーシア国外の国、領土若しくは土地の成文法若しくは法に基づく不正行為又は詐欺行為に関して

刑事事件としての起訴が行われていたことが判明した者、会社の取締役になることを禁じられており、又は

直接的であるか間接的であるかを問わず、どのような形であれ、会社法第199条に基づいて行われた裁判所の

命令に従いマレーシアにおいて会社の経営に関係する若しくは携わることを禁じられており、同条に基づく

裁判所の許可を得ていない者、又は犯罪防止、麻薬密売防止若しくは移民防止に関する法律に基づき、留置

命令、監視命令若しくは国外退去命令が行われ、又は何らかの形の保証金その他による制限若しくは監視が

課された者については、銀行の取締役会議長若しくは取締役若しくは最高経営責任者としての任命若しくは

選任、又は再任若しくは再選を受ける資格を剥奪される。マレーシア中央銀行は、銀行の取締役会議長又は

取締役又は最高経営責任者により遵守されるべき適切なかつ妥当な要件を規定することができ、これには誠

実さ、人格及びレピュテーション、資格及び能力並びに財務上の高潔性に関する最低限の基準が含まれる可

能性がある。

マレーシア中央銀行は、銀行が、銀行の長期生存性と合致した有効なコーポレート・ガバナンス措置を設

置することを求めている。マレーシア中央銀行が2016年８月３日付で発したコーポレート・ガバナンス指針

は、取締役の監督責任及び取締役会の構成における要件を強化するものである。特に、コーポレート・ガバ

ナンス指針は以下を規定している。

(1)　銀行の取締役会は、銀行の持続可能な成長及び財務健全性を促進し、外部からの不当な影響を受ける

ことなく公正な取引を行うための合理的な基準を確保する総合的な責任を有する。

(2)　銀行の取締役会及び取締役会付属委員会は、効果的な協議、全取締役の積極的参加を促進し、複数の

取締役会付属委員会を兼任することが要求されている取締役業務を過剰拡大することなく、様々な取

締役会付属委員会の業務を可能にするため、適切な人数でなければならない。

(3)　取締役会の会長は業務執行取締役であってはならず、過去５年間において銀行の最高経営責任者とし

て従事していてはならない。

(4)　銀行の取締役会の過半数は独立取締役でなくてはならない。

(5)　マレーシア中央銀行の別途書面による承認がない限り、銀行の取締役会には１名を超える業務執行取

締役がいてはならない。

(6)　取締役の任命条件には、もはや任務の最低要件に見合わない、又は無能、不適切若しくはその責任を

果たすために不適当であると評価された取締役を解任する規定が含まれていなければならない。

(7)　銀行の取締役は現役の政治家であってはならない。

マレーシア中央銀行はまた、銀行の取締役が2013年金融サービス法及び（場合により）2013年イスラム金

融サービス法に基づき規定された適切なかつ相応な要件をもはや満たしておらず、かかる役職を務めること

若しくはかかる資格において行動することを停止できない場合、又はかかる取締役が、2013年金融サービス

法若しくは（場合により）2013年イスラム金融サービス法の規定、マレーシア中央銀行により公表された指
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令若しくはマレーシア中央銀行が認めた強制力のある約束を破り、これに違反し若しくはこれを遵守でき

ず、又は行動により若しくは怠慢により、これらの規定の不履行若しくは違反又は不遵守に寄与したとマ

レーシア中央銀行が判断した場合、2013年金融サービス法及び（場合により）2013年イスラム金融サービス

法に基づき銀行の取締役を解任する権限を有している。

 

マレーシア中央銀行の権限

マレーシア中央銀行はまた、銀行、その取締役、最高経営責任者又は上席役員が銀行の業務を遂行する中

で、特に危険行為又は不健全な実務を行っている又は行おうとしており、並びに／又は健全なリスク管理及

び良好なガバナンス体制に従ってその事業又は業務を運営できなかったとマレーシア中央銀行が判断した場

合、かかる銀行、その取締役、最高経営責任者又は上席役員に対して遵守を命令する権限を有している。か

かる銀行、その取締役、最高経営責任者又は上席役員が、かかる遵守の命令に従わない場合、これは違反と

なり、有罪判決により、10年以下の懲役若しくは50百万マレーシア・リンギット以下の罰金又はその両方に

服することとなる。

 

マレーシア中央銀行による調査

マレーシア中央銀行は、事前の通知なく、銀行及びその事務所、マレーシア国内外の銀行の関連企業及び

代理店の事業及び業務につき調査を行うことができる。このために、マレーシア中央銀行はまた、それらの

取締役、役員又は管理者についての調査も行うことができ、その資産、顧客との取引に関連して保有されて

いるすべての有価証券及び保有されている投資、現金、建物、装置、設備又は機械の所有権に関する文書を

含めてかかる銀行の文書を閲覧することができるものとし、かかる銀行は、マレーシア中央銀行が規定した

時間内にマレーシア中央銀行が要求する通りに、すべての当該文書若しくは現金を提示するものとする。

 

介入、是正及び解決の権限

マレーシア中央銀行及びマレーシア預金保険公社（以下「PIDM」という。）は、2013年金融サービス法、

2013年イスラム金融サービス法及び（場合により）2011年マレーシア預金保険公社法（以下「PIDM法」とい

う。）の下で、以下の事項を含む広範な権限を有する。

(ⅰ）銀行の資産、事業又は業務の全部又は一部の支配、管理、若しくは（場合により）実行、又はこれら

を銀行に代わって行う者の選任。

(ⅱ）銀行の資産、事業又は業務の全部又は一部を管理する管財人及び管理人の選任のための裁判所への申

立て。

(ⅲ）銀行の資産、負債又は事業の仲介機への譲渡。

(ⅳ）銀行の清算に係る裁判所への申立て。

マレーシア中央銀行及びPIDMは、これらの権限を、2013年金融サービス法、2013年イスラム金融サービス

法及びPIDM法に定める一定の条件の下でのみそれぞれ行使することができる。かかる条件は、行使される権

能に応じて異なり、下記を含むがこれらに限定されない。

(a)　財務省の事前承認の取得。

(b)　銀行が支払不能に陥り若しくは支払不能に陥るおそれがあるとき、又は債務の全部若しくは一部を履

行できなくなるおそれがあるとき。

 

会社の清算

2013年金融サービス法に基づき、認可を受けた銀行（当行を含む。）の清算（すなわち、会社の倒産）の

ための申立書は、マレーシア中央銀行の事前の書面による承認がなければ、高等裁判所に対して提出できな
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い。加えて、高等裁判所に対する当該申立書の写しはまた、高等裁判所への提出と同時にマレーシア中央銀

行に対して届け出られなければならない。かかる要件の不遵守は法律違反となり、かかる違反が認定された

者は、５年以下の懲役若しくは10百万マレーシア・リンギット以下の罰金又はその両方を科される。これら

の要件は、PIDMによる申立てには適用されない。

 

（２）【提出会社の定款等に規定する制度】

当行の会社制度は、会社法において規定されるほか、本会社規約にも規定されている。

 

(a) 総会及び議決権

当行は、本会社規約及び会社法の規定に従い、年次株主総会と称する株主総会を当行の事業年度末から６

カ月以内に開催することが要求されており、かかる年次株主総会は、前回の年次株主総会の開催日から15カ

月が経過してはならない。年次株主総会を除くその他のすべての株主総会は臨時株主総会と称される。特別

決議を可決するために招集される株主総会又は年次株主総会は、総会に出席し、投票する権利を有する株主

の過半数で、株数の95％以上を保有する株主（年次株主総会の場合には当該総会に出席し、投票することの

できる全株主）が通知期間の短縮を承認する場合を除き、会社法及びブルサ・マレーシア証券取引所（以下

「マレーシア証券取引所」という。）のメイン・マーケット上場規則（以下「上場規則」という。）の規定

に従い、21日以上前の書面による通知を行うことにより招集されなければならない。その他の株主総会は、

14日以上前の書面による通知をもって招集されなければならない。

当行の取締役は、必要に応じて、臨時株主総会を招集することができる。また、会社法の規定に従い、臨

時株主総会は当該請求によって招集され、又は当該請求によって招集されない場合には、当該請求者により

招集される。

すべての株主総会の通知は、(ⅰ)株主総会に出席する権利及び議決権が付された株式を保有し、株主総会

の招集時において当行の株式に関して支払うべきすべての払込請求額又はその他の金額を支払ったすべての

株主に対して、及び(ⅱ)株主の死亡、破産若しくは精神障害の結果として、又は法律の適用によって当行の

株式を取得したすべての者（マレーシア中央預託機関（以下「中央預託機関」という。）の規則又は中央預

託機関の判断に従い、中央預託機関が要求する必要な証拠を示した者）に対して、本会社規約によって承認

されている方法に従って送付しなければならない。通知は、当該者に対し、氏名又は死亡株主の代理人若し

くは破産株主の管財人の肩書き、又はその他類似の宛先に、当行の株式を取得したと主張する者からその目

的において提供されたマレーシア国内（もしあれば）の住所宛に郵送によって行うことができ、またその住

所が提供され、中央預託機関により提供される預託者名簿に記録されるまでの間は、かかる死亡又は破産が

なかったとした場合に行われるのと同様の方法により通知することができる。

本会社規約に規定される場合を除き、株主２名が本人として出席したこと又は代理人が出席したことを

もって、株主総会において処理される議事についての定足数とする。

本会社規約に従い、当該時点において当行の１又は複数の種類株式に付与されている特別な権利又は制限

に従い、本人として出席するすべての株主又は委任状により出席する株主は、保有するすべての各株式につ

き１議決権を有する。ただし、当行はマレーシア証券取引所に上場しているため上場規則に服すものとし、

それには当行は株主総会の通知又は株主総会に適切に提出される可能性がある若しくは提出される予定の決

議案に関する通知に記載されているいかなる決議事項も投票表決により行われることを確保しなければなら

ない旨規定されている。

本会社規約に規定される場合を除き、適法に登録されており、かつその株式に関して当該時点において当

行に支払うべきすべての金額を支払った株主以外は、いかなる者も、本人又は議決権行使代理人によって株

主総会に出席し又は議案について議決権を行使する権利を有しない。
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(b) 株式資本の変更

当行は、株主総会における株主の事前の承認及びマレーシア中央銀行の事前の承認がなく、かかる発行が

人物、会社又は組織に対して経営権を授与又は譲渡する効果を有する株式の発行はできない。

ただし本会社規約は、本会社規約に基づき株式を消却及び／又は株式資本を減少させる当行の権利に影響

するものではなく、当行は、(a)普通決議により、(ⅰ)株式資本のすべて又はその一部を併合又は分割するこ

と、若しくは(ⅱ)既存株式又はその一部の分割について、分割された各株式について支払われた額及び未払

の額（もしあれば）の割合が、分割前と同じになるように分割すること、又は(b)特別決議により会社法第

115条に従い、株式資本を減少させることができる。

 

(c) 種類株式の権利の変更

株式資本が異なる種類の株式に分割されている場合、会社法の規定に従い、（償還可能な優先株式以外

の）優先株式の払戻し又は種類株式に付された権利の変更は、（当該株式の発行条件によって別段に規定さ

れる場合を除き）個別の株主総会におけるかかる種類株式を保有する株主の特別決議による承認をもっての

み実施することができる。株主総会に関する本会社規約の規定が適用されるが、かかる株主総会において

は、必要定足数は発行済種類株式の少なくとも３分の１を保有又は委任状を通じて保有する少なくとも２名

以上とし、本人が出席又は委任状により出席している種類株式の株主は投票を求めることができる。すべて

のかかる特別決議に関し、会社法の特別決議に関連する規定が適用され、適宜必要な修正が加えられる。

当該株主総会においてかかる特別決議に必要な多数の承認が得られなかった場合、当該株主総会後２カ月

以内に当該種類株式の株主の全議決権の少なくとも75％以上を代表する株主の書面による同意が得られれ

ば、これは当該株主総会において可決された特別決議としての効力を有するものとする。

 

(d) 配当

2013年金融サービス法第51条に基づき、また当該時点において当行の株式に配当に関する優先的な又は特

別な権利が付与されている場合にはこれに従うことを条件として、配当に使用可能な当行の利益又はその他

の金員は、当行の株式に対する払込済みの金額又は払込済みとして貸記された金額に比例して、当行の株式

に対する配当金の支払（株式払込請求の前を除く。）に充当されるものとする。

取締役は、会社法の関連規定に従い、当行が支払可能である場合には、随時配当を宣言し支払うことがで

きるが、いかなる当該配当も、（関係法令により明示的に許可されている場合を除き）当行の利益以外から

は支払われないものとする。配当に使用可能なあらゆる時点における利益の金額に関する取締役の宣言は、

確定的であるものとする。さらに、取締役は配当の支払後も当行が支払能力を損なわないと判断した場合に

のみ、配当の支払を承認することができる。

取締役は、配当金の支払を許可する前に、マレーシアの関係法令及び規制の要件を遵守するために又はか

かる法令に基づき、定められた合計額又は適切とみなす追加合計額を当行の利益から蓄えておくものとし、

また取締役は、１又は複数の個別準備金として適切と考える追加合計額又は合計額を蓄えておくことができ

る。

すべての小切手又はワラントは、配当を受領する権利を有する株主、すなわち配当に関する権利確定日現

在、中央預託機関が記録する預託者名簿に記載されている者の直近の登録住所又は株主が書面で指示する住

所に宛てて郵送されるものとし、当該株主によるかかる証書の受領又は当該株主の特定銀行口座のある金融

機関による資金の預入の確認により、当行は当該株式に係る配当、賞与又はその他支払を適法に行ったもの

とみなされる。すべての当該小切手又はワラントは、そこに示された金銭につき権利を有する者のリスク
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で、送付されるものとする。株式に付された権利において別段の定めがない限り、未払の配当金、ボーナス

配当金又は利息は、当行に対して利息を生じないものとする。

すべての配当は、株式に付された権利又は発行条件において別段の定めがない限り、配当金が支払われる

株式に対する払込済資本の割合に応じて宣言され、支払われる。ただし、特定の日から特定の期間において

順位付けて配当されることが発行時に条件付けられている場合には、当該株式の配当はその順位に従って行

われる。

2010年９月１日より、マレーシア証券取引所は既存の配当支払システムに代わる電子的な配当支払サービ

ス（eDividend）を開始した。

2010年９月１日以降に現金配当のクロージング日を公表するすべての上場会社は、随時、株主が中央預託

機関に対して通知している銀行口座に直接振り込むことにより、配当を支払うよう指示される。

株主が2010年９月１日までに中央預託機関に口座情報を提供していない場合、上場会社は引続き当該会社

の会社規約又は（場合により）附属定款に定める方法に従って現金配当を支払うことができる。しかし、上

場会社の株主がeDividendに関する電磁的方法による通知のための連絡先を中央預託機関に提供している場

合、上場会社は現金配当を口座から支払った後に電磁的方法により当該株主に通知するものとする。

現金配当に加えて、2012年１月３日以降、上場会社は「配当金再投資スキーム」（DRS）として知られるス

キームによって、株主に株式で配当を支払うことが認められている。

上場規則に従って、配当金再投資スキームを予定している上場会社は、株主の承認を得た上で、配当を受

け取る権利を有するすべての株主に対して配当の一部又は全部を現金又は株式で受領することを選択するた

めの通知を発送し、配当金再投資スキームに参加する機会を与えなければならない。

配当金再投資スキームに基づき割り当てられる株式は、価格決定日の直前の５市場営業日の加重平均市場

価格の10％のディスカウントを上回ってはならない。この点について、上場会社は、配当に関するクロージ

ング日を設定する意向を表明する前又はその時点で配当金再投資スキーム対象株式の発行価格を発表しなけ

ればならない。

 

(e) 新株引受権及び株式の新規発行

本会社規約のその他の規定に従い、当行は、株主総会において、(a)元の株式若しくは当該時点において未

発行であり、かつ割り当てられていない、すべての面で同等の転換証券、又は(b)随時組成される新規の株式

若しくはその他の転換証券の発行前に、それら又はそれらの一部が、第一に本会社規約の規定に従い、当行

から株主総会の通知を受領する権利を有する特定の株主に対し、状況が許容する限りかかる株主が権利を有

する既存の株式数に近い割合で募集がなされることを決定することができる。

ただし、会社法上、取締役は株主総会における普通決議による事前の承認なくして、当行の株式を発行す

る権限を行使することはできない。かかる条件に違反する株式の発行は無効である。会社法の規定、本会社

規約及び当行の決議による条件に従い、当行は、株式又は転換証券の総数が、それ以前の12カ月間に発行さ

れた株式又は転換証券の総数と合計した場合に、当行の発行済株式（自己株式を除く。）総数の10％を超え

る場合には、当行はかかる株式又は転換証券を発行してはならない。ただし、株式又は転換証券の発行条件

の詳細が株主総会における株主の事前承認（以下「ジェネラル・マンデート」という。）を得た上で発行さ

れる場合にはこの限りではない。当行が発行することのできる株式又は転換証券の数を算出する際、転換証

券の場合には、各証券は転換又は行使されうる株式の上限数で数えられる。一般的に、当行の株式発行は、

当該株式の上場及び値付けに関してマレーシア証券取引所の事前の許可を条件とする。

上記に従い、当行株式は取締役の管理下にあり、取締役は、会社法、本会社規約及び上場規則の規定に従

い、取締役が適切と判断する者に対し、適切と判断する条件及び時期に、当該株式の割当又は発行をするこ

とができる。
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(f) マレーシア証券取引所の規則

当行の株式はマレーシア証券取引所に上場されている。当行株式が上場されていることにより、当行はマ

レーシア証券取引所との契約及び2007年資本市場及びサービス法の要件に基づき、マレーシア証券取引所の

上場規則を遵守しなければならない。上場規則は、ジェネラル・マンデートに基づく株式又は転換証券の発

行の際、当行がとりわけ以下を遵守しなければならないことを規定している。

(ⅰ)　株式は価格決定日の直前の５市場営業日の間における加重平均市場価格の10％を超えるディスカウ

ントで値付けされてはならない。

(ⅱ)　転換証券の発行の際、行使価格又は転換価格が固定の場合、かかる価格は価格決定日の直前の５市

場営業日の間における、行使又は転換の目的である株式の加重平均市場価格の10％を超えて下回っ

てはならず、行使価格又は転換価格が計算式による場合は、価格決定計算式のディスカウントは行

使日又は転換日の直前の５市場営業日の間における、行使又は転換の目的である株式の加重平均市

場価格の10％を超えて下回ってはならない。

(ⅲ)　証券は、最終受益者の氏名が開示されない限り、(a)利害関係を有する取締役、利害関係を有する大

株主、利害関係を有する最高経営責任者、又は取締役、大株主若しくは最高経営責任者の関係者で

利害関係を有する人物、及び(b)ノミニー・コーポレーションに対して販売されない。

 

(g) 自社株の取引

ある一定の要件に従って自社株を購入する権利（本会社規約により許可されている場合）を除き、当行

は、会社法により自社株の買取り、取引又は自社株を担保とする金銭貸付を行うことはできない。

 

(h) 登録及び譲渡

1991年証券産業（中央預託）法（以下「中央預託法」という。）に基づき、マレーシア証券取引所は当行

株式を指定証券に指定した。中央預託法に基づき、指定証券は、中央預託機関に預託しなければ、証券取引

所において、取引することはできない。中央預託機関はマレーシアの中央預託制度上の中央預託機関であ

る。中央預託法に従い、いかなる者も最初に証券口座を開設することなく預託された証券の取引を行うこと

はできない。株主は、公認の預託代理人を通じて中央預託機関に証券口座を開設し、維持することができ

る。預託された当行株式は証券口座間の振替記帳により取引され、物理的な株券の譲渡は行われない。預託

された当行株式は、当行株主名簿上は中央預託機関のノミニーである中央預託機関ノミニーズの名義で登録

されるが、中央預託法は、中央預託機関ノミニーズは権限のない受託者であることを規定し、当行は中央預

託機関が作成する預託者名簿に記載された者を当行株主として取扱う。

会社法上、以下の場合、当行の議決権付株式の持分を有する株主は、３日以内に当行に対し、書面によ

り、氏名、国籍及び住所並びにかかる議決権付株式の詳細を通知しなければならない。

(a)　当行の全議決権付株式の総数の５％以上を保有する場合

(b)　当該株主の当該株式に関する持分に変更があった場合

(c)　当行の全議決権付株式の総数の５％の持分を保有しなくなった場合

当行は、マレーシアの会社として、登録株主に対し、当該株主がその議決権付株式を実質株主又は受託者

のいずれの資格で所有しているかを明らかにするよう求めることができる。当該株主が受託者として議決権

付株式を所有している場合には、可能な範囲で議決権付株式の所有に関する委託者の名称若しくはこれらの

者を確認するために必要なその他の情報を明らかにし、その持分の性質を明らかにするよう求める権利を有

する。
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企業の実質的支配権の報告に関する枠組みは、2024年４月１日より、会社法の規定に従い導入される。特

に、免除されない限り、当行の実質株主であると信ずるに足る理由を有する者は、当該株主が当行の実質株

主である旨、当行の実質株主名簿の情報に変更があった場合又は当該株主が当行の実質株主でなくなった場

合には、当行に通知するものとする。

登録官が発行したガイドラインに従い、

(a)　当該株主が以下の基準の１つ以上を満たす場合、個人は、株式有限責任会社の実質株主である（以下

の「株式」とは、普通株式を意味する。）。

(ⅰ)　会社の株式の20％以上の持分を直接的又は間接的に保有する場合

(ⅱ)　会社の議決権付株式の20％以上の持分を直接的又は間接的に保有する場合

(ⅲ)　会社又は会社の取締役若しくは経営陣に対し、公式か非公式かを問わず、最終的な実行支配を行

使する権利を有する場合

(ⅳ)　取締役会において議決権の過半数を保有する取締役を、直接的又は間接的に任命若しくは解任す

る権利又は権限を有する場合

(ⅴ)　会社の株主であり、会社の他の株主との合意に基づき会社の議決権の過半数を単独で支配する場

合

(ⅵ)　株式又は議決権の20％未満を保有するが、会社に対して多大な支配又は影響力を行使する場合

(b)　当行は、以下に対して通知しなければならない。

(ⅰ)　当行の株式の20％以上の持分を保有する株主

(ⅱ)　当行に対し、最終的な実行支配を有すると当行が考える株主又は人物

 

(i) 清算

会社法、2013年金融サービス法及びマレーシアのその他関係法令及び規制に従い、また本会社規約に基づ

き、当行が清算する場合、清算人は、特別決議による承認及び会社法が要求するその他承認により、当行の

資産の一部を株主間で現物により分配することができ、当該分配は、株主の既存の権利に基づかない場合で

も、可能である。ただし、分配が当該権利に基づく以外で決議された場合、株主は、当該決議が会社法第457

条（随時改正済み）に基づき可決された（企業の財産の売却の対価として株式等を受け取る清算人の権限に

係る）特別決議である場合と同じ異議を述べる権利及び派生的権利を有するものとする。

当行が清算される場合、(a)資本の返還について特別な権利が付された株式の所有者からの請求に応じるに

十分な資産を留保することで適切な引当金を設定し、かつ(b)余剰資産（もしあれば）は、清算開始現在の普

通株式に係る払込済み資本又は払込済みとして貸記された資本の返還に充てられる。

 

(j) 取締役

選任等

当行のすべての取締役は18歳以上であるものとし、取締役会はその人数を決定し、また、会社法の規定に

従い、随時取締役の数を増減する権限を有する。取締役の選任は毎年当行の年次株主総会において行い、当

該時点の取締役の３分の１、又は３分の１に最も近似する数の取締役が退任するものとする。すべての取締

役は少なくとも３年に一度退任する。輪番により退任する取締役が１名のみの場合は当該取締役が退任す

る。退任する取締役は再任することができる。

2013年金融サービス法及びマレーシアのその他関係法令及び規制の定めに従って、本会社規約の規定に基

づき取締役が退任する株主総会において、当行は、退任する取締役の後任となる者を選任することにより欠

員を補充することができる。かかる選任が行われない場合には、かかる株主総会において、欠員補充を行わ
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ない旨の明確な決定が行われた場合又は退任する取締役の再任に関する決議が行われ、かかる決議が否決さ

れた場合を除き、退任取締役が再任されたものとみなす。

2013年金融サービス法及びマレーシアのその他関係法令及び規制の定めに従って、取締役は偶発的な欠員

を補充するため、又は取締役を増員するため、いつでも取締役を選任する権限を有する。任命された取締役

の任期は次の年次株主総会までとし、当該総会において再任することができる。なお、当該年次株主総会に

おいて輪番により退任する取締役の対象とはならない。

当行は、通知を受けるべき全株主に対し28日前の通知を行った普通決議により、本会社規約の規定又は当

行及び取締役との間の合意に影響を受けることなく、当該取締役をその任期終了以前に解任することがで

き、かかる解任は、当該取締役が当行との間で締結していた役務契約の不履行により被ることのある損失に

関するいかなる請求権にも影響を及ぼさない。

 

取締役の権限

当行の事業は、取締役が運営し、取締役は、会社法、2013年金融サービス法及びマレーシアのその他関係

法令及び規制又は本会社規約上株主総会において当行が行使すべき権限を除く、当行のあらゆる権限を行使

することができる。当該行使は、会社法、2013年金融サービス法、マレーシアのその他関係法令及び規制並

びに本会社規約の定めに従い、またかかる定め及び本会社規約の規定に矛盾しない当行が株主総会において

規定する決議に従って行われなければならない。株主総会において、当該決議が採択されていなければ有効

であったはずの取締役の過去の行為を無効とする決議を採択することはできない。

 

取締役の議事手続

取締役は、議事を行う目的で、取締役会を開催及び延会し、取締役が適切だと考えるその他の方法で取締

役会を調整し、議事の進行に必要な定足数を決定することができる。別段の定めがある場合を除き、定足数

を満たすためには取締役の人数の少なくとも51％の出席が必要である。本会社規約に従い、取締役会におい

て提起される議題は過半数の投票により決定されるものとする。可否同数の場合は、議長が第２票すなわち

決定票を投じる。ただし、可否同数かつ定足数が２名の取締役をもって構成されている場合、定足数のみが

満たされている取締役会又は２名の取締役のみが議案に投票する権利を有する取締役会においては、議長に

よる決定票は投じられない。

 

２【外国為替管理制度】

為替管理方針

2013年金融サービス法及び2013年イスラム金融サービス法の下で、マレーシア中央銀行は、マレーシアの

国際収支と通貨価値を保護する権限を与えられている。この目的に向けて、居住者と非居住者との間でのリ

ンギットの貸借及び非居住者によるリンギットの保有又は利用が制限されている。マレーシア中央銀行の外

国為替通知は、2013年金融サービス法及び2013年イスラム金融サービス法の下で禁止されている取引のうち

マレーシア中央銀行が許可するものを規定したものである。マレーシア中央銀行は、引続き自由な外国為替

政策を維持しており、これは金融及び財政の安定を維持するための幅広いプルーデンシャル・ツールキット

の一端である。マレーシア中央銀行は、外国為替政策により国内の及びクロス・ボーダーの実体経済活動に

とり、より有益な環境を整えることで、マレーシア経済の競争力を引続き支援することを確約する。

 

３【課税上の取扱い】

（１）マレーシアにおける課税上の取扱い
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当行の社債に関する当行による一切の支払は、マレーシアにより若しくはマレーシア域内で、又はマレー

シアの若しくはその域内の課税当局により、現在又は将来において課され、賦課され、徴税され、源泉徴収

され、課税されるあらゆる種類の税金、徴税金又は課徴金（その性質の如何を問わない。）を課されず、こ

れらのため又はこれらを理由とする源泉徴収又は控除されることなく行われる。ただし、法律により、かか

る源泉徴収又は控除が要求される場合はこの限りではない。この場合、当行は、社債権者による受領金額

が、かかる源泉徴収又は控除がなければ当行の社債権者が受領しえたであろう金額と等しくなるように必要

な追加額を支払うものとする。ただし、かかる追加額は、当行の社債の発行書類において規定される支払を

行わない場合には、当行の社債に関しては支払われないものとする。

 

源泉徴収税

1967年マレーシア所得税法の第109条(1)に従い、支払人がマレーシアにおいて生じる利息を、マレーシア

の居住者であることを支払人が不知であるその他の者へ支払う義務がある場合（マレーシアにおいてその他

の者により行われる事業に起因する利息の場合を除く。）、支払人は、かかる利息（承認された貸付に対す

る利息又は同1967年所得税法の第１部別表第６第33項、第33A項、第33B項、第35項若しくは第35A項に定める

種類の利息を除く。）の支払又は入金を行う際に、かかる利息に適用ある税率での税金を控除しなければな

らない。したがって、非居住者に支払われる当行の社債から生じる利息には15％の源泉徴収税率が課され

る。ただし、当行の社債は、マレーシアにおいて銀行業に従事し、かつ2013年金融サービス法に基づき認可

を受けた当行により発行されるため、マレーシアの非居住者に対して当行の社債に基づき支払われる利息

は、1967年所得税法の第１部別表第６第33項に基づき非課税である。

 

キャピタル・ゲイン課税

課税対象資産の購入日から指定期間内の不動産又は不動産会社株式（以下「課税対象資産」という。）の

売却により不動産売却益税（以下「RPGT」という。）が課される。当行の社債はRPGTの課税対象資産とはみ

なされないため、マレーシアにおいて、当行の社債の売却により課されるRPGTはない。2024年１月１日よ

り、マレーシアは、会社、有限責任事業組合、協同組合及び信託機関による固定資産の売却についてキャピ

タル・ゲインに対する課税を導入した。固定資産には、マレーシアで設立され証券取引所に上場していない

会社の株式、マレーシア国外で設立されマレーシアの不動産から価値を得ている被支配会社の株式及びマ

レーシアに送金されたマレーシア国外に所在する固定資産の売却益が含まれる。当行の社債はかかる税金を

課されないが、投資家は各自の税務顧問に相談することが推奨される。

 

贈与税又は相続税

マレーシアには贈与税も相続税もない。

 

印紙税

2000年印紙税（免除）命令（第23号）（2005年印紙税（免除）（改正）命令（第３号）による改正を含

む。）では、1993年マレーシア証券委員会法の第32条（現在の2007年資本市場及びサービス法の第212条）に

基づきマレーシア証券委員会により承認されたディベンチャー（社債）の発行、募集若しくは購入、又は募

集若しくは購入の勧誘、及び当該ディベンチャーの譲渡に関連するあらゆる証書は、印紙税を免除される旨

が規定されている。かかる免除は当行の社債を対象とする。

 

（２）日本における課税上の取扱い
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日本の居住者である個人及び内国法人が支払を受ける、当行の社債の利息、当行の社債の償還により支払

を受ける金額が当行の社債の発行価額を超える場合の差額（以下「発行差益」という。）及び当行の社債の

譲渡による所得は、日本の租税に関する法令の定めるところにより一般的に日本国の課税対象となる。

日本の非居住者である個人及び外国法人が支払を受ける当行の社債の①利息及び②発行差益並びに③当行

の社債の譲渡による所得は、原則として日本の課税対象とはならない。他方で、日本国内に恒久的施設を有

する、日本国の非居住者個人又は外国法人が支払を受ける当行の社債の利息、発行差益及び当行の社債の譲

渡による所得が、当該非居住者個人又は外国法人の有する日本国内の恒久的施設に帰属する場合には、かか

る利息、発行差益及び当該譲渡により生ずる所得は日本国の租税の課税対象となる。かかる非居住者個人及

び外国法人の納税義務は、適用される租税条約の規定により、限定され又は免除されることがある。

 

４【法律意見】

　当行の社内法律顧問より、以下の趣旨の法律意見書が出されている。

(イ)メイバンクは、マレーシア法に基づく公開株式会社として適法に設立され、かつ有効に存続しており、

本書に記載された事業を営み、その財産を所有及び運用するすべての会社の権能及び権限を与えられて

いる。

(ロ)本書中のマレーシアの法令及び／又は規制に関するすべての記述は、すべての重要な点において真実か

つ正確である。

 

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

  18/1379



第２【企業の概況】

 

１【主要な経営指標等の推移】

当行グループ及び当行の５年間の概要

(単位：別段の記載がない限り百万マレーシア・リンギット、
下段の(　)内は円換算（別段の記載がない限り百万円単位）)

当行グループ

2020年12月

31日に終了

した事業年度

2021年12月

31日に終了

した事業年度

2022年12月

31日に終了

した事業年度

(再掲)(注1)

2023年12月

31日に終了

した事業年度

2024年12月

31日に終了

した事業年度

営業成績      

営業総収益 51,031 45,959 49,416 63,515 68,943

 (1,737,095) (1,564,444) (1,682,121) (2,162,051) (2,346,820)

純営業収益 24,763 25,448 26,492 27,361 29,573

 (842,933) (866,250) (901,788) (931,368) (1,006,665)

引当前営業利益(注2) 13,541 13,930 14,518 13,972 15,112

 (460,936) (474,177) (494,193) (475,607) (514,412)

営業利益 8,448 10,700 11,741 12,291 13,465

 (287,570) (364,228) (399,664) (418,386) (458,349)

税金及びザカート前利益 8,657 10,887 11,872 12,532 13,702

 (294,684) (370,593) (404,123) (426,589) (466,416)

当行株主に帰属する当期利益 6,481 8,096 7,961 9,350 10,089

 (220,613) (275,588) (270,992) (318,274) (343,430)

主要財政状態計算書      

資産合計 856,860 888,172 948,130 1,027,675 1,075,322

 (29,167,514) (30,233,375) (32,274,345) (34,982,057) (36,603,961)

金融投資ポートフォリオ(注3) 215,186 223,884 231,090 265,916 253,763

 (7,324,931) (7,621,011) (7,866,304) (9,051,781) (8,638,093)

貸出金及びその他の債権 512,210 541,888 575,127 630,422 664,774

 (17,435,628) (18,445,868) (19,577,323) (21,459,565) (22,628,907)

負債合計 769,750 799,620 859,518 930,026 978,115

 (26,202,290) (27,219,065) (29,257,993) (31,658,085) (33,295,035)

顧客預金 556,349 588,968 614,895 670,359 712,915

 (18,938,120) (20,048,471) (20,931,026) (22,819,020) (24,267,627)

顧客の投資口座 23,841 28,721 24,501 26,475 28,982

 (811,548) (977,663) (834,014) (901,209) (986,547)

コミットメント及び偶発事象 1,305,385 1,176,244 1,526,306 1,855,618 2,919,100

 (44,435,305) (40,039,346) (51,955,456) (63,165,237) (99,366,164)

株式資本 48,280 53,156 54,619 54,674 54,736

 (1,643,451) (1,809,430) (1,859,231) (1,861,103) (1,863,213)

株主資本 84,437 85,811 85,746 94,642 93,971

 (2,874,235) (2,921,006) (2,918,794) (3,221,614) (3,198,773)

株式情報      

１株当たり(単位：セン／円)      

基本的利益 57.7 69.7 66.5 77.6 83.6

 (1,964) (2,373) (2,264) (2,642) (2,846)

希薄化後利益 57.7 69.7 66.5 77.6 83.6

 (1,964) (2,373) (2,264) (2,642) (2,846)

配当金総額 52.0 58.0 58.0 60.0 61.0

 (1,770) (1,974) (1,974) (2,042) (2,076)

純資産 751.1 722.4 711.3 784.7 778.7

 (25,567) (24,590) (24,213) (26,711) (26,507)

12月31日現在株価

(単位：マレーシア・リンギット／円) 8.46 8.30 8.70 8.89 10.24

 (288) (283) (296) (303) (349)

時価総額 95,102 98,592 104,871 107,216 123,566

 (3,237,272) (3,356,072) (3,569,809) (3,649,633) (4,206,187)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

  19/1379



 
当行グループ

　

2020年12月

31日に終了

した事業年度

2021年12月

31日に終了

した事業年度

2022年12月

31日に終了

した事業年度

(再掲)(注1)

2023年12月

31日に終了

した事業年度

2024年12月

31日に終了

した事業年度

財務比率(％)   

利益率／マーケットシェア   

平均利付資産に対する純金利マージン 2.1 2.3 2.4 2.1 2.0

平均リスクアセットに対する純金利 4.3 4.7 5.1 4.5 4.4

株主資本利益率 8.1 9.8 9.6 10.8 11.1

平均資産に対する純利益率 0.8 0.9 0.9 0.9 1.0

平均リスクアセットに対する純利益率 1.7 2.0 2.0 2.2 2.3

コスト・インカム・レシオ(注4) 45.3 45.3 45.2 48.9 48.9

国内マーケットシェア:      

貸出金及びその他の債権 18.1 18.0 18.1 18.4 19.2

顧客預金－貯蓄口座 25.7 26.1 26.1 26.0 25.3

顧客預金－当座口座 13.1 13.8 18.2 16.7 17.0

自己資本比率(％)      

CET1自己資本比率 15.313 16.090 15.669 16.191 15.765

Tier1自己資本比率 16.026 16.810 16.376 16.845 16.135

総自己資本比率 18.683 19.518 19.080 19.404 18.906

資産内容比率      

減損した貸出金純額比率(％) 1.10 0.89 0.46 0.53 0.51

貸倒損失カバレッジ(％) 106.3 111.9 131.2 124.9 126.9

預貸率(％)(注5) 90.1 89.5 91.6 91.7 90.7

株主資本に対する預金額(倍数)(注6) 6.9 7.2 7.4 7.4 7.9

株式の評価      

総配当利回り(％) 6.1 7.0 6.7 6.7 6.0

配当性向(％) 91.2 84.5 87.5 77.4 73.0

株価収益倍数(倍数) 14.7 11.9 13.1 11.5 12.2

株価純資産倍率(倍数) 1.1 1.1 1.2 1.1 1.3
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(単位：別段の記載がない限り百万マレーシア・リンギット、
下段の(　)内は円換算（別段の記載がない限り百万円単位）)

当行

2020年12月

31日に終了

した事業年度

2021年12月

31日に終了

した事業年度

2022年12月

31日に終了

した事業年度

2023年12月

31日に終了

した事業年度

2024年12月

31日に終了

した事業年度

営業成績      

営業総収益 24,362 23,181 26,612 34,260 36,529

 (829,282) (789,081) (905,872) (1,166,210) (1,243,447)

純営業収益 14,452 15,190 16,210 16,634 17,006

 (491,946) (517,068) (551,788) (566,221) (578,884)

引当前営業利益(注2) 9,668 10,168 10,458 10,338 10,113

 (329,099) (346,119) (355,990) (351,906) (344,247)

営業利益 6,929 7,744 8,639 9,762 10,089

 (235,863) (263,606) (294,072) (332,298) (343,430)

税金及びザカート前利益 6,929 7,744 8,639 9,762 10,089

 (235,863) (263,606) (294,072) (332,298) (343,430)

当行株主に帰属する当期利益 5,965 6,878 6,971 8,273 8,654

 (203,049) (234,127) (237,293) (281,613) (294,582)

主要財政状態計算書      

資産合計 476,304 489,351 522,676 571,868 589,640

 (16,213,388) (16,657,508) (17,791,891) (19,466,387) (20,071,346)

金融投資ポートフォリオ(注3) 133,580 126,242 133,764 160,795 149,013

 (4,547,063) (4,297,278) (4,553,327) (5,473,462) (5,072,403)

貸出金及びその他の債権 229,924 240,123 245,137 278,326 281,795

 (7,826,613) (8,173,787) (8,344,463) (9,474,217) (9,592,302)

負債合計 404,037 416,242 449,606 493,439 511,102

 (13,753,419) (14,168,878) (15,304,588) (16,796,664) (17,397,912)

顧客預金 250,025 276,559 274,854 299,676 310,609

 (8,510,851) (9,414,068) (9,356,030) (10,200,971) (10,573,130)

顧客の投資口座 － － － － －

 (－) (－) (－) (－) (－)

コミットメント及び偶発事象 1,225,860 1,081,180 1,422,559 1,742,985 2,803,816

 (41,728,274) (36,803,367) (48,423,908) (59,331,209) (95,441,897)

株式資本 48,280 53,156 54,619 54,674 54,736

 (1,643,451) (1,809,430) (1,859,231) (1,861,103) (1,863,213)

株主資本 72,266 73,108 73,071 78,429 78,538

 (2,459,935) (2,488,596) (2,487,337) (2,669,723) (2,673,434)

株式情報      

１株当たり(単位：セン／円)      

基本的利益 53.1 59.2 58.2 68.6 71.7

 (1,808) (2,015) (1,981) (2,335) (2,441)

希薄化後利益 53.1 59.2 58.2 68.6 71.7

 (1,808) (2,015) (1,981) (2,335) (2,441)

配当金総額 52.0 58.0 58.0 60.0 61.0

 (1,770) (1,974) (1,974) (2,042) (2,076)

純資産 642.9 615.5 606.2 650.3 650.9

 (21,884) (20,952) (20,635) (22,136) (22,157)

12月31日現在株価

(単位：マレーシア・リンギット／円) － － － － －

 (－) (－) (－) (－) (－)

時価総額 － － － － －

 (－) (－) (－) (－) (－)
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当行

　 2020年12月

31日に終了

した事業年度

2021年12月

31日に終了

した事業年度

2022年12月

31日に終了

した事業年度

2023年12月

31日に終了

した事業年度

2024年12月

31日に終了

した事業年度

財務比率(％)      

利益率／マーケットシェア      

平均利付資産に対する純金利マージン 1.8 1.9 1.8 1.5 1.3

平均リスクアセットに対する純金利 3.3 3.5 3.6 3.0 2.8

株主資本利益率 8.4 9.7 10.0 11.5 11.6

平均資産に対する純利益率 1.3 1.4 1.4 1.5 1.5

平均リスクアセットに対する純利益率 2.6 2.9 3.0 3.4 3.4

コスト・インカム・レシオ(注4) 33.1 33.1 35.5 37.9 40.5

国内マーケットシェア:      

貸出金及びその他の債権 18.1 18.0 18.1 18.4 19.2

顧客預金－貯蓄口座 25.7 26.1 26.1 26.1 25.3

顧客預金－当座口座 13.1 13.8 18.2 18.2 17.0

自己資本比率(％)      

CET1自己資本比率 15.581 15.462 15.264 15.701 15.210

Tier1自己資本比率 16.343 16.223 16.045 16.417 15.433

総自己資本比率 18.639 18.785 18.635 18.844 18.325

資産内容比率      

減損した貸出金純額比率(％) 1.31 1.93 0.95 0.80 0.69

貸倒損失カバレッジ(％) 105.8 79.6 100.9 101.0 101.3

預貸率(％)(注5) 82.4 77.9 80.0 80.0 76.4

株主資本に対する預金額(倍数)(注6) 3.5 3.8 3.8 3.8 4.0

注記：

1　　 マレーシア財務報告基準（以下「MFRS」という。）第17号「保険契約」の適用による影響を反映するため。

2　　 引当前営業利益は財務書類の損益計算書に記載の減損損失前営業利益と同額である。

3　　 金融投資ポートフォリオは、初期認識時に純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定された金融資産、純

損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を通じた公正価値（以下「FVOCI」という。）で測

定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資から成る。

4　　 コスト・インカム・レシオは総費用を純営業収益で除して算出される。当行グループの総費用はピーティー・バン

ク・メイバンク・インドネシア・ティービーケー（以下「メイバンク・インドネシア」という。）及びメイバン

ク・アイビージー・ホールディングス・リミテッドの無形資産償却費を除いた一般管理費合計である。

5　　 預貸率は、貸出金及びその他の債権総額を顧客預金及び顧客の投資口座で除して算出される。

6　　 株主資本に対する預金額は顧客の投資口座を含む。

 

２【沿革】

当行は1960年５月31日に設立され、1993年７月より「メイバンク」という正式な商号を使用している。当

行は1962年２月17日よりマレーシア証券取引所に公式に上場している。

1960年 ・メイバンクは５月31日に設立され、９月12日にクアラルンプールにおいて事業を開始

する。

・初の完全銀行所有金融会社であるマラヤン・ファイナンス・コーポレーション（後に

メイバン・ファイナンスとなる。）を設立する。

・メイバンク初の海外支店をブルネイ・ダルサラームに開設する。

・シンガポールに支店を開設する。

1962年 ・２月12日に香港支店を開設し、続いて９月12日にロンドン支店を開設する。

・２月17日にメイバンクは、クアラルンプール証券取引所（現マレーシア証券取引所）

に上場する。

1973年 ・９月にメイバンクは投資銀行部門であるアジア・ユーロアメリカン・マーチャント・

バンカーズ・ベルハッド（アシームバンカース）を設立する。2009年にメイバンク・

インベストメント・バンクに名称変更した。
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1977年 ・損害保険を提供するメイバン・フェニックス・アシュランス・ベルハッドがブリ

ティッシュ・フェニックス・アシュランスとパートナーシップを組んで設立された。

1986年にメイバン・アシュランスに名称変更した。

1984年 ・９月にメイバンクのニューヨーク支店を開設する。

1990年 ・メイバンクは、ラブアン国際オフショア金融センターにオフショア銀行を設立する。

1992年 ・メイバン・セキュリティーズが設立される。

1993年 ・メイバン・ベンチャーズが事業を開始する。

・リース及び割賦販売業務を提供するアシーム・リーシング・クレジット・ベルハッド

が設立される。

1994年 ・マレーシアの首相がピーティー・バンク・ヌサ・インターナショナル・オブ・インド

ネシアとの合弁事業を公式に立ち上げる。

1996年 ・ハノイ支店及びホーチミン市の駐在員事務所が公式に開設される。2005年には、ホー

チミン市の事務所が公式の支店となり、ベトナムにおける２店目の支店となる。

1997年 ・メイバンクは、ピーエヌビー・リパブリック・バンク・オブ・ザ・フィリピンの株式

の60％を取得し、かかる銀行の名称をメイバンク・フィリピン・インコーポレーテッ

ドへ変更する。

2000年 ・マレーシアの銀行として初めて中華人民共和国の上海に支店を開設する。

・メイバンクは、パシフィック・バンク・ベルハッド及びフィレオ・アライド・バン

ク・ベルハッドを取得する。2001年において、これらの銀行はメイバンクの事業に統

合された。

2001年 ・メイバンクは、ヨーロッパ最大の総合金融サービス提供会社のうちの１つである、

フォルティス・インターナショナル・エヌブイと共同で、メイバン・フォルティス・

ホールディングス・ベルハッドを70対30のパートナーシップで設立する。

2002年 ・メイバン・タカフルが事業を開始し、マレーシアに従来からある銀行により所有され

る初のタカフル会社となる。

2003年 ・メイバンクは、バーレーンにおいて初めて現地で業務を行うマレーシアの銀行として

バーレーン支店を公式に立ち上げる。

2004年 ・メイバン・ファイナンス・ベルハッドのすべての業務及び事業がメイバンクへ付与さ

れる。

2005年 ・マレーシア最大の国立保険会社のマレーシア・ナショナル・インシュランス・ベル

ハッド及びその子会社並びにマレーシアのプレミア・タカフル提供会社であるタカフ

ル・ナショナル・スンディリアン・ベルハッドを買収する。

2008年 ・メイバンクは、イスラム銀行子会社であるメイバンク・イスラミック・ベルハッドを

設立する。

・メイバンクはピーティー・バンク・インターナショナル・インドネシア、アン・ビ

ン・バンク・オブ・ベトナム及びエムシービー・バンク・リミテッド・オブ・パキス

タンの株式を取得する。

2010年 ・ピーティー・バンク・メイバンク・インドコープが本格的なイスラム銀行に転換し、

メイバンク・シャリア・インドネシアに名称変更する。

2011年 ・強力な域内基盤を有するシンガポール上場投資銀行グループである、キム・エン・

ホールディングス・リミテッドを取得する。

・国内で400を超えるポス・マレーシア・アウトレットにおいて厳選されたメイバンクの

サービスを提供することを目的として、シェアード・バンキング・サービスを通した

ポス・マレーシア・ベルハッドとの戦略的パートナーシップを立ち上げる。
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2012年 ・メイバンクは、メイバンク・マネー・エクスプレス（MME）送金サービスをミャンマー

において導入するため、ミャンマーの４つの銀行と同時に契約を結んだ初の現地銀行

となる。

・メイバンクは、カンボジアにおける業務を行う現地企業との、同国における長期コ

ミットメントを再度確認した。

・メイバンクは、大中華圏における事業を促進させることを目的とし、北京に新たな支

店を開設し、中国におけるネットワークを拡大した。

・マレーシアの首相がラオスにメイバンクの最初の支店を公式に開設する。これにより

ASEAN加盟国の10カ国すべてにおいて当行グループの足跡が刻まれることとなる。

2013年 ・マレーシアの首相が、ロンドンで開催された世界イスラム経済フォーラムにおいてメ

イバンク・イスラミック・アセット・マネジメントの立ち上げを執り行う。

2015年 ・昆明支店により、雲南省において初のマレーシアの銀行となり、雲南省に支店を有す

るASEANの銀行わずか２行のうちの１行となった。

2016年 ・２店舗目の支店を開設したことによりメイバンクはラオスにおけるネットワークを拡

大した。

・メイバンクは大中華圏において５店舗目となる店舗を深センに開設した。

2017年 ・マレーシアの企業史において、株式時価総額が100十億マレーシア・リンギットを超え

る初の企業となった。

・インドネシアのピーティー・アシュランシ・アソカ・マスの株式持分75％を取得し

た。

2018年 ・既存のメイバンクのシンガポール支店からメイバンク・シンガポール・リミテッド

（MSL）への地域金融サービス事業の移転を伴う、メイバンク・シンガポール・リミ

テッドの現地設立が完了した。

・メイバンク・アセット・マネジメント・グループ（MAMG）の傘下にアマナ・ミュー

チュアル・ベルハッド（AMB）及びシンガポール・ユニット・トラスト・リミテッド

（SUTL）を取得した。

2019年 ・マレーシアの銀行として唯一、かつ、２社ランクインしたマレーシアブランドのうち

１社として、念願の「最も価値のあるグローバルブランドトップ500」に入った。

・本格的なデジタル・ウォレットの利便性を享受しながら、メイバンク・アプリを介し

てオンラインで銀行取引を開始して即座に取引ができる、マレーシア初のデジタル・

ウォレットであるMAE（メイバンク・エニタイム・エブリワン）を導入した。

・クラウドベースのトラッカープラットフォーム上で、より迅速かつ便利で安全な国際

送金サービスを顧客に提供するSWIFT gpi（SWIFTグローバル・ペイメント・イノベー

ション）業務を、地方銀行として初めて導入した。

・中小企業及び配送・販売代理店を対象とした、店頭（POS）端末を必要とせず携帯電話

上のアプリを使用してカード決済を受け付けることができる革新的な決済方法である

メイバンク・タップ２フォン（Tap2Phone）を東南アジアで初めて立ち上げた。

・カンボジア国立銀行（NBC）のブロックチェーンを基盤とするバコン決済システム及び

メイバンク2uのデジタルプラットフォームを通じ、カンボジア・マレーシア間の国際

決済及び送金の分野における協力を促進するため、NBCと覚書を締結した。

・独占的アクセスとユニークな体験を求めている世界中の旅行者の贅沢を再定義するこ

とを目的とした、洗練された金属製アメリカン・エキスプレス・プラチナ・カード

を、アメリカン・エキスプレスの銀行パートナーとして世界で初めて導入した。
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2020年 ・ドバイ国際金融センター（DIFC）に初の海外支店を開設し、マレーシアのイスラム銀

行としては初めて海外に拠点を持つことになった。かかる支店は、法人向融資、財務

及び資本市場に重点を置いたホールセール・バンキング・サービスや設備並びに中

東、アフリカ及び南アジアに住む３十億人超のイスラム教徒に行き届くプラット

フォームが用意されているトレード・ファイナンスを提供している。

・通常の銀行取引のニーズを越えて、マレーシアの人々が日常の金銭管理ができるよう

に設計された独自のエコシステムを持つ新しいアプリであるMAEバイ・メイバンク2uを

立ち上げた。MAEアプリの導入は、次世代の体験を提供するという当行のコミットメン

トを再確認するものであり、銀行アプリに新鮮な印象を与え、デジタル・バンキング

における当行グループからの提供をさらに高める。

・イスラム定期預金口座（IFD-i）におけるキャンペーンであるソーシャル・インパク

ト・デポジットをマレーシアで初めて開始した。顧客は、定期預金の設置と同時に、

COVID-19のパンデミックによって所得に影響を受けた人々へ資金援助を行うことがで

きる。

2021年 ・メイバンクは、成長を加速させ、地域の大手金融サービスグループ間においてその地

位を確立するため、「M25」と名付けた次の５カ年戦略（2021年から2025年）を発表し

た。M25は、３つの戦略的優先事項、すなわち徹底したデジタル化、新たなバリュード

ライバーの構築及びメイバンクの経営における持続可能性の定着を軸に、持続可能な

株主資本利益率の実現、最高水準の顧客体験の提供、地域の環境・社会・ガバナンス

（以下「ESG」という。）リーダーという３つの目指すべき成果を達成するために進め

られる。

・M25戦略の下、長期的な持続可能性コミットメントの一環として、2025年までに50十億

マレーシア・リンギットをサステナブル・ファイナンスに結集することを約束した。

2022年 ・メイバンクは、多種多様の世界的なトレンド及び外部からの逆風を踏まえ、継続的な

成長及び持続的なリターンの提供を可能にするため、M25+と称した2025年までの５カ

年企業戦略をさらに改良した。かかる戦略は、顧客中心主義の強化、マレーシア国外

におけるメイバンクの地位の強化、デジタル化及びテクノロジーの近代化の加速、持

続可能性への課題におけるリーダーシップの発揮、並びにイスラム・バンキングにお

ける真のグローバル・リーダーシップの達成の５つの戦略的目標に重点を置いてい

る。これは、銀行業務における倫理観の徹底、地域統合、部門横断的な協働及び機動

的な働き方の導入を推進する、12の戦略プログラムによって実現される。

・メイバンクは、その成長に伴い、倫理的かつ持続可能な足跡を定着させ、「良好」か

ら「最高」への移行の確実な成功を目指す。当行は、コミットメント１及び２につい

て、2025年度持続可能性目標を上方修正した。サステナブル・ファイナンスへの投入

額を50十億マレーシア・リンギットから80十億マレーシア・リンギットへと変更し、

ASEAN全土にわたる２百万世帯（従前の目標は１百万世帯であった。）の家庭の生活改

善に取り組む。2050年までに炭素排出量ゼロを達成する取組みの一環として、メイバ

ンクは、ASEANで最初にスコープ３のファイナンスド・エミッションの基準を設定した

銀行の１行として率先して、グリーン商品、ソーシャル商品、サステナブル商品及び

トランジション商品の開発と分類を示すサステナブル商品に関する枠組みを導入し

た。メイバンクはまた、当行グループの事業活動及び業務の気候リスク・エクスポー

ジャーを管理する気候リスク方針を策定した。

・当行は、個人向けデジタル・ファイナンス及び10秒以内の承認が可能なメイバンク・

ホーム2u等、融資へのアクセスをさらに容易にする、市場初のデジタル商品及びデジ

タル・サービスを導入することにより、本国市場においてリーダーシップを取り続け

る。
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2023年 ・メイバンクのM25+戦略は、引続き、５つの戦略的目標全体に意味のある成果を実現

し、かつカスタマー・ジャーニーを強化し、生産性を高めている。

・メイバンクは、信頼性があり、秩序立った、かつ公正な移行計画の策定に向け、規制

当局、政策立案者、その他の金融機関及び顧客と積極的に関わり、かつ連携すること

により地域の脱炭素化ジャーニー推進の最前線に立ち続けている。

・卓越した顧客経験を提供するための、高度に個別化されたソリューションを開発する

にあたり、当行グループにとって、引続きデジタル化は鍵となるイネーブラーであ

る。一例として、メイバンクは、パビリオン・ブキット・ジャリルでフィジカルとデ

ジタルを融合させた初のシグネチャー支店を開設し、個人顧客及び法人顧客双方によ

り良いサービスを提供するため、「オール・イン・ア・バンク」機能を提供してい

る。当行グループはまた、ASEAN全域にわたる業務において、顧客に提供するサービス

を拡大し、業務の効率を上げるため、アプリケーション・プログラミング・インター

フェイス（API）プラットフォームに梃入れした。

2024年 ・メイバンクは、そのM25+戦略に基づく変革のもと、引続き大きな進化を遂げ、組織の

強靭性を強化すると共に、業績を拡大した。顧客中心主義、機動的な働き方及びデジ

タル化に重点を置き、当行グループは、７つの特定の「成長性の高い」分野（資産管

理、非リテール、外国為替営業、中小企業向け市場、キャッシュ・マネジメント、自

動車保険及びバンカシュアランス）において有意義な結果を出し、10十億マレーシ

ア・リンギットを超える純利益を生むことに寄与し、顧客エンゲージメントを深め

た。

・機動的な枠組みの採用により、業務上の機動性及び復旧能力が強化され、より的を

絞った部門別のアプローチにより、クロスセルの業績及び顧客浸透率も向上した。デ

ジタル化及びエコシステムの開発は、バンキング・サービス及びノンバンキング・

サービスの両方において進化するにあたり、引続き重要な鍵となるイネーブラーであ

る。メイバンクの拡大し続けるオンライン・マーケットのシェアは、そのデジタル・

フィナンシャル・サービスにおけるリーダーシップを発揮している。

・目的に向けたアジェンダに沿って、メイバンクは100十億マレーシア・リンギットを超

える額をサステナブル・ファイナンスに投入し、トランジション・ファイナンスの初

めてのシリーズの白書を発表し、パーム油、電力及び鉄鋼を含む、影響の大きい部門

の排出量目標を設定した。かかるイニシアチブは、これらの高排出の部門の脱炭素化

ジャーニーをサポートし、当行グループのESGにおけるリーダーシップ及びASEAN全域

における長期的かつ持続可能性な成長への注力を強化する。

・これらのマイルストーンは、持続可能かつ顧客中心の成長及び地域の金融リーダーと

しての地位に対する、メイバンクのコミットメントを反映している。

 

３【事業の内容】

当行は主に、商業銀行業務及び関連する金融サービスのあらゆる側面に携わっている。当行の子会社は、

主に以下の業務に従事している。

・　リテール・バンキング及びコーポレート・バンキング業務

・　イスラム・バンキング業務

・　投資銀行業務（株式仲介を含む。）

・　保険及びタカフル

・　受託者及びノミニー・サービス

・　資産運用

 

シンガポール

当行グループは、その子会社であり、2018年にフルライセンスを持つ適格銀行（QFB）として設立され、国

内のシステム上重要な銀行（以下「D-SIB」という。）として認められているメイバンク・シンガポール・リ
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ミテッド（MSL）を通じて拠点を置く。2024年12月31日現在、メイバンク・シンガポール・リミテッドは、シ

ンガポールの18の支店においてリテール事業及び商業事業を展開している。

当行グループはまた、1960年よりメイバンクのシンガポール支店を通じて拠点を置いており、2024年12月

31日現在、メイバンクのシンガポール支店は18の支店のうち９の支店において法人事業及び機関投資家事業

を展開している。

当行グループのシンガポール事業は、2024年において、当行グループの税金及びザカート前利益並びに貸

出金総額(*)にそれぞれ21.9％及び26.0％寄与した。

注記：

*　　税金及びザカート前利益並びに貸出金総額の当行グループへの貢献は、国別に集計されており、グループ間取引の

消去前である。開示されている貸出金総額は、振戻し利息及び実行金利の純額である。

 

インドネシア

当行グループは、その子会社であり、資産においてインドネシア最大の商業銀行の１つで、かつ、インド

ネシア証券取引所に上場しているメイバンク・インドネシアを通じて拠点を置く。2024年12月31日現在、メ

イバンク・インドネシアは、313の支店（20のシャリア支店及び１のムンバイの海外支店を含む。）のネット

ワークを通じて、リテール、非リテール及び法人事業を行っている。当行グループのインドネシア事業は、

2024年において、当行グループの税金及びザカート前利益並びに貸出金総額(*)にそれぞれ2.8％及び5.4％寄

与した。

注記：

*　　税金及びザカート前利益並びに貸出金総額の当行グループへの貢献は、国別に集計されており、グループ間取引の

消去前であり、銀行業務、投資銀行業務、保険及びタカフル業務並びに資産運用業務を含む。開示されている貸出

金総額は、振戻し利息及び実行金利の純額である。

 

その他の国際拠点

当行グループはマレーシア最大の金融サービスグループであり、ASEAN地域において確立した地位を有して

いる。2024年12月31日現在、当行グループは、ASEAN諸国全10カ国を含む18カ国並びにロンドン、ニューヨー

ク、香港及びドバイ等の国際金融センターにおいて営業している。メイバンクの本国市場は、マレーシア、

シンガポール、インドネシア及びカンボジアである。当行グループはまた、第中華圏、サウジアラビア、イ

ンド、パキスタン、ウズベキスタン、英国、米国及びアラブ首長国連邦を含むASEAN非加盟国においても事業

を展開している。2024年12月31日現在、当行グループは、世界中に約2,633の支店（リテール、非リテール及

び法人顧客向け）と32の投資銀行支店を有している。

 

グループ地域金融サービス（以下「GCFS」という。）

GCFSは、マレーシアで最大のリテール販売ネットワークを有し、他の６つのASEAN市場で地域的な地位を有

している。GCFSは、リテール及び非リテール・バンキングにおいて、個人、零細及び中小企業に向けてファ

イナンシャル・サービスを提供している。そのサービスには、資産管理、住宅ローン、個人向けローン及び

割賦販売ローン、クレジットカード、バンカシュアランス商品、事業融資及び短期融資並びにデジタル・バ

ンキング・サービス及びモバイル・バンキング・サービスが含まれる。GCFSは、2024年、モバイル・バンキ

ング及びインターネット・バンキングの52.3％の市場シェア、並びにモバイル・バンキング取引の54.1％の

取引量シェアを有する。

GCFSは、2024年12月31日に終了した事業年度において当行グループの税引前利益（以下「税引前利益」と

いう。）の43.8％に寄与した。

 

グループ・グローバル・バンキング（以下「GGB」という。）
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GGBは、コーポレート・バンキング及びトランザクション・バンキング、投資銀行、グローバル・マーケッ

ツ並びに資産運用等のホールセール・バンキング・サービスを提供している。政府、企業及び金融機関等、

様々な顧客にサービスを提供している。GGBは、2024年12月31日に終了した事業年度において当行グループの

税引前利益の45.5％に寄与した。

 

グループ保険及びタカフル（エティカ）

グループ保険及びタカフルは、ブランド名であるエティカの名の下で個人、法人及び政府団体／機関に向

けてサービスを提供している。エティカは、４つの免許（生命、家族、損害及びジェネラル・タカフル）す

べてを保有するマレーシアの大手保険会社として、保険及びタカフル商品一式、エティカ＋モバイル・アプ

リ、バンカシュアランス及びバンカタカフル仲介会社のためのバンカ・イーズ並びに代理店のためのエー

ジェンシー・イーズを提供している。当行グループは、2024年12月31日現在、10,000を超える代理店及び44

の支店を有している。エティカは、2024年12月31日に終了した事業年度において当行グループの税引前利益

の10.6％に寄与した。

 

メイバンク・グループ・イスラム・バンキング（以下「MGIB」という。）

MGIBは、その資産においてアジア太平洋最大のイスラム・バンキング・グループであり、その総資産規模

において世界第４位であり、ASEAN内のイスラム金融において受賞歴のあるソート・リーダーとして世界的に

認識されている。この地位を支えているのは、当行グループのイスラム第１の手法である。MGIBは、当行グ

ループの事業の３つの柱にわたってシャリア適格かつ価値に基づく金融ソリューションを提供している。

MGIBは、2024年12月31日現在、当行グループのシステム、ITインフラ及びマレーシア内のメイバンクの352の

顧客との接点となる販売ネットワーク並びに８の本格的なメイバンク・イスラミックの支店を活用して業務

を行っている。

イスラミック・バンキング事業は、2024事業年度において当行グループの税引前利益の30.6％に寄与し

た。

 

当行グループの組織体制

（2025年４月30日現在）

本書日付現在の当行グループの経営陣の構造は以下の通りである。
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注記：

1　　 本チャートはメイバンクの子会社及び関連会社の完全なリストではない。記載されていない会社の中には、休眠

中、清算中、業務終了又は不動産投資業務若しくはノミニー業務を行う会社が含まれる。完全なリストは、下記

「第６－１　財務諸表」の2024事業年度の財務書類の注記64を参照のこと。

2　　 投資持株会社が省略された場合、株式は実質持分割合として示される。

*　　 当行グループが保有する実質持分割合。詳細は下記「第６－１　財務書類」の2024事業年度の財務書類の注記64の

脚注14を参照のこと。

**　　0.01％はドウラド・トーラ・ホールディングス・スンディリアン・ベルハッドが保有する。

***　 99.998％はエティカ・インターナショナル・ホールディングス・スンディリアン・ベルハッドが保有する。

@　　 当行グループが保有する実質持分割合。85％はメイバンク・アイビージー・ホールディングス・リミテッドが、

15％はピーティー・メイバンク・インドネシア・ファイナンスが保有する（実質持分割合の14.78％は当行グルー

プが保有する。）。
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４【関係会社の状況】

マラヤン・バンキング・ベルハッドは、持株会社であり、マレーシア証券取引所に上場している。

メイバンクの主な子会社は以下の通りである。

（１）銀行

・　メイバンク・イスラミック・ベルハッド

・　ピーティー・バンク・メイバンク・インドネシア・ティービーケー

・　メイバンク・シンガポール・リミテッド

 

（２）保険及びタカフル

・　エティカ・インターナショナル・ホールディングス・スンディリアン・ベルハッド

・　メイバンク・アゲアス・ホールディングス・ベルハッド

-　エティカ・ジェネラル・インシュランス・ベルハッド

-　エティカ・ファミリー・タカフル・ベルハッド

-　エティカ・ライフ・インシュランス・ベルハッド

-　エティカ・ジェネラル・タカフル・ベルハッド

-　エティカ・インシュランス・プライベート・リミテッド

 

（３）投資銀行

・　メイバンク・インベストメント・バンク・ベルハッド

・　メイバンク・アイビージー・ホールディングス・リミテッド

 

（４）資産運用

・　メイバンク・アセット・マネジメント・グループ・ベルハッド
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2024年12月31日現在のメイバンクの子会社は、以下の通りである。

 

(a)　子会社の詳細は以下の通りである。

名称 主な事業内容
設立国／

主な事業拠点

2024年12月31日現在
資本金

(マレーシア・
リンギット)

2024年12月31日
現在

当行グループが
保有する

実質持分割合
(％)

銀行

メイバンク・イスラミック・ベルハッド
イスラム・

バンキング
マレーシア 12,574,879,419 100.00

メイバンク・インターナショナル(L)

リミテッド
オフショア銀行 マレーシア 3,500,000(注2) 100.00

メイバンク・フィリピン・

インコーポレーテッド(注10)
銀行 フィリピン 10,545,500,338(注3) 99.98

ピーティー・バンク・メイバンク・

インドネシア・ティービーケー(注10)
銀行 インドネシア

10,213,284,063,018

(注1)
98.52(注14)

メイバンク(カンボジア)ピーエルシー

(注10)
銀行 カンボジア 75,000,000(注2) 100.00

メイバンク・シンガポール・リミテッド

(注10)
銀行 シンガポール 2,000,000,100(注4) 100.00

金融

ピーティー・メイバンク・インドネシ

ア・ファイナンス(注10)
マルチ金融 インドネシア 32,370,000,000(注1) 98.51(注14)

ピーティー・ワハナ・オットミトラ・

ムルティアルタ・ティービーケー(注10)
マルチ金融 インドネシア 508,338,022,174(注1) 67.54(注14)

キム・エン・ファイナンス(シンガポー

ル)プライベート・リミテッド(注10)

株主による

任意清算手続中
シンガポール 100,000(注4) 100.00

保険

メイバンク・アゲアス・

ホールディングス・ベルハッド
投資持株会社 マレーシア 660,866,223 69.05

エティカ・ライフ・インターナショナル

(L)リミテッド

オフショア

投資関連事業
マレーシア 3,500,000(注2) 69.05

エティカ・ジェネラル・インシュラン

ス・ベルハッド
損害保険業務 マレーシア 229,878,927 69.05

エティカ・ファミリー・タカフル・

ベルハッド

ファミリー・タカ

フル及び投資関連

事業

マレーシア 100,000,000 69.05

エティカ・オフショア・インシュランス

(L)リミテッド
機関サービス マレーシア 215,500(注2) 69.05

エティカ・インターナショナル・ホール

ディングス・スンディリアン・ベルハッ

ド

投資持株会社 マレーシア 485,310,828 100.00

エティカ・ライフ・アンド・ジェネラ

ル・アシュランス・フィリピン・インク

(注10)

損害保険及び

生命保険業務
フィリピン 1,206,511,152(注3) 95.24

エティカ・インシュランス・

プライベート・リミテッド(注10)

損害保険及び

生命保険業務
シンガポール 368,000,000(注4) 69.05

ピーティー・アシュランシ・エティカ・

インターナショナル・インドネシア(注

10)

損害保険業務 インドネシア 267,429,068,000(注1) 79.87

エティカ・ライフ・インシュランス・

ベルハッド

生命保険及び

投資関連事業
マレーシア 100,000,000 69.05

エティカ・ジェネラル・タカフル・

ベルハッド

ジェネラル・

タカフル事業
マレーシア 970,000,500 69.05

エティカ・ジェネラル・インシュランス

（カンボジア）ピーエルシー(注10)
損害保険事業 カンボジア 11,000,000(注2) 100.00
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エティカ・ライフ・インシュランス

（カンボジア）ピーエルシー(注10)

生命保険及び

投資関連事業
カンボジア 12,000,000(注2) 100.00

投資銀行

メイバンク・インベストメント・バン

ク・ベルハッド
投資銀行 マレーシア 222,785,000 100.00

メイセック・スンディリアン・ベルハッ

ド
投資持株会社 マレーシア 162,000,000 100.00

メイバンク・インターナショナル・ホー

ルディングス・スンディリアン・ベル

ハッド

投資持株会社 マレーシア 4,333,256,980 100.00

メイバンク・アイビージー・ホールディ

ングス・リミテッド(注10)
投資持株会社 シンガポール 211,114,224(注4) 100.00

メイバンク・セキュリティーズ・プライ

ベート・リミテッド(注10)
証券売買 シンガポール 75,000,000(注4) 100.00

ピーティー・メイバンク・セクリタス・

インドネシア(注10)
証券売買 インドネシア 589,805,000,000(注1) 99.78

メイバンク・セキュリティーズ(タイ)

パブリック・カンパニー・リミテッド

(注10)

証券売買 タイ 3,377,643,229(注7) 83.50

メイバンク・セキュリティーズ(ロンド

ン)リミテッド(注10)
証券売買 英国 600,000(注6) 100.00

メイバンク・セキュリティーズ・USA・

インク(注11)
休眠中 米国 31,054,000(注2) 100.00

エムアイビー・セキュリティーズ・

インディア・プライベート・リミテッド

(注10)

証券売買 インド 950,000,000(注8) 100.00

エムアイビー・ファイナンス(ホンコン)

リミテッド(注10)
証券取引 香港 5,000,000(注5) 100.00

メイバンク・リサーチ・プライベート・

リミテッド(注10)

調査サービス

の提供
シンガポール 300,000(注4) 100.00

エムアイビー・セキュリティーズ

(ホンコン)リミテッド(注10)
証券売買 香港 310,000,000(注5) 100.00

エムアイビー・フューチャーズ(ホンコ

ン)リミテッド(注10)
先物契約仲介 香港 6,000,000(注5) 100.00

メイバンク・キャピタル・インク(注10)

コーポレート・

ファイナンス

並びに金融

及び投資顧問

フィリピン 872,558,000(注3) 100.00

メイバンク・セキュリティーズ・インク

(注10)
証券売買 フィリピン 404,795,900(注3) 100.00

メイバンク・セキュリティーズ・リミ

テッド(注10)
証券売買 ベトナム

2,200,000,000,000

(注9)
100.00

資産運用／受託者／カストディー
    

メイバンク・アセット・マネジメント・

グループ・ベルハッド
投資持株会社 マレーシア 262,300,030 100.00

メイバンク(インドネシア)ベルハッド 休眠中 マレーシア 2 100.00

セカプ・メンタリ・ベルハッド 投資持株会社 マレーシア 6,070,828,970 100.00

メイバンク・インターナショナル・

トラスト(ラブアン)ベルハッド
投資持株会社 マレーシア 2,064,861,449 100.00

メイバンク・オフショア・コーポレー

ト・サービシーズ(ラブアン)スンディリ

アン・ベルハッド

投資持株会社 マレーシア 7,824,635,855 100.00

メイバンク・トラスティーズ・ベルハッ

ド

トラスティ・

サービス
マレーシア 500,000 100.00

メイバンク・プライベート・エクイ

ティ・スンディリアン・ベルハッド

株主による

任意清算手続中
マレーシア 3,500,000 100.00

メイバンク・アセット・マネジメント・

スンディリアン・ベルハッド
ファンド運用 マレーシア 47,720,000 100.00
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フィルメイ・プロパティ・インク(注10)
不動産リース

及び取引
フィリピン 100,000,000(注3) 100.00

メイバンク(ノミニーズ)スンディリア

ン・ベルハッド

ノミニー・

サービス
マレーシア 31,000 100.00

メイバンク・ノミニーズ(テンパタン)

スンディリアン・ベルハッド

ノミニー・

サービス
マレーシア 10,000 100.00

メイバンク・ノミニーズ(アシン)

スンディリアン・ベルハッド

ノミニー・

サービス
マレーシア 10,000 100.00

メイバンク・ノミニーズ(シンガポール)

プライベート・リミテッド(注10)

ノミニー・

サービス
シンガポール 60,000(注4) 100.00

メイバンク・ノミニーズ(ホンコン)

リミテッド(注10)

ノミニー・

サービス
香港 3(注5) 100.00

メイバンク・セキュリティーズ・

ノミニーズ(テンパタン)スンディリア

ン・ベルハッド

ノミニー・

サービス
マレーシア 10,000 100.00

メイバンク・セキュリティーズ・ノミ

ニーズ(アシン)スンディリアン・ベル

ハッド

ノミニー・

サービス
マレーシア 10,000 100.00

メイバンク・アライド・ベルハッド 投資持株会社 マレーシア 753,908,638 100.00

ドウラド・トーラ・ホールディングス・

スンディリアン・ベルハッド
投資持株会社 マレーシア 81,196,888 100.00

アウレア・ラクラ・ホールディングス・

スンディリアン・ベルハッド
不動産投資 マレーシア 1,000,000 100.00

ケービービー・ノミニーズ(テンパタン)

スンディリアン・ベルハッド
業務終了 マレーシア 10,000 100.00

ケービービー・プロパティーズ・スン

ディリアン・ベルハッド
業務終了 マレーシア 410,000 100.00

ダブル・ケア・スンディリアン・

ベルハッド(注13)

株主による

任意清算手続中
マレーシア 35,000,000 69.05

ソラク・フィナンシャル・ホールディン

グス・プライベート・リミテッド(注10)
投資持株会社 シンガポール 911,337,499(注4) 100.00

ミフィン・ベルハッド 業務終了 マレーシア 73,755 100.00

メイバンク・アライアンス・

スンディリアン・ベルハッド
投資持株会社 マレーシア 204,070,181 100.00

メイバンク・ベンチャーズ・

スンディリアン・ベルハッド

経営／経済

コンサルティング

及び

アドバイザリー

マレーシア 742,011 100.00

エムアイビー・ストラテジック・

プライベート・リミテッド(注10)
投資持株会社 シンガポール 2(注4) 100.00

メイバンク・プロパティーズ・

プライベート・リミテッド(注10)
不動産投資 シンガポール 8,000,000(注4) 100.00

ストラテジック・アクイジションズ・

プライベート・リミテッド(注10)
投資持株会社 シンガポール 94,556(注4) 100.00

エムアイビー・インベストメント・

リミテッド(注10)
投資持株会社 香港 415,000,000(注5) 100.00

メイバンク・セキュリティーズ・ノミ

ニーズ・プライベート・リミテッド(注

10)

実質株主のノミ

ニーとして行為
シンガポール 10,000(注4) 100.00

メイバンク・アセット・マネジメント・

シンガポール・プライベート・リミテッ

ド(注10)

ファンド運用 シンガポール 9,768,512(注4) 100.00

エムアイビー・ノミニーズ(ホンコン)

リミテッド(注10)

ノミニー・

サービス
香港 2(注5) 100.00

メイバンク・キム・エン・プロパティー

ズ・USA・インク(注12)
不動産投資 米国 3,000,000(注2) 100.00

ピーティー・プロスペリンド(注11) 投資持株会社 インドネシア 275,730,000,000(注1) 100.00
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メイバンク・シェアード・サービシズ

・スンディリアン・ベルハッド
IT共有サービス マレーシア 5,000,000 100.00

ピーティー・メイバンク・アセット・

マネジメント(注10)
ファンド運用 インドネシア 193,902,032,258(注1) 99.00

メイバンク・イスラミック・アセット・

マネジメント・スンディリアン・ベル

ハッド

ファンド運用 マレーシア 3,000,000 100.00

エムエーエム・ディーピー・

リミテッド(注13)
解散済 マレーシア － －

エムビービー・ラブス・プライベート・

リミテッド(注10)
IT開発サービス インド 60,000,000(注8) 100.00

アマナ・ミューチュアル・ベルハッド ファンド運用 マレーシア 1,000,000 80.00

シンガポール・ユニット・トラスツ・

リミテッド(注10)
売却済 シンガポール － －

エティカ・デジタル・ソリューション

ズ・スンディリアン・ベルハッド

その他IT、

経営管理

コンサルティン

グ／サポート・

サービス

マレーシア 2,500,000 100.00

フィルメイ・ホールディング・インク

(注10)
投資持株会社 フィリピン 60,000,000(注3) 100.00

 

(b)　みなし支配ストラクチャード・エンティティの詳細は以下の通りである。

名称 主な事業内容
設立国／

主な事業拠点

2024年12月31日現在
資本金

(マレーシア・
リンギット)

2024年12月31日
現在

実質持分割合
(％)

当行が保有     

メイバンク・マネー・マーケット・ファ

ンド（旧メイバンク・エンハンスド・イ

ンカム・ファンド）(注10)

エクイティ・

ファンド
シンガポール 5,380,162(注4) 42

メイバンク・オールウェザー・

クオンティタティブ・ファンド(注10)

エクイティ・

ファンド
シンガポール 3,511,880(注2) 37

メイバンク・グローバル・ストラテジッ

ク・グロースIファンド(注10)

エクイティ・

ファンド
マレーシア 10,577,783 99

子会社を通じて保有
    

シルバー・ファーン・カバード・ボン

ド・プライベート・リミテッド

カバード・ボンド

保証会社
シンガポール 2(注4) 100

 

(c)　関連会社の詳細は以下の通りである。

名称 主な事業内容
設立国／

主な事業拠点

2024年12月31日現在
資本金

(マレーシア・
リンギット)

2024年12月31日
現在

実質持分割合
(％)

当行が保有
 

ウズベク・リーシング・

インターナショナル・エー・オー(注11)
リース ウズベキスタン 144,828,581(注16) 10

アン・ビン・コマーシャル・ジョイン

ト・ストック・バンク(注11)
銀行 ベトナム

10,384,646,301,000

(注9)
16

子会社を通じて保有
 

エムシービー・バンク・リミテッド(注

11)
銀行 パキスタン

11,850,600,000

(注15)
19

タレット・プレボン(フィリピン)インク

(注11)

外国為替及び

債券市場の

参加者の仲介

フィリピン 38,584,300(注3) 49
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エイドリアン・ヴイ・オカンポ・

インシュランス・ブローカーズ・インク

(注10)

保険仲介 フィリピン 14,333,330(注3) 23

 

(d)　ジョイント・ベンチャーの詳細は以下の通りである。

名称 主な事業内容
設立国／

主な事業拠点

2024年12月31日現在
資本金

(マレーシア・
リンギット)

2024年12月31日
現在

実質持分割合
(％)

子会社を通じて保有
 

アンファール・キャピタル(注11)
株主による

任意清算手続中

サウジアラビア

王国
61,499,950(注17) 35

注記：

1　　 インドネシア・ルピア（IDR）

2　　 米ドル（USD）

3　　 フィリピン・ペソ（Peso）

4　　 シンガポール・ドル（SGD）

5　　 香港ドル（HKD）

6　　 英ポンド（GBP）

7　　 タイ・バーツ（THB）

8　　 インド・ルピー（INR）

9　　 ベトナム・ドン（VND）

10　　アーンスト・アンド・ヤング・グローバルの他のメンバーファームにより監査済みである。

11　　アーンスト・アンド・ヤング・グローバル以外の監査法人により監査済みである。

12　　各設立国の法律によって認められているため、監査を行う必要はない。

13　　事業体が株主による任意清算手続中であるため、監査を行う必要はない。

14　　2013年12月31日に終了した事業年度中、当行グループは、メイバンク・インドネシアの持分18.3％を第三者の投資

家に対して売却し、完了した。かかる売却は、金融サービス庁（以下「OJK」という。）によるOJK規則No.IX.H.1

に基づく強制売却の要件を遵守するために実行された。当行グループは、商業取引も締結したが、これにより売却

によって生じる経済エクスポージャーは維持された。2023年12月31日に終了した事業年度において、当行グループ

は、持分18.31％という同じ経済エクスポージャーを維持するため、従前の商業取引を終了し、新たな商業取引を

締結した。したがって、当行グループが保有するメイバンク・インドネシアの実質持分に変更はない。

15　　パキスタン・ルピー（PKR）

16　　ウズベキスタン・スム（UZS）

17　　サウジアラビア・リヤル（SAR）

 

５【従業員の状況】

（１）提出会社の従業員数

2024年12月31日現在の当行の従業員数は44,117名であった。

 

（２）提出会社の従業員の平均年齢、平均勤続年数及び平均給与

当行の従業員の平均年齢、平均勤続年数及び平均給与はそれぞれ40.3歳、13.0年及び月額9,445マレーシ

ア・リンギットである。

 

（３）非常勤従業員の割合

該当事項なし。

 

（４）従業員数の変動

従業員総数は2024年12月31日現在44,117名に増加した。2023年12月31日現在の従業員数は、2022年12月31

日の従業員数43,360名から増加した43,595名であった。
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（５）労働組合に関する特記事項

当行グループの従業員の39.1％が組合員である。
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第３【事業の状況】

 

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（１）経営方針、経営戦略及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標

上記「第２－３ 事業の内容」、下記「第３－３ 事業等のリスク」及び「第３－４（３） 財政状態、経

営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」を参照のこと。

 

（２）経営環境及び対処すべき課題

上記「第２－３ 事業の内容」、下記「第３－３ 事業等のリスク」及び「第３－４（３） 財政状態、経

営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」を参照のこと。

 

２【サステナビリティに関する考え方及び取組】

（１）ガバナンス及びリスク管理

下記「第５－３ コーポレート・ガバナンスの状況等」を参照のこと。

 

サステナビリティに対するアプローチ

当行グループのサステナビリティに対するアプローチは、引続き３つの主柱を軸とするメイバンク・グ

ループの持続可能性の枠組みを指針としている。当行グループのサステナビリティに係る任務、目標、目

的、ガバナンス及び当行グループのすべての活動におけるアプローチを定めた包括的枠組みとして機能する

この強固なフレームワークにより、当行グループはそのすべての活動、商品及びサービスにサステナビリ

ティを組み込むことができ、人々又は環境に悪影響を及ぼすことなく地域社会に貢献するよう努めている。

当行グループは、その事業に最も重大な影響を与え、ステークホルダーが最も懸念するESG問題を特定するた

め、２年ごとにマテリアリティ・アセスメントを実施している。これらの洞察は、サステナビリティ・ス

テートメントに詳述されている当行グループのサステナビリティに係る戦略及びイニシアチブを強化するた

めに利用される。

 

サステナビリティ・ステートメント

当行グループのサステナビリティ戦略

M25+戦略の中核となるのは、３つの柱を中心に構築された４つの包括的なサステナビリティ・コミットメ

ントである。これらのコミットメントは、当行グループのサステナビリティにおけるリーダーシップの指針

となり、ESG原則を当行グループの企業文化に深く組み込み、その課題に取り組むための総合的なアプローチ

を形成する。

 

サステナビリティ・コミットメント

コミットメント１：2025年までに80十億マレーシア・リンギットをサステナブル・ファイナンスに投入す

る。

コミットメント２：2025年までにASEAN全土にわたる２百万世帯の家庭の生活を改善する。

コミットメント３：2030年までに当行グループ自身の排出量につきカーボンニュートラルの状態を達成

し、2050年までにネットゼロカーボン相当の状態を達成する。

コミットメント４：2025年までに、サステナビリティに関して年間１百万時間を達成し、国連のSDGに関

連する1,000の重要な成果を上げる。
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サステナビリティの柱

責任ある移行：環境的・社会的要請と当行グループのステークホルダーの期待のバランスをとりつつ、低

炭素経済への移行を可能にする。

地域社会の活性化：ASEAN全土にわたる地域社会の回復力を構築し、経済発展及び社会福祉を促進するた

めの対応策を講じる。

当行グループは適正な状態にあり、約束を実行する：優れた経営慣行により模範を示し、メイバンクの

ESG戦略が強固な基盤に基づくことを保証する。

 

サステナビリティ・ガバナンス

強固なサステナビリティ・ガバナンスは、当社グループの事業全体にサステナビリティを組み込むための

中核である。取締役会（以下「取締役会」という。）は、強力なリーダーシップ及び上意下達のアプローチ

により、サステナビリティが戦略的優先事項であり続けることを保証する。かかるコミットメントは、サス

テナビリティ関連事項を監督し、指導する専任の委員会及びリーダーによって強化されている。

 

 

（２）戦略並びに指標及び目標

 

 01 02 03 04

コミットメント 2025年までに

80十億マレーシア・リ

ンギットを

サステナブル・ファイ

ナンスに投入する。

2025年までにASEAN全

土にわたる２百万世

帯の家庭の生活を改

善する。

2030年までに当行グ

ループ自身の排出量

につきカーボン

ニュートラルの状態

を達成し、2050年ま

でにネットゼロカー

ボン相当の状態を達

成する。

 

2025年までに、サステ

ナビリティに関して年

間１百万時間を達成

し、国連のSDGに関連

する1,000の重要な成

果を上げる。

関連する

ステークホルダー：

顧客、投資家、規制当

局及び政府

関連する

ステークホルダー：

顧客、地域社会、従

業員

関連する

ステークホルダー：

顧客、投資家、従業

員、地域社会、規制

当局及び政府

 

関連する

ステークホルダー：

従業員
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創出されるス

テークホルダー

の価値

強固なリスク管理方針

に則り、貸付及び投資

業務にサステナビリ

ティへの配慮（生物多

様 性 及 び 自 然 を 含

む。）を組み込む。

 

社 会 的 福 祉 を 促 進

し、金融包摂及び融

資へのアクセス並び

に マ イ ク ロ ・ イ ン

シュアランスを促進

す る 取 組 み を 通 じ

て、地域社会に持続

的にプラスの影響を

与える。

持続可能なソリュー

ションを提供するこ

とにより、ステーク

ホルダーの炭素排出

量削減への移行を支

援する他、ファイナ

ンスド・エミッショ

ン及び事業活動から

の排出量を削減す

る。

 

行動及び考え方を通じ

てサステナビリティの

文化を醸成し、ビジネ

ス倫理、方針、慣行及

び研修を促進すること

で、従業員の資質を確

立する。

実績 2024事業年度：

46.69十億

マレーシア・

リンギット

（目標：34.20十億

マレーシア・

リンギット）

累積：

115.17十億

マレーシア・

リンギット

 

2024事業年度：

748,485世帯

（目標：423,512）

累積：2.12百万

2024事業年度：

53.0％

（目標：52.5％）

2024事業年度：

2,005,719時間

（目標：１百万時間）
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当行グループの

2024年度の実施

事項

・　2025年に先立っ

て、サステナブ

ル・ファイナンス

の目標を超えた。

・　ASEANの公益事業

会社としては初と

なる、テナガ・ナ

ショナル・ベル

ハ ッ ド （ 以 下

「 TNB 」 と い

う。）による初の

トランジション・

ファイナンスに関

する枠組みのアド

バイザー

・　マイインパクト

SMEハブを立ち上

げ、サステナブ

ル・ファイナン

ス、ESGツール及

びキャパシティ・

ビルディングを提

供した。

・　影響及びアドボカ

シー：

－ネットゼロ・バ

ンキング・アラ

イ ア ン ス

（NZBA）の運営

グ ル ー プ メ ン

バー

－持続可能な開発

支援を行うシン

ガポール・サス

テナブル・ファ

イナンス・アソ

シ エ ー シ ョ ン

（SSFA）の一般

会員

 

・　マレーシア、イ

ンドネシア、カ

ン ボ ジ ア 及 び

フィリピンにお

ける、困難に直

面している中小

企業及び個人に

対する資金援助

・　マレーシア、シ

ン ガ ポ ー ル 、

フィリピン及び

カンボジアにお

ける中小企業向

け 金 融 リ テ ラ

シー・プログラ

ム

・　国内で下位40％

の低所得世帯向

けの、手頃な保

険 料 の フ ァ ミ

リー・タカフル

であるe-タカフ

ル・ハヤットを

立ち上げた。オ

ンライン登録可

能、健康診断な

しで、１日当た

り0.16マレーシ

ア・リンギット

の保険料から始

められる。

・　当行グループ自

体の事業活動か

らのスコープ１

及びスコープ２

の排出量を削減

した。

・ 　フ ァ イ ナ ン ス

ド・エミッショ

ンを前年度比で

削減した。

・　４つの高排出セ

クターの脱炭素

化経路（すなわ

ち、2024年12月

現在の電力、

パーム油、鋼鉄

及びアルミニウ

ム）の完了

 

・　様々なプラット

フォームを対象と

したスキルアップ

及び学習の機会を

通じて、従業員を

奨励した。

・　当行グループの多

様性、公平性及び

サステナビリティ

の原則に則り、事

業全体にわたる倫

理的かつ包括的な

慣行を推進するメ

イバンク・グルー

プ人権方針を策定

した。
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当行グループの

2025事業年度の

実行計画

・　生物多様性及び自

然を基準とする枠

組みを策定する。

・　多様性及び自然へ

の配慮を、事業又

は業務上の意思決

定プロセスに組み

込む。

・ 　サ ス テ ナ ビ リ

ティ、トランジ

ション及び中小企

業に関するグリー

ン・ファイナンシ

ング・ソリュー

ションを拡大し、

顧客との連携を強

化する。

 

・　サプライチェー

ンに人権デュー

ディリジェンス

を組み込む。

・　政策の増進及び

サプライアーと

の連携を通じ

て、取組みを強

化する。

・ 　顧 客 の 多 様 な

ニーズに対応す

るためにESG製品

を強化すると共

に、シームレス

でユーザーフレ

ンドリーな体験

を実現するデジ

タ ル ソ リ ュ ー

ションを推進す

る。

・　ネットゼロ・ト

ランジション：

ネットゼロ経路

及び排出量計測

器を運用化す

る。

・　保険ポートフォ

リオ：基準とな

る排出量及び脱

炭素化の経路を

策定する。

・　メイバンクのサス

テナビリティ・プ

ラクティショナー

認定（MSPC）プロ

グラムを通じて従

業員キャパシティ

のカバレッジを拡

大する。

・　マイインパクトの

価値に基づくソ

リューションの

キャパシティ・ビ

ルディングを推進

する。

 

 

（３）人事

下記「第５－３ コーポレート・ガバナンスの状況等」を参照のこと。

 

グループ人事

概要

メイバンクでは、次世代を担う人材を育成するために、業界随一の実践によって人財マネジメントを継続

して強化した。当行は、未来の破壊的な市場において、主導する準備が備わっている有能な従業員を育成す

ることに焦点を当てている。M25+戦略に沿って、当行の人事戦略は、活気ある、多様かつ包括的な職場を形

成するために、４つの主要な柱を中心に展開される。

 

 
人事主要戦略的柱

 

  

 

 
機動的な労働力の

スケーリング
 

メイバンカーのスキ

ルアップ及び適切な

次世代の能力を身に

つけさせる

 

未来の労働力として

の正しい構成に向け

て促進する

 

グループ人事(GHC)

インフラの加速
 

 
 
 

 
 

  

   グループ人事(GHC)M25+主要な成果    
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機動的な働き方

 
デジタル化さ

れ、エコシステ

ムを重視した

職場

 強固な才能の誘

致及び従業員の

経験

 サステナビリ

ティを軸とする

未来の労働力

 
顧客体験

（CX）指向の

価値に基づく

原則の強化

 

      

 

急速なデジタル化と市場のニーズの変化に伴い、機敏性、高度なスキル及び新しい働き方への必要性が高

まっている。重要な人材に対する需要が高まる中、当行は将来に備え、顧客中心で適応力のある労働力の構

築に注力している。

当行のM25+による変革のためには、当行は従業員のウェルビーイング及びエンゲージメントの重要性を理

解し、変更管理、従業員のフィードバックメカニズム、及び強固な開発プログラムによって強調された支援

的な労働環境を引続き形成する。当行の従業員がデジタル化された高性能な環境で活躍できるようにするた

めに、当行は、将来に備えた2025年に全行的に展開される予定のパフォーマンス管理インフラを試験的に導

入した。

 

2024年度の主要注力分野

メイバンカーの昇進及びスキルアップ

戦略プログラム10（SP10）は、M25+戦略の下で、デジタル、顧客中心及び持続可能性を重視した当行の変

革を推進するためのスキルを従業員に備える上で、引続き極めて重要である。SP10の中心となるのは、デー

タ、デジタル及びIT（DDI）の役割における重要なスキルの開発に焦点を当てた戦略的な従業員計画である。

目標は、当行の従業員について、現在の25.1％から2025年までに30.0％を次世代の職務に従事させることで

ある。

こうしたスキルベースのアプローチに基づいて、当行は、職群及びスキル分類を当行の採用プロセスに統

合し、人材を進化するビジネスニーズに合わせて調整している。当行は、スキルプロファイル発見演習を通

じて、30のデータスキルプロファイル、11のデジタルスキルプロファイル、55のITスキルプロファイルを特

定し、これらの職務のための労働力を強化した。

当行の戦略目標との整合性を高めるために、当行は、改良版のアジャイル・パフォーマンス・マネジメン

ト・フレームワークを導入し、KPI並びに目標及び主要な結果（OKR）を、静的な追跡及び動的な目標設定の

ための静的KPI及び動的KPIの統一システムにそれぞれ統合した。同時に、当行はアジャイルの学習に容易に

アクセスできるよう、アジャイル・クイック・スタート・ポケットブックを導入し、アジャイルの原則を当

行の業務の実施に組み込んだ。

 

従業員のウェルビーイング

2024年、総合的な健康を促進する安全で協力的な職場環境を整備する取組みの一環として、当行は、当行

の従業員による心理的、肉体的及び感情的なウェルビーイングのリソースの利用を拡大した。

安全と健康：当行は700人を超える労働安全衛生（OSH）コーディネーターの訓練を行い、1994年労働安全

衛生法及び2022年改正の遵守を確保した。

メンタルヘルス・サポート：当行は新たに45人のメンタルヘルス・ファースト・エイダ－（MHFA）を認定

し、これにより当行グループのアクティブなMHFA認定者の総数は210人となった。MHFAらは、カウンセリング

のニーズの高まりに対応するため、神経言語プログラミング及びカウンセリングスキルのトレーニングを追

加で受講した。2024年に開催された355回のカウンセリングセッションのうち、58％が4.8／5.0の評価を受け

た。2024年だけでも、当行は心理的ウェルビーイングに関するロードショー及びアウトリーチ・セッション

を63回開催し、6,033人の参加を記録した。また当行は、従業員がMHFA及びウェルビーイングのリソースのリ
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ストに容易にアクセスできるよう、一元化された心理的ウェルビーイングのプラットフォームであるThrive

Webアプリを立ち上げた。

アクティブなライフスタイルの促進：メイバンク・アカデミーでは、メイバンク・インドア・ゲームズ、

アカデミー・スポーツ・リーグ及び「ロード・トゥ・バリ」チャレンジ等の活動を補完するために、セルフ

ケアと健康のタレントスペースを導入した。これらの活動はすべて、アクティブなライフスタイルの実践を

奨励し、ウェルビーイング、コラボレーション及び強いコミュニティ意識を育む。レッツ・ゲット・フィッ

ト・フォー・ライフ・プログラムのような年間活動では、バーチャル及び対面でのフィットネスクラスが提

供される一方で、メイバンク・ランナーズ・コミュニティ及びメイバンク・サイクリング・クラブでは、身

体的なウェルビーイングが促進されるだけでなく、チーム精神も育成される。

働く親の支援：メイバンク・タイガー・カブス・チャイルドケア・センター（MT3C）及びダタラン・メイ

バンク・チャイルドケア・センター（DMCC）は、育児の課題を軽減し、ワーク・ライフ・バランスを向上さ

せるために、働く親に対して重要な支援を継続して提供している。

総じて、これらのイニシアチブは、より健康で、より意欲的で生産的な労働力を促進し、当行の長期的な

M25+目標を推進する他、当行の従業員及び組織の双方の持続的な成長を確保する。

 

学習及び開発

当行は、M25+戦略と密接に連携した多様な学習及び開発（L&D）イニシアチブを通じて、未来への準備のあ

る労働力を開発するという当行の戦略的コミットメントを推進した。

ビジネス環境における需要の変化を認識し、当行は、年間で139.50百万マレーシア・リンギット（2023事

業年度：129.89百万マレーシア・リンギット）をL&Dに投資し、影響力の大きいスキルアップとリスキリング

に注力した。その結果、42,753人の固有学習者（2023年：40,622人）が543,165の学習活動（2023年：

506,478）を完了した。特に、従業員１人当たり平均学習活動数は、当行の開発プログラムへのエンゲージメ

ントが高まったことを反映し、年間で12.0から12.7に改善した。

M25+アンリミテッド・ポテンシャル（M25+UP）プログラム、３段階のリーダーシップ・ディベロップメン

ト・プログラム（エクセレレイト（X-celerate）、CEO／経営幹部レベルへのリーダーの移行及び戦略的な人

材の即戦力化）、及び最高財務責任者アクセラレーター・ラボを含む、当行の包括的なリーダーシップ・

ディベロップメント・シリーズにより、2024年には4,700人超のメイバンカーが必要不可欠なリーダーシッ

プ・スキルを習得した。３段階のリーダーシップ・ディベロップメント・プログラムは、開始以来、240人の

潜在能力の高い人材のキャリアを前進させ、当行のリーダーシップ・パイプラインを強化し、顧客中心主

義、デジタル対応及び持続可能なビジネスインパクトを推進するM25+戦略を遵守してきた。さらに、技術

リーダーシップ人材の継続的な育成と維持を促進するために、コントロール・オルタネート・リード・リ

シェイピング・リーダーシップ・プログラムが開始された。

こうしたリーダーシップ・イニシアチブを土台に、当行は、特定のビジネスニーズに対処し、様々なセク

ターにわたって重要なスキルセットを開発することに焦点を当てたプログラムを提供している。顧客中心の

労働力を育むため、顧客経験（CX）ラボやセールス・ロールアウト・プログラム等の取組みが導入され、顧

客経験機能の向上及び従業員における顧客第一の考え方を通じて、全体的な営業成績を目標値の100％から

117％に改善することに貢献した。

サステナビリティに関する能力の分野では、メイバンク・サステナビリティ・プラクティショナー認定

（MSPC）プログラムの下で81人の従業員がホワイトベルトを取得し、90人がグリーンベルトとレッドベルト

に向けて前進している。当行はまた、155のプログラムにおいて279の持続可能性に関する研修を実施し、持

続可能性の原則を当行の労働力により深く組み込むために34,890人の固有学習者が参加した。
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一方、1,000人の従業員が、アジャイルな働き方に沿ったフィードバック主導で未来への準備のある文化を

促進するリンクドイン・ラーニングに参加した。

デジタルのスキルアップは依然として重要な優先事項であり、当行の「未来への準備」イニシアチブは引

続きデータ主導の文化を育み、組織全体におけるデジタル・ファーストの考え方を促進している。2024年に

は、1,970人の従業員がデータ分析及びAIに関する研修を受け、より情報に基づいた意思決定と生産性の向上

を実現した。また、27人のリレーションシップ・マネージャーが、中小企業顧客をより良くサポートするた

めに生成AIに関する研修を受けた。当行のデジタルプラットフォームにおける顧客経験を向上させるため、

54人超のユーザー・インターフェース／ユーザー・エクスペリエンスの実務者がスタンフォード・ビジネ

ス・スクールの資格を取得した。これらの取組みは総合的に、M25+戦略に沿った当行の次世代の労働力の成

長を支えている。

 

多様性、公平性、包括性及び帰属性（DEIB）

当行は、継続的な進歩の必要性を認識し、メイバンク・グループの多様性、公平性及び包括性に関する方

針を強化し、「帰属性」の要素を追加した。この更新された枠組みは、すべての従業員がその価値を認めら

れ、受け入れられ、つながっていると感じられる職場作りに向けた当行の取組みの指針となる。

 

 

 

当行のジェンダー多様性に対するコミットメントは、後継者パイプラインに占める女性の割合が46.0％で

あり、上席経営職に占める女性の割合が42.1％と、当行の2025年までの45.0％目標に近づいていることにも

表れている。女性の後継者選任計画を支援するため、４つのワーキング・グループに再編成されたウィメ

ン・メンター・ウィメン（WMW）委員会は、今年紹介された若い人材の74.2％を指導した。一方、国際女性

デーには460人の参加者がスキルベースのマスタークラスに参加し、当行グループ全体で8,600時間超がDEIB

関連の学習に費やされることとなった。

当行は、障害者（PWD）人材のためのメイバンク・ワーク・プレースメント・プログラム（WPP）を主要市

場に拡大し、当行グループ全体における包括的な雇用をさらに強化するため、当行の社内障害者サービス

チームを障害者マネジメント・プロフェッショナル（CDMP）として認定した。2023年７月以降に入社した167

人のPWD人材を支援するため、当行は、アイ・ケアOKU保険プラン等の特別な福利厚生を提供している。当行

の取組みは、ザ・スターのESGポジティブ・インパクト・アワードにおいて多様性、公平性及び包括性の社会

部門と健康・福祉部門の銀賞を受賞した。

当行のM25+戦略に沿ったメイバンク・グループ人事方針（MGPP）及び新たに導入されたグループ人権方針

（GHRP）は、従業員の権利、人権及びウェルビーイングを保護するという当行のコミットメントを強化する

ものである。これらの方針に基づいて、当行は、人材育成を優先し、ハラスメントを一切許容しない、健全

で生産的かつ包括的な職場環境を育み、すべてのメイバンカー及びステークホルダーが評価され、保護され

ていると感じられることを確保する。
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報酬

メイバンク・グループのトータル・リワード管理は、当行の報酬アプローチ及び実践の中核であり、株

主、顧客及びその他のステークホルダーに、長期的かつ持続可能なリターンを提供するための事業戦略及び

人事戦略と強く整合している。

「金融サービスを人間化する、超人的な労働力による価値主導のプラットフォーム」であるというM25+の

目的を支援するため、当行の人材管理の枠組み及びトータル・リワード枠組みは、タイムリーかつ差別化さ

れた報酬、福利厚生及びキャリア開発／昇進の機会を通じて、優れた人材を惹きつけ、維持することに重点

を置いている。このアプローチにより、当行は、従業員のエンゲージメントを促進し、ポジティブな結果を

生み出し、責任を持って飛躍的な業績を達成するための体制を確保する。

これらの枠組みは、業績に対する報酬及び手頃な価格の原則に根ざしており、従業員が公平で合理的な方

法で、かつ関連指数に沿って報酬を得られるように保証している。当行は、市場における競合他社に対する

競争力を維持する一方で、多様性、バランス及び妥当性に積極的に貢献するために差別化の原則を受け入れ

ている。

従業員の報酬を含む、当行のすべてのビジネス慣行における公正、尊重及び平等へのコミットメントは、

すべての従業員が、固有のかつ貴重な貢献に対して公正に評価され報酬を与えられる職場環境を育成する。

当行は、環境・社会・ガバナンス（ESG）及び持続可能性へのコミットメントを加速させることを重視して

おり、厳格なガバナンス、業績指標及び慎重なリスク管理を通じて、トータル・リワード管理にESGへの配慮

を組み込んでいる。当行の報酬に関する方針及び慣行は、規制要件との整合性を図り、優れたパフォーマン

スの文化を促進するために、定期的に見直される。

 

３【事業等のリスク】

投資家は、投資の判断を行う前に、特に、本書に含まれるその他の情報に加え、以下に記載するリスクに

ついても慎重に検討するべきである。以下のリスクは、いずれも当行グループ及び当行の事業、財政状態、

経営成績、展望及び／又はレピュテーションに重大な悪影響を及ぼす可能性があり、その結果、投資家はそ

の投資の全部又は一部を失う可能性がある。以下のリスクは、当行グループが直面するリスクのすべてを網

羅したものではない。現時点で当行グループ（及び当行）が知るところではなく、又は現時点では重大でな

いとみなされているさらなるリスク及び不確定要素も、当行グループ及び当行の事業、財政状態、経営成

績、展望及び／又はレピュテーションに重大な悪影響を及ぼす可能性がある。本書の他の箇所において定義

された用語及び表現は、本項においても同じ意味を有するものとする。

当行は、以下に記載する要因は、発行された当行の社債への投資に内在する主要なリスクを示すものであ

ると考えているが、現時点で入手可能な情報に基づき当行により重大なリスクとみなさない可能性があり、

又は現時点で当行が予測できないようなその他の理由により、当行が当行の社債に係る金額又は当行の社債

に関連する金額を支払うことができなくなる可能性があるため、当行は当行の社債の保有に伴うリスクに関

連する以下の記述がすべてのリスクを網羅するものであると表明してはいない。投資を予定する投資家は、

本書の別の箇所において記載された詳細な情報についても読み、投資の判断を行う前に自らの判断を形成す

るべきである。投資の判断を行う際に、各投資家は、当行及び当行の社債の募集の条件について、自らの調

査に依拠しなければならない。

 

当行グループに関する検討事項

当行グループは、その事業活動を行う上で、主に信用リスク、市場リスク、非金融リスク及び流動性リス

ク並びにESGリスクを含む様々なリスクにさらされている。当行グループは、さらされているリスクを効果的
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に管理及び軽減するために、そのリスク管理のアプローチ及びリスク管理能力を継続的に適合及び強化する

ことにより、当行グループのリスク管理の枠組み、実務及びプロセスが引続き強固なものであることを確保

する。当行グループは、これらのリスクを管理及び軽減するために適切な方針、体制及びプロセスを導入し

ていると考えているが、投資家は、当行グループがこれらのリスクを十分に管理できないことが予想以上に

多く、その結果当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに悪影響が及

ぶ可能性があることに留意すべきである。

当行グループは、当行グループがさらされているすべてのリスクを管理し、明確かつ明解に定義された内

部のガバナンス・モデルによる効果的なリスク監視を円滑化するための、主要な基本原則を確立することを

目的としたグループ全体に関する包括的な文書である、「メイバンク・グループ企業リスク管理の枠組み」

を策定した。

 

信用リスク

信用リスクは、取引相手が合意されたクレジット・ファシリティの条件に沿って債務を履行しないことに

よるリスクである。信用リスクへのエクスポージャーは片務的であり、貸し手である銀行のみが損失リスク

に直面する。かかるリスクは、局部的若しくは世界的な経済状況の一般的な悪化又は金融制度におけるシス

テム・リスク若しくはESGリスクによる、当行グループの様々な事業に内在している貸出金、前渡金又は取引

相手方に対する債権の信用度及び回収可能性の不利な変動から生じる可能性があり、それらすべてが当行グ

ループの資産の回収可能性及び価値に影響を及ぼし、当行グループの資産及びその他の信用エクスポー

ジャーに対する減損引当金の積増しが必要となる可能性がある。

当行グループは、信用リスクを効果的かつ積極的に管理するために、強固なリスク管理を実施している。

これには特に、新たに発生するリスク／脅威及び機会に対応することが含まれる。

また、当行グループは、信用リスクの管理の基本原則を含む「信用リスク枠組み及び信用リスク方針」を

制定しており、これは多様で回復力のある信用ポートフォリオの実現を目的とした、信用リスクの慎重かつ

効果的な管理を確保するための指針及び手続に支えられている。

当行グループは、健全なリスク管理制度の方針及びプロセスを採用していると考えているが、これらが将

来においても有効でありかつ適切であり続けると保証することはできない。当行グループが信用リスクを管

理することができない場合、当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーション

に悪影響が及ぶ可能性がある。

 

市場リスク

市場リスクは、金利／利益率、為替レート、コモディティ価格及び株価といった市場の金利又は価格の不

利な動きに起因する、利益若しくは資本の損失又はこれらに対する悪影響のリスクである。かかるリスクは

商品勘定取引及び非商品勘定取引／銀行勘定における業務によってさらに分類することができる。商品勘定

取引の市場リスクは、主として自己勘定売買、フロー・トレーディング及びマーケットメーキング業務に起

因する。これらの業務は、市場の相場観を示し、短期的値動きから利益を受けたり裁定利益を確定したりす

るための売買目的を伴って、ポジションを保持することがある。非商品勘定取引の市場リスクは、主として

銀行勘定業務に起因する固有のリスクである。主要なリスク分類は、銀行勘定における金利リスク及び／又

は利回りリスク及び外国為替リスクである。

当行グループは、リスクを許容可能なレベルまで最小化又は軽減するために、効率的な戦略及び健全なリ

スク管理制度の方針及びプロセスを採用していると考えている。しかしながら、これらが将来においても有

効でありかつ適切であり続けると保証することはできない。当行グループが市場リスクを管理することがで
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きない場合、当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに悪影響が及ぶ

可能性がある。

 

銀行勘定における金利リスク／利回りリスク（以下「IRR／RoRBB」という。）

IRR／RoRBBは、市場金利の変動に起因する銀行勘定エクスポージャーにおける利益又は経済価値の損失リ

スクとして定義される。IRR／RoRBBの原因には、金利更改リスク、ベーシス・リスク、イールドカーブ・リ

スク及びオプション・リスクが含まれる。IRR／RoRBBを受け入れることは、銀行業での通常業務の一部であ

り、収益性及び株主価値の重要な源泉であり得る。しかしながら、このリスクが過度である場合、当行グ

ループの利益、資本、流動性及び支払能力にとって有害である可能性がある。銀行勘定方針及び限度は、非

商品勘定取引の市場リスクを測定し管理するために設定されている。リプライシングギャップ分析は、依然

として当行グループの銀行勘定におけるIRR／RoRBB査定の構成要素の１つである。

アーニング・アット・リスク及びエコノミック・バリュー・アット・リスクは、市場金利の変動が収益や

資本に及ぼす悪影響に対する最大の許容度を測るために導き出されたものである。

グループ資産負債管理委員会の監視を通じて、事業ラインは、資金移転価格を通じてIRR／RoRBBから隔離

されており、これにより、非商品勘定取引の市場リスク及び流動性リスクは、積極的なリスク管理及びバラ

ンスシートの最適化のために、グループ財務部門に集中されている。グループ財務部門は、定期的にリス

ク・エクスポージャーを審査し、承認された方針に従って、保証されていないリスク・エクスポージャーを

軽減するための戦略を提言する。

非決定的な特徴を持つ商品等の特定のポートフォリオは、金利の変動及び景気循環に関連する顧客／商品

の動作パターンを把握するため、定期的な統計モデリングが条件となる。定期的なリスク査定及びストレ

ス・テストは、ポートフォリオがリスク許容度及び不利な金利シナリオに耐えることを確実にするために実

施される。

当行グループは健全な金利管理戦略を採用していると考えているが、これらが将来においても有効であり

かつ適切であり続けると保証することはできない。これらのリスクを管理できなかった場合、当行グループ

の事業、財務状況、業績、展望及び／又は評判に悪影響を及ぼす可能性がある。

 

銀行勘定における外国為替（以下「FX」という。）リスク

FXリスクは、為替レートの変動により生じる価値の損失リスクである。FXリスク・エクスポージャーは、

構造的ポジション及び非構造的ポジションに起因することがある。構造的FXポジションは、主として、在外

支店及び子会社に対する純投資である一方、その他のFXポジションは本質的に非構造的である。一般に、構

造的FXポジションについて、これらの投資が本質的に「永久」であり、売却されない限り評価損は実現しな

いことから、ヘッジする必要はない。残存FXポジション又はヘッジされていないFXポジションは、承認され

た方針及び制限に従って管理されている。

銀行勘定の外貨建て資産について、FX NOPを最小限に抑えるために、同一通貨で資金のマッチングが行わ

れる可能性がある。さらに、当行グループは、許容される国内通貨又は海外通貨及びFXリスクを管理するた

めのヘッジ要件のリストアップといった質的管理を実施している。FXリスクは、主として、利益及び資本金

の両方の側面から評価される。グループ資産負債管理委員会は、FXリスクが所定の限度内で管理されている

ことを確保する上で、積極的な役割を果たしている。

当行グループは、リスクを最小化又は軽減するために、効果的な戦略を採用し、健全な経営方針及びプロ

セスを採用していると考えている。しかしながら、これらが将来においても有効又は十分であり続けるとい

う保証はない。当行グループがFXリスクの管理を怠ると、当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望

及び／又はレピュテーションに悪影響を及ぼす可能性がある。
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オペレーショナル・リスク

オペレーショナル・リスクとは、不十分又は失敗した内部プロセス、人々及びシステム、若しくは外的事

象に起因する損失のリスクである。これは、業務の中断、不正及び重大事案から金融損失に至る重要リスク

指標を通じて測定され、オペレーショナル・リスク及びレジリエンスの包括的な視点を提供するものであ

る。

オペレーショナル・リスクの管理は、全体的な原則及び目的を示す確立されたリスク戦略に基づいてい

る。これに基づき、総体的なリスク選好が確立され、オペレーショナル・リスクの態勢に対する当行グルー

プの許容レベルを反映したレジリエンス、オペレーショナル、財務及びコンプライアンスに関する措置が統

合されている。

当行グループにわたる効果的なオペレーショナル・リスクの管理を推進するためには、３種の防御構造を

前提とした健全なリスク・ガバナンス・モデル及び強固なリスク文化が不可欠である。レジリエンスをさら

に強化するために、リスク方法論及びツールを導入し、事業プロセスに統合することで、組織を混乱から解

決までサポートしている。これらの方法論及びツールは、リスク・エクスポージャーを適時に識別、評価、

管理、監視及び報告を確実にするために連携して機能する。この統合的なアプローチは、当行グループに対

する経済的損失、費用の増加及びレピュテーション・リスクを最小限に抑えることを推進する。

テクノロジー・リスクとは、不十分又は失敗したITシステム、プロセス若しくはインフラ、並びに外的事

象に起因する損失のリスク又は混乱を指す。システムの停止及びインフラ障害からサイバー脅威に至る様々

なエクスポージャーを含み、オペレーショナル・リスクの重要な構成要素である。

当行グループは、当該技術の状況及びアーキテクチャ全体におけるリスクの識別、評価及び軽減を支援す

る確立されたテクノロジー・リスク管理の枠組みを有している。この枠組みは、当行グループの既存の統制

を支え、重要なシステム、ITインフラ、顧客情報及び金融サービスの提供を保護することを推進している。

さらに、事業継続性を強化し、重要なシステムが混乱に耐え回復できることを保証するために、オペレー

ショナル・レジリエンスに関する枠組みが積極的に開発されている。

同時に当行グループは、サイバー攻撃、ソーシャル・エンジニアリング及びデータの損失又は盗難を含む

サイバー・リスクの管理に引続き重点を置く。ITセキュリティ・チームは、防衛を強化するため、進化する

サイバー脅威を監視し定期的な評価を実施する。当行グループのサイバー・リスクの枠組み及び方針は、米

国国立標準技術研究所（NIST）及びマレーシア中央銀行のテクノロジー・リスク管理（RMiT）指針を含む業

界の最善の実務及び主要な規則に基づいている。防衛措置は、より強固なエンドポイント・セキュリティ、

脅威の看破及び対処の拡大、より厳格なデータ保護管理並びに境界防御の増強によって強化されている。継

続的な意識向上プログラムは、従業員及び顧客がサイバーセキュリティの最善の実務について確実に情報を

得られるよう支援する。

当行グループは、強固なリスク・コントロール及び損失軽減戦略をもってしても、非金融リスクを完全に

排除できるという保証はないことは認識している。これらのリスクを管理できない場合、当行グループの事

業、財務、業務、及び評判に悪影響を及ぼす可能性がある。

 

流動性リスク

流動性リスクは、当行グループの債務の不履行（若しくは予想される不履行）又は債務の履行に係る費用

の予想外の増加から生じる財政状態又は全体的な安全性及び健全性に対する悪影響のリスクと定義される。

流動性リスクは、内因的な信用リスクの悪化、格付の引き下げ及びオペレーショナル・リスク事象、又は外

因的な市場混乱、銀行決済システムの欠陥及びソブリン・リスクの悪化等の潜在的問題によって引き起こさ

れる間接的なリスクとしても知られている。流動性リスクはさらに資金調達リスク及び市場流動性リスクに
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分類することができる。前者は、企業が日常的業務及びその財政状態に影響を与えることなく想定内かどう

かを問わず現在並びに将来のキャッシュ・フロー及び担保のニーズに効果的に応えられない場合を指し、後

者は企業が不十分な市場規模又は市場の混乱により、市場価格でその保有ポジションを容易に相殺又は解消

できなくなるリスクを指す。

当行グループは、関連する方針及びバランスシート戦略を適切に採用していると考えている。当行グルー

プに影響を及ぼす流動性リスクが生じないとは限らず、十分な資金調達機能を維持することができない場合

には、当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに大きな影響を与える

可能性がある。

 

ESGリスク

重要と見なされる要因を、特定、分析、管理及び監視することができないことによって生じるESGリスク

は、事業運営の持続可能性、資産及び負債の価値、並びに当行の評判に悪影響を及ぼす可能性がある。メイ

バンク・グループのESGリスク管理の枠組みにも織り込まれているESGリスク管理の基本原則に基づき、当行

グループは、持続可能な事業活動を推進するため、ステークホルダーと協力して当行グループのESGへの取組

みの継続的な見直しに努め、かつ強化している。

メイバンク・グループのESGリスク管理の枠組みに重点を置いた拡充策として、当行グループの気候リスク

を管理するための具体的なアプローチを定める、メイバンク・グループ気候リスク方針が策定された。この

方針は、気候リスクの管理が日常の業務及び運営に統合されるよう、原則に基づいた最小限の基準及び要件

を提供する。これは、気候変動への耐性、すなわち気候変動に伴う課題を克服し、機会を捉えるための能力

を実現するための当行グループの目標を強化することを意図している。また、2023年に策定され、2024年に

実施されたメイバンク・グループ人権方針（GHRP）は、国連ビジネスと人権に関する指導原則（UNGPs）等の

国際的な枠組みに沿って、当行グループの運営及びバリューチェーン全体にわたって人権の尊重の基盤と

なっている。

ESGの取組みの強化の一環として、当行グループは、ESGの考慮事項を顧客評価に統合し、リレーション

シップ・マネージャー、リスク・マネージャー及び／又は意思決定者が顧客のサステナビリティ・ジャー

ニー及び／又はイニシアチブの強みを見極めることができるよう、ESGスクリーニング・ドキュメントを有し

ている。かかるESGのスクリーニングは、行われるすべての取引について実施され、取引について行われる商

業的評価を補完するESGの顧客レベルの評価である。ESGスクリーニング・ドキュメントには、マレーシア中

央銀行の気候変動原則に基づく分類要件も組み込まれている。同様に、メイバンクは、当行グループ全体の

すべてのサプライアーについて、オンボーディング、更新及び入札プロセスにおけるサプライアーのESG評価

を完了することを求めている。

さらに、設定されたリスク許容基準（RAC）にはクレジット及びESG両方の考慮事項が加味されているた

め、当行グループは、ESGの考慮事項を分野レベルの評価にも組み込んでいる。これは、当行グループの持続

可能性及び当行グループのリスクに基づくサステナブル・ビジネス・チームが率いる業種別ワーキング・グ

ループを通じて管理されており、当行グループのビジネス・チーム、業界関係者や顧客と協力して、ESGの影

響に対する理解を促進し、顧客のビジネス慣行に持続可能性を組み込む機会を特定する。

ガバナンスによるESG関連事項の監督はトップダウンで行われており、まず当行グループの取締役会が意思

決定へのサステナビリティ原則の統合の確保及びESG戦略の実施を担当し、当行グループ全体のサステナビリ

ティ戦略を監督し、厳格なガバナンスを通じてESGへの配慮をトータル・リワード管理に組み込む。取締役会

は、取締役会の持続可能性委員会（BSC）及びグループ経営委員会の持続可能性委員会（ESC）の支援を受け

ている。グループ経営委員会の持続可能性委員会では、気候変動、事業戦略並びに事業活動からの排出量及

びファイナンスド・エミッションの管理を含む持続可能性の問題について議論するとともに、気候変動への
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配慮が意思決定に組み込まれることを確保するための持続可能性イニシアチブの実施について監視及び助言

を行う。グループ経営委員会の持続可能性委員会は、リスク許容基準の範囲を超えた案件又はビジネス・

チーム、リスク・チーム及び／又はサステナビリティ・チーム間でスタンスが異なる案件等、ESG関連事項に

関わる係争案件の審査及び承認委員会として機能する専門の小委員会を有する。

環境及びエコシステムの進化に伴い、当行グループは、そのリスク管理方針及びプロセスのさらなる改善

に努める。当行グループは、可能な限り、最善の市場慣行を取り入れるため、その姿勢、立ち位置、文書及

び／又はプロセスを積極的に見直すことを約束する。

 

資産の質の悪化が当行グループに悪影響を及ぼす可能性がある。

当行グループは、信用リスクに関する方針、指針及び手続を定期的に見直し、これらが目的に合致してお

り、最新の規制要件、当行グループのリスク選好度及び市場環境に沿っていることを確認している。

当行グループは、脆弱な企業、機関及び消費者向けクレジットを効果的に管理するための専門チームを設

置している。これらの脆弱なクレジットに対しては、さらなる劣化を防止するために、又は必要に応じて是

正措置を加速するために、より頻繁かつ集中的なレビューが実施される場合には、特別な注意が払われる。

資産品質委員会は、これらが遵守されていることを確認するための指導及び監督を行う。

さらに、信用リスク管理方針、ツール及び方法論は、当行グループ全体で開発、強化、伝達することで、

かかるリスクを特定、測定、管理、監視、報告するための適切な基準を確保している。

当行グループは、資産の質の管理について健全かつ総合的なリスク管理慣行を採用していると考えている

ものの、それらが将来においても有効でありかつ適切であり続けると保証することはできない。資産の質の

悪化が、当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに悪影響を及ぼす可

能性がある。

　

担保価値の悪化又は担保価値を実現できないことにより、当行の引当金の増加が余儀なくされる可能性があ

る。

当行の貸出金の一部には、不動産及び有価証券といった担保が付されており、その価値は世界的な経済の

状況及び／又はその展望の低迷により下落する可能性がある。裏付けされた根拠／前提のもとに行われる担

保価値の下方修正により、当行の貸出金の一部が、裏付となる担保の価値を超える可能性がある。将来の

キャッシュ・フローの回収に影響するかかる下方修正は、借入人の一般的な信用力の悪化とあいまって、当

行の貸付損失引当金を増加させ、担保権の実行による貸出金の回収を潜在的に減少させ、ひいては当行グ

ループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに悪影響を及ぼす可能性がある。

 

世界的な経済ショック又は地域的な金融危機又はマレーシア若しくは地域における金融不安は、当行グルー

プの業務、資産価値及び成長に悪影響を与える可能性がある。

最近の様々な重大な事象及び展開は、世界及び当行グループに重大な影響を及ぼしている。まず第一に、

2024年11月の選挙で再選されたトランプ米大統領の現第二期政権下での米国の貿易政策の転換とそれに伴う

輸入関税措置である。2025年に入ってからこれまでに、トランプ大統領はカナダ、メキシコ及び中国等の主

要な貿易相手国からの製品に10％から30％の輸入関税を課すことを発表した他、輸入される自動車及び部品

並びに鉄鋼及びアルミニウムに対する25％の製品別関税に加え、2025年４月２日には世界のその他の国にも

10％から50％の相互関税を課すことを発表している。これらの輸入関税は、米国の持続的で拡大する貿易赤

字に対処し、逆転させるための措置であるとされている。経済の見通しに対する下振れリスクは拡大し、中

国、欧州連合（EU）及びカナダ等の主要な貿易相手国は、米国に対して報復輸入関税を課している。その

後、主要な貿易相手国並びに自動車及び部品等の製品に課される米国の輸入関税が免除及び修正された他、
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消費者及び企業への影響を緩和するために特に米中間の「報復関税戦争」が緩和され、2025年４月９日から

90日間、国別の相互関税が停止された。一方、主に米国とその主要な貿易相手国（マレーシアを含む。）間

の交渉を可能にするため、10％の基本関税又は最低相互関税が適用されている。しかしながら、米国の貿易

政策及び関税、ひいては世界の貿易及び経済の見通しに関する不確実性は、各国の米国との交渉結果並びに

半導体及び医薬品等のその他の製品別関税に関する米国の決定が待たれる状況において、依然として高いま

まである。さらに、米国の貿易政策の転換及び関税措置は、米国のインフレの再加速を引き起こし、米連邦

準備制度理事会に長期にわたり高金利を維持させるリスクを伴う。これらの要因は、特にマレーシアのよう

な貿易志向のアジア諸国にとって主要な輸出市場である米国及び中国等の主要経済国の成長見通しに潜在的

なマイナスの波及効果をもたらす。米国の貿易政策の転換及び関税措置はまた、貿易及びテクノロジーから

重要な鉱物及び軍事力、さらには世界的及び地域的な影響力に至るまで、米中間の地経学的対立及び地政学

的緊張の根底にある分野とその拡大を強調している。さらに、ロシア及びウクライナ間の紛争、中東及びイ

ンド太平洋地域の緊張、特に南シナ海、台湾及び朝鮮半島に関連する緊張等の既存の地政学的紛争地帯の著

しい高まりは、金融市場の変動の拡大及び新興国市場からの資本逃避に伴い、世界経済へのリスクを助長さ

せる可能性がある。最後に、名目金利及び実質金利の上昇はレバレッジの高い企業の債務返済能力に影響を

及ぼし、債務不履行の加速に繋がる。外貨準備高の急激な減少を背景に、財政支出及び経常収支の支払に十

分な外部からの資金調達の獲得に苦戦する国は、資本の流出を阻止するために厳しい制限を課す方向に傾倒

し、公的債務の債務不履行を発表する可能性さえある。

経済の見通しに関する不確実性が高まり、消費者信頼感及び消費者信用の要因に世界的に又は地域的に悪

影響が及び始めた場合、当行グループの事業、財務状況及び業績に著しい悪影響が及ぶ可能性がある。投資

家は、新興経済国及び先進国双方の複数の市場における、近年の金融危機及び好景気のサイクルの歴史が当

行グループを含むすべての金融機関にとってのリスクを招いていることを認識するべきである。当行グルー

プは、世界的な信用状況の潜在的な緊縮の間接的な経済的影響を受け続け、その一部は予期できず、その大

半は当行グループの管理が及ぶものではない。当行グループはまた、破綻する可能性があるか又はその他当

行グループに対する契約上の誓約に基づく義務を履行できない金融機関から生じるカウンターパーティー・

リスクにもさらされ続けている。

地理的な観点から、当行グループの業績並びにその資産の質及び成長は、当行グループが事業を展開する

管轄区域の経済的健全性に大きく左右される。当行グループの主要な市場において、さらなる世界的な若し

くは地域的な経済危機又は深刻な景気後退が生じた場合、当行グループの事業、財務状況又は業績に重大な

悪影響を及ぼす可能性が高い。その結果、クレジット商品並びにその他の金融商品及び金融サービスに対す

る需要が低下し、法人顧客及びリテール顧客の債務不履行が増加し、これにより当行グループの事業、財務

実績、株主資本、戦略遂行能力及び社債の価格に悪影響が及ぶ可能性がある。

 

世界各地におけるテロ活動、自然災害及び伝染病の発生は、国際資本市場のボラティリティの上昇をもたら

し、当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに重大な悪影響を及ぼす

可能性がある。

世界各地におけるテロ攻撃及びサイバー攻撃、自然災害及び伝染病（MERS、エボラ、鳥インフルエンザ、

H1N1インフルエンザ、SARS、ジカウイルス等）の発生は、投資家心理に影響を及ぼし、国際資本市場に散発

的なボラティリティをもたらす、又はマレーシア及びその他の経済に悪影響を及ぼす可能性がある。

例えば、2020年のCOVID-19の流行は、とりわけ、旅行及び移動制限、隔離の実施、サプライチェーンの混

乱並びに国際資本市場のボラティリティの増大をもたらした。これらの「ロックダウン」及び「社会的距

離」対策は公衆衛生にとって極めて重要であったが、その結果、サプライチェーンや世界の貿易及び移動の

混乱、企業の財務ストレス、失業率の上昇等の需給ショックが生じ、それが世界の金融及び商品市場の動揺
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を高め、最終的には世界経済の後退を引き起こした。感染症又はパンデミックに対して講じられる予防措置

及び医療措置が効果的であるとの保証は一切ない。これらのリスクの管理を怠ると、当行グループの事業、

財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに悪影響を及ぼす可能性がある。

同様に、自然災害の発生頻度は世界中で上昇しており、農業及び工業の生産高並びに輸出高の低下のみな

らず、不動産及びインフラの損壊を引き起こしている。これらの事象又は進展の結果として、金融市場、マ

レーシア経済又は当行グループが事業を行っている国若しくは地域の経済に重大な変化が生じた場合、当行

グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに重大な悪影響を及ぼす可能性が

ある。

 

海外市場への進出は、当行グループのリスク特性を増大させる可能性がある。

当行グループは、確立された事業を行っているASEAN加盟国10カ国すべてを含み、18カ国で事業を展開して

いる。

これは、当行グループがまた、各地域において銀行及び金融サービスに係る各種法令より生じる規制・監

督に服していることを意味する。これらの法令を遵守しない場合、罰金が賦課され及び／又は当該管轄区域

において当行グループが事業を遂行するために必要な免許、認可若しくは許可の取消しが課されることとな

る、又は当行グループに民事責任若しくは刑事責任が問われる可能性がある。かかるエクスポージャーが、

当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及びレピュテーションに重大な悪影響を及ぼすことがな

く、又は当行グループの信用方針及び引当金繰入方針がかかるリスクに関連して適切であると保証すること

はできない。

 

当行グループの事業は、本質的に市場変動のリスクにさらされている。

当行グループの事業は、金融市場及びより広域な経済において、為替レート、金利、インフレ率、クレ

ジット・スプレッド、商品、株式、債券及び不動産価格の変化並びにボラティリティの上昇を含むリスク、

並びに顧客が当行グループの事業、取引条件及びヘッジの想定に相反する方法で行為するリスクに本質的に

さらされている。当行グループは、為替エクスポージャーを回避するために為替ヘッジ取引を行っている

が、他の通貨に対するリンギットの価格変動は、当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又

はレピュテーションに影響を及ぼす可能性がある。

当行グループがリスク管理体制を運営又は継続して実行することができない場合、その事業に影響が及ぶ

可能性がある。

 

将来、自己資本比率が低下した場合又は新たな自己資本比率の規制枠組みへの対応のため、新たな自己資本

の調達を迫られる可能性がある。

2024年６月14日に発行されたマレーシア中央銀行の自己資本比率の規制枠組み（資本構成）（以下「自己

資本比率規制枠組み」という。）は、当行グループを含むマレーシアの銀行機関がリスクアセットに対する

以下の最低自己資本比率を維持することを要求している。

(a)　普通株式等Tier1（以下「CET1」という。）自己資本比率4.5％以上

(b)　Tier1自己資本比率6.0％以上

(c)　自己資本比率8.0％以上

さらにD-SIBに指定された銀行については、CET1資本が資本保全バッファーカウンターシクリカル資本バッ

ファー及び高い損失吸収要件（以下「HLA要件」という。）の形で、上記に記載されている最低CET1自己資本

比率、Tier1自己資本比率及び自己資本比率を上回る追加の自己資本バッファーを維持することを要求されて

いる。
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マレーシア中央銀行は2020年２月５日、D-SIBに関する政策文書を公表し、メイバンクをD-SIBに分類され

る銀行の１行として選定した。D-SIBの枠組みの下では、メイバンクはHLA要件のバケット２に分類され、

2021年１月31日以降、メイバンクは規制上の最低要件に加え、CET1資本比率1.0％を上乗せして維持すること

が求められている。

銀行がかかる比率を維持することができない場合、マレーシア中央銀行は、かかる銀行に対して罰金から

銀行免許の取消しまでの罰則を科す可能性がある。

2024年12月31日現在において、当行グループ及び当行の第２回中間配当控除前CET1自己資本比率はそれぞ

れ15.765％及び15.210％、第２回中間配当控除前Tier1自己資本比率はそれぞれ16.135％及び15.433％、第２

回中間配当控除前自己資本比率は18.906％及び18.325％であった。

当行グループの資本ベース及び自己資本比率は、その経営成績又は財政状態が貸出金の資産の質の悪化に

よる場合を含めて何らかの理由で悪化し、又は当行グループが低リスクの資産に資金の分散を行うことがで

きない場合、将来において減少する可能性がある。当行グループの自己資本比率が低下した場合、適用ある

自己資本比率規制ガイドラインを遵守するために、追加のCET1資本、追加のTier1資本又はTier2資本を取得

することが求められる可能性がある。ただし、当行グループは、予定した資金調達の時点における市場の状

況及び環境によっては、有利な条件で追加の資本を調達することができず、又は資本を一切調達することが

できない可能性がある。

さらにマレーシア中央銀行がマレーシアの銀行に追加の資本要件を課すような形で、又はマレーシアの銀

行に関連する自己資本要件に影響を与えるようなその他の方法により、自己資本比率規制の枠組みの修正を

行わないという保証はない。バーゼルⅢのアプローチ及び各国における導入は、適格資本及びリスクアセッ

トの構成に応じて様々な形で当行グループに潜在的な影響を及ぼす可能性のあるマレーシア中央銀行の対応

次第である。当行グループは、常に最適な資本構成を確保し、様々なステークホルダーの要求を満たすため

に確固たる資本基盤を常に維持しているものの、当行グループが将来においてバーゼルⅢの基準及び自己資

本枠組みを遵守するために資本に対する圧力の増大に直面することがないと保証することはできず、その場

合当行グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに悪影響が及ぶ可能性があ

る。

 

当行グループは、取締役及び上席経営陣に依拠している。

当行グループは、その事業方針及び事業戦略について、取締役及び上席経営陣に依拠している。取締役又

は上席経営陣チームのメンバーが欠けることは、事業の運営、又は効果的に競争する当行グループの能力に

悪影響を与え、ひいては当行グループの財務実績及び展望に影響が及ぶ可能性がある。上席経営陣は、当行

グループ内での後継者育成計画及び人材開発のための研修プログラムを開発した。しかしながら、かかる措

置が、当行の社債が満期となるまで、取締役又は上席経営陣チームのメンバーが欠けることを防ぐために十

分であると保証することはできない。

 

当行グループは、借入契約に規定された制約及び制限条項を遵守することができない可能性がある。

当行グループが現在又は将来の借入契約における制約及び制限条項を遵守することができない場合、これ

らの契約の条項に従い債務不履行が生じる可能性がある。かかる契約に基づく債務不履行が生じた場合、当

該債権者は当行グループに対する貸付の約束を終了し、当該債務の期限の利益を喪失させ、借入金の全額に

つき支払期限が到来したと宣言し、及び／又はかかる借入契約を終了させる可能性がある。かかる行為は、

発行された当行の社債の要項における債務不履行事由を生じさせる可能性がある。

 

当行グループは、新しい事業戦略の実施又は新たな市場への参入において困難に遭遇する可能性がある。
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当行グループの事業戦略には、新商品を開発すること及び新規事業又はベンチャーへの参入が含まれてい

る。これにより、とりわけ以下を含む多くのリスク及び課題に当行グループがさらされる可能性がある。

(a)　新たに拡大された事業活動は、期待したほどの成長又は潜在的利益をもたらさない可能性があり、新

規事業活動は当行グループが目指すレベルの利益を生み出すという保証はなく、又は全く利益を生

み出さない可能性がある。

(b)　新規事業戦略は、当行グループのポートフォリオのリスク特性を変化させる可能性がある。

(c)　当行グループは、適時に魅力的な新しいサービスを見出し提供することが困難になり、これにより競

合者に対して不利な立場に置かれる可能性がある。

(d)　当行グループの競合者は、新たに拡大された事業活動においてはるかに多くの経験と資力を有してい

る可能性があり、これにより当行グループは競合者から顧客を惹きつけることができない可能性が

ある。

(e)　金利又はインフレの変動等の経済状況若しくは法令の変更等の規制環境の動向が、当行グループの拡

大に影響を与える可能性がある。

当行グループが事業戦略を遂行することができない場合、その事業、財政状態、経営成績、展望及び／又

はレピュテーションに重大な悪影響が及ぶ可能性がある。

 

技術的進歩に対応することができず、又はITへの適切な投資水準を維持することができない場合、当行グ

ループの事業、財政状態、経営成績、展望又はレピュテーションに悪影響が及ぶ可能性がある。

当行グループは技術的進歩に遅れないように尽力しており、当行グループの事業目的を促進し、支援する

ために、ITに投資してきた。当行グループは、その事業の実績及びリスク管理能力を高めるために、プロセ

ス効率及び有効性の新たな水準を高めるべく投資を継続する予定であるが、ITに関するこれらの投資及び今

後の変更により、当行グループは、新たな技術、システム若しくはその他の設備の導入により既存のシステ

ム及びインフラの移行又は統合が行われることに伴って生じる技術的リスク若しくはオペレーショナル・リ

スク又は問題にさらされる可能性がある。ITを高めようとする当行グループの努力が円滑に移行し、適切に

実施され、高度な技術的脅威から十分に保護されると保証することはできない。それでもなお、新たなITの

プラットフォームの実施において戦略的又は技術的な誤りがある場合及び当行グループのITに対する適切な

投資レベルを維持することができない場合、その事業、財政状態、規制遵守、経営成績、展望及び／又はレ

ピュテーションに悪影響が及ぶ可能性がある。

 

当行グループは、マネーロンダリング活動又はその他の違法若しくは不適切な活動を適時に完全に特定でき

ず、当行グループが追加負債にさらされ、当行グループの事業に悪影響が及ぶ可能性がある。

当行グループは、当行グループが事業を展開するマレーシア、シンガポール、インドネシア及びその他の

法域に適用されるマネーロンダリング防止法、テロ資金供与対策法及びその他の規制を遵守することを要求

されている。これらの法令は、当行グループに対し、とりわけ本人確認手続の方針及び手順を採用し実施す

ること並びに疑わしい取引を異なる法域の適用される規制当局に報告することを要求している。当行グルー

プは、マネーロンダリング活動、違法若しくは不適切な活動、又はテロリスト並びにテロ関連組織及び個人

による、当行グループのネットワークの利用を発見及び防止することを目的とした方針及び手順を実施して

いる。しかし、金融セクターの例のように、残存リスクは存在し、マネーロンダリング／テロ資金供与リス

クは完全に排除することはできない。当行グループが適用される法令を完全に遵守できない場合、当行グ

ループが報告する関連政府機関は、当行グループに罰金及びその他の罰則を科す権能及び権限を有し、当行

グループの事業、財政状態、経営成績、展望及び／又はレピュテーションに悪影響を及ぼす可能性がある。

 
マレーシアの銀行業界に関する検討事項
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規制環境

当行はマレーシア中央銀行によって規制されている。当行グループもまた、マレーシアの関連する銀行、

証券及びその他の法律の適用を受けている。マレーシア中央銀行は、2013年金融サービス法及び2013年イス

ラム金融サービス法に基づきマレーシアの銀行業界を規制する多大な権限を有している。これには、特定の

種類の貸出金に対して銀行により課される金利を制限し、マレーシア経済の特定の部門に対する貸付に上限

を設定し、特定の社会目標及び経済目標の推進のための優先的な貸付に係るガイドラインを設定する権限が

含まれている。マレーシア中央銀行はまた、広範な調査権及び執行権限を有している。したがって、投資を

予定する投資家は、将来において、マレーシア中央銀行が当行グループを含むマレーシアの銀行及び金融機

関の業務、財政状態又は資産の質に不利に作用するような水準の金利を設定し、又は不利に作用するような

方法で与信を制限する可能性があり、またこれとは別の方法により当行グループ並びにマレーシアの銀行及

び金融機関全般の活動を大きく制限する可能性があることを認識するべきである。

 

競争の激化及び市場の自由化

当行グループは、その他の国内銀行グループ及びマレーシアで営業している外資系銀行との競争に直面し

ている。競争の激化は、当行グループのローンのポートフォリオの成長率低下、資産の質の低下、純金利

マージン及びスプレッドの縮小、並びに非利息費用の増加を招く可能性があり、また、当行グループの関連

事業の取引高の減少を招き、当行グループの事業、財政状態、経営成績又は展望に悪影響を及ぼす可能性が

ある。当行グループは、市場において効果的に競争するための戦略を策定したと考えているが、その戦略を

実行することができる保証はなく、また既存及び将来の競合他社と効果的に競争することができる保証もな

い。

 

マレーシアにおける預金保険の範囲及び費用

マレーシアでは、PIDMが預金保険制度を管理しており、これは加盟機関が預金者に対する債務を履行でき

ない場合に預金者を適格預金の損失から保護するために設立されたものである。預金保険の限度額は、加盟

銀行の預金者当たり、250,000マレーシア・リンギットである。

規定限度額を超えた預金には、全額までの保険は適用されない。これは、流動性の問題の原因となる、又

はそれを悪化させる可能性があり、深刻な場合には、当行グループの事業、財政状態、経営成績又は展望若

しくはマレーシアの金融市場全般に悪影響を与える可能性がある。

 

会社の清算

2013年金融サービス法に基づき、認可を受けた銀行（当行を含む。）の清算のための申立書は、マレーシ

ア中央銀行の事前の書面による承認がなければ、マレーシア高等裁判所に対して提出できない。加えて、マ

レーシア高等裁判所に対する当該申立書の写しはまた、マレーシア高等裁判所への提出と同時にマレーシア

中央銀行に対して届け出られなければならない。かかる要件の不遵守は法律違反となり、かかる違反が認定

された者は、５年以下の懲役若しくは10百万マレーシア・リンギット以下の罰金又はその両方を科される。

これらの要件は、PIDMによる申立てには適用されない。マレーシアでは、主要な金融機関の清算について前

例がないため、かかる手続方法及び結果について不確実性がある。
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４【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績等の概要

下記「第３－４（３） 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」を参照のこと。

 

（２）生産、受注及び販売の状況

該当事項なし。

 

（３）財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

本セクションに含まれる将来の見通しに関する記述は、本書の日付現在の当行の意見、見通し、目標、期

待及び見積りに基づいている。

 

グループ最高財務責任者による報告書

 

2024年度の最大の実績

10.09十億マレーシア・リンギットの当期純利益を計上した。

 

本国市場に後押しされた、当行グループの貸出金の前年度比で5.3％の増加。

 

実質貸倒償却率は従前の31ベーシスポイントから26ベーシスポイントに改善した。

 

配当性向73.0％の１株当たり年間配当金61.0セン

 

当行グループのCET1自己資本比率及び当行グループの総自己資本比率をそれぞれ14.90％(*)及び18.04％

(*)とする強固な資本基盤。

 

注記：

*　　第２回中間現金配当後。

 

概要

メイバンク・グループは、地政学的な不確実性及び市場のボラティリティにもかかわらず、堅調な財務実

績を達成した。当行は、資産管理、リテール以外のセグメント、グローバル・マーケッツの外国為替営業、

グローバル・バンキングの中小企業向け市場セグメント、キャッシュ・マネジメント、自動車保険及びバン

カシュアランスを含む成長性の高い分野を優先し、前向きな成果を上げた。これらの取組みは、資産の成長

を促進しながら、強固な流動性ポジションの維持及び資本の維持に引続き重点を置いたことに支えられてい

た。

M25+戦略に沿って、メイバンクは戦略的なIT投資を通じてデジタル化を進め、顧客のライフスタイルの

ニーズを満たすデジタル・ソリューションの展開を加速した。当行グループの戦略プログラムは、顧客関係

の改善、新規顧客の獲得及び地域的なクロスセリングの強化に重点を置いた。また、当行グループは、資産

の質の回復を優先し、26ベーシスポイントへの実質貸倒償却率の低下を実現している。こうした取組みは、

健全なリスク管理とあいまって、成長を維持し、２桁の株主資本利益率を達成した。

 

2024事業年度の損益計算書の分析
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2024事業年度 2023事業年度 前年度比

(単位：百万マレー

シア・リンギット)

(単位：百万マレー

シア・リンギット) (単位：％)

融資による純収益 19,692.6 19,301.9 2.0

非利息収入 9,879.9 8,059.3 22.6

純営業収益 29,572.5 27,361.1 8.1

一般管理費 (14,460.2) (13,388.8) 8.0

引当前営業利益(注1) 15,112.3 13,972.3 8.2

減損損失純額 (1,647.0) (1,681.1) (2.0)

営業利益 13,465.3 12,291.3 9.6

税金及びザカート前利益 13,701.6 12,531.6 9.3

当期純利益(注2) 10,088.7 9,349.8 7.9

１株当たり当期利益 － 基本的(単位：セン) 83.6 77.6 7.8

注記：

1　　引当前営業利益は、減損損失前営業利益に相当する。

2　　当期純利益は、当行株主に帰属する当期利益に相当する。

 

経済情勢が悪化する中でも過去最高益を達成

・　当行グループの純営業収益は、非利息収入（NOII）が22.6％増加したことにより、前年度比で8.1％

増加した。この成長は、資産管理及び投資銀行業務による手数料の増加並びにグローバル・マーケッ

ツ及び保険ポートフォリオによる収益に牽引された。

・　融資による純収益は、当行グループの貸出金が5.3％増加したことにより、2023事業年度の19.30十億

マレーシア・リンギットから19.69十億マレーシア・リンギットに改善した。純金利マージンの縮小

は、2023事業年度の29ベーシスポイントから10ベーシスポイントに鈍化したが、これは資金調達圧力

の低下及び2024事業年度下半期に目標としていた貸出金の成長によるものである。

・　人件費、IT関連費用及びマーケティング費用の増加により、一般経費が前年度比8.0％増加したこと

から、当行グループの2024事業年度におけるコスト・インカム・レシオ（CIR）は48.9％と横ばいで

推移した。

・　当行グループの減損損失純額は、不良債権の回収の増加により貸倒損失引当金（純額）が8.5％減少

して1.67十億マレーシア・リンギットとなったため、1.65十億マレーシア・リンギットに減少した。

また、金融投資及び資産における23.54百万マレーシア・リンギット（2023事業年度：145.15百万マ

レーシア・リンギット）の戻入があった。

・　純営業収益の増加及び引当金の減少により、税引前利益は前年度比で9.3％増加して13.70十億マレー

シア・リンギットとなり、2024事業年度の純利益は、過去最高額の10.09十億マレーシア・リンギッ

トを記録した。株主資本利益率（ROE）は11.1％であり、2024事業年度の当行グループの指針である

11％を上回っていた。

・　メイバンクは、2024事業年度の現金配当金を合計で１株当たり61.0センとすること（73.0％の配当性

向となる。）を宣言した。
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注記：

 　　当行グループの数値は、外国為替換算の影響を受ける。

 

本国市場全域にわたる貸出金の堅調な増加

・　2024年において、本国市場全域にわたる地域金融サービス（CFS）のフランチャイズ及びグローバ

ル・バンキング（GB）事業の強固な業績に支えられ、当行グループの貸出金は前年度比で5.3％増加

して674.97十億マレーシア・リンギットとなった。

 

マレーシア

・　マレーシアにおける貸出金は前年度比で8.2％増加し、これは、消費者、リテール中小企業及びビジ

ネス・バンキング（BB）の各セグメントの顕著な貢献により、地域金融サービスが前年度比で9.1％

増加したことによる。住宅ローンは、発行市場及び流通市場向けの引出しにより前年度比で12.4％増

加し、これにつれ、消費者勘定は前年度比で8.6％増加した。国産の中古車及び新車向けの実行によ

り、自動車金融は前年度比で6.7％増加した一方、個人の消費により、クレジットカードも6.8％増加

した。リテール中小企業向けローン及びビジネス・バンキング・ローンは、結合ベースで前年度比

11.2％増加し、グローバル・バンキング・ポートフォリオは、貿易事業の増加及びターム・ローンの

実行により、前年度比で4.3％増加した。

 

シンガポール

・　地域金融サービスの前年度比13.0％の堅調な成長及びグローバル・バンキングの前年度比6.1％の成

長に牽引され、シンガポールの貸出金残高は前年度比で8.9％増加した。法人貸付は、中小企業向け

市場、金融機関、大法人及びコングロマリットを含むすべての主要なセグメントにおいて増加した一

方、地域金融サービスの成長には、住宅ローン、自動車、ビジネス・バンキング及びリテール中小企

業の各ポートフォリオが寄与した。

 

インドネシア

・　インドネシアにおける貸出金は前年度比で11.7％増加し、これは、自動車金融、住宅ローン、クレ

ジットカード並びにビジネス・バンキング及びリテール中小企業の重要な貢献により、地域金融サー

ビスが11.7％増加したことによる。グローバル・バンキング・ポートフォリオは、主に現地の大企業

及び金融機関セグメントにおける増加により、前年度比で11.4％増加した。
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本国市場を中心とした顧客預金の拡大

・　当行グループの預金は、マレーシアにおける6.0％、シンガポールにおける18.7％及びインドネシア

における3.0％の増加により、6.5％増加して741.90十億マレーシア・リンギットとなった。当座・貯

蓄口座は、本国市場における成長により5.5％増加した。定額預金はマレーシア及びシンガポールに

おいて5.8％増加した。当行グループの当座・貯蓄口座比率は36.5％の健全なレベルを維持した。

 

マレーシア

・　マレーシアにおける当座・貯蓄口座は、対象の取組みを通じた口座残高の増加により、5.0％増加し

て195.32十億マレーシア・リンギットとなった。定期預金は、競争力のある商品提供及び戦略的な預

金獲得に重点を置いた結果、消費者セグメント及び商業セグメントにおける増加により、15.3％増加

した。2024年12月31日現在、マレーシアにおける当座・貯蓄口座比率は42.2％と高い水準を維持し

た。

 

シンガポール

・　シンガポールにおける当座・貯蓄口座は、銀行の新規顧客の獲得、取扱口座の増加及びキャンペーン

の実施により、18.0％増加して15.37十億シンガポール・ドルとなった。定期預金は前年度比で

18.9％増加したが、これは預金者の構成の深化及び積極的な顧客エンゲージメントによるものであっ

た。当座・貯蓄口座比率は、23.7％と安定した状態を保っていた。

 

インドネシア

・　インドネシアにおける当座・貯蓄口座は、プリヴァレジ・ウェルス及びプレミア・ウェルスの事業ラ

インの拡大並びに顧客によるデジタル・プラットフォームの採用により、前年度比で6.6％増加して

62.62兆インドネシア・ルピアとなった。定期預金は、当行が引続き低コストの資金調達の増加に重

点を置いたため、0.7％減少した。結果として、インドネシアの当座・貯蓄口座比率は、前年度の

50.9％から52.7％に改善した。

 

市場全体にわたる順調な資産の質の推移

・　2024事業年度の、当行グループの貸付損失引当金総額は、不良債権の回収の増加により、1.83十億マ

レーシア・リンギットから前年度比8.5％減少して、1.67十億マレーシア・リンギットとなった。

・　マネジメント・オーバーレイは1.70十億マレーシア・リンギットにとどまり、現在の経済情勢から生

じる資産の質に関するリスクを見越して、その65％がリテール・ポートフォリオ及びリテール中小企

業ポートフォリオに割り当てられた。
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・　当行グループの実質貸倒償却率（年率）は、2023事業年度の31ベーシスポイントから改善して26ベー

シスポイントとなり、2024事業年度の当行グループの指針である30ベーシスポイント以下となった。

・　貸倒損失カバレッジは、前年度の124.9％から126.9％に増加した。当行グループの2024年12月31日現

在の総減損貸出金（GIL）比率は、回収及び償却により、前年度の1.34％から減少して1.23％に改善

した。

 

 

セグメント別業績の要約

・　グループ地域金融サービスにおいては、融資による純収益及び非利息収入の増加により、純営業収益

が前年度比6.5％の増加を記録した。消費者ローンが8.1％及び商業用ローンが8.5％増加し、融資に

よる純収益は、貸出金の8.2％の増加により5.1％増加した。預金は、当座・貯蓄口座及び定期預金に

より8.7％増加した。非利息収入は、資産管理手数料が50％超増加したことにより、前年度比で

11.1％増加した。一般経費は前年度比で7.1％増加した一方、純貸倒損失引当金は7.0％減少し、その

結果、税引前利益は、前年度比で9.1％増加して6.23十億マレーシア・リンギットとなった。

・　グループ・グローバル・バンキングにおいては、非利息収入の堅調な増加により、純営業収益が前年

度比9.0％の増加を記録した。非利息収入は、グローバル・マーケッツのトレーディング利益及び投

資銀行による仲介業務収益の増加により前年度比で33.8％増加し、フィー・インカム・レシオを

42.3％から51.9％に上昇させた。資金調達コストの増加により融資による純収益が9.1％減少したこ

とで、その一部は相殺された。減損損失純額は前年度比で24.2％減少し、税引前利益は前年度比で

8.9％増加して6.48十億マレーシア・リンギットとなった。

・　グループ保険及びタカフルの税引前利益は、純投資利益の増加、生命保険／家族保険事業による合算

された総保険料及び掛金の増加並びに損害保険、生命保険／家族保険及びタカフル事業による保険料

及び掛金の増加により、前年度比で54.5％増加し、1.51十億マレーシア・リンギットとなった。総資

産は、2023事業年度の56.51十億マレーシア・リンギットから6.2％増加して60.03十億マレーシア・

リンギットとなった。

・　グループ・イスラム・バンキングの純営業収益は、融資による純収益が9.3％増加し、融資によらな

い収益が28.3％増加したことにより、13.0％増加して8.49十億マレーシア・リンギットとなった。一

般経費は、イスラム・バンキング業務の増加により2.9％増加し、減損引当金純額は、マレーシアや

インドネシア等の主要市場における減損した顧客への追加の引当金を反映して18.1％増加した。税引

前利益は前年度比で20.0％増加して4.19十億マレーシア・リンギットとなった。
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効果的な資本管理及び流動性管理

多様化された資金調達基盤及び安定した流動性ポジション

・　当行グループは、流動性管理について積極的なアプローチを採用しており、困難な状況下においても

金融債務を履行し、事業運営を継続する能力を確保している。資金需要、流動性リスクの程度、市場

における競争力及びマクロ経済の見通しを含むバランスシートの管理戦略の定期的な見直しは、当行

グループの強固な流動性の枠組みを支えている。

・　当行グループの機動的な資金調達戦略を活用して、2024年12月31日現在、健全な流動性リスク指標を

維持しており、流動性カバレッジ比率（以下「LCR」という。）及び安定調達比率（以下「NSFR」と

いう。）がそれぞれ、マレーシア中央銀行の規制上の最低値である100％を上回る134.0％及び

116.4％であった。また、当行グループの預貸率（LDR）は、90.7％に改善した。

・　マレーシア中央銀行及びマレーシア預金保険公社が定めた規制要件に従い、当行グループ及び海外支

店を含む主要なグループ子会社は、財務力、流動性及び業務の潜在的混乱に対処するためにリカバ

リー・プラン（RCP）を策定した。このプランには、戦略的分析、ガバナンスの枠組み、回復指標、

シナリオ分析並びにコミュニケーション及び開示が含まれる。当行グループの再生・破綻処理能力を

継続的に強化することへの取組みは、変化する規制上の要請に依然として合致している。

 

当行グループの流動性管理の方法についての詳細は、下記「第６－１ 財務書類」の2024事業年度財務書類

の注記53（g）に記載されている。
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注記：

　　 マレーシア中央銀行の流動性リスクの開示に関するガイドラインに基づき、LCRを12カ月間のローリング平均値を使

用して修正再表示した。

 

強固な資本基盤が維持されている

・　当行グループは、規制上の自己資本比率を健全な水準で維持し、第２回中間配当後のグループCET1自

己資本比率及びグループ総自己資本比率（TCR）は、それぞれ14.90％及び18.04％となった。

・　メイバンクは、マレーシア中央銀行のバケット２に分類されている国内のシステム上重要な銀行とし

て、マレーシア中央銀行の最低規制要件に加え、当行グループレベルでCET1資本よりも追加的に１％

高い損失吸収（以下「HLA」という。）バッファーを維持することが義務付けられている。

・　2024年における当行グループの資本及び資金調達イニシアチブには、以下が含まれる。

-　通常の仕組み並びにイスラムの仕組みの劣後債、シンガポール・ドル建て及び米ドル建ての延長可

能な市場金利連動型預金証書、コマーシャル・ペーパー、仕組債及びミディアム・ターム・ノート

を含む様々な商品、国内外通貨、投資家並びに市場を通じた資金調達並びに資本調達を拡大した。

これには、3.0十億マレーシア・リンギットのTier2劣後スクーク・ムラバハ債及び120百万マレー

シア・リンギットの変動金利型シニア・スクーク・ムラバハ債が含まれる。

-　安定的な資金調達を確保し、当行グループの資金構成及び投資家基盤を多様化するため、メイバン

ク・シンガポール・リミテッドを通じてカバード・ボンドを発行した。

-　グループ全体の資本最適化及び再構築の取組み（CORE）の下、子会社及び海外支店の資本構成の最

適化及び再構築を行った。

-　プロセスの改善、計算方法の改善及び方針の強化を通じて、信用リスク、市場リスク及びオペレー

ショナル・リスク全体について当行グループのリスクアセット（RWA）管理を改善した。

-　メイバンク・グループ投資管理枠組みにより、バランスシートの管理を強化した。

-　規制動向に合わせて構造的FXネット・オープン・ポジション（FX NOP）の枠組みを改善し、これに

より資本効率及びRWAの消費を最適化しながら、外貨の移動による自己資本比率への影響を緩和し

た。

 

当行グループの資本管理の方法についての詳細は、下記「第６－１ 財務書類」の2024事業年度財務書類の

注記57、58及び59に記載されている。
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規制要件：

・　最低CET1自己資本比率＋資本保全バッファー（CCB）は7.0％、最低Tier1自己資本比率＋CCBは

8.5％、最低総自己資本比率＋CCBは10.5％である。

・　1.0％のD-SIBに対するバッファーは、2021年１月31日より適用された。

・　マレーシア中央銀行によるカウンターシクリカル資本バッファー（CCyB）レートは最終決定待ちであ

る。

 

 
注記：

*　　配当金再投資プラン（以下「DRP」という。）の実際の再投資率である。

+　　配当金は全額現金で支払われた。

^　　MFRS第17号「保険契約」の適用による影響を修正再表示している。

 

・　当行グループは、成長見通し及びマクロ経済の見通しのバランスを取りながら、持続可能な配当を通

じて、株主に対して価値を提供できるよう引続き取り組む。2024年、取締役会は配当政策の見直しを

承認し、上限である60％を撤廃した一方で、報告された株主に帰属する純利益の40％を最低配当とし

て維持した。この変更は、長年にわたり高い配当支払いを続けてきた当行グループの実績を反映した

ものである。高水準の配当支払を維持することは、当行グループの資本を効果的に管理しつつ、株主

の安定したリターンへの期待に応えるための取組みを引続き示すものである。

・　2024事業年度について、取締役会は、普通株式１株当たりそれぞれ29.0セン及び32.0センの一段階方

式で全額現金払の第１回中間配当金及び第２回中間配当金を宣言した。したがって、2024事業年度の
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配当金は普通株式１株当たり合計61.0センで、全体の配当性向は73.0％となり、当行グループの配当

方針における配当性向を上回った。

 

配当の詳細は、下記「第６－１ 財務書類」の2024事業年度財務書類の注記51を参照のこと。

 

グループ地域金融サービス

 

グループ地域金融サービスは、すべての重要な事項及び主要なリスクの影響を受ける。各事業は、これら

の課題に対処し、リスクを管理し、５つのステークホルダー・グループに対する価値を創造する戦略を策定

するため、６つの資本すべてを活用する。

 

2024年度の最大の実績

MAEアプリ上で初心者向けのファンド投資ツールであるメイバンク・ゴール－ベースド・インベストメン

ト（GBI）を開始した。これは、厳選された体験を通じて個人投資家がアクセスしやすく手軽な価格で投

資をできるサービスを提供するものである。

 

マイインパクトSMEハブを導入し、価値観に基づくソリューション（業務効率化のためのSMEバンドル、

シームレスな口座開設のためのSMEグリーン・レーン並びに資金調達、保険及びワークショップにより女

性起業家を支援するHERパワー等）を通じて中小企業を支援し、ASEAN地域で持続可能な成長を促進してい

る。

 

フィリピン：商業銀行で初のイスラム部門を立ち上げ、シャリアに準拠した金融サービスを提供してい

る。

 

マレーシアではユーロマネー誌の最優秀バンク及び最優秀デジタル・バンクを受賞し、カンボジアでは

ユーロマネー誌の最優秀インターナショナル・バンクを受賞し、マレーシア及びインドネシアではグロー

バル・ファイナンス誌の最優秀デジタル・コンシューマー・バンクを受賞した。
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プライベート・ウェルス・マネジメントにおいて卓越した業績を認められ、「プロフェッショナル・ウェ

ルス・マネジメント（PWM）及びザ・バンカー・グローバル・プライベート・バンキング・アワード」の

「最優秀プライベート・バンク」（マレーシア、６年連続）を受賞し、アジアン・プライベート・バン

カー・アワード・フォー・ディスティンクション2024では、「最優秀国内プライベート・バンク」（マ

レーシア、８年連続）、「東南アジアにおける最優秀プライベート・バンク」及び「起業家のための最優

秀プライベート・バンク」（シンガポール）として表彰された。

 

 

2024年度の事業環境

事業環境への影響 重大なリスク及び機会 当行グループの対応

・　当行の収益は、景気回復に伴

う手数料収益の増加並びにリ

テール向け貸出及び商業用貸

出の両方の増加に牽引され、

着実に増加した。健全な貸出

は、強固な資金調達の構造に

寄与し、持続可能な事業運営

及び事業成長を支えた。

・　当行のウェルス・ファンド

は、世界的な景気回復の恩恵

を受け大幅に増加した。バン

カシュアランス及び資産管理

サービスへの投資家の関心の

高まりは、戦略的なイニシア

チブと相まって、当行の

ASEANにおけるリーダーシッ

プを確固たるものにし、主要

セグメントにおける新規顧客

獲得及び市場シェアの回復に

つながった。

・　資産の質は、安定した経済状

況に支えられ、全般的に安定

を維持した。貸出金の増加が

あった一方で、慎重な審査及

び効果的なリスク管理により

減損引当金は減少した。

・　持続可能性のイニシアチブは

業界全体に広がり、設定され

た持続可能性目標を達成する

ための共通のコミットメント

を強調した。

 

・　クロスセルの機会を拡大する

ため、顧客エンゲージメント

を強化し、成長している若年

層の富裕層向けに商品構成を

最適化した。すべてのセグメ

ントで既存顧客及び新規顧客

の両者に、顧客中心の顧客体

験を提供し、パーソナライズ

された商品及びサービスを提

供した。

・　アジア太平洋地域（APAC）が

世界のウェルス・マネジメン

トで最も急速に成長する地域

となっており、新興の富裕層

セグメント向けに統合された

ウェルス・プロポジション及

び自動化されたサービスを提

供する機会。

・　当行の財務状態及び自己資本

比率に影響を与え得る資産の

悪化を軽減するため、資産の

品質管理を強化した。

・　脱炭素化アジェンダ及びより

広範な持続可能性目標の達成

を加速するため、持続可能融

資、グリーン商品及びイニシ

アチブに引続き重点を置い

た。

 

・　当行のオンライン・プラット

フォームを顧客の銀行ソ

リューションにおける第一選

択として位置づけるように、

顧客を引き付け、教育し、エ

ンパワーメントを促進するた

め、デジタル・アクイジショ

ン及びエンゲージメントを強

化した。

・　容易な顧客の口座開設手続、

新興の富裕層向け商品の選択

肢の拡大、デジタル営業サ

ポートの強化及びイスラム商

品ポートフォリオの拡大によ

る資産管理の強化を行った。

・　効率的な資本配分及び長期的

な財務安定性を確保するた

め、貸出金及び預金の増加の

バランスを維持し、資金調達

コストを適切に管理した。

・　多様なパートナーと協力し、

革新的で持続可能なビジネ

ス・ソリューションを開発す

ると共に、コミュニティへの

効果を拡大し、グリーン・イ

ニシアティブを加速するた

め、既存のサービスを強化し

た。
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2024年度の主要注力分野

リテール
 関連するST：ST1、ST2、

ST3
関連するSP：SP3、SP13

 

ステークホルダーにとっての価値

・　包括的な顧客中心のタッチポイント及び銀行のエコシステム内外のニーズを満たすソリューションを

提供する満足度の高いカスタマー・ジャーニー。

・　すべての流通チャネルの効率性を重視したデジタル化された銀行業務プロセス。

・　顧客の様々な資産形成目標に合わせてパーソナライズされた顧客体験を備える地域型エンドツーエン

ドの資産管理ソリューション。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績

住宅購入の過程：

・　メイバンクの様々なプラットフォームを横断

する複数のチャネルを通じて、シームレスな

デジタルカスタマー・ジャーニーを実現し

た。

・　初めて住宅を購入する者向けに100％の融資を

提供する新たな住宅信用保証制度（スキム・

ジャミナン・クレディト・ペルマハン

（SJKP）マダニ）を導入した。

 

 

・　ホーム2uのローンの組成額が42十億マレーシア・

リンギットを超え、前年度比83.1％の成長とな

り、メイバンクのデジタル・チャネルにおいて

75.0％超のデジタル普及率を達成した。

・　SJKPローンの組成額が２十億マレーシア・リン

ギット超となった。

自動車所有の過程：

・　マレーシアにおいて旧式の割賦購入システム

（HPS）を、最新のテクノロジー及びインフラ

に段階的に置き換えた。

・　新規顧客の最初の100日間において、パーソナ

ライズされた日々のコミュニケーション及び

顧客認知に関するエンゲージメントを提供し

た。

 

 

・　メイバンクの社内プラットフォームにおける案件

の43.0％がSTP経由で承認されており、これらの

承認のうち80.5％は30分以内に完了している。

・　新規顧客向けの最初の100日間のエンゲージメン

ト等、積極的な顧客エンゲージメントが商品採用

の拡大を促したことにより、顧客当たりの平均収

益が35.0％増加した。

 

支店銀行の過程：

・　マレーシアにおいて、ストレート・スルー・

プロセシング（STP）のイッピーを開始し、こ

れにより親が支店に訪れることなく子供の口

座をデジタルで開設できるようになった。

・　アクセスしやすく、手頃な価格の初心者向け

投資ツールであるメイバンク・ゴールベース

ド・インベストメント（GBI）を導入した。

 

 

・　イッピーの利便性により、MAE上のSTPを通じて

32,000件超の口座が開設された。

・　メイバンクGBIのサービス開始以来、51,000件超

の投資口座の開設を促し、11百万マレーシア・リ

ンギット超の運用資産高を達成した。
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リテール以外

（リテール中小企業／

中小企業プラス／

ビジネス・バンキング）

 

関連するST：ST1、ST3、

ST4
関連するSP：SP4

 

ステークホルダーにとっての価値

・　地域の中小企業市場における活動範囲を拡張し、貸付、非貸付及び銀行業務以外のソリューションを

含むオムニチャネル・アプローチを通じて、顧客の成長を支援する業界随一の金融サービスを提供す

る。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績

・　中小企業のサステナビリティ・ジャーニーを

支援するためのあらゆるサービス及び価値観

に基づくソリューションを提供するワンス

トップセンターである、マイインパクトSMEハ

ブを開始した。

・　マイインパクトSMEの下で女性経営企業を支援

する、HERパワーをASEAN地域で展開した。

・　マレーシアにおいてSMEアカウンティング・バ

ンク・フィードを導入し、個人事業主がメイ

バンクの口座を、選択した会計ソフトウェア

と連携させ、銀行取引及び帳簿の照合をシー

ムレスに行えるようにした。

・　推奨されるリテール以外の事業者向けの金融

パートナーになるため、カスタマイズされた

融資及び運用サポートの提供を強化した。

 

・　マイインパクトSMEをシンガポールに拡大し、300

人を超える顧客の口座開設を行い、さらなる地域

展開を計画している。

・　HERパワーは、マレーシア、シンガポール、イン

ドネシア、フィリピン及びカンボジアの43百万人

超の女性経営者による中小企業を支援した。

・　個人事業主の口座連携数で1,000件を超える記録

を達成した。

・　保険、ハラル認証、会計ソフトウェア、給与計算

及び銀行口座照合サービスのプロバイダーとの

パートナーシップを強化した。
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2024事業年度の主要な業績ハイライト

グループ地域金融サービスの税引前利益（PBT）は、純営業収益の6.5％の増加に牽引され、前年度比9.1％増

加し、6.23十億マレーシア・リンギットに改善した。

・　消費者ローンが8.1％、商業用ローンが8.5％それぞれ増加し、貸出金が8.2％増加したことに牽引さ

れ、融資による純収益は5.1％増加した。

・　当座・貯蓄口座及び定期預金の両方の成長に牽引され、預金は8.7％増加した。

・　非利息収入（NOII）は、資産管理サービスの提供が強化されたことを受けて、資産管理手数料が50％

超増加したことにより、11.1％増加した。

・　一方、一般経費は、その他の事業費用と共に、人件費及びデジタル化に伴うIT関連支出の増加によ

り、前年度比7.1％増加した。

・　純貸倒損失は、資産の質の継続的な改善を反映し7.0％減少した。

 

マレーシアにおいては、税引前利益が、純営業収益の4.9％の増加に牽引され、前年度比7.0％増加して4.42

十億マレーシア・リンギットとなった。

・　消費者ローンが8.6％、商業用ローンが11.2％それぞれ増加し、貸出金が9.1％増加したことに支えら

れ、融資による純収益は6.2％増加した。

・　非利息収入は、資産管理手数料及び商業事業の貢献により、0.4％わずかに増加した。

・　当座・貯蓄口座が5.4％増加した一方で、主に定期預金が寄与し、預金は10.6％増加した。
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・　一方、一般経費は、人件費、当行グループのIT関連支出及びM25+投資の増加により、4.6％増加し

た。

・　純貸倒損失は、資産の質の管理の改善を反映し3.7％減少した。

 

国際部門の税引前利益は、純営業収益の9.9％の増加に牽引され、前年度比12.3％増加して1.82十億マレーシ

ア・リンギットとなった。

・　シンガポール：税引前利益は38.3％上昇した。これは、資産管理手数料並びに債券、仕組債、ユニッ

ト・トラスト及びバンカシュアランスの好調な販売が寄与し、非利息収入が52.2％上昇したことによ

る。貸出金は、消費者ローンが15.0％、商業用ローンが6.6％それぞれ増加したことに伴い、13.0％

成長した。

以下の要因により相殺された。

・　インドネシア：税引前利益は、純営業収益の3.3％の増加にもかかわらず12.7％減少した。融資によ

る純収益は、純金利マージンの圧縮により2.1％減少したが、非利息収入が19.5％増加したことによ

り一部相殺された。貸出金は商業用ローンの19.7％の増加、カードの11.3％の増加及び自動車ローン

の5.9％の増加に牽引され、11.7％増加した。

・　カンボジア：税引前利益は、商業用ローンによる純貸倒損失の増加により29.3％減少した。ただし、

資金ベース収入が23.1％増加し、非利息収入が8.0％増加したため、純営業利益は20.8％増加した。

・　フィリピン：税引前利益は主に一般経費の19.1％の増加及び純貸倒損失の増加により155.3％減少し

た。

 

グループ・グローバル・バンキング
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グループ・グローバル・バンキングはすべての重要な事項及び主要なリスクの影響を受ける。各事業は、

これらの課題に対処し、リスクを管理し、５つのステークホルダー・グループに対する価値を創造する戦略

を策定するため、６つの資本すべてを活用する。

 

2024年度の最大の実績

2024年のザ・アジアン・バンカー・アワードにおいて、マレーシアにおける最優秀トレード・ファイナン

ス・バンク賞及び最優秀金融サプライチェーン管理賞を受賞した。

 

ユーロマネー誌の2024年証券会社賞において、マレーシアの中小企業向け部門最優秀賞を受賞した。

 

アジアン・バンキング・アンド・ファイナンスによる2024年のホールセール・バンキング・アワードにお

いて、シンガポール・インターナショナル・サプライチェーン・イニシアチブ・オブ・ザ・イヤーを受賞

した。ユーロマネー誌の2024年貿易金融調査において、マーケット・リーダー賞（マレーシア）を受賞し

た。

 

アルファ・サウスイースト・アジアによりマレーシアのベスト・インベストメント・バンク及びベスト・

M&A・ハウスに選出され、ファイナンス・アジアによりマレーシアのベスト・サステナブル・バンク並び

にマレーシア及びシンガポールのベスト・ブローカーに選出された。

 

ASEANの電気事業者として初の試みである、テナガ・ナショナル・ベルハッド（TNB）のトランジション・

ファイナンスに関する枠組みのサステナビリティ・フレームワーク・アドバイザーを務めた。

 

 

2024年度の事業環境

事業環境への影響 重大なリスク及び機会 当行グループの対応
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・　地政学的要因及び金利の変動

により、世界貿易は依然とし

て不安定であり、サプライ

チェーンに混乱が生じる可能

性がある。

・　サステナビリティへの投資家

の関心の高まりにより、グ

リーン・ファイナンス／トラ

ンジション・ファイナンスの

需要並びに再生可能エネル

ギー及び持続可能な開発分野

への投資が増加している。

・　シームレスかつ便利なリアル

タイム・デジタル・プラット

フォームに対する顧客の嗜好

が高まっている。一方、サイ

バー攻撃やデジタル詐欺によ

りボラティリティが生じ、規

制当局の監視が厳しくなって

いる。

 

・　資産の質を保全するための慎

重な顧客管理。

・　米中の地政学的な緊張から生

じた、サプライチェーンの

ASEANへの移行を活用する機

会。

・　持続可能なソリューション、

商品及びアドバイザリー業務

（自然に根差した取組みを含

む。）並びに社会貢献に連動

した金融商品に対する、

ASEANにおける需要の高ま

り。

・　効果的にセキュリティ・リス

クを軽減し、銀行業務への

ニーズ及び投資ニーズに的確

に対応しつつ、顧客嗜好に対

応するためデジタル・ファー

ストなアプローチを採る必要

性の高まり。

 

・　健全な流動性ポジションを確

保し、資産の増加を支えるた

め、純金利マージンの最適

化、流動性の管理及び預金戦

略の促進を行った。

・　積極的に資産の質及び脆弱な

口座を管理しつつ、より高利

回りな資産にポートフォリオ

を再調整した。

・　顧客のニーズを重視し、セグ

メント、商品及びソリュー

ション全般におけるリスク選

好度を調整することで、リス

ク調整後の成長機会を活用し

た。

・　顧客に合わせた現金、取引及

び外国為替（FX）のソリュー

ションを提供する専門チーム

を立ち上げることで、ASEAN+

全域の結びつきを強めた。

・　顧客のサステナビリティ・

ジャーニーを支援し、再生可

能エネルギー、エネルギー効

率、バイオエネルギー、グ

リーン・モビリティ、水素、

及び二酸化炭素の回収・有効

利用・貯留（CCUS）という６

つのエネルギー移行手段への

注力を強化し、マイインパク

トを通じて社会的責任のある

資金に対する手頃なソリュー

ションを提供した。

・　オペレーショナル・レジリエ

ンスを強化し、投資における

デジタル機能を向上させ、顧

客向けに戦略的なデジタル・

トランザクション・バンキン

グのソリューションを開発す

る。

・　分析主導のリード・ジェネ

レーション、プレースマット

生成の自動化、地域別顧客計
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画の制度化及びAIベースの

ローン組成提案により、地域

全体のクライアント・カバ

レッジ・モデルを強化する。

 

 

特筆すべき取引

マレーシア

・　ジョホール・プランテーション・グループに対する、総額1.30十億マレーシア・リンギットの世界初

プランテーション持続可能性連動スクークの単独サステナビリティ・ストラクチャリング・アドバイ

ザー、単独プリンシパル・アドバイザー、共同リード・アレンジャー及び共同リード・マネー

ジャー。

・　マレーシア最大の募集・売出の同時実施となった、NationGateによる599.90百万マレーシア・リン

ギットの起債のプリンシパル・アドバイザー及び単独発行代理人。

・　インソン・プロダクションズによる、新規の浮体式生産貯蔵出荷船舶に係る転換、搬入及び運営のた

めの、1.30十億米ドルのマルチトランシェのプロジェクト・ファイナンスのマンデート・リード・ア

レンジャー。

・　マレーシア初の政府保証付かつ運送業界のSDGスクークである、マレーシア・レールリンク・スン

ディリアン・ベルハッドによる1.50十億マレーシア・リンギットのSDGスクーク発行の単独サステナ

ビリティ・ストラクチャリング・アドバイザー、共同リード・アレンジャー及び共同リード・マネー

ジャー。

・　2024年、アルラージによる1.92十億米ドルのシンジケート・デュアルトランシェ・イスラム・サステ

ナビリティ・コモディティ・ムラバハ・ターム・ファシリティ（アコーディオン条項付）における共

同グローバル・コーディネーター、当初マンデート・リード・アレンジャー、ブックランナー及びサ

ステナビリティ・コーディネーター。

 

海外

・　2022年11月以降でタイ最大かつタイの銀行業界において最大のIPOである、タイ信用銀行による7.37

十億タイ・バーツのIPOの共同グローバル・コーディネーター、単独海外ブックランナー、国内共同

ブックランナー及びリード・アンダーライター。

・　サン・ミゲルに対する2.00十億米ドルに上るフィリピン最大のシンジケート・ローンのマンデート・

リード・アレンジャー、ブックランナー及びアンダーライター。

・　ピーティー・バンク・シャリア・インドネシア（国有株式会社）ティービーケー（以下「BSI」とい

う。）による3.0兆インドネシア・ルピアのスクーク・ムダラバ・サステナビリティの共同リード・

アンダーライター。これは、インドネシアで初めて発行されたインドネシア・ルピア建てのサステナ

ビリティ・スクークであり、サステナビリティ・スクーク・プログラムに基づきBSIが初めて公募し

たスクークである。

・　ロシノ・リーシングに対する2.34十億中国人民元の国内シンジケート・サステナビリティ・リンク・

ターム・ローンのマンデート・リード・アレンジャー、ブックランナー及びオリジナル・レンダー。

・　タワー・キャピタル・アジアによる戦略的投資に関するWWRCの財務アドバイザー。

 

2024年度の主要注力分野
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コーポレート・

バンキング

 
関連するST：ST1、ST3、

ST4、ST5

関連するSP：SP1、SP8、

SP9 

ステークホルダーにとっての価値

・　個々の顧客セグメント及び業種セクターに合わせたソリューション。

・　収益性向上に向けた合併・買収（M&A）の資金調達、データセンター及び不動産等、中小企業向け市

場セグメントに対する特定融資の機会。

・　資本を保全し、オペレーショナル・レジリエンスを維持する。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績

・　主要市場におけるESG案件を優先化し、高利回

りな地域への貸付を拡大することにより、全

体的な純金利マージンを改善した。

・　AI及び自動化を活用したクライアント・カバ

レッジ・モデルを強化し、地方の中小企業向

け市場セグメントを拡大した。中小企業向け

市場の専門チームを含む、部門専門の及びセ

グメント特化型のクライアント・カバレッジ

の柱を確立した。

・　データセンター及び不動産等の分野における

新たな融資機会を模索し、収益増加を推進し

た。

・　潜在的な信用コストの上昇を抑制するため、

貸付ポートフォリオを管理した。

 

・　グループ・グローバル・バンキングのサステナブ

ル・ファイナンスは、2023事業年度の19.43十億

マレーシア・リンギットから増加して、2024事業

年度は19.48十億マレーシア・リンギットとなっ

た。

・　景気回復に偏りがあるにもかかわらず、主要な市

場全体を通じて貸出金の堅調な増加を実現した。

中小企業向け市場セグメントの貸出金は前年度比

14.9％増加した。

・　実質貸倒償却率（NCC）が11ベーシスポイント

（2023事業年度は20ベーシスポイント）となり、

健全な資産の質を維持した。

 

 

トランザクション・

バンキング

 
関連するST：ST1、ST2、

ST3、ST5

関連するSP：SP1、SP2、

SP4、SP5 

ステークホルダーにとっての価値

・　ASEAN+全域における結びつきを強化し、地域の顧客基盤を拡大した。

・　デジタルの顧客登録手続を効率化し、所要時間を短縮することで、顧客経験の改善を図った。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績
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・　地域取引プラットフォームを試験導入し、ト

レード・エクスペリエンスを向上させた。

・　不稼働のメイバンク2Eエンティティを再稼働

させ、デジタル変換を促進し、借入・非借入

双方において、メイバンク2E以外の現金エン

ティティの顧客獲得及びクロスセリングを通

じた新規市場参入により、預金を増加させ

た。

・　アカウント情報を迅速、簡単かつ安全に認証

する新たなアプリケーション・プログラミン

グ・インターフェース・サービスを導入し

た。

・　メイバンク2Eによるキャッシュ、トレード及

びサプライチェーン・ファイナンスを最新化

し、一元化されたオンボーディングを通じた

継ぎ目のない地域経験を実現した。

 

・　メイバンク2Eの利用率は、2024年12月において

55.1％から62.1％に上昇した。

・　一元化されたオンボーディングにより、支店へ

来店する必要性が減少し、所要時間が短縮され

た。

・　トランザクション・バンキングの当座・貯蓄預

金口座は、前年度比8.7％増加した。

 

グローバル・マーケッツ

 
関連するST：ST1、ST2、

ST3、ST4
関連するSP：SP1

 

ステークホルダーにとっての価値

・　顧客セグメント及び地域のチャンネルにわたって販売を拡大し、より多くの顧客にアプローチし、顧

客経験を向上させた。

・　目的に合わせた商品（サステナビリティ・リンク・スワップ、ストラクチャード・ローン及びヘッ

ジ・コーディネーション等）を通じ、顧客ソリューションを強化した。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績
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・　顧客に対するクロスセリングを優先的に行い

つつ、複数のチャンネルにわたって販売を拡

大した。

・　個人向け外国為替（FX）及びFXコーポレート

APIを含む、デジタル・セールスに注力した。

・　グローバル・マーケッツの販売ソリューショ

ンを拡大した。

－支店アンバサダー及びFX専門家を導入し、

リテール・ウェルス、リテール以外及びグ

ローバル・バンキングの顧客を含む、顧客

エンゲージメントの向上を図った。

－店頭取引を簡素化し、書類作成及び所要時

間を削減するため、外国電信送金フレーム

ワークを導入した。

・　グローバル・マーケッツの売上促進のため、

FX加速化（FXelerate）キャンペーンを開始し

た。

 

・　グローバル・マーケッツの収益が19.3％増、FX販

売収益が14.9％増となり、前年度比で大幅な増加

を記録した。

・　グループ・グローバル・マーケッツ収益のうち

63.9％をグローバル・マーケッツ・マレーシアが

占めた。グローバル・マーケッツ・マレーシアの

収益は、中小企業向け市場の収益が前年度比で

11.9％増となったことにより、18.3％増加した。

・　2024年12月31日現在、485.30百万マレーシア・リ

ンギットのサステナブル・ボンドの購入を計上し

ている。

 

 

投資銀行

 関 連 す る ST ： ST1 、

ST2、ST3、

ST4

関連するSP：SP1、SP9、SP11
 

ステークホルダーにとっての価値

・　革新的かつ差別化された商品及びデジタル・ソリューション並びにアドバイザリー業務により、顧客

エンゲージメントを深める。

・　顧客のサステナビリティ・ジャーニー全体を通じて、顧客支援を行う。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績
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・　マレーシア、ベトナム、インドネシア及びシ

ンガポールにおいてメイバンク・トレードア

プリを改良し、顧客経験の向上及び拡張性の

改善を図った。

・　積極的な顧客エンゲージメントを通じて、サ

ステナブル・ファイナンス及びトランジショ

ン・ファイナンスの能力を強化した。

・　マレーシアにおいて初めてのイスラム・オー

トコーラブル・マルチストック商品を発売し

た。

・　タイにおける新たな預託証券事業の開始等、

商品拡大に向けた戦略的パートナーシップを

構築した。

 

・　中小企業向け市場セグメントの案件組成において

30.0％の増加を達成し、完了した中小企業向け市

場案件の総取引規模においても、同様に30.0％増

加した。

・　ジョホール・プランテーション・グループに対す

る世界初プランテーション持続可能性連動スクー

ク及びTNBのトランジション・ファイナンスに関

する枠組みを含む、重要なサステナビリティ案件

を主導した。

・　マレーシア、タイ及びインドネシアにおいてブ

ローカー上位５社にランクインし、シンガポール

ではマーケットシェアが拡大し、取引高で業界の

成長率を上回った。

・　マレーシア、インドネシア、ベトナム及びシンガ

ポールにおいて、デジタル・プラットフォームを

強化し、330,000超のアプリダウンロード数及び

16,000件の新規口座開設数を達成した。

 

 

資産運用

 
関連するST：ST1、ST2、

ST4、ST5
関連するSP：SP5、SP9

 

ステークホルダーにとっての価値

・　投資家にとって信用できるアドバイザーとして、革新的な投資重視のソリューションを提供し、長期

的な顧客関係を構築する。

・　持続可能な投資に対する需要の高まりに応え、独自のイスラムの及びESG連動型のファンド及びマン

デート等、提供商品を拡大した。

・　顧客経験、拡張性及び生産性の向上のため、業務のプロセス及びシステムの合理化及び最適化を進め

た。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績
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・　社内における国際投資に関する専門知識を深

めた。

・　メイバンク・アセット・マネジメント・グ

ループ（MAMG）の独自の販売チャンネルを支

えるため、新たなデジタル販売プラット

フォームの獲得に着手した。

・　マレーシアにおけるメイバンク・グローバ

ル・ストラテジック・グロース－Ⅰファンド

及びシンガポールにおけるメイバンク・グ

ローバル・シャリア・マルチ・アセッツ－Ⅰ

ファンド等、自社管理のグローバル・ファン

ドの立ち上げを含む、対象セグメント向けの

資産管理ソリューションを個別に応じて提供

した。

・　メイバンク・イスラミック・ストラテジッ

ク・インカム・ファンドを立ち上げた。これ

は、法人投資家及び機関投資家に革新的な現

金及び流動性管理ソリューションを提供す

る、シャリア適格のホールセール・ファンド

である。

 

・　18の賞を受賞し、そのうち３つはESG関連のもの

であった。ピーティー・メイバンク・アセット・

マネジメントは、インベスタートラスト及びイン

フォヴェスタより、2024年投資マネージャー賞

（１年物エクイティ・ファンド部門）を受賞し

た。

・　MAMGシステマティック・アジア・パシフィック・

エクイティ・アブソルート・リターン・ファンド

を立ち上げ、2024年に立ち上げられた上位ファン

ドの中で運用資産高（以下「AUM」という。）第

７位となったほか、MAMGアルファ・キャピタル・

アンド・インカム・オポチュニティーズ・ファン

ドを立ち上げ、立ち上げから１カ月以内に126百

万マレーシア・リンギットを調達した。

・　マレーシアにおけるマンデートAUMは、政府系投

資会社による投資に牽引され、また卓越したファ

ンド実績に支えられ、前年度比49.8％の増加を実

現した。
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2024事業年度の主要な業績ハイライト

グループ・グローバル・バンキングの税引前利益（PBT）は、前年度比8.9％増加して6.48十億マレーシア・

リンギットとなり、これは以下の要因の累積によるものであった。

・　非利息収入（NOII）の大幅な成長により、純営業収益は9.0％増加した。

・　主にグローバル・マーケッツのトレーディング利益及び投資銀行の仲介業務収益の増加の結果、

フィー・インカム・レシオ（FIR）比率が42.3％から51.9％に増加したことにより、非利息収入は

33.8％改善した。

・　減損損失純額は、回収により、24.2％改善した。

・　調達コストの上昇に伴う融資による純収益の9.1％の減少及び費用の10.8％の増加により相殺された

結果、コスト・インカム・レシオ（CIR）は36.6％から37.2％へと増加した。

 

マレーシアの税引前利益は、以下の要因により前年度比29.9％増加し4.15十億マレーシア・リンギットと

なった。

・　トレーディング収益の増加による非利息収入が32.2％増加したことにより、純営業収益は10.3％増加

したが、調達コストの上昇による融資による純収益の7.4％減少により相殺された。

・　戻入及び回収により、減損損失純額は100％超改善した。

・　費用が12.0％増加した結果、コスト・インカム・レシオは29.9％から30.3％に増加した。

 

国際部門の税引前利益は、前年度比15.4％減少し、2.33十億マレーシア・リンギットとなった。
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・　インドネシア：医薬品、インフラ、繊維セクターの複数の借入人の減損損失が増加したことにより、

税引前利益は86.9％減少した。

・　シンガポール：トレーディング収益の増加並びに貸付及び預金の増加による純営業収益の14.8％の増

加により緩和された前年度に戻入が増加したことにより、税引前利益は8.8％減少した。

・　ベトナム：減損損失純額が増加したことにより、税引前利益は3.1％の減少となった。これは、仲介

業務収益の増加により純営業収益が8.2％増加したことで相殺された。

・　フィリピン：投資銀行の関連会社売却による一過性の損失のため純営業収益が15.5％減少したことに

より、税引前利益は64.3％減少した。

以下の要因により相殺された。

・　大中華圏：減損損失純額が減少したこと及び非利息収入の46.8％の増加による純営業収益の3.2％の

増加により、税引前利益は100％超の増加となった。

・　カンボジア：減損損失純額が減少したことにより税引前利益は19.0％増加し、融資及び平均預金残高

の増加に牽引され、純営業収益は13.9％増加した。

 

グループ保険及びタカフル

 

 

グループ保険及びタカフルは、すべての重要な事項及び主要なリスクの影響を受ける。各事業は、これら

の重要な事項に対処し、５つのステークホルダー・グループに対する価値を創造する上でのリスクを管理す

るため、６つの資本すべてを活用してそれぞれの戦略を形成する。

 

2024年度の最大の実績

マレーシア最大の地域保険事業者及びタカフル事業者並びに第１位の保険ブランド及びタカフルブランド

となった。

 

マレーシアで第１位のバンカシュアランス事業者及びバンカタカフル事業者となった。

 

オンラインの一般事業における市場シェアの56.8％を占め、マレーシアでトップのオンライン保険会社及

びタカフル事業者となった。

 

マレーシアにおける電気自動車（EV）向け保険及びタカフルの主要な事業者となった。
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アセット・トリプル・Ａ・イスラミック・ファイナンス・アワード2024において、最優秀ジェネラル・タ

カフル事業者及び最優秀ファミリー・タカフル事業者に選出された。

 

 

2024年度の事業環境

事業環境への影響 重大なリスク及び機会 当行グループの対応

・　損害保険分野は顕著な変貌を

遂げ、個人及び企業が特定の

保険ニーズを優先させる中、

火災保険、旅行保険及び特殊

商品への需要が高まってい

る。

・　規制当局及び消費者が持続可

能性を重視するようになる

中、保険会社はサービスの充

実及び差別化を図るため、

ESG基準を積極的に取り入れ

ている。

 

・　火災保険、旅行保険及び特殊

保険への需要の高まりは大き

な成長機会をもたらし、当行

グループの商品ポートフォリ

オを拡大することで幅広い顧

客基盤を取り込み、カスタマ

イズされた保険ソリューショ

ンのイノベーションを促進す

る。

・　ESG原則を統合することで、

エティカは持続可能性への高

まるトレンドに沿うことがで

き、これによって当行グルー

プの製品を差別化し、社会的

意識の高い消費者にアピール

し、競争力を強化することが

できる。

・　ターゲット・マーケティング

のためのデータ分析を活用し

た当行グループの製品ポート

フォリオの改良を継続すると

同時に、当行グループのデジ

タル・チャネル及びパート

ナー・チャネルを拡大する。

こうした取組みにより、高成

長分野の需要を取り込むと同

時に、新たなリスクに対する

耐性を強化する。

・　持続可能な保険ソリューショ

ンに対する需要の高まりに対

応する責任ある保険会社とし

ての当行グループの地位を確

立するため、ESG基準を積極

的に当行グループの商品及び

投資に取り入れることに引続

き尽力する。

 

 

2024年度の主要注力分野

リテール
 関連するST：ST1、ST2、

ST4
関連するSP：SP6、SP11

 

ステークホルダーにとっての価値

・　簡単なセルフサービスのアプリ内購入及び保険金請求が簡素化された、統合されたデジタル・プラッ

トフォームを通じて、保険及びタカフル商品へのシームレスなアクセスを提供する。
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2024事業年度のイニシアチブ

・　自動車補償に係るワンクリック・リニューア

ル、旅行保険及び自動車保険のアプリ内購

入、生命保険／ファミリー・タカフル・プラ

ンの支払いに便利なMAEバンキングの統合並び

に旅行保険請求の簡素化を含む、保険及びタ

カフル・ソリューションに簡単にアクセスで

きるエティカ・プラスを開始した。

・　従業員積立基金制度のアイ・リンダン・プラ

ス制度の加入を引続き推進し、より多くの従

業員積立基金制度加入者に保険加入を奨励し

た。

 

2024事業年度の実績

・　エティカ・プラス・アプリのダウンロード数は

合計663,762登録ユーザーとなった。

・　ワンクリック・リニューアルの貢献により、日

割自動更新保険料は100％超増加し、62.29百万

マレーシア・リンギットとなった。

・　エティカ・プラスは開始以来、2024年12月31日

現在で6,346件超の旅行請求をストレート・ス

ルー・プロセッシングで可能にし、支払いは３

営業日以内に行われた。

・　2024年に14,703件の従業員積立基金制度のア

イ・リンダンの保険が発行された（2023年は

45,000件）。

 

 

リテール及び

コーポレート

 関連するST：ST1、ST2、

ST4
関連するSP：SP6

 

ステークホルダーにとっての価値

・　バンカシュアランスにおける当行グループのリーダーシップを強化し、当行グループと顧客とのエン

ゲージメントを深めることで、生命保険及び家族保護のソリューションを求める顧客にシームレスな

体験を提供する。

 

2024事業年度のイニシアチブ

・　予測継続モデル、迅速な見積り、リモートで

の提出及び16種類超の新商品を備えアップグ

レードされた、バンカ・イーズ・アプリから

得られるより深い洞察を活用し、高度に個別

化されたバンカシュアランス・ソリューショ

ンを提供し、顧客との関係を深めた。

・　開拓が遅れている顧客層に焦点を当て、営業

チームの生産性向上を推進し、スマート・

ゴールデン・ライフ・プラン及びクレジッ

ト・リデュース・ターム・タカフル・プラン

を含む商品提供を拡大した。

・　シンガポールにおける戦略的パートナーシッ

プ（即ち、シングテル及び住宅開発庁）を引

続き活用し、販売チャネルを拡大して顧客へ

の浸透を図った。

 

2024事業年度の実績

・　プラットフォーム経由で販売された保険契約数

は、新たな貯蓄商品、即ちスマート・ゴールデ

ン・ライフ及び投資連動型オプションを特徴と

するバンカ・イーズの採用拡大により、49.9％

増加して18,255件となった。

・　バンカシュアランスの総保険料は21.4％増加し

て5.78十億マレーシア・リンギットとなった。

・　2024年のバンカシュアランスの定期保険料の新

規事業は19.6％増加して1.21十億マレーシア・

リンギットとなった。

・　市場シェアでシンガポールの生命保険会社トッ

プ10の地位を維持。

 

 

リテール
 関連するST：ST1、ST2、

ST4
関連するSP：SP6
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ステークホルダーにとっての価値

・　よりスマートな運転習慣を奨励する革新的なツールを通じて、より良いセルフサービス体験及び顧客

価値の向上を実現する。当行グループはまた、デジタル化を通じて、迅速で購入しやすく便利な旅行

商品を提供する。

 

2024事業年度のイニシアチブ

・　高価値の自動車保険セグメント（即ち、保険

料利回りの高い特定の自動車セグメント）に

焦点を当て、料率とリスクのマッチングを最

大化し、コスト効率を維持した。

・　インタラクティブな機能を備えデジタル・

セールス及びサービス・ツールを統合した

ジェネラル・イーズを発表した。この単一の

プラットフォームは、当行グループの営業部

隊の社内チーム及び仲介会社の両方が、顧客

のニーズをよりよく理解し、ストレート・ス

ルー・プロセッシング・モジュールで販売プ

ロセスを合理化するために、営業力を強化す

ることを目的としている。

・　当行グループの顧客基盤を活用し、MAEアプリ

を通じたアプリ内購入及び決済を提供するこ

とで、クロスセリングを強化し、顧客リーチ

を拡大した。

・　排出量削減に報酬を与えるドライブ・レス・

セイブ・モア（DLSM）リベート等の戦術的イ

ニシアチブを継続し、顧客定着率を促進し

た。

 

2024事業年度の実績

・　自動車保険の販売件数は4.4％増加（2023事業年

度：2.36百万件）、自動車保険の総保険料は

13.0％増加して1.82十億マレーシア・リンギット

であった。

・　社内チーム及び仲介業者の両方から1,700人の

ユーザーを登録し、13,000件の見積もり（36百万

マレーシア・リンギット相当）を作成した。

・　非標準的なケースの処理時間を14日からＴプラス

１日へ、標準的なケースの処理時間を７営業日か

ら即時へと改善した。

・　DLSMの導入が進み、リベート支払の総額は6.13百

万マレーシア・リンギットに増加した（2023事業

年度：5.58百万マレーシア・リンギット）。

・　旅行保険及びタカフルの総保険料は69.5％増加し

て94.46百万マレーシア・リンギットであった。

 

リテール及び

コーポレート

 
関連するST：ST1、ST4 関連するSP：SP9

 

ステークホルダーにとっての価値

・　顧客の持続可能なソリューションへのニーズの高まりを満たすと共に、より広範な環境及びコミュニ

ティの成果を支援する。
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2024事業年度のイニシアチブ

・　労働者社会保障機構との協働によるe-タカフ

ル・ハヤトを含む、ギグワーカー及び国内で

下位40％の低所得世帯のコミュニティ等、十

分なサービスを受けていないコミュニティ向

けの保険商品を発売した。

・　イル・インフィニット・ケア及びイル・イン

フィニット・ケア・プラスを発売した。これ

は、より大きな医療補償を提供するため、疾

病数の制限を設けないマレーシア初の重症疾

病プランである。

・　当行グループのサステナビリティ・エコシス

テム内のソリューションを拡大し、マレーシ

ア初のEVパネル修理を含めることで、テス

ラ、ビーワイディー、ジャエクー等の大手EV

メーカーに選ばれる保険会社としてのエティ

カの地位を強化した。

・　持続可能な成長を促進するため、投資連動型

保険商品に関連する当行グループ初のESGファ

ンドである、プレミア・グローバル・サステ

ナブル・エクイティ・ファンド（PGSEF）を継

続して拡大した。

 

2024事業年度の実績

・　ASEAN 全体で 302,868 世帯（ 2023 事業年度：

177,078世帯）の国内で下位40％の低所得世帯に

保険を提供した。

・　EV保険を11,450件（2023事業年度：5,356件）販

売し、保険料及び掛金合計は116.0％増加して

44.79百万マレーシア・リンギットとなった。

・　PGSEFの純資産価値は2023事業年度における

157.41百万マレーシア・リンギットから300.00百

万マレーシア・リンギットに拡大した。
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2024事業年度の主要な業績ハイライト

グループ保険及びタカフルの税引前利益（PBT）は、下記により前年度比54.5％増加して1.51十億マレーシ

ア・リンギットとなった。

・　持分割合の実現利益及び未実現利益並びに外国債券の処分損の減少に牽引された純投資利益の増加

は、民間債券の公正価値利益の減少により緩やかなものとなった。

・　合算された総保険料及び掛金は、生命保険／家族保険事業の力強い成長により、14.6％増加して

13.29十億マレーシア・リンギットとなった。

・　調整後純保険料及び掛金は、生命保険／家族保険商品種目、特にシンガポールからの定期保険料が堅

調に伸びたことに加え、ジェネラル・タカフル・セグメントにおける自動車種目の生産高が増加した

ことによって、14.0％増加し、7.85十億マレーシア・リンギットとなった。

・　損害保険及びタカフルの保険料及び掛金は、その他保険を除くすべての事業種目における増加によ

り、9.5％増加して5.56十億マレーシア・リンギットとなった。

・　生命保険及びファミリー・タカフルの保険料及び掛金は、すべての商品カテゴリー、特にマレーシア

のバンカシュアランスの一時払保険及びシンガポールの定期保険料種目で力強い伸びを示し、18.7％

増加して7.74十億マレーシア・リンギットとなった。
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・　総資産は、前年同期の56.51十億マレーシア・リンギットから6.2％増加して60.03十億マレーシア・

リンギットとなった。

 

マレーシアでは、主に以下の要因により税引前利益は前年度比10.5％増加して1.19十億マレーシア・リン

ギットとなった。

・　持分割合の実現利益及び未実現利益の増加により、純投資利益は3.9％増加した。これは、請求額準

備金及び既発生未報告損害（IBNR）の増加に起因する一般事業からの請求額の増加並びに債券ポート

フォリオからの未実現利益の減少により緩和された。

・　合算された総保険料及び掛金は、その他保険を除くすべての商品種目における増加により、11.6％増

加し、9.77十億マレーシア・リンギットとなった。

・　その他保険を除くすべての事業種目におけるにより損害保険及びタカフル事業は11.0％成長した。

・　生命保険及びファミリー・タカフルの保険料及び掛金は、バンカシュアランスによる一時払保険料の

増加により、12.3％増加した。

・　生命保険及びファミリー・タカフル事業の新規事業価値は、11.5％増加し、203.18百万マレーシア・

リンギットとなった。

・　持分の実現利益及び未実現利益の増加により、純投資利益は3.9％増加した。

 

海外事業においては、2023事業年度の税引前損失（LBT）の98.04百万マレーシア・リンギットから一転、税

引前利益は大幅に改善して322.15百万マレーシア・リンギットとなった。この好転は以下の要因によるもの

である。

・　シンガポールの税引前利益は、前年度の税引前損失51.85百万マレーシア・リンギットから336.69百

万マレーシア・リンギットに好転したが、これは主にモデルの改良及び強化に起因する生命保険事業

の業績改善によるもので、その結果、オプション及び保証の時間価値（TVOG）準備金が取り崩され

た。

・　フィリピンの税引前利益は、前年度の税引前損失24.91百万マレーシア・リンギットから11.91百万マ

レーシア・リンギットへと好転したが、これは主に純投資利益の大幅な増加に加え、当行グループ事

業の保険引受成績の改善によるトップラインの増加に起因する保険引受利益の増加によるものであっ

た。

・　カンボジアの税引前損失は、10.63百万マレーシア・リンギットから8.79百万マレーシア・リンギッ

トに減少したが、これは2023事業年度と比較してトップラインが増加し、純投資利益が増加したため

である。

以下の要因により相殺された。

・　インドネシアの税引前損失は、トップライン成績の減少により、前年度の10.65百万マレーシア・リ

ンギットから17.66百万マレーシア・リンギットに増加した。

 

グループ・イスラム・バンキング
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グループ・イスラム・バンキングはすべての重要な事項及び主要なリスクの影響を受ける。各事業は、こ

れらの重要な事項に対処し、５つのステークホルダー・グループに対する価値を創造する上でのリスクを管

理するため、６つの資本すべてを活用してそれぞれの戦略を形成する。

 

2024年度の最大の実績

総資産において世界第４位のイスラム銀行に躍進し、アジア太平洋最大のイスラム銀行として首位の座を

維持した。

 

権威ある出版物であるユーロマネー、ザ・バンカー及びグローバル・ファイナンス等から、アジア太平洋

におけるイスラミック・バンクオブザイヤーを含む13の地域及び国際的な賞を受賞した。

 

フィリピン初の民間商業銀行として、シャリア適格のバンキング・ソリューションを提供し、イスラム・

バンキングの地域における存在感を拡大している。

 

マレーシア初のB2Bハラル市場であるサラーム・マーケットを立ち上げ、ハラル認証、支援サービス及び金

融ソリューションを単一のデジタル・プラットフォームに統合することで、中小企業を支援する。

 

マレーシア及びシンガポールにおいて、地域のイスラム・ウェルス・プラットフォームであるイスラム・

アバロクを導入した。

 

 

2024年度の事業環境

事業環境への影響 重大なリスク及び機会 当行グループの対応
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・　世界的なイスラム教徒の人口

増加及び倫理意識が高い消費

者の増加に刺激され、銀行業

務を超えた顧客ニーズにも対

応する高度に個別化されたイ

スラム金融ソリューションへ

の需要が高まり、また、世界

的なハラル経済が成長してい

る。

・　世界的なハラル経済は、世界

的なイスラム教徒の人口増加

及び倫理意識が高い消費者の

増加による支出の増加を背景

に成長している。

・　持続可能かつ責任ある商品や

サービスだけでなく、優れた

バンキング経験への顧客ニー

ズも高まっている。

・　イスラム・ウェルス・マネジ

メント（IWM）の巨大な未開

拓市場が存在する。

・　イスラム金融ソリューション

の牽引力の高まり、政府の強

力な支援及び発達したインフ

ラは、ハラル・ファイナンス

の革新を促す要因の１つであ

る。

・　デジタル・ソリューションに

対する消費者嗜好は引続き勢

いを増すと共に、イスラムの

原則に沿った責任ある活動、

持続可能な活動及び価値に応

じた活動が重視されるように

なってきている。それと同時

に、顧客はグリーンウォッ

シュに対する警戒心も強めて

いる。

・　本国市場にわたるIWMの５本

柱（すなわち創出、累積、保

全、純化及び分配）において

顧客関係を強化及び能力を向

上した。

・　2023事業年度に、シンガポー

ルにグローバル・イスラム・

ウェルス・マネジメント

（GIWM）ハブ及びインドネシ

アにシャリア・ウェルス・マ

ネジメントを設立し、当行の

地域におけるIWMプロバイ

ダーとしての地位を強固にし

た。

・　とりわけマレーシアにおける

イスラム・ポートフォリオ金

融及びオートコーラブル商品

並びにイスラム仕組預金等の

革新的なソリューションを導

入した。

・　サラーム・マーケットの立ち

上げにより、ハラル・ビジネ

ス・ライフサイクル・ソ

リューションを拡大し、既存

の サ ー ビ ス 、 す な わ ち

Halal4Ward、ハラル・アシュ

ランス・システム（ハラル認

証を受けた企業のためのレポ

ジトリ・システム）及び社内

コンサルティング・サービス

であるハラル・ファシリテー

ションを補完した。

・　銀行取引、投資、融資を含む

あらゆるセグメントにわたる

当行のシャリア適格ソリュー

ションのアクセシビリティを

拡大させるため、メイバンク

2u及びMAEを活用した。

・　個人及び法人顧客に対して一

連の持続可能なソリューショ

ンを継続して提供した。個人

向けには、EV InCharge（マ
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レーシア特有）等のグリー

ン・モビリティ・オプショ

ン、その他の自動車所有ソ

リューション及びクレジット

カード分割払プランによる太

陽光融資が含まれる。法人顧

客向けには、当行は特定の

ニーズに合わせて調整された

デジタル・ファイナンス、太

陽光融資、グリーン・モビリ

ティ・ソリューション、様々

なサステナビリティ・リン

ク・ファイナンス及び資本市

場商品を提供する。

・　リテール及びリテール以外の

顧客両方の持続可能な移行を

支援し、太陽光融資及びEV所

有ソリューション等の持続可

能なイスラム・ファイナンス

を活用する。

 

 

2024年度の主要注力分野

リテール

 関連するST：ST1、ST2、

ST3、ST5

関連するSP：SP5、SP7、

SP13 

ステークホルダーにとっての価値

・　IWMの５本柱に沿って、ゆりかごから墓場までのライフ・ジャーニーをサポートするよう調整された、

地域銀行業務及び銀行業務を超えたソリューションを通じて、顧客経験を向上させた。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績
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・　マレーシアにおけるイスラム・ポートフォリ

オ金融及びイスラム・オートコーラブル・マ

ルチストックの立ち上げにより、IWM商品の提

供を拡大し、プレミア富裕層及び富裕層顧客

にポートフォリオ分散のための新しいオプ

ションを提供した。

・　シンガポールにおいて、代替投資オプション

を求める顧客向けに、IWMの下でイスラム仕組

預金を資産形成ソリューションとして導入し

た。

・　マレーシア、シンガポール及びインドネシア

にわたりIWM専門アドバイザーを３名から10名

の３倍に増員し、顧客経験を向上させた。ま

た、シャリア適格のソリューションを合理化

する統合デジタル・プラットフォームである

イスラム・アバロクも立ち上げ、当行の営業

チームがプレミア顧客及びプライベート・

ウェルス顧客向けに個別化された資産管理ソ

リューションをシームレスに提供できるよう

になった。

 

・　GIWMの運用資産総額は前年度比30.3％増の94.57

十億マレーシア・リンギット（21.16十億米ド

ル）となった。

・　GIWM投資の運用資産高は前年度比59.6％増の

14.71十億マレーシア・リンギット（3.29十億米

ドル）となった。

・　手数料による収益合計は、前年度比47.1％増の

296.71百万マレーシア・リンギット（60.35百万

米ドル）となった。

 

リテール以外

（リテール中小企業／

中小企業プラス／

ビジネス・バンキング／

グローバル・バンキン

グ）

 

関連するST：ST1、ST3、

ST5
関連するSP：SP4、SP5

 

ステークホルダーにとっての価値

・　ハラル認証の取得のためのシームレスな顧客中心の旅を提供するデジタル価値主導のプラットフォー

ムを特徴とする、有効なハラルエコシステム。プラットフォームはまた、主要顧客だけでなくそのサ

プライヤーやバイヤーのニーズを満たすことができるイスラムのサプライチェーン・ソリューション

を提供することで、事業成長を支援する。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績
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・　Halal4Ward 3.0を立ち上げ、魅力的な融資及

びハラル認証イニシアチブ等、ビジネスサイ

クルのあらゆる段階でのビジネスニーズに対

応する包括的なソリューションを提供する。

・　中小零細企業がハラル商品を取引し、ハラル

認証ガイダンスにアクセスし、ファイナン

ス・アドバイザリーを受けるための包括的な

ハラル・デジタル市場であるサラーム・マー

ケットの立ち上げにより、ハラル・セグメン

トへのリーチを拡大した。

・　ハラル経済における企業の成長を支援する社

内のコンサルティング及びアドバイザリー・

サービスであるハラル・ファシリテーション

を強化した。

 

・　メイバンクのハラル経済への融資は、前年度比

23.0％増の9.82十億マレーシア・リンギットと

なった。

・　メイバンクのハラル経済の預金は、前年度比

33.0％増の10.81十億マレーシア・リンギットと

なった。

・　4,844社のハラル認証を受けた企業を支援し、

2023事業年度の3,897社と比較して24.0％増加し

た。

 

 

リテール及び

リテール以外

（リテール中小企業／

中小企業プラス／

ビジネス・バンキング／

グローバル・バンキン

グ）

 

関連するST：ST1、ST4、

ST5

関連するSP：SP1、SP3か

らSP9、SP13

 

ステークホルダーにとっての価値

・　イスラム金融の原則と当行グループの持続可能性への課題に沿った持続可能なイスラム・イニシアチ

ブ及び当行グループの価値を高める戦略的差別化要因として、商品・サービスに組み込まれているマ

イインパクトの原則。

 

2024事業年度のイニシアチブ 2024事業年度の実績
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・　持続可能なイスラム・ソリューションを拡大

し、電気自動車（EV）、太陽光等へのイスラ

ム金融を含む、顧客の持続可能な生活への移

行を支援した。

・　マイインパクトのエコシステム及びコミュニ

ティへのアウトリーチを拡大：

-　マレーシア及びシンガポールにおいて、

価値に基づくソリューションで中小企業

を支援するために策定されたワンストッ

プの持続可能なエコシステムであるマイ

インパクトSMEハブを立ち上げた。

-　マイインパクト・フリップ、マイインパ

クト・イエス及びマイインパクト・ライ

ド・アバブ等の地域アウトリーチ・プロ

グラムを導入し、金融包摂を推進し、十

分なサービスを受けていない地域の向上

を図った。

・　文化構築活動等のマイインパクト・ラボ・イ

ニシアチブを通じてメイバンカーの間でマイ

インパクトの文化を強化する一方で、マイイ

ンパクトの原則をメイバンク・グループの持

続可能性の枠組みに統合することで、価値に

基づく銀行業務を推進した。

 

・　グループ・イスラミックの主要本国市場における

サステナブル・ファイナンスは2023事業年度の

17.48十億マレーシア・リンギットから50％超増

加し、26.83十億マレーシア・リンギットとなっ

た。

・　マイインパクトSMEハブは、開始以来、399社を支

援した。

・　マイインパクト地域プログラムは、合計331名の

学生に影響を与えた（マイインパクト・フリッ

プ）。

・　メイバンク・グループへのグループ・イスラムの

貢献：総資産37.2％（2023事業年度：34.3％）、

総融資46.8％（2023事業年度：44.4％）及び総預

金44.4％（2023事業年度：37.1％）。

・　メイバンク国内へのメイバンク・イスラミックの

貢献：総資産49.5％（2023事業年度：45.4％）、

総融資70.3％（2023事業年度：68.8％）及び総預

金67.9％（2023事業年度：54.9％）。
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2024事業年度の主要な業績ハイライト

メイバンク・グループ・イスラム・バンキングの税引前利益（PBT）は、前年度比で20.0％増加して4.19十億

マレーシア・リンギットとなった。

・　純営業収益は、主に定期融資及び自動車ローンに牽引され、融資による純収益が9.3％増加したた

め、13.0％増加して8.49十億マレーシア・リンギットとなった一方、融資によらない収益は、投資有

価証券の売却による収益に支えられ、28.3％増加した。

・　一般経費は、イスラム・バンキング業務の活発化により2.9％増加したものの、コスト・インカム・

レシオ（CIR）は堅調な収益の増加を反映し、3.5％改善して35.8％となった。

・　減損引当金純額は、特にマレーシア及びインドネシア等の主要市場における減損顧客に対する追加引

当金の配分における慎重な管理アプローチを反映し、18.1％増加した。

・　当行が管理する融資を含む融資総額は、マレーシア（10.5％）及びシンガポール（38.9％）に牽引さ

れ、11.1％増加した。預金・非制限投資口座（UA）は、8.8％増加した。

 

マレーシアの税引前利益は、前年度比で20.7％増加して3.82十億マレーシア・リンギットとなった。

・　2024事業年度の融資資産の堅調な増加に支えられたメイバンク・イスラミックの融資による純収益の

9.3％増に牽引され、純営業収益は13.7％増加した。

・　一般経費が2.5％増加した一方で、コスト・インカム・レシオ（CIR）は堅調な収益の増加を反映し、

3.9％大幅に改善し36.0％となった。
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・　マレーシアにおける減損引当金純額は、主として中小企業ポートフォリオ内の資産に関連する費用に

より22.9％増加した。

・　当行が管理する融資を含むメイバンク・イスラミックの融資総額は、住宅ローン、自動車ローン並び

に定期融資及び貿易金融に牽引され10.5％増加した。これに対応して、預金・非制限投資口座（UA）

も11.0％増加した。

 

国際業務部門の税引前利益は、以下の要因により前年度比で12.8％増加して0.36十億マレーシア・リンギッ

トとなった。

・　シンガポールの税引前利益は、融資による純収益の41.5％増及び減損引当金純額の24.7％減に牽引さ

れ、主として純営業収益が20.5％増加したことから、前年度比で37.7％増加した。

以下の要因により相殺された。

・　インドネシアの銀行のシャリア支店の税引前利益は、純営業収益が1.7％増加したものの減損引当金

純額が増加したことから、9.2％減少した。

 

次へ
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バーゼルⅡ 第３の柱の開示

概要

メイバンク及び当行グループの2024年12月31日に終了した事業年度の第３の柱に基づく開示は、バーゼル

銀行監督委員会（BCBS）が発行した「自己資本の測定と基準に関する国際的統一化」と題する枠組みに相当

するマレーシア中央銀行の「リスク・ウェイト自己資本比率規制枠組み（RWCAF）－開示要件（第３の柱）」

及び「イスラム銀行の自己資本比率規制枠組み（以下「CAFIB」という。）－開示要件（第３の柱）」に従っ

ている。

当行グループは、第１の柱の資本要件を決定する際に、マレーシア中央銀行のガイドラインの自己資本比

率規制枠組み（バーゼルⅡ－リスクアセット）及びCAFIB（バーゼルⅡ－リスクアセット）に従って、以下の

手法を採用している。

・　信用リスク－主要な非リテール・ポートフォリオの信用リスクアセットを計算するにあたり基礎的内

部格付手法及びスロッティング・クライテリアを、主要なリテール・ポートフォリオについては先進

的内部格付手法。その他信用ポートフォリオ（とりわけ当行の子会社及び一部の海外事業体のもの）

については、標準的手法が採られており、漸進的に内部格付手法に移行する。

・　市場リスク－標準的手法（SA）

・　オペレーショナル・リスク－基礎的指標手法（BIA）

 

開示の手段及び場所

第３の柱に基づく開示は、当行グループのウェブサイト（www.maybank.com）のインベスター・リレーショ

ンズのセクション並びにアニュアル・レポート及びセミアニュアル・レポート中の財務書類の注記の後に別

個の報告書として閲覧可能となる。

 

開示の基準

第３の柱に基づく開示書類は、マレーシア中央銀行の第３の柱に係るガイドライン及び第３の柱に基づく

開示書類に対する当行グループの内部方針に従って作成されており、2024年12月31日に終了した事業年度の

当行グループ及び当行の財務書類とあわせて読まれることが前提とされている。同書類が当行グループの資

産についてエクスポージャー及び資本要件の双方の点で開示する一方で、本書に開示された情報は、当行グ

ループ及び当行が公表する2024年度財務書類に記載された情報と直接比較することができない可能性があ

る。

これらの開示は、当行グループの取締役会からの委任により、内部の独立した機関が検討及び証明し、リ

スク管理委員会から承認される。

 

比較情報

本開示は、当行グループが2010年７月にバーゼルⅡに基づく内部格付手法を採用して以来15度目の完全な

第３の柱に基づく開示である。前報告期間に対応する第３の柱に基づく開示は、2023年12月31日現在のもの

となる。

 

適用範囲

第３の柱に基づく開示は連結ベースで作成されており、当行グループ、当行並びにマレーシアでイスラ

ム・バンキング金融サービスを提供する当行の100％子会社であるメイバンク・イスラミックの情報で構成さ

れる。
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規制上の報告の目的上、メイバンクは２つの主要な報告基準、すなわちメイバンク及び子会社（保険会社

及び関連会社への投資を除く。）を対象とするメイバンク・グループ基準並びにメイバンクを対象とするメ

イバンク基準を設定している。

当行グループの子会社及び関連会社に関する情報は、財務書類注記から入手可能である。財務報告に係る

連結の基準は財務書類注記において開示されており、規制上の自己資本の報告の目的で使用される連結の基

準とは異なっている。

当該事業年度中、当行グループは、当行グループ内での資金移動又は規制資本に対するいかなる制限又は

その他の主な障害を経験しなかった。

 

資本管理

効果的な資本管理は、当行グループの持続可能性の基盤である。当行グループは、規制当局、株主、投資

家、格付機関及びアナリストといった主要なステークホルダーの期待に応えるため、積極的に資金を運用

し、当行グループ全体の各事業部門、子会社及び海外支店が背負うリスクに見合う資本利益率を実現してい

る。資本管理は、以下を目的とする。

・　最低規制水準を十分に上回る自己資本比率を維持すること

・　国内及び国際格付機関による当行グループの強固な信用格付を支えること

・　資本を最適に事業に配置し、資本利益率を向上させること

・　将来の機会の利用に対する柔軟性を保つこと

・　ストレス状況においても事業を構築し、これに投資すること

 

グループ資本管理フレームワーク

当行グループは、当行グループ全体にわたる資本管理及び資本計画の統合及び連携を確保するために、メ

イバンク・グループ資本管理フレームワーク（以下「資本管理フレームワーク」という。）を定めている。

取締役会により承認された資本管理フレームワークは、当行グループ全体にわたって資本が効率的に管理

され最適化されることを保証するために、ガバナンス、識別、評価、監視並びに方針及び手続の上申を組み

込んでいる。

また、資本管理フレームワークは、当行グループ全体にわたる資本を最適に割当てるため及び資本利益率

の計測を行うためのリスク調整後業績指標（以下「RAPM」という。）の実行に関するガイダンスを含んでい

る。当行グループは、RAPMツールを、事業部門、子会社及び海外支店において資本水準の最大化を促進し、

資本コストを最小限とし、当行グループ全体に対して価値を創出するために実行している。

資本管理に対する全体的責任は取締役会にある一方、資本管理方針を継続的に確保することについては、

グループ経営委員会が責任を負っている。

 

年次グループ資本及び資金調達計画

年次グループ資本及び資金調達計画は、当行グループ（子会社及び海外支店を含む。）が年度中に事業計

画及び戦略目標を支援するために十分な資本及び最適資本構成を有することを目的としている。

年次グループ資本及び資金調達計画は毎年更新され、取締役会により承認を受ける。同計画は、包括的に

少なくとも３年の期間を対象としており、とりわけ当行グループの戦略的目標及び事業計画、規制資本の所

要水準、配当計画、主要なステークホルダーからの意見、同業者の基準、国内及び海外双方における自己資

本比率規制ガイドライン及び規制の新たな動向、利用可能な供給資本及び資本調達オプション、事業部門の

業績、第２の柱自己資本充実度評価プロセス（以下「ICAAP」という。）の下でのリスク並びにストレス・テ
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ストの結果を考慮している。自己資本比率に関する主要な事項は取締役会レベルでの検討のために確認さ

れ、実施するべき適切な解決法が推奨される。

当行グループ、子会社及び海外支店について、それぞれいくつかのリスク特性及び本拠地である法域の規

制要件に基づく内部資本目標（以下「ICT」という。）が設定されている。ICTは、これらのリスク特性及び

事業成長率を支援する適正な資本バッファーを確保するため、毎年見直される。

 

グループ・キャピタル・コンティンジェンシー・プラン

グループ・キャピタル・コンティンジェンシー・プランは、取締役会に承認された資本管理フレームワー

ク内に組み込まれている。同計画は、想定し得ない資本危機が発生した場合の資本の管理及び回復に対する

当行グループ全体にわたる包括的なアプローチを以下の通り提供する。

・　キャピタル・コンティンジェンシー・プランの設定のための方針、手続及びガバナンスを構築するこ

と

・　早期に警告のサインを出し、監視及び上申の手続を確立すること

・　資本の迅速な管理を確保するための戦略及び行動計画を設定すること

当行グループ（子会社及び海外支店を含む。）の自己資本比率は、上席経営陣及び関連する委員会によっ

て月次ベースで積極的に監視されている。監視及び上申、報告、意思決定並びに行動計画の策定を容易にす

るためにマレーシア中央銀行その他（該当する場合は）国内の規制当局の下統制された自己資本比率に基づ

き適切なトリガーポイント及び早期の警告指標が設定される。トリガーポイントは、適切な部門及び委員会

への上申の基準を形式化し、資本危機における健全な水準の資本の回復を確保するための明確な行動計画も

提供する。

 

資本構成

当行グループは資本の質を重視しているため、資本の大部分を恒久的でかつ継続企業ベースでの損失吸収

能力が最も高いCET1資本の形式で保有している。当行グループのCET1資本は、普通株式資本、準備金及び利

益剰余金で構成される。

DRPの制度は、株主が現金配当金を当行グループ新規普通株式に再投資できるように、当行が2010年３月25

日に初めて発表した。最初のDRP開始以降、DRPに基づく平均再投資率は85％程度である。当行グループは事

業年度中においてDRPを実施しなかった。

CET1資本に加え、当行グループは資本構成の最適化及び多様化のため、さらには資本コストの削減のため

に、その他Tier1資本商品及びTier2劣後ノート等、その他の種類の資本商品を維持している。

表１及び表２は、当行が発行したその他Tier1資本商品及びTier2劣後ノートの概要を表しており、これら

については、マレーシア中央銀行が随時公表及び更新する自己資本比率規制枠組み（資本構成）及びCAFIB

（資本構成）に従った適格な資本計算がなされている。これらの資本商品の詳細については、下記「第６－

１ 財務書類」の2024事業年度財務書類の注記30及び31を参照のこと。
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表１：その他Tier1資本商品

内容 発行日

第１回繰上償還日
(当行の選択で
償還可能) 満期日

名目価値2024
年12月31日現

在
(百万マレー
シア・リン
ギット)

1.56十億マレーシア・リ
ンギット4.13％バーゼル
Ⅲ適合その他Tier1スクー
ク・ムラバハ永久ノン
コール７

2019年９月25日 2026年９月25日 無期限 1,560

 

表２：Tier2資本商品

内容 発行日

第１回繰上償還日
(当行の選択で
償還可能) 満期日

名目価値
2024年12月
31日現在

(百万マレー
シア・リン
ギット)

3.0十億マレーシア・リン
ギット3.41％バーゼルⅢ
適合劣後スクーク・ムラ
バハ(10ノンコール５)

2021年８月５日 2026年８月５日 2031年８月５日 3,000

2.3十億マレーシア・リン
ギット2.90％バーゼルⅢ
適合劣後スクーク・ムラ
バハ(10ノンコール５)

2020年10月９日 2025年10月９日 2030年10月９日 2,300

0.7十億マレーシア・リン
ギット3.10％バーゼルⅢ
適合劣後スクーク・ムラ
バハ(12ノンコール７)

2020年10月９日 2027年10月８日 2032年10月８日 700

1.7十億マレーシア・リン
ギット4.71％バーゼルⅢ
適合劣後スクーク・ムラ
バハ(12ノンコール７)

2019年１月31日 2026年１月30日 2031年１月31日 1,700

3.0十億マレーシア・リン
ギット4.03％バーゼルⅢ
適合劣後スクーク・ムラ
バハ(10ノンコール５)

2024年１月31日 2029年１月31日 2034年１月31日 3,000

 

最低所要自己資本比率

2021年１月31日以降、当行グループは、マレーシア中央銀行によりバケット２に基づきD-SIBに分類されて

いる。したがって、2.5％の資本保全バッファー（CCB）及び総リスクアセットの０％から2.5％のカウンター

シクリカル資本バッファー（CCYB）に加え、当行グループはまた、CET1自己資本の形式で総リスクアセット

の１％のHLA要件を維持することが要求されている。CCYBに関しては、マレーシア中央銀行が、CCYB比率に関

する決定事項をCCYB比率が適用される12カ月前までに公表する。

 

表３：最低所要自己資本比率（2024年から適用）
１月１日以降 2024年
最低所要自己資本比率(CAR) (％)

CET1(a) 4.500

CCB(b) 2.500

HLA(c) 1.000
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CCB及びHLA

を含むCET1(a)+(b)+(c)
8.000

Tier1自己資本比率 9.500

総自己資本比率 11.500

 

自己資本比率

表４及び表５は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックのそれぞれの自己資本比率及び自己

資本構成を表している。

 

表４：メイバンク・グループ、メイバンク及びメイバンク・イスラミックの自己資本比率

 2024年12月31日現在 2023年12月31日現在

自己資本比率 資本の最低水準 当行グループ 当行
メイバンク・
イスラミック 当行グループ 当行

メイバンク・
イスラミック

CET1自己資本比率 4.50％ 15.765％ 15.210％ 13.414％ 16.191％ 15.701％ 14.303％

Tier1自己資本比率 6.00％ 16.135％ 15.433％ 14.289％ 16.845％ 16.417％ 15.300％

総自己資本比率 8.00％ 18.906％ 18.325％ 16.568％ 19.404％ 18.844％ 17.824％

 

表５：メイバンク・グループ、メイバンク及びメイバンク・イスラミックの自己資本構成

  (単位：千マレーシア・リンギット)

  
 

当行グループ 当行
メイバンク・
イスラミック

2024年12月31日現在     

資本合計  84,407,725 45,941,286 18,931,277

信用リスクアセット  377,672,153 208,625,472 124,924,883

親会社及び投資口座所有者が吸収した

信用リスクアセット(注2)  － － (24,473,794)

市場リスクアセット  21,798,086 18,968,608 1,150,850

オペレーショナル・リスクアセット  46,137,958 22,250,109 12,665,099

株式等の大口エクスポージャーリスク・リスクアセット  862,371 859,454 －

総リスクアセット  446,470,568 250,703,643 114,267,038

  

2023年12月31日現在     

資本合計  85,550,972 47,388,268 17,868,539

信用リスクアセット  368,993,873 208,610,575 104,315,564

親会社及び投資口座所有者が吸収した

信用リスクアセット(注2)  － － (17,268,203)

市場リスクアセット  20,690,780 18,222,303 1,035,378

オペレーショナル・リスクアセット  50,280,489 23,836,121 12,166,196

株式等の大口エクスポージャーリスク・リスクアセット  922,052 809,938 －

総リスクアセット  440,887,194 251,478,937 100,248,935

注記：

1　　 2024事業年度末及び2023事業年度末における第２中間期配当前の数字。

2　　 マレーシア中央銀行の投資口座方針に従い、投資口座で資金調達された信用リスクアセットは、イスラム金融機関

の自己資本比率規制の計算から除外されるものとする。

 

2024年12月31日現在の当行グループの総自己資本比率は、前年度の比率の19.404％から減少し、18.906％

であった。事業体レベルでは、当行の総自己資本比率は18.325％であり、メイバンク・イスラミックは

16.568％の比率を記録した。

当行グループは、マレーシア中央銀行の自己資本比率規制枠組み（資本構成）に基づく最低所要自己資本

比率を上回る健全な自己資本比率を維持する構えであり、これは当行グループが回復力及び債務履行力を有

することを明示している。当行グループ全体にわたる積極的な資本管理及びDRPによる継続的な資本保全によ

り、CET1自己資本比率は、最低水準である８％（CCBを含む。）を優に上回る水準を維持する。
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表６は、内部格付手法に基づく当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞれの自己資本を

開示している。

以下の表７から表９は、内部格付手法の下での当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞ

れのリスクアセット及び信用リスクに関する規制資本の最低所要水準を開示している。これらの表は、内部

格付手法に基づく各種エクスポージャーのクラス別の総リスクアセットの一覧を示しており、評価対象の

ポートフォリオそれぞれに要求される最低資本を確認するにあたって、マレーシア中央銀行が設定した８％

の最低資本要件を適用する。

自己資本比率の詳細については、下記「第６－１ 財務書類」の2024事業年度財務書類の注記59を参照のこ

と。
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表６：内部格付手法による自己資本の開示
  (単位：千マレーシア・リンギット)

2024年12月31日現在 当行グループ 当行

メイバンク・

イスラミック

CET1自己資本    

株式資本 54,736,195 54,736,195 12,574,879

利益剰余金(注1) 25,300,315 16,823,574 2,864,805

その他準備金(注1) 4,955,212 6,613,195 927,326

適格非支配持分 132,424 － －

規制上の調整前のCET1 85,124,146 78,172,964 16,367,010

控除：CET1自己資本に係る規制上の調整項目 (14,736,937) (40,040,772) (1,039,350)

繰延税金資産 (1,437,830) (296,655) (220,963)

のれん (5,482,445) (81,015) －

その他の無形資産 (1,343,316) (583,588) －

「その他の包括利益を通じた公正価値で測定」に

分類される金融資産の利得 (1,283,144) (844,740) (214,151)

規制準備金 (2,846,576) (2,230,452) (604,236)

非連結の金融機関及び保険／タカフル企業の

普通株式への投資額(注2) (2,343,626) (36,004,322) －

    

CET1自己資本合計 70,387,209 38,132,192 15,327,660

その他Tier1自己資本    

資本性証券 1,560,000 1,560,000 1,000,000

第三者が保有する適格CET1及びその他Tier1自己資本商品 90,631 － －

控除：非連結の金融機関及び保険／タカフル企業の資本

商品への投資額(注2) － (1,000,000) －

Tier1自己資本合計 72,037,840 38,692,192 16,327,660

    

Tier2自己資本    

劣後債務 10,700,000 10,700,000 2,000,000

第三者の保有する適格CET1並びにその他Tier1及び

Tier2自己資本商品 41,659 － －

一般引当金(注3) 384,405 128,082 21,166

期待損失の合計額を超える引当金合計の超過額 1,934,821 1,108,726 582,451

控除：非連結の金融機関及び保険／タカフル企業の資本

商品への投資額(注2) (691,000) (4,687,714) －

Tier2自己資本合計 12,369,885 7,249,094 2,603,617

資本合計 84,407,725 45,941,286 18,931,277

注記：

1　　当行グループについて、保険及びタカフル事業からの利益剰余金及びその他準備金の額は含まない。当行につい

て、メイバンク・インターナショナル（L）リミテッドの利益剰余金及びその他準備金の額を含む。

2　　当行について、規制当局による調整は子会社及び関連会社への投資費用を含むが、(i)ミフィン・ベルハッドの事

業、資産及び負債の移転に伴い、１マレーシア・リンギットが当行に移管、並びに(ⅱ)メイバンク・インターナ

ショナル（L）リミテッドの資産は当行のRWAに含まれているため、10,289,000マレーシア・リンギットである。当

行グループについて、規制上の調整は、関連会社並びに保険及びタカフル事業体への投資の帳簿価額が含まれる。

3　　信用リスクの標準的手法に基づき決定された、信用減損をしないエクスポージャーに起因するもののうち、12カ月

及び全期間のECLモデル及び規制準備金と同額で測定された損失引当金をいう。

 

当行グループの自己資本比率は、当行及び子会社の連結貸借対照表から算出され、保険及びタカフル企業

への投資を除く。
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表６：内部格付手法による自己資本の開示（続き）
  (単位：千マレーシア・リンギット)

2023年12月31日現在 当行グループ 当行

メイバンク・

イスラミック

CET1自己資本    

株式資本 54,673,596 54,673,596 11,676,910

利益剰余金(注1) 23,750,815 15,824,633 2,524,541

その他準備金(注1) 7,873,697 7,384,668 1,228,475

適格非支配持分 122,620 － －

規制上の調整前のCET1 86,420,728 77,882,897 15,429,926

控除：CET1自己資本に係る規制上の調整項目 (15,038,723) (38,398,518) (1,091,375)

繰延税金資産 (1,092,648) (83,505) (79,648)

のれん (5,967,622) (81,015) －

その他の無形資産 (1,224,188) (462,281) －

「その他の包括利益を通じた公正価値で測定」に

分類される金融資産の利得 (1,590,777) (1,027,349) (382,147)

規制準備金 (2,473,192) (1,829,556) (629,580)

非連結の金融機関及び保険／タカフル企業の普通

株式への投資額(注2) (2,690,296) (34,914,812) －

    

CET1自己資本合計 71,382,005 39,484,379 14,338,551

その他Tier1自己資本    

資本性証券 2,800,000 2,800,000 1,000,000

第三者が保有する適格CET1及びその他Tier1自己資本商品 84,973 － －

控除：非連結の金融機関及び保険／タカフル企業の資本

商品への投資額(注2) － (1,000,000) －

Tier1自己資本合計 74,266,978 41,284,379 15,338,551

    

Tier2自己資本    

劣後債務 9,700,000 9,700,000 2,000,000

第三者の保有する適格CET1並びにその他Tier1及び

Tier2自己資本商品 39,623 － －

集合的引当金(注3) 378,234 110,946 23,634

期待損失の合計額を超える引当金合計の超過額 1,857,137 1,092,736 506,354

控除：非連結の金融機関及び保険／タカフル企業の資本

商品への投資額(注2) (691,000) (4,799,793) －

Tier2自己資本合計 11,283,994 6,103,889 2,529,988

資本合計 85,550,972 47,388,268 17,868,539

注記：

1　　当行グループについて、保険及びタカフル事業からの利益剰余金及びその他準備金の額は含まない。当行につい

て、メイバンク・インターナショナル（L）リミテッドの利益剰余金及びその他準備金の額を含む。

2　　当行について、規制当局による調整は子会社及び関連会社への投資費用を含むが、(i)ミフィン・ベルハッドの事

業、資産及び負債の移転に伴い、１マレーシア・リンギットが当行に移管、並びに(ⅱ)メイバンク・インターナ

ショナル（L）リミテッドの資産は当行のRWAに含まれているため、10,289,000マレーシア・リンギットである。当

行グループについて、規制上の調整は、関連会社並びに保険及びタカフル事業体への投資の帳簿価額が含まれる。

3　　信用リスクの標準的手法に基づき決定された、信用減損をしないエクスポージャーに起因するもののうち、12カ月

及び全期間のECLモデル及び規制準備金と同額で測定された損失引当金をいう。

 

当行グループの自己資本比率は、当行及び子会社の連結貸借対照表から算出され、保険及びタカフル企業

への投資を除く。
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表７：内部格付手法によるメイバンク・グループの自己資本の開示
   (単位：千マレーシア・リンギット)

項目

エクスポージャー・クラス

2024年12月31日現在

総エクスポー

ジャー／顧客関係

管理前の

デフォルト時

エクスポージャー

純エクスポー

ジャー／顧客関係

管理後の

デフォルト時

エクスポージャー リスクアセット

８％の最低

資本要件

1.0 信用リスク     

1.1 適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

 オンバランスシートのエクスポージャー     

 政府／中央銀行 184,886,176 184,886,176 5,764,856 461,188

 公共部門企業 2,974,181 2,973,813 84,105 6,728

 銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 2,555,539 2,555,539 77,483 6,199

 

保険会社、証券会社及びファンド・マネー

ジャー

524,837 518,411 518,410 41,473

 法人 28,283,372 20,230,336 19,406,611 1,552,529

 規制リテール 17,968,983 16,750,134 12,947,294 1,035,783

 住宅ローン 3,758,685 3,752,106 1,388,627 111,090

 高リスク資産 3,207 3,207 4,811 385

 その他資産 17,057,643 17,057,643 9,152,613 732,209

 証券化エクスポージャー 200,871 200,871 40,174 3,214

 株式エクスポージャー 1,188,175 1,188,175 1,225,360 98,029

 デフォルト・エクスポージャー 519,619 517,277 581,001 46,480

 オンバランスシートのエクスポージャー合計 259,921,288 250,633,688 51,191,345 4,095,307

 オフバランスシートのエクスポージャー     

 店頭デリバティブ 1,713,691 1,650,837 1,068,398 85,472

 

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティ

ブを除くオフバランスシートのエクスポー

ジャー 4,302,448 3,937,357 2,942,062 235,365

 デフォルト・エクスポージャー 133 94 134 11

 オフバランスシートのエクスポージャー合計 6,016,272 5,588,288 4,010,594 320,848

 

オンバランスシートのエクスポージャー及びオ

フバランスシートのエクスポージャーの合計 265,937,560 256,221,976 55,201,939 4,416,155

1.2 内部格付手法によるエクスポージャー     

 オンバランスシートのエクスポージャー     

 公共部門企業 28,330,898 28,330,898 345,772 27,662

 銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 31,060,931 31,060,931 6,655,478 532,438

 法人エクスポージャー 268,731,353 268,731,353 168,995,246 13,519,620

 

a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を

除く) 199,566,709 199,566,709 119,819,513 9,585,561

 　b)法人(企業規模の調整を含む) 63,377,840 63,377,840 43,350,766 3,468,061

  c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

 　　－プロジェクト・ファイナンス 5,581,506 5,581,506 5,671,184 453,695

  d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

 　　－プロジェクト・ファイナンス 205,298 205,298 153,783 12,303

 リテール・エクスポージャー 324,436,904 324,436,904 69,707,871 5,576,630

 　a)住宅ローン 144,641,412 144,641,412 24,951,773 1,996,142

 

　b)適格リボルビング型リテール・エクス

ポージャー 12,880,948 12,880,948 5,151,596 412,128

 　c)割賦金融エクスポージャー 58,286,745 58,286,745 14,881,809 1,190,545

 　d)その他リテール・エクスポージャー 108,627,799 108,627,799 24,722,693 1,977,815

 デフォルト・エクスポージャー 11,454,045 11,454,045 3,486,901 278,952

 オンバランスシートのエクスポージャー合計 664,014,131 664,014,131 249,191,268 19,935,302

 オフバランスシートのエクスポージャー     

 店頭デリバティブ 16,733,963 16,733,963 5,469,178 437,534

 

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティ

ブを除くオフバランスシートのエクスポー

ジャー 123,195,244 123,195,244 49,534,946 3,962,796

 デフォルト・エクスポージャー 427,152 427,152 21,791 1,743

 オフバランスシートのエクスポージャー合計 140,356,359 140,356,359 55,025,915 4,402,073

 

オンバランスシートのエクスポージャー及びオ

フバランスシートのエクスポージャーの合計 804,370,490 804,370,490 304,217,183 24,337,375

 

1.06倍した後の内部格付手法によるエクスポー

ジャー合計   322,470,214 25,797,617
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合計(標準的手法によるエクスポージャー及び内

部格付手法によるエクスポージャー) 1,070,308,050 1,060,592,466 377,672,153 30,213,772

2.0 大口エクスポージャーリスク要件   862,371 68,990

3.0 市場リスク     

 金利リスク   12,474,953 997,996

 外国為替リスク   5,791,251 463,300

 株式リスク   784,698 62,776

 コモディティ・リスク   626 50

 オプション・リスク   2,746,558 219,725

4.0 オペレーショナル・リスク   46,137,958 3,691,037

5.0 リスクアセット及び資本要件の合計   446,470,568 35,717,646
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表７：内部格付手法によるメイバンク・グループの自己資本の開示（続き）
   (単位：千マレーシア・リンギット)

項目

エクスポージャー・クラス

2023年12月31日現在

総エクスポー

ジャー／顧客関係

管理前の

デフォルト時

エクスポージャー

純エクスポー

ジャー／顧客関係

管理後の

デフォルト時

エクスポージャー リスクアセット

８％の最低

資本要件

1.0 信用リスク     

1.1 適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

 オンバランスシートのエクスポージャー     

 政府／中央銀行 175,745,747 175,745,747 5,468,005 437,440

 公共部門企業 3,495,232 3,494,865 121,540 9,723

 銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 1,651,050 1,651,050 82,268 6,581

 

保険会社、証券会社及びファンド・マネー

ジャー 353,451 353,451 353,439 28,275

 法人 28,048,117 21,823,841 20,842,191 1,667,375

 規制リテール 24,073,090 22,608,114 16,009,183 1,280,735

 住宅ローン 3,429,003 3,420,741 1,254,225 100,338

 高リスク資産 3,179 3,179 4,768 381

 その他資産 16,630,040 16,630,040 9,553,674 764,294

 証券化エクスポージャー － － － －

 株式エクスポージャー 1,149,481 1,149,481 1,194,675 95,574

 デフォルト・エクスポージャー 607,556 602,899 647,034 51,763

 オンバランスシートのエクスポージャー合計 255,185,946 247,483,408 55,531,002 4,442,479

 オフバランスシートのエクスポージャー     

 店頭デリバティブ 2,428,387 2,239,326 1,347,415 107,793

 

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティ

ブを除くオフバランスシートのエクスポー

ジャー 7,029,102 6,670,832 2,582,167 206,573

 デフォルト・エクスポージャー 7,017 6,974 10,455 836

 オフバランスシートのエクスポージャー合計 9,464,506 8,917,132 3,940,037 315,202

 

オンバランスシートのエクスポージャー及びオ

フバランスシートのエクスポージャーの合計 264,650,452 256,400,540 59,471,039 4,757,681

1.2 内部格付手法によるエクスポージャー     

 オンバランスシートのエクスポージャー     

 公共部門企業 27,718,526 27,718,526 429,358 34,349

 銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 30,731,579 30,731,579 7,160,957 572,877

 法人エクスポージャー 267,568,618 267,568,618 166,508,352 13,320,668

 

a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を

除く) 203,771,950 203,771,950 121,044,979 9,683,598

 　b)法人(企業規模の調整を含む) 58,073,795 58,073,795 40,384,009 3,230,721

  c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

 　　－プロジェクト・ファイナンス 4,949,301 4,949,301 4,592,406 367,392

  d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

 　　－プロジェクト・ファイナンス 773,572 773,572 486,958 38,957

 リテール・エクスポージャー 292,101,342 292,101,342 64,600,599 5,168,048

 　a)住宅ローン 128,963,019 128,963,019 23,171,776 1,853,742

 

　b)適格リボルビング型リテール・エクス

ポージャー 12,128,659 12,128,659 4,956,849 396,548

 　c)割賦金融エクスポージャー 64,389,538 64,389,538 15,922,933 1,273,835

 　d)その他リテール・エクスポージャー 86,620,126 86,620,126 20,549,041 1,643,923

 デフォルト・エクスポージャー 10,074,877 10,074,877 2,474,096 197,928

 オンバランスシートのエクスポージャー合計 628,194,942 628,194,942 241,173,362 19,293,870

 オフバランスシートのエクスポージャー     

 店頭デリバティブ 13,321,537 13,321,537 4,695,222 375,618

 

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティ

ブを除くオフバランスシートのエクスポー

ジャー 112,195,332 112,195,332 46,117,421 3,689,394

 デフォルト・エクスポージャー 476,629 476,629 16,669 1,334

 オフバランスシートのエクスポージャー合計 125,993,498 125,993,498 50,829,312 4,066,346

 

オンバランスシートのエクスポージャー及びオ

フバランスシートのエクスポージャーの合計 754,188,440 754,188,440 292,002,674 23,360,216

 

1.06倍した後の内部格付手法によるエクスポー

ジャー合計   309,522,834 24,761,827
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合計(標準的手法によるエクスポージャー及び内

部格付手法によるエクスポージャー) 1,018,838,892 1,010,588,980 368,993,873 29,519,508

2.0 大口エクスポージャーリスク要件   922,052 73,764

3.0 市場リスク     

 金利リスク   10,644,013 851,521

 外国為替リスク   5,430,043 434,403

 株式リスク   908,350 72,668

 コモディティ・リスク   5,561 445

 オプション・リスク   3,702,813 296,225

4.0 オペレーショナル・リスク   50,280,489 4,022,439

5.0 リスクアセット及び資本要件の合計   440,887,194 35,270,973
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表８：内部格付手法によるメイバンクの自己資本の開示
   (単位：千マレーシア・リンギット)

項目

エクスポージャー・クラス

2024年12月31日現在

総エクスポー

ジャー／顧客関係

管理前の

デフォルト時

エクスポージャー

純エクスポー

ジャー／顧客関係

管理後の

デフォルト時

エクスポージャー リスクアセット

８％の最低

資本要件

1.0 信用リスク     

1.1 適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

 オンバランスシートのエクスポージャー     

 政府／中央銀行 111,241,945 111,241,945 2,858,988 228,719

 公共部門企業 2,226,339 2,226,339 68,661 5,493

 銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 2,528,504 2,528,504 64,846 5,188

 

保険会社、証券会社及びファンド・マネー

ジャー 262,621 256,195 256,194 20,496

 法人 14,478,559 12,649,788 11,848,136 947,851

 規制リテール 1,372,519 1,192,359 937,698 75,016

 住宅ローン 1,034,642 1,028,849 371,863 29,749

 高リスク資産 － － － －

 その他資産 9,147,532 9,147,532 3,015,781 241,263

 証券化エクスポージャー 200,871 200,871 40,174 3,214

 株式エクスポージャー 1,140,882 1,140,882 1,154,787 92,383

 デフォルト・エクスポージャー 32,183 30,304 31,388 2,511

 オンバランスシートのエクスポージャー合計 143,666,597 141,643,568 20,648,516 1,651,883

 オフバランスシートのエクスポージャー     

 店頭デリバティブ 1,427,322 1,427,322 869,411 69,553

 

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティ

ブを除くオフバランスシートのエクスポー

ジャー 3,355,742 3,185,776 2,319,915 185,593

 デフォルト・エクスポージャー 39 － － －

 オフバランスシートのエクスポージャー合計 4,783,103 4,613,098 3,189,326 255,146

 

オンバランスシートのエクスポージャー及びオ

フバランスシートのエクスポージャーの合計 148,449,700 146,256,666 23,837,842 1,907,029

1.2 内部格付手法によるエクスポージャー     

 オンバランスシートのエクスポージャー     

 公共部門企業 24,929,689 24,929,689 290,789 23,263

 銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 62,905,540 62,905,540 14,771,638 1,181,731

 法人エクスポージャー 187,911,378 187,911,378 107,924,131 8,633,930

 

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整

を除く) 158,024,936 158,024,936 88,610,540 7,088,843

 　b)法人(企業規模の調整を含む) 26,287,322 26,287,322 15,940,033 1,275,203

  c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

 　　－プロジェクト・ファイナンス 3,416,195 3,416,195 3,245,516 259,641

  d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

 　　－プロジェクト・ファイナンス 182,925 182,925 128,042 10,243

 リテール・エクスポージャー 71,223,341 71,223,341 14,127,402 1,130,192

 　a)住宅ローン 36,906,974 36,906,974 5,678,704 454,296

 

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポー

ジャー 7,137,779 7,137,779 2,490,709 199,257

 　c)割賦金融エクスポージャー 5,052,731 5,052,731 1,220,811 97,665

 　d)その他リテール・エクスポージャー 22,125,857 22,125,857 4,737,178 378,974

 デフォルト・エクスポージャー 6,389,279 6,389,279 710,236 56,819

 オンバランスシートのエクスポージャー合計 353,359,227 353,359,227 137,824,196 11,025,935

 オフバランスシートのエクスポージャー     

 店頭デリバティブ 16,561,335 16,561,335 5,041,201 403,296

 

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティ

ブを除くオフバランスシートのエクスポー

ジャー 76,601,115 76,601,115 31,459,530 2,516,762

 デフォルト・エクスポージャー 350,078 350,078 3,026 242

 オフバランスシートのエクスポージャー合計 93,512,528 93,512,528 36,503,757 2,920,300

 

オンバランスシートのエクスポージャー及びオ

フバランスシートのエクスポージャーの合計 446,871,755 446,871,755 174,327,953 13,946,235

 

1.06倍した後の内部格付手法によるエクスポー

ジャー合計   184,787,630 14,783,010
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合計(標準的手法によるエクスポージャー及び内

部格付手法によるエクスポージャー) 595,321,455 593,128,421 208,625,472 16,690,039

2.0 大口エクスポージャーリスク要件   859,454 68,756

3.0 市場リスク     

 金利リスク   11,643,084 931,447

 外国為替リスク   4,569,599 365,568

 株式リスク   176,639 14,131

 コモディティ・リスク   － －

 オプション・リスク   2,579,286 206,343

4.0 オペレーショナル・リスク   22,250,109 1,780,009

5.0 リスクアセット及び資本要件の合計   250,703,643 20,056,293
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表８：内部格付手法によるメイバンクの自己資本の開示（続き）
   (単位：千マレーシア・リンギット)

項目

エクスポージャー・クラス

2023年12月31日現在

総エクスポー

ジャー／顧客関係

管理前の

デフォルト時

エクスポージャー

純エクスポー

ジャー／顧客関係

管理後の

デフォルト時

エクスポージャー リスクアセット

８％の最低

資本要件

1.0 信用リスク     

1.1 適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

 オンバランスシートのエクスポージャー     

 政府／中央銀行 106,311,457 106,311,457 2,368,207 189,457

 公共部門企業 2,672,769 2,672,769 74,601 5,968

 銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 1,624,139 1,624,139 76,886 6,151

 

保険会社、証券会社及びファンド・マネー

ジャー 250,183 250,183 250,172 20,014

 法人 17,515,123 15,972,056 15,090,593 1,207,247

 規制リテール 1,419,117 1,226,422 959,511 76,761

 住宅ローン 1,117,475 1,110,902 401,668 32,133

 高リスク資産 － － － －

 その他資産 8,638,653 8,638,653 3,381,166 270,493

 証券化エクスポージャー － － － －

 株式エクスポージャー 1,138,170 1,138,170 1,178,078 94,246

 デフォルト・エクスポージャー 38,226 37,309 34,574 2,766

 オンバランスシートのエクスポージャー合計 140,725,312 138,982,060 23,815,456 1,905,236

 オフバランスシートのエクスポージャー     

 店頭デリバティブ 1,542,855 1,542,580 691,413 55,313

 

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティ

ブを除くオフバランスシートのエクスポー

ジャー 6,117,148 5,952,809 1,980,973 158,478

 デフォルト・エクスポージャー 43 － － －

 オフバランスシートのエクスポージャー合計 7,660,046 7,495,389 2,672,386 213,791

 

オンバランスシートのエクスポージャー及びオ

フバランスシートのエクスポージャーの合計 148,385,358 146,477,449 26,487,842 2,119,027

1.2 内部格付手法によるエクスポージャー     

 オンバランスシートのエクスポージャー     

 公共部門企業 22,615,350 22,615,350 326,956 26,156

 銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 56,388,281 56,388,281 13,874,308 1,109,945

 法人エクスポージャー 186,965,523 186,965,523 109,094,301 8,727,545

 

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整

を除く) 157,523,823 157,523,823 89,281,775 7,142,542

 　b)法人(企業規模の調整を含む) 25,738,596 25,738,596 16,688,661 1,335,093

  c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

 　　－プロジェクト・ファイナンス 2,990,311 2,990,311 2,689,519 215,162

  d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

 　　－プロジェクト・ファイナンス 712,793 712,793 434,346 34,748

 リテール・エクスポージャー 69,396,773 69,396,773 13,661,361 1,092,909

 　a)住宅ローン 36,245,603 36,245,603 5,623,312 449,865

 

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポー

ジャー 6,830,736 6,830,736 2,399,238 191,939

 　c)割賦金融エクスポージャー 4,076,421 4,076,421 1,021,020 81,682

 　d)その他リテール・エクスポージャー 22,244,013 22,244,013 4,617,791 369,423

 デフォルト・エクスポージャー 6,424,563 6,424,563 678,200 54,256

 オンバランスシートのエクスポージャー合計 341,790,490 341,790,490 137,635,126 11,010,811

 オフバランスシートのエクスポージャー     

 店頭デリバティブ 13,759,864 13,759,864 4,618,201 369,456

 

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティ

ブを除くオフバランスシートのエクスポー

ジャー 69,306,679 69,306,679 29,554,772 2,364,382

 デフォルト・エクスポージャー 451,286 451,286 5,800 464

 オフバランスシートのエクスポージャー合計 83,517,829 83,517,829 34,178,773 2,734,302

 

オンバランスシートのエクスポージャー及びオ

フバランスシートのエクスポージャーの合計 425,308,319 425,308,319 171,813,899 13,745,113

 

1.06倍した後の内部格付手法によるエクスポー

ジャー合計   182,122,733 14,569,819
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合計(標準的手法によるエクスポージャー及び内

部格付手法によるエクスポージャー) 573,693,677 571,785,768 208,610,575 16,688,846

2.0 大口エクスポージャーリスク要件   809,938 64,795

3.0 市場リスク     

 金利リスク   9,998,958 799,917

 外国為替リスク   4,588,614 367,089

 株式リスク   79,456 6,356

 コモディティ・リスク   － －

 オプション・リスク   3,555,275 284,422

4.0 オペレーショナル・リスク   23,836,121 1,906,890

5.0 リスクアセット及び資本要件の合計   251,478,937 20,118,315
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表９：内部格付手法によるメイバンク・イスラミックの自己資本の開示
    (単位：千マレーシア・リンギット)

項目

エクスポージャー・クラス

2024年12月31日現在

総エクスポー

ジャー／顧客

関係管理前の

デフォルト時

エクスポー

ジャー

純エクスポー

ジャー／顧客

関係管理後の

デフォルト時

エクスポー

ジャー

リスク

アセット

利益分配

投資口座に

吸収される

リスク

アセット

利益分配

投資口座の

影響を考慮後

のリスク

アセット合計

８％の最低

資本要件

1.0 信用リスク       

1.1 適用免除エクスポージャー(標準

的手法)       

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー       

 政府／中央銀行 40,602,630 40,602,630 409,950 － 409,950 32,796

 公共部門企業 38,569 38,201 15,444 － 15,444 1,236

 

銀行、開発金融機関及び国際開

発金融機関 － － － － － －

 

保険会社、証券会社及びファン

ド・マネージャー 2 2 2 － 2 －

 法人 545,992 434,988 419,959 － 419,959 33,597

 規制リテール 2,605,943 1,988,246 1,815,541 － 1,815,541 145,243

 住宅ローン 547,552 546,765 198,609 － 198,609 15,889

 高リスク資産 36 36 54 － 54 4

 その他資産 945,213 945,213 338,947 － 338,947 27,116

 株式エクスポージャー － － － － － －

 デフォルト・エクスポージャー 19,235 19,072 18,538 － 18,538 1,483

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー合計 45,305,172 44,575,153 3,217,044 － 3,217,044 257,364

 

オフバランスシートのエクス

ポージャー       

 店頭デリバティブ 18,381 18,381 18,381 － 18,381 1,470

 

店頭デリバティブ及びクレジッ

ト・デリバティブを除くオフバ

ラ ン ス シ ー ト の エ ク ス ポ ー

ジャー 191,772 154,883 140,551 － 140,551 11,244

 デフォルト・エクスポージャー － － － － － －

 

オフバランスシートのエクス

ポージャー合計 210,153 173,264 158,932 － 158,932 12,714

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー及びオフバランス

シートのエクスポージャーの合

計 45,515,325 44,748,417 3,375,976 － 3,375,976 270,078

1.2 内部格付手法によるエクスポー

ジャー       

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー       

 公共部門企業 23,592,071 23,592,071 240,593 (185,610) 54,983 19,247

 

銀行、開発金融機関及び国際開

発金融機関 24,222,208 24,222,208 4,002,983 (204,121) 3,798,862 320,239

 法人エクスポージャー 72,757,927 72,757,927 47,703,097 (16,278,364) 31,424,733 3,816,248

 

　a)法人(特定貸付債権及び企業

規模の調整を除く) 44,042,070 44,042,070 27,107,619 (15,784,730) 11,322,889 2,168,610

 

　b)法人(企業規模の調整を含

む) 26,378,220 26,378,220 17,982,470 (332,034) 17,650,436 1,438,598

 

 c)特定貸付債権(自己デフォル

ト確率手法)       

 

　　－プロジェクト・ファイナ

ンス 2,315,264 2,315,264 2,587,267 (161,600) 2,425,667 206,981

 

 d)特定貸付債権(スロッティン

グ手法)       

 

　　－プロジェクト・ファイナ

ンス 22,373 22,373 25,741 － 25,741 2,059

 リテール・エクスポージャー 203,596,451 203,596,451 44,839,422 (5,330,304) 39,509,118 3,587,154

 　a)住宅ローン 76,553,376 76,553,376 15,107,759 (2,068,325) 13,039,434 1,208,621

 

　b)適格リボルビング型リテー

ル・エクスポージャー 3,660,244 3,660,244 1,260,236 － 1,260,236 100,819
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 　c)割賦金融エクスポージャー 52,169,009 52,169,009 12,601,956 (2,953,302) 9,648,654 1,008,156

 

　d)その他リテール・エクス

ポージャー 71,213,822 71,213,822 15,869,471 (308,677) 15,560,794 1,269,558

 デフォルト・エクスポージャー 7,837,100 7,837,100 2,394,201 － 2,394,201 191,536

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー合計 332,005,757 332,005,757 99,180,296 (21,998,399) 77,181,897 7,934,424

 

オフバランスシートのエクス

ポージャー       

 店頭デリバティブ 906,054 906,054 260,109 － 260,109 20,809

 

店頭デリバティブ及びクレジッ

ト・デリバティブを除くオフバ

ラ ン ス シ ー ト の エ ク ス ポ ー

ジャー 42,141,089 42,141,089 15,211,467 (1,090,086) 14,121,381 1,216,917

 デフォルト・エクスポージャー 73,915 73,915 16,909 － 16,909 1,353

 

オフバランスシートのエクス

ポージャー合計 43,121,058 43,121,058 15,488,485 (1,090,086) 14,398,399 1,239,079

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー及びオフバランス

シートのエクスポージャーの合

計 375,126,815 375,126,815 114,668,781 (23,088,485) 91,580,296 9,173,503

 

1.06倍した後の内部格付手法に

よるエクスポージャー合計   121,548,907 (24,473,794) 97,075,113 9,723,913

 

合計(標準的手法によるエクス

ポージャー及び内部格付手法に

よるエクスポージャー) 420,642,140 419,875,232 124,924,883 (24,473,794) 100,451,089 9,993,991

2.0 市場リスク       

 金利水準リスク   595,113 － 595,113 47,609

 株式リスク   － － － －

 外国為替リスク   552,879 － 552,879 44,230

 オプション・リスク   － － － －

 在庫リスク   2,858 － 2,858 229

3.0 オペレーショナル・リスク   12,665,099 － 12,665,099 1,013,208

4.0 リスクアセット及び資本要件の

合計   138,740,832 (24,473,794) 114,267,038 11,099,267
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表９：内部格付手法によるメイバンク・イスラミックの自己資本の開示（続き）
    (単位：千マレーシア・リンギット)

項目

エクスポージャー・クラス

2023年12月31日現在

総エクスポー

ジャー／顧客

関係管理前の

デフォルト時

エクスポー

ジャー

純エクスポー

ジャー／顧客

関係管理後の

デフォルト時

エクスポー

ジャー

リスク

アセット

利益分配

投資口座に

吸収される

リスク

アセット

利益分配

投資口座の

影響を考慮後

のリスク

アセット合計

８％の最低

資本要件

1.0 信用リスク       

1.1 適用免除エクスポージャー(標準

的手法)       

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー       

 政府／中央銀行 34,340,391 34,340,391 551,144 － 551,144 44,092

 公共部門企業 55,641 55,273 46,939 － 46,939 3,755

 

銀行、開発金融機関及び国際開

発金融機関 － － － － － －

 

保険会社、証券会社及びファン

ド・マネージャー 1 1 1 － 1 －

 法人 594,763 461,999 445,359 － 445,359 35,629

 規制リテール 1,685,826 1,098,183 1,001,758 － 1,001,758 80,141

 住宅ローン 572,127 570,656 205,731 － 205,731 16,458

 高リスク資産 36 36 54 － 54 4

 その他資産 840,023 840,023 245,339 － 245,339 19,627

 株式エクスポージャー 1,250 1,250 1,875 － 1,875 150

 デフォルト・エクスポージャー 133,151 129,440 128,327 － 128,327 10,266

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー合計 38,223,209 37,497,252 2,626,527 － 2,626,527 210,122

 

オフバランスシートのエクス

ポージャー       

 店頭デリバティブ 2,540 2,540 2,540 － 2,540 203

 

店頭デリバティブ及びクレジッ

ト・デリバティブを除くオフバ

ランスシートのエクスポー

ジャー 70,020 38,965 25,926 － 25,926 2,074

 

オフバランスシートのエクス

ポージャー合計 72,560 41,505 28,466 － 28,466 2,277

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー及びオフバランス

シートのエクスポージャーの合

計 38,295,769 37,538,757 2,654,993 － 2,654,993 212,399

1.2 内部格付手法によるエクスポー

ジャー       

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー       

 公共部門企業 23,717,338 23,717,338 388,903 (286,500) 102,403 31,112

 

銀行、開発金融機関及び国際開

発金融機関 9,778,428 9,778,428 1,620,218 － 1,620,218 129,617

 法人エクスポージャー 67,979,254 67,979,254 38,700,564 (11,796,993) 26,903,571 3,096,045

 

　a)法人(特定貸付債権及び企業

規模の調整を除く) 45,071,116 45,071,116 22,758,451 (11,358,689) 11,399,762 1,820,676

 

　b)法人(企業規模の調整を含

む) 20,823,344 20,823,344 13,904,418 (356,108) 13,548,310 1,112,353

 

 c)特定貸付債権(自己デフォル

ト確率手法)       

 

　　－プロジェクト・ファイナ

ンス 2,024,015 2,024,015 1,985,083 (82,196) 1,902,887 158,807

 

 d)特定貸付債権(スロッティン

グ手法)       

 

　　－プロジェクト・ファイナ

ンス 60,779 60,779 52,612 － 52,612 4,209

 リテール・エクスポージャー 187,274,429 187,274,429 40,258,525 (3,546,261) 36,712,264 3,220,682

 　a)住宅ローン 66,211,553 66,211,553 12,915,022 (1,808,646) 11,106,376 1,033,202

 

　b)適格リボルビング型リテー

ル・エクスポージャー 3,239,815 3,239,815 1,111,166 － 1,111,166 88,893

 　c)割賦金融エクスポージャー 49,937,810 49,937,810 11,503,082 (572,625) 10,930,457 920,247
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　d)その他リテール・エクス

ポージャー 67,885,251 67,885,251 14,729,255 (1,164,990) 13,564,265 1,178,340

 デフォルト・エクスポージャー 6,482,884 6,482,884 1,549,639 － 1,549,639 123,971

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー合計 295,232,333 295,232,333 82,517,849 (15,629,754) 66,888,095 6,601,427

 

オフバランスシートのエクス

ポージャー       

 店頭デリバティブ 464,476 464,476 198,443 － 198,443 15,875

 

店頭デリバティブ及びクレジッ

ト・デリバティブを除くオフバ

ランスシートのエクスポー

ジャー 35,670,019 35,670,019 13,179,451 (661,002) 12,518,449 1,054,356

 デフォルト・エクスポージャー 22,149 22,149 10,455 － 10,455 836

 

オフバランスシートのエクス

ポージャー合計 36,156,644 36,156,644 13,388,349 (661,002) 12,727,347 1,071,067

 

オンバランスシートのエクス

ポージャー及びオフバランス

シートのエクスポージャーの合

計 331,388,977 331,388,977 95,906,198 (16,290,756) 79,615,442 7,672,494

 

1.06倍した後の内部格付手法に

よるエクスポージャー合計   101,660,571 (17,268,203) 84,392,368 8,132,846

 

合計(標準的手法によるエクス

ポージャー及び内部格付手法に

よるエクスポージャー) 369,684,746 368,927,734 104,315,564 (17,268,203) 87,047,361 8,345,245

2.0 市場リスク       

 金利水準リスク   532,066 － 532,066 42,565

 株式リスク   － － － －

 外国為替リスク   503,312 － 503,312 40,265

 オプション・リスク   － － － －

3.0 オペレーショナル・リスク   12,166,196 － 12,166,196 973,296

4.0 リスクアセット及び資本要件の

合計   117,517,138 (17,268,203) 100,248,935 9,401,371
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自己資本充実度評価プロセス（ICAAP）

当行グループのリスク特性に関連する全体的な自己資本は、メイバンク・グループICAAP方針（以下

「ICAAP方針」という。）において明示されるプロセスを通じて評価される。ICAAP方針は、現状及びストレ

ス状況において当行グループの現在及び予想される資本需要を支えるために適正な水準の資本（資本バッ

ファーを含む。）の保有を確保するように策定されている。当行グループが直面するすべての重要なリスク

の包括的見直し及びかかるリスクを支える資本の適正性の評価を受けるために定期ICAAP報告がグループ経営

リスク及びコンプライアンス委員会（GERCC）及び取締役会に四半期ごとに、リスク管理委員会に半年ごとに

提出される。ICAAPはリスクと資本の計画・管理プロセスとを密接に結びつけている。

2013年３月より、当行グループは2013年３月31日に発効されたマレーシア中央銀行第２ガイドラインの要

件を満たすため、取締役会の承認を受けたICAAP文書を作成した。同文書の内容にはICAAPの概要、現在及び

予想される財務状況及び資本基盤、ICAAPのガバナンス、リスク評価のモデル及びプロセス、リスク選好及び

資本管理、ストレス・テストの実施及び資本計画並びにICAAPの利用が含まれる。当行グループは毎年、同文

書の重要な変更に関する最新情報をマレーシア中央銀行に提出する。

 

 

ICAAP報告を補足するものとしてグループ資本及び資金調達計画がある。同計画は毎年更新され、更新の際

には健全な資本管理の一貫としてとりわけICTが設定され、見直される。

 

ICAAP方針に基づく包括的リスク評価

当行グループのICAAP手法の下、以下の類型のリスクが識別され、計測される。

・　第１の柱に基づき把握されたリスク（信用リスク、市場リスク、オペレーショナル・リスク及び大口

エクスポージャーリスク要件（LERR））

・　第１の柱に基づき完全に把握されていないリスク（例えば、モデル・リスク）

・　第１の柱の下で特に注意が向けられていないリスク（例えば、与信集中リスク、（銀行勘定及びト

レーディング勘定の両方における）金利リスク／利回りリスク、モデル・リスク、規制上のASBアド

オン、流動性リスク、事業・戦略リスク、レピュテーション・リスク、規制リスク、プロフィタビリ

ティ・リスク、カントリー・リスク、法令遵守リスク、シャリア不遵守リスク、サイバー・リスク、

ITリスク、情報リスク、コンダクトリスク、データ品質リスク、従業員リスク及びESGリスク等）

・　経済情勢（すなわち新たに発生するリスク、規則及び会計原則）の変更を含む外部要因
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重要なリスクの定義は、「生じた場合に当行グループの業績（収益性）、自己資本、資産の質及び／又は

レピュテーションに重大な影響を及ぼすリスク」である。

ICAAP方針において、重要リスク評価プロセス（MRAP）は主要なリスクを当行グループのリスクユニバース

から識別するように策定されている。毎年、当行グループが直面する収益及び資本のリスクの潜在的影響に

基づき主要なリスクを識別し、優先的に扱うために、強固なリスク管理アプローチの一環としてグループ全

体にわたるリスク状況の調査が実施される。調査の結果、当行グループの主要グループ会社全体のリテー

ル・商業・投資銀行業務及び保険業務全体にわたる主要なステークホルダーの見解に基づいて、現在及び将

来の市場見通しに対する総合的な認識が得られる。さらに、調査の結果は、当行による近い将来に係る主要

なリスクシナリオの確認に役立つ。

「重要」とみなされるリスクは、ICAAP報告を通じてグループ経営リスク及びコンプライアンス委員会及び

リスク管理委員会に報告を行う。当行グループは、識別された各重要リスクについて、これらの主要なリス

クに対処するための適切なリスク軽減（グループ最高リスク責任者のレター報告を通じた定期的なリスク監

視、ストレス・テストの実施、リスク軽減、資本計画及び危機管理戦略を含む。）が実施されることを確保

する。

 

第１の柱対象リスク及び第２の柱対象リスクの評価

当行グループは、業界の最良の慣行に沿って、合理的に検査されかつ目的に適合するとみなされる方法を

使用してリスクを定量化している。

一般に認められるリスク評価方法が十分に整備されていないことを理由としてリスクを容易に定量化でき

ない場合、専門家の判断により、リスクの規模及び重要性が決定される。また、当行グループは第２の柱の

スコアカード評価を強化するために、トレンド分析（過去の情報に基づく）及び将来を見据えた要素も取り

入れている。その場合当行グループのICAAPはこのような定量化不能な重要リスクの管理にあたり定性的管理

を重視する。定性的対策は以下を含む。

・　適切なガバナンスのプロセス

・　適切なシステム、手続及び内部管理

・　効果的なリスク軽減戦略

・　定期的な監視及び報告

 

定期的かつ強固なストレス・テストの実施

当行グループのストレス・テスト・プログラムは当行グループのリスク・資本管理プロセスの中に組み込

まれており、資本及び事業について計画をたてるプロセスでの主要な機能である。同プログラムは、例外的

だが現実に起こり得る最悪のシナリオの下での当行のリスク特性を理解するための将来を見据えたリスク・

資本管理ツールの役割を果たしている。かかるシナリオは主に経済的、政治的及び/又は環境的要因により発

生する。

メイバンク・グループ・ストレス・テスト方針の下、ストレス・シナリオが当行グループの収益性、資産

の質、リスクアセット、自己資本、流動性及び設定されたリスク選好に従う能力に及ぼす潜在的なマイナス

の影響が考慮される。

ストレス・テスト・プログラムは特に以下の事項を策定している。

・　ストレス事由のダイナミクス並びにその当行グループのトレーディング勘定及び銀行勘定におけるエ

クスポージャーへの潜在的影響、流動性水準並びに考え得るレピュテーション上の影響を明らかにす

ること

・　ストレス事由の影響を緩和するための主要な戦略を積極的に確認すること
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・　自己資本及び資本目標の決定におけるグループ資本及び資金調達計画用の情報としてのストレス・テ

ストの結果を生み出すこと

・　全体的な回復能力を評価し、望ましい回復戦略を見極め、最終的にはリスク選好設定につなげるため

に当行グループの回復計画のシナリオ分析をすること

・　ストレス下にある事業体別及び事業ライン別のリスクとリターンに関する特性につき、洞察を加える

こと

当行グループ全体にわたり実施されているストレス・テストは複数ある。

・　グループ全体のストレス・テスト－規制上の要件に従いリスク管理委員会の承認を受けた仮想ストレ

ス・シナリオ（通常例外的だが起こり得るシナリオ及び最悪の事態のシナリオ）が開発され、ストレ

ス・テストの結果はマレーシア中央銀行に半年ごとに提出される。

・　地域限定ストレス・テスト－特定の地域に関連するシナリオに基づくポートフォリオ、支店／部門又

は事業体レベルで実施される対象範囲のストレス・テスト

・　特別ストレス・テスト－新たに発生するリスク事由に対応したストレス・テスト

・　逆ストレス・テスト－メイバンクの生存率を脅かし得る不利なシナリオの範囲の特定

・　マレーシア中央銀行が要求する追加のストレス・テスト－シナリオが事前に定義される場合に、マ

レーシア中央銀行が要求する特別な規制上のストレス・テスト（例えば、業界ストレス・テスト及び

海外事業ストレス・テスト）

・　ラピッド・エクスポージャー・ドリル－上方及び下方リスクを含む直接的な影響又は潜在的な悪影響

の評価

・　メイバンク・グループの再建計画に関するシナリオ分析－マレーシア中央銀行の再建計画に準拠した

要件

過去２年から３年にストレス・テスト・ワーキング・グループが見直したストレス・テストのテーマに

は、とりわけ米国の通商政策の見直しが引き起こす世界貿易戦争、地政学的緊張の高まり及び断片化の進

行、中国の景気減速に伴う米国の景気後退、世界不況及び債務危機、スタグフレーション及び積極的な金利

の引上げが含まれる。

ストレス・テスト・ワーキング・グループは、事業チーム、カントリーチーム及びリスク管理チームから

成り、上席経営陣及び取締役会の委員会へストレス・テストの報告を提出し、定期的に結果を規制当局と検

討する。

 

リスク管理

リスク管理は当行グループの文化に不可欠な要素であり、事業、業務及び意思決定プロセスに組み込まれ

ている。顧客がCOVID-19のパンデミックを乗り越えるため、当行グループが支援してきたように、グルー

プ・リスクはリスク情報に基づいてオペレーショナル・レジリエンスを強化することで、ポートフォリオの

持続可能性を確保するための積極的な保証パートナーであり続けるよう努める。

 

リスク管理枠組み

リスク管理は、事業戦略を支える戦略的判断の重要な要素となり、収益として求める水準とそのために負

うべき適切なリスクの水準のバランスをとっている。リスク管理は当行グループの構成要素であるため、当

行グループの確固たるリスク管理の文化、包括的な慣行及びプロセスを推進する際の基盤となる一連の主要

原則に支えられる。

 

構成要素 説明
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１ リスク文化 リスク文化は、リスク・ガバナンスを強化する上で不可欠な

要素であり、リスク管理の強固な基本原則を形成する。

２ リスク・カバレッジ 当行グループは、事業戦略を決定し、事業戦略の達成をより

確実にするために適切なリスク戦略が実施されるようリスク

を評価する。

３ リスク選好 リスク選好は、当行グループの全体的なリスク許容範囲を定

義し、リスク選好が当行グループの長期的な財務能力に沿っ

ていることを保証する。

４ リスク対応 適切なリスク対応の選択は、リスクを当行グループのリスク

耐性及びリスク選好と合わせるため、不可欠である。

５ ガバナンス及びリスク監督 明確で、透明かつ一貫した責任の体系を備えた明白で、効果

的かつ強固なガバナンス体制がある。

６ リスク管理慣行及び手続 当行グループにより実施されるすべての製品及び活動に内在

するリスクを、積極的に特定、測定、制御、監視、報告する

ための堅牢なリスク管理プロセスが導入されている。

７ ストレス・テスト ストレス・テストは、将来の財務シナリオに対する当行グ

ループのエクスポージャーの回復力を測り、その結果生じる

リスク及び自己資本の充実度を評価するために使用される。

８ 資源及びシステム基盤 効果的なリスク管理を可能にするために十分な資源、基盤及

び技術が導入されていることを確保する。

 

リスク選好

メイバンク・グループのリスク選好の表明（RAS）は、当行グループが戦略的な目標を達成するために受け

入れる準備ができているリスクの種類及びレベルを規定した、取締役会の承認を受けた文書である。リスク

選好の表明は、当行グループの全体的なリスクの許容範囲を定義し、当行グループの長期的な財務能力に

沿っていることを保証する。当行グループのリスク選好の表明はまた、リスク文化を強化することに役立

ち、事業戦略の遂行及びリスクをとることがメイバンク・グループの確立されたリスクパラメーターに沿っ

たものであることを保証するために、組織全体に伝達される。

リスク選好の表明は、主要なリスクカテゴリーを概説し、それぞれの許容レベルを設定し、定義された境

界における当行グループのリスク管理方法を指示する。重要と見なされている10の主要なリスクは、すなわ

ちキャピタル・リスク、プロフィタビリティ・リスク、信用リスク、流動性リスク、市場リスク、非金融リ

スク、ITリスク、サイバー・リスク、法令遵守リスク及びサステナビリティ・リスクである。

メイバンク・グループのリスク選好の表明は、市場状況の変化及び当行グループの内在するリスク特性に

対応して関連性を維持することを保証するため毎年見直される。

 

リスク・ガバナンス及び監視

当行グループにおいて採用されたガバナンス・モデルは、当行グループ全体にわたるリスクの統一的な見

解を確保するために、リスク管理プロセスに対する取締役会及び上席経営陣の積極的な関与を促進し、形式

化された、透明性がある効率的なガバナンス構造を提供する。
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当行グループのガバナンス・モデルは、３種の防御構造の間で、適切な独立性水準及び職務の分離を確保

しつつ説明責任及び当事者意識を重視している。リスクの管理は、異なる階級レベルにおいて広範囲で行わ

れ、委員会、事業分野、管理機能及び報告機能の様々なレベルにおいて重視されている。

 

独立したグループ・リスク機能

2024年において、当行グループは、価値創造並びに当行グループの戦略目標及び事業目標の達成への支援

に引続き焦点を置いている。グループ・リスクは、あらゆるリスク上の課題を独自に評価及び監視しなが

ら、当行グループのリスク戦略、枠組み及び方針の策定を通じて、企業規模でのリスク管理の監視を提供す

る。

グループ・リスク機能の主要な柱は以下の通りである。

・　主要な事業及び国において、日々のリスクを管理する上での綿密な支援及び監視を提供すること

・　当行グループ内の総体的なリスク見解のために、企業規模で特定のリスク範囲を制限かつ管理するこ

と

・　最適なリターンで持続可能かつ良質の資産成長を支援すること

グループ・リスク機能は、リスク政策、リスク報告及びリスクモデリングに関して一貫した基準を設定

し、当行グループ内における特定のリスク範囲の管理に特化し、外部環境及び物質的な問題に関連するすべ

てのリスクを戦略的に管理する。

 

信用リスク

信用リスクは、合意されたクレジット・ファシリティの条件に従ってカウンターパーティが債務を履行で

きないリスクである。信用リスクに対するエクスポージャーは一方的であり、危険負担に面しているのは貸

出銀行のみである。

 

規制資本要件

当行グループが関わる各種リスクの中でも、信用リスクに対して引続き最大の自己資本水準が課されてい

る。

 

信用リスクの管理

当行グループは、当行グループの承認を受けた信用リスク選好内にとどまらせるために、カウンターパー

ティ及びポートフォリオ・レベルの両方において信用リスクを管理している。

リテール以外の信用リスクは事業及び信用によって共同で評価される。その際、各カウンターパーティは

質的・量的要因（カウンターパーティの実際の財務状況、予測されるキャッシュ・フロー、提供されるファ

シリティ及び担保の種類を含む。）の評価に基づき格付される。かかる与信は、授権された事業及び信用要

員又は与信委員会のいずれかから共同で承認を受ける。

リテール以外の与信への見直しは、カウンターパーティの財務状況、主要な株主及び上席経営陣、市場に

おける地位、業界及び経済の状況、ESG及び気候リスク要件並びに口座の管理に関する最新の情報によって少

なくとも年に一度行われる。これらの見直しに加えて、これらのカウンターパーティは、与信の段階及び早

期介入が必要かどうかを判断するために、定期的な与信分類及び減損の評価が課せられている。信用リスク

の増加の兆候を示すカウンターパーティは、関連する資産品質委員会において詳細に監視される。信用リス

クの悪化を軽減及び防止するため、適切な是正措置がとられ、観察される。

サブ・ポートフォリオ及びポートフォリオのレベルにおいて、新たな新興市場リスクに対応するため、

テーマ別の与信審査が実施され、当行グループの信用ポートフォリオへの影響を評価し、実行可能な洞察を
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得る。信用リスクを管理するための追加的な手段として、特定の高リスクの産業セクターを対象に、必須の

リスク許容基準（RAC）の評価がオリジネーション時及び毎年の見直し時に実施され、当行グループの貸出

ポートフォリオのリスク動向を積極的に形成している。

リテール信用は、貸出基準がデータ分析及び当行グループが承認した信用リスク選好に基づいている標準

的な信用である。リテール信用は製品開発評価（以下「PDA」という。）又は普遍的な製品開発評価（以下

「UPDA」という。）によって統制される。リテール信用への見直しは、一般的にポートフォリオ・レベルで

行われ、各リテール製品のPDA又はUPDAは最低でも毎年見直される。

当行グループの与信承認構成は、事業及び信用の両方の共同承認又は、グループ経営陣与信委員会の承認

を得ている。承認権限のレベルを決定するパラメーターは、カウンターパーティグループのエクスポー

ジャー、カウンターパーティの信用格付及び（該当する場合には）ターム・ローンのテナーである。

当行グループの与信プロセスには評価、承認及び独立した承認後の与信審査が含まれる。グループ・リス

クは、当行グループ全体で効果的かつ一貫性のある信用リスク管理方針、ツール及び方法論を策定、強化及

び伝達し、当該リスクを特定、測定、制御、監視及び報告するための適切な基準を整備することを保証する

責任を有する。

 

集中リスクの管理

集中リスクは、単一のカウンターパーティグループ、国、部門又は製品に対する過剰なエクスポージャー

により生じ、当行グループの信用エクスポージャーにおけるリスク特性の過度な悪化に繋がる。大口のエク

スポージャーの管理において、信用ポートフォリオにおける過度の信用リスクの集中を避けるために、当行

グループはとりわけ制限／閾値又は以下の事項に関する関連貸付ガイドラインを置いている。

・　国

・　商品又はファシリティの種類

・　経済部門

・　単一のカウンターパーティグループ

・　担保

・　関係者

前述の制限／閾値又は関連する貸付ガイドラインの見直しは、新たな集中リスクに対処する度に定期的に

行われる。制限／閾値におけるいかなる違反／超過も、承認へと発展し、また、貸付ガイドラインにおける

いかなる逸脱も、強力な緩和策を用いて正当化されるものとする。

 

資産の質の管理

当行グループは、資産の質の管理及び保全のために、以下を含む様々な戦略を採用している。

i)　堅実な信用リスクの査定及び引受基準

徹底したリスク評価、オンボーディング段階での引受基準の遵守及びESG要件を確保するために、堅実

な信用リスクの査定プロセスが確立されている。問題のある与信を特定し、是正措置をとるために、

借入人／顧客及びポートフォリオのレベルでの定期的な与信審査が実施されている。

ⅱ)　効果的な貸付／融資の監視

リスクの早期発見及び信用の質の悪化を回避するための予防戦略を確保するために、早期の警告兆候

を特定する包括的なプロセスが開発されている。これには、脆弱な与信を効果的に管理するためにガ

イダンスを提供し監督する専用の資産品質委員会が含まれる。

ⅲ)　貸付／融資回収メカニズム
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独立した専用の貸付／融資回収チームを設置し、必要に応じて再編及び法的措置の実施を含む、貸

付／融資回収のための効率的かつ積極的な戦略を策定する。

ⅳ)　リスク分散

特定のセグメント、産業又は地域に対する集中リスクに関するガイダンスを提供するため、関連する

信用方針が策定されている。これは、高リスクのセクター又はセグメントへのエクスポージャーを回

避又は最小限に抑えるために、定期的に観察される。

表10から表12は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞれに関する地域別分析並びに

標準的手法及び内部格付手法の両方の下での信用エクスポージャーの分布を表している。

表13から表15は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞれに関する様々な産業による

信用リスク・エクスポージャーの開示を表している。

表16から表18は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞれに関する１年以内、１年超

５年以内及び５年超の満期による信用リスク・エクスポージャーを表している。
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表10：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・グループの地域別分析
   (単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス マレーシア シンガポール インドネシア

その他海外

ユニット 合計

2024年12月31日現在      

適用免除エクスポージャー(標準的手法)      

政府／中央銀行 103,788,729 58,615,380 9,236,319 14,836,755 186,477,183

公共部門企業 564,894 2,413,168 － － 2,978,062

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 995,369 555,811 － 1,010,859 2,562,039

保険会社、証券会社及びファンド・マネー

ジャー

288,089 263,317 － 112,163 663,569

法人 7,641,407 10,598,665 4,072,314 9,752,712 32,065,098

規制リテール 4,072,657 5,101,393 5,221,725 4,129,056 18,524,831

住宅ローン 1,221,895 － － 2,640,198 3,862,093

高リスク資産 1,421 1,786 － － 3,207

その他資産 10,682,549 2,800,336 2,843,414 1,086,133 17,412,432

証券化エクスポージャー 200,871 － － － 200,871

株式エクスポージャー 1,144,159 733 9,873 33,410 1,188,175

標準的手法合計 130,602,040 80,350,589 21,383,645 33,601,286 265,937,560

内部格付手法の下でのエクスポージャー      

公共部門企業 30,315,309 － － 144,181 30,459,490

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 21,472,843 13,849,836 2,524,089 8,214,928 46,061,696

法人エクスポージャー 194,600,829 100,870,663 18,087,884 48,515,323 362,074,699

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整

を除く) 132,294,000 81,846,935 18,087,884 45,768,907 277,997,726

　b)法人(企業規模の調整を含む) 55,557,058 18,827,159 － 2,488,464 76,872,681

 c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)      

　　－プロジェクト・ファイナンス 6,710,126 － － 257,952 6,968,078

 d)特定貸付債権(スロッティング手法)      

　　－プロジェクト・ファイナンス 39,645 196,569 － － 236,214

リテール・エクスポージャー 277,745,035 77,121,989 10,907,581 － 365,774,605

　a)住宅ローン 103,964,358 39,288,390 2,858,558 － 146,111,306

　b)適格リボルビング型リテール・エクス

ポージャー 19,632,522 7,230,040 1,396,067 － 28,258,629

　c)割賦金融エクスポージャー 45,546,895 8,382,209 4,683,580 － 58,612,684

　d)その他リテール・エクスポージャー 108,601,260 22,221,350 1,969,376 － 132,791,986

      

内部格付手法合計 524,134,016 191,842,488 31,519,554 56,874,432 804,370,490

標準的及び内部格付手法合計 654,736,056 272,193,077 52,903,199 90,475,718 1,070,308,050
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表10：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・グループの地域別分析（続き）
   (単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス マレーシア シンガポール インドネシア

その他海外

ユニット 合計

2023年12月31日現在      

適用免除エクスポージャー(標準的手法)      

政府／中央銀行 104,281,413 46,865,080 11,102,196 18,371,928 180,620,617

公共部門企業 656,277 2,842,940 － － 3,499,217

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 1,113,435 512,565 － 25,050 1,651,050

保険会社、証券会社及びファンド・マネー

ジャー

409,164 103,546 － 125,812 638,522

法人 7,016,898 11,263,736 3,706,488 9,331,075 31,318,197

規制リテール 3,279,463 12,079,961 5,362,194 4,226,557 24,948,175

住宅ローン 1,295,386 1,153 － 2,210,417 3,506,956

高リスク資産 1,377 1,801 － － 3,178

その他資産 9,153,958 4,045,437 2,783,640 1,332,024 17,315,059

証券化エクスポージャー － － － － －

株式エクスポージャー 1,142,621 776 2,470 3,614 1,149,481

標準的手法合計 128,349,992 77,716,995 22,956,988 35,626,477 264,650,452

内部格付手法の下でのエクスポージャー      

公共部門企業 29,896,745 － － － 29,896,745

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 17,947,912 13,186,457 2,277,236 9,915,278 43,326,883

法人エクスポージャー 187,025,017 95,763,622 16,449,473 51,745,523 350,983,635

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整

を除く) 131,579,988 76,974,602 16,449,473 49,514,367 274,518,430

　b)法人(企業規模の調整を含む) 48,925,993 18,564,162 － 1,935,376 69,425,531

 c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)      

　　－プロジェクト・ファイナンス 5,927,026 － － 295,780 6,222,806

 d)特定貸付債権(スロッティング手法)      

　　－プロジェクト・ファイナンス 592,010 224,858 － － 816,868

リテール・エクスポージャー 254,902,162 64,065,860 11,013,155 － 329,981,177

　a)住宅ローン 94,633,625 33,523,907 2,548,252 － 130,705,784

　b)適格リボルビング型リテール・エクス

ポージャー 18,341,892 6,635,188 1,382,126 － 26,359,206

　c)割賦金融エクスポージャー 51,757,411 8,194,444 4,648,424 － 64,600,279

　d)その他リテール・エクスポージャー 90,169,234 15,712,321 2,434,353 － 108,315,908

      

内部格付手法合計 489,771,836 173,015,939 29,739,864 61,660,801 754,188,440

標準的及び内部格付手法合計 618,121,828 250,732,934 52,696,852 97,287,278 1,018,838,892
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表11：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンクの地域別分析
  (単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス マレーシア シンガポール

その他海外

ユニット 合計

2024年12月31日現在     

適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

政府／中央銀行 62,344,627 39,929,365 10,441,813 112,715,805

公共部門企業 523,375 1,703,895 － 2,227,270

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 979,214 538,474 1,010,816 2,528,504

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 279,898 － 112,047 391,945

法人 6,926,455 7,358,959 3,254,812 17,540,226

規制リテール 1,380,126 － 64,972 1,445,098

住宅ローン 670,812 － 371,356 1,042,168

高リスク資産 － － － －

その他資産 8,037,677 885,698 293,556 9,216,931

証券化エクスポージャー 200,871 － － 200,871

株式エクスポージャー 1,140,149 733 － 1,140,882

標準的手法合計 82,483,204 50,417,124 15,549,372 148,449,700

内部格付手法の下でのエクスポージャー     

公共部門企業 26,396,364 － 144,181 26,540,545

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 56,894,322 14,499,538 8,066,108 79,459,968

法人エクスポージャー 129,262,382 82,061,410 45,905,743 257,229,535

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 101,980,625 74,363,096 43,871,977 220,215,698

　b)法人(企業規模の調整を含む) 23,638,182 7,501,745 1,775,814 32,915,741

 c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 3,641,645 － 257,952 3,899,597

 d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 1,930 196,569 － 198,499

リテール・エクスポージャー 83,641,707 － － 83,641,707

　a)住宅ローン 37,114,464 － － 37,114,464

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 13,657,487 － － 13,657,487

　c)割賦金融エクスポージャー 5,083,682 － － 5,083,682

　d)その他リテール・エクスポージャー 27,786,074 － － 27,786,074

     

内部格付手法合計 296,194,775 96,560,948 54,116,032 446,871,755

標準的及び内部格付手法合計 378,677,979 146,978,072 69,665,404 595,321,455
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表11：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンクの地域別分析（続き）
  (単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス マレーシア シンガポール

その他海外

ユニット 合計

2023年12月31日現在     

適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

政府／中央銀行 69,528,106 28,762,185 12,789,793 111,080,084

公共部門企業 597,940 2,076,118 － 2,674,058

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 1,111,578 512,561 － 1,624,139

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 401,573 － 131,951 533,524

法人 6,336,439 10,239,731 3,436,489 20,012,659

規制リテール 1,399,332 － 89,835 1,489,167

住宅ローン 715,929 － 410,700 1,126,629

高リスク資産 － － － －

その他資産 6,933,820 1,363,511 409,597 8,706,928

証券化エクスポージャー － － － －

株式エクスポージャー 1,137,394 776 － 1,138,170

標準的手法合計 88,162,111 42,954,882 17,268,365 148,385,358

内部格付手法の下でのエクスポージャー     

公共部門企業 24,226,730 － － 24,226,730

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 47,242,208 13,682,239 9,501,703 70,426,150

法人エクスポージャー 125,009,837 74,914,030 49,494,277 249,418,144

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 97,117,353 68,411,673 47,833,119 213,362,145

　b)法人(企業規模の調整を含む) 24,074,669 6,277,499 1,365,378 31,717,546

 c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 3,303,602 － 295,780 3,599,382

 d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 514,213 224,858 － 739,071

リテール・エクスポージャー 81,237,295 － － 81,237,295

　a)住宅ローン 36,463,310 － － 36,463,310

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 13,158,990 － － 13,158,990

　c)割賦金融エクスポージャー 4,099,409 － － 4,099,409

　d)その他リテール・エクスポージャー 27,515,586 － － 27,515,586

     

内部格付手法合計 277,716,070 88,596,269 58,995,980 425,308,319

標準的及び内部格付手法合計 365,878,181 131,551,151 76,264,345 573,693,677
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表12：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・イスラミックの地域別分析
 (単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス 2024年12月31日現在合計 2023年12月31日現在合計

標準的手法の下でのエクスポージャー   

政府／中央銀行 40,613,554 34,350,804

公共部門企業 41,519 58,337

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 8,191 7,591

法人 729,943 649,939

規制リテール 2,625,728 1,808,275

住宅ローン 551,083 579,458

高リスク資産 36 36

その他資産 945,271 840,079

株式エクスポージャー － 1,250

標準的手法合計 45,515,325 38,295,769

内部格付手法の下でのエクスポージャー   

公共部門企業 25,596,957 25,771,325

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 24,848,412 9,979,811

法人エクスポージャー 103,686,868 94,394,440

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 67,821,124 66,102,024

　b)法人(企業規模の調整を含む) 32,534,594 25,451,170

 c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)   

　　－プロジェクト・ファイナンス 3,293,434 2,763,449

 d)特定貸付債権(スロッティング手法)   

　　－プロジェクト・ファイナンス 37,716 77,797

リテール・エクスポージャー 220,994,578 201,243,401

　a)住宅ローン 77,475,149 67,528,252

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 5,975,035 5,182,903

　c)割賦金融エクスポージャー 52,442,583 50,109,245

　d)その他リテール・エクスポージャー 85,101,811 78,423,001

   

内部格付手法合計 375,126,815 331,388,977

標準的及び内部格付手法合計 420,642,140 369,684,746
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表13：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・グループの事業別分析

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポー

ジャー・ク

ラス 農業

鉱業

及び採石業 製造業 建設業

電気、ガス

及び水道業

卸売業、

小売業、

飲食業

及び宿泊業

金融、保

険、

不動産及び

事業

運輸、倉庫

及び通信業

教育、健

康

及びその

他 家計 その他 合計

2024年12月

31日

現在             

適用免除エ

クスポー

ジャー

(標準的

手法)             

政府／中央

銀行 2,092

－ － －

36,894 176 90,217,296 163 223 － 96,220,339 186,477,183

公共部門企

業 3,422 － － 88 － 4 105 250 318 － 2,973,875 2,978,062

銀行、開発

金融機関

及び国際

開発金融

機関 － － － － － － 2,562,039 － － － － 2,562,039

保険会社、

証券会社

及びファ

ンド・マ

ネ ー

ジャー 19 － － － － 18 661,157 － － － 2,375 663,569

法人 145,903 1,202,884 2,207,398 254,769 4,495,427 2,160,536 6,058,686 1,861,772 55,163 11,166,455 2,456,105 32,065,098

規制リテー

ル － － － － － － － － － 18,524,831 － 18,524,831

住宅ローン － － － － － － － － － 3,862,093 － 3,862,093

高リスク資

産 － － － － － － 3,171 － － 36 － 3,207

その他資産 － － 191 6 － 124 589,790 55 5 233,182 16,589,079 17,412,432

証券化エク

ス ポ ー

ジャー － － － － － － 200,871 － － － － 200,871

株式エクス

ポ ー

ジャー － － － － － 733 － － － － 1,187,442 1,188,175

標準的手法

合計 151,436 1,202,884 2,207,589 254,863 4,532,321 2,161,591

100,293,11

5 1,862,240 55,709 33,786,597

119,429,21

5 265,937,560

内部格付手

法の下で

のエクス

ポ ー

ジャー             

公共部門企

業

 

4,046,676

 

15,118

 

－

 

322,188

 

41,896

 

1,570

 

25,039,895

 

758

 

2,529

 

－

 

988,860

 

30,459,490

銀行、開発

金融機関

及び国際

開発金融

機関 － － － － － － 46,061,696 － － － － 46,061,696

法人エクス

ポ ー

ジャー 6,544,216

10,960,34

3

50,764,47

3

34,527,14

6

16,039,50

5

55,397,00

0

152,386,97

9

20,503,25

7

7,066,40

5 14,441 7,870,934 362,074,699
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　a) 法 人

(特定

貸 付

債 権

及 び

企 業

規 模

の 調

整 を

除く)

 

5,025,460

 

10,135,57

2

 

38,754,27

8

 

20,615,49

4

 

11,914,96

0

 

35,521,17

2

 

128,613,15

8

 

16,720,59

5

 

5,715,26

0

 

14,441

 

4,967,336

 

277,997,726

　b) 法 人

(企業

規 模

の 調

整 を

含む) 1,518,756 824,771

10,138,02

0

12,234,47

2 944,152

19,875,82

8 23,773,821 3,308,118

1,351,14

5 － 2,903,598 76,872,681

 c) 特 定

貸 付

債 権

(自己

デ

フ ォ

ル ト

確 率

手法)             

　　－ プ

ロ

ジ ェ

ク

ト ・

フ ァ

イ ナ

ンス － － 1,872,175 1,673,142 3,144,786 － － 277,975 － － － 6,968,078

 d) 特 定

貸 付

債 権

( ス

ロ ッ

テ ィ

ン グ

手法)             

　　－ プ

ロ

ジ ェ

ク

ト ・

フ ァ

イ ナ

ンス － － － 4,038 35,607 － － 196,569 － － － 236,214

リテール・

エ ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － －

365,774,60

5 － 365,774,605

　a) 住 宅

ロ ー

ン － － － － － － － － －

146,111,30

6 － 146,111,306
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　b) 適 格

リ ボ

ル ビ

ン グ

型 リ

テ ー

ル ・

エ ク

ス

ポ ー

ジ ャ

ー － － － － － － － － － 28,258,629 － 28,258,629

　c) 割 賦

金 融

エ ク

ス

ポ ー

ジ ャ

ー － － － － － － － － － 58,612,684 － 58,612,684

　d) そ の

他 リ

テ ー

ル ・

エ ク

ス

ポ ー

ジ ャ

ー － － － － － － － － －

132,791,98

6 － 132,791,986

             

内部格付手

法

合計

10,590,89

2

10,975,46

1

50,764,47

3

34,849,33

4

16,081,40

1

55,398,57

0

223,488,57

0

20,504,01

5

7,068,93

4

365,789,04

6 8,859,794 804,370,490

標準的及び

内部格付

手法合計

10,742,32

8

12,178,34

5

52,972,06

2

35,104,19

7

20,613,72

2

57,560,16

1

323,781,68

5

22,366,25

5

7,124,64

3

399,575,64

3

128,289,00

9

1,070,308,05

0
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表13：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・グループの事業別分析（続き）

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポー

ジャー・ク

ラス 農業

鉱業

及び採石業 製造業 建設業

電気、ガス

及び水道業

卸売業、

小売業、

飲食業

及び宿泊業

金融、保

険、

不動産及び

事業

運輸、倉庫

及び通信業

教育、健

康

及びその

他 家計 その他 合計

2023年12月

31日

現在             

適用免除エ

クスポー

ジャー

(標準的

手法)             

政府／中央

銀行 2,179 － 21,237 － 39,386 176 72,291,654 8,882 40 －

108,257,06

3 180,620,617

公共部門企

業 3,968 － － 88 － － 2,790,450 237 177 － 704,297 3,499,217

銀行、開発

金融機関

及び国際

開発金融

機関 － － － － － － 1,651,050 － － － － 1,651,050

保険会社、

証券会社

及びファ

ンド・マ

ネ ー

ジャー 33 － － － － 36 638,452 － － － 1 638,522

法人 128,477 867,975 1,776,266 578,053 4,475,195 2,050,361 6,530,395 1,485,092 92,043 25,231 13,309,109 31,318,197

規制リテー

ル － － － － － － － － － 24,948,175 － 24,948,175

住宅ローン － － － － － － － － － 3,506,956 － 3,506,956

高リスク資

産 － － － － － － 3,099 － － － 79 3,178

その他資産 39 － 906 52 － 694 1,087,961 167 133 23,945 16,201,162 17,315,059

証券化エク

ス ポ ー

ジャー － － － － － － － － － － － －

株式エクス

ポ ー

ジャー － － － 25 － 776 － － － － 1,148,680 1,149,481

標準的手法

合計 134,696 867,975 1,798,409 578,218 4,514,581 2,052,043 84,993,061 1,494,378 92,393 28,504,307

139,620,39

1 264,650,452

内部格付手

法の下で

のエクス

ポ ー

ジャー             

公共部門企

業 4,087,693 18,718 － 138,074 87,155 1,550 24,699,457 805 3,838 － 859,455 29,896,745

銀行、開発

金融機関

及び国際

開発金融

機関 － － － － － － 43,326,883 － － － － 43,326,883

法人エクス

ポ ー

ジャー 6,144,124

10,738,83

4

48,614,75

1

36,218,48

0

14,818,95

6

50,480,69

3

146,546,92

3

21,508,52

5

7,501,87

6 205,478 8,204,995 350,983,635
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　a) 法 人

(特定

貸 付

債 権

及 び

企 業

規 模

の 調

整 を

除く) 4,745,985 9,928,622

38,173,72

2

23,729,82

3

11,562,72

3

31,413,86

2

126,654,86

0

17,109,40

7

5,893,97

7 205,478 5,099,971 274,518,430

　b) 法 人

(企業

規 模

の 調

整 を

含む) 1,398,139 810,212 8,586,035

10,531,00

4 590,849

19,066,83

1 19,892,063 3,851,690

1,607,89

9 － 3,090,809 69,425,531

 c) 特 定

貸 付

債 権

(自己

デ

フ ォ

ル ト

確 率

手法)             

　　－ プ

ロ

ジ ェ

ク

ト ・

フ ァ

イ ナ

ンス － － 1,854,994 1,720,312 2,310,715 － － 322,570 － － 14,215 6,222,806

 d) 特 定

貸 付

債 権

( ス

ロ ッ

テ ィ

ン グ

手法)             

　　－ プ

ロ

ジ ェ

ク

ト ・

フ ァ

イ ナ

ンス － － － 237,341 354,669 － － 224,858 － － － 816,868

リテール・

エ ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － －

329,981,17

7 － 329,981,177

　a) 住 宅

ロ ー

ン － － － － － － － － －

130,705,78

4 － 130,705,784
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　b) 適 格

リ ボ

ル ビ

ン グ

型 リ

テ ー

ル ・

エ ク

ス

ポ ー

ジ ャ

ー － － － － － － － － － 26,359,206 － 26,359,206

　c) 割 賦

金 融

エ ク

ス

ポ ー

ジ ャ

ー － － － － － － － － － 64,600,279 － 64,600,279

　d) そ の

他 リ

テ ー

ル ・

エ ク

ス

ポ ー

ジ ャ

ー － － － － － － － － －

108,315,90

8 － 108,315,908

             

内部格付手

法

合計

10,231,81

7

10,757,55

2

48,614,75

1

36,356,55

4

14,906,11

1

50,482,24

3

214,573,26

3

21,509,33

0

7,505,71

4

330,186,65

5 9,064,450 754,188,440

標準的及び

内部格付

手法合計

10,366,51

3

11,625,52

7

50,413,16

0

36,934,77

2

19,420,69

2

52,534,28

6

299,566,32

4

23,003,70

8

7,598,10

7

358,690,96

2

148,684,84

1

1,018,838,89

2
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表14：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンクの事業別分析

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポー

ジャー・ク

ラス 農業

鉱業

及び採石

業 製造業 建設業

電気、ガス

及び水道業

卸売業、

小売業、

飲食業

及び宿泊業

金融、

保険、

不動産及び

事業

運輸、倉庫

及び通信業

教育、健

康

及びその

他 家計 その他 合計

2024年12月

31日現在             

適用免除エ

クスポー

ジャー

( 標 準 的

手法)             

政府／中央

銀行 547 － － － 36,894 176 49,529,080 100 52 － 63,148,956 112,715,805

公共部門企

業 318 － － 88 － 4 9 250 80 － 2,226,521 2,227,270

銀行、開発

金融機関

及び国際

開発金融

機関 － － － － － － 2,528,504 － － － － 2,528,504

保険会社、

証券会社

及びファ

ンド・マ

ネ ー

ジャー 19 － － － － 18 389,649 － － － 2,259 391,945

法人 32,939 1,191,819 1,519,118 49,977 4,271,536 664,854 4,056,648 1,477,574 3,761 3,323,453 948,547 17,540,226

規制リテー

ル － － － － － － － － － 1,445,098 － 1,445,098

住宅ローン － － － － － － － － － 1,042,168 － 1,042,168

高リスク資

産 － － － － － － － － － － － －

その他資産 － － － － － － 589,373 － － － 8,627,558 9,216,931

証券化エク

ス ポ ー

ジャー － － － － － － 200,871 － － － － 200,871

株式エクス

ポ ー

ジャー － － － － － 733 － － － － 1,140,149 1,140,882

標準的手法

合計 33,823 1,191,819 1,519,118 50,065 4,308,430 665,785 57,294,134 1,477,924 3,893 5,810,719 76,093,990 148,449,700

内部格付手

法の下で

の

エ ク ス

ポ ー

ジャー             

公共部門企

業 4,045,471 15,118 － 232,382 － 1,571 21,319,910 757 15 － 925,321 26,540,545

銀行、開発

金融機関

及び国際

開発金融

機関 － － － － － － 79,459,968 － － － － 79,459,968

法人エクス

ポ ー

ジャー 4,081,340 7,907,096 28,092,848 18,167,331 11,646,214 33,434,487 128,712,691 15,429,451 5,884,033 － 3,874,044 257,229,535
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　a) 法 人

( 特 定

貸付債

権及び

企業規

模の調

整を除

く)

 

3,491,031

 

7,493,424

 

22,500,623

 

12,580,335

 

9,863,881

 

25,509,839

 

116,525,093

 

13,793,390

 

5,233,204

 

－

 

3,224,878

 

220,215,698

　b) 法 人

( 企 業

規模の

調整を

含む) 590,309 413,672 3,720,050 5,048,541 569,412 7,924,648 12,187,598 1,161,516 650,829 － 649,166 32,915,741

 c)特定貸

付債権

( 自 己

デフォ

ルト確

率 手

法)             

　　－プロ

ジェク

ト ・

ファイ

ナンス － － 1,872,175 536,526 1,212,921 － － 277,975 － － － 3,899,597

 d)特定貸

付債権

( ス

ロ ッ

ティン

グ 手

法)             

　　－プロ

ジェク

ト ・

ファイ

ナンス － － － 1,929 － － － 196,570 － － － 198,499

リテール・

エ ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 83,641,707 － 83,641,707

　a) 住 宅

ローン － － － － － － － － － 37,114,464 － 37,114,464

　b)適格リ

ボルビ

ング型

リテー

ル・エ

ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 13,657,487 － 13,657,487

　c)割賦金

融エク

スポー

ジャー － － － － － － － － － 5,083,682 － 5,083,682

　d)その他

リテー

ル・

エクス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 27,786,074 － 27,786,074

             

内部格付手

法

合計 8,126,811 7,922,214 28,092,848 18,399,713 11,646,214 33,436,058 229,492,569 15,430,208 5,884,048 83,641,707 4,799,365 446,871,755
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標準的及び

内部格付

手法合計 8,160,634 9,114,033 29,611,966 18,449,778 15,954,644 34,101,843 286,786,703 16,908,132 5,887,941 89,452,426 80,893,355 595,321,455
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表14：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンクの事業別分析（続き）

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポー

ジャー・ク

ラス 農業

鉱業

及び採石

業 製造業 建設業

電気、ガス

及び水道業

卸売業、

小売業、

飲食業

及び宿泊業

金融、

保険、

不動産及び

事業

運輸、倉庫

及び通信業

教育、健

康

及びその

他 家計 その他 合計

2023年12月

31日現在             

適用免除エ

クスポー

ジャー

( 標 準 的

手法)             

政府／中央

銀行 396 － 21,237 － 39,386 176 39,240,799 8,882 40 － 71,769,168 111,080,084

公共部門企

業 430 － － 88 － － 2,023,628 237 20 － 649,655 2,674,058

銀行、開発

金融機関

及び国際

開発金融

機関 － － － － － － 842,270 － 183,662 － 598,207 1,624,139

保険会社、

証券会社

及びファ

ンド・マ

ネ ー

ジャー 33 － － － － 36 533,455 － － － － 533,524

法人 29,344 693,798 1,272,138 51,501 4,443,873 645,824 7,399,974 1,228,802 2,999 1,188 4,243,218 20,012,659

規制リテー

ル － － － － － － － － － 1,489,167 － 1,489,167

住宅ローン － － － － － － － － － 1,126,629 － 1,126,629

高リスク資

産 － － － － － － － － － － － －

その他資産 － － － － － － 883,293 － － － 7,823,635 8,706,928

証券化エク

ス ポ ー

ジャー － － － － － － － － － － － －

株式エクス

ポ ー

ジャー － － － 26 － 776 － － － － 1,137,368 1,138,170

標準的手法

合計 30,203 693,798 1,293,375 51,615 4,483,259 646,812 50,923,419 1,237,921 186,721 2,616,984 86,221,251 148,385,358

内部格付手

法の下で

の

エ ク ス

ポ ー

ジャー             

公共部門企

業 4,045,870 18,718 － 50,942 － 1,550 19,300,752 757 40 － 808,101 24,226,730

銀行、開発

金融機関

及び国際

開発金融

機関 － － － － － － 70,426,150 － － － － 70,426,150

法人エクス

ポ ー

ジャー 3,335,901 8,346,178 27,681,106 20,075,173 10,885,811 31,749,069 122,303,232 15,345,734 6,072,701 － 3,623,239 249,418,144
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　a) 法 人

( 特 定

貸付債

権及び

企業規

模の調

整を除

く) 2,744,884 8,207,262 22,081,998 14,625,550 9,515,365 22,994,506 111,806,415 13,513,838 5,069,236 － 2,803,091 213,362,145

　b) 法 人

( 企 業

規模の

調整を

含む) 591,017 138,916 3,744,115 4,632,842 265,410 8,754,563 10,496,817 1,284,468 1,003,465 － 805,933 31,717,546

 c)特定貸

付債権

( 自 己

デフォ

ルト確

率 手

法)             

　　－プロ

ジェク

ト ・

ファイ

ナンス － － 1,854,993 619,976 787,628 － － 322,570 － － 14,215 3,599,382

 d)特定貸

付債権

( ス

ロ ッ

ティン

グ 手

法)             

　　－プロ

ジェク

ト ・

ファイ

ナンス － － － 196,805 317,408 － － 224,858 － － － 739,071

リテール・

エ ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 81,237,295 － 81,237,295

　a) 住 宅

ローン － － － － － － － － － 36,463,310 － 36,463,310

　b)適格リ

ボルビ

ング型

リテー

ル・エ

ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 13,158,990 － 13,158,990

　c)割賦金

融エク

スポー

ジャー － － － － － － － － － 4,099,409 － 4,099,409

　d)その他

リテー

ル・

エクス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 27,515,586 － 27,515,586

             

内部格付手

法

合計 7,381,771 8,364,896 27,681,106 20,126,115 10,885,811 31,750,619 212,030,134 15,346,491 6,072,741 81,237,295 4,431,340 425,308,319
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標準的及び

内部格付

手法合計 7,411,974 9,058,694 28,974,481 20,177,730 15,369,070 32,397,431 262,953,553 16,584,412 6,259,462 83,854,279 90,652,591 573,693,677
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表15：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・イスラミックの事業別分析

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポー

ジャー・ク

ラス 農業

鉱業

及び採石業 製造業 建設業

電気、ガス

及び水道業

卸売業、

小売業、

飲食業

及び宿泊業

金融、保

険、

不動産及び

事業

運輸、倉庫

及び通信業

教育、健

康

及びその

他 家計 その他 合計

2024 年 12 月

31日現在             

適用免除エ

クスポー

ジャー

(標準的手

法)             

政府／中央

銀行 1,545 － － － － － 17,122,601 63 170 － 23,489,175 40,613,554

公共部門企

業 3,104 － － － － － 96 － 239 － 38,080 41,519

銀行、開発

金 融 機 関

及 び 国 際

開 発 金 融

機関 － － － － － － － － － － － －

保険会社、

証 券 会 社

及 び フ ァ

ン ド ・ マ

ネ ー

ジャー － － － － － － 8,191 － － － － 8,191

法人 9,281 3,400 26,160 36,147 114,094 132,619 38,670 12,681 7,900 292,739 56,252 729,943

規制リテー

ル － － － － － － － － － 2,625,728 － 2,625,728

住宅ローン － － － － － － － － － 551,083 － 551,083

高リスク資

産 － － － － － － － － － 36 － 36

その他資産 － － － － － － － － － － 945,271 945,271

株式エクス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － － － －

標準的手法

合計 13,930 3,400 26,160 36,147 114,094 132,619 17,169,558 12,744 8,309 3,469,586 24,528,778 45,515,325

内部格付手

法 の 下 で

の

エ ク ス

ポ ー

ジャー             

公共部門企

業 3,592,516 － － 89,806 41,896 － 21,097,982 1 2,513 － 772,243 25,596,957

銀行、開発

金 融 機 関

及 び 国 際

開 発 金 融

機関 － － － － － － 24,848,412 － － － － 24,848,412

保険会社、

証 券 会 社

及 び フ ァ

ン ド ・ マ

ネ ー

ジャー － － － － － － － － － － － －

法人エクス

ポ ー

ジャー 3,206,823 6,018,867 19,675,141 13,958,235 8,193,961 14,068,450 25,135,265 8,970,450 2,524,136 － 1,935,540103,686,868
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　a)法人(特

定 貸 付

債 権 及

び 企 業

規 模 の

調 整 を

除く)

 

2,315,104

 

5,326,370

 

14,029,016

 

7,318,574

 

5,699,127

 

5,913,496

 

17,177,731

 

7,389,975

 

1,995,273

 

－

 

656,458

 

67,821,124

　b)法人(企

業 規 模

の 調 整

を含む) 891,719 692,497 5,646,125 5,500,936 302,409 8,154,954 7,957,534 1,580,475 528,863 － 1,279,082 32,534,594

　c)特定貸

付 債 権

(自己デ

フ ォ ル

ト 確 率

手法)             

　　－ プ ロ

ジ ェ ク

ト ・

フ ァ イ

ナンス

 

－

 

－

 

－

 

1,136,616

 

2,156,818

 

－

 

－

 

－

 

－

 

－

 

－

 

3,293,434

　d)特定貸

付 債 権

(スロッ

テ ィ ン

グ手法)             

　　－ プ ロ

ジ ェ ク

ト ・

フ ァ イ

ナンス

 

－

 

－

 

－

 

2,109

 

35,607

 

－

 

－

 

－

 

－

 

－

 

－

 

37,716

リテール・

エ ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － －220,994,578 －220,994,578

　a) 住 宅

ローン － － － － － － － － － 77,475,149 － 77,475,149

　b)適格リ

ボ ル ビ

ン グ 型

リ テ ー

ル ・ エ

ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 5,975,035 － 5,975,035

　c)割賦金

融 エ ク

ス ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 52,442,583 － 52,442,583

　d)その他

リ テ ー

ル・

エクス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 85,101,811 － 85,101,811

             

内部格付手

法

合計 6,799,339 6,018,867 19,675,141 14,048,041 8,235,857 14,068,450 71,081,659 8,970,451 2,526,649 220,994,578 2,707,783375,126,815

標準的及び

内部格付

手法合計 6,813,269 6,022,267 19,701,301 14,084,188 8,349,951 14,201,069 88,251,217 8,983,195 2,534,958 224,464,164 27,236,561420,642,140
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表15：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・イスラミックの事業別分析（続き）

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポー

ジャー・ク

ラス 農業

鉱業

及び採石業 製造業 建設業

電気、ガス

及び水道業

卸売業、

小売業、

飲食業

及び宿泊業

金融、保

険、

不動産及び

事業

運輸、倉庫

及び通信業

教育、健

康

及びその

他 家計 その他 合計

2023 年 12 月

31日現在             

適用免除エ

クスポー

ジャー

(標準的手

法)             

政府／中央

銀行 1,783 － － － － － 9,201,654 － － － 25,147,367 34,350,804

公共部門企

業 3,538 － － － － － － － 157 － 54,642 58,337

銀行、開発

金 融 機 関

及 び 国 際

開 発 金 融

機関 － － － － － － － － － － － －

保険会社、

証 券 会 社

及 び フ ァ

ン ド ・ マ

ネ ー

ジャー － － － － － － 7,590 － － － 1 7,591

法人 8,851 2,264 16,588 36,327 2,799 100,773 26,747 15,306 7,225 164 432,895 649,939

規制リテー

ル － － － － － － － － － 1,808,275 － 1,808,275

住宅ローン － － － － － － － － － 579,458 － 579,458

高リスク資

産 － － － － － － － － － － 36 36

その他資産 － － － － － － － － － － 840,079 840,079

株式エクス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － － 1,250 1,250

標準的手法

合計 14,172 2,264 16,588 36,327 2,799 100,773 9,235,991 15,306 7,382 2,387,897 26,476,270 38,295,769

内部格付手

法 の 下 で

の

エ ク ス

ポ ー

ジャー             

公共部門企

業 3,633,574 － － 87,133 87,155 － 21,199,536 47 3,798 － 760,082 25,771,325

銀行、開発

金 融 機 関

及 び 国 際

開 発 金 融

機関 － － － － － － 9,979,811 － － － － 9,979,811

保険会社、

証 券 会 社

及 び フ ァ

ン ド ・ マ

ネ ー

ジャー － － － － － － － － － － － －

法人エクス

ポ ー

ジャー 3,151,488 5,895,457 16,910,059 13,661,557 8,714,404 11,516,573 22,138,743 9,097,231 1,801,082 － 1,507,846 94,394,440
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　a)法人(特

定 貸 付

債 権 及

び 企 業

規 模 の

調 整 を

除く) 2,374,392 5,237,159 13,165,490 8,299,858 6,746,630 5,358,331 15,605,121 7,727,828 1,298,800

 

－ 288,415 66,102,024

　b)法人(企

業 規 模

の 調 整

を含む) 777,096 658,298 3,744,569 4,220,827 267,400 6,158,242 6,533,622 1,369,403 502,282 － 1,219,431 25,451,170

　c)特定貸

付 債 権

(自己デ

フ ォ ル

ト 確 率

手法)             

　　－ プ ロ

ジ ェ ク

ト ・

フ ァ イ

ナンス － － － 1,100,336 1,663,113 － － － － － － 2,763,449

　d)特定貸

付 債 権

(スロッ

テ ィ ン

グ手法)             

　　－ プ ロ

ジ ェ ク

ト ・

フ ァ イ

ナンス － － － 40,536 37,261 － － － － － － 77,797

リテール・

エ ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － －201,243,401 －201,243,401

　a) 住 宅

ローン － － － － － － － － － 67,528,252 － 67,528,252

　b)適格リ

ボ ル ビ

ン グ 型

リ テ ー

ル ・ エ

ク ス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 5,182,903 － 5,182,903

　c)割賦金

融 エ ク

ス ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 50,109,245 － 50,109,245

　d)その他

リ テ ー

ル・

エクス

ポ ー

ジャー － － － － － － － － － 78,423,001 － 78,423,001

             

内部格付手

法

合計 6,785,062 5,895,457 16,910,059 13,748,690 8,801,559 11,516,573 53,318,090 9,097,278 1,804,880 201,243,401 2,267,928331,388,977

標準的及び

内部格付

手法合計 6,799,234 5,897,721 16,926,647 13,785,017 8,804,358 11,617,346 62,554,081 9,112,584 1,812,262 203,631,298 28,744,198369,684,746
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表16：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・グループの満期分析

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス １年以内 １年超５年以内 ５年超 合計

2024年12月31日現在     

適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

政府／中央銀行 67,508,040 38,525,764 80,443,379 186,477,183

公共部門企業 466,979 2,261,491 249,592 2,978,062

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 302,874 1,014,966 1,244,199 2,562,039

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 320,994 341,618 957 663,569

法人 13,125,005 8,662,487 10,277,606 32,065,098

規制リテール 5,841,283 5,652,238 7,031,310 18,524,831

住宅ローン 669,181 209,608 2,983,304 3,862,093

高リスク資産 1,385 1,786 36 3,207

その他資産 1,283,067 839,393 15,289,972 17,412,432

証券化エクスポージャー － 200,871 － 200,871

株式エクスポージャー 1,152,079 － 36,096 1,188,175

標準的手法合計 90,670,887 57,710,222 117,556,451 265,937,560

内部格付手法の下でのエクスポージャー     

公共部門企業 6,206,420 10,980,112 13,272,958 30,459,490

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 30,821,661 9,466,700 5,773,335 46,061,696

法人エクスポージャー 148,391,768 133,696,915 79,986,016 362,074,699

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 119,014,054 112,962,776 46,020,896 277,997,726

　b)法人(企業規模の調整を含む) 28,779,187 19,862,913 28,230,581 76,872,681

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 559,934 870,174 5,537,970 6,968,078

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 38,593 1,052 196,569 236,214

リテール・エクスポージャー 19,911,699 56,672,207 289,190,699 365,774,605

　a)住宅ローン 572,042 4,497,597 141,041,667 146,111,306

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポー

ジャー

11,800,452 15,348,916 1,109,261 28,258,629

　c)割賦金融エクスポージャー 1,092,196 24,393,411 33,127,077 58,612,684

　d)その他リテール・エクスポージャー 6,447,009 12,432,283 113,912,694 132,791,986

　     

内部格付手法合計 205,331,548 210,815,934 388,223,008 804,370,490

標準的及び内部格付手法合計 296,002,435 268,526,156 505,779,459 1,070,308,050
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表16：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・グループの満期分析（続き）

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス １年以内 １年超５年以内 ５年超 合計

2023年12月31日現在     

適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

政府／中央銀行 52,771,090 38,452,150 89,397,377 180,620,617

公共部門企業 458,690 2,216,891 823,636 3,499,217

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 286,699 1,205,110 159,241 1,651,050

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 390,609 243,227 4,686 638,522

法人 10,843,285 10,541,765 9,933,147 31,318,197

規制リテール 6,535,709 8,240,362 10,172,104 24,948,175

住宅ローン 717,427 209,648 2,579,881 3,506,956

高リスク資産 1,341 1,801 36 3,178

その他資産 1,681,238 1,829,959 13,803,862 17,315,059

証券化エクスポージャー － － － －

株式エクスポージャー 1,143,306 － 6,175 1,149,481

標準的手法合計 74,829,394 62,940,913 126,880,145 264,650,452

内部格付手法の下でのエクスポージャー     

公共部門企業 9,181,702 5,618,991 15,096,052 29,896,745

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 30,478,152 8,583,201 4,265,530 43,326,883

法人エクスポージャー 155,889,251 114,361,278 80,733,106 350,983,635

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 128,326,606 95,530,638 50,661,186 274,518,430

　b)法人(企業規模の調整を含む) 27,067,659 18,060,562 24,297,310 69,425,531

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 442,945 768,691 5,011,170 6,222,806

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 52,041 1,387 763,440 816,868

リテール・エクスポージャー 18,547,683 49,919,064 261,514,430 329,981,177

　a)住宅ローン 617,034 3,797,376 126,291,374 130,705,784

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポー

ジャー

11,016,397 13,526,390 1,816,419 26,359,206

　c)割賦金融エクスポージャー 1,082,424 22,667,734 40,850,121 64,600,279

　d)その他リテール・エクスポージャー 5,831,828 9,927,564 92,556,516 108,315,908

　     

内部格付手法合計 214,096,788 178,482,534 361,609,118 754,188,440

標準的及び内部格付手法合計 288,926,182 241,423,447 488,489,263 1,018,838,892
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表17：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンクの満期分析

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス １年以内 １年超５年以内 ５年超 合計

2024年12月31日現在     

適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

政府／中央銀行 37,621,730 25,276,008 49,818,067 112,715,805

公共部門企業 315,081 1,671,289 240,900 2,227,270

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 287,360 1,004,131 1,237,013 2,528,504

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 312,648 78,340 957 391,945

法人 6,848,181 6,776,370 4,116,546 17,741,097

規制リテール 925,300 273,434 246,364 1,445,098

住宅ローン 543,450 29,465 469,253 1,042,168

高リスク資産 － － － －

その他資産 650,582 19,404 8,546,945 9,216,931

証券化エクスポージャー － 200,871 － 200,871

株式エクスポージャー 1,140,882 － － 1,140,882

標準的手法合計 48,645,214 35,128,441 64,676,045 148,449,700

内部格付手法の下でのエクスポージャー     

公共部門企業 5,680,720 10,828,145 10,031,680 26,540,545

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 60,311,947 12,177,525 6,970,496 79,459,968

法人エクスポージャー 98,518,420 110,044,994 48,666,121 257,229,535

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 86,199,062 97,432,675 36,583,961 220,215,698

　b)法人(企業規模の調整を含む) 12,051,136 12,470,359 8,394,246 32,915,741

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 267,293 140,960 3,491,344 3,899,597

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 929 1,000 196,570 198,499

リテール・エクスポージャー 4,958,438 16,155,948 62,527,321 83,641,707

　a)住宅ローン 494,741 532,131 36,087,592 37,114,464

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポー

ジャー

2,424,678 10,449,650 783,159 13,657,487

　c)割賦金融エクスポージャー 88,600 1,977,784 3,017,298 5,083,682

　d)その他リテール・エクスポージャー 1,950,419 3,196,383 22,639,272 27,786,074

　     

内部格付手法合計 169,469,525 149,206,612 128,195,618 446,871,755

標準的及び内部格付手法合計 218,114,739 184,335,053 192,871,663 595,321,455

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 146/1379



 

表17：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンクの満期分析（続き）

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス １年以内 １年超５年以内 ５年超 合計

2023年12月31日現在     

適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

政府／中央銀行 30,535,803 26,428,304 54,115,977 111,080,084

公共部門企業 435,357 1,543,894 694,807 2,674,058

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 259,788 1,205,110 159,241 1,624,139

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 390,858 139,253 3,413 533,524

法人 8,911,684 7,483,781 3,617,194 20,012,659

規制リテール 956,933 258,689 273,545 1,489,167

住宅ローン 587,035 39,120 500,474 1,126,629

高リスク資産 － － － －

その他資産 962,944 25,018 7,718,966 8,706,928

証券化エクスポージャー － － － －

株式エクスポージャー 1,138,170 － － 1,138,170

標準的手法合計 44,178,572 37,123,169 67,083,617 148,385,358

内部格付手法の下でのエクスポージャー     

公共部門企業 8,230,022 5,455,967 10,540,741 24,226,730

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 54,676,883 10,812,478 4,936,789 70,426,150

法人エクスポージャー 108,427,602 90,450,633 50,539,909 249,418,144

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 94,640,723 79,273,834 39,447,588 213,362,145

　b)法人(企業規模の調整を含む) 13,544,890 10,694,385 7,478,271 31,717,546

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 229,210 481,340 2,888,832 3,599,382

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 12,779 1,074 725,218 739,071

リテール・エクスポージャー 4,421,361 16,097,542 60,718,392 81,237,295

　a)住宅ローン 525,357 540,456 35,397,497 36,463,310

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポー

ジャー

1,968,680 9,797,917 1,392,393 13,158,990

　c)割賦金融エクスポージャー 66,899 2,310,903 1,721,607 4,099,409

　d)その他リテール・エクスポージャー 1,860,425 3,448,266 22,206,895 27,515,586

　     

内部格付手法合計 175,755,868 122,816,620 126,735,831 425,308,319

標準的及び内部格付手法合計 219,934,440 159,939,789 193,819,448 573,693,677
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表18：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・イスラミックの満期分析

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス １年以内 １年超５年以内 ５年超 合計

2024年12月31日現在     

適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

政府／中央銀行 12,997,129 7,059,454 20,556,971 40,613,554

公共部門企業 3,673 29,154 8,692 41,519

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 － － － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 7,128 1,063 － 8,191

法人 351,487 84,952 293,504 729,943

規制リテール 454,240 196,914 1,974,574 2,625,728

住宅ローン 120,072 23,217 407,794 551,083

高リスク資産 － － 36 36

その他資産 33 45 945,193 945,271

株式エクスポージャー － － － －

標準的手法合計 13,933,762 7,394,799 24,186,764 45,515,325

内部格付手法の下でのエクスポージャー     

公共部門企業 6,021,286 9,880,822 9,694,849 25,596,957

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 23,354,465 1,465,824 28,123 24,848,412

法人エクスポージャー 50,139,784 23,967,515 29,579,569 103,686,868

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 36,356,840 18,618,288 12,845,996 67,821,124

　b)法人(企業規模の調整を含む) 13,377,640 4,619,961 14,536,993 32,534,594

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 367,640 729,214 2,196,580 3,293,434

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 37,664 52 － 37,716

リテール・エクスポージャー 5,966,686 26,421,768 188,606,124 220,994,578

　a)住宅ローン 47,283 3,079,323 74,348,543 77,475,149

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポー

ジャー

1,757,213 3,970,955 246,867 5,975,035

　c)割賦金融エクスポージャー 312,440 13,667,138 38,463,005 52,442,583

　d)その他リテール・エクスポージャー 3,849,750 5,704,352 75,547,709 85,101,811

     

内部格付手法合計 85,482,221 61,735,929 227,908,665 375,126,815

標準的及び内部格付手法合計 99,415,983 69,130,728 252,095,429 420,642,140
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表18：信用リスク・エクスポージャーの開示－メイバンク・イスラミックの満期分析（続き）

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス １年以内 １年超５年以内 ５年超 合計

2023年12月31日現在     

適用免除エクスポージャー(標準的手法)     

政府／中央銀行 6,060,358 4,322,112 23,968,334 34,350,804

公共部門企業 9,550 43,068 5,719 58,337

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 － － － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 5,611 706 1,274 7,591

法人 243,903 81,669 324,367 649,939

規制リテール 390,556 307,341 1,110,378 1,808,275

住宅ローン 127,084 24,619 427,755 579,458

高リスク資産 － － 36 36

その他資産 34 46 839,999 840,079

株式エクスポージャー 1,250 － － 1,250

標準的手法合計 6,838,346 4,779,561 26,677,862 38,295,769

内部格付手法の下でのエクスポージャー     

公共部門企業 9,054,695 4,585,120 12,131,510 25,771,325

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 9,315,366 645,858 18,587 9,979,811

法人エクスポージャー 48,755,687 18,249,583 27,389,170 94,394,440

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 37,861,042 13,928,748 14,312,234 66,102,024

　b)法人(企業規模の調整を含む) 10,566,649 4,033,170 10,851,351 25,451,170

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 288,735 287,351 2,187,363 2,763,449

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 39,261 314 38,222 77,797

リテール・エクスポージャー 6,157,546 22,636,012 172,449,843 201,243,401

　a)住宅ローン 63,685 2,412,543 65,052,024 67,528,252

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポー

ジャー 1,919,203 2,915,367 348,333 5,182,903

　c)割賦金融エクスポージャー 341,524 11,398,004 38,369,717 50,109,245

　d)その他リテール・エクスポージャー 3,833,134 5,910,098 68,679,769 78,423,001

     

内部格付手法合計 73,283,294 46,116,573 211,989,110 331,388,977

標準的及び内部格付手法合計 80,121,640 50,896,134 238,666,972 369,684,746

 

減損引当金

マレーシア財務報告基準（MFRS）第９号の減損要件は、ECLモデルに基づいている。ECLモデルは、減価償

却又はその他の包括利益を通じた公正価値（FVOCI）で測定される金融資産、取消不能の貸出／金融コミット

メント及び金融保証契約に適用され、これには、当行グループ及び当行が保有する貸出金及びその他の債権

並びに負債性金融商品が含まれる。ECLモデルは、MFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」に基づく契約

資産及びMFRS第16号「リース」に基づくリース債権にも適用される。

ECLの測定は、以下の複雑性と判断を伴う。

 

１. 当初認識後の信用リスクの著しい増大（以下「SICR」という。）の判定

SICRの評価は、引当金を測定する際の要求事項が12カ月ECLに基づくものと全期間ECLに基づくもののいず

れになるかを定める重要な分岐ポイントとなる。報告日現在の金融資産に発生するデフォルトリスクと、当

初認識日現在における金融資産に発生するデフォルトリスクを比較することにより、当行グループ及び当行

は、SICRを決定する上で、定量的及び定性的な評価を実施している。

当行グループ及び当行は、当初認識後の信用度の変化に基づいて、３段階によるアプローチを適用してい

る。
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３段階

アプローチ

 ステージ１ ステージ２ ステージ３

 正常 悪化 不良

     

ECL

アプローチ

 
12カ月ECL 全期間ECL 全期間ECL

     

基準

 信用リスクの

著しい増大がない

信用リスクが

著しく増大
信用減損した資産

     

受取利息／利益

収益の認識

 
帳簿価額総額 帳簿価額総額 帳簿価額純額

 

２. ECL測定

ECLの測定は主に、デフォルト確率（PD）モデル、デフォルト時損失率（LGD）及びデフォルト時エクス

ポージャー（EAD）の３要素から成る。当行グループ及び当行は、既存のバーゼルⅡモデルを最大限に活用

し、MFRS第９号に準拠したモデルの構築に必要な調整を行ってきたものである。

MFRS第９号では、個別評価と集合的評価を区別しない。従って、当行グループ及び当行は、個別に重要性

が高いと認められる金融資産について、主に個別の取引ベースによる減損の測定を継続し、他の金融資産を

集合的に評価することを決定した。

 

３. 予想残存期間

全期間ECLは、資産の予想残存期間にわたり測定されなければならない。これは最大契約期間を上限とし、

クレジットカード及び当座貸越等の特定のリボルビング金融商品を除き、予想期限前返済、期限延長、コー

ルオプション及び類似オプションを考慮に入れている。これらのリボルビング・ファシリティの予想残存期

間は、一般に傾向に基づく残存期間を参考にしている。

 

４. FVOCI金融投資

FVOCIで測定される金融投資のECLは、財政状態計算書に公正価値で計上されている金融資産の帳簿価額を

減額しない。その代わり、当該資産が償却原価で測定される場合に生じたであろう引当金と同等額が、その

他の包括利益（以下「OCI」という。）において累積的損失額として認識され、同額が純損益に計上される。

OCIにおいて認識される累積的損失額は、当該資産の認識中止時に、純損益に振り替えられる。

 

５. 将来予測的な情報

ECLの測定は、起こり得る様々な結果を評価し、将来の経済状況を考慮することによって決定される、偏り

のない確率加重した信用損失に基づいている。合理的かつ裏付け可能な将来予測的な情報は、当行グループ

及び当行の研究機関であるメイバンク・リサーチ・プライベート・リミテッド（以下「メイバンクIBGリサー

チ」という。）より入手している。メイバンクIBGリサーチによる仮定や分析には、規制当局や政府、外国政

府機関、民間の研究機関等の幅広い情報源から入手した、マクロ経済情報も参考にされる。

該当する場合、当行グループ及び当行は、複数の確率加重平均された将来の予想経済シナリオの影響を考

慮に入れ、ECLの算定に用いられるデフォルト確率（PD）モデル及びデフォルト時損失率（LGD）の信用リス

ク要因に将来予測的な情報による調整を織り込んでいる。

ECLに組み込まれているのは、将来予測的な多様な情報である、以下のような経済情報である。

・　GDP成長率

・　インフレ率
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・　失業率

・　住宅価格指数

・　中央銀行の政策金利

当行グループ及び当行は、ECLを見積もる際、偏りなく、確率加重された範囲で将来の起こり得る結果を反

映するため、以下の３つの代替的なマクロ経済上のシナリオを用いる。

・　基礎シナリオ：当シナリオは現在のマクロ経済状況が継続することを反映したものである。

・　上下の景気変動シナリオ：当シナリオは、基礎シナリオに関連するよう設定され、対象事項の専門家

による現在の経済状況に関する最善の判断に基づく、マクロ経済上の最善及び最悪のケースを反映し

たものである。

 

６. 金融資産の保全として保有する担保の評価

当行グループ及び当行の金融資産に供されている担保に係る評価方針は、融資の取り決めによって決ま

る。

当行グループの減損した貸出金及びその他債権の評価に関する会計方針及び会計見積についてのさらなる

詳細は、下記「第６－１ 財務書類」の2024事業年度財務書類の注記2.3から2.4及び3.4を参照のこと。減

損／引当金の調整についての開示情報は、FVOCI金融投資については下記「第６－１ 財務書類」の2024事業

年度財務書類の注記10、償却減価で測定する金融投資については同注記11、貸出金及びその他債権について

は同注記12にも記載されている。かかる信用減損方針は、当行グループに適用される。

表19(a)から19(f)には、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞれ減損した貸出金及び

その他債権の詳細が記載されている。支払遅延日数（以下「dpd」という。）又は滞納月数（以下「MIA」と

いう。）は、契約条件に基づいた支払期日が到来している元本又は利息のうち、その一部又はすべてを契約

日より後に受領する返済を指す。dpd又はMIAの決定には、与えられた猶予期間は含まれない。カウンター

パーティは、その将来のキャッシュ・フローの見積りに悪影響を及ぼす事象が１つ以上発生した場合、「減

損した」に分類される。
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表19(a)：メイバンク・グループの減損した及び延滞した貸出金及びその他債権並びに引当金の産業別内訳

(単位：千マレーシア・リンギット）

 

減損した
貸出金及び
その他債権 延滞貸出金

特定引当金
(注2)

一般引当金
(注1)

特定引当金
繰入／戻入

特定引当金
償却

2024年12月31日現在       

農業 81,050 69,561 25,320 75,191 (16,628) (8,196)

鉱業及び採石業 170,304 5,827 971,477 64,431 (32,294) (9,286)

製造業 1,137,404 873,239 782,193 447,785 532,944 (140,404)

建設業 1,599,336 1,144,905 895,752 653,055 325,679 (340,173)

電気、ガス及び水道業 16,519 676,378 6,055 554,415 2,431 (5,330)

卸売業、小売業、飲食業及び宿泊業 1,935,698 1,688,847 900,726 882,330 366,659 (433,158)

金融、保険、不動産及び事業 1,100,821 2,031,963 624,817 951,956 593,592 (893,329)

運輸、倉庫及び通信業 295,910 405,628 134,406 261,332 39,097 (37,403)

教育、健康及びその他 198,337 324,950 76,166 150,781 41,102 (32,421)

家計 1,717,992 11,309,467 647,632 1,414,779 354,923 (492,327)

その他 72,388 185,637 29,937 16,565 46,279 (90,708)

合計 8,325,759 18,716,402 5,094,481 5,472,620 2,253,784 (2,482,735)

       

2023年12月31日現在       

農業 95,830 33,181 49,571 13,732 (646,166) (469,463)

鉱業及び採石業 114,071 6,521 114,141 73,174 (221,518) (1,158)

製造業 644,409* 962,427 392,519 411,809 (8,403) (114,062)

建設業 1,617,287 2,044,166 1,176,151 501,794 391,439 (75,294)

電気、ガス及び水道業 17,367 535,314 9,632 266,417 (46,624) (101,072)

卸売業、小売業、飲食業及び宿泊業 1,782,148 1,532,091 1,014,724 777,317 421,404 (225,319)

金融、保険、不動産及び事業 1,742,902 1,492,610 1,586,125 989,817 704,986 (236,682)

運輸、倉庫及び通信業 283,505 233,079 131,222 239,954 47,929 (34,560)

教育、健康及びその他 147,242 341,370 45,723 213,313 49,549 (1,410,377)

家計 2,081,702 10,327,209 688,000 1,902,074 538,211 (422,905)

その他 73,962 13,414 38,943 105,036 1,043,565 (1,078,800)

合計 8,600,425 17,521,382 5,246,751 5,494,437 2,274,372 (4,169,692)

* 修正再表示

注記：

1　　一般引当金は、MFRS第９号に定義される12カ月及び全期間ECLモデル（これらの規定は、一般にステージ１及びス

テージ２の規定として知られる。）と同額で測定された損失引当金をいう。

2　　特定引当金は、MFRS第９号に定義される信用減損したエクスポージャーに対する全期間ECLモデルと同額で測定され

た損失引当金をいう。これらの規定は一般にステージ３の規定として知られる。
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表19(b)：メイバンクの減損した及び延滞した貸出金及びその他債権並びに引当金の産業別内訳

(単位：千マレーシア・リンギット）

 

減損した
貸出金及び
その他債権 延滞貸出金

特定引当金
(注2)

一般引当金
(注1)

特定引当金
繰入／戻入

特定引当金
償却

2024年12月31日現在       

農業 16,141 5,520 4,003 19,520 (28,041) (4,006)

鉱業及び採石業 2,918,396 2,044 2,257,964 31,135 97,258 (1,288)

製造業 390,836 49,431 354,491 93,159 279,256 (64,670)

建設業 752,571 130,898 312,977 313,867 35,220 (63,897)

電気、ガス及び水道業 2,105 493,825 292 273,816 630 (1,534)

卸売業、小売業、飲食業及び宿泊業 453,034 176,617 224,515 199,855 12,254 (221,930)

金融、保険、不動産及び事業 533,911 908,845 255,599 576,544 264,980 (784,172)

運輸、倉庫及び通信業 108,711 31,720 67,102 29,609 3,634 (4,759)

教育、健康及びその他 18,636 36,196 7,694 56,011 8,496 (10,225)

家計 424,255 2,329,275 180,950 428,295 70,491 (168,276)

その他 864 654 723 5,181 6,612 (61,134)

合計 5,619,460 4,165,025 3,666,310 2,026,992 750,790 (1,385,891)

       

2023年12月31日現在       

農業 55,045 8,735 37,273 12,761 (313,630) (1,981)

鉱業及び採石業 3,020,533 1,496 1,382,956 44,438 (251,192) (24)

製造業 168,402 138,000 142,993 184,044 26,906 (76,809)

建設業 601,503 171,678 532,513 285,770 (71,622) (49,372)

電気、ガス及び水道業 1,626 358,543 624 123,112 (46,771) (101,047)

卸売業、小売業、飲食業及び宿泊業 700,345 157,559 567,807 210,629 226,547 (34,088)

金融、保険、不動産及び事業 1,319,723 690,013 1,254,272 716,681 429,751 (296,481)

運輸、倉庫及び通信業 116,492 37,587 70,001 43,430 12,631 (4,017)

教育、健康及びその他 25,947 16,367 8,188 74,402 27,649 (1,403,835)

家計 407,529 2,130,519 205,438 581,573 135,543 (171,611)

その他 30,300 477 29,139 3,425 704,782 (725,584)

合計 6,447,445 3,710,974 4,231,204 2,280,265 880,594 (2,864,849)

注記：

1　　一般引当金は、MFRS第９号に定義される12カ月及び全期間ECLモデル（これらの規定は、一般にステージ１及びス

テージ２の規定として知られる。）と同額で測定された損失引当金をいう。

2　　特定引当金は、MFRS第９号に定義される信用減損したエクスポージャーに対する全期間ECLモデルと同額で測定され

た損失引当金をいう。これらの規定は一般にステージ３の規定として知られる。
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表19(c)：メイバンク・イスラミックの減損した及び延滞した貸出金及びその他債権並びに引当金の産業別内

訳

(単位：千マレーシア・リンギット)

 

減損した
貸出金及び
その他債権 延滞貸出金

特定引当金
(注2)

一般引当金
(注1)

特定引当金
繰入／戻入

特定引当金
償却

2024年12月31日現在       

農業 53,339 61,235 17,918 44,960 12,101 (3,773)

鉱業及び採石業 11,343 2,547 4,294 24,471 5,044 (5,181)

製造業 149,373 82,145 66,141 218,707 48,461 (51,621)

建設業 361,732 117,132 296,069 238,621 235,108 (232,574)

電気、ガス及び水道業 12,033 4,163 4,857 139,127 1,346 (3,796)

卸売業、小売業、飲食業及び宿泊業 705,555 431,834 250,222 435,319 210,280 (137,416)

金融、保険、不動産及び事業 590,970 584,926 309,852 308,804 160,166 (73,683)

運輸、倉庫及び通信業 108,297 110,337 29,534 163,883 24,354 (22,707)

教育、健康及びその他 69,226 41,177 22,472 45,573 12,121 (8,349)

家計 801,116 7,592,711 304,579 695,758 133,976 (174,721)

その他 174 － 45 370 28,717 (29,199)

合計 2,863,159 9,028,207 1,305,983 2,315,593 871,674 (743,020)

       

2023年12月31日現在       

農業 25,909 19,313 7,614 20,991 (322,419) (466,960)

鉱業及び採石業 13,490 3,758 4,669 26,220 1,109 (1,134)

製造業 135,291 92,535 63,299 89,254 2,923 (5,476)

建設業 473,610 140,831 347,407 69,732 241,934 (11,382)

電気、ガス及び水道業 12,066 3,295 7,217 83,521 147 (23)

卸売業、小売業、飲食業及び宿泊業 437,808 410,266 153,200 178,302 133,451 (41,706)

金融、保険、不動産及び事業 226,237 290,309 213,646 149,267 155,417 (12,886)

運輸、倉庫及び通信業 80,949 91,143 22,714 137,323 21,116 (28,516)

教育、健康及びその他 49,161 39,758 17,070 49,351 8,710 (3,119)

家計 995,775 6,694,154 264,783 1,094,370 237,316 (139,974)

その他 1 － 434 94,152 337,899 (348,869)

合計 2,450,297 7,785,362 1,102,053 1,992,483 817,603 (1,060,045)

注記：

1　　一般引当金は、MFRS第９号に定義される12カ月及び全期間ECLモデル（これらの規定は、一般にステージ１及びス

テージ２の規定として知られる。）と同額で測定された損失引当金をいう。

2　　特定引当金は、MFRS第９号に定義される信用減損したエクスポージャーに対する全期間ECLモデルと同額で測定され

た損失引当金をいう。これらの規定は一般にステージ３の規定として知られる。
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表19(d)：メイバンク・グループの減損した及び延滞した貸出金及びその他債権並びに引当金の地域別内訳

(単位：千マレーシア・リンギット)

 

減損した
貸出金及び
その他債権 延滞貸出金

特定引当金
(注2)

一般引当金
(注1)

特定引当金
繰入／戻入

特定引当金
償却

2024年12月31日現在       

マレーシア 4,674,768 12,056,833 3,115,934 3,642,623 1,268,408 (1,513,661)

シンガポール 740,179 5,016,534 394,119 1,048,030 155,807 (537,741)

インドネシア 1,419,763 1,302,621 731,411 532,993 468,819 (262,568)

その他海外部門 1,491,049 340,414 853,017 248,974 360,750 (168,765)

合計 8,325,759 18,716,402 5,094,481 5,472,620 2,253,784 (2,482,735)

       

2023年12月31日現在       

マレーシア 4,708,598 10,306,741 3,162,075 3,425,215 1,434,744 (2,193,217)

シンガポール 1,342,265 4,628,718 829,499 1,326,398 241,318 (223,203)

インドネシア 1,376,549 2,295,394 575,735 491,816 311,304 (273,424)

その他海外部門 1,173,013 290,529 679,442 251,008 287,006 (1,479,848)

合計 8,600,425 17,521,382 5,246,751 5,494,437 2,274,372 (4,169,692)

注記：

1　　一般引当金は、MFRS第９号に定義される12カ月及び全期間ECLモデル（これらの規定は、一般にステージ１及びス

テージ２の規定として知られる。）と同額で測定された損失引当金をいう。

2　　特定引当金は、MFRS第９号に定義される信用減損したエクスポージャーに対する全期間ECLモデルと同額で測定され

た損失引当金をいう。これらの規定は一般にステージ３の規定として知られる。

 

表19(e)：メイバンクの減損した及び延滞した貸出金及びその他債権並びに引当金の地域別内訳

(単位：千マレーシア・リンギット)

 

減損した
貸出金及び
その他債権 延滞貸出金

特定引当金
(注2)

一般引当金
(注1)

特定引当金
繰入／戻入

特定引当金
償却

2024年12月31日現在       

マレーシア 4,722,034 3,026,244 3,094,568 1,412,219 533,795 (869,525)

シンガポール 37,157 1,065,245 37,157 466,922 (52,970) (381,026)

その他海外部門 860,269 73,536 534,585 147,851 269,965 (135,340)

合計 5,619,460 4,165,025 3,666,310 2,026,992 750,790 (1,385,891)

       

2023年12月31日現在       

マレーシア 5,172,202 2,521,378 3,327,777 1,527,312 589,117 (1,298,207)

シンガポール 603,677 1,181,974 496,737 612,098 33,803 (101,043)

その他海外部門 671,566 7,622 406,690 140,855 257,674 (1,465,599)

合計 6,447,445 3,710,974 4,231,204 2,280,265 880,594 (2,864,849)

注記：

1　　一般引当金は、MFRS第９号に定義される12カ月及び全期間ECLモデル（これらの規定は、一般にステージ１及びス

テージ２の規定として知られる。）と同額で測定された損失引当金をいう。

2　　特定引当金は、MFRS第９号に定義される信用減損したエクスポージャーに対する全期間ECLモデルと同額で測定され

た損失引当金をいう。これらの規定は一般にステージ３の規定として知られる。
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表19(f)：メイバンク・イスラミックの減損した及び延滞した貸出金及びその他債権並びに引当金の地域別内

訳

(単位：千マレーシア・リンギット)

 

減損した
貸出金及び
その他債権 延滞貸出金

特定引当金
(注2)

一般引当金
(注1)

特定引当金
繰入／戻入

特定引当金償
却

2024年12月31日現在       

マレーシア 2,863,159 9,028,207 1,305,983 2,315,593 871,674 (743,020)

合計 2,863,159 9,028,207 1,305,983 2,315,593 871,674 (743,020)

       

2023年12月31日現在       

マレーシア 2,450,297 7,785,362 1,102,053 1,992,483 817,603 (1,060,045)

合計 2,450,297 7,785,362 1,102,053 1,992,483 817,603 (1,060,045)

注記：

1　　一般引当金は、MFRS第９号に定義される12カ月及び全期間ECLモデル（これらの規定は、一般にステージ１及びス

テージ２の規定として知られる。）と同額で測定された損失引当金をいう。

2　　特定引当金は、MFRS第９号に定義される信用減損したエクスポージャーに対する全期間ECLモデルと同額で測定され

た損失引当金をいう。これらの規定は一般にステージ３の規定として知られる。

 

バーゼルⅡ規制

当行グループは、大部分の信用リスク・エクスポージャーの評価に内部信用モデルを使用することにつ

き、マレーシア中央銀行の承認を得ている。企業ポートフォリオ及び銀行ポートフォリオのリスクアセット

の計算については、当行グループは独自の内部のデフォルト確率の見積りに依拠し、監督当局によるデフォ

ルト時損失率及びデフォルト時エクスポージャーの見積りを適用する基礎的内部格付手法を採用する一方、

リテール・ポートフォリオ及びリテール中小企業ポートフォリオについては、デフォルト確率、デフォルト

時損失率及びデフォルト時エクスポージャーを内部の見積りに依拠する先進的内部格付手法を採用してい

る。

バーゼルⅡの自己資本比率規制に沿って、長期間の、景気循環に左右されない見積りを表すため、パラ

メーターは景気循環の全期間にわたって、以下の通り調整される。

 

・　デフォルト確率（PD）

デフォルト確率は、借入人が今後12カ月以内にデフォルトに陥る確率を表す。初期段階の見積りは、

ポートフォリオの近年のデータの観測デフォルト率に基づいている。1997年の深刻なアジア通貨危機を

含む経済危機の期間を包含する平均長期デフォルト実績が、バーゼル規制に基づく予想デフォルト確率

の中心的傾向の修正を通じて反映される。

 

・　デフォルト時損失率（LGD）

デフォルト時損失率は、借入人がデフォルトに陥った場合に当行グループが被る可能性がある経済的

損失を測定する。デフォルト時損失率については、特に、デフォルト後の展開、治癒可能性、債務整理

に関連する直接的及び間接的費用、借入人からの回収並びに担保物の処分が考慮される。バーゼルⅡの

目的において、デフォルト時損失率は経済危機の期間中の損失実績を反映して調整され、これによりほ

とんどのポートフォリオについて、経済危機の期間中の見積り損失は通常経済の期間中よりも高くなる

ものと予測される。経済危機の期間のデフォルト時損失率は、景気後退期デフォルト時損失率と称さ

れ、リスクアセットの計算において入力データとして使用される。

 

・　デフォルト時エクスポージャー（EAD）
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デフォルト時エクスポージャーはファシリティのリスク、つまり借入人がデフォルトに陥った場合に

おいて予想されるファシリティの総エクスポージャーに関するものである。「デフォルト進行度」は、

財務的に問題のある借入人がデフォルトに陥るまでの間に追加的な引出しを行うことにより生じる、エ

クスポージャーの予想増加額を表すクレジット換算係数により把握される。

経済危機の期間における内部実績がデフォルト時エクスポージャーの見積りに考慮され、景気後退期

と平常時のデフォルト時エクスポージャーに重大な乖離がある場合は、景気後退期デフォルト時エクス

ポージャーがリスクアセットの計算に使用される。

 

内部格付手法の適用

当行グループの内部格付モデルの開発及び実施以来、以下の分野において内部格付が使用されている。

 

・　与信の承認

借入申込みに対する承認基準は借入人に対する内部格付及び要求されたエクスポージャー量に基づき

決定される。

 

・　方針

審査方針のもと、リスク水準の高い借入人には、厳密な監視及び追跡調査を可能にするため、追加的

に半年毎の審査を受けさせる。

 

・　報告

リスク格付ポートフォリオの分布並びに産業分野の見通し及び産業分野内における借入人のリスク特

性の対比に関する定期的な報告書を、当行グループが作成し監視する。

 

・　資本管理

当行グループは、リスクに基づく資本管理のためのICAAPのプログラムを備えており、意思決定及び予

算策定プロセスのために規制上の資本費用を使用している。

 

・　リスク統制

内部格付は、メイバンク・グループ・セクター別方針に基づく当行グループのエクスポージャー制

限、与信検討委員会の審査のための制限基準、セクター別制限方針、与信審査のためのサンプリング法

及び方針違反に係る方針の設定等、様々なリスク統制活動に使用されている。

 

・　価格決定

内部格付はクレジット・ファシリティの取引条件の基礎として使用されている。

 

リテール以外のポートフォリオ

リテール以外のエクスポージャーには、企業、商業、小企業、不動産、ノンバンク金融機関(NBFIs)及び特

別目的事業体が含まれる。一方で、銀行のエクスポージャーには、開発金融機関を除く商業銀行、投資銀

行、貯蓄銀行及び協同組合銀行の各ポートフォリオが含まれる。

当行グループが採用する一般的な手法は以下の３種類に分類される。

 

・　デフォルト実績手法（「良／不良」分析）
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当該手法は、当行グループが十分なデフォルトに関するデータを有している場合に採用される。当該

手法の下では、現存するエクスポージャーのデフォルトの可能性を決定するために統計的方法が使用さ

れる。当該手法を使用して、当行グループの信用リスク格付システム（以下「CRRS」という。）のモデ

ルに基づくスコアカードが開発された。

 

・　シャドー・レーティング手法

当該手法は、通常、デフォルトに関するデータがほとんど又は全く存在しない場合に採用され、「デ

フォルトの可能性が低いポートフォリオ」の分類としても知られている。当該方法論の目的は、外部格

付機関により付与されたリスクランキングを再現することである。当該手法を使用して、当行グループ

の銀行リスク格付スコアカードが開発された。

 

・　専門家判断手法

持株会社及び特定貸付債権等の一定のエクスポージャーに関するデフォルト実績は、当行グループが

健全な統計モデルを展開するために必要な分析を実施するためには不十分である。このため、専門家判

断手法と称されるもう１つの手法がスコアカードを開発するために選択される。当該手法の下では、定

性的要因、定量的要因及び加重要因は、当行グループの与信専門家により判断される。

 

信用リスクのモデル及びツール

CRRS

CRRSの構成要素である借入人リスク格付は、今後12カ月間に借入人がデフォルトに陥る可能性の見積りを

提示する、借入人固有の格付要素である。借入人リスク格付は借入人のリスクを見積るものであり、提供さ

れたファシリティ及び担保からはその種類、性質共に独立している。

参考のために、各等級は下表が示す通り、スタンダード＆プアーズ（以下「S&P」という。）等の外部機関

による格付と対比することができ、下記表20は、企業借入人に関する内部格付の等級並びにS&P及びレーティ

ング・エージェンシー・オブ・マレーシア（以下「RAM」という。）による格付等級の対比を表している。

 

表20：格付の等級

リスク分類 格付等級
S&Pによる
同等格付 RAMによる同等格付

非常に低い 1 － 5 AAA － BBB+ AAA － AA1

低い 6 － 10 BBB+ － BB+ AA1 － A3

中程度 11 － 15 BB+ － B+ A3 － BB1

高い 16 － 21 B+ － C BB1 － C

 

国際的なリスク格付スコアカード

国際的なリスク格付スコアカードは、マレーシア、シンガポール及びインドネシア以外の国で設立されて

いる当行グループの支店及び子会社の企業借入人及び商業借入人の格付に使用される。

 

銀行リスク格付スコアカード

当行グループは、カウンターパーティ銀行のリスクを格付するために銀行リスク格付スコアカードを開発

した。当行グループの銀行ポートフォリオはデフォルトの可能性が低い分類に該当するため、対象銀行の社

債に対するシャドー・レーティング手法がスコアカードの開発に使用されている。グローバル・マスタース

ケールと称される異なる主要基準が、銀行リスク格付スコアカードから生じるデフォルト確率を表示するた

めに使用される。銀行リスク格付スコアカードの主要基準には、全部で17の評価等級が存在し、等級１が最
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高評価、等級17が最低評価の等級を示している。デフォルトに陥った借入人には等級18が適用される。銀行

リスク格付スコアカードのグローバル・マスタースケール並びにS&P及びRAMによる格付の対比は下記表21の

通りである。

 

表21：銀行リスク格付スコアカードのグローバル・マスタースケール
格付等級 S&Pによる同等格付 RAMによる同等格付

1 － 4 AAA － AA- AAA

5 － 8 A+ － BBB+ AAA － AA

9 － 12 BBB － BB AA － BBB

13 － 17 BB- － CCC BBB － C

 

表22から表24は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞれのリテール以外のポート

フォリオに関するデフォルト確率の変動幅毎のエクスポージャーを表している。
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表22：メイバンク・グループのリテール以外におけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクス

ポージャーの開示

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2024年12月31日現在      

リ テ ー ル 以 外 の エ ク ス ポ ー

ジャー      

　銀行      

　　0.0000－0.0470 6,597,249 42.42 10.02 － 660,987

　　0.0470－0.1460 31,856,837 44.31 17.54 1,083,284 5,589,096

　　0.1460－0.9280 5,928,037 37.94 38.54 236,044 2,284,404

　　0.9280－100 1,679,573 44.41 114.53 10 1,923,673

　　100 － － － － －

　銀行エクスポージャー合計 46,061,696   1,319,338 10,458,160

　公共部門企業      

　　0.0000－0.1200 18,193,089 44.98 1.60 542,939 290,496

　　0.1200－0.6440 6,106,299 36.37 1.71 2,103,430 104,335

　　0.6440－3.4650 6,159,648 45.00 1.28 11,884 78,689

　　3.4650－100 454 45.00 237.33 4,012 1,077

　　100 － － － － －

　公共部門企業合計 30,459,490   2,662,265 474,597

　法人(特定貸付債権及び企業規

模の調整を除く)      

　　0.0000－0.1200 48,425,697 44.05 19.26 21,199,789 9,327,366

　　0.1200－0.6440 141,631,071 43.16 52.23 59,700,105 73,972,581

　　0.6440－3.4650 74,150,003 41.72 84.84 26,806,491 62,909,984

　　3.4650－100 6,138,869 39.16 138.02 2,663,385 8,472,577

　　100 7,652,086 43.55 － 129,018 －

　法人合計(特定貸付債権及び企

業規模の調整を除く) 277,997,726   110,498,788 154,682,508

　法人(企業規模の調整を含む)      

　　0.0000－0.1200 1,983,628 40.61 24.74 1,443,831 490,694

　　0.1200－0.6440 27,192,355 38.87 46.02 8,385,141 12,515,100

　　0.6440－3.4650 39,580,792 39.55 74.05 12,815,668 29,308,287

　　3.4650－100 7,094,662 38.20 112.30 1,891,956 7,967,099

　　100 1,021,244 40.57 － 26,729 －

　法人合計(企業規模の調整を

含む) 76,872,681   24,563,325 50,281,180

　特定貸付債権(自己デフォルト

確率手法)      

　　0.0000－0.1200 － － － － －

　　0.1200－0.6440 2,365,139 44.90 77.00 195,481 1,821,230

　　0.6440－3.4650 4,101,046 44.79 110.23 202,371 4,520,751

　　3.4650－100 501,893 44.99 242.51 22 1,217,129

　　100 － － － － －

　特定貸付債権合計(自己デフォ

ルト確率手法) 6,968,078   397,874 7,559,110

リテール以外のエクスポージャー      

合計 438,359,671   139,441,590 223,455,555
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表22：メイバンク・グループのリテール以外におけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクス

ポージャーの開示（続き）

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2023年12月31日現在      

リ テ ー ル 以 外 の エ ク ス ポ ー

ジャー      

　銀行      

　　0.0000－0.0470 6,697,468 43.54 10.46 50 700,790

　　0.0470－0.1460 31,439,584 44.26 19.82 760,545 6,230,854

　　0.1460－0.9280 2,906,609 37.00 42.84 158,900 1,245,108

　　0.9280－100 2,283,222 45.00 117.70 － 2,687,420

　　100 － － － － －

　銀行エクスポージャー合計 43,326,883   919,495 10,864,172

　公共部門企業      

　　0.0000－0.1200 19,133,778 44.98 1.68 552,208 321,690

　　0.1200－0.6440 6,256,332 36.69 2.00 2,164,001 124,895

　　0.6440－3.4650 4,505,864 44.99 4.45 91,847 200,374

　　3.4650－100 771 45.00 195.05 553 1,504

　　100 － － － － －

　公共部門企業合計 29,896,745   2,808,609 648,463

　法人(特定貸付債権及び企業規

模の調整を除く)      

　　0.0000－0.1200 44,407,697 44.37 18.97 15,409,834* 8,424,989

　　0.1200－0.6440 140,196,090 43.15 49.46 58,470,629* 69,343,943

　　0.6440－3.4650 72,932,312 42.57 86.05 24,059,285* 62,756,691

　　3.4650－100 9,393,430 38.69 142.07 2,736,976* 13,345,480

　　100 7,588,901 42.97 － 269,752* －

　法人合計(特定貸付債権及び企

業規模の調整を除く) 274,518,430   100,946,476* 153,871,103

　法人(企業規模の調整を含む)      

　　0.0000－0.1200 1,671,462 41.82 25.79 975,662 431,029

　　0.1200－0.6440 20,594,140 39.85 46.19 7,291,362 9,513,101

　　0.6440－3.4650 38,674,357 38.65 71.50 11,324,754 27,651,209

　　3.4650－100 7,840,881 37.77 109.97 1,939,855 8,622,600

　　100 644,691 40.04 － 31,515 －

　法人合計(企業規模の調整を

含む) 69,425,531   21,563,148 46,217,939

　特定貸付債権(自己デフォルト

確率手法)      

　　0.0000－0.1200 － － － － －

　　0.1200－0.6440 3,051,181 44.90 73.01 109,061 2,227,613

　　0.6440－3.4650 3,170,255 44.90 112.09 110,807 3,553,596

　　3.4650－100 1,370 45.00 206.52 190 2,830

　　100 － － － － －

　特定貸付債権合計(自己デフォ

ルト確率手法) 6,222,806   220,058 5,784,039

リテール以外のエクスポージャー      

合計 423,390,395   126,457,786* 217,385,716

* 修正再表示
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表22(a)：スロッティング・クライテリアに基づく特定貸付債権エクスポージャー

メイバンク・グループ

(単位：千マレーシア・リンギット)

2024年12月31日現在

監督カテゴリー／リスク・ウェイト 優 良 可 弱い デフォルト 合計

特定貸付債権エクスポージャー       

プロジェクト・ファイナンス － 198,490 35,607 55 2,062 236,214

オブジェクト・ファイナンス － － － － － －

コモディティ・ファイナンス － － － － － －

収益不動産       

リスクアセット － 138,943 40,948 138 － 180,029

 

(単位：千マレーシア・リンギット)

2023年12月31日現在

監督カテゴリー／リスク・ウェイト 優 良 可 弱い デフォルト 合計

特定貸付債権エクスポージャー       

プロジェクト・ファイナンス* 11,114 583,308 37,265 87 185,095 816,868

オブジェクト・ファイナンス － － － － － －

コモディティ・ファイナンス － － － － － －

収益不動産       

リスクアセット 5,557 471,795 42,854 218 － 520,424

* 修正再表示
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表23：メイバンクのリテール以外におけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクスポージャーの

開示

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2024年12月31日現在      

リ テ ー ル 以 外 の エ ク ス ポ ー

ジャー      

　銀行      

　　0.0000－0.0470 5,836,838 43.41 10.72 － 625,630

　　0.0470－0.1460 64,713,308 44.67 20.76 － 13,437,289

　　0.1460－0.9280 6,998,272 43.90 38.15 － 2,669,839

　　0.9280－100 1,911,550 45.00 123.96 － 2,369,523

　　100 － － － － －

　銀行エクスポージャー合計 79,459,968   － 19,102,281

　公共部門企業      

　　0.0000－0.1200 15,425,865 45.00 1.72 274 264,729

　　0.1200－0.6440 6,022,367 36.25 0.88 1,985,244 53,159

　　0.6440－3.4650 5,092,264 45.00 0.52 8,063 26,502

　　3.4650－100 49 45.00 210.45 256 103

　　100 － － － － －

　公共部門企業合計 26,540,545   1,993,837 344,493

　法人(特定貸付債権及び企業規

模の調整を除く)      

　　0.0000－0.1200 43,068,328 44.23 19.61 19,224,468 8,444,428

　　0.1200－0.6440 117,851,573 43.00 51.98 47,828,398 61,259,594

　　0.6440－3.4650 50,842,858 41.47 82.34 20,815,089 41,865,012

　　3.4650－100 2,786,557 38.24 128.68 1,744,859 3,585,732

　　100 5,666,382 43.91 － 14,305 －

　法人合計(特定貸付債権及び企

業規模の調整を除く) 220,215,698   89,627,119 115,154,766

　法人(企業規模の調整を含む)      

　　0.0000－0.1200 834,769 40.50 22.65 751,107 189,100

　　0.1200－0.6440 14,759,605 39.64 45.21 4,032,138 6,673,007

　　0.6440－3.4650 15,321,880 39.03 69.66 5,475,912 10,673,208

　　3.4650－100 1,628,594 35.86 108.74 604,710 1,770,862

　　100 370,893 38.98 － 5,598 －

　法人合計(企業規模の調整を

含む) 32,915,741   10,869,465 19,306,177

　特定貸付債権(自己デフォルト

確率手法)      

　　0.0000－0.1200 － － － 189,553 －

　　0.1200－0.6440 2,340,460 44.93 77.27 55,198 1,808,576

　　0.6440－3.4650 1,558,292 44.43 114.58 12 1,785,517

　　3.4650－100 845 45.00 226.09 － 1,910

　　100 － － － － －

　特定貸付債権合計(自己デフォ

ルト確率手法) 3,899,597   244,763 3,596,003

リテール以外のエクスポージャー      

合計 363,031,549   102,735,184 157,503,720
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表23：メイバンクのリテール以外におけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクスポージャーの

開示（続き）

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2023年12月31日現在      

リ テ ー ル 以 外 の エ ク ス ポ ー

ジャー      

　銀行      

　　0.0000－0.0470 6,040,969 43.38 11.01 50.00 665,150

　　0.0470－0.1460 58,666,143 44.62 22.73 620,060 13,335,065

　　0.1460－0.9280 3,423,496 44.48 36.00 193.00 1,232,312

　　0.9280－100 2,295,542 45.00 119.06 3,204 2,733,134

　　100 － － － － －

　銀行エクスポージャー合計 70,426,150   623,507 17,965,661

　公共部門企業      

　　0.0000－0.1200 14,693,317 45.00 2.07 310 303,962

　　0.1200－0.6440 6,128,947 36.51 1.17 2,049,034 71,989

　　0.6440－3.4650 3,404,183 45.00 0.70 4,417 23,901

　　3.4650－100 283 45.00 225.05 553 637

　　100 － － － － －

　公共部門企業合計 24,226,730   2,054,314 400,489

　法人(特定貸付債権及び企業規

模の調整を除く)      

　　0.0000－0.1200 36,714,301 44.30 19.22 13,859,187 7,055,234

　　0.1200－0.6440 116,721,183 43.11 49.31 47,051,816 57,555,401

　　0.6440－3.4650 48,611,616 42.50 85.44 16,085,846 41,532,185

　　3.4650－100 5,353,814 40.88 146.34 1,359,894 7,834,555

　　100 5,961,231 43.34 － 177,487 －

　法人合計(特定貸付債権及び企

業規模の調整を除く) 213,362,145   78,534,230 113,977,375

　法人(企業規模の調整を含む)      

　　0.0000－0.1200 1,070,709 42.50 26.52 434,957 283,946

　　0.1200－0.6440 11,012,538 40.49 45.86 3,606,923 5,049,817

　　0.6440－3.4650 16,666,365 37.79 69.27 5,095,218 11,545,330

　　3.4650－100 2,709,328 35.24 105.22 774,027 2,850,832

　　100 258,606 39.68 － 11,918 －

　法人合計(企業規模の調整を

含む) 31,717,546   9,923,043 19,729,925

　特定貸付債権(自己デフォルト

確率手法)      

　　0.0000－0.1200 － － － － －

　　0.1200－0.6440 2,418,405 44.94 78.11 104,631 1,889,103

　　0.6440－3.4650 1,180,213 44.73 106.15 100,063 1,252,783

　　3.4650－100 764 45.00 210.28 190 1,606

　　100 － － － － －

　特定貸付債権合計(自己デフォ

ルト確率手法) 3,599,382   204,884 3,143,492

リテール以外のエクスポージャー      

合計 343,331,953   91,339,978 155,216,942
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表23(a)：スロッティング・クライテリアに基づく特定貸付債権エクスポージャー

メイバンク

(単位：千マレーシア・リンギット)

2024年12月31日現在

監督カテゴリー／リスク・ウェイト 優 良 可 弱い デフォルト 合計

特定貸付債権エクスポージャー       

プロジェクト・ファイナンス － 198,491 0 0 8 198,499

オブジェクト・ファイナンス － － － － － －

コモディティ・ファイナンス － － － － － －

収益不動産 － － － － － －

リスクアセット － 138,944 0 0 － 138,944

 

(単位：千マレーシア・リンギット)

2023年12月31日現在

監督カテゴリー／リスク・ウェイト 優 良 可 弱い デフォルト 合計

特定貸付債権エクスポージャー       

プロジェクト・ファイナンス* 10,995 545,086 3 － 182,987 739,071

オブジェクト・ファイナンス － － － － － －

コモディティ・ファイナンス － － － － － －

収益不動産 － － － － － －

リスクアセット 5,497 445,040 4 － － 450,541

* 修正再表示
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表24：メイバンク・イスラミックのリテール以外におけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エク

スポージャーの開示

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2024年12月31日現在      

リテール以外のエクスポージャー      

　銀行      

　　0.0000－0.0470 － － － － －

　　0.0470－0.1460 24,647,800 45.00 16.80 103,180 4,140,242

　　0.1460－0.9280 200,612 0.14 0.10 － 202

　　0.9280－100 － － － － －

　　100 － － － － －

　銀行エクスポージャー合計 24,848,412   103,180 4,140,444

　公共部門企業      

　　0.0000－0.1200 14,646,183 44.98 1.43 542,665 209,209

　　0.1200－0.6440 5,579,517 35.58 1.17 2,101,051 65,357

　　0.6440－3.4650 5,370,852 45.00 1.01 3,821 54,355

　　3.4650－100 405 45.00 240.56 3,756 975

　　100 － － － － －

　公共部門企業合計 25,596,957   2,651,293 329,896

　法人(特定貸付債権及び企業規

模の調整を除く)      

　　0.0000－0.1200 18,073,721 44.92 18.06 9,791,296 3,263,544

　　0.1200－0.6440 24,361,443 44.05 55.99 7,696,707 13,638,773

　　0.6440－3.4650 19,353,844 42.87 86.46 3,492,713 16,733,046

　　3.4650－100 701,068 38.65 142.20 95,567 996,915

　　100 5,331,048 44.62 － 89,930 －

　法人合計(特定貸付債権及び企

業規模の調整を除く) 67,821,124   21,166,213 34,632,278

　法人(企業規模の調整を含む)      

　　0.0000－0.1200 1,080,528 40.78 26.82 457,592 289,780

　　0.1200－0.6440 11,428,226 38.12 46.85 3,456,817 5,354,031

　　0.6440－3.4650 17,101,342 39.59 75.15 4,694,685 12,852,127

　　3.4650－100 2,480,222 38.19 105.85 398,435 2,625,216

　　100 444,276 41.57 － 1,285 －

　法人合計(企業規模の調整を

含む) 32,534,594   9,008,814 21,121,154

　特定貸付債権(自己デフォルト

確率手法)      

　　0.0000－0.1200 － － － － －

　　0.1200－0.6440 99,680 44.13 67.13 105,928 66,920

　　0.6440－3.4650 2,692,706 45.00 107.58 147,173 2,896,833

　　3.4650－100 501,048 44.99 242.54 10 1,215,219

　　100 － － － － －

　特定貸付債権合計(自己デフォ

ルト確率手法) 3,293,434   253,111 4,178,972

リテール以外のエクスポージャー      

合計 154,094,521   33,182,611 64,402,744
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表24：メイバンク・イスラミックのリテール以外におけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エク

スポージャーの開示（続き）

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2023年12月31日現在      

リテール以外のエクスポージャー      

　銀行      

　　0.0000－0.0470 － － － － －

　　0.0470－0.1460 9,978,705 44.10 16.71 141,298 1,667,148

　　0.1460－0.9280 1,106 45.00 32.96 － 365

　　0.9280－100 － － － － －

　　100 － － － － －

　銀行エクスポージャー合計 9,979,811   141,298 1,667,513

　公共部門企業      

　　0.0000－0.1200 16,438,756 44.98 1.82 551,898 299,005

　　0.1200－0.6440 5,727,578 35.93 1.42 2,097,832 81,349

　　0.6440－3.4650 3,604,503 44.99 4.90 87,430 176,472

　　3.4650－100 488 45.00 177.64 － 867

　　100 － － － － －

　公共部門企業合計 25,771,325   2,737,160 557,693

　法人(特定貸付債権及び企業規

模の調整を除く)      

　　0.0000－0.1200 17,933,371 44.65 16.71 5,769,213 2,996,386

　　0.1200－0.6440 26,926,251 43.80 45.59 8,677,858 12,275,497

　　0.6440－3.4650 15,782,205 42.82 89.06 2,796,590 14,055,653

　　3.4650－100 579,986 37.40 161.44 187,644 936,307

　　100 4,880,211 44.66 － 12,321 －

　法人合計(特定貸付債権及び企

業規模の調整を除く) 66,102,024   17,443,626 30,263,843

　法人(企業規模の調整を含む)      

　　0.0000－0.1200 893,442 42.51 29.35 394,383 262,259

　　0.1200－0.6440 7,551,779 39.56 46.09 2,481,728 3,480,340

　　0.6440－3.4650 14,673,156 38.43 69.73 3,539,872 10,231,049

　　3.4650－100 2,117,062 37.05 107.07 300,850 2,266,775

　　100 215,731 38.71 － 1,472 －

　法人合計(企業規模の調整を

含む) 25,451,170   6,718,305 16,240,423

　特定貸付債権(自己デフォルト

確率手法)      

　　0.0000－0.1200 － － － － －

　　0.1200－0.6440 707,775 44.76 55.49 104,430 392,776

　　0.6440－3.4650 2,055,067 45.00 115.96 10,744 2,383,008

　　3.4650－100 607 45.00 201.78 － 1,224

　　100 － － － － －

　特定貸付債権合計(自己デフォ

ルト確率手法) 2,763,449   115,174 2,777,008

リテール以外のエクスポージャー      

合計 130,067,779   27,155,563 51,506,480
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表24(a)：スロッティング・クライテリアに基づく特定貸付債権エクスポージャー

メイバンク・イスラミック

(単位：千マレーシア・リンギット)

2024年12月31日現在

監督カテゴリー／リスク・ウェイト 優 良 可 弱い デフォルト 合計

特定貸付債権エクスポージャー       

プロジェクト・ファイナンス － － 35,607 55 2,054 37,716

オブジェクト・ファイナンス － － － － － －

コモディティ・ファイナンス － － － － － －

収益不動産 － － － － － －

リスクアセット － － 40,948 137 － 41,085

 

(単位：千マレーシア・リンギット)

2023年12月31日現在

監督カテゴリー／リスク・ウェイト 優 良 可 弱い デフォルト 合計

特定貸付債権エクスポージャー       

プロジェクト・ファイナンス* 119 38,222 37,261 87 2,108 77,797

オブジェクト・ファイナンス － － － － － －

コモディティ・ファイナンス － － － － － －

収益不動産 － － － － － －

リスクアセット 60 26,755 42,851 217 － 69,883

* 修正再表示

 

リテール・ポートフォリオ

当行グループのリテール・ポートフォリオには先進的内部格付手法が適用される。当該手法は、それぞれ

独自の過去データに基づいたリスクアセットの計算の全３つの主要構成要素であるデフォルト確率、デフォ

ルト時エクスポージャー及びデフォルト時損失率を見積ることにより、当行自体の（過去データに基づく）

内部実績により多く依拠することが求められる。

デフォルト確率、デフォルト時エクスポージャー及びデフォルト時損失率の個々の統計モデルは、それぞ

れのリテール・ポートフォリオのレベルで開発され、各モデルはポートフォリオにおいて基本的に類似のリ

スク特性を有する借入人をカバーしている。かかるモデルから得られる見積りはリスクアセットの計算のイ

ンプット・データとして使用される。

 

先進的内部格付手法のリテール・ポートフォリオへの適用

現在、以下の重要なリテール・ポートフォリオに、リテール内部格付手法が適用されている。

 

バーゼルⅡに基づく
リテール・ポートフォリオの小分類 メイバンクのリテール・ポートフォリオ
住宅ローン ・住宅ローン（マレーシア、シンガポール及びインドネ

シア）

 ・その他の不動産ローン（マレーシア）

 ・従業員用住宅ローン（マレーシア）

 ・定期エクイティ・ローン（シンガポール）

適格リボルビング型リテール・エクスポー
ジャー

・クレジットカード（マレーシア、シンガポール及びイ
ンドネシア）

その他リテール ・自動車ローン（マレーシア、シンガポール及びインド
ネシア）

 ・ユニット・トラスト・ローン（マレーシア）

 ・商業用不動産ローン（マレーシア）
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リテール中小企業ポートフォリオ

エクスポージャーが最高５百万マレーシア・リンギットであり、「リテール」エクスポージャーとして取

扱うことが適切であるとされる法人は、リテール中小企業スコアカードに基づき格付される。リテール・

ポートフォリオと同様に、デフォルト確率、デフォルト時エクスポージャー及びデフォルト時損失率の個々

の統計モデルは、ポートフォリオのレベルで開発され、各モデルはポートフォリオにおいて基本的に類似の

リスク特性を有する借入人をカバーしている。

 

リテール及びリテール中小企業の主要基準

当行グループのリテール・ポートフォリオ全体について共通のリスク表現を促進するため、デフォルト確

率に対応したリテール及びリテール中小企業の主要基準が下表の通り使用される。

 

表25：リテール及びリテール中小企業の主要基準

格付等級 デフォルト確率の変動幅

R1－R2 0.25％－ 0.44％

R3－R5 0.79％－ 2.50％

R6－R8 4.45％－14.06％

R9－R11 25％－79.06％

 

リテール・ポートフォリオに関するリスク測定

申請スコアカード及び取引履歴スコアカードは、バーゼルⅡに基づくリテール内部格付モデルの一部であ

り、顧客が借入債務の適時全額の返済を行うことができない可能性を予測するために使用される。スコアに

応じて経営上の決定がなされ戦略が講じられる。

 

申請スコアカード

申請者がクレジット・ファシリティの申請を行う時点で、申請スコアカードにより、各申請者には将来の

返済の可能性に応じたスコアが付与される。スコアは申請者のリスク度合いを等級により示すよう設定され

ており、高スコアは低リスクを表している。

申請スコアカードは、以下の点を通して、リスク管理及び取引獲得プロセスの両面において役立つ。

・　信用リスクの査定における一貫性

・　所要時間の改善

・　ポートフォリオ管理の改善

・　新たな取引の特定及び引受けを通じた収益及び利益の改善

現在、申請スコアカードはマレーシア、シンガポール及びインドネシアのすべての主要なリテール・ポー

トフォリオにおいて採用されている。

 

取引履歴スコアカード

クレジットカード商品は、変動的な利用及び返済パターンに左右される。顧客は利用限度内で自由に利用

し、未払残高のうち任意の額を支払うことができる。かかる変動的な商品特性のために、当該ポートフォリ

オの管理には、より堅実なリスク測定ツールが必要とされる。

このため、取引履歴スコアカードが、マレーシア、シンガポール及びインドネシアにおいてクレジット

カード・ポートフォリオのために開発された。取引履歴スコアは、借入人の取引情報に基づくリスク度合い

並びに顧客のクレジットカードの利用及び支払の行動パターンを測定する。かかるスコアは毎月作成され、

特に以下の目的で使用される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 169/1379



・　回収戦略

・　利用限度の管理

・　取引の承認

取引履歴スコアの使用により、クレジットカード・ポートフォリオは、デフォルト件数削減のために厳密

に口座を管理し、回収を増加させ、最終的に利益率を上昇させることができる。

表26から表28は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞれのリテール・ポートフォリ

オに関するデフォルト確率の変動幅別のエクスポージャーを表している。これらのエクスポージャーのデ

フォルト確率の分布の概要も記載されている。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 170/1379



表26：メイバンク・グループのリテールにおけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクスポー

ジャーの開示

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポー

ジャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2024年12月31日現在      

リテール・エクスポージャー      

　住宅ローン      

　　0.0000－0.5900 89,220,347 19.63 12.10 605,473 10,795,742

　　0.5900－3.3330 51,671,509 20.01 20.21 575,868 10,440,630

　　3.3330－18.7500 3,483,068 23.59 81.81 30,721 2,849,441

　　18.7500－100 1,111,541 17.82 93.71 1,696 1,041,676

　　100 624,841 37.92 76.86 4,339 480,278

　住宅ローン・エクスポージャー

合計 146,111,306   1,218,097 25,607,767

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 14,072,566 68.44 10.75 19,013,435 1,512,846

　　0.5900－3.3330 10,617,492 65.17 31.55 8,827,475 3,350,064

　　3.3330－18.7500 3,173,056 65.94 97.12 863,473 3,081,803

　　18.7500－100 258,025 67.75 184.50 91,508 476,050

　　100 137,490 55.75 121.95 11,856 167,662

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー合計 28,258,629   28,807,747 8,588,425

　割賦金融エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 47,879,275 49.37 17.46 － 8,361,820

　　0.5900－3.3330 7,295,243 54.33 52.77 － 3,849,893

　　3.3330－18.7500 2,751,777 57.51 81.17 － 2,233,555

　　18.7500－100 422,818 58.48 120.89 － 511,142

　　100 263,571 84.90 129.81 － 342,135

　割賦金融エクスポージャー合計 58,612,684   － 15,298,545

　その他リテール・エクスポー

ジャー      

　　0.0000－0.5900 54,479,327 24.69 14.97 11,655,398 8,156,789

　　0.5900－3.3330 63,223,698 25.45 24.87 10,865,815 15,721,627

　　3.3330－18.7500 10,876,211 21.55 32.02 2,423,220 3,482,956

　　18.7500－100 2,139,678 26.71 61.65 62,454 1,319,050

　　100 2,073,072 40.90 116.08 39,617 2,406,440

　その他リテール・エクスポー

ジャー合計 132,791,986   25,046,504 31,086,862

リテール・エクスポージャー合計 365,774,605   55,072,348 80,581,599
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表26：メイバンク・グループのリテールにおけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクスポー

ジャーの開示（続き）

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポー

ジャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2023年12月31日現在      

リテール・エクスポージャー      

　住宅ローン      

　　0.0000－0.5900 80,155,563 19.50 12.85 864,914 10,301,069

　　0.5900－3.3330 45,502,996 19.67 20.49 664,202 9,324,211

　　3.3330－18.7500 3,440,199 23.48 80.69 64,947 2,775,747

　　18.7500－100 1,092,803 18.03 94.29 2,653 1,030,363

　　100 514,223 35.68 76.95 2,239 395,710

　住宅ローン・エクスポージャー

合計 130,705,784   1,598,955 23,827,100

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 12,727,784 68.70 10.74 17,141,354 1,366,752

　　0.5900－3.3330 10,184,039 64.45 31.44 8,591,167 3,201,937

　　3.3330－18.7500 3,069,007 66.58 98.61 923,166 3,026,204

　　18.7500－100 252,825 67.52 184.79 63,044 467,208

　　100 125,551 60.62 139.62 1,188 175,292

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー合計 26,359,206   26,719,919 8,237,393

　割賦金融エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 53,470,650 42.55 16.90 － 9,037,422

　　0.5900－3.3330 7,565,541 47.88 52.45 － 3,968,286

　　3.3330－18.7500 2,908,769 49.53 81.53 － 2,371,556

　　18.7500－100 452,846 50.36 122.68 － 555,530

　　100 202,473 72.93 127.56 － 258,272

　割賦金融エクスポージャー合計 64,600,279   － 16,191,066

　その他リテール・エクスポー

ジャー      

　　0.0000－0.5900 42,203,566 24.27 15.55 10,444,788 6,561,455

　　0.5900－3.3330 54,999,760 26.85 25.29 10,685,036 13,910,749

　　3.3330－18.7500 8,048,612 24.75 33.17 1,905,053 2,669,502

　　18.7500－100 1,663,388 29.97 64.35 52,329 1,070,352

　　100 1,400,582 40.69 116.30 24,760 1,628,916

　その他リテール・エクスポー

ジャー合計 108,315,908   23,111,966 25,840,974

リテール・エクスポージャー合計 329,981,177   51,430,840 74,096,533
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表27：メイバンクのリテールにおけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクスポージャーの開示

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2024年12月31日現在      

リテール・エクスポージャー      

　住宅ローン      

　　0.0000－0.5900 22,454,429 15.56 12.22 77,042 2,744,682

　　0.5900－3.3330 13,484,095 15.50 16.29 373,379 2,197,215

　　3.3330－18.7500 620,424 16.58 69.66 198 432,207

　　18.7500－100 388,101 14.12 79.87 75 309,967

　　100 167,415 35.87 69.13 517 115,735

　住宅ローン・エクスポージャー

合計 37,114,464   451,211 5,799,806

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 6,913,516 57.82 8.76 9,540,019 605,734

　　0.5900－3.3330 5,068,019 57.12 27.92 3,508,713 1,414,866

　　3.3330－18.7500 1,525,222 57.86 85.11 222,289 1,298,061

　　18.7500－100 99,334 57.55 158.26 40,193 157,208

　　100 51,396 53.78 149.21 1,982 76,688

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー合計 13,657,487   13,313,196 3,552,557

　割賦金融エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 4,304,073 40.32 16.97 － 730,561

　　0.5900－3.3330 474,004 44.61 50.67 － 240,188

　　3.3330－18.7500 233,503 47.94 85.00 － 198,472

　　18.7500－100 41,151 49.10 125.37 － 51,590

　　100 30,951 72.54 131.37 － 40,662

　割賦金融エクスポージャー合計 5,083,682   － 1,261,473

　その他リテール・エクスポー

ジャー

     

　　0.0000－0.5900 12,061,326 20.64 14.14 3,035,999 1,705,769

　　0.5900－3.3330 13,324,611 24.23 23.28 2,630,450 3,102,090

　　3.3330－18.7500 1,538,933 22.42 33.87 505,507 521,163

　　18.7500－100 408,884 27.29 64.14 18,116 262,255

　　100 452,320 38.42 106.16 6,581 480,177

　その他リテール・エクスポー

ジャー合計 27,786,074   6,196,653 6,071,454

リテール・エクスポージャー合計 83,641,707   19,961,060 16,685,290
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表27：メイバンクのリテールにおけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクスポージャーの開示

（続き）

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2023年12月31日現在      

リテール・エクスポージャー      

　住宅ローン      

　　0.0000－0.5900 21,575,421 15.60 12.26 65,277 2,644,405

　　0.5900－3.3330 13,717,876 15.61 16.43 372,142 2,253,367

　　3.3330－18.7500 635,774 17.03 68.93 6,793 438,233

　　18.7500－100 369,739 14.24 80.39 130 297,219

　　100 164,500 36.07 69.59 916 114,476

　住宅ローン・エクスポージャー

合計 36,463,310   445,258 5,747,700

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 6,354,013 57.78 8.76 8,776,771 556,596

　　0.5900－3.3330 5,159,477 57.11 27.86 3,653,125 1,437,325

　　3.3330－18.7500 1,492,465 57.83 84.30 260,800 1,258,162

　　18.7500－100 100,079 57.43 159.34 30,677 159,463

　　100 52,956 57.14 155.32 569 82,253

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー合計 13,158,990   12,721,942 3,493,799

　割賦金融エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 3,420,715 40.68 16.52 － 564,958

　　0.5900－3.3330 369,617 45.60 53.45 － 197,557

　　3.3330－18.7500 244,289 47.78 84.07 － 205,386

　　18.7500－100 41,800 49.64 127.08 － 53,120

　　100 22,988 76.12 125.31 － 28,807

　割賦金融エクスポージャー合計 4,099,409   － 1,049,828

　その他リテール・エクスポー

ジャー

     

　　0.0000－0.5900 11,710,977 20.24 13.86 3,040,064 1,623,129

　　0.5900－3.3330 13,390,667 23.24 22.46 2,317,138 3,007,631

　　3.3330－18.7500 1,562,508 20.13 30.62 404,036 478,472

　　18.7500－100 435,866 28.26 65.94 14,038 287,391

　　100 415,568 40.45 110.32 9,636 458,465

　その他リテール・エクスポー

ジャー合計 27,515,586   5,784,912 5,855,088

リテール・エクスポージャー合計 81,237,295   18,952,112 16,146,415
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表28：メイバンク・イスラミックのリテールにおけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクス

ポージャーの開示

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2024年12月31日現在      

リテール・エクスポージャー      

　住宅ローン      

　　0.0000－0.5900 37,510,572 16.75 13.13 379,071 4,924,942

　　0.5900－3.3330 36,387,246 18.42 20.83 156,533 7,578,764

　　3.3330－18.7500 2,602,257 21.99 81.96 28,461 2,132,865

　　18.7500－100 611,044 16.62 94.30 1,622 576,201

　　100 364,030 40.18 77.30 3,115 281,393

　住宅ローン・エクスポージャー

合計 77,475,149   568,802 15,494,165

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 2,301,781 55.16 8.99 2,934,213 206,928

　　0.5900－3.3330 2,713,960 54.10 26.82 1,837,017 727,764

　　3.3330－18.7500 846,651 57.55 79.62 193,692 674,121

　　18.7500－100 54,779 49.44 134.83 7,492 73,861

　　100 57,864 40.83 118.99 602 68,854

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー合計 5,975,035   4,973,016 1,751,528

　割賦金融エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 43,661,739 40.73 17.02 － 7,429,362

　　0.5900－3.3330 5,409,741 43.06 47.31 － 2,559,602

　　3.3330－18.7500 2,673,731 44.88 78.87 － 2,108,679

　　18.7500－100 423,798 46.56 119.00 － 504,312

　　100 273,574 69.47 119.47 － 326,838

　割賦金融エクスポージャー合計 52,442,583   － 12,928,793

　その他リテール・エクスポー

ジャー      

　　0.0000－0.5900 26,883,824 26.03 17.49 5,315,742 4,702,335

　　0.5900－3.3330 46,061,307 23.28 22.97 7,135,646 10,580,556

　　3.3330－18.7500 9,085,569 16.01 24.17 1,822,023 2,196,422

　　18.7500－100 1,630,841 22.03 51.33 31,174 837,127

　　100 1,440,270 41.40 120.40 25,769 1,734,026

　その他リテール・エクスポー

ジャー合計

     

85,101,811   14,330,354 20,050,466

リテール・エクスポージャー合計 220,994,578   19,872,172 50,224,952
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表28：メイバンク・イスラミックのリテールにおけるデフォルト確率の変動幅（内部格付手法）別エクス

ポージャーの開示（続き）

(単位：別段の記載のない限り千マレーシア・リンギット)

デフォルト確率の変動幅(％)

顧客関係管理後

のデフォルト時

エクスポージャー

エクスポージャー

加重平均

デフォルト時

損失率

(％)

エクスポージャー

加重平均

リスク・ウェイト

(％)

未引出

コミットメント リスクアセット

2023年12月31日現在      

リテール・エクスポージャー      

　住宅ローン      

　　0.0000－0.5900 34,190,836 16.77 13.15 782,086 4,496,570

　　0.5900－3.3330 30,344,902 18.14 20.81 257,369 6,314,592

　　3.3330－18.7500 2,218,817 22.04 81.14 57,708 1,800,262

　　18.7500－100 548,047 16.64 94.33 2,523 516,947

　　100 225,650 40.00 73.88 1,323 166,704

　住宅ローン・エクスポージャー

合計 67,528,252   1,101,009 13,295,075

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 1,858,287 54.19 8.52 2,446,974 158,418

　　0.5900－3.3330 2,468,151 52.61 26.31 1,755,986 649,293

　　3.3330－18.7500 743,766 56.47 77.70 175,216 577,920

　　18.7500－100 63,130 49.51 135.41 7,873 85,484

　　100 49,569 50.20 150.22 305 74,462

　適格リボルビング型リテール・

エクスポージャー合計 5,182,903   4,386,354 1,545,577

　割賦金融エクスポージャー      

　　0.0000－0.5900 42,615,221 40.81 16.34 － 6,962,000

　　0.5900－3.3330 4,611,331 43.29 48.11 － 2,218,392

　　3.3330－18.7500 2,331,819 45.48 79.87 － 1,862,398

　　18.7500－100 379,439 47.45 121.31 － 460,292

　　100 171,435 70.84 118.25 － 202,726

　割賦金融エクスポージャー合計 50,109,245   － 11,705,808

　その他リテール・エクスポー

ジャー      

　　0.0000－0.5900 22,195,935 25.68 17.20 4,017,386 3,818,403

　　0.5900－3.3330 43,806,552 22.33 22.28 6,054,006 9,762,018

　　3.3330－18.7500 9,642,188 15.49 23.45 1,364,317 2,261,186

　　18.7500－100 1,815,888 19.48 45.46 32,640 825,567

　　100 962,438 39.94 115.98 15,091 1,116,202

　その他リテール・エクスポー

ジャー合計

     

78,423,001   11,483,440 17,783,376

リテール・エクスポージャー合計 201,243,401   16,970,803 44,329,836
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独立したモデル検証

モデルの使用により、タスクを実行しないか、又はモデルが捉えるよう策定されたリスクが捉えられない

モデルのリスクとして定義されるモデル・リスクが生じる。期待どおりに機能しないモデルは、潜在的に、

財務損失、誤った事業決定、外部への財務開示の虚偽表示、又はレピュテーションへのダメージとなる可能

性がある。

このリスクを管理するために、モデル・リスク管理枠組みは、メイバンク・グループ全体で使用されてい

るモデルを管理するために、全体的なガバナンス並びにモデルの全期間を通じた明白な役割及び責任を提供

する。グループのデジタル化目標に沿って、事業分析及び意思決定をサポートするための新しいモデルが導

入されている。このようなモデルには、これらのモデルが設計された目的に適合していることを保証するた

めに、適切なガバナンス、監視、モニタリングが必要である。モデル・リスク管理の一部として、モデルが

期待どおりに機能しているか否かを査定する、モデル検証が行われる。当行グループのモデル検証機能は、

役割の履行において必要な独立性を提供する目的のため、モデル開発機能及びモデル・ユーザーとは異なっ

ている。規制要件に従って、資本計算のために使用されるすべての信用内部格付モデル及びMFRS第９号の金

融モデルは、モデル検証チームによる独立した検証の対象となる。さらに、最善の慣行の一環として、評価

及び価格決定に使用される市場リスク・モデル等のその他の重要なモデルも、検証の対象となる。モデル検

証の承認及び監督は、専門委員会及び関連するリスク管理委員会によって管理される。モデル検証及び承認

委員会として知られる専門委員会は、定期的に会合しており、かかる委員はリスク及びビジネス・ステーク

ホルダーにより選出される。

 

モデル検証の範囲及び頻度

一般に検証技法には、使用されるモデルの妥当性及び安定性を検査するために、定量的及び定性的の両方

の分析が含まれる。モデルの検証は、格付システム並びにリスクの構成要素を導き出す推定プロセス及び手

段を評価及び検査する活動を対象としている。例えば、信用リスク・モデルにおけるリスクの構成要素は、

デフォルト確率、デフォルト時損失率及びデフォルト時エクスポージャーとして知られている。このプロセ

スには、リスク・モデルが、関係するリスク・パラメーターを識別し（識別力又は等級序列力）、これらの

一貫した予測見積り（較正）を行うことができるか否かの検証が含まれる。

モデル検証は、以下の２つの段階で行われる。

・　モデルの開始前に行われる、実施前のモデル検証。

・　内部格付手法による資本計算に使われるモデルに関して少なくとも年に一度実施される、内部格付モ

デル実施後の検証。よりリスクが低いとみなされ、規制要件の対象とならないその他の種類のモデル

には、より回数の少ない実施後の検証が行われる場合がある。

年次審査に加えて、モデルが期待通りに作用していること、及びモデルの開発に使われた仮定が適切なま

まであることを確かにするために頻繁な監視がモデルの所有者によって行われている。

全体のガバナンスの一環として、検証プロセスはまた、内部監査人による定期的な独立した監査の対象と

なっている。

 

信用リスクの軽減

当行グループは、クレジット・ファシリティの供与の際には全体的手法を取り、担保等の信用リスクの軽

減ではなく、カウンターパーティの返済能力に基づいて信用評価を行っている。第二の解決法である担保

は、カウンターパーティがクレジット・ファシリティをデフォルトした場合の二次的な返済原資となる。ま
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た、担保により、当行グループは、マレーシア中央銀行の自己資本比率規制枠組み（CAF）に従い、適格担保

に対してより低い信用リスク加重資産を適用することができる。

取られる担保の価値は、定期的に監視され、評価の頻度は、担保価値のボラティリティに拠る。当行グ

ループが受け入れる担保の主な種類には、現金、市場性有価証券及び不動産が含まれる。

法人保証は、カウンターパーティの弁済能力が与信対応に不十分な場合に、しばしば取られる。基礎的内

部格付手法に基づく保証の効果を認識するために、当行グループは、デフォルト確率代替手法を採用し、こ

れにより、適格保証人により保証されるエクスポージャーは、資本要件の算出において、保証人のデフォル

ト確率を利用する。

一般的に大まかなやり方として、担保が内部格付の目的のために引き受けられる前に、以下の適格性基準

が満たされなければならない。

 

・　法的確実性

文書は、すべての関係法域において、法的拘束力を有し、執行可能でなければならない。

 

・　実質的な正相関

担保の価値は、借入人の弁済能力の低下により重大な影響を受けてはならない。

 

・　第三者のカストディアン

第三者のカストディアンが保有している担保は、カストディアン自身の資産から分離されていなけれ

ばならない。

 

表29から表31は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックそれぞれの標準的手法に基づく信用

リスク軽減分析を示し、表32から表34は、内部格付手法に基づく信用リスク軽減分析を示している。
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表29：メイバンク・グループの信用リスク軽減分析（標準的手法）についての開示

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス
顧客関係管理前の

エクスポージャー

保証／

クレジット・

デリバティブで

カバーされる

エクスポージャー

適格金融担保で

カバーされる

エクスポージャー

その他の

適格担保で

カバーされる

エクスポージャー

2024年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

政府／中央銀行 184,886,176 － － －

公共部門企業 2,974,181 － 368 －

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 2,555,539 － － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 524,837 － 6,426 －

法人 28,283,372 521,763 8,053,036 －

規制リテール 17,968,983 － 1,218,848 －

住宅ローン 3,758,685 － 6,579 －

高リスク資産 3,207 － － －

その他資産 17,057,643 － － －

証券化エクスポージャー 200,871 － － －

株式エクスポージャー 1,188,175 － － －

デフォルト時エクスポージャー 519,619 － 2,342 －

オンバランスシートのエクスポージャー合計 259,921,288 521,763 9,287,599 －

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 1,713,691 － 62,854 －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 4,302,448 1,489 365,091 －

デフォルト時エクスポージャー 133 － 39 －

オフバランスシートのエクスポージャー合計 6,016,272 1,489 427,984 －

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 265,937,560 523,252 9,715,583

 

－

     

2023年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

政府／中央銀行 175,745,747 － － －

公共部門企業 3,495,232 － 368 －

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 1,651,050 － － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 353,451 － － －

法人 28,048,117 987,329 6,224,274 －

規制リテール 24,073,090 1,579,273 1,464,977 －

住宅ローン 3,429,003 － 8,262 －

高リスク資産 3,179 － － －

その他資産 16,630,040 － － －

証券化エクスポージャー － － － －

株式エクスポージャー 1,149,481 － － －

デフォルト時エクスポージャー 607,556 － 4,657 －

オンバランスシートのエクスポージャー合計 255,185,946 2,566,602 7,702,538 －

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 2,428,387 － 189,061 －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 7,029,102 2,805 358,271 －

デフォルト時エクスポージャー 7,017 － 43 －

オフバランスシートのエクスポージャー合計 9,464,506 2,805 547,375 －

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 264,650,452 2,569,407 8,249,913

 

－
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表30：メイバンクの信用リスク軽減分析（標準的手法）についての開示

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス
顧客関係管理前の

エクスポージャー

保証／

クレジット・

デリバティブで

カバーされる

エクスポージャー

適格金融担保で

カバーされる

エクスポージャー

その他の

適格担保で

カバーされる

エクスポージャー

2024年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

政府／中央銀行 111,241,945 － － －

公共部門企業 2,226,339 － － －

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 2,528,504 － － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 262,621 － 6,426 －

法人 14,478,559 499,545 1,828,770 －

規制リテール 1,372,519 － 180,159 －

住宅ローン 1,034,642 － 5,793 －

高リスク資産 － － － －

その他資産 9,147,532 － － －

証券化エクスポージャー 200,871 － － －

株式エクスポージャー 1,140,882 － － －

デフォルト時エクスポージャー 32,183 － 1,880 －

オンバランスシートのエクスポージャー合計 143,666,597 499,545 2,023,028 －

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 1,427,322 － － －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 3,355,742 － 169,966 －

デフォルト時エクスポージャー 39 － 39 －

オフバランスシートのエクスポージャー合計 4,783,103 － 170,005 －

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 148,449,700 499,545 2,193,033 －

     

2023年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

政府／中央銀行 106,311,457 － － －

公共部門企業 2,672,769 － － －

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 1,624,139 － － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 250,183 － － －

法人 17,515,123 884,160 1,543,067 －

規制リテール 1,419,117 － 192,695 －

住宅ローン 1,117,475 － 6,572 －

高リスク資産 － － － －

その他資産 8,638,653 － － －

証券化エクスポージャー － － － －

株式エクスポージャー 1,138,170 － － －

デフォルト時エクスポージャー 38,226 － 917 －

オンバランスシートのエクスポージャー合計 140,725,312 884,160 1,743,251 －

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 1,542,855 － 275 －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 6,117,148 － 164,340 －

デフォルト時エクスポージャー 43 － 43 －

オフバランスシートのエクスポージャー合計 7,660,046 － 164,658 －

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 148,385,358 884,160 1,907,909 －

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 180/1379



表31：メイバンク・イスラミックの信用リスク軽減分析（標準的手法）についての開示

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス
顧客関係管理前の

エクスポージャー

保証／

クレジット・

デリバティブで

カバーされる

エクスポージャー

適格金融担保で

カバーされる

エクスポージャー

その他の

適格担保で

カバーされる

エクスポージャー

2024年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

政府／中央銀行 40,602,630 － － －

公共部門企業 38,569 － 368 －

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 － － － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 2 － － －

法人 545,992 15,175 111,004 －

規制リテール 2,605,943 － 617,697 －

住宅ローン 547,552 － 786 －

高リスク資産 36 － － －

その他資産 945,213 － － －

株式エクスポージャー － － － －

デフォルト時エクスポージャー 19,235 － 163 －

オンバランスシートのエクスポージャー合計 45,305,172 15,175 730,018 －

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 18,381 － － －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 191,772 1,489 36,890 －

オフバランスシートのエクスポージャー合計 210,153 1,489 36,890 －

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 45,515,325 16,664 766,908 －

     

2023年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

政府／中央銀行 34,340,391 － － －

公共部門企業 55,641 － 368 －

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 － － － －

保険会社、証券会社及びファンド・マネージャー 1 － － －

法人 594,763 16,890 132,763 －

規制リテール 1,685,826 － 587,643 －

住宅ローン 572,127 － 1,471 －

高リスク資産 36 － － －

その他資産 840,023 － － －

株式エクスポージャー 1,250 － － －

デフォルト時エクスポージャー 133,151 － 3,711 －

オンバランスシートのエクスポージャー合計 38,223,209 16,890 725,956 －

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 2,540 － － －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 70,020 2,620 31,055 －

オフバランスシートのエクスポージャー合計 72,560 2,620 31,055 －

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 38,295,769 19,510 757,011 －
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表32：メイバンク・グループの信用リスク軽減分析（内部格付手法）についての開示

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス
顧客関係管理前の

エクスポージャー

保証／

クレジット・

デリバティブで

カバーされる

エクスポージャー

適格金融担保で

カバーされる

エクスポージャー

その他の

適格担保で

カバーされる

エクスポージャー

2024年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

公共部門企業 28,330,898 27,313,512 － 43,251

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 31,060,931 129,986 277,533 －

法人エクスポージャー 268,731,353 19,076,606 4,782,071 56,656,420

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 199,566,709 17,391,980 2,603,150 31,112,208

　b)法人(企業規模の調整を含む) 63,377,840 1,684,626 2,159,440 25,520,150

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 5,581,506 － 19,481 24,062

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 205,298 － － －

リテール・エクスポージャー 324,436,904 － － －

　a)住宅ローン 144,641,412 － － －

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 12,880,948 － － －

　c)割賦金融エクスポージャー 58,286,745 － － －

　d)その他リテール・エクスポージャー 108,627,799 － － －

デフォルト時エクスポージャー 11,454,045 － 22,753 1,449,705

オンバランスシートのエクスポージャー合計 664,014,131 46,520,104 5,082,357 58,149,376

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 16,733,963 － 828,316 －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 123,195,244 4,398,404 4,890,890 6,084,035

デフォルト時エクスポージャー 427,152 － 2,539 1,827

オフバランスシートのエクスポージャー合計 140,356,359 4,398,404 5,721,745 6,085,862

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 804,370,490 50,918,508 10,804,102 64,235,238

     

2023年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

公共部門企業 27,718,526 26,803,307 － 36,479

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 30,731,579 133,445 407,075 －

法人エクスポージャー 267,568,618 26,336,905 5,081,654 54,775,630

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 203,771,950 24,061,060 3,251,510 30,045,101

　b)法人(企業規模の調整を含む) 58,073,795 2,275,845 1,822,978 24,698,457

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 4,949,301 － 7,166 32,072

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 773,572 － － －

リテール・エクスポージャー 292,101,342 － － －

　a)住宅ローン 128,963,019 － － －

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 12,128,659 － － －

　c)割賦金融エクスポージャー 64,389,538 － － －

　d)その他リテール・エクスポージャー 86,620,126 － － －

デフォルト時エクスポージャー 10,074,877 － 55,479 1,588,208

オンバランスシートのエクスポージャー合計 628,194,942 53,273,657 5,544,208 56,400,317

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 13,321,537 － 522,011 －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 112,195,332 3,524,733 3,326,249 6,260,919

デフォルト時エクスポージャー 476,629 － 5,128 1,592

オフバランスシートのエクスポージャー合計 125,993,498 3,524,733 3,853,388 6,262,511

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 754,188,440 56,798,390 9,397,596 62,662,828
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表33：メイバンクの信用リスク軽減分析（内部格付手法）についての開示

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス
顧客関係管理前の

エクスポージャー

保証／

クレジット・

デリバティブで

カバーされる

エクスポージャー

適格金融担保で

カバーされる

エクスポージャー

その他の

適格担保で

カバーされる

エクスポージャー

2024年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

公共部門企業 24,929,689 24,022,741 － 9,028

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 62,905,540 129,986 － －

法人エクスポージャー 187,911,378 14,795,549 2,329,096 36,515,934

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 158,024,936 14,548,594 1,550,635 25,939,417

　b)法人(企業規模の調整を含む) 26,287,322 246,955 778,461 10,576,517

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 3,416,195 － － －

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 182,925 － － －

リテール・エクスポージャー 71,223,341 － － －

　a)住宅ローン 36,906,974 － － －

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 7,137,779 － － －

　c)割賦金融エクスポージャー 5,052,731 － － －

　d)その他リテール・エクスポージャー 22,125,857 － － －

デフォルト時エクスポージャー 6,389,279 － 6,797 800,507

オンバランスシートのエクスポージャー合計 353,359,227 38,948,276 2,335,893 37,325,469

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 16,561,335 － 896,011 －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 76,601,115 3,667,186 3,848,939 4,567,382

デフォルト時エクスポージャー 350,078 － 1,877 1,373

オフバランスシートのエクスポージャー合計 93,512,528 3,667,186 4,746,827 4,568,755

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 446,871,755 42,615,462 7,082,720 41,894,224

     

2023年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

公共部門企業 22,615,350 21,845,373 － －

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 56,388,281 133,445 － －

法人エクスポージャー 186,965,523 18,265,864 3,010,006 34,970,482

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 157,523,823 17,970,227 2,051,613 24,316,220

　b)法人(企業規模の調整を含む) 25,738,596 295,637 951,227 10,638,905

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 2,990,311 － 7,166 15,357

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 712,793 － － －

リテール・エクスポージャー 69,396,773 － － －

　a)住宅ローン 36,245,603 － － －

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 6,830,736 － － －

　c)割賦金融エクスポージャー 4,076,421 － － －

　d)その他リテール・エクスポージャー 22,244,013 － － －

デフォルト時エクスポージャー 6,424,563 － 54,266 870,597

オンバランスシートのエクスポージャー合計 341,790,490 40,244,682 3,064,272 35,841,079

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 13,759,864 － 751,888 －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 69,306,679 2,825,713 2,415,096 4,717,165

デフォルト時エクスポージャー 451,286 － 3,416 436

オフバランスシートのエクスポージャー合計 83,517,829 2,825,713 3,170,400 4,717,601

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 425,308,319 43,070,395 6,234,672 40,558,680
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表34：メイバンク・イスラミックの信用リスク軽減分析（内部格付手法）についての開示

(単位：千マレーシア・リンギット)

エクスポージャー・クラス

顧客関係管理前の

エクスポージャー

保証／

クレジット・

デリバティブで

カバーされる

エクスポージャー

適格金融担保で

カバーされる

エクスポージャー

その他の

適格担保で

カバーされる

エクスポージャー

2024年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

公共部門企業 23,592,071 22,769,844 － 34,223

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 24,222,208 － 200,000 －

法人エクスポージャー 72,757,927 7,029,349 1,447,833 14,884,522

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 44,042,070 5,952,164 217,672 4,605,912

　b)法人(企業規模の調整を含む) 26,378,220 1,077,185 1,230,161 10,269,905

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 2,315,264 － － 8,705

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 22,373 － － －

リテール・エクスポージャー 203,596,451 － － －

　a)住宅ローン 76,553,376 － － －

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 3,660,244 － － －

　c)割賦金融エクスポージャー 52,169,009 － － －

　d)その他リテール・エクスポージャー 71,213,822 － － －

デフォルト時エクスポージャー 7,837,100 － 14,449 288,518

オンバランスシートのエクスポージャー合計 332,005,757 29,799,193 1,662,282 15,207,263

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 906,054 － － －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 42,141,089 4,318,989 1,959,629 1,341,992

デフォルト時エクスポージャー 73,915 － 662 455

オフバランスシートのエクスポージャー合計 43,121,058 4,318,989 1,960,291 1,342,447

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 375,126,815 34,118,182 3,622,573 16,549,710

     

2023年12月31日現在     

オンバランスシートのエクスポージャー     

公共部門企業 23,717,338 22,837,420 － 36,479

銀行、開発金融機関及び国際開発金融機関 9,778,428 － 200,000 －

法人エクスポージャー 67,979,254 11,537,363 923,905 14,742,805

　a)法人(特定貸付債権及び企業規模の調整を除く) 45,071,116 10,491,609 239,421 5,104,459

　b)法人(企業規模の調整を含む) 20,823,344 1,045,754 684,484 9,621,631

　c)特定貸付債権(自己デフォルト確率手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 2,024,015 － － 16,715

　d)特定貸付債権(スロッティング手法)     

　　－プロジェクト・ファイナンス 60,779 － － －

リテール・エクスポージャー 187,274,429 － － －

　a)住宅ローン 66,211,553 － － －

　b)適格リボルビング型リテール・エクスポージャー 3,239,815 － － －

　c)割賦金融エクスポージャー 49,937,810 － － －

　d)その他リテール・エクスポージャー 67,885,251 － － －

デフォルト時エクスポージャー 6,482,884 － 1,183 296,735

オンバランスシートのエクスポージャー合計 295,232,333 34,374,783 1,125,088 15,076,019

オフバランスシートのエクスポージャー     

店頭デリバティブ 464,476 － － －

店頭デリバティブ及びクレジット・デリバティブを除く

オフバランスシートのエクスポージャー 35,670,019 3,452,167 1,810,770 1,301,545

デフォルト時エクスポージャー 22,149 － － 1,156

オフバランスシートのエクスポージャー合計 36,156,644 3,452,167 1,810,770 1,302,701

オンバランスシート及びオフバランスシートのエクス

ポージャー合計 331,388,977 37,826,950 2,935,858 16,378,720
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証券化エクスポージャー

当行グループは、信用リスク移転等を含む戦略的配慮による証券化活動を積極的に行っていない。した

がって、現在当行グループは、いかなる証券化も行っておらず、また、証券化のためのファシリティ及び

サービスを提供しない。その代わりに当行グループは、流通市場において証券化された債券の購入を含む証

券への投資に取り組んでいる。これらは主に銀行勘定に計上されているレガシー・エクスポージャーであ

る。非証券化資産と同様に、これらの証券化エクスポージャーは、信用リスク及び市場リスク方針に従って

統制及び管理される。当行グループの証券化エクスポージャーへの投資に関する評価は、主に外部関係者に

よる相場に重点を置いている。

表35は、当行グループ及び当行の標準的手法に基づく証券化エクスポージャーを示している。

 

表35：メイバンク・グループ及びメイバンクの標準的手法に基づく証券化についての開示

(単位：千マレーシア・リンギット)

証券化エクスポージャーの種類

顧客関係管理後の

エクスポージャー

証券化エクスポージャーにおける

リスク・ウェイト(20％) リスクアセット

2024年12月31日現在    

第三者による組成    

オンバランスシートのエクスポー

ジャー 200,871 200,871 40,174

合計(従来型の証券化) 200,871 200,871 40,174

    

2023年12月31日現在    

第三者による組成    

オンバランスシートのエクスポー

ジャー － － －

合計(従来型の証券化) － － －

 

標準的手法による信用エクスポージャー

標準的手法は、内部格付手法の恒久的適用除外に分類されるポートフォリオ及び内部格付手法に現在移行

中のポートフォリオに適用される。

標準的手法は、規制上の所定リスク・ウェイトにより信用リスクを測定するものであり、自己資本の計算

方法の中では最も精緻でない方法である。適用されるリスク・ウェイトは、主にエクスポージャーが割当て

られる資産クラス及び承認された適格外部格付機関（以下「ECAI」という。）による格付に基づいている。

当行グループが利用するECAIには、S&P、ムーディーズ・インベスター・サービシズ、フィッチ・レーティ

ングス、RAMホールディングス・ベルハッド、マレーシア・レーティング・コーポレーション（以下「MARC」

という。）及び格付投資情報センターが含まれる。承認されたECAIにより提供される評価は、規制当局が定

める格付区分に分類される。格付を分類するプロセスは、マレーシア中央銀行のガイドラインが定めるプロ

セスに従う。

表36は、法人に適用される標準的手法に基づくリスク・ウェイトを示している。

 

表36：標準的手法に基づくリスク・ウェイト

格付区分 S&P ムーディーズ フィッチ
格付投資情報

センター RAM MARC
リスク・
ウェイト

１ AAA － AA- Aaa － Aa3 AAA － AA- AAA － AA- AAA － AA3 AAA － AA- 20％

２ A+ － A- A1 － A3 A+ － A- A+ － A- A1 － A3 A+ － A- 50％

３ BBB+－ BB- Baa1－ Ba3 BBB+－ BB- BBB+－ BB- BBB1－ BB3 BBB+－ BB- 100％

４ B+ － D B1 － C B+ － D B+ － D B1 － D B+ － D 150％

無格付       100％
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表37から表39は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックのそれぞれについて、標準的手法に

よるリスク・ウェイトに関する情報を記載している。表40から表42は、当行グループ、当行及びメイバン

ク・イスラミックのそれぞれについて、ECAIによる格付エクスポージャーを示している。

 

次へ
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表37：メイバンク・グループの標準的手法によるリスク・ウェイトに関する信用リスクの開示に関する情報

（単位：千マレーシア・リンギット）

 エクスポージャー（相殺及び信用リスク軽減後）    

リス

ク・

ウェイ

ト

政府／

中央銀行

公共部門

企業

銀行、

開発金融機

関

及び国際開

発

金融機関

保険会

社、

証券会社

及び

ファン

ド・マ

ネー

ジャー 法人

規制

リテール

住宅

ローン

高リス

ク

資産 その他資産 証券化 株式

エクスポー

ジャー（相

殺及び信用

リスク軽減

後）合計(*)

リスクア

セット合計

(*)

 

2024

年

12月

31日

現在              

 

0％

171,465,41

5

2,612,03

2

2,211,46

0 － 23,344 － － － 7,406,462  －

183,718,71

3 －
 

20％ 8,744,528 349,479 333,245 2 405,905 － － － 635,488  － 10,468,647 2,093,729  

35％ － － － － － －

3,263,89

8 － －  － 3,263,898 1,142,364
 

50％ 4,563,106 － － － 987,094 9,796 498,506 － －  － 6,058,502 3,029,251  

75％ － － － － －

15,381,00

4 8,157 － －  － 15,389,161

11,541,87

1
 

100

％ 1,475,738 16,068 17,334

656,58

3

22,272,21

2 1,718,333 84,906 － 9,302,475  

1,113,80

4 36,657,453

36,657,45

3
 

150

％ 228,214 － － － 34,071 121,421 －

3,20

7 3,447  74,371 464,731 697,096
 

合計

186,477,00

1

2,977,57

9

2,562,03

9

656,58

5

23,722,62

6

17,230,55

4

3,855,46

7

3,20

7

17,347,87

2

200,87

1

1,188,17

5

256,021,10

5

55,161,76

4
 

　               
2023

年

12月

31日

現在              

 

0％

166,231,66

8

3,088,41

4

1,239,71

2 － 100,082 1,579,459 － － 6,243,272  －

178,482,60

7 －
 

20％ 9,158,184 356,630 411,338 15 443,881 － － － 1,058,427  － 11,428,475 2,285,695  

35％ － － － － － －

3,059,84

6 － －  － 3,059,846 1,070,946
 

50％ 3,314,553 － － － 1,278,231 11,271 373,072 － －  － 4,977,127 2,488,564  

75％ － － － － －

20,436,51

3 8,998 － －  － 20,445,511

15,334,13

3
 

100

％ 1,679,582 53,679 －

638,50

6

22,854,72

5 1,284,718 56,713 － 9,810,503  

1,059,09

3 37,437,519

37,437,51

9
 

150

％ 235,898 － － － 132,705 93,489 －

3,17

9 13,795  90,389 569,455 854,182
 

合計

180,619,88

5

3,498,72

3

1,651,05

0

638,52

1

24,809,62

4

23,405,45

0

3,498,62

9

3,17

9

17,125,99

7  

1,149,48

2

256,400,54

0

59,471,03

9
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注記：

*　　エクスポージャー（相殺及び信用リスク軽減後）合計及びリスクアセット合計には、証券化は含まれない。

 

表38：メイバンクの標準的手法によるリスク・ウェイトに関する信用リスクの開示に関する情報

（単位：千マレーシア・リンギット）

 エクスポージャー（相殺及び信用リスク軽減後）   

リス

ク・

ウェイ

ト

政府／

中央銀行

公共部門

企業

銀行、

開発金融機

関

及び国際開

発

金融機関

保険会

社、

証券会社

及び

ファン

ド・マ

ネー

ジャー 法人

規制

リテール

住宅

ローン

高

リ

ス

ク

資

産 その他資産 証券化 株式

エクスポー

ジャー

（相殺及び信

用リスク軽減

後）合計(*)

リスクア

セット合計

(*)

2024

年

12月

31日

現在              

0％ 103,414,029 1,902,760 2,204,273 － 370 － － － 5,673,188 － － 113,194,620 －

20％ 6,640,973 318,648 324,231 2 384,983 － － － 583,327 － － 8,252,164 1,650,433

35％ － － － － － － 960,653 － － － － 960,653 336,228

50％ 2,369,603 － － － 986,594 814 66,397 － － － － 3,423,408 1,711,704

75％ － － － － － 1,022,016 5,884 － － － － 1,027,900 770,925

100％ 62,804 5,849 － 385,076 14,218,595 185,193 3,395 － 2,960,415 － 1,113,073 18,934,400 18,934,399

150％ 228,214 － － － 803 5,825 － － － － 27,809 262,651 393,978

合計 112,715,623 2,227,257 2,528,504 385,078 15,591,345 1,213,848 1,036,329 － 9,216,930 200,871 1,140,882 146,055,796 23,797,667

              

2023

年

12月

31日

現在              

0％ 103,013,567 2,321,591 1,239,712 － 1,046 － － － 4,560,182 － － 111,136,098 －

20％ 6,347,132 346,212 384,427 15 442,635 － － － 880,068 － － 8,400,489 1,680,098

35％ － － － － － － 1,035,748 － － － － 1,035,748 362,512

50％ 1,448,458 － － － 1,271,651 484 76,443 － － － － 2,797,036 1,398,518

75％ － － － － － 1,069,808 6,296 － － － － 1,076,104 807,078

100％ 34,299 6,231 － 533,509 16,536,351 179,977 1,524 － 3,266,403 － 1,058,355 21,616,649 21,616,649

150％ 235,897 － － － 97,342 2,271 － － － － 79,815 415,325 622,987

合計 111,079,353 2,674,034 1,624,139 533,524 18,349,025 1,252,540 1,120,011 － 8,706,653 － 1,138,170 146,477,449 26,487,842

注記：

*　　エクスポージャー（相殺及び信用リスク軽減後）合計及びリスクアセット合計には、証券化は含まれない。

 

表39：メイバンク・イスラミックの標準的手法によるリスク・ウェイトに関する信用リスクの開示に関する

情報
 

（単位：千マレーシア・リンギット） 
 エクスポージャー（相殺及び信用リスク軽減後）     

リスク・

ウェイト

政府

／中央銀行

公共部門

企業

保険会社、

証券会社

及び

ファンド・

マネー

ジャー 法人

規制

リテール

住宅

ローン

高リスク

資産 その他資産 株式

エクスポー

ジャー

（相殺及び信用

リスク軽減後）

合計

リスクアセット

合計

2024年

12月31日

現在            

0％ 38,563,805 － － 15,931 － － － 606,266 － 39,186,002 －

20％ 2,049,749 30,831 － 733 － － － － － 2,081,313 416,263

35％ － － － － － 502,278 － － － 502,278 175,797

50％ － － － － 94 44,229 － － － 44,323 22,161

75％ － － － － 690,866 2,274 － － － 693,140 519,855
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100％ － 10,219 8,191 574,777 1,306,575 1,516 － 339,005 － 2,240,283 2,240,283

150％ － － － 199 843 － 36 － － 1,078 1,617

合計 40,613,554 41,050 8,191 591,640 1,998,378 550,297 36 945,271 － 44,748,417 3,375,976

            

2023年

12月31日

現在            

0％ 31,595,084 － － 18,263 － － － 594,683 － 32,208,030 －

20％ 2,755,720 10,418 － 1,246 － － － － － 2,767,384 553,477

35％ － － － － － 535,150 － － － 535,150 187,302

50％ － － － － 4 36,638 － － － 36,642 18,321

75％ － － － － 385,729 2,702 － － － 388,431 291,323

100％ － 47,449 7,591 472,668 823,621 3,497 － 245,396 － 1,600,222 1,600,222

150％ － － － 808 804 － 36 － 1,250 2,898 4,348

合計 34,350,804 57,867 7,591 492,985 1,210,158 577,987 36 840,079 1,250 37,538,757 2,654,993
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表40：メイバンク・グループのECAIによる格付に基づく格付エクスポージャーの開示

（単位：千マレーシア・リンギット）

 格付区分  

エクスポージャー・クラス 1 2 3 4 5 合計

2024年12月31日現在       

オンバランスシート及びオフバランス

シートのエクスポージャー       

格付エクスポージャー       

A)法人の格付       

　公共部門企業 2,612,032 349,479 － － 16,068 2,977,579

　保険会社、証券会社及びファンド・マ

ネージャー － 2 － － 656,583 656,585

　法人 23,344 405,905 987,094 34,071 22,272,212 23,722,626

B)政府／中央銀行の格付       

　政府／中央銀行 171,465,415 8,744,528 4,563,106 228,214 1,475,738 186,477,001

C)金融機関の格付       

　銀行、国際開発金融機関及び開発金融

機関 2,211,460 333,245 － － 17,334 2,562,039

エクスポージャー合計 176,312,251 9,833,159 5,550,200 262,285 24,437,935 216,395,830

       

2023年12月31日現在       

オンバランスシート及びオフバランス

シートのエクスポージャー       

格付エクスポージャー       

A)法人の格付       

　公共部門企業 3,088,414 356,630 － － 53,679 3,498,723

　保険会社、証券会社及びファンド・マ

ネージャー － 15 － － 638,506 638,521

　法人 100,082 443,881 1,278,231 132,705 22,854,725 24,809,624

B)政府／中央銀行の格付       

　政府／中央銀行 166,231,668 9,158,184 3,314,553 235,897 1,679,583 180,619,885

C)金融機関の格付       

　銀行、国際開発金融機関及び開発金融

機関 1,239,712 411,338 － － － 1,651,050

エクスポージャー合計 170,659,876 10,370,048 4,592,784 368,602 25,226,493 211,217,803
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表41：メイバンクのECAIによる格付に基づく格付エクスポージャーの開示

（単位：千マレーシア・リンギット）

 格付区分  

エクスポージャー・クラス 1 2 3 4 5 合計

2024年12月31日現在       

オンバランスシート及びオフバランス

シートのエクスポージャー       

格付エクスポージャー       

A)法人の格付       

　公共部門企業 1,902,760 318,648 － － 5,849 2,227,257

　保険会社、証券会社及びファンド・マ

ネージャー － 2 － － 385,076 385,078

　法人 370 384,983 986,594 803 14,218,595 15,591,345

B)政府／中央銀行の格付       

　政府／中央銀行 103,414,029 6,640,973 2,369,603 228,214 62,804 112,715,623

C)金融機関の格付       

　銀行、国際開発金融機関及び開発金融

機関 2,204,273 324,231 － － － 2,528,504

エクスポージャー合計 107,521,432 7,668,837 3,356,197 229,017 14,672,324 133,447,807

       

2023年12月31日現在       

オンバランスシート及びオフバランス

シートのエクスポージャー       

格付エクスポージャー       

A)法人の格付       

　公共部門企業 2,321,591 346,212 － － 6,231 2,674,034

　保険会社、証券会社及びファンド・マ

ネージャー － 15 － － 533,509 533,524

　法人 1,046 442,635 1,271,651 97,342 16,536,351 18,349,025

B)政府／中央銀行の格付       

　政府／中央銀行 103,013,567 6,347,132 1,448,458 235,897 34,299 111,079,353

C)金融機関の格付       

　銀行、国際開発金融機関及び開発金融

機関 1,239,712 384,427 － － － 1,624,139

エクスポージャー合計 106,575,916 7,520,421 2,720,109 333,239 17,110,390 134,260,075
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表42：メイバンク・イスラミックによるECAIの格付に基づく格付エクスポージャーの開示

（単位：千マレーシア・リンギット）

 格付区分  

エクスポージャー・クラス 1 2 3 4 5 合計

2024年12月31日現在       

オンバランスシート及びオフバランスシー

トのエクスポージャー       

格付エクスポージャー       

A)法人の格付       

　公共部門企業 － 30,831 － － 10,219 41,050

　保険会社、証券会社及びファンド・

マネージャー － － － － 8,191 8,191

　法人 15,931 733 － 199 574,777 591,640

B)政府／中央銀行の格付       

　政府／中央銀行 38,563,805 2,049,749 － － － 40,613,554

エクスポージャー合計 38,579,736 2,081,313 － 199 593,187 41,254,435

       

2023年12月31日現在       

オンバランスシート及びオフバランスシー

トのエクスポージャー       

格付エクスポージャー       

A)法人の格付       

　公共部門企業 － 10,418 － － 47,449 57,867

　保険会社、証券会社及びファンド・

マネージャー － － － － 7,591 7,591

　法人 18,263 1,246 － 808 472,668 492,985

B)政府／中央銀行の格付       

　政府／中央銀行 31,595,084 2,755,720 － － － 34,350,804

エクスポージャー合計 31,613,347 2,767,384 － 808 527,708 34,909,247

 

カウンターパーティ信用リスク

カウンターパーティ信用リスクは、カウンターパーティが、財務関連活動にかかる契約で要求される現在

又は将来の支払について債務不履行に陥る可能性により生じるリスクである。

カウンターパーティ信用リスクは、当行グループの貸付事業、投資及び財務活動から生じ、外国為替、短

期金融資産、確定利付証券、コモディティ、株式及び店頭デリバティブの取引を通じて当行グループの商品

勘定及び銀行勘定に影響を及ぼすものである。他の形の信用リスクと比べた場合のカウンターパーティ信用

リスクの主な際立った特徴は、裏付けとなる契約の将来価値が不確定であり、すべての将来キャッシュ・フ

ローの価値次第で正又は負となる可能性があることである。

 

限度額

カウンターパーティ信用リスク・エクスポージャーは、単一のカウンターパーティ又はカウンターパー

ティのグループの場合のいずれも、カウンターパーティ限度額によって管理されており、またマレーシア中

央銀行の単一カウンターパーティ・エクスポージャー限度額（SCEL）に基礎を置いている。当行グループ

は、単一のカウンターパーティのグループに対するエクスポージャーが、常に適度かつ健全な範囲内である

ことを確実にするため、エクスポージャーを積極的に監視して管理している。カウンターパーティ信用リス

ク・エクスポージャーは、市場のリスク要因により重大な影響を受ける可能性がある。当行グループは、適

切な行動を迅速に特定し、見直しかつ各リスク委員会を通じて提案する専門チームを設置している。

 

信用リスク・エクスポージャーの取扱い
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オンバランスシート及びオフバランスシートのエクスポージャーについて、当行グループは、マレーシア

中央銀行及びバーゼルのガイドラインに従ったリスクの取扱いを採用している。デリバティブ及び外国為替

エクスポージャーについては、当行グループは、カレント・エクスポージャー方式により信用リスクを測定

している。この方式は、時価評価のエクスポージャー及び潜在的な将来のエクスポージャーについての適切

な増加要因を考慮した後に、当行グループの信用リスク・エクスポージャーを算定する。用いられる増加要

因は、マレーシア中央銀行のガイドライン及びバーゼルⅡ要件に従っている。

 

カウンターパーティ信用リスクの軽減

当行グループは、信用の質の高い事業体と取引を行い、様々なカウンターパーティにエクスポージャーを

分散するために取引、カウンターパーティ及びポートフォリオのレベル毎に限度額を設定する総合的な手法

を用いている。二次的償還請求として、当行グループは、適切な場合にはカウンターパーティとの担保の

ネッティングを用いる、信用リスク軽減方法を採用している。

デリバティブにおけるカウンターパーティ信用リスク・エクスポージャーは、可能な場合には、カウン

ターパーティとのネッティング決済を規定する、国際スワップデリバティブ協会（以下「ISDA」という。）

マスター契約等のマスター・ネッティング契約によって軽減されている。

マスター契約は、当行グループ及びカウンターパーティ間の全取引において効力を有し、債務不履行に陥

るか又は予め定めた事由が発生した場合に、残存する取引の終了する時点の債務残高のネッティングを可能

とする。

特定の場合には、当行グループは、クレジット・サポート・アネックス（CSA）を承認されたISDAカウン

ターパーティと締結することで、更なる軽減を要求することができる。これにより、カウンターパーティ信

用リスク・エクスポージャーを軽減するために担保として証拠金の徴求ができる。

表43から表45は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミックのそれぞれに対するオフバランス

シートのエクスポージャー及びカウンターパーティ信用リスク・エクスポージャーを示している。
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表43：メイバンク・グループのオフバランスシートのエクスポージャー及びカウンターパーティ信用リス

ク・エクスポージャーの開示

（単位：千マレーシア・リンギット）

項目の性質 元本／想定元本 信用相当額 リスクアセット

2024年12月31日現在    

債務履行肩代わり契約 11,497,829 11,497,829 6,866,584

取引に係る偶発債務 15,758,091 7,993,031 4,452,760

短期の自己清算型貿易関連偶発債務 5,421,984 1,087,817 528,606

先物資産購入、先渡預金、部分払込株式

及び一定の引出を伴うコミットメント

を表章する有価証券 － － －

銀行証券の貸付又は銀行による担保とし

ての証券の計上（レポ形式による取引

により生じたもの（買戻／リバースレ

ポ及び証券の貸付／借入取引等）及び

売却及び買戻下でのイスラム証券の買

戻しのためのコミットメントを含む） 33,046,120 1,837,400 129,068

外国為替関連契約 250,954,304 7,338,280 2,957,511

　‐１年以下 226,534,288 4,784,615 1,373,480

　‐１年超５年以下 21,406,137 2,044,524 1,286,014

　‐５年超 3,013,879 509,141 298,017

金利／利益率関連契約 43,840,412 1,386,073 891,713

　‐１年以下 5,957,046 22,980 15,192

　‐１年超５年以下 32,779,603 876,206 450,197

　‐５年超 5,103,763 486,887 426,324

エクイティ関連契約 671,130 108,256 51,151

　‐１年以下 671,130 108,256 51,151

　‐１年超５年以下 － － －

　‐５年超 － － －

コモディティ契約 23,335,552 516,102 187,316

　‐１年以下 3,620,444 74,717 27,109

　‐１年超５年以下 19,715,108 441,385 160,207

　‐５年超 － － －

有効な相互ネッティング契約に従う店頭

デリバティブ取引及びクレジット・デ

リバティブ取引 626,535,247 9,110,473 2,461,455

その他のコミットメント（当初満期が１

年を超える正式なスタンド・バイ・

ファシリティー及びクレジットライン

等） 111,441,985 87,720,119 35,677,083

その他のコミットメント（当初満期が１

年までの正式なスタンド・バイ・ファ

シリティー及びクレジットライン等） 3,115,105 1,748,537 1,238,628

銀行による事前の通知無しにいつでも無

条件で解約ができる又は借手の信用力

低下により自動的に解約されるコミッ

トメント 124,335,137 15,933,627 3,521,285

利用されていないクレジットカードライ

ン（20％のCCFに従った標準的手法下の

ポートフォリオ） 475,433 95,087 73,349

合計 1,250,428,329 146,372,631 59,036,509
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表43：メイバンク・グループのオフバランスシートのエクスポージャー及びカウンターパーティ信用リス

ク・エクスポージャーの開示（続き）

（単位：千マレーシア・リンギット）

項目の性質 元本／想定元本 信用相当額 リスクアセット

2023年12月31日現在    

債務履行肩代わり契約 10,548,940 10,548,940 6,668,532

取引に係る偶発債務 15,836,971 8,006,446 4,270,082

短期の自己清算型貿易関連偶発債務 4,542,830 910,972 552,924

先物資産購入、先渡預金、部分払込株式

及び一定の引出を伴うコミットメント

を表章する有価証券 － － －

銀行証券の貸付又は銀行による担保とし

ての証券の計上（レポ形式による取引

により生じたもの（買戻／リバースレ

ポ及び証券の貸付／借入取引等）及び

売却及び買戻下でのイスラム証券の買

戻しのためのコミットメントを含む） 41,254,876 4,346,037 116,083

外国為替関連契約 235,599,443 7,008,921 2,706,844

　‐１年以下 216,071,609 4,632,815 1,164,405

　‐１年超５年以下 15,308,698 1,649,206 1,044,711

　‐５年超 4,219,136 726,900 497,728

金利／利益率関連契約 34,869,752 1,326,860 901,478

　‐１年以下 7,452,742 16,885 10,421

　‐１年超５年以下 22,920,150 836,488 490,686

　‐５年超 4,496,860 473,487 400,371

エクイティ関連契約 741,923 109,485 44,608

　‐１年以下 741,923 109,485 44,608

　‐１年超５年以下 － － －

　‐５年超 － － －

コモディティ契約 11,182,612 253,492 111,247

　‐１年以下 6,327,716 119,857 52,836

　‐１年超５年以下 4,854,896 133,635 58,411

　‐５年超 － － －

有効な相互ネッティング契約に従う店頭

デリバティブ取引及びクレジット・デ

リバティブ取引 488,759,180 7,082,783 2,295,119

その他のコミットメント（当初満期が１

年を超える正式なスタンド・バイ・

ファシリティー及びクレジットライン

等） 99,334,262 78,669,363 32,519,449

その他のコミットメント（当初満期が１

年までの正式なスタンド・バイ・ファ

シリティー及びクレジットライン等） 4,360,364 2,753,855 1,310,815

銀行による事前の通知無しにいつでも無

条件で解約ができる又は借手の信用力

低下により自動的に解約されるコミッ

トメント 116,504,414 14,340,573 3,196,927

利用されていないクレジットカードライ

ン（20％のCCFに従った標準的手法下の

ポートフォリオ） 501,386 100,277 75,241

合計 1,064,036,953 135,458,004 54,769,349
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表44：メイバンクのオフバランスシートのエクスポージャー及びカウンターパーティ信用リスク・エクス

ポージャーの開示

（単位：千マレーシア・リンギット）

項目の性質 元本／想定元本 信用相当額 リスクアセット

2024年12月31日現在    

債務履行肩代わり契約 7,446,166 7,446,166 3,598,124

取引に係る偶発債務 10,609,960 5,375,799 2,935,723

短期の自己清算型貿易関連偶発債務 4,005,558 802,135 431,223

先物資産購入、先渡預金、部分払込株式

及び一定の引出を伴うコミットメント

を表章する有価証券 － － －

銀行証券の貸付又は銀行による担保とし

ての証券の計上（レポ形式による取引

により生じたもの（買戻／リバースレ

ポ及び証券の貸付／借入取引等）及び

売却及び買戻下でのイスラム証券の買

戻のためのコミットメントを含む） 47,564,818 2,237,768 174,105

外国為替関連契約 227,929,754 6,676,850 2,382,147

　‐１年以下 206,419,774 4,373,587 1,163,250

　‐１年超５年以下 18,670,392 1,803,991 960,117

　‐５年超 2,839,588 499,272 258,780

金利／利益率関連契約 37,906,512 1,218,896 785,871

　‐１年以下 5,212,968 21,874 14,752

　‐１年超５年以下 28,031,966 737,454 356,870

　‐５年超 4,661,578 459,568 414,249

エクイティ関連契約 － － －

　‐１年以下 － － －

　‐１年超５年以下 － － －

　‐５年超 － － －

コモディティ関連契約 23,335,552 516,102 187,316

　‐１年以下 3,620,444 74,717 27,109

　‐１年超５年以下 19,715,108 441,385 160,207

　‐５年超 － － －

有効な相互ネッティング契約に従う店頭

デリバティブ取引及びクレジット・デ

リバティブ取引 663,012,484 9,551,610 2,530,166

その他のコミットメント（当初満期が１

年を超える正式なスタンド・バイ・

ファシリティー及びクレジットライン

等） 75,067,624 56,454,651 24,610,700

その他のコミットメント（当初満期が１

年までの正式なスタンド・バイ・ファ

シリティー及びクレジットライン等） 2,409,564 1,480,976 1,034,826

銀行による事前の通知無しにいつでも無

条件で解約できる又は借手の信用力低

下により自動的に解約されるコミット

メント 60,198,739 6,529,142 1,019,059

利用されていないクレジットカードライ

ン（20％のCCFに従った標準的手法下

のポートフォリオ） 27,681 5,536 3,823

合計 1,159,514,412 98,295,631 39,693,083
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表44：メイバンクのオフバランスシートのエクスポージャー及びカウンターパーティ信用リスク・エクス

ポージャーの開示（続き）

（単位：千マレーシア・リンギット）

項目の性質 元本／想定元本 信用相当額 リスクアセット

2023年12月31日現在    

債務履行肩代わり契約 6,625,817 6,625,817 4,352,386

取引に係る偶発債務 11,006,248 5,570,744 2,769,309

短期の自己清算型貿易関連偶発債務 3,404,545 681,768 451,552

先物資産購入、先渡預金、部分払込株式

及び一定の引出を伴うコミットメント

を表章する有価証券 － － －

銀行証券の貸付又は銀行による担保とし

ての証券の計上（レポ形式による取引

により生じたもの（買戻／リバースレ

ポ及び証券の貸付／借入取引等）及び

売却及び買戻下でのイスラム証券の買

戻のためのコミットメントを含む） 60,054,589 4,874,785 215,622

外国為替関連契約 208,802,006 6,190,597 2,044,829

　‐１年以下 191,568,511 4,069,847 797,938

　‐１年超５年以下 13,393,048 1,438,655 806,013

　‐５年超 3,840,447 682,095 440,878

金利／利益率関連契約 25,204,512 852,321 615,368

　‐１年以下 7,197,018 13,484 6,257

　‐１年超５年以下 13,936,711 395,040 220,483

　‐５年超 4,070,783 443,797 388,628

エクイティ関連契約 － － －

　‐１年以下 － － －

　‐１年超５年以下 － － －

　‐５年超 － － －

コモディティ関連契約 11,182,612 253,493 111,246

　‐１年以下 6,327,716 119,857 52,836

　‐１年超５年以下 4,854,896 133,636 58,410

　‐５年超 － － －

有効な相互ネッティング契約に従う店頭

デリバティブ取引及びクレジット・デ

リバティブ取引 526,016,581 7,980,424 2,497,353

その他のコミットメント（当初満期が１

年を超える正式なスタンド・バイ・

ファシリティー及びクレジットライン

等） 65,288,873 49,391,317 21,691,239

その他のコミットメント（当初満期が１

年までの正式なスタンド・バイ・ファ

シリティー及びクレジットライン等） 3,591,752 2,424,931 1,059,240

銀行による事前の通知無しにいつでも無

条件で解約できる又は借手の信用力低

下により自動的に解約されるコミット

メント 57,209,856 6,326,558 1,039,343

利用されていないクレジットカードライ

ン（20％のCCFに従った標準的手法下

のポートフォリオ） 25,601 5,120 3,672

合計 978,412,992 91,177,875 36,851,159
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表45：メイバンク・イスラミックのオフバランスシートのエクスポージャー及びカウンターパーティ信用リ

スク・エクスポージャーの開示

（単位：千マレーシア・リンギット）

項目の性質 元本／想定元本 信用相当額 リスクアセット

2024年12月31日現在    

債務履行肩代わり契約 3,151,618 3,151,618 2,614,932

取引に係る偶発債務 4,548,180 2,311,067 1,333,482

短期の自己清算型貿易関連偶発債務 973,572 196,112 46,295

売却及び買戻契約取引下でのイスラム証

券の買戻のためのコミットメント 1,423,992 － －

外国為替関連契約 5,006,698 233,848 121,526

　‐１年以下 2,987,872 69,740 42,820

　‐１年超５年以下 1,844,535 146,679 72,382

　‐５年超 174,291 17,429 6,324

金利／利益率関連契約 280,325 20,509 7,160

　‐１年以下 － － －

　‐１年超５年以下 170,325 11,871 3,389

　‐５年超 110,000 8,638 3,771

有効な相互ネッティング契約に従う店頭

デリバティブ取引及びクレジット・デ

リバティブ取引 36,753,686 670,077 149,804

その他のコミットメント（当初満期が１

年を超える正式なスタンド・バイ・

ファシリティー及びクレジットライン

等） 41,792,335 34,408,340 10,929,908

その他のコミットメント（当初満期が１

年までの正式なスタンド・バイ・ファ

シリティー及びクレジットライン等） － － －

銀行による事前の通知無しにいつでも無

条件で解約できる又は借手の信用力低

下により自動的に解約されるコミット

メント 10,631,650 2,336,794 443,056

利用されていないクレジットカードライ

ン（20％のCCFに従った標準的手法下の

ポートフォリオ） 14,233 2,846 1,254

合計 104,576,289 43,331,211 15,647,417

    

2023年12月31日現在    

債務履行肩代わり契約 3,182,771 3,182,771 1,809,347

取引に係る偶発債務 4,124,932 2,090,400 1,284,447

短期の自己清算型貿易関連偶発債務 527,091 106,964 30,600

売却及び買戻契約取引下でのイスラム証

券の買戻のためのコミットメント － － －

外国為替関連契約 4,179,141 253,345 147,501

　‐１年以下 2,220,831 47,945 29,617

　‐１年超５年以下 1,577,423 164,292 99,938

　‐５年超 380,887 41,108 17,946

金利／利益率関連契約 128,661 8,987 3,918

　‐１年以下 － － －

　‐１年超５年以下 18,661 187 76

　‐５年超 110,000 8,800 3,842

有効な相互ネッティング契約に従う店頭

デリバティブ取引及びクレジット・デ

リバティブ取引 32,038,163 204,685 49,565

その他のコミットメント（当初満期が１

年を超える正式なスタンド・バイ・

ファシリティー及びクレジットライン

等） 34,518,141 28,370,770 9,709,767

その他のコミットメント（当初満期が１

年までの正式なスタンド・バイ・ファ

シリティー及びクレジットライン等） － － －
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銀行による事前の通知無しにいつでも無

条件で解約できる又は借手の信用力低

下により自動的に解約されるコミット

メント 8,776,723 2,010,363 380,901

利用されていないクレジットカードライ

ン（20％のCCFに従った標準的手法下の

ポートフォリオ） 4,593 919 769

合計 87,480,216 36,229,204 13,416,815
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カントリー・リスク

カントリー・リスクは、カウンターパーティに債務不履行を引き起こす可能性のある様々な政治的、財政

的又は経済的な要因の変化から生じるリスクである。

国別の限度額は、その国の信用格付及び戦略事業の検討に基づき設定されている。

 

市場リスク

市場リスクは、金利／利益率、外国為替レート、コモディティ価格及び株価等の市場の利率又は価格の変

動に起因する、損失又は利益若しくは資本に対する悪影響のリスクとして定義される。

当行グループは、様々な測定技術及び管理を用いて、取引及び非取引／バンキング業務にかかる市場リス

クを管理する。

 

取引市場リスク

当行グループのトレーディング勘定の市場リスク・エクスポージャーは、主として金融市場における取引

活動に起因する。当行グループにより採用されているリスク測定技術は、定量的及び定性的測定で構成され

る。トレーディング勘定は、市場リスクの限度枠及び方針によって管理されている。市場リスクの限度枠に

は、バリュー・アット・リスク（以下「VaR」という。）及びリスク感応度の限度枠が含まれている。

VaRは、金融市場の変動から生じる潜在的な損失価値を測定し、保有期間を１日とした信頼水準99.2％のヒ

ストリカル・シミュレーションに基づいている。当該VaRモデルは、その実績及び正確性を評価するため定期

的にバックテストされる。当行グループはまた、選定された過去のストレス期間に基づきストレスVaRを算出

する。

当行グループは、市場金利／利益率の変動に対するポートフォリオ感応度を管理するための１ベーシスポ

イントに対する価格価値（PV01）及び外国為替エクスポージャーを管理するためのネット・オープン・ポジ

ション（以下「NOP」という。）の制限等、リスク感応度測定を採用している。リスク感動度は、線形及び非

線形／オプション関連リスクの両方に適用可能である。これらの指標は、当行グループの市場リスク・エク

スポージャーにおいて詳細な情報を提供し、モニタリング、コントロール及び分析の目的に利用する。

ディーラーは、承認された限度内で取引することが要求され、方針の定めにより許容されない商品／活動

について取引することを厳しく禁じられている。取引方針及び取引限度のいかなる不遵守についても、指定

当局に対し、それを通知するための上申プロセスが実施されている。ディーラーは、不遵守を是正し承諾す

ることが求められる。リスク報告書は、毎月上席経営陣／委員会に提示される。

 

非取引市場リスク

非取引市場リスクは、主として銀行勘定活動に起因する固有のリスクである。主要なリスク分類は、銀行

勘定における金利リスク／利回りリスク及び外国為替リスクである。

 

銀行勘定における金利リスク／利回りリスク（IRR／RoRBB）

IRR／RoRBBは、金利の変動に起因する銀行勘定エクスポージャーにおける利益又は経済価値の損失リスク

として定義される。IRR／RoRBBの原因には、金利更改リスク、ベーシス・リスク、イールドカーブ・リスク

及びオプション・リスクが含まれる。

IRR／RoRBBを受け入れることは、銀行業での一般的なものであり、収益性及び株主価値の重要な源泉であ

る可能性がある。しかしながら、このリスクが過度である場合、当行グループの利益、資本、流動性及び支

払能力にとって有害である可能性がある。
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銀行勘定方針及び限度は、非取引市場リスクを測定し管理するために設定されている。リプライシング

ギャップ分析は、依然として当行グループのIRR／RoRBB査定の構成要素の１つである。アーニング・アッ

ト・リスク（EaR）及びエコノミック・バリュー・アット・リスク（EVaR）は、市場金利変動の利益及び資本

それぞれに対する悪影響の最大耐性レベルを正確に測定するために導き出される。

グループ資産負債管理委員会の監視を通じて、事業ラインは、資金移転価格決定を通じたIRR／RoRBBから

隔離されており、これにより、非取引市場リスク及び流動性リスクは、積極的なリスク管理及び貸借対照表

の最適化のために、法人財務ユニットに集中されている。法人財務ユニットは、定期的にリスク・エクス

ポージャーを審査し、承認された方針に従って、保証されていないリスク・エクスポージャーを軽減するた

めの戦略を提言する。

非確定性を特徴とする商品等の特定のポートフォリオは、金利の変動及び景気循環に関連する顧客／商品

の動向パターンを把握するため、定期的な統計的モデリングの適用を受ける。定期的なリスク査定及びスト

レス・テストは、ポートフォリオがリスク許容度及び不利な金利シナリオに耐えることを確実にするために

適用される。

表46(a)及び(b)は、IRR／RoRBBの変化のメイバンク・グループ、メイバンク及びメイバンク・イスラミッ

クそれぞれの利益及び資本に対する影響を示している。

 

表46(a)：メイバンク・グループ、メイバンク及びメイバンク・イスラミックの銀行勘定におけるIRR／RoRBB

（利益への影響額）

（単位：千マレーシア・リンギット）

 2024年12月31日現在 2023年12月31日現在

 当行グループ 当行

メイバンク・

イスラミック 当行グループ 当行

メイバンク・

イスラミック

 ±200bps ±200bps ±200bps ±200bps ±200bps ±200bps

利益への影響額 1,469,834 800,548 970,683 1,699,714 658,899 669,644

マレーシア・リンギット 2,327,315 1,161,386 1,164,569 1,916,911 1,022,384 885,870

米ドル (893,890) (635,947) (215,380) (885,780) (775,046) (171,380)

シンガポール・ドル 159,226 263,866 － 658,658 250,900 －

インドネシア・ルピア (119,885) 32,610 － (73,604) 31,128 －

その他(*) (2,932) (21,367) 21,494 83,529 129,533 (44,846)

 

表46(b)：メイバンク・グループ、メイバンク及びメイバンク・イスラミックの銀行勘定におけるIRR／RoRBB

（資本金への影響額）

（単位：千マレーシア・リンギット）

 2024年12月31日現在 2023年12月31日現在

 当行グループ 当行

メイバンク・

イスラミック 当行グループ 当行

メイバンク・

イスラミック

 ±200bps ±200bps ±200bps ±200bps ±200bps ±200bps

資本金への影響額 (2,248,294) (2,933,527) (1,246,546) (4,482,483) (4,231,831) 266,974

マレーシア・リンギット (1,187,996) (2,403,441) (1,231,572) (4,108,326) (4,351,969) 246,255

米ドル 488,919 370,365 (20,004) 840,571 684,435 13,173

シンガポール・ドル (312,742) 12,123 － (597,408) (341,089) －

インドネシア・ルピア (308,465) (881) － (400,740) (13,126) －

その他(*) (928,010) (911,693) 5,030 (216,580) (210,082) 7,546

注記：

1.　　すべての数値は、絶対額で記載されている。ただし、「影響額の合計」は、正味の総額（異なる地域の通貨／ポジ

ションを相殺後の結果）で記載されている。

2.　　(*) 英ポンド、香港ドル、ブルネイ・ドル、ベトナム・ドン、人民元、ユーロ、フィリピン・ペソ及びその他の通

貨を含む。

 

銀行勘定における外国為替（以下「FX」という。）リスク

FXリスクは、為替レートの変動により生じる価値の損失リスクである。
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FXリスク・エクスポージャーは、構造的ポジション及び非構造的ポジションに起因することがある。構造

的FXポジションは、主として、在外支店及び子会社に対する純投資である一方、その他のFXポジションは本

質的に非構造的である。一般に、構造的FXポジションについて、これらの投資が本質的に「永久」であり、

売却されない限り評価損は実現しないことから、ヘッジする必要はない。残存FXポジション又はヘッジされ

ていないFXポジションは、承認された方針及び制限に従って管理されている。

銀行勘定の外貨建て資産について、FX NOPを最小限に抑えるために、同一通貨で資金のマッチングが行わ

れる可能性がある。さらに、当行グループは、許容される国内／海外通貨及びFXリスクを管理するための

ヘッジ要件のリストアップといった質的管理を実施している。

FXリスクは、主として、利益及び資本金の両方の側面から評価される。グループ資産負債管理委員会は、

FXリスクが所定の限度内で管理されていることを確保する上で、積極的な役割を果たしている。

 

市場リスクに係る資本金に関する扱い

市場リスクに係る最低資本要件を算出するために当行グループは、標準的手法に基づくマレーシア中央銀

行の自己資本比率規制枠組みに関するガイドライン（バーゼルⅡ－リスクアセット）及びCAFIB（バーゼルⅡ

－リスクアセット）を採用している。表７から表９は、当行グループ、当行及びメイバンク・イスラミック

それぞれにおける市場リスクに係るリスクアセット及び資本要件を個別に開示する。

金利／利益率、外国為替及びオプションは、当行グループの取引業務における主要なリスク要因であり、

株式は一般的に投資銀行業務に起因する。

 

流動性リスク

流動性リスクは、債務の不履行（若しくは予想される不履行）又は債務の履行に係る費用の予想外の増加

から生じる当行グループの財政状態又は全体的な安全性及び健全性に対する悪影響のリスクと定義される。

流動性リスクは、内因的な信用リスクの悪化、格付の格下げ及びオペレーショナル・リスク事象、又は外

因的な市場混乱、銀行決済システムの欠陥及びソブリン・リスクの悪化等の潜在的問題によって引き起こさ

れる間接的なリスクとしても知られている。

貸借対照表のリスク測定は、多様で安定した資金調達基盤を体系的に維持する一方で、最適なポートフォ

リオを実現する。これらの測定は、地域における資産基盤の成長を支援するために、預貸率、借入を通じた

資金調達源、銀行間借入及びスワップ市場の望ましい目標を導き出す。かかる測定を通じて、当行グループ

は、望ましい貸借対照表の状態を実現するために、その資産及び負債のプロファイルを形成する。

流動性ギャップ分析としても知られる、計画対象期間のずれに伴うキャッシュ・フロー純額のミスマッチ

は、上席経営陣に対して、短期的な緊急の資金調達の必要性に関する明確な将来像と共に、中長期的な貸借

対照表の体系的な情報を提供する。資金提供者の資金源は、通貨、提供者、商品及び期間における多様性を

維持するために検討され、資金調達の過剰な集中は最小限に抑えられる。

当行グループは、ストレス時の状況下におけるキャッシュ・フローの脆弱性を評価するために、流動性ス

トレス・シナリオを実施している。当行グループは、ストレス時の状況に耐える資金調達能力を判断するた

めに、制約を受けない高品質の流動性資産（以下「HQLA」という。）のプールを継続的に検討している。

流動性カバレッジ比率（LCR）及び安定調達比率（NSFR）におけるマレーシア中央銀行の要件に従い、当行

グループは、LCR及びNSFRが規定の規制最低要件を上回ったままの状態を確保する。

LCRは、30日間の重大な流動性ストレス・シナリオへの耐性におけるHQLAの適性測定のための短期回復評価

である。HQLAは、容易かつ迅速にほぼ価値の減損なく現金化できる流動性資産である。
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NSFRは、貸借対照表の長期構造資金調達を促進し、流動性リスク特性の長期回復力を強化する。これによ

り、当行グループが資産の伸びを中期から長期の期間にわたり支えるために十分かつ安定した資金を維持す

ることが確実となる。

 

銀行勘定における株式リスク

株価リスクとは、株価の価格変動により生じるリスクである。株式エクスポージャーは、株式ポジション

及び当行グループの銀行勘定で保有する金融商品から生じる投資リスクに対する当行グループのエクスポー

ジャーの性質及び程度の決定を目的としている。

株式投資の持分は、証券取引所で活発に取引される上場株式（以下「上場株式」という。）及び証券取引

所で取引されない非上場株式（以下「非上場株式」という。）で構成される。

資本性金融商品は、通常は純損益を通じた公正価値（FVTPL）で測定されるが、売買目的でない資本性金融

商品について取引開始時に取消不能な選択を行った場合には、当行グループ及び当行は、その変動をその他

の包括利益を通じた公正価値（FVOCI）を通じて測定する（認識中止時に純損益に振り替えることはな

い。）。

表47及び表48は、当行グループ及び当行それぞれの銀行勘定ポジションのための株式エクスポージャーを

示している。

 

表47：メイバンク・グループの銀行勘定ポジションのための株式開示

（単位：千マレーシア・リンギット）

株式の種類

2024年12月31日現在 2023年12月31日現在

デフォルト時

エクスポージャー リスクアセット

デフォルト時

エクスポージャー リスクアセット

上場株式 1,911 1,911 2,085 2,085

非上場株式 1,186,264 1,223,449 1,147,396 1,192,590

 

総未実現純（損失）  (107,595)  (101,682)

 

報告期間における、売上及び

流動化より発生する実現され

た累積利益  37,079  37,122

 

表48：メイバンクの銀行勘定ポジションのための株式開示

（単位：千マレーシア・リンギット）

株式の種類

2024年12月31日現在 2023年12月31日現在

デフォルト時

エクスポージャー リスクアセット

デフォルト時

エクスポージャー リスクアセット

上場株式 1,180 1,180 1,347 1,347

非上場株式 1,139,702 1,153,607 1,136,823 1,176,730

 

総未実現純（損失）  (163,512)  (157,534)

 

報告期間における、売上及び

流動化より発生する実現され

た累積利益  21,280  21,323

 

非金融リスク

当行グループは、リスク状況の変化、規制要件の厳格化、事業環境における不確実性及びボラティリ

ティ、技術の急速な変化並びに気候変動を含むESGの考慮事項に伴う、新しい非金融リスク（NFR）をより広

範に網羅するため、オペレーショナル・リスク管理を進化及び拡大させている。サービス拒否攻撃、データ

漏洩、詐欺（オンライン及びオフライン）の形でのサイバー・リスク及びシステム障害を含むオペレーショ
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ナル・レジリエンスの課題等、近年急増している非金融リスク事案は、総合的な非金融リスク管理の重要性

を強調した。

 

非金融リスクの管理

非金融リスク管理は、全体的な原則及び目標を規定しかつ当行グループの非金融リスクに対する容認可能

な寛容度を反映した一定のリスク選好を有する、制定されたリスク戦略に支えられている。３種の防御構造

及び強固なリスク文化を前提とする堅固なリスク・ガバナンス・モデルは、当行グループにおいて非金融リ

スクの管理を進める上で不可欠である。

非金融リスク管理をさらに強化するために、リスク管理の方法及び手段は、問題発見時点からその解決ま

で事業を支援する過程に展開及び統合される。リスク管理の方法及び手段は、非金融リスク・エクスポー

ジャーについての適時の特定、査定・測定、コントロール、監視及び報告をするために効果的な過程におい

て相互補完的であり、金融損失及び当行グループに対するレピュテーション・リスクを最小限にする。非金

融リスクに係る総合的リスク管理システムは、方法及び手段の履行を可能にする基礎を形成する。

 

 

リスクの特定、査定及び対策

・　事件管理及びデータ収集（以下「IMDC」という。）

IMDCは、非金融リスク事件の管理及び報告のための体系的かつ組織的なプラットフォームを提供す

る。集約されたデータベース内の非金融リスク事件に関する一貫性のあるかつ標準化された情報群

は、業務上の過失の総合的な分析を可能とし、業務上「ホットスポット」へ集中し、将来の業務上の

損失についてのリスクの影響を軽減する。

 

・　リスク及び統制の自己査定（以下「RCSA」という。）

RCSAは、当行グループの業務に内在する非金融リスク及びリスク軽減のために実施されている対応コ

ントロール有効性の継続的な査定プロセスである。それは、コントロール上のギャップの特定及びそ

のギャップに対処する適切な行動プラン開発の事業プロセスの見直しを重要視する、リスク・プロ

ファイリング・ツールである。

RCSAはまた、新商品の導入から生じる相関リスクの特定及び軽減、大規模な変更プログラムの実施又

はITプロジェクトを特に取り巻く、当行グループのビジネス上及び事業環境の大きな変化から生じる

リスクを管理するために不可欠である。

 

・　重要なリスク指標（以下「KRI」という。）
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KRIは、当行グループ、事業及び業務レベルで増加するリスクへの早期警告信号としての機能を果た

す指標を確立する目的で、重要な非金融リスク・エクスポージャーの測定及び管理のための体系的な

プロセスを提供する。KRIは、非金融リスクが業務上の損失に転換する前に、許容水準内に収めるた

めに行う緊密なモニタリングを可能にする。

 

リスク・コントロール及び軽減

非金融リスクのコントロール及び軽減の目的は、当行グループのリスク選好に定められた通りの許容レベ

ルへの非金融リスク・エクスポージャーの最小化又は軽減である。

当行グループが展開する、主要なコントロール及び軽減ツールは以下の通りである。

 

・　アウトソーシング

アウトソーシングは、業務上の効率性を上げることを狙い、当行グループの中核事業への集中を可能

にすることで、非金融リスク・エクスポージャーを最小化する。当行グループが、所有権を有しアウ

トソーシングが行われた活動に係る最高責任を負う（技術リスク基準に合致させることを含む。）一

方で、外部関係者は、活動を当行グループに代わって担うことを約束する。

 

・　不正防止管理

当行グループは、既存構想、原則及び戦略と連携した健全かつ包括的なツール及びプログラムを構築

した。そのツール及びプログラムは、不正に起因するリスクが決然と適時かつ体系的に管理されるこ

とを保証する。明確な役割及び責任は、全従業員の誠実性の高水準化に取り組む上で、組織の各レベ

ルにおいて定められている。

 

・　事業継続性管理（以下「BCM」という。）

BCMは、混乱が発生した場合の組織の復旧力を高めるための包括的かつ総合的な手法のツールとして

の役割を果たし、これにより、主要なステークホルダーの利益、レピュテーション、ブランド及び価

値創出活動を確保するような効果的な対応ができる。

当行グループにおけるBCMアプローチは、以下の重要点を前提とする。

・　混乱（例：災害、危機、緊急事態）による事業及び重要業務への影響を最小限に抑える軽減方策

の実施。

・　混乱が発生した場合に、当行グループの事業及び重要業務を適時に再開する。

混乱が発生した場合、当行グループの主な優先事項は常に生命の安全であり、その次に事象の安定化

である。これに続いて、混乱により生じる障害の可能性を最小化する目的から、適切なステークホル

ダーへの対応がなされる。BCMアプローチは、下図でさらに説明される重要な要素を含む。これに

は、当行グループへの潜在的脅威の特定、かかる脅威が現実のものとなった場合の人々及び事業運営

への影響レベルの査定並びに稼動停止時の人々の安全及び事業回復を保証する適切な戦略の実施を含

む。COVID-19パンデミックから学んだベスト・プラクティス及び教訓は、事業継続計画及び関連する

標準業務手順書（SOP）に組み込まれている。
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当行グループは、事業業務の復旧力について、制定されたBCMプロセス及びインフラが混乱時の耐久

及び復旧に必須の機能並びに資金を有することを保証するため、標準的テスト（計画的又は事前の通

知なく）を通じて継続的に見直す。通常の危機シミュレーション訓練（以下「CSE」という。）及び

事業継続計画（BCP）「ライブ・ラン」の活性化は、当行グループ内の同時CSEに加えて、当行グルー

プの各主要ビジネス機能において実行されている。標準的テスト及びエクササイズは、特に職員の心

構え、代替の職場への即応能力、ITシステムの災害復旧への信頼並びにすべての所在地間での通信、

エスカレーション及び復旧手順の効率性を対象に実施されることを検証する。

 

・　その他の非金融リスク - ITリスク

当行グループは、送信経路、ビジネスサービス、通信及び当行グループのデジタル・アジェンダ全体

に影響を及ぼす可能性のある潜在的なサイバー脅威、インフラの復旧力並びにデータ損失／盗難及び

破壊に引続き重点を置いている。これは、パンデミックの影響でデジタル取引の量と頻度が急増した

ことから特に適切であった。サイバー・リスクの世界的な傾向と同様にITインフラストラクチャー及

びITシステムも詳細に分析することで、ITセキュリティチームは、潜在的な脅威とセキュリティ侵害

を特定し、オンライン取引の量が増加しても当行グループのシステムの復旧力を維持することができ

る。サイバー・リスク管理の枠組み及び方法は、新たな脅威を考慮に入れるために、米国国立標準技

術研究所のサイバーセキュリティ・フレームワーク及びリスク管理フレームワークのような国際的な

標準に合わせて強化されている。

 

リスク管理及び報告

方法及びツール導入の支援は、明確に定義されたプロセスであり、それは、非金融リスク・エクスポー

ジャーを効果的に監視する際に経験する事業及び業務の非金融リスク・エクスポージャーについて、当行グ

ループ内の特定のステークホルダー（例：経営陣及び関連リスク委員会）への適時な対応及び報告を促進す

る。これは、非金融リスク事件、そのトレンド、リスク「ホットスポット」、RCSAリスク特性、KRIによるリ

スク・エクスポージャー・レベル及び外注サービス提供会社のパフォーマンスの継続的な見直し、管理、報

告及び検討を含む。

 

オペレーショナル・リスクに対する資本の扱い

当行グループは現在、オペレーショナル・リスクに係る最低資本要件を算出するため基礎的指標手法

（BIA）を採用しているが、2025年１月から、マレーシアのすべての銀行機関は、マレーシア中央銀行の自己

資本比率規制枠組み（オペレーショナル・リスク）に基づき、標準的手法（SA）に準拠することが求められ

ている。

 

シャリア・ガバナンス

シャリア原則は、マレーシア中央銀行及びマレーシア証券委員会のシャリア諮問委員会又は事業が行われ

ている管轄区域の関連規制当局並びにメイバンク・グループ内に設置されたシャリア委員会により決議され

る、シャリアに定められる教義、条件及び原則の精査を通じたイスラム金融の実務のための基礎である。包

括的なシャリア・コンプライアンス・インフラストラクチャー及びガバナンス契約により、イスラム金融機

関の事業活動及び業務に対するステークホルダーの信頼を確保することができる。

マレーシア中央銀行の要件に従い、当行グループは、イスラム事業活動におけるシャリア・コンプライア

ンスの徹底した遵守を促進するため、取締役会、シャリア委員会、経営陣及び重要なステークホルダーの重
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要な責任及び説明責任を強化するために、包括的かつ健全なシャリア・ガバナンス枠組みを確立した。かか

る枠組みはまた、シャリア不遵守（SNC）リスクの効果的な管理のための健全な意思決定プロセス及び安定し

た内部統制機能を強化するためのシャリア委員会の客観性にも関連している。

シャリア・ガバナンス枠組みの支えとなるものは、各取引又は事業活動がシャリア要件に従い、シャリア

不遵守の実行及び報告と同様、当行グループにより実行されているかを確実にするために必要な手続及びパ

ラメーターを含む詳細な方針及び手順である。

 

シャリア・ガバナンス枠組みの導入

健全で安定したシャリア・ガバナンス枠組みの導入は、実効的かつ責任ある取締役会、法的資格を有しか

つ説明責任のある経営陣及び独立したシャリア委員会によって反映されており、効果的かつ効率的な監督を

行うための強力な内部シャリア統制機能によって支えられている。徹底したシャリアを遵守したガバナン

ス・メカニズムは、実行前と実行後の両方に対応する３種の防御構造を通じて実行される。

第１の防御構造は、事業、業務及びリスク・エクスポージャーに内在する日常的なシャリア・リスクを管

理する責任を負っている事業及びサポート部門により支えられている。また、シャリア委員会及びシャリア

諮問委員会の決議に基づき関係者にシャリアに関する日常的な助言を提供し、シャリア問題に関する詳細な

調査及び研究を行い、シャリア委員会の決定及び助言を関係者に広めるシャリア事務局機能も含まれる。

第２の防御構造は、シャリア・リスク機能で構成されており、シャリア不遵守リスクを体系的に特定、測

定、監視及び統制し、可能性のある不遵守事由を軽減する。また、事業運営及び業務がシャリア要件を遵守

しているかどうかを定期的に評価するシャリア検討機能も含まれる。

第３の防御構造は、シャリア監査機能であり、シャリア遵守のための健全で効果的な内部統制システムを

確保するコンプライアンスの程度を向上させるために独立した定期的な評価を提供する。

 

シャリア不遵守の収益の調整プロセス

シャリア不遵守とは、マレーシア中央銀行のシャリア諮問委員会、マレーシア証券委員会又は関連する現

地規制当局及び当行グループ内に設置されたシャリア委員会により決定され、要求されるシャリアの要件及

び教義を履行できないことである。シャリア不遵守の事案を扱い、報告するための監督機能は、当行グルー

プに置かれている。

2024年12月31日現在、当行グループは、２件のシャリア不遵守事案の発生を報告した。メイバンク・イス

ラミックにより報告されたシャリア不遵守事案１件では、総収益36,598.98マレーシア・リンギットが浄化さ

れ、慈善事業に振り向けられた。メイバンク・インターナショナル・ラブアン支店により報告された事案１

件は、収益の浄化を伴わなかった。

 

投資口座

2013年イスラム金融サービス法（IFSA）は、投資口座をイスラム預金と区別し、投資口座は投資を目的と

した元本非保証型のシャリア契約の適用により定義される。

2013年イスラム金融サービス法の制定後、その精神に基づき、メイバンク・イスラミックは、ムダラバ及

びワカラのシャリア契約に基づいて投資口座商品を開発した。

ムダラバは、出資者（Rabbul Mal）としての顧客と事業者（Mudharib）としての当行との間の契約であ

り、これに基づき顧客は当行が管理するムダラバ・ベンチャーに投資するための資本を提供する。かかるベ

ンチャーにより生じた利益は、双方が合意した利益分配率に基づき顧客と当行との間で分配されるのに対

し、金融損失は、かかる損失が当行の不正行為（ta'addi）、過失（taqsir）又は特定の規定の違反

（mukhalafah al-shurut）によるものでない限り、顧客が負担する。
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ワカラは、契約者本人（Muwakkil）としての顧客と代理人（Wakeel）としての当行との間の契約であり、

投資を目的として締結される。顧客は、投資資金を提供し、当行を投資活動を行い、管理するのための代理

人として任命／承認し、当行はその引き換えとして、提供したサービスに対する手数料を受け取る。

この場合、当行が管理するムダラバ・ベンチャー及びワカラ・ベンチャーは、当行が提供する様々な投資

口座商品を通じて顧客が投資した資金をいい、かかる資金はその後、特定の又は当行の資産及び市場性のあ

る有価証券（マルチ・アセット投資口座-ｉにのみ適用される）の混合ポートフォリオのいずれかに投資され

る。

メイバンク・イスラミックは、顧客が当行に対し特定の投資権限を付与する投資口座を意味する制限付利

益分配投資口座及び顧客が当行に対し特別な制限又は条件なしに最終的な投資決定を下す権限を付与する投

資口座を意味する非制限投資口座の２種類の投資口座を提供している。投資口座商品は、PIDMにより保護さ

れていない。

投資口座への投資の委託、戦略及びパラメーターは、顧客の利益を保護するにあたって投資口座の事業活

動及び業務の有効かつ効率的な監視を確実にするため、当行が定めるガバナンスに基づいている。

投資口座は以下の通り管理されている。

・　メイバンク・イスラミックの取締役会、グループ・シャリア委員会及び取締役会投資委員会の広範な

監督、説明責任及び責任

・　グループ資産及び負債委員会（GALCO）による監督、指導及び監視

・　投資口座の運営を統制する運営方針の管理、策定及び実施を確実にすることに対する上席経営陣の説

明責任

・　投資口座ユニットの専用機能の設置

 

メイバンク・イスラミックの非制限投資口座

非制限投資口座の投資目的は、資金の種類により異なり、それぞれの資金の商品開示表に記載されてい

る。リスク特性は、資金が投資された資産に応じて低リスクから中リスクまで様々である。

上記にかかわらず、顧客は、それぞれの資金の商品開示表を通じ、非制限投資口座に関連する様々なリス

ク要因（以下を含むが、これらに限定されない。）について説明を受ける。

・　資本損失リスク－投資は、購買力の価値が減少するリスクを伴う。そのため、当行は、低リスクから

中リスク特性の分散型資産にのみ資金を投資し、健全な投資管理基準を適用する。

・　市場リスク－投資された資産は、市場相場の変動にさらされ、ファンドの全体的な収益実績に影響を

及ぼす可能性がある。このリスクは、全体的なヘッジ戦略に基づき当行が管理する。

・　流動性リスク－かかるリスクは、払戻し／償還が投資合計を超過した場合に生じる。かかるリスク

は、全体的な流動性管理戦略に基づき当行が管理する。

・　信用リスク－このリスクは、ファンドの資産の大部分が債務不履行に陥った場合に生じる。これは、

分散型資産ポートフォリオを慎重に選択し、かつ選ばれた資産の実績を注意深く監視することによ

り、当行が管理する。

2024事業年度末時点における非制限投資口座による資金調達の総エクスポージャーは、30.09十億マレーシ

ア・リンギットであった。非制限投資口座の実績は、非制限投資口座の総資産利益率（ROA）に関して4.53％

であり、平均分配可能純利益は4.43％であった。さらに、投資口座所有者に分配された純利益は平均分配可

能純利益の35.33％であり、これは申告された利益率1.57％に相当する。非制限投資口座による資金調達の引

当金は75.1百万マレーシア・リンギットと見積もられており、非制限投資口座による減損資産は計上されな

かった。
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メイバンク・イスラミックの制限付利益分配投資口座

制限付利益分配投資口座は、ムダラバのシャリア原則に基づく特定の投資委託であり、出資者として行動

する投資家が、事業者として行動する当行に資金を提供するもので、資産クラス、経済セクター及び/又は投

資期間等の特定の目的のために資金提供をする。具体的な契約条件は、マスター・ムダラバ契約及び投資家

への投資通知に定められている。

制限付利益分配投資口座の外部投資家への示唆的な利益は、制限付利益分配投資口座により調達された金

融資産の契約上の利益又はクーポン・レートに依存する。2024事業年度末時点において、外部投資家との制

限付利益分配投資口座により調達された金融資産の総資産利益率及び平均分配可能利益率は、5.76％から

6.90％の範囲であった。一方、制限付利益分配投資口座の投資家に対する示唆的な利益率は、契約条件に従

い金融資産からの受取利益の影響を受け、5.73％から6.90％の範囲であった。制限付利益分配投資口座によ

り調達された金融資産の減損資産及び減損引当金は、それぞれ557.5百万マレーシア・リンギット及び248.7

百万マレーシア・リンギットであった。
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５【重要な契約等】

該当事項なし。

 

６【研究開発活動】

該当事項なし。

 

第４【設備の状況】

 

１【設備投資等の概要】

　該当事項なし。

 

２【主要な設備の状況】

メイバンク・グループが所有する物件上位10件

（2024年12月31日現在）

所在地 種類

現在の

使用用途 保有期間

残存
賃貸借期間
(満了日) 築年数

土地面積
(平方

メートル) 取得年

純簿価

(千マレーシア・

リンギット)

クアラルンプー

ル、ジャラン・

バンサー３、１

ウ タ マ 、 メ ナ

ラ・エティカ

38階建

オフィス

ビル

オフィス

・賃貸

99年の

賃貸借

82年

(2106年

11月27日

満了)

６ 4,636.00 1997 402,000

クアラルンプー

ル、ジャラン・

ピ ナ ン 11 、 エ

ティカ・ツイン

ズ

28階建

ツイン・

オフィスビ

ル

オフィス

・賃貸
自由保有 － 29 6,612.00 1994 363,000

クアラルンプー

ル、ジャラン・

マーロフ・バン

サー１、ダタラ

ン・メイバンク

オフィスビ

ルの20階部

分

２ブロック

及び22階部

分１ブロッ

ク

オフィス

・賃貸

99年の

賃貸借

61年

(2085年

12月３日

満了)

23 9,918.00 2000 353,425

シンガポール、

ノ ー ス ・ カ ナ

ル・ロード50

オフィス

ビル
オフィス 賃貸借

82年

(2106年

満了)

13 1,283.30 2007

73,300

シンガポール・

ドル

クアラルンプー

ル、ジャラン・

アンパン、セク

ション44、ロッ

ト153

商業地
屋外

駐車場
自由保有 － － 3,829.00 2008 181,000

シンガポール、

バ ッ テ リ ー ・

ロード２、メイ

バンク・タワー

32階建

オフィス

ビル

オフィス
999年の

賃貸借

801年

(2825年

満了)

22 1,135.70 1962

47,140

シンガポール・

ドル

クアラルンプー

ル、ジャラン・

マラッカ23、ア

カデミ・エティ

カ

25階建

オフィス

ビル

オフィス

・賃貸

99年の

賃貸借

41年

(2065年

満了)

28 1,960.47 1994 80,000
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クアラルンプー

ル、ジャラン・

トゥン・ペラッ

ク100、メナラ・

メイバンク

58階建

オフィス

ビル

本社

・賃貸
自由保有 － 36 31,748.00 1978 70,202

シンガポール、

ノ ー ス ・ カ ナ

ル・ロード48

オフィス

ビル
オフィス 賃貸借

87年

(2111年

満了)

12 326.20 2012

16,897

シンガポール・

ドル

ス マ ラ ン 150 、

ジャラン・ペム

ダ

３階建

オフィス

ビル

支店

・ジャワ

・テンガ

地域

自由保有 － 34 2,675.00 1990

141,335,430

インドネシア・

ルピア

 

３【設備の新設、除却等の計画】

該当事項なし。

 

第５【提出会社の状況】

 

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 (2024年12月31日現在)

授権株数(株) 発行済株式総数(株) 未発行株式数(株)

（注） 12,066,952,192 （注）

注記：　マレーシアの会社法上、未発行の授権株式という概念はない。

 

②【発行済株式】

 (2024年12月31日現在)

記名・無記名の別及び

額面・無額面の別
種類 発行数(株)

上場金融商品

取引所名又は

登録認可金融商品
取引業協会名

内容

記名式

無額面
普通株式 12,066,952,192

マレーシア

証券取引所

普通株式

１株当たり

１議決権

計 － 12,066,952,192 － －

 

（２）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。
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（３）【発行済株式総数及び資本金の推移】

年月日

発行済株式

総数

増減数(株)

発行済株式総数

残高(株)

株式資本増減額

(注1)

(マレーシア・

リンギット)

株式資本残高

(注1)

(マレーシア・

リンギット) 摘要

2021年１月15日

(注2)
172,632,753 11,413,994,640 1,325,819,543.04 49,606,174,677.74

１株当たり7.68マレーシ

ア・

リンギットのDRP

2021年６月28日 279,343,269 11,693,337,909 2,109,041,680.95 51,714,527,530.21

１株当たり7.55マレーシ

ア・

リンギットのDRP

2021年10月21日 179,814,209 11,873,152,118 1,402,550,830.20 53,115,110,531.36

１株当たり7.80マレーシ

ア・

リンギットのDRP

2021年12月９日 5,361,100 11,878,513,218 42,781,578.00 53,157,316,133.59 従業員株式付与プラン

2022年４月14日 91,500,212 11,970,013,430 757,621,755.36 53,914,094,330.14

１株当たり8.28マレーシ

ア・

リンギットのDRP

2022年９月27日 6,236,800 11,976,250,230 54,447,264.00 53,967,157,525.85 従業員株式付与プラン

2022年10月19日 77,876,862 12,054,127,092 652,608,103.56 54,619,765,629.41

１株当たり8.38マレーシ

ア・

リンギットのDRP

2023年９月26日 6,109,500 12,060,236,592 54,252,360.00 54,673,595,824.66 従業員株式付与プラン

2024年２月27日 6,715,600 12,066,952,192 63,462,420.00 54,736,195,009.81 従業員株式付与プラン

注記：

1　　2017年１月31日より効力が発生した会社法に基づき、当行の普通株式には額面価格がなくなり、当行の株式払込剰

余金は株式資本の一部となる。したがって、資本金は株式発行に関連する株式払込剰余金を含む。2017年３月31日

に終了した事業年度において、当行は、会社法第618(2)条に記載の経過規定に従って、株式払込剰余金における信

用状態を株式資本に移行した。

2　　2020年において株式数の増減はなかった。

 

（４）【所有者別状況】

株主の分析

株主合計（12月31日現在）

2020年 117,783

2021年 147,185

2022年 153,214

2023年 162,441

2024年 174,609
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３大株主（2024年12月31日現在）

パーモダラン・ナショナル・ベルハッド（PNB）が運用する各種

ファンド及びPNBが直接保有する当行の持分
43.63％

従業員積立基金 13.08％

クムプラン・ワング・ペルシャラン 5.01％

 

 

（５）【大株主の状況】

 

(2024年12月31日現在)

名称 住所

直接持分 間接持分 合計

所有株式数（株）

発行済株式

総数に対す

る

所有株式数

の

割合(％)

所有株式数

（株）

発行済株式

総数に対す

る

所有株式数

の

割合(％) 所有株式数（株）

発行済株式

総数に対す

る

所有株式数

の

割合(％)

ア マ ナ ラ

ヤ・トラス

ティーズ・

ベルハッド

アマナ・サ

ハム・ブミ

プテラ

マレーシア 3,681,408,293 30.51 - - 3,681,408,293 30.51

シ テ ィ グ

ループ・ノ

ミ ニ ー ズ

(テンパタ

ン ) ス ン

デ ィ リ ア

ン ・ ベ ル

ハッド

従業員積立

基金

マレーシア 1,578,348,000 13.08 - - 1,578,348,000 13.08

パーモダラ

ン・ナショ

ナル・ベル

ハッド

マレーシア 787,190,548 6.52 - - 787,190,548 6.52
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ヤヤサン・

ペ ラ ブ ラ

ン・ブミプ

テラ

マレーシア - - 787,190,548(*) 6.52 - -

ク ム プ ラ

ン・ワン・

ペルサラー

ン(ディペ

ルバダンカ

ン)

マレーシア 573,142,587 4.75 33,237,641 0.28 606,380,228 5.03

合計  6,620,089,428 54.86 820,428,189 6.80 6,653,327,069 55.14

注記：

*　　ヤヤサン・ペラブラン・ブミプテラ（以下「YPB」という。）の間接持分は、パーモダラン・ナショナル・ベルハッ

ド（以下「PNB」という。）が保有する株式の総体と同じであるため、所有株式数及び発行済株式総数に対する所有

株式数の割合合計の計算から除外されている。YPBは、2016年会社法第８条(4)に基づき、持分100％に相当する株式

から１株を差し引いたPNBの株式を保有することにより、間接持分を有するものとみなされる。
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２【配当政策】

上記「第３－４（３） 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」の「グループ最高財務

責任者による報告書－効果的な資本管理及び流動性管理－株主のための価値創造」を参照のこと。
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３【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

コーポレート・ガバナンス概要報告書

メイバンクの取締役会は、業務効率の向上、資本へのアクセス向上、リスク管理、事業活動の効果的な監

視において強固なコーポレート・ガバナンスの重要性を強調している。優れたコーポレート・ガバナンスの

実践を長期的に堅持することにより、報告義務、透明性及びすべてのステークホルダーのための価値創造を

確保することができる。

 

当行グループのコーポレート・ガバナンスの枠組み

当行グループのコーポレート・ガバナンスの枠組みは、信頼及び誠実さを基礎として構築され、取締役会

と経営陣の間の権限、権限付与及び報告義務の適正なバランスを確立するように設計されている。当該枠組

みは、当行グループの規制当局が発表した法的要件、ベスト・プラクティス、方針及びガイドラインに基づ

いており、確実に当行グループがコーポレート・ガバナンスの最新動向を考慮するため、定期的に見直され

ている。

 

 
コーポレート・ガバナンス慣行の概要

コーポレート・ガバナンス概要報告書は、当行グループの2024事業年度のコーポレート・ガバナンス慣行

の要旨を記載する。2021年マレーシア・コーポレート・ガバナンス・コード（MCCG 2021）が推奨するベス

ト・プラクティスを当行グループがどのように適用してきたかについては、メイバンク・グループのコーポ

レート・ウェブサイト（www.maybank.com）上で閲覧可能なコーポレート・ガバナンス報告書に詳細に掲載さ

れている。2024年12月31日現在、メイバンクは、2021年マレーシア・コーポレート・ガバナンス・コードの

うち、「実践（第８条第２項）」及び「ステップアップ（第８条第３項）」（上席経営陣の報酬の開示に関

するもの）を除き、勧告された慣行すべてを適用している。

 

Ａ．取締役会のリーダーシップ及び有効性

取締役会の役割

取締役会は、当行グループの運営を指揮・監督する責任を負い、当行グループの展望及び使命を設定する

上で重要な役割を果たしている。取締役会の役割及び責任の概要は、メイバンク・グループのコーポレー

ト・ウェブサイト（www.maybank.com）上で閲覧可能な当行グループの取締役会憲章に記載されている。

当行グループの事業及び運営に関連する様々なリスクを確実に継続的に特定及び評価するため、取締役会

は、確実に当行グループのリスク選好が設定され、リスクが特定、評価され、効率的に管理されるようリス

ク管理及び内部統制のシステムを築いている。
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取締役会はまた、特にその判断が委ねられている問題について、正式な計画日程立てている。その詳細

は、メイバンク・グループのコーポレート・ウェブサイト（www.maybank.com）上で閲覧可能な当行グループ

の取締役会憲章にも記載されている。

2024年の、取締役会に参加した取締役の名前及び各取締役の参加率については、下記「第５－３（２）役

員の状況」を参照のこと。

 

取締役会で審議された主要な事項

取締役会で審議された2024事業年度における主要な重点分野は以下の通りである。

テクノロジー関連事項の監視の

強化 規制遵守の監視の強化

取締役会の刷新及び

グループ経営委員会（EXCO）

の構成

・　テクノロジー、デジタル及び

データの分析／人工知能

（AI）に関する戦略の定期的

なアップデートが受領され

た。また、テクノロジーの復

旧能力及び当行グループのIT

アーキテクチャについても重

点的に検討がなされた。

・　新設された取締役会テクノロ

ジー委員会（BTC）及びリス

ク管理委員会（RMC）の適切

な連携が確保されるよう、テ

クノロジー・リスク評価にお

ける具体的な役割及び責任に

ついても検討がなされた。こ

れを達成するため、リスク管

理委員会の付託条項（TOR）

がさらに見直され、取締役会

テクノロジー委員会の具体的

な役割及び責任についても付

託条項に盛り込まれた。

 

・　当行グループの監督責任を強

化し、規制要件の遵守を確保

するため、そのコンプライア

ンスの枠組み及びガイドライ

ンの強化に重点が置かれた。

・　規制遵守状況、規制当局から

の通達、重要リスク指標

（KRI）月次アップデート、

評価基準及び新たな規制が提

示、かつ議論され、これに

は、当行グループに適用され

る現行の規制の遵守を確保す

るために経営陣がとるべき行

動も含まれた。

 

指名及び報酬委員会（NRC）の支援

を得て：

・　2024事業年度に、取締役会

は、９年務めた後に退任した

取締役の後任として２名の取

締役を任命した。これらの任

命は、以前、後継者選任計画

に関する事前議論の際に、取

締役会により指摘のあった能

力の隙間を埋めるべくして行

われた。

・　また、取締役会は、グループ

経営委員会のチーム・メン

バーについても、これらの上

級管理職に昇進する可能性の

ある能力のある人材に焦点を

当て、必要な介入を実施しな

がら、かかる人材が将来的に

かかる役職に就く明確な道筋

を整備すべく、後継者選任計

画を見直した。

 

2024事業年度において取締役会により検討、審議及び／又は承認されたその他の主要な分野／事項は以下

の通りである。
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戦略

・　当行グループ内の様々な部門の事業戦略の承認

・　当行グループの2025事業年度の予算及び事業計画の承認

・　メイバンク・グループのコンティンジェンシー・ファンディング・プランの承認

・　2025年事業年度の当行グループのスコアカードの検証及び承認

・　当行グループの持続可能性の進捗状況及び行動計画の検証

・　フェーズ１部門ネット・ゼロへの道筋目標の白書の承認

・　2024事業年度の戦略的コミュニケーション・プランの検証

・　M25+に基づく戦略目標（SP）のアップデート及び進捗状況の検証

・　各国及び各部門の事業及び業績に関するアップデートの検証

・　マイインパクトの長期的な発展の検証

・　2025年ASEAN議長国としてマレーシアを支援するにあたってのメイバンクのリーダーシップの認識

 

リスク、コンプライアンス及び監視

・　グループ・リスクの月次報告書の検証

・　グループ・コンプライアンスの月次報告書の検証

・　四半期毎のリスク選好の表明のアップデートの検証

・　当行グループ内部の自己資本比率評価報告書の検証

・　銀行詐欺及び情報漏えい事案の監視に関するタスクフォースの四半期毎のアップデートの検証

・　内部告発の管理及び統計の検証

・　信用リスク関連問題、流動性、市場リスク及び資本リスクに関連した問題に関する、メイバンクに対す

るマレーシア中央銀行総合リスク格付の詳細な分析の検証

・　マネーロンダリング／テロ資金供与／拡散金融及び制裁に関する全社的リスク評価報告書の検証

・　メイバンク・グループの贈収賄防止に関する方針及び手続並びに内部告発に関する方針の改正の承認

・　違法な金融スキーム及び運び屋営業を防止するためのマネーロンダリング防止・テロ資金供与対策規制

に関する年次認証の承認

・　顧客情報を保護するための適切な管理が行われているとする取締役会に対する年次保証の承認

・　贈収賄・汚職リスク登録簿及び組織的な汚職防止計画の策定への合意

・　独立コンサルタントによる規制遵守機能に関する独立検証報告書の検証

・　メイバンク2u及びMAEのアプリ及びインフラのアーキテクチャの復旧能力に関する独立検証報告書の検

証
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ガバナンス

・　グループ経営委員会の構成変更の承認

・　当行の内部監査規定の承認

・　メイン・マーケット上場規則（上場規則）の最新の改訂に合意及び2024年コーポレート・ガバナンス・

モニターの最新の改訂への合意

・　メイバンクのコーポレート・ガバナンス関連の文書の検証

・　取締役会付属委員会の付託条項の改訂の検証及び承認

・　監査法人の評価を検証並びにメイバンク・グループの法定監査及び非監査業務の提供に関する外部監査

人の選任に関する枠組みに従った、当行の外部監査人の再任の承認

・　メイバンクの子会社の取締役会の再編の承認

・　取締役適格性の年次評価の検証及び承認

・　2023事業年度のコーポレート・ガバナンスの開示事項の検証及び承認

 

 

取締役会のガバナンス

取締役会会長とプレジデント兼グループ最高経営責任者の役割及び責任は明確な責任分担により明確に分

離されており、これらは経営陣に対する適切な監督を確保するためのベスト・プラクティスに従い、取締役

会により定義され、承認されている。かかる分離により、管轄責任と報告義務に対する更なる理解を得るこ

とができ、かかる責任と義務を分担することができる。取締役会はまた、以下の主要な職務を遂行し、かつ

追加的な責任を負う特定の構成員を指名した。

 

上席独立取締役

銀行詐欺及び情報漏えいを監視す

る独立非業務執行取締役

内部告発方針担当の

独立非業務執行取締役

・　指名及び報酬委員会の議長

を務めること。

・　株主及びステークホルダー

から同氏に寄せられる懸念

に対応すること。

・　銀行詐欺及び情報漏えい事案

に対する当行のマネジメント

の監視を強化すること。

・　銀行詐欺及び情報漏えい事案

の監視に関するタスクフォー

スのアドバイザーを務めるこ

と。

 

・　メイバンク・グループの内部

告発方針の実効性を確保する

こと。

・　内部告発委員会の議長を務め

ること。

 

取締役会は、取締役会の構成員が会議資料及び議事録を含む適切かつ適時の情報を受領できるようにする

ため、２名の会社秘書役（いずれも法的資格を有し、会社秘書役として行為する資格を有する。）のサポー

トを受けている。すべての取締役は、会社秘書役の助言を受けることができ、当行は、取締役がその役割を

円滑に果たすために、独立した専門的アドバイザーのサービスを当行の費用で利用できるようにしている。

 

取締役会委員会

2024年１月より、取締役会は、７つの取締役会委員会によりサポートされている。各取締役委員会は、そ

の審議事項と意思決定権を明確に定めた独自の付託条項を有している。各取締役会委員会の議長は、審議さ

れた重要な事項に関する報告書を（取締役会に対して）提出する。また、取締役会委員会の付託条項が、確

実に規制当局が規定又は推奨する最新のベスト・プラクティス、プロセス及び／又は手続を用いて更新さ
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れ、市場基準を満たすよう、各取締役会委員会の付託条項は定期的に見直されている。2024年１月に取締役

会テクノロジー委員会が設立されたことを受け、取締役会テクノロジー委員会及びリスク管理委員会の両方

のための付託条項は、マレーシア中央銀行により公表されたテクノロジー・リスク管理に関する方針文書

（RMiTに関するPD）に確実に沿うよう見直され、かつ更新された。これらの修正は、特にテクノロジー・リ

スク関連事項の監視について、２つの委員会による相乗効果の強化を目指している。取締役会及び上席経営

陣の両レベルにおける規制遵守のへの注意及び監視をさらに強化するため、取締役会、取締役会コンプライ

アンス委員会（CCB）及びグループ経営委員会の付託条項は改訂され、当行グループの規制遵守機能における

その責任が強化された。これらの修正を反映するため、取締役会憲章も改訂された。指名及び報酬委員会及

び取締役会監査委員会の付託条項並びに取締役会憲章は、メイバンク・グループのコーポレート・ウェブサ

イト（www.maybank.com）上で閲覧可能である。

 

2024事業年度中の取締役会委員会の主な役割と重点分野は以下の通りである。

 

取締役会監査委員会（ACB） 指名及び報酬委員会（NRC） リスク管理委員会（RMC）

17回 100％ 12回 100％ 11回 100％
会議回数 出席率 会議回数 出席率 会議回数 出席率

主な役割:

・　内部監査（IA）機能を通じ

た当行グループのガバナン

ス、リスク管理及び内部統

制システムの適切性及び有

効性を評価すること。

・　内部監査の独立性、業務範

囲及び資料を監督するこ

と。

・　外部監査人の選定、監視及

び評価の基準を決定し、取

締役会に推奨すること。

主な役割:

・　取締役会及び取締役会委員

会の構成員の任命及び再任

並びにそれらの構成員の個

人及び集団の実績に関する

年次評価の実施を取締役会

に推奨すること。

・　取締役及び上席役員の適性

及び妥当性を評価するこ

と。

・　メイバンク及びその子会社

の非業務執行取締役に対す

る報酬枠組み（以下「非業

務執行取締役の報酬枠組

み」という。）を毎年確認

し、推奨すること。

・　重要な経営陣の役職にある

役員の報酬及び報酬方針に

関する推奨事項を評価する

こと。

・　従業員株式付与プランの内

規に従って従業員株式付与

プラン（ESGP）を管理する

こと。

 

主な役割:

・　事業に影響を与える重要なリ

スクを特定、測定、監視、管

理及び統制するための方針及

び枠組みを策定すること。

・　全社的なリスク管理プログラ

ムを監督すること。

・　リスク・エクスポージャー、

リスク・ポートフォリオの構

成及びリスク管理活動に関す

る経営陣によるリスク報告書

を定期的に確認すること。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 220/1379



主要な重点分野:

2024事業年度における取締役会監

査委員会の主要な活動は、下記

「(３)(ⅰ) 監査委員会」の「監

査委員会報告書」に記載されてい

る。

主要な重点分野:

2024事業年度における指名及び報

酬委員会の主要な活動は、下記

「取締役会指名及び報酬委員会に

よる監視」に記載されている。

 

主要な重点分野:

2024事業年度におけるリスク管理

委員会の主要な活動は、上記

「コーポレート・ガバナンス慣行

の概要」に記載されている。

 

取締役会

コンプライアンス委員会（CCB） 与信検討委員会（CRC）

取締役会の

サステナビリティ委員会（BSC）

11回 100％ 12回 100％ ５回 100％
会議回数 出席率 会議回数 出席率 会議回数 出席率

主な役割:

・　メイバンク・グループのコ

ンプライアンスの枠組み及

びメイバンク・グループの

コンプライアンスの方針を

定期的に審議し、かつ検討

し、取締役会に対し、枠組

みを強化する方法について

の提言すること。

・　当行グループのコンプライ

アンス・リスクの全体的管

理の有効性を定期的に評価

し、改善すべき点を取締役

会に提言すること。

・　取締役会への提出前に、当

行及び当行グループのコン

プライアンス状況に関する

評価、規制の動向及び要件

に関する最新情報について

のコンプライアンス報告

書／定期報告書を検証する

こと（一切の規制違反事

案、重大な管理の相違及び

グループ・コンプライアン

スに報告されたか又は通報

さ れ た 新 た な 問 題 を 含

む。）。

主な役割:

・　取締役会が委任した与信権

限の限度に従い、取引先グ

ループに対する新規又は追

加の（グループ経営陣与信

委員会及びグループ・ウェ

ルス・マネジメント与信委

員会により承認された）す

べての与信を承認又は却下

すること。

・　メイバンク・グループの関

係者リスクの管理文書に基

づき、取締役会／メイバン

ク・イスラミック・ベル

ハッドの取締役会に関係者

への信用供与を提言するこ

と。

・　メイバンク・グループの関

係者リスクの管理文書に

従って、関係者への与信を

承認すること。

 

主な役割:

・　取締役会の承認を得るために

重要な持続可能性計画を推奨

し、その実施を監視し、かつ

監督すること。

・　当行グループの事業戦略及び

事業活動において、サステナ

ビリティへの配慮を統一し、

サステナビリティの制度化を

監督すること。

・　法律及び／又は規則により要

求される、当行グループのサ

ステナビリティに関する開示

を検討し、承認を得るために

取締役会に提案すること。
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主要な重点分野:

・　マネーロンダリング及びテ

ロ資金供与並びに贈収賄及

び汚職のリスク管理におけ

る当行グループ全体の有効

性を評価した。

・　商取引における倫理的行動

を監視及び確保するための

実効性レベルを検証及び監

視した。

・　法令順守確保の実効性レベ

ルを検証した。

・　規制遵守の監視の実効性レ

ベルを検証した。

主要な重点分野:

・　国別、事業別、セクター

別／市場別及び商品（スト

ラクチャード・ファイナン

ス又はプロジェクト・ファ

イナンス等の複合商品を含

む。）別の特に重要なリス

ク又は高リスクの当行グ

ループの信用ポートフォリ

オを監視した。

・　当行グループの分類、再調

整及び再構築された、減損

した信用ポートフォリオ並

びに引当金、回収及び減損

損失に関する要約報告書を

監視した。

・　与信管理機能全体（資産内

容、格付変更、ポートフォ

リオの監視、与信リスクの

検討、リスク基盤及びリス

ク要因を含むがそれらに限

られない。）を検証した。

・　経営陣の提言により、与信

検討委員会が定期的に決定

した対象の大口及び／又は

取引先グループの口座戦略

を見直した。

 

主要な重点分野:

・　気候変動及び事業戦略並びに

ファイナンスド・エミッショ

ンを含むすべてのサステナビ

リティ関連の課題について検

討し、かつ議論した。

・　サステナビリティ・コミット

メント及び枠組戦略の実施行

動計画、脱炭素戦略及びス

テークホルダー・エンゲージ

メントを含むサステナビリ

ティに関する進捗状況を検証

した。

・　ネット・ゼロへの道筋目標の

白書について審議し、かつ各

部門に提言を行った。

・　既存のサステナビリティ関連

の枠組み及び方針を検証し、

かつ強化した。

 

取締役会テクノロジー委員会

（BTC）

９回 100％
会議回数 出席率
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主な役割:

・　当行グループのテクノロ

ジー戦略を検討及び承認す

ること。

・　第三者のテクノロジー・ベ

ンダーとの関係を監視し、

かつ健全なリスク管理プラ

クティスを徹底すること。

・　システムの可用性、安定性

並びに新たなサイバー・ト

レンド及びテクノロジー・

トレンドに重点を置いた、

オペレーションの復旧能力

を監視すること。

・　エンゲージメント、満足度

及びロイヤリティを高める

ための、テクノロジーの顧

客向けソリューションへの

融合を支援すること。

・　障害時の効果的な復旧のた

めの事業継続性及び災害復

旧計画を評価し、かつ強化

すること

・　当行グループの戦略目標に

沿ったテクノロジー関連の

決定のためのガバナンスの

枠組みを開発すること。

・　人材不足及び必要不可欠な

ITスキルに関連するリスク

を管理すること。
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主要な重点分野:

・　サイバーセキュリティ関連

のポリシー、戦略及び障害

対応計画を評価し、かつ改

善した。

・　重要な資産を保護するため

の強固なセキュリティ体制

を確保した。

・　ITシステムの開発及び整備

の監視により、高い可用性

と安定性を確保した。

・　オペレーション及び評判に

影響するテクノロジー関連

のリスクを軽減すると共

に、テクノロジー・ポリ

シーを業界水準、法令に適

合させた。

・　新しい技術に適応するため

に継続的に学べる文化を醸

成させることで、熟練し

た、ITの専門家を惹きつ

け、雇用を維持し、かつ育

成した。

 

 

当行グループの主な方針

取締役会は、マレーシア及び海外における事業のガバナンス及び監督を強化するため、当行グループ全体

に適用される内部方針及び枠組みを随時設定しており、メイバンク・グループの倫理行動規範の方針、メイ

バンク・グループの内部告発方針及び手順並びにメイバンク・グループの贈収賄防止及び汚職防止方針及び

手順を含むがこれらに限られない。これらの方針は、当行グループのコーポレート・ガバナンスの枠組みが

強固であり続けるよう、定期的に見直され、継続的に更新されている。

2024事業年度、メイバンク・グループは、独自の取締役倫理行動規範を策定し、かつ実施し、これは当行

グループ全体に導入された。かかる規範は関連する国内外の法律、規制、ガイドライン、ベスト・プラク

ティス並びに内部のポリシー及び手続を考慮して策定された。

 

サステナビリティ

メイバンクの持続可能性の課題をトップから推進するという当行グループのコミットメントは、下の図に

示しているように、2021年にサステナビリティ・ガバナンス構造を確立したことで再確認された。これによ

り、取締役会及び上席経営陣の間で持続可能性問題への関与を促進し、当行グループの方向性を定め、以下

の３つの主要な包括的な柱に基づいて当行グループの持続可能性の課題の進捗状況を監視することが可能と

なった。

１．責任ある移行
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２．地域社会の活性化

３．襟をただし、有言実行する

サステナビリティの重要業績評価指標は組織の業績設定（スコアカード）にも組み込まれており、当行グ

ループのすべてのスタッフにより採用されている。

 

持続可能性はまた、M25+の重要な戦略的推進の１つであり、当行グループの持続可能性の課題を推進する

ための具体的な戦略プログラムである「東南アジア（SEA）におけるサステナビリティ・リーダーを目指し

て」が形成された。この戦略を効果的に実行するための主な取組みは以下の通りである。

 

１ ２ ３ ４ ５ ６

ネット・ゼロの

測定機能

全事業部門の目

標及び重要業績

評価指標の設定

 

サステナビリ

ティ戦略及び提

供

組織化 与信審査にサス

テナビリティを

取り入れる

サ ス テ ナ ビ リ

ティ・コミュニ

ケーション

 

メイバンクのサステナビリティ戦略は、当行グループのステークホルダーのために永続的な影響を生み出

すにあたり中心的要素であり、長期的な事業成長を推進するために不可欠である。かかるコミットメントを

補完するため、当行グループは、当行グループの持続可能性イニシアチブを強化する複数の主要な方針及び

枠組みを導入している。

(ⅰ)　メイバンク・グループの持続可能性の枠組み － 本枠組みは、当行グループの持続可能性に対する

アプローチの指針となっており、当行グループの努力が当行グループの戦略目標に沿っていること

を保証する。

(ⅱ)　メイバンク・グループのサステナブル商品に関する枠組み（SPF）－ 2024年に更新され、サステナ

ブル商品に関する枠組みは、グリーン、ソーシャル、サステナブル及びトランジション商品の効率

的な開発を可能にし、当行グループが、サステナビリティを促進しつつ、多岐にわたる顧客の需要

に応えることを可能にする。

(ⅲ)　メイバンク・グループの環境データ管理（EDM）の枠組み － 本枠組みは、当行グループ全体の環境

データの統合及び内部検証を統制し、当行グループの報告書の正確性及び信頼性を保証する。

(ⅳ)　メイバンク・グループのグループ気候リスク方針 － 2023年に導入され、本方針は、気候関連リス

クを特定、評価及び管理し、当行グループの環境問題への取組みに対するコミットメントを強化す

る。

(ⅴ)　メイバンク・グループのトランジション・ファイナンスに関する枠組み － 同じく2023年に導入さ

れ、かつ2024年に更新された本枠組みは信頼できるトランジション・ファイナンス・ソリューショ

ンを分類及び特定し、顧客のサステナビリティに向けての道のりを支援する。
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(ⅵ)　メイバンク・グループの人権方針 － 2023年に策定され、本方針は国際連合のビジネスと人権に関

する指導原則（UNGPs）に概説されている人権を尊重するというメイバンクのコミットメントを反映

している。

当行グループの４つの持続可能性コミットメントに関連する持続可能性の重要業績評価指標（KPIs）は、

引続き2024事業年度の当行グループのスコアカードの一部を構成している。

2024年、当行グループのトランジション・ファイナンスの推進の過程の一部として、当行グループは、

ESGリスクの高い６部門について、2030年中間目標を設定した。2024年５月に発表された白書では、当初、

パーム油部門及び電力部門の目標が概説されていた。その後、2024年11月に、鉄・アルミニウム部門も対象

となるよう拡大された。当行グループは、顧客が責任を持って移行できるよう支援するアドバイザリー・

サービスを強化することにより、積極的な顧客エンゲージメントに重点を置いている。これらのイニシアチ

ブを支援するため、当行グループは、2023年に、部門共通の「顧客エンゲージメント・ガイドブック」を作

成した。かかるガイドは、リレーションシップ・マネージャーが、顧客と、その移行戦略について有意義な

ESG関連の議論を行う手助けとなる。

メイバンクは、当行グループのサステナブル・ファイナンスにおける、またソート・リーダーとしての役

割を強化するにあたり、マレーシア銀行協会（ABM）のESG委員会の議長並びにJC3のサブコミッティ４（エン

ゲージメント及びキャパシティ・ビルディング）の副議長及び事務局を務める他、国連主導のネット・ゼ

ロ・バンキング・アライアンス（NZBA）の運営グループにも任命されており、国連環境計画・金融イニシア

ティブ（UNEP FI）のアジア太平洋諮問委員会のメンバーでもある。さらに、メイバンクは、グラスゴー金融

同盟（GFANZ）のアジア太平洋地域ネットワークの東南アジア公共政策のワークストリームのマレーシア支部

の共同議長も務めている。当行グループの保険部門であるエティカは、引続き、国連の持続可能な保険原則

を導入した初の、かつ唯一の保険会社である。

 

取締役会の規模、構成及び多様性

現在、取締役会は12名で構成されており、そのうちの75％が独立非業務執行取締役である。取締役会は、

その構成と意思決定プロセスにおいて、多様性及び包括性を維持することを約束している。この点に関し、

取締役会は、ジェンダー、年齢、文化的及び教育的背景、国籍、職歴、技能、知識及び勤続年数を含む多く

の異なる側面から多様性を考慮する。取締役会のジェンダー・ダイバーシティに関する当行グループの方針

に沿い、取締役会は、2018年より、その構成において少なくとも30％の女性取締役を維持している。取締役

会の技能及び経験マトリックスは以下の通りである。

 

 

取締役の在任期間に関する方針に従い、独立非業務執行取締役の在任期間は累積期間で９年に制限されて

いる。現在、取締役会の構成員に９年の在任期間を超えた者はいない。

多様性、公平性及び包括性（DEI）を受入れる、女性リーダーシップに対するメイバンクのコミットメン

トは、世界的に評価され続けており、男女平等慣行に関するブルームバーグの男女平等指数に2017年から選

定されている。2024事業年度の上席経営陣の女性比率は42.1％（2025事業年度目標：45％）であった。
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指名及び報酬委員会

指名及び報酬委員会は、独立非業務執行取締役が過半数を占めており、上席独立非業務執行取締役が委員

長を務めている。指名及び報酬委員会の役割及び責任は、メイバンク・グループのコーポレート・ウェブサ

イト（www.maybank.com）上で閲覧可能な付託条項に記載される。

指名及び報酬委員会の構成及び各委員の出席率はコーポレート・ガバナンス報告書のセクションＢを参照

のこと。

2024事業年度の指名及び報酬委員会の主な活動は以下の通りである。

 

取締役会の構成及び後継

者選任計画

・　メイバンク及び子会社の取締役会の、取締役任期を含む全体の規模及び

構成の検討

・　取締役会付属委員会の構成についての検討

・　取締役会及び取締役会付属委員会の後継者選任計画の検討

・　取締役会の構成員のメイバンクの子会社における取締役任期の検討

・　取締役会スキルマトリクス及びメイバンクの新規非業務執行取締役の基

準の検証

・　当行グループの非業務執行取締役の人材プールの検討

 

取締役及びシャリア委員

会の委員の選定及び任命

・　メイバンク及び子会社の取締役会に任命予定の潜在的候補者の経歴、技

能及び経験の検討

・　メイバンク及び子会社の取締役会に任命予定の潜在的候補者の適格性評

価のためのエンゲージメント・セッションの実施

・　メイバンク及び子会社の取締役の再任命及び再選の検討

・　メイバンク・イスラミック、エティカ・ファミリー・タカフル・ベル

ハッド及びエティカ・ジェネラル・タカフル・ベルハッドのシャリア委

員会委員の任命及び再任命についての検討

 

上席役員の選定及び任命 ・　メイバンクの上席役員の雇用契約更新の提案の検討

・　メイバンクの上席役員の任命予定の潜在的候補者の適格性の検討

・　子会社の取締役会のグループ経営委員会の委員の任命の検討

 

上席経営陣の後継者計画 ・　当行グループのプレジデント兼グループ最高経営責任者の契約更新及び

業務執行取締役としての再任命の検討及び推薦

・　グループ経営委員会の委員の契約期限及び退任の検討

・　上席経営陣の後継者選任計画に関するアップデートの入手及び検討

 

適格性評価 ・　当行グループの取締役、上席役員、シャリア委員会委員、重要なリスク

テイカー及びその他の重要なリスクテイカーの年次適格性評価の結果に

対する検証
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取締役会実効性評価 ・　2023事業年度の取締役会実効性評価（以下「BEE」という。）実施の結

果に対する検証並びにメイバンク及び子会社の取締役会の承認を得るた

めの実施可能な改善プログラム案の提言

・　取締役の研修の必要性に対する検証

・　2023事業年度のBEEの調査結果に関連する実施可能な改善プログラムの

アップデートの入手

 

報酬 ・　メイバンク及びその子会社の非業務執行取締役の報酬の検討及び推奨

・　当行グループの報酬（変動賞与、昇給及び従業員株式付与プラン賞に基

づく株式の権利付与）全体についての検討及び提言

・　プレジデント兼グループ最高経営責任者及びグループ経営委員会の委員

の業績評価の検証及び報酬総額の推奨

・　2023事業年度／2024事業年度のトータル・リワード運動の事後検証と併

せて行われた、メイバンクのトータル・リワード管理に関する全体的な

検討のアップデートの入手

 

ガバナンス ・　取締役会テクノロジー委員会の設置の検討及び推奨

・　当行グループの指名及び報酬委員会及びメイバンク・アゲアス・ホール

ディングスの指名及び報酬委員会の付託条項の改正の検討及び推奨

・　プレジデント兼グループ最高経営責任者のバランス・スコアカードに対

する取締役会の評価の検証

・　2023事業年度／2024事業年度のメイバンク及び主要子会社の重要なリス

クテイカー及びその他重要なリスクテイカーの名簿の確認

・　取締役の利益相反を検証

・　2024年従業員エンゲージメント調査の結果を検証

・　メイバンクの取締役倫理行動規範の採用の検討及び推奨

・　メイバンク・グループの退職した従業員を、メイバンク又はその子会社

の取締役会に任命する場合のクーリング・オフ期間の検討及び推奨並び

に元従業員のメイバンク又はその子会社の取締役会への任命方針の策定

 

 

取締役会任命

指名及び報酬委員会は、メイバンク及びその子会社の取締役会の任命に関し、潜在的候補者の指名及び選

任手続において主要な役割を果たしている。新たな取締役の指名及び任命は、以下に記載される方針及びプ

ロセスが指針となっている。

１.　メイバンク・グループにおける認可機関の主要な責任者の任命／再任命の適格性基準に関する方針

２.　メイバンク・グループにおける認可機関の会長、取締役及び最高経営責任者の任命に関する指名プロ

セスに関する方針（以下「指名プロセスに関する方針」という。）

３.　取締役の在任期間に関する方針

４.　取締役の独立性に関する方針

５.　取締役会のジェンダー多様性に関する方針

６.　取締役の利益相反に関する方針
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上記の方針についての詳細は、コーポレート・ガバナンス報告書において規定されている。

指名プロセスに関する方針は、以下の通り、明確かつ透明性のある指名・任命プロセスを記載している。

ステージ１ 候補者の特定

ステージ２ 候補者とのエンゲージメント

ステージ３ 指名及び報酬員会による審議

ステージ４ 取締役会への推薦

 

後継者選任計画

取締役会は、効率的な後継者選任計画が、十分な資格がありかつ経験もある個人の離脱又は不在に関連す

るリスクを低減すると考えており、当行グループの戦略を効率的かつ成功裏に遂行するためには、取締役会

及び上席経営陣に適正な人材が、技能及び経験の観点において常に潤沢に確保されていることを目指してい

る。

後継者選任計画の一環として、指名及び報酬委員会は、メイバンク及びその子会社の取締役会の独立非業

務執行取締役としての任命のために検討される潜在的候補者で構成される人材プールを構築している。指名

及び報酬委員会は、検討及び判断に必要な潜在的候補者の履歴書を慎重に様々な内部及び外部の情報源（金

融機関取締役教育フォーラム及びマレーシア取締役協会）から随時入手する。

指名及び報酬員会はまた、新しい取締役を選任する必要がある場合に常に取締役会にとってその候補者と

なり得る人材が確保されるよう、人材プールを定期的に検討する。

当行グループの取締役の在任期間に関する方針は、取締役会が、取締役を定期的に検討及び再評価する機

会を持つことができるようにすることにより、後継者計画を促進する。これは、長期の目標及び目的の達成

の継続性を確保し、また取締役会の構成員の知識、経験及び一連の技能が、変化し続ける金融業界の需要を

満たすのに十分に適切であるようにするためである。

当年度中の取締役会構成の変更についての詳細は、以下の通りである。

・　エドウィン・ゲルンガン氏は、取締役会における９年の在任期間が完了し、2024年８月23日に独立非

業務執行取締役を退任した。

・　チアム・スー・ホン氏（チアム氏）及びヴィットリオ・フルラン氏（フルラン氏）は、2024年８月５

日に取締役に任命された。

チアム氏は、コーポレート・ガバナンス、財務、規制関連業務、コンプライアンス及びリスク管理におい

て国際経験豊かであり、豊富な専門知識を提供している。チアム氏は、同氏の財務及び企業に関する洞察力

に加え、人権、紛争解決、調停、公共政策及び汚職対策についても経験が豊富である。かかる多様なスキル

により、同氏は、当行グループが世界的に規模を拡大し続ける中で、進化する規制環境で指示し、複雑な倫

理的課題の対処において貴重な洞察力及びリーダーシップを発揮できる役職に就くことができる。同氏の任

命は、健全なガバナンス・プラクティス及び企業責任を通じて長期的かつ持続可能な価値を推進することへ

のコミットメントを意味する。一方で、フルラン氏は、デジタル・トランスフォーメーション、データ分析

及びAIへの深い造詣を持って取締役会に加わる。銀行業務、保険業務、eコマース、リテール、農業、電気通

信及び公共サービスを含む様々な部門にわたる包括的な経験を有するフルラン氏は、当行グループが、2024

事業年度の成長の重要な柱として、デジタル改革及び技術統合に注力する中で、取締役会に不可欠な専門知

識を提供する。

同氏の経験は、当行グループが、業務効率性を高めるために最先端の技術を活用し、顧客経験を向上さ

せ、市場において競争力を維持することを手助けする、重要な役割を果たす。両取締役は、当行グループ

が、デジタル時代において進化し続ける中で、革新の最前線に居続け、効果的なリスク管理をし、かつ倫理

的なプラクティスの遂行を約束し続けることを手助けする、重要な役割を果たすことが期待されている。
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取締役会の多様性を確保するため、指名及び報酬委員会は、取締役会の構成員及び選任された外部調査会

社から推薦された候補者について、将来的に検討対象となる人材プールに含める前に徹底的に検証した。

 

適格性

すべての取締役は、その職務を遂行し、その地位に求められる責任を最も効果的な方法で遂行するために

必要な資質、能力及び経験を有していなければならない。指名及び報酬員会による取締役の適性及び妥当性

の評価及び判断のサポートのため、取締役会は、適格性評価の基準並びに取締役の再選手順及び新任候補の

選定プロセスを定めた適格性方針（以下「メイバンク・グループ適格性方針」という。）を制定している。

適格性評価の手順は以下に掲げる適合及び適切な最低限の基準を対象とする。

(a)　信頼性、個人の誠実さ、評判

個人の資質を通じて示される価値観である実直性、誠実性、勤勉性、自主性、公正性等

(b)　資格及び能力

取締役の役割を果たすために必要な、事業の技術的要件、内在するリスク及び管理プロセスを理解す

ることに直結する技能、知識、経験及び能力

(c)　財務の健全性

取締役自身の財務を適切かつ慎重に管理する能力

適格性評価及び当該評価に使用される基準の詳細については、メイバンク・グループのコーポレート・

ウェブサイト（www.maybank.com）上で公開されている「メイバンク・グループ適格性方針」に記載されてい

る。

 

独立性

上記の適格性基準に加え、以下の規則／ガイドラインに定められた独立性基準に基づき、各独立非業務執

行取締役について独立性評価を実施している。

(a)　マレーシア中央銀行CG方針

(b)　2021年マレーシア・コーポレート・ガバナンス・コード

(c)　上場規則

取締役会は、指名及び報酬委員会による独立非業務執行取締役の独立性評価を補助するために、取締役の

独立性を判断し、各独立非業務執行取締役の独立性を査定する際の取締役会の考え方を定めた取締役の独立

性に関する方針を策定している。

 

年次の適格性及び独立性評価

マレーシア中央銀行による適格性ガイドライン及びメイバンク・グループ適格性方針に基づき、メイバン

クの取締役に対する適格性及び独立性評価は、毎年行われ、さらに新任取締役の指名及び選任プロセスにお

いて、以下の手順を通じて実施される。

(i)　個々の取締役が、以下の内容を含む取締役の自己申告書を作成する

・　2013年金融サービス法第59節に基づく取締役の非不適格宣言

・　マレーシア中央銀行の適格性基準及びメイバンク・グループ適格性方針に準拠していることの

申告

・　以下に定める独立取締役の独立性判断基準の充足に関する宣言

(a)　マレーシア中央銀行CG方針第11.7項

(b)　上場規則第1.01項

(c)　メイバンク・グループ取締役の独立性に関する方針
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・　メイバンク・グループ以外での取締役就任の申告及びその他の外部コミットメント

・　メイバンク・グループとの利益相反の申告

・　メイバンク・グループの株式保有の申告

(ⅱ)　破産調査、集中信用照会情報システム（CCRIS）レポート及びメイバンクの内部オンライン信用情報

検索システム（OCISS）による取締役の財務状況の確認

(ⅲ)　CTOS検索による、他の取締役職の確認及び取締役に対する訴訟事案（もしあれば）の検証

(ⅳ)　インターネット検索エンジン、マレーシアン・ロー・ジャーナル等のオンライン法律情報による確

認並びに外部の身元調査及び照合会社による審査に基づき、倫理的及び職業的行為、パブリック・

エクスポージャー、法的訴訟に関する不利な報告がないことの検証

(ⅴ)　年次実効性評価（BEE）の実施結果の検証

 

2024事業年度に行われた年次適格性評価に基づき、指名及び報酬委員会及び取締役会は、全取締役が適格

性基準をすべて満たし、全独立非業務執行取締役がメイバンク・グループ適格性方針に規定された独立性の

基準をすべて満たしていると認めた。加えて、独立非業務執行取締役全員は、適格性評価において、その独

立性、及び独立したかつ客観的な視点から行動する能力を宣言し、確約した。各独立非業務執行取締役はま

た、取締役会に対して、その独立性に影響を及ぼす可能性があるあらゆる状況について通知を行う継続的な

義務を有する。

 

取締役会の実効性評価（BEE）

指名及び報酬委員会は毎年、BEE実施を通じて、取締役会の有効性、スキルの組み合わせ及び構成の見直し

の実施について取締役会を支援しており、３年に一度は独立国際コンサルタント会社の援助を得て実施され

ている。BEEから得られた知見は、ジェンダーと民族性の観点から、技能と多様性の適切な組み合わせによる

人材プールの強化を含む、取締役会の後継者計画活動を支援するために、取締役会及び指名及び報酬委員会

取締役会スキルマトリクスに参照されている。

2017年、取締役会は、BEE実施は独立コンサルタント会社によって３年に一度実施されることを決定した。

前回の独立評価が2023事業年度に独立コンサルタント会社であるアーンスト・アンド・ヤング・コンサル

ティング・スンディリアン・ベルハッド（EY）によって実施されたため、2024事業年度のBEEはグループ・会

社秘書(GCS)の協力を得て内部で行われた。BEEは、取締役会の構成員を回答者とする調査により実施され

た。

2023事業年度のBEEと同様に、2024事業年度の取締役会及び取締役会付属委員会の有効性は、以下の主要な

分野において評価された。

(ⅰ)　取締役会の責任

(ⅱ)　取締役会の構成

(ⅲ)　取締役会の報酬

(ⅳ)　取締役会付属委員会

(ⅴ)　取締役会の行動

(ⅵ)　取締役会の意思疎通及びコミュニケーション

(ⅶ)　取締役会会長

(ⅷ)　取締役会の管理及びプロセス

(ⅸ)　取締役の学習及び育成プログラム

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 231/1379



2024事業年度のBEEには、各取締役の業績についての自己評価及び相互評価も含まれており、その結果は取

締役会会長と共有され、取締役会会長はこの評価について各取締役と個別に話し合うことができる。

2024事業年度に実施されたBEEの結果に基づき、上記のすべての評価分野が「満足」又は「好調」と評価さ

れた。この結果は、取締役会及び取締役会付属委員会による強力かつ一貫したパフォーマンスを反映したも

のであり、すべての分野において前年と同様のものであった。

指名及び報酬委員会は、2024事業年度のBEE実施中において取締役会の構成員から提供された意見、コメン

ト及び提案を受け、戦略的なコミュニケーション活動を通じて当行グループの子会社に対する監督機能を強

化することを目的とした行動計画を策定した。取締役会は、この計画を「実施可能な改善プログラム」とし

て承認し、2025事業年度を通じて実施することとした。

 

取締役の研修

取締役会は、取締役がその責務を遂行し、取締役会が直面している課題に対応するために必要な技能及び

知識を十分に備えるため、継続した研修が重要であることを認識している。グループ・会社秘書の援助を得

て、関連するすべての内部及び外部研修／会議／セミナー／ウェビナーがまとめられた2024事業年度の取締

役の研修カレンダーが作成され、取締役会の情報として毎月取締役会に提出された。

2024事業年度中、取締役会の構成員全員が、IT／サイバーセキュリティ、持続可能性及び生成的人工知能

（2023事業年度のBEEを通して研修の必要性が選定された）等、当行グループに関連する事項についての様々

な研修プログラム及びワークショップに参加した。2024事業年度には、取締役会の構成員は全体で合計1,059

時間の研修（2023事業年度は852時間の研修）に参加した。2024事業年度に取締役会の構成員が参加した研修

は、記録され、毎月取締役会に提示された。トピック別の研修時間の内訳は、以下のグラフの通りである。

 

 

2024事業年度中に各取締役が参加した研修の一覧は、コーポレート・ガバナンス報告書のパートＢに記載

されている。

2024事業年度のBEEを通した取締役からのフィードバックをもとに、取締役会の認識にとって重要な、組織

に影響を与える新たなトピック及びテーマ別の事項を考慮し、より包括的な研修プログラムが企画されてい

る。この企画された研修プログラムには以下のトピックが含まれる。

(ⅰ)　デジタル

(ⅱ)　テクノロジー

(ⅲ)　規制

(ⅳ)　組織に影響を与える新たなトピック及びテーマ別の事項
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就任プログラム

新しい取締役をその役割に馴染みやすくし、当行グループの事業戦略及び運営について当該取締役の理解

を手助けするために、包括的な就任プログラムが構築された。新しい取締役は任命され次第可及的速やかに

当該プログラムに参加することが義務付けられている。通常、プログラムはグループ経営委員会の委員及

び／又はビジネス／イネーブラー機能の責任者との集中的な一対一のセッションを含み、ここで、新しい取

締役は、事業の運営並びに当行グループが直面している課題及び問題について、概要の説明を受け、最新の

情報を得る。

チヤム氏及びフルラン氏は、2024年８月５日に任命された後、2024年８月に就任プログラムに参加した。

 

取締役の報酬

指名及び報酬委員会は、報酬が競争力のある、業界基準に沿ったものであることを確保することにより、

メイバンクの取締役の報酬方針の策定に関して正式かつ透明性を有する手続を策定し、実施する取締役会に

より承認された権限を有する。指名及び報酬委員会は、非業務執行取締役の報酬枠組みを定めており、これ

は定期的に見直される。

2024事業年度において、取締役がメイバンクから受領した報酬額の詳細は、以下の通りである。

 

 
給与
（RM）

賞与
（RM）

取締役報酬
（RM）

その他の
報酬
（RM）

現物給付
（RM）

合計
（RM）

業務執行取締役       

ダトー・カイルサレ・ラムリ
 

3,120,000
 

4,680,000
 
-

 
3,918,381(*)

 
83,841

 
11,802,222

非業務執行取締役       

タン・スリ・ダトー・スリ・ザ
ムザムザイラニ・モハメド・イ
サ技士   747,083 605,153 125,170(#) 1,477,406

ハスニタ・ダトー・ハシム博士   501,000 196,000 10,902(#) 707,902

アンソニー・ブレント・エラム   497,250 237,753 55,013(#) 790,016

チェ・ザキア・チェ・ディン   461,000 221,500 18,259(#) 700,759

プアン・ファウジア・ヒシャム   532,750 273,500 18,893(#) 825,143

エンシック・シャリフディン・
カリッド   577,417 305,500 10,572(#) 893,489

ダトー・ズルキフリー・アバ
ス・アブドゥル・ハミド   518,917 256,000 23,360(#) 798,277

シャーリー・ゴー   529,000 248,000 23,498(#) 800,498

ダトゥク・イー・ヤン・チェン   504,266 253,000 2,584(#) 759,850

チアム・スー・ホン(注1)   185,981 110,854 7,824(#) 304,659

ヴィットリオ・フルラン(注1)   185,981 81,000 495(#) 267,476

エドウィン・ゲルンガン(注2)   264,812 161,060 37,667(#) 463,539

合計（非業務執行取締役）   5,505,457 2,949,320 334,237 8,789,014

総計 3,120,000 4,680,000 5,505,457 6,867,701 418,078 20,591,236

注記：

*　 業務執行取締役のその他の報酬には、年金費用、入社支度金、手当及び払戻金が含まれる。
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#　 非業務執行取締役に対する現物給付には、クラブ会費、日当及び餞別が含まれる。これに加えて、会長に対する現

物給付には、社用車、運転手及び燃料手当も含まれる。

1　　2024年８月５日付でメイバンクの取締役に任命された。

2　　2024年８月23日付でメイバンクの取締役を退任した。

 

2024事業年度において取締役が受領したグループレベルでの報酬は、下記「第６－１ 財務書類」の2024事

業年度財務書類の注記43に記載されている。

指名及び報酬委員会は、取締役会による報酬の検討（BRR）による取締役会の報酬枠組みの見直しを支援し

ている。BRRは毎年実施されており、３年に一度は独立コンサルタント会社の援助を得て実施されている。前

回2023事業年度のBRRにおいて独立コンサルタント会社であるプライスウォーターハウスクーパース

（PwC）・マレーシアを選任したため、2024事業年度におけるメイバンク及び子会社の非業務執行取締役の報

酬枠組みの検討は、現行の非業務執行取締役の報酬が依然として市場に対して競争力を有するかを検証する

目的で、内部で実施された。

2024年12月に実施されたBRRの結果に基づき、指名及び報酬委員会は、既存の非業務執行取締役の報酬枠組

みが依然として市場と整合的であることに合意し、2025事業年度も同枠組みを維持するよう取締役会に勧告

した。2025年２月、取締役会は指名及び報酬委員会の勧告を採用することを決定した。

以上に鑑み、以下の非業務執行取締役の報酬枠組みは、2016年会社法第230条及び上場規則第7.24項に従

い、第65回年次株主総会において株主の承認を得るために提出される予定である。

 

手数料

非業務執行取締役の報酬（年間）

（RM）

会長／

委員長

副会長／

副委員長

構成員／

委員

取締役会報酬 700,000 500,000 335,000

取締役会付属委員会報酬 85,000 - 50,000

 

メイバンクの上席経営陣に対する報酬の枠組みも、指名及び報酬委員会並びに取締役会によって見直され

ている。上席経営陣の報酬の詳細については、コーポレート・ガバナンス報告書のセクションＢに詳述され

ている。

 

Ｂ．効果的な監査及びリスク管理

内部統制及びリスク管理

当行グループは、リスクを効果的に軽減し、戦略的目標をサポートするための強力な内部統制システムを

備えている。この点で、取締役会は当行グループのリスク管理枠組み及び内部統制システムの監督において

積極的な役割を果たしている。取締役会は、当行グループの全体の業績に対する公正でバランスがとれ、透

明性のある評価及び長期的な持続可能性を維持することを約束する。監督責任の一環として、取締役会は、

財務、運営、コンプライアンス及びリスク管理全般にわたる内部統制の実効性を定期的に監視している。

テクノロジーが進化し続け、サイバー脅威がより巧妙になる中、情報セキュリティは当行グループの最優

先事項であり続けている。当行グループは、メイバンク・グループのサイバー・リスク管理及びテクノロ

ジー・リスク管理の枠組みを指針とし、テクノロジー・リスク管理における方針文書を遵守しながら、技術

インフラ及びセキュリティ対策を継続的に強化している。

当行のESGリスク管理の枠組みに基づき、当行グループは持続可能な事業活動を推進するため、ステークホ

ルダーと協力し、ESGプラクティスの定期的な見直し及び強化を行う。メイバンクは、ESGリスクの高い業種

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 234/1379



についてESGリスク許容基準を策定することを含む、ESGの考慮を事業プロセスに組み入れる積極的なアプ

ローチをとっている。

詳細については、www.maybank.com/arにて閲覧可能なサステナビリティ報告書を参照のこと。

2024事業年度中、取締役会監査委員会は、当行グループの関係当事者取引方針及び上場規則に従って、関

係当事者取引を特定、監視、報告及び検討するためのメイバンク・グループの方針を遵守していることを確

認するため、関係当事者取引（RPT）を見直した。さらに、特に最近の利益相反（COI）に関する上場規則の

改訂に関連して、ガバナンスを強化し、規制要件に対応するため、取締役会監査委員会は取締役の利益相反

に関する方針及びメイバンク・グループの倫理行動規範の方針の両方を見直し、改善した。

 

Ｃ．企業報告における誠実性及び当行ステークホルダーとの有意義な関係

インベスター・リレーションズに対するアプローチ

取締役会は、株主との目的のある関係を維持することの重要性を認識している。これに関して、当行グ

ループは、投資コミュニティへの適時かつ正確な情報伝達を通じて既存の株主及び投資家並びに潜在的な株

主及び投資家が当行グループの活動、戦略、財務実績及び持続可能性イニシアチブを理解することが可能と

なるような包括的インベスター・リレーションズ・プログラムを有している。当該プログラムは、国内外す

べての株主及び投資家がメイバンクに関する十分な情報を得た上で投資判断を行えるようにすることを意図

している。

プレジデント兼グループ最高経営責任者、グループ最高財務責任者及びインベスター・リレーションズ責

任者は、前述の分野及び彼らの関心のあるその他の潜在的分野について議論するために当行の既存の株主及

び投資家並びに潜在的な株主及び投資家と定期的な会合を行う。これらの議論により、取締役会は株主及び

投資家からのフィードバック及びその関心分野について最新の状態を保っている。取締役会はまた、透明性

を高め、説明責任を強化すると共に、重要な情報の適時かつ正確な開示を促進するため、当行グループの企

業情報の開示方針及び手順（以下「グループ情報開示方針」という。）も採択した。グループ情報開示方針

は、メイバンク・グループのコーポレート・ウェブサイトに掲載されており、当行グループを代理して公的

に発言することのできるその他の指名された広報担当者によっても示される。

 

インベスター・リレーションズ・エンゲージメント

メイバンクの重大な動向について株主及び投資家に最新の情報を提供するための2024事業年度において行

われた広範囲な重要エンゲージメント活動には、第64回年次株主総会（AGM）及び４度の四半期毎のアナリス

トとの業績概要説明会が含まれ、一般向けには、当行グループの中間業績発表会及び年次株主総会と合わせ

て開催される記者会見を通じて情報を提供した。さらに、法人株主及び機関投資家との2024事業年度オー

ダーメイド・エンゲージメントには、専用経営会議、グループ保険及びタカフル、メイバンク・シンガポー

ル及びメイバンク・インドネシアに関するテーマ別投資家向け概要説明会並びに４つのカンファレンス及び

ノンディール・ロードショーへの上席経営陣の出席が含まれ、その結果、147社からのアナリスト及びファン

ド・マネージャー220名と会することができた。

メイバンクのコミュニケーション手段及びメイバンクのインベスター・エンゲージメントのタイプに関す

るさらなる詳細は、グループ情報開示方針に記載されている。上記のインベスター・リレーションズ・エン

ゲージメントのためのすべての投資家向けプレゼンテーション及びメイバンクによるプレスリリースは、メ

イバンク・グループのコーポレート・ウェブサイト（www.maybank.com/ir）で閲覧可能である。株主及び投

資家は、インベスター・リレーションズ・チーム（連絡先の詳細はメイバンク・グループのコーポレート・

ウェブサイトに掲載されている。）を通じて当行グループとかかわることができ、またフィードバックを提

供することができる。
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株主総会

年次株主総会は、株主と、上席経営陣の支援を受けた取締役会の双方向の意思疎通のための主要なプラッ

トフォームである。メイバンクは、信頼を育成し、より活発な対話を促すため、第64回年次株主総会を初め

てハイブリッド形式で開催し、すべての株主にとってのアクセシビリティ及び包括性の向上を確保した。株

主は、年次株主総会にマレーシア国際貿易展示センター（MITEC）で直接出席するか、又は指定された株式登

録機関である、ボードルーム・シェア・レジストラーズ・スンディリアン・ベルハッドが提供する遠隔参

加・電子議決権行使（RPEV）プラットフォームを介してバーチャルで出席するかの選択肢が与えられた。第

63回年次株主総会のバーチャル出席者4,786名と比較して、第64回年次株主総会は合計5,858名（直接出席735

名及びバーチャル出席5,123名）が出席した。シームレスな会議を実現するため、RPEVサービス提供会社は、

事前にバーチャル会議プラットフォームのストレス／パフォーマンス・テストを実施した。さらにメイバン

クは、第64回年次株主総会の予定通りの開催を確保するため、数回の予行演習を実施し、コンティンジェン

シー・プランを導入した。

第64回年次株主総会中、グループ最高経営責任者は、2024事業年度の業績見通し及び優先事項だけでな

く、当行グループの2023事業年度の財務実績及び業績、当行グループのM25+戦略計画と成果の更新、持続可

能性及びデジタルの進捗状況を含む様々なトピックについて株主に説明を行った。総会の前及び総会中に少

数株主監視グループ（MSWG）、法人株主及び個人株主から挙がったすべての質問及び当行グループの回答

（Q&A）は、年次株主総会中に株主に共有された。第64回年次株主総会後、これらのQ&Aは年次株主総会の議

事録と同様、上記の株主総会の日から30営業日以内にメイバンク・グループのコーポレート・ウェブサイト

（www.maybank.com）にアップロードされた。

第64回年次株主総会の通知は、年次株主総会の28日以上前に株主へ発送された。第64回年次株主総会にお

いて、各議案の投票は電子投票を通じて行われ、かかる投票結果は速やかに発表され、またメイバンク・グ

ループのコーポレート・ウェブサイト上に掲載された。第64回年次株主総会の議事録は、上記の株主総会の

日から30営業日以内にメイバンク・グループのコーポレート・ウェブサイト上に公開された。

 

ウェブサイト

メイバンク・グループのコーポレート・ウェブサイトでは、当行グループの歴史、現在の業務及び戦略の

概要に加えて、ニュースのアーカイブ及び過去の当行グループの財務情報並びに今後のインベスター・リ

レーションズに関するイベントの詳細が掲載されている。

 

コーポレート・ガバナンスの優先事項

下記事項が今後の主要注力分野として確認され、2025事業年度以降もしかるべき対応がなされていく予定

である。
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コンプライアンスの追加情報

監査及び非監査報酬

2024年12月31日に終了した事業年度に関してメイバンクが負担したグループ単位の法定監査及び非監査

サービスの報酬の内訳は、下記「第６－１ 財務書類」の2024事業年度財務書類の注記42に記載される。

 

重要な契約

2024年12月31日に終了した事業年度末にまだ存続しているか又は前事業年度末以降に締結された、当行及

び／又はその子会社が締結した取締役及び主要な株主の持分に関する重要な契約はなかった。

 

収益又は取引の性格を有する反復的関係当事者取引（以下「反復的関係当事者取引」という。）

当行は、2024年12月31日に終了した事業年度中、反復的関係当事者取引を締結しておらず、反復的関係当

事者取引に関して株主からの委任も求めなかった。

 

企業提案により調達された手取金の使途

資本及び資金調達の実施

2024年12月31日に終了した事業年度において、当行グループは、資本及び資金調達の実施の一環として、

国内通貨及び海外通貨建てかつ従来型及びイスラムの仕組みで、とりわけ、コマーシャル・ペーパー、ミ

ディアム・ターム・ノート、ターム・ローン、延長可能な市場金利連動型預金証書及びカバード・ボンドを

発行し、またこれらの取引を実行した。これらの資本及び資金調達の実施により調達された手取金は、運転

資金、一般銀行業並びにその他の企業目的及び／又は適用する場合はシャリア適格の目的のため使用され

た。

かかるコマーシャル・ペーパー、ミディアム・ターム・ノート、ターム・ローン、延長可能な市場金利連

動型預金証書及びカバード・ボンドの詳細は、下記「第６－１ 財務書類」の2024事業年度財務書類の注記25

及び29に開示される。

 

リスク管理及び内部統制の報告

本リスク管理及び内部統制の報告は、上場会社の取締役会がグループとしてその内部統制の状況について

年次報告書内で提示することを要求する、上場規則第15.26条(b)に従い作成されている。したがって、メイ

バンクの取締役会は、当報告年度における当行グループのリスク管理システム及び内部統制の重要な特徴を

要約する、以下の開示書面を進んで提供するものである。
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取締役会の責任

取締役会は、健全なリスク管理及び内部統制システムの構築と共に、当行グループが目的を達成すること

を妨げる可能性があるリスクの特定、評価及び対応におけるその適格性及び有効性の検証について全責任を

負っていることを確認している。

取締役会の極めて重要な役割の１つは、当行グループが事業及び戦略目的を追求する上で受け入れようと

するリスクの種類及びレベルを明確に示す当行グループのリスク選好を策定することである。この点におい

て、取締役会は、当行グループの戦略的目標及び計画に積極的に関与しており、その承認されたリスク選好

の範囲内で、対応するリスクを適切に軽減させるようにする。リスク管理及び内部統制システムにおける固

有の限界を考慮すれば、取締役会は、かかるシステムが提供できるのは、財務に関する重大な誤表示、不正

又は損失を防ぐことの、相当な保証のみであって、絶対的な保証ではないことを認識している。

取締役会は、効果的なリスク管理に向けて雰囲気及び文化を作る上で極めて重大である、強固なリスク管

理及び内部統制のガバナンス体制を構築するにあたり重要な役割を担っている。監視責任を効果的に果たす

ために、取締役会は、リスク管理委員会、取締役会コンプライアンス委員会及び取締役会監査委員会を設立

している。これらの委員会は、それぞれリスク、コンプライアンス及び統制に関する事項を監視する責任を

負い、委任された事項に対する当該委員会の取組み、重要な審議及び決定について取締役会に対して定期的

に最新情報を提供する。

 

経営陣の責任

上席経営陣は、リスク及び統制に関して取締役会が策定したすべての方針及び手続の実施について責任を

負う。上席経営陣の役割は以下の通りである。

・　当行グループの事業に関連するリスクの特定及び評価並びに事業目的及び事業戦略の達成

・　当行グループの戦略的展望及び総合的なリスク選好に従った、かかるリスク管理に関連する方針及び

手続の策定

・　効果的なリスク管理及び内部統制システムの計画、実施及び監視

・　取締役会からの指示通りにコンプライアンスの不備に対処するための是正措置の実施

・　リスクの変化又は新たなリスク並びに行われた是正措置及び軽減措置に関する取締役会への適時の報

告

 

リスク管理及び内部統制システム

リスク管理

概要

グループ・リスクは、当行グループのコーポレート・ガバナンスに不可欠であり、包括的な企業全体での

リスク管理の監視を提供する。これは、強固なリスク戦略、枠組み及び方針を確立し、リスク関連の課題に

ついての独自の評価及び継続的な監視によって補完されることにより、達成される。2024事業年度、グルー

プ・リスクは、価値創造に引続き注力し、当行グループの戦略及び事業目的の追求を積極的に促進すると共

に、事業とのシナジーを育成することで戦略的イネーブラーとしての役割を果たした。

グループ・リスクの機能は、特に様々なリスク領域を管理するために策定されており、外部環境及び重要

事項に関するリスクに戦略的に対応している。これらは、リスク方針、報告及びモデリングにおいて一貫し

た基準を維持し、当行グループのリスク管理のプラクティス全体の整合性を確保している。
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グループ・リスク機能の主要な柱は図式１の通りである。

 

 

リスク管理枠組み

リスク管理は、戦略的な意思決定を導く上で重要な要素となり、事業戦略に沿った、最適な利益を達成す

るために引き受けるリスクの水準を効果的に調整している。この目的を支援するため、グループ・リスク

は、グループ・エンタープライズ・リスク管理枠組みを確立し、当行グループの使命に影響を及ぼす可能性

のある最も重大なリスクについての継続的な警戒及び認識を育成した。

この枠組みは、効果的なプラクティス及び手続を含む強固なリスク管理の文化を育成するために策定され

た包括的な一連の基礎的要素に基づいて構築されている。これらの取組みを通じて、当行グループは、その

リスク管理及び内部統制枠組みの有効性及び適正性を確保することを目指している。

 

１　リスク文化 リスク文化は、リスク・ガバナンスの強化におい

て重要な要素であり、効果的なリスク管理の基本

原則として機能する。

 

２　リスク・カバレッジ 当行グループは、その目的達成の可能性を高める

効果的なリスク戦略を実施するために、事業戦略

を定義し、当行グループの関連するリスクを評価

しなければならない。
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３　リスク選好 リスク選好とは、当行グループ全体のリスク許容

を定義し、それが当行グループの長期的な財務力

と一致することを確保する。

 

４　リスク対応 当行グループのリスク対応は、当行グループのリ

スク選好、リスク許容及び全体的な事業戦略に

沿って、当行グループの目的に影響を及ぼす可能

性のある特定されたリスクに対処、軽減又は管理

するための戦略的行動を含む。

 

５　ガバナンス及びリスク監視 当行グループのガバナンス構造は、明確で効果的

かつ強固であり、明確に定義され、透明で一貫し

た責任の体系を特徴とし、包括的な監視メカニズ

ムを整備することで、リスク管理能力を強化して

いる。

 

６　リスク管理のプラクティス及び手続 当行グループのすべての商品及び事業に内在する

リスクを、積極的に特定、測定、管理、監視及び

報告するための、包括的なリスク管理手続の確

立。

 

７　ストレス・テスト ストレス・テストは、将来の金融シナリオに対す

る当行グループのエクスポージャーの耐性をテス

トし、その結果生じるリスク及び資本の適正性を

評価するために用いられる。これには、潜在的に

重大な損失を吸収するための資本及び利益に関す

る、そのような変化に対する当行グループの耐性

能力の評価が含まれる。

 

８　資源及び制度インフラ 効果的なリスク管理を促進するため、適切な資

源、インフラ及び方法が整備されなければならな

い。

 

 

リスク選好

当行グループのリスク選好は、当行グループの強固なリスク管理枠組みの不可欠な要素であり、トップダ

ウン型の取締役会のリーダーシップ及びすべての経営陣レベルによるボトムアップ型の関与の双方により推

進されている。リスク選好は、当行グループが戦略目的を達成するために受け入れる準備ができているリス

クの種類及びレベルを特定する。リスク選好はまた、リスク文化を強化する役割も果たし、当行グループ全

体に周知されることで、事業戦略の実行及びリスク・テイクと当行グループが確立したリスク・パラメー

ターが一致していることを確保する。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 240/1379



リスク選好は、主要なリスク・カテゴリーを概説し、それぞれに許容レベルを設定することで、当行グ

ループのリスク管理のアプローチを定義された範囲内に収めるよう導く。重要とみなされる主要なリスクは

いくつかあり、すなわちキャピタル・リスク、プロフィタビリティ・リスク、信用リスク、流動性リスク、

市場リスク、非金融リスク、ITリスク、サイバー・リスク、法令遵守リスク及び持続可能性リスクである。

 

リスク・ガバナンス及び監視

当行グループのガバナンス・モデルは、リスク管理プロセスにおける取締役会及び上席経営陣両方の積極

的な関与を促進する、正式の、透明性のある、効果的なガバナンス構造を確立する。さらに、当行グループ

のガバナンスの枠組みは、説明責任、当事者意識及び３種の防御構造にわたる責務の分離の重要性を強調

し、リスク・ガバナンス及び監視に対する強固なアプローチを確保する。

当行グループ全体のリスク・ガバナンス構造は図式２に示されている。

 
図式２：メイバンク・グループのリスク・ガバナンス構造

 

 

取締役会

適切なガバナンス構造及びリスク選好の定義を含む、全体的なリスクの監視に関する責任を有する、当行グループの最高統治機関

である。
 

取締役会リスク委員会(注1、2及び3)

 

取締役会コンプライアンス委員会(CCB)

 

コンプライアンス・リスクの管理並びにコ

ンプライアンス・リスク管理の戦略、枠組

み及び方針の実施を監視する。

 

リスク管理委員会(RMC)

 

リスク・エクスポージャー並びにリスク管理

の戦略、枠組み、方針、許容範囲及びリス

ク選好の制限の効果的な実施について監

視する。

 

 

与信検討委員会(CRC)

 

引き受けられた取引信用及びポートフォ

リオを監視する。

 

執行役員レベルの管理(注1及び3)-リスク管理委員会

 

グループ執行リスク及び

コンプライアンス委員会(GERCC)

 

リスク及び法令遵守リスクの管

理の戦略、許容範囲、リスク選

好の制限並びに枠組み及び方

針の実施を監視する。

 

 

グループ資産負債委員会

(GALCO)

 

貸借対照表の構造及び戦略

の管理を監視する。

 

グループ経営陣与信委員会

(GMCC)

 

一連の権限範囲に基づく貸

付／提案の承認を監視する。

 

グループ非金融リスク委員会

(GNFRC)

 

関連する枠組み、方針及びガ

バナンス構造の設定及び実施

を含む非金融リスクの管理を

監視する。

 

防御構造

 

第１のライン

 

・ リスクをとることのリスクを含む、事業及

び／又は活動に内在する日々のリスク

の負担及び管理を行う。

・ 設定されたリスクの戦略、許容範囲、

選好、枠組み、方針及び手続の範囲

内で業務が行われることを確約する。

 

 

第２のライン

 

・ 枠組み、方針及び手続を設定する。

・ リスクを全体的に管理及び監視し、第１の

ラインを検証する。

・ 最適な利益を得られる持続可能かつ質の

高い資産の成長を支える。

・ 適用ある法律、規則、定められた方針及

び手続を確実に遵守する。

 

 

第３のライン

 

下記の独立した評価、検討及び検証を通

じて確約する。

 

・ リスク管理の枠組み、方針及びツール

が確実かつ十分に強固で規制基準に

沿っていること。

・ リスクを軽減するための管理が適切で

あること。

・ 第２のラインが第１のラインを適切に監

視していること。

 

注記：

1　　当行グループの持続可能性に関する全体的な戦略の一環として取締役会のサステナビリティ委員会及びグループ経

営委員会のサステナビリティ委員会は設置され、戦略及びプラクティスの効果を検討する。

2　　メイバンク・イスラミック内、エティカ内及びメイバンク・インドネシア内に設置されたシャリア委員会は、シャ

リア問題を監督し、それぞれのイスラム事業活動について、シャリア要件の遵守を保証する。当行グループ内でイ
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スラム事業を行うその他のすべての事業体は、メイバンク・イスラミックのシャリア委員会によりシャリアについ

て監視される。

3　　取締役会テクノロジー委員会及び執行テクノロジー委員会は、当行グループのテクノロジー、デジタル、戦略的

データ計画及び戦略並びにIT及びサイバーセキュリティに関するすべての事項について監視を提供するために設置

された。

 

リスク及びコンプライアンス文化

リスク及びコンプライアンス文化は、トップから強く推進され、かかる文化は企業全体の強固なリスク管

理構造及びガバナンスの基盤となっている。これは、当行グループ全体のすべてのレベルの事業及び活動に

おいて、従業員の言動及び姿勢を形作る、期待される価値観及び行動原則を根付かせるためのものである。

リスク及びコンプライアンスの方針は、リスクを積極的に識別、評価、軽減することを啓発するしっかり

とした文化を根付かせるために、当行グループ全体で明確に定義され、常時周知されており、継続的に強化

されている。リスク及びコンプライアンス文化の一環として、取締役会、上席経営陣及び従業員は、関係す

る法律、規則及び規制の要件を固守することに全力で取り組んでいる。この取組みは、不遵守の管理及び防

止に係る方針、プロセス及び統制の設定及び強化を通じて、明確に示されている。

リスク及びコンプライアンス文化のプログラムは、取締役会及び上席経営陣により策定され推進されてお

り、とりわけ価値カプセル、就任プログラム、エンゲージメント・セッション、Eラーニング及びロード

ショーを網羅している。また、リスク統制、コンプライアンス及びガバナンスに関する唯一の統一見解を提

供するための統合された保証のためのプラットフォームが整備されている。これにより、組織の長期的持続

可能性のために顧客経験を向上させ、信頼及び当行グループのブランド価値を構築する上で、リスクに関す

る留意事項がすべての従業員に受容されるようになる。

メイバンク・グループは、メイバンク・グループのすべてのレベルに浸透する強固なコンプライアンス文

化の育成に取り組んでいる。コンプライアンス文化は、誠実性、倫理的な事業運営及び規制遵守への取組み

を基盤として構築されるものとする。コンプライアンス文化は、トップの姿勢から始まり、取締役会及び上

席経営陣は、監視及びリーダーシップを提供すると共に、倫理的な行動及び適用される規制の遵守の模範を

示すという重要な役割を担う。この姿勢はメイバンク・グループ全体のすべての従業員に伝達され、すべて

の従業員がメイバンク・グループの基本的価値観及びコンプライアンス基準を遵守する上での各自の役割を

理解することを確保している。

説明責任、信頼及び透明性の文化は促進され、従業員は潜在的なコンプライアンスの問題又は懸念につい

て声を上げて報告することが奨励される。機密報告のための適切な上申チャネルが整備されており、正当な

懸念を提起することによる影響がないことを確保する。これにより、信頼及び透明性の文化が育成され、誰

もが正しい行動を取る権限が与えられていると感じられる。

 

リスク管理のプラクティス及びプロセス

当行グループのリスク管理のプラクティス及びプロセスは、リスク監視に対する積極的かつ体系的なアプ

ローチを確立するために不可欠である。これは、当行グループ全体のリスク・エクスポージャーを特定、測

定、管理、監視及び報告することを含む。

この積極的なアプローチにより、当行グループは潜在的なリスクが拡大する前に感知及び対処することが

可能となり、リスクに関する留意事項が戦略的計画及び業務上の意思決定に組み込まれることを確保する。

継続的な改善に重点を置くことで、当行グループは進化するリスク状況に対応する能力を強化し、当行グ

ループのガバナンス及び説明責任への取組みを維持している。
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コンプライアンスの枠組み

当該枠組みは、当行グループ内における法令遵守リスクを管理するための主要な原則及びガイドラインを

提供する。この枠組みは、全法域における取締役会、上席経営陣及びすべての従業員並びにコンプライアン

ス機能にとって、法令遵守リスクの理解及び管理の上での指針となっている。そして当行グループのすべて

の事業体に採用され、実施される。

当該枠組みは、以下を概説する。

・　当行グループ全体の法令遵守リスク管理の包括的な原則。
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・　規制及び法的義務を遵守することにおいて、当行グループ全体の慣行の統一性を保証するために、法

令遵守リスクを管理するための全戦略。

・　法令遵守リスクの管理について期待される最低限の基準。

・　当行グループ全体の法令遵守リスク管理の役割及び責任。

 

シャリア・ガバナンスの枠組み

メイバンク・グループのシャリア・ガバナンスの枠組みは、イスラム事業取引を行う当行グループ内のす

べての事業及び国において期待される効果的なシャリア・ガバナンスの構造、プロセス及び取り決めを設定

する。当該枠組みは、マレーシア中央銀行のシャリア・ガバナンス方針文書に沿って確立された。これは、

当行グループのすべてのイスラム業務及び事業活動がシャリアの原則を遵守していることを確認するため、

並びに取締役会、シャリア委員会及びシャリア・ガバナンスの実施に関与するその他の主要な機関に対して

監督責任を提供するためのものである。

シャリア・ガバナンスの枠組みは、取締役会、シャリア委員会、上席経営陣及びシャリアの統制機能、す

なわち、シャリア・リスク、シャリアの検討及びシャリアの監査が負う、シャリアの違反リスクの効果的な

管理を保証する責任を反映している。徹底したシャリア適格のガバナンス構造は、以下の３種の防御構造を

通じて実施されている。

・　第１－事業部門並びにサポート部門及びシャリア事務局

・　第２－シャリア・リスク及びシャリアの検討

・　第３－シャリアの監査

 

ストレス・テストの実施

当行グループのストレス・テスト・プログラムはリスク・資本管理プロセスの中に組み込まれており、事

業計画プロセスの主要な機能でもある。同プログラムは、様々なシステム上及び特異な要因によって生じる

可能性がある、例外的だが起こり得る事象及び最悪の事態に係るリスク特性の理解を促進するための将来を

見据えたツールの役割を果たす。ストレス・テストの結果は、ストレス・シナリオが財務健全性、資本及び

流動性に与える影響並びに潜在的なストレス及び脆弱性を管理するために取るべき選択肢の範囲について当

行グループが評価することを支援する。

メイバンクは、気候リスクを主要な重要なリスクの１つとして組み込むことにより、既存のストレス・テ

ストを引続き強化する。強固な脆弱性の特定を確保し、軽減策を適時に開発するために、データ及び方法論

の観点から継続的な強化が行われている。

 

責任ある貸付

当行グループの長期的な財務上の成功は、当行グループの事業に係るESGのリスクを特定し対処する能力

並びに当行グループの事業及び当行グループの顧客が持続的に発展する機会を特定する能力に拠る。メイバ

ンク・グループの持続可能性の枠組み及びメイバンク・グループのESGリスク管理の枠組みに組み込まれてい

る指針となる原則を前提として、当行グループは、持続的な事業活動を促進するために当行グループのス

テークホルダーと協力することによって、当行グループのESG慣行につき継続的な見直し及び強化を行う。

当行グループのESG慣行の強化のため、ESGリスクの高い産業のためのポジション・ペーパー及びESGリス

ク許容基準を開発することによって、ESGの考慮を当行グループの信用リスク方針及び手続書類並びに事業プ

ロセスに組み入れる。かかるプロセスの一部には、ESGの影響への理解を促し顧客のビジネス慣行に持続可能

性を統合する機会を特定するために業界関係者及び顧客と連携することが含まれている。
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さらに、顧客エンゲージメント・ガイドブックは、当行グループのリレーションシップ・マネージャーが

顧客との有意義なESG関連の連携を持ち、将来を見据えた戦略的及び業務上の思考能力を構築し、顧客の脱炭

素化の道筋を支援するオーダーメイドのソリューションを監督することを可能にする。一方、ESG審査書類に

より、ESGの考慮が取引評価プロセスに統合され、リレーションシップ・マネージャー、リスク・マネー

ジャー及び／又は意思決定権者が、顧客の持続可能性慣行の成熟度を測定できるようになる。

また、サステナブル商品の枠組みは、持続可能なソリューションのより効果的な発展を促進し、トランジ

ション・ファイナンスに関する枠組みは、軽減が困難な部門に対してトランジション・ファイナンスの行動

に関するガードレールを提供する。さらに、メイバンク・グループ気候リスク方針は、気候リスクの概念を

概説し、当行グループの資金調達活動及び業務における気候変動リスク・エクスポージャーを管理するため

のアプローチを定めている。

枠組みについての詳細は、www.maybank.com/ar又はwww.maybank.com/en/sustainability.page上で閲覧可

能であるサステナビリティ報告書及び環境報告書を参照のこと。

 

サイバー・リスク管理及びテクノロジー・リスク管理の枠組み

テクノロジー・リスク管理の枠組み及び方針は、当行グループ内のテクノロジー・リスクを統制及び管理

するための包括的なアプローチを確立する。当該枠組みは、ガバナンス体制、役割及び責任を定義し、テク

ノロジー・リスクを特定、評価、監視、対応、伝達するプロセスを概説する。

サイバー・リスク管理の枠組み及び方針は、極端だが起こり得るサイバー攻撃に対するオペレーショナ

ル・レジリエンスを確保する。当該枠組みは、インシデント対応を含め、サイバー脅威を感知し、対処する

ための当行グループのメカニズムを特定し、レジリエンスを構築し、進化し続けるよう構造化されており、

ビジネス及びテクノロジー両方の側面を対象としている。当該枠組みは、当行グループが運用しているシス

テム及びデータの効果的な識別、保護、検知、対応及び復旧をサポートする。

いずれの枠組みも、規制上の要件を遵守し、業界の最高のプラクティスに沿っている。

 

内部統制システム

取締役会によって設置され、内部統制に関する効果的なガバナンス及び監視を提供するための内部統制シ

ステムの重要な要素は、以下の通りである。

 

・　当行グループの組織体制

取締役会は、強固な統制環境の維持を支えるために、事業及びオペレーション要件に関連する責務、

権限の制限及び説明責任について明確かつ確固とした線引きがされた組織体制を築いた。

 

・　年次事業計画及び予算

取締役会は、年次事業計画及び予算を審議し、承認する。業績の達成度は毎月目標成績に対して査定

されており、適切な対応及び必要な是正措置をとるための時間が確保される。取締役会は、上席経営陣

による重要な営業統計値並びに法令及び規則についての事項に関する報告を定期的に検討する。また当

行グループの方針の変更及び修正の承認については取締役会の審議に付される。

 

・　取締役会コンプライアンス委員会による監視

取締役会は、取締役会コンプライアンス委員会により、法令遵守リスクの監視において支援されてい

る。取締役会コンプライアンス委員会の全体的な目的は、当行グループの目標及びリスク選好に従って

事業成長を支えるために、規制上の法令遵守の効果的な管理のため法令遵守リスクの管理について最高
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水準で審議されていることを確保することである。取締役会コンプライアンス委員会の役割は、とりわ

け、当行グループ全体の法令遵守リスクを管理し、コンプライアンスの枠組みの効果を保証するための

改善案を提案するためのインフラ、資源及びシステムの適切性を検討し、評価することである。

取締役会コンプライアンス委員会の役割及び責務についての詳細は、メイバンクのコーポレート・

ウェブサイト（www.maybank.com）上で閲覧可能なコーポレート・ガバナンス報告書のセクションＢを参

照のこと。

 

・　取締役会監査委員会による監視

取締役会監査委員会は、ガバナンス及び監督義務の執行を支えるため、また当行グループ内の信頼性

ある透明性の高い財務報告プロセスを確保するため、取締役会によって設置されている。取締役会監査

委員会の責務には、内部監査機能を通じた当行グループのガバナンス、リスク管理及び内部統制システ

ムの適切性及び効果の評価が含まれる。取締役会監査委員会は、内部監査の独立性、業務範囲及び資源

について頻繁に監視している。取締役会監査委員会は、内部及び外部両方の監査計画を綿密に検討し、

管理メカニズムを精査し、弱点に対処し、財務諸表の正確性及びコンプライアンスを検証する。さら

に、取締役会監査委員会は、グループ最高監査役員及び外部監査人の任命及び評価において重要な役割

を果たし、監査の客観性を保護しており、また利益相反の検証を通じて倫理的行動を維持している。本

委員会は、内部監査により作成される監査及び調査報告書の検証のため、同一の報告書が対応するグ

ループ内部監査委員会（GIAC）においても審議されることを考慮し、定期的に開催される。必要な場

合、重大な管理の過失について、さらなる審議のために取締役会監査委員会から取締役会に対して上申

される。未解決の監査所見について、取締役会監査委員会は、それらを審議し、経営陣が約束した期間

内に必要な是正措置を講じることを確保する。

 

・　リスク管理委員会による監視

取締役会は、リスク管理委員会にリスクを監視する責務を委任した。リスク管理委員会は、当行グ

ループの企業全体のリスク管理を監視し、戦略的イニシアチブ、リスク選好及び内部統制との整合性を

確保する。リスク管理委員会は、リスク報告書、方針、枠組み、信用限度及びストレス・テストを検討

し、取締役会の承認のための主要な行動を推奨する。リスク管理委員会はまた、規制遵守、リスク文化

及び自己資本を監視する一方で、当行グループの財務安定性を保護するために回復及び継続性計画を監

視する。

リスク管理委員会はまた、当行グループのリスク許容を評価し、リスク許容が現在の及び予測される

事業状況に対して適切であることを確保する。さらに、リスク管理委員会は新たなリスクの問題に積極

的に対処し、リスク状況の中で進化する脅威を予測し、対応することの重要性を強調している。こうし

た新たなリスクには、サイバー脅威の蔓延の進行、地政学上の不確実性及び進化する規制要件等の課題

が含まれる。加えて、リスク管理委員会は、気候変動に関連するリスク並びに市場環境及び当行グルー

プのリスク・エクスポージャーに影響を及ぼす可能性のある世界経済の変化の影響を監視する。

リスク管理委員会の役割、責務及び具体的な義務についての詳細は、メイバンク・グループのコーポ

レート・ウェブサイト（www.maybank.com）上で閲覧可能なコーポレート・ガバナンス報告書のセクショ

ンＢを参照のこと。

 

・　取締役会指名及び報酬委員会による監視

取締役会指名及び報酬委員会は、取締役会の構成、取締役の指名及び任命又は再任、取締役会の評価

並びに当行グループの取締役会及び上席経営陣の報酬に関する事項の検討及び提言に関して、取締役会
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の方針及び手順の実施を支援するために設置されている。取締役会指名及び報酬委員会の主な目的は、

これらの方針及び手順がマレーシア中央銀行のコーポレート・ガバナンス（CG）方針、上場規則、マ

レーシア・コーポレート・ガバナンス・コード及びその他の規則等の規則に準拠していることを確保す

ることである。

取締役会指名及び報酬委員会の主な役割及び責任は、以下の通りである。

(１)潜在的候補者、既存の取締役及び上席役員を評価し、マレーシア中央銀行の適格性要件を確実に

遵守すること。

(２)関連規則に基づく取締役の独立性を検討すること。

(３)取締役会、取締役会付属委員会及び各取締役の業績及び実効性を、年１回の取締役会の実効性評

価の実施を通じて評価すること。

(４)取締役及び上席経営陣の報酬の決定及び検討に関する方針を策定及び監視すること。

取締役会指名及び報酬委員会の役割及び責務についての詳細は、メイバンクのコーポレート・ウェブ

サイト（www.maybank.com）上で閲覧可能なコーポレート・ガバナンス報告書のセクションＢを参照のこ

と。

 

・　その他取締役会付属委員会

その他取締役会付属委員会は、取締役会の全般的なガバナンス上の責務及び監督機能の執行を補助す

るために設置された。その他取締役会付属委員会とは、与信検討委員会、取締役会テクノロジー委員会

及び取締役会のサステナビリティ委員会である。これらの委員会は、各々の付託条項に規定された範囲

内のすべての事柄を検討し、取締役会に対して提案を含む報告を行う権限を有する。

様々な取締役会付属委員会についての詳細は、メイバンクのコーポレート・ウェブサイト

（www.maybank.com）上で閲覧可能なコーポレート・ガバナンス報告書のセクションＢを参照のこと。

 

・　執行レベル管理委員会

上席経営陣は、事業運営及び管理の中核分野を監督する上で取締役会付属委員会を補助し、支えるた

め、様々な執行レベル管理委員会を設置した。

かかる執行レベル管理委員会には、グループ執行委員会、グループ顧客口座開設手続及び検討委員

会、グループ経営陣与信委員会、グループ執行リスク及びコンプライアンス委員会、グループ資産負債

管理委員会、グループ経営委員会のサステナビリティ委員会、グループ非金融リスク委員会、グループ

減損検討委員会、グループ調達及び不動産委員会、グループ経営委員会のテクノロジー委員会、M25+運

営委員会、グループ内部監査委員会、グループ・スタッフ委員会並びに（独立非業務執行取締役が委員

長を務める）内部告発ガバナンス委員会が含まれる。

 

・　情報資産の管理

情報の守秘性、完全性及び入手可能性は、当行グループの日常業務及び経営意思決定の促進のために

極めて重要である。当行グループの情報リスク管理ガイドラインは、情報資産の効率的な管理に関する

指針の骨子を示している。すべての情報は、メイバンク・グループのサイバー・リスク管理及びテクノ

ロジー・リスク管理の枠組み並びにマレーシア中央銀行のテクノロジー・リスク管理における方針文書

の範囲内のかかる情報取扱いに関する規則を指針として、適切に管理、制御及び保護されなければなら

ない。技術力の採用の増加及びサイバー脅威に付随するリスクに伴い、情報セキュリティは当行グルー

プの重要な注力分野となっている。情報サイクルの様々な段階において、技術管理が実施されている。
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技術インフラ及びセキュリティ管理は、随時監視されている進化するサイバー脅威の状況に基づい

て、引続き強化されている。機密情報及び専有情報を保護するため、本来の勤務、代替的な勤務又はリ

モートワークといった形態の現場において、クリアデスクポリシーが強化されている。

 

・　持続可能性の管理

人道的な金融サービスという使命を前提として、メイバンク・グループの持続可能性の枠組みは、持

続可能性の使命、原則、目標、対象、ガバナンス及び当行グループのすべての活動に対するアプローチ

を概説する包括的な文書として機能する。これは、当行グループの基本的価値観に基づく持続可能性の

特定の特徴を反映するその他当行グループの方針及び手続によって支えられている。この枠組みは、メ

イバンクM25+戦略に付随する６つの主要原則及び４つの決意を詳述している。持続可能性戦略は当行グ

ループの５つの戦略的目標のうちの１つであり、３つの主要な柱である「責任ある移行」、「コミュニ

ティの実現」及び「襟をただし、有言実行する」に支えられている。これには、以下が含まれる。

(１)低炭素経済への移行を可能にし、環境及び社会的要請と共にステークホルダーの期待との均衡を

図ること

(２)ASEAN全体におけるコミュニティの強靭性を構築し、経済発展及び社会福祉を促進するための対応

策を実施すること

(３)優れた管理慣行の模範を示し、メイバンクのESG戦略が強固な基盤に基づいていることを確保する

こと

適切な持続可能性ガバナンスを確保するため、プレジデント兼グループ最高責任者が委員長を務める

グループ経営委員会のサステナビリティ委員会は、当行グループの持続可能性への課題の効果的な実施

を推進、調整及び確保する責務を負う。同時に、取締役会のサステナビリティ委員会は、当行グループ

全体の持続可能性戦略を統括し、既存の戦略の有効性及び的確な実践を検証する。

詳細については、www.maybank.com/ar又はwww.maybank.com/en/sustainability.pageにて閲覧可能な

サステナビリティ報告書及び環境報告書を参照のこと。

 

・　リスク管理枠組み、方針及び手続の定期的なアップデート

リスク管理枠組み、方針及び手続は、現在の事業環境との関連性及び適用法令の遵守を維持するため

に定期的に検討及びアップデートされる。これらのリスク関連書類は、現地の要件を満たしながら当行

グループの基準を採用する子会社及び海外支店を含む、当行グループ全体にわたって適用される。グ

ループ・リスクは、当該書類の当行グループ全体にわたる採用及びカスタマイズを促進するための監視

を提供する。

 

・　調達マニュアル及び信用供与のない自由裁量権

当行グループの調達マニュアルは、当行グループ内の調達機能を効率化するために策定された。これ

は、調達手続及び調達手順において予想される良好な管理慣行の標準的ガイドラインとなる。予算に計

上された又は計上されていない支出に係る請求を承認する権限は、適用される承認権限方針、すなわち

信用供与のない自由裁量権、権限の委任又は同等の方針に従う。信用供与のない自由裁量権は、調達活

動、資産の取得及び処分、営業権償却、寄付、並びに一般費用及び営業費用の承認に関する、取締役会

によって承認された権限の限度を規定するものである。

 

・　執務規定
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内部統制並びに規定の法令及び規則の遵守を保証するため、方針及び手続が設定されている。かかる

方針及び手続は、当行グループの執務規定に明記されており、経営環境又は規制ガイドラインの変更に

伴い随時更新される。これらの執務規定はすべての従業員が利用可能なメイバンク・グループ電子執務

規定上に公開される。

 

・　メイバンク・グループ人事方針

メイバンク・グループ人事方針は、人道的な金融サービスという当行グループの使命に基づく人材管

理及び開発における原理原則の概説である。メイバンク・グループ人事方針は、職場での人権侵害から

の保護、あらゆるハラスメントの防止、人材の確保、学習及び育成、成績及び結果の管理並びに雇用の

終了に係る倫理行動規範を含む人材管理のすべての側面を規定する一連の方針及びガイドラインから構

成される。これは、当行グループでの働き方が、全従業員のウェルビーイングを促進することを保証す

るM25+戦略に沿ったものである。

メイバンクでは、従業員が個人的な目標及び職務上の目標を達成しながら成長できるよう、安全で働

きやすい職場環境を作ることに重点を置いている。2023年に、当行はメイバンク・グループ尊厳方針

（MGDP）を導入し、不平等を是正すると同時に、経歴に関係なく、すべての人のための適正な仕事及び

経済成長を促進している。MGDPは当行の従業員の人間の尊厳に対する権利を守り、すべての個人が平等

な機会を享受し、最高のパフォーマンスを引き出す差別及びハラスメントのない環境を提供するという

当行のコミットメントを強化している。MGDPは、全従業員に敬意及び尊厳が払われることを保証し、い

かなる形態の差別、いじめ、偏見又はハラスメントも容認されないことを改めて表明している。この方

針は、メイバンク・グループの倫理行動規範、事業倫理憲章並びに当行グループの多様性、公平性及び

包括性方針を補完するものである。

 

・　基本的価値観及び倫理行動規範

当行グループの基本的価値観である、TIGER（チームワーク、誠実性、成長、高品質及び効率性、関係

構築）は、行動倫理を推進するための基本的な指針であり、一方で、人道的な金融サービスという当行

グループの使命を担う当行グループの共同責任を果たしている。これは、すべての従業員が遵守すべ

き、グッド・プラクティスに係る健全な原則及び基準を定める倫理行動規範によってさらに補完されて

いる。

 

・　不正行為管理

当行グループは、不正行為を管理及び対処し、将来の発生を抑止するための警戒の文化を従業員に浸

透させる。強固かつ包括的なツール／インフラ及びプログラムが採用され、不正行為により生じるリス

クが明確かつ適時に特定、上申／報告及び管理されるよう確保されている。不正行為に関与した従業員

には、厳しい懲戒処分が科される。

 

・　レピュテーション・リスク管理

当行グループは、当行グループのレピュテーション・リスク及びその影響を認識及び管理するための

総合的アプローチを採用しており、これは健全なガバナンスにより支えられている。当行グループのレ

ピュテーションを保護することは、誠実に金融サービスを提供する機関として運営するための最重要事

項である。信用を守りより良い顧客体験及び安全性を生み出すことは、金融機関としての義務の不可欠

な要素を形成する。それゆえ、当行グループは、ソーシャルメディアのセンチメント（感情）の監視等

のプロセスに関して、効果的なレピュテーション・リスク管理を容易にし、リスク・エクスポージャー
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が当行グループのリスク選好の範囲内に収めるために、主要なステークホルダーの役割及び責任につい

ての方針を有している。

 

・　内部告発

メイバンクは、当行の事業及び業務の実施において最高水準の倫理及び誠実性を確約する。メイバン

ク・グループの内部告発方針は、マレーシア中央銀行のコーポレート・ガバナンス方針に沿って、メイ

バンクにおける倫理的で責任のある確実な内部告発の実践を促進するために必要なガバナンス及び基準

を要約したものである。内部告発方針は、従業員及び一般人があらゆる不利な結果を恐れることなく不

適切な行為を報告するための、適切かつ安全な方法を提供する。

内部告発情報の入手は、独立非業務執行取締役が委員長を務める委員会の監視のもと、最も厳重な機

密として管理される。

 

・　贈収賄防止及び汚職防止

メイバンクは、その日々の業務を実施する上で、あらゆる形態の贈収賄及び汚職を一切容認しないア

プローチを採用している。当行グループは、2009年マレーシア腐敗防止委員会法及びメイバンクが業務

を営む国におけるその他の法令を遵守している。メイバンク・グループの贈収賄防止及び汚職防止の方

針及び手続は、その取引すべてにおいて贈収賄及び汚職のリスクに対処し、それらを管理するために、

メイバンクの指針を定めている。

 

・　金融犯罪コンプライアンス

メイバンクは、金融犯罪との闘い及び関連法令のコンプライアンスの確保に取り組んでいる。金融犯

罪リスクは、メイバンクの誠実性及びレピュテーションを保護するために管理されている。当行グルー

プは、マネーロンダリング、テロ資金供与、拡散金融及び制裁のリスクの予測、防止、発見及び対処の

ための包括的な統制を構築している。

 

・　内部監査による独立性の保証

取締役会は、リスク管理及び統制、腐敗防止、内部告発並びにガバナンス・プロセスの適切性及び効

果について独立した保証を提供するために内部監査機能を設置した。内部監査機能は、当行グループ内

のその他のオペレーショナル・ユニットの活動及び事業から独立して機能している。この機能は、取締

役会監査委員会に対して機能的に、またプレジデント兼グループ最高責任者に対して事務的に報告を行

うグループ最高監査役員が率いる。内部監査のプロセス及び活動は、監査規定により導かれ、関連する

規制ガイドライン、当行グループの倫理行動規範及び内部監査人協会により設置された専門職的実施の

国際フレームワーク内に説明される強制指針に準拠する。

 

 外部監査役による本報告の検証  
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上場規則第15.23条に従い、本報告は外部監査役により、2024年12月31日に終了した事業年度の当

行グループの年次報告書に記載されるための検証を受けている。限定的な保証の検証は、マレーシ

ア会計士協会が発行した監査・保証実践指針３（AAPG３）に従って行われた。AAPG３は、当行グ

ループのリスク管理及び内部統制システムの適切性及び効果に関する意見を形成することを外部監

査役に対して要求しない。

実施された限定的な保証手続及び取得された証拠に基づき、外部監査役は、年次報告書に含まれ

る予定の本報告がすべての重要な側面において、リスク管理及び内部統制の報告－上場発行会社取

締役向けガイドライン第41条及び第42条に規程される開示要件に従って作成されていない、又は本

報告が事実上正確でないと確信する材料は見当たらないことを取締役会に報告した。

 

 

 結論  

プレジデント兼グループ最高責任者及びグループ最高財務責任者代理は、当行グループが設置し

たリスク管理及び内部統制システムが、すべての重要な側面において適切かつ効果的に機能してい

る旨の合理的な保証を取締役会に対し付与している。

重要な関連会社に関して、関連会社とは、当行グループ及び当行がそれに対して多大な影響を有

する事業体として定義づけられる。多大な影響とは、投資先の財務及び営業方針の決定に参加する

権限をいうが、かかる方針の支配又は共同支配を構成しない。

上席経営陣からの保証及び関連する保証提供者からの情報を慎重に考慮した後、取締役会は、当

行グループのリスク管理及び内部統制システムが、適切かつ効果的に機能しており、それ故に当行

グループの株主の利益及び資産を保護しているという見解を示している。さらに取締役会は、当行

グループが、事業及び戦略的目的の追及の際に直面する重要なリスクについて特定、評価、監視、

管理及び対応のための継続的なプロセスを設置していると認識している。このコミットメントは、

ダイナミックかつ厳しい経営環境及び増加する規制当局による監視の中、またとりわけこの不確実

かつ危機的な時期であっても依然として変わらない。このプロセスは、当該事業年度通期中、年次

報告書への本報告書の記載が承認される日まで継続して実施された。

 

 

役員等賠償責任保険契約

当行は、取締役及び役員のための保険契約を締結している。役員等賠償責任保険契約に基づく補償内容は

以下の通りである。

 

・　取締役及び役員の賠償責任

当行の取締役又は役員としての実際の行為又は不正な行為に対する補償を行う。不正な行為には、義

務違反、背任、怠慢、過失、不作為、誤解を招く発言、名誉毀損及び弁護士費用等を含む。

 

・　雇用慣行違反

損害には、不法解雇、雇用契約違反、不当な権利剥奪、セクシャルハラスメント、名誉毀損、自然的

正義の否定等による従業員訴訟等、雇用慣行違反に起因する請求を含む。

 

当行の取締役及び役員の適切な職務遂行を確保するための包括的な方策は、各規制当局（マレーシア中央

銀行、マレーシア証券委員会、マレーシア証券取引所等）の発行する方針／通達に定められており、例えば

マレーシア中央銀行によるコーポレート・ガバナンスに関する方針文書、マレーシア中央銀行による顧客情
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報管理及び開示の許容範囲に関する方針文書がある。また、取締役及び役員はマレーシアの2013年金融サー

ビス法並びにメイバンク・グループの倫理行動規範、事業倫理憲章、適格性方針、贈収賄防止及び汚職防止

方針、マネーロンダリング防止方針等の内部方針によっても規制されている。すべての従業員は入行時に倫

理行動規範、マネーロンダリング防止・テロ資金供与対策（AML／CFT）並びに贈収賄防止及び汚職防止方針

等の各分野について概要の説明を受ける。当行はまた、様々なプラットフォーム、とりわけ内部研修及びe

ラーニングを通じて、引続き上記方針についての周知徹底を図り、共有の場を設けている。
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（２）【役員の状況】

本書提出日現在、取締役会の役員は以下の通りである。

男性役員：７名

女性役員：５名

(女性役員の割合42％)

氏名、生年月日、役職等 略歴

タン・スリ・ダトー・スリ・ザム

ザムザイラニ・モハメド・イサ技

士

(1960年５月22日生)

非独立非業務執行取締役(会長)(#)

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　1,477,406

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2020年11月２日

 

会議の開催及び出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・英国プリマス工科大学通信工学士号

・米国ノースウエスタン大学ケロッグ経営大学院コーポレート・ファイナン

ス、株主価値創造戦略プログラム修了

・英国オックスフォード大学サイード・ビジネス・スクールのストラテジッ

ク・リーダーシップ・プログラム修了

・スイス、ローザンヌのIMD CEOラウンドテーブル

・マレーシア、マルチメディア大学経営大学院名誉博士号

・マレーシア、マルチメディア大学経営大学院の客員教授

・マレーシア、プロフェッショナルエンジニア、ボードオブエンジニアズ

 

関連性のある職歴：

30年超にわたる通信業界での経験を持ち、2017年の退職前にテレコム・マレー

シア・ベルハッド(TM)のグループ最高経営責任者を務めた経歴も含む様々な要

職や上席経営陣での要職を歴任した。
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ダトー・カイルサレ・ラムリ

(1967年10月４日生)

非独立業務執行取締役

(プレジデント兼グループ最高経営

責任者)

 

保有株式数(*)：　276,000

2024年度の報酬：　11,802,222

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2022年５月１日(##)

 

会議の開催及び出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・米国ワシントン大学経営管理理学士号

・米国ハーバード・ビジネス・スクールのアドバンスド・マネジメント・プロ

グラム

・アジアン・インスティチュート・オブ・チャータード・バンカースのフェ

ロー・チャータード・バンカー

 

関連性のある職歴：

30年近くにわたる金融サービス及び資本市場分野での知識及び経験がある。同

氏は、過去にはアールエイチビー・バンキング・グループのグループ・マネー

ジング・ディレクターを務め、グループの戦略的方向性を示し、グループの目

標達成及び価値創造のために組織を牽引する責任を負っていた。

ハスニタ・ダトー・ハシム博士

(1961年７月７日生)

上席独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　707,902

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2016年７月１日

 

会議の開催及び出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・英国オックスフォード大学原子物理学博士号

・英国サリー大学物理学士号

 

関連性のある職歴：

20年超にわたり、現地企業及び多国籍企業の上席経営陣役を務め、投資銀行、

資産運用及びイスラム金融において30年間の国際財務管理経験がある。

アンソニー・ブレント・エラム

(1959年１月11日生)

独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　790,016

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2016年11月15日

 

会議の開催及び出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・米国ニューヨーク大学MBA(財政学及び国際ビジネス)

・米国ジョージタウン大学理学士号、外交学

 

関連性のある職歴：

30年超にわたり、ピーティー・バンク・セントラル・アジア・ティービーケー

の最高リスク責任者、ピーティー・バハナ・ペンビナーン・ウサハ・インドネ

シア及びシティバンク等の様々な大企業の上席経営陣の役職を務めた。
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チェ・ザキア・チェ・ディン

(1959年４月16日生)

独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　700,759

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2018年３月１日

 

会議の開催及び出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・マレーシア、マラヤ大学経済学士号(優等学位)

 

関連性のある職歴：

30年超の間、マレーシア中央銀行において銀行機関及び開発金融機関の監督及

び規制の分野において経験がある。2017年の退職前の前職は、金融コングロマ

リット監督局の局長であった。

ファウジア・ヒシャム

(FCIS(CS)(CGP))

(1956年２月27日生)

独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　23,435

2024年度の報酬：　825,143

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2018年５月15日

 

会議の開催及び出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・英国勅許管理士協会のフェロー会員

 

関連性のある職歴：

30年超にわたる銀行業務経験があり、JPモルガン・チェース・バンク、スタン

ダード・チャータード・バンク及びマレーシアのオーストラリア・アンド・

ニュージーランド・バンキング・グループの上席経営陣を務めた。2018年５月

にメイバンクの取締役会に加わる前は、JPモルガン・チェース・バンク・ベル

ハッドの取締役会会長であった。

シャリフディン・カリッド(FCMA、

CGMA)

(1965年５月25日生)

独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　893,489

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2018年６月14日

 

会議の開催及び出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・英国勅許管理会計士協会のフェロー

 

関連性のある職歴：

35年超にわたり、銀行／コーポレート部門及びマレーシア中央銀行での経験が

ある。マレーシア中央銀行での戦略的コミュニケーション部門取締役のほか、

マレーシア・インターナショナル・イスラミック・ファイナンシャル・セン

ター構想の草分け的な取締役も務めた。同氏は以前、ペングルサン・ダナハル

タ・ナショナル・ベルハッドを設立した経営陣の一員であった。
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ダトー・ズルキフリー・アバス・

アブドゥル・ハミド

(1957年５月10日生)

独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　798,277

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2019年８月15日

 

会議の開催及び出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・米国サザン・イリノイ大学MBA

・米国サザン・イリノイ大学マーケティング理学士号

・米国ペンシルバニア大学ウォートン・スクール・オブ・ビジネスのアドバン

スド・マネジメント・プログラム修了

・アジアン・インスティチュート・オブ・チャータード・バンカースのフェ

ロー・チャータード・バンカー

 

関連性のある職歴：

35年超にわたり銀行業界での経験があり、アフィン・バンク・ベルハッド及び

アフィン・ホールディングス・ベルハッドのマネージング・ディレクター／最

高経営責任者並びにバンク・ケルジャサマ・ラキアット・マレーシア・ベル

ハッドのプレジデント／マネージング・ディレクターといった上席経営陣の役

職を務めた。

シャーリー・ゴー

(1959年７月４日生)

独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　11,090

2024年度の報酬：　800,498

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2021年12月１日

 

会議の開催・出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・マレーシア公認会計士協会の会員

・マレーシア会計士協会の会員

 

関連性のある職歴：

プライスウォーターハウスクーパース(PwC)・マレーシアに41年間勤務し、その

うち24年間はパートナーとして、40年超にわたり監査及びビジネス・アドバイ

ザリー業務を提供してきた経験がある。また、現地及び国際的な合併買収取引

に関するアドバイスの経験もある。
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ダトゥク・イー・ヤン・チェン

(1968年２月６日生)

非独立非業務執行取締役(#)

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　759,850

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2023年11月24日

 

会議の開催・出席回数：15/15(100％)

 

資格：

・英国シェフィールド大学会計・財務マネジメント学及び経済学の二重学士号

 

関連性のある職歴：

20年近くにわたり、MISCベルハッドにおいて、経営企画担当副社長、最高執行

責任者及び2022年９月の退職前に務めたプレジデント兼グループ最高経営責任

者等、様々な要職及び上席経営陣役を歴任した。

チアム・スー・ホン

(1959年10月25日生)

独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　304,659

(マレーシア・リンギット)

 

着任：

・2024年８月５日

 

会議の開催・出席回数：７/７(100％)

 

資格：

・英国ケンブリッジ大学LLM

・英国ランカスター大学(優等法学位)

・香港大学アジアン・インスティチュート・オブ・ファイナンンシャル・ロー

のフェロー

・香港インスティチュート・オブ・ダイレクターズのフェロー

 

関連性のある職歴：

経営、銀行業務、法律、紛争管理、ESG及び汚職訴追の分野において40年超にわ

たる国際経験を有する。クレディ・スイスのマネージング・ディレクター、規

制関連業務アジア・パシフィック部門長、エイチエスビーシーの規制関連業務

及び施策アジア・パシフィック部門長並びに香港金融紛争解決センターのCEOを

歴任した。また、ニュージーランド人権委員会のジェネラル・カウンセル及び

政策責任者、ニュージーランド・ファンド・マネジメント・リミテッドのジェ

ネラル・カウンセル並びに香港司法長官室のシニア・クラウン・カウンセルも

務めた。
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ヴィットリオ・フルラン

(1975年４月４日生)

独立非業務執行取締役

 

保有株式数(*)：　－

2024年度の報酬：　267,476

(マレーシア・リンギット)

着任：

・2024年８月５日

 

会議の開催・出席回数：７/７(100％)

 

資格：

・オーストラリア、ニューサウスウェールズ大学戦略経営MBA

・イタリア、ミラノ大学コンピュータサイエンス学士号

 

関連性のある職歴：

デジタル・トランスフォーメーション、人工知能(AI)及びデータ主導型イノ

ベーションについての25年超にわたる経験を有する。アジア、オーストラリ

ア、欧州及び中東において、コンサルティング、産業及び投資を幅広く手がけ

る。EY、アクセンチュア及びアシアタ・グループを含む、グローバル企業及び

地域の大手企業において上席経営陣の役職を歴任し、銀行業務、保険、通信及

びその他の部門において変革及び新規事業創出を推進した。

注記：

* 2025年４月16日現在。場合により、直接保有及び間接保有分を含む。

# タン・スリ・ダトー・スリ・ザムザムザイラニ・モハメド・イサ技士及びダトゥク・イー・ヤン・チェン

は、パーモダラン・ナショナル・ベルハッドによる推薦である。

## 取締役及びプレジデント兼グループ最高経営責任者として。

 

本書提出日現在、グループ経営委員会の委員は以下の通りである。

男性委員：12名

女性委員：１名

(女性委員の割合８％)

氏名、生年月日、役職 略歴
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マリーク・シディーク

(1978年２月10日生)

グループ最高財務責任者代理

着任：

・2025年２月17日

 

資格：

・ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス・アンド・ポリティカル・サイエ

ンス会計学及び金融学の理学士号

・アジアン・インスティチュート・オブ・チャータード・バンカースのチャー

タード・バンカー

・イングランド・ウェールズ勅許会計士協会のフェロー勅許会計士

・マレーシア会計士協会の会員

 

関連性のある職歴：

国際市場及び国内市場で20年超の財務経験を有し、メイバンク・グループでは

12年間、グループ・イスラム・バンキング最高財務責任者（2023年から現在）

及びメイバンク・インベストメント・バンキング・グループ（2018年から2022

年）を含む複数の重要な主導的な役割を担う。以前はグループ財務コントロー

ラーを務め、現在もグループ業績報告責任者を務めている。

サイード・アハマド・タウフィ

ク・アルバー

(1972年12月29日生)

地域金融サービス部門グループ最

高経営責任者

着任：

・2024年３月１日

 

資格：

・マレーシア国際イスラム大学会計学士号(優等学位)

・マレーシア国際イスラム大学経済学修士号

・英国勅許管理会計士協会(CIMA)のフェロー

・アジアン・インスティチュート・オブ・チャータード・バンカースのチャー

タード・バンカー

 

関連性のある職歴：

25年超にわたり、銀行、通信、インフラ及び石油・ガス等、様々な主要産業の

最高財務責任者及び事業部門担当責任者として国内外で経験がある。
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ダトー・ジョン・チョン・イン・

チュアン

(1967年８月22日生)

グローバル・バンキング部門グ

ループ最高経営責任者

着任：

・2024年３月１日

 

資格：

・オーストラリア、クィーンズランド大学経済学士号(優等学位)

・米国ハーバード・ビジネス・スクールのアドバンスド・マネジメント・プロ

グラム修了

・アジアン・インスティチュート・オブ・チャータード・バンカースのフェ

ロー・チャータード・バンカー

 

関連性のある職歴：

30年超にわたり、消費者・商業・資産管理・コーポレート及び投資銀行業務

を含む地域金融サービスの経験がある。過去には、2014年１月から2018年９

月までメイバンク・インベストメント・バンク・ベルハッド及びメイバン

ク・インベストメント・バンキング・グループのCEO、2018年10月から2024年

２月まで地域金融サービス部門グループ最高経営責任者を務めた。

ノル・シャリザン・スライマン

(1969年８月３日生)

イスラム・バンキング部門グルー

プ最高経営責任者担当責任者

着任：

・2025年４月24日

 

資格：

・マレーシア国際イスラム大学イスラム金融・銀行学MBA

・米国インディアナ大学経営学理学士号

 

関連性のある職歴：

30年超にわたり、シティバンク・ベルハッド、バンク・イスラム及びメイバン

ク・グループにおいて勤務し、財務／グローバル・マーケッツ、資本・資産／

負債管理、リスク管理、商品管理、事業開発、戦略等の銀行業務の経験があ

る。

カマルディン・アハマド

(1967年８月19日生)

保険及びタカフル事業グループ最

高経営責任者

着任：

・2013年12月１日

 

資格：

・英国ケント大学保険数理科学理学士号(優等学位)

 

関連性のある職歴：

30年超にわたり、現地の大企業及び多国籍企業で金融サービス分野の経験があ

る。証券委員会及びマレーシア中央銀行で６年間の規制及びリスク分野の経験

がある。
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モハメド・レズワン・アブドゥッ

ラー・イスマイル

(1976年９月19日生)

グループ最高リスク責任者

着任：

・2024年８月８日

 

資格：

・米国ミシガン州立大学会計学士号

 

関連性のある職歴：

リスク管理及びコンプライアンスを専門とした規制監督及び銀行業務における

25年超の経験を有し、責任ある事業成長の推進及びリスク管理プラクティスを

実践している。

スー・チャン・チェン博士

(1977年１月29日生)

グループ最高戦略・変革責任者

着任：

・2022年８月15日

 

資格：

・英国サウサンプトン大学機械工学士号(第一級優等学位)

・英国ロンドン・ビジネス・スクールMBA

・英国サウサンプトン大学機械工学博士号

 

関連性のある職歴：

20年超にわたり、アジア及び欧州の主要銀行を含む様々な業界及び組織におけ

る多国間変革戦略の策定及び導入の経験を有する。

ジョルジオ・ミグリアリナ

(1968年８月26日生)

グループ・テクノロジー・デジタ

ル最高責任者

着任：

・2024年11月１日

 

資格：

・フランス、インシアードフォンテーヌブローMBA

・イタリア、トリノ工科大学電子工学科理学修士

 

関連性のある職歴：

30年近くにわたり、ボーダフォン、アクセンチュア、テレコム・マレーシア及

びマッキンゼー・アンド・カンパニーを含むアジア及び欧州の電気通信・ハイ

テク分野において著名なグローバル組織及び現地組織における機能的な役割及

び主導的な役割の経験を有する。
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マッツァトゥールシマ・モハメ

ド・ザヒド

(1970年９月４日生)

グループ最高人事責任者

着任：

・2024年10月３日

 

資格：

・米国ルーズベルト大学保険数理理学士号

 

関連性のある職歴：

29年超にわたり様々な金融機関において財務、リスク管理及び内部監査に携わ

る。以前は、2018年７月から2023年４月までメイバンク・インベストメント・

バンキング・グループのグループ最高リスク責任者、2023年４月から2024年10

月までメイバンク・シンガポールのグループ最高監査役員を務めた。

アラン・ロー・チー・ケオン

(1960年１月９日生)

グループ最高執行責任者

着任：

・2023年４月１日

 

資格：

・シンガポール、インスティチュート・オブ・バンキング・アンド・ファイナ

ンスのバンキングの学位

 

関連性のある職歴：

30年超にわたり銀行業務経験があり、内部監査、地域事業及びコンプライアン

スを含む様々な部門を率いた。

アルヴィン・リー・ハン・エング

(1968年４月25日生)

メイバンク・シンガポール・リミ

テッド国別最高経営責任者兼マラ

ヤン・バンキング・ベルハッド・

シンガポール最高経営責任者

着任：

・2024年１月１日

 

資格：

・シンガポール南洋理工大学会計学士号

 

関連性のある職歴：

大規模多国籍金融機関におけるリスク管理、コーポレート・バンキング及びリ

テール・バンキング、資産管理並びにデジタル・トランスフォーメ－ションの

分野にまたがる30年超の銀行業務経験を有する。
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ステファノ・リドワン

(1973年12月14日生)

メイバンク・インドネシア取締役

社長

着任：

・2024年４月１日

 

資格：

・米国オクラホマ州立大学経営管理（金融学）理学士号

・米国マサチューセッツ州ハーバード・ビジネス・スクール(革新的戦略)

・米国マサチューセッツ州ハーバード・ビジネス・スクール(イノベーション文

化の主導及び構築)

・銀行リスク管理レベル７、LSPLSPP

 

関連性のある職歴：

29年超にわたる銀行業務経験を有し、リテール、中小企業及びビジネス・バン

キングを専門とする。従前は、インドネシアの国内銀行及び国際銀行の両方の

銀行部門において複数の重要の管理職を歴任してきた。

 

新任取締役／役員

氏名 旧役職名 新役職名 異動年月日

シャフィク・アブドゥル・

ジャバール
－ グループ最高財務責任者 2025年７月７日

 

（３）【監査の状況】

（ⅰ）監査委員会

監査委員会報告書

構成

取締役会監査委員会は、以下の独立非業務執行取締役で構成されている。

１．シャーリー・ゴー－委員長

２．シャリフディン・カリッド

３．チェ・ザキア・チェ・ディン

４．チャム・ソウ・ホン（2024年９月１日付で選任された。）

５．ヴィットリオ・フルラン（2024年９月１日付で選任された。）

これは、取締役会監査委員会が少なくとも３名の委員で構成され、委員長及び委員の過半数が独立非業務

執行取締役でなければならないと規定するマレーシア証券取引所の上場規則に沿っている。また、メイバン

クの独立取締役のみで構成されているため、現在の取締役会監査委員会は、マレーシア証券委員会によって

発行されたマレーシア・コーポレート・ガバナンス・コードのステップ・アップ慣行に従っている。

2024年の年次取締役会付属委員会実効性評価における取締役会監査委員会の任期及びパフォーマンスの精

査を受け、取締役会は、同委員会の付託条項に従ったその業務の遂行を満足いくものと判断した。

2024年12月31日に終了した事業年度（2024事業年度）中、取締役会監査委員会の構成にはいくつかの変更

があり、2024年９月１日付でダトー・ズルキフリー・アバス・アブドゥル・ハミド及びファウジア・ヒシャ

ムが委員を退任し、同日付でチャム・ソウ・ホン及びヴィットリオ・フルランが同委員会の委員として選任

された。

取 締 役 会 監 査 委 員 会 の 職 務 及 び 責 任 に つ い て は 、 メ イ バ ン ク の コ ー ポ レ ー ト ・ サ イ ト

（www.maybank.com）上で公開されている付託条項に記載されている。
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2024年12月31日に終了した事業年度における取締役会監査委員会の活動

会議の開催及び出席

2024事業年度において計17回の会議が開催され、その詳細は以下の通りである。

 

委員氏名
2024事業年度における

開催・出席回数

シャーリー・ゴー 17/17

シャリフディン・カリッド 17/17

チェ・ザキア・チェ・ディン 17/17

ダトー・ズルキフリー・アバス・アブドゥル・ハミド 11/11

ファウジア・ヒシャム 11/11

チャム・ソウ・ホン 6/6

ヴィットリオ・フルラン 6/6

 

グループ最高監査役員及びメイバンク・グループ監査の管理チームのメンバーは、内部監査報告書及び調

査報告書を提出するために、これらの会議に出席した。グループ内部監査委員会（GIAC）の委員長として、

グループ最高執行責任者は、経営陣を代表して取締役会監査委員会に出席し、メイバンク・グループ監査

（MGA）によって注視された監査問題及び懸念事項の迅速な解決について、保証し、かつ約束した。加えて、

監査を受けた部門の代表者は、監査報告書から生じた特定の事項又は問題を明確にし、必要な是正が講じら

れることを確約するため、必要に応じて会議に招集された。

法定監査については、監査計画書（APM）、監査上の主要な検討事項（KAM）を含む監査の結果及び問題並

びに監査報告書で注視された問題に関する経営陣の回答及び行動計画の更新を協議するために、取締役会監

査委員会の会議には外部監査人が招かれた。当行及びメイバンク・グループの四半期毎及び半年毎の未監査

の財務報告書及び年次監査済財務書類を精査及び協議した取締役会監査委員会の会議には、外部監査人もプ

レジデント兼グループ最高経営責任者及びグループ最高財務責任者と共に出席した。2011年12月以降採用さ

れた、法定監査及び非監査業務を提供する社外監査役の選任に関する枠組みに従い、外部監査人の適格性及

び独立性を含むパフォーマンスの年次評価が実施された。その後、取締役会に対し外部監査人の再選の推薦

が行われた。

2024事業年度中、取締役会監査委員会は、経営陣の出席なく、外部監査人との３回の、及びメイバンク・

グループ監査との２回の非公開の会議を開催し、監査人が取り上げることを要望した事項を協議し、かつ監

査人が制約を受けずに任務及び業務を遂行できることを確約した。

2024事業年度中、取締役会監査委員会はその職務及び機能を遂行するにあたり、以下の活動を行った。

 

内部監査

１．対象及び範囲が十分に包括的であること並びに監査資源が計画を実行する上で妥当であることを確保

するため、2025事業年度の年次監査計画（AAP）を精査し、承認した。取締役会監査委員会はまた、

2025事業年度の年次監査計画において提示された内部監査の年次業務予算要件について精査し、承認

し、かかる予算要件はグループ予算の一部として取締役会の承認を得るために提出された。

２．2024事業年度の年次監査計画の第一四半期末及び第二四半期の改訂を精査し、承認し、当年の残りの

監査の再評価に基づき、年次監査計画の第三四半期末におけるアップデートについて留意した。これ

により、かかる計画の当行グループに影響を与える新たなリスク並びに規制当局、取締役会監査委員

会及び経営陣の要請が考慮され、適切性及び機動性が確保された。
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３．当年度に設定された主要な業績評価指標の妥当性及び重要性を考慮し、グループ最高監査役員の2024

事業年度のバランス・スコアカードを審議し、承認した。

４．取締役会が承認したマトリックスに従い、当年度の内部監査の全体的な実績を考慮し、グループ最高

監査役員及びマレーシアのメイバンク・グループ監査担当従業員に対する2023事業年度の実績及び報

酬を評価し、承認した。

５．とりわけ、監査評価、従業員の強み（従業員の異動及び人員分析を含む。）、従業員の学習及び育成

（認定資格取得状況を含む。）、外部監査人プログラムの監視、デジタル監査の進捗の更新、メイバ

ンク・グループ監査のITプロジェクトへの参画、実施された監査に対する被監査者からのフィード

バックの分析、並びにメイバンク・グループ監査戦略計画2023－2025（GRASP25）のイニシアチブの実

施状況を含め、承認された2024事業年度の年次監査計画通りに計画された監査の完了について概説し

た月次のグループ最高監査役員報告書を精査した。その後、グループ最高監査役員報告書は、取締役

会監査委員会の委員長報告書を通じて、情報として取締役会に提出された。

６．内部統制システムのさらなる強化のため、監査及び調査報告書並びに監視メカニズムの是正又は強化

のために実施された経営陣の行動計画を審議した。取締役会監査委員会の関連する協議の要点はま

た、注意喚起及び対応のために、グループ内部監査委員会を通じて経営陣に伝えられた。必要に応じ

て、グループ内部監査委員会の委員長は、統制上の不備及び勧告をグループ経営委員会に委ねて検討

及び監視するよう助言された。

７．メイバンク・グループ監査が実施した監査及び調査についての、取締役会監査委員会の委員長報告書

を通じて取締役会に最新情報を提供した。

８．月次の監査所見状況報告書を精査し、指摘された統制上の不備を速やかに解決するために経営陣が講

じた是正措置及びスケジュールについて議論した。

９．提供された正当性を考慮して、監査所見の是正期限の延長に対する経営陣による要請を精査し、承認

した。

10．以下の会議の議事録を精査し、記録した。

ａ．内部監査が提起した統制上の不備に関して経営陣が行った審議及び是正措置の概要について、グ

ループ内部監査委員会の議事録。

ｂ．マレーシアの子会社及び海外の事業体の取締役会監査委員会の議事録。取締役会監査委員会はま

た、これらの取締役会監査委員会において協議された主要な懸念事項について審議し、必要と判

断される場合には、適切な措置が取られたことを確認するため、それぞれの子会社の取締役会監

査委員会に対して明確化すること及び追加情報を求めた。

11．2023事業年度を通じて及び2024事業年度上半期現在でそれぞれ実施された監査に基づく内部統制の状

況を要約した2023事業年度及び2024事業年度上半期に関する監査評価統計分析を精査し、審議した。

かかる報告書は、改善が要求された分野及び注意が必要な分野に影響を及ぼした要因を特定した。

12．取締役会の承認のため、改正済みの内部監査規定を精査し、承認した。かかる改正は、内部監査人協

会（IIA）により2024年１月に公表され、2025年１月に発効予定のグローバル内部監査基準（GIAS）と

の整合性を確保するために行われた。

13．承認されたメイバンク・グループ監査の再構築された組織構造の変化を受け、メイバンク・グループ

監査の、運営上重要な役職の経営陣の後継者の継続性を含む後継者計画に関する状況のアップデート

を審議した。

14．その中核的なデジタル監査能力に関するメイバンク・グループ監査によるアップデート（地域全体に

わたる、人材、システム、手続及び分析の現行の利用状況）を審議し認識した。さらに、シンガポー
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ル、フィリピン及びインドネシアの地域監査チームによるデジタル・イニシアチブの事例報告におい

ては、監査業務の実務に適用される実践的な強化策が注視された。

15．内部監査人協会（IIA）が公布している国際基準への、メイバンク・グループ監査の遵守状況を概説す

る2023事業年度の内部品質保証のレビューの結果を審議した。

 

統合年次報告書

16．取締役会の承認及び2023事業年度の統合年次報告書における開示のため、監査委員会報告書（ACR）を

精査し、承認した。

17．取締役会の承認及び2023事業年度の統合年次報告書での開示のため、リスク管理及び内部統制の報告

（SORMIC）を精査し、承認した。

18．取締役会の承認のため、2023事業年度の統合年次報告書を精査し、承認した。

19．取締役会の承認及び2023事業年度の統合年次報告書への記載のため、コーポレート・ガバナンス概要

報告書を精査し、承認した。

 

財務報告

20．当行及びメイバンク・グループの四半期毎の未監査の業績及び年次監査済財務書類並びに添付の取締

役報告書を精査し、かかる書類がMFRS、IFRS及びマレーシアの2016年会社法の要件に従って作成され

たことを、承認のために業績及び財務書類を取締役会に提案する前に確認した。

21．当行グループの業績及び財務書類を精査するにあたり、取締役会監査委員会はとりわけ以下の点につ

いて議論し、質問した。

ａ．一切の主要な新しい会計基準の適用を含む会計方針の変更

ｂ．経営陣による重要な判断、見積り及び見通し、並びに年度中の重要かつ特殊な事象又は取引及び

これらの事項への対処方法を含む、注視された重要事項

ｃ．新たな外部事象及び事業の動向による財務報告プロセスへの影響

 

外部監査

22．以下の事項を外部監査人と共に検証した。

ａ．2024事業年度の監査戦略及び監査アプローチ、新たな事象並びに会計基準及び法令の最近の動向

に起因する新たな監査の重点分野、複数地域にわたる監査範囲、監査スケジュール、監査上の主

要な検討事項となり得る重要な監査分野、並びに法定監査報酬案を含む、当年度の業務範囲に重

点を置く監査計画書。監査計画書は取締役による承認のためにその後提出された。

ｂ．監査結果、新たな外部事象及び事業の動向に関連するものを含む、識別された重要な監査事項及

び会計事項

ｃ．経営陣の回答又はコメントと共に監査で指摘のあった勧告の覚書

23．マレーシア中央銀行の外部監査人に関する指針書及びマレーシア会計士協会の職業専門家の倫理、行

動及び実践に関する規範に従った当行グループの枠組みに従って、適格性及び独立性を含む外部監査

人のパフォーマンスを検証した。以下の手続が実施された。

ａ．公的な又は独立した情報源から入手可能な情報を検討することにより、外部監査人の専門家とし

ての行為を検証した。かかる検証は以下の裏付けにより行われた。

ⅰ．選任された外部監査人は監査審査会に公益法人の監査役として登録されている。

ⅱ．財務書類の監査に関する重要な事項についての重要な決定に関与する、選任された外部監査

人及び監査業務チームの主要メンバーは、2013年金融サービス法、2013年イスラム金融サー
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ビス法若しくは2016年会社法又は詐欺若しくは不正行為に関する成文法の違反による有罪判

決を受けていない。

ⅲ．エンゲージメント・パートナー及び監査業務チームの主要メンバーは、職能団体及び／又は

規制機関から業務上の規則に反した行為による懲戒処分を受けていない。

ｂ．以下をレビューすることにより、外部監査人の知識、能力及び監査経験を評価した。

ⅰ．エンゲージメント・パートナー及びコンカリング・パートナーの履歴書

ⅱ．法定宣言書の日付から遡って２年間にエンゲージメント・パートナー及びコンカリング・

パートナーが監査を行った公益団体の一覧

ⅲ．エンゲージメント・パートナー及び監査業務チームの主要メンバーの金融機関監査における

経験年数

ⅳ．エンゲージメント・パートナー及びコンカリング・パートナーが過去の監査に費やした人日

ｃ．外部監査人による過去の監査又は仕事の質及び外部監査人の取締役会監査委員会への関与の度合

いを検証することにより、外部監査人のパフォーマンスを評価した。かかる評価は、以下に詳述

される通り、外部監査人が取締役会監査委員会との議論に積極的に参加していることを示した。

ⅰ．2024年１月26日に、外部監査人は、取締役会監査委員会に対して2023事業年度の報告書に関

する監査所見の結果につき最新情報を提供した。

ⅱ．2024年５月20日に、外部監査人は、2023事業年度の財務書類の監査で指摘のあった勧告の覚

書を取締役会監査委員会に提出した。

ⅲ．2024年７月26日に、外部監査人は、当行の2024年６月30日に終了した６カ月間に係る未監査

の税金及びザカート後利益の限定審査に関する報告書を取締役会監査委員会に提出した。

ⅳ．2024年８月21日に、外部監査人は、2024事業年度の財務書類の監査に関する監査計画書を取

締役会監査委員会に提出した。

ⅴ．取締役会監査委員会は、2024年１月26日、2024年７月26日及び2024年11月20日に、外部監査

人が懸念事項（もしあれば）を挙げ、関連する問題について議論し、改善のためのフィード

バックを得ることができるよう、経営陣不在の外部監査人との会議を３回行った。

ｄ．外部監査人のパフォーマンス及びサービス成果物の適時性を評価した。以下に記載される通り、

外部監査人は、当行及びメイバンク・グループの監査業務を設定された期限内に完了することが

できた。

ⅰ．2023年12月31日現在の監査済財務書類は、2024年２月28日に外部監査人により承認された。

ⅱ．2024年６月30日に終了した会計期間の限定的なレビューに関する報告書は、2024年７月31日

に外部監査人により承認された。

ⅲ．過去の保証業務において、外部監査人による過去の監査の不備は確認されなかった。

ｅ．以下を検証することにより、外部監査人の独立性及び客観性を評価した。

ⅰ．当行及びメイバンク・グループの外部監査人により提供された非監査業務の一覧

ⅱ．過去２年間にエンゲージメント・パートナー及びコンカリング・パートナーが提供した非監

査業務の一覧

ⅲ．最近実施された、当行及びメイバンク・グループの財務書類の監査で外部監査人により指摘

された付加価値のある監査所見

ⅳ．マレーシア会計士協会の職業専門家の倫理、行動及び実践に関する規範並びに国際会計士倫

理基準審議会倫理規程に従った、外部監査人及びエンゲージメントチームの全メンバーによ

る独立性の確認
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ⅴ．エンゲージメント・パートナー及び監査業務チームの主要メンバーによる、当行及びメイバ

ンク・グループの株式とは関係又は利害関係がないことを確約する法定宣言書

ⅵ．既存のエンゲージメント・パートナー及びコンカリング・パートナーが、５年を超えて継続

して当行又はメイバンク・グループに勤めていないこと

ｆ．外部監査人の年次透明性報告書に記載されている統計並びに監査事務所の法律及びガバナンス体

制に関する見識、監査の質を維持しリスクを管理するために監査事務所がとった措置並びに監査

事務所の監査品質指標に関する情報を評価した。

24．以下の定性的及び定量的基準を考慮して、当行及びメイバンク・グループに対する非監査業務を提供

する外部監査人の選任を検討及び承認した。

ａ．エンゲージメントチームのメンバーの専門性、専門分野、知識の妥当性及び関連経験

ｂ．生じ得る利益相反並びに外部監査人が実施する非監査業務の範囲及び報酬案が外部監査人の独立

性を脅かすものではないことの保証

ｃ．外部監査人が提示する非監査業務の報酬が、競争力を有し、かかる非監査業務の範囲に見合って

いること

 

関係当事者取引（RPT）

25．関係当事者取引を検証し、当行グループの関係当事者取引方針に沿って、メイバンク・グループによ

る関係当事者取引の識別、監視、報告及び審査のための手続に準拠していることを確認した。

26．四半期毎に、MFRS第124号「関係当事者についての開示」、上場規則（MMLR）、2016年会社法及びメイ

バンク・グループのガイドラインに準拠した関係当事者についての開示を検証した。これは取引の性

質及び金額を対象とし、取引の条件が公平、合理的で通常の商業条件に基づいており、メイバンクの

利益を最大化する条件であることを確認した。

 

利益相反（COI）

27．取締役会の承認のため、対象範囲を間接的な金銭的利害関係、非金銭的利害関係及びその他の利害関

係にまで拡大するために強化された、利益相反事象を検討する際の手続の提案を検証し、承認し、こ

れは、実際の、及び潜在的な利益相反が特定され、改正された上場規則に沿って効果的に管理される

ことが保証されることを目的とする。これには、利益相反事象の開示及び検討における、現行の手続

及び手順の強化も含まれる。

ａ．上席経営陣及び取締役の任命に先立ち、任命に向けて実施された潜在的候補者の適格性の年次評

価に基づいて行われる。

ｂ．上席経営陣、取締役会及び取締役会付属委員会の会議における開示の際に、取締役会任命に向け

て実施された適格性の年次評価に基づいて、当行のすべての上席経営陣及び取締役の在任期間中

に行われる。

ｃ．上席経営陣及び取締役が利益相反事象に直面した場合に行われる。

ｄ．利益相反事象の記録簿を管理する。

28．かかる強化された手続及び手順により、取締役会監査委員会が、取締役会が行う当行内の利益相反事

象の検証を支援した。取締役会監査委員会の検証によると、2024年12月31日に終了した事業年度にお

いて、上場規則に規定される意味及び範囲における利益相反事象の報告はなかった。

 

内部監査機能

組織的な独立性
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メイバンクの内部監査機能は、経営陣によって実施されるガバナンス、リスク管理、腐敗防止、内部告発

及び内部統制プロセスの妥当性及び有効性に関する、独立した客観的な保証を提供するため、取締役会に

よって構築された。当該内部監査機能は、監査対象の業務及び通常の内部統制プロセスから独立している。

取締役会によって承認された監査規定に概説されている、必要な独立性と客観性を維持するために、グルー

プ最高監査役員は、取締役会監査委員会には機能的観点から、またプレジデント兼グループ最高経営責任者

には管理的観点から報告する。マレーシア及び海外の子会社及び支店を含むメイバンクの内部監査機能は、

グループ最高監査役員の権限の範囲内で、グループ単位で組織されている。グループ最高監査役員は、フィ

リピン、インドネシア、シンガポール、カンボジア、香港、タイ及びベトナムの海外子会社の社内の内部監

査機能について頻繁に監視しており、これらの海外子会社も同様に、それぞれの事業体の取締役会監査委員

会（又は同等のもの）に対して直接説明責任を負っている。監査の客観性と独立性を維持するために、マ

レーシア及び海外の事業体の内部監査機能は、他の事業部門の業務からは独立している。

当行グループの内部監査機能は、モハメド・ヤーシーン・アブドゥッラー氏が主導している。同氏は、法

人及び金融業界において27年超の経験を積んでおり、うち12年間は最高財務責任者、また４年間は最高業務

執行責任者を務めた。同氏は、アジアン・インスティチュート・オブ・チャータード・バンカースのチャー

タード・バンカー並びに英国勅許公認会計士協会(FCCA)及び英国勅許管理会計士協会（FCMA）の協会会員で

ある。また、同氏は、マレーシア公認会計士協会(MICPA)及びマレーシア会計士協会(MIA)の会員でもある。

ヤーシーン氏は、理事会のメンバーを務めるマレーシア内部監査人協会（IIA）の正会員であり、また監査委

員会及びリスク管理委員会及び専門能力開発委員会の委員である。さらに、同氏は内部監査主任ネットワー

ク・グループ（CIANG）の正会員でもある。同氏は、マレーシア国際イスラム大学（IIUM）を卒業しており、

会計学士（優等）及び金融のMBAを有している。

 

責任、範囲及び方法

内部監査機能の主要な責任は、当行グループによって実施されるリスク管理及び内部統制システムの妥当

性及び有効性の評価、並びに当行グループの目標達成を阻害する可能性があるリスクが適正に評価、管理及

びコントロールされているかを評価することである。それは、組織の価値を高め、かつ保護し、経営陣の目

標達成を支援するために、リスクに基づく客観的な保証、助言及び洞察を提供する。

2024事業年度の年次監査計画は、刷新された2024事業年度の年次監査計画が四半期毎に取締役会監査委員

会に提出されたことを受け、リスク・ランドスケープの変更及び株主からの要望を考慮し、2023年11月に、

監査周期の改正に沿って取締役会監査委員会により承認された。2024事業年度の年次監査計画では、内部監

査の当年度の業務範囲が規定され、当行グループの事業及び業務が網羅された。かかる計画を策定するにあ

たり、すべての監査可能な部門は、メイバンク・リスクベース監査のアプローチを使用してリスクの格付が

なされ、内部統制の妥当性及び有効性の評価については、COSO内部統制－統合的フレームワークの原則及び

COBITフレームワーク（IT向け）が使用された。また、年次監査計画では、当行グループの主要な事業戦略及

び業務並びに懸念及び潜在的なリスクに係る経営陣の専門分野のフィードバックが考慮された。さらに、メ

イバンク・グループ監査は、新規事業、新システム及び新商品の導入等、当年度中の当行グループ内の新た

なイニシアチブの実施について、独立した客観的な協議による検証を継続して提供した。

内部監査のプロセス及び活動は、関連する規制上のガイドライン及び内部監査人協会によって発行された

専門職的実施の国際フレームワークの必須のガイダンス並びに当行グループの倫理行動規範方針に準拠す

る。当年度中、監査報告書は、問題、根本原因及び推奨事項、経営陣により提起された自己点検事項（SII）

と併せ、経営陣の回答並びに改善及び／又は是正のための行動計画と共に、検証と審議のためにグループ内

部監査委員会及び取締役会監査委員会に提出された。迅速な解決を確実にするため、監査所見及び自己点検
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事項の是正状況は詳細に観察され、グループ内部監査委員会及び取締役会監査委員会に定期的に報告され

た。すべての是正期限延長の要請も、承認のために取締役会監査委員会に提出された。

品質保証と改善プログラム（QAIP）は、内部監査人協会によって公布された国際基準に照らして、監査プ

ロセスの品質を評価するために引続き使用される。内部及び外部の評価を通じて、推奨事項及び改善のため

の機会が特定される。内部評価は、グループ最高監査役員の直接監督の下、独立した内部品質保証チームに

よって毎年実施され、外部評価は、資格を有する独立した外部評価者によって少なくとも５年に一度実施さ

れる。品質保証と改善プログラムの結果は取締役会監査委員会に提出される。

 

人材

当行グループの2024事業年度の内部監査機能を維持するために発生した全体的な費用は約109.83百万マ

レーシア・リンギットであった。従業員の人数及び発生した費用の内訳は以下の通りである。

 

地域 従業員人数 百万マレーシア・リンギット

マレーシア 164 55.84

その他の地域 220 53.99

グループ合計 384 109.83

 

2024年12月31日現在、メイバンク・グループ監査には、（マレーシア及び海外子会社に）多様な経歴と資

格を持つ合計384人の従業員が在籍していた。

メイバンク・グループ監査は、アクセス可能かつ柔軟な学習の代替手段を提供することで、監査人がスキ

ル及び能力を強化し、幅を広げることを継続して促進した。監査人に様々な監査分野で不可欠な監査知識と

技術的知識を提供するため、メイバンク・グループ監査のサブジェクト・マター・スペシャリスト及びメイ

バンクの職業訓練者によって総合的な一連の社内研修がバーチャル形式及び実地形式の両方で実施された。

研修は、監査の基準、プロセス、慣行及びテスト手順の適用において一貫性を確保するため、場合により、

海外の内部監査チームにバーチャル上で拡大された。また、外部では、監査人は、認定された研修講師及び

専門機関が企画した会議、ウェビナー及び研修プログラムにも積極的に参加した。

メイバンク・グループ監査は、監査人が公認銀行内部監査スペシャリスト、公認内部監査人、公認情報シ

ステム監査人、公認AMLスペシャリスト等の関連する内部監査の認証を取得できるよう、監査人の継続的なス

キルアップに尽力している。これにより、監査人の能力をさらに高めると同時に、その専門能力開発を継続

的に支援する。

監査イノベーションは、研修拠点として機能し、メイバンク・グループ監査内で統一された能力及びスキ

ル開発を確保し続けることで、一貫した監査基準を達成している。「メイバンク・グループの優れたガバナ

ンスを維持し、付加価値サービスを提供するための、バイオニック・ワークフォースを活用した専門の保証

提供者及びインサイト・ジェネレーター」を育成するというGRASP25及び内部監査のビジョンに沿って、2025

事業年度の研修では、影響力の高い監査を実施するために必要な知識及びスキルを監査人に提供することに

重点を置く。主な重点分野は、サステナビリティ、リスク管理、情報技術及びデータ分析である。

 

2024事業年度の内部監査活動の概要

上記１から15に記載されている取締役会監査委員会による内部監査に関する活動に関連して、内部監査

は、取締役会監査委員会の機能及び職務の遂行を支援するため、2024年において、以下の取組みも実施し

た。

１．包括的なデータ及び高度な分析により新たなリスクについてより深い洞察力を得るための、監査にお

けるデジタル技術の採用促進の継続。主な取組みとして、貸付実績の予測分析における人工知能及び
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機械学習の活用、データ分析の地域適用の拡大並びに監査管理システムの導入等が挙げられる。これ

らの進歩により、メイバンク・グループ監査の能力が強化され、経営陣及びステークホルダーに対す

る保証及びアドバイザリー業務が強化される。

２．2024年10月、マレーシア及び海外子会社から235名の監査人が出席した、メイバンク・グループ監査会

議の開催。会議では、2025事業年度のグループ年次監査計画（AAP FY2025）チャレンジ・セッショ

ン、「インサイト・ジェネレーターへの進化」をテーマとして開催されたマスタークラス・シリーズ

「アイデア発想とピッチング・チャレンジ」及びメイバンク・グループ監査のスタッフを対象とした

チーム・ビルティング・セッションが行われた。会議は、メイバンク・グループ監査の一連の成果を

記念し、メイバンク・グループ監査内でのネットワークの構築及び強い関係性の強化を目的としたプ

ラットフォームを提供する「メイバンク・グループ従業員エンゲージメント（MGEE）」で締めくくら

れた。

３．年次監査計画の規定に基づく、当行グループ全体の事業部門、業務及び手続に関する定期的な内部統

制テスト及び独立した評価の実施。評価された主要なリスク分野には、ESGへの取組み、サイバーセ

キュリティ及び技術セキュリティ、マネーロンダリング防止、贈収賄防止及び汚職防止、ガバナンス

及び業務の外部委託並びに支店の販売活動、現金管理及び物理的セキュリティ等がある。

４．マネーロンダリング防止、贈収賄防止及び汚職防止、ストレス・テスト、サイバーセキュリティ、

SWIFTフレームワークの遵守並びに一般的なIT統制等の重要な分野の検証における、当行グループ全体

の一貫性を確保するための地域毎のアプローチの採用。

５．代理銀行業務、クアラルンプール銀行間取引金利、機関ユニット・トラスト・アドバイザー、顧客情

報管理及び開示の許容範囲、アウトソーシング、並びに証券委員会が定める電子目論見書及び電子申

請に関する要件等の分野について、各国の規制当局の要件に基づくコンプライアンス・レビューの実

施。さらに、グループ全体のコンプライアンス・レビューを実施し、流動性カバレッジ比率（LCR）及

び安定調達比率（NSFR）の要件の遵守状況を評価した。

６．割賦販売、住宅ローン及びユニット・トラスト・ファイナンス等、主要な事業分野におけるテーマ別

レビューの実施。これらのレビューは、支店レベルでは重要なリスク分野に焦点を当て、本店レベル

では承認機関、商品及び保険契約者に焦点を当て、従来型の銀行業務及びイスラムの銀行業務の両方

を対象としていた。

７．2023事業年度及び2024事業年度上半期の監査評価統計分析の作成及び各管理委員会への提出。

８．当行グループ内部監査委員会の主要な論点（特に、不十分な報告書及び調査報告書から生じる主要な

懸念事項に関するもの）のグループ経営委員会への提示。

９．経営陣が指摘して内部監査及び自己点検事項によって強調された監査所見に対応するために経営陣が

取り組んだ行動計画の実施状況の観察及び報告。期限延長の要請はまた、支持を得るために当行グ

ループ内部監査委員会に、承認を得るために取締役会監査委員会に提出された。

10. 専門知識及び高度な技術／ツールにより複雑なサイバーセキュリティリスク及び統制を評価するメイ

バンク・グループ監査の能力を強化するための、サイバーセキュリティ監査センターオブエクセレン

ス（CoE）の設立。CoEは、詳細な技術レビューの実施、重大な脆弱性の特定及び適時の是正措置の確

保により、一般的なIT監査人を補完する。この取組みは、当行の包括的なサイバーセキュリティ・カ

バレッジを維持しながら、新たなサイバー脅威の監査に対するメイバンク・グループ監査の積極的な

アプローチを示している。

11. 内部監査協会が公表したグローバル・内部監査基準（GIAS）に合わせて改訂した内部監査規定につ

き、取締役会の承認を得るため提出。
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12. GRASP25の目標スケジュール及び実施状況の観察及び審議。この計画は、2025年までにインサイト・

ジェネレーターになるというステークホルダーの期待に沿うよう、メイバンク・グループ監査が効果

的な内部監査機能になるためのロードマップを概説している。GRASP25は、2023年から2025年までの期

間を対象とし、メイバンク・グループ監査内の人材、プロセス、イノベーション及びガバナンスに焦

点を当てた合計34の取組みで構成されている。

13. ゲスト監査人プログラム（GAP）の調整及び監視。このプログラムにおいて、メイバンク・グループ監

査は、様々な事業部門からサブジェクト・マター・エキスパートを招き、それらの技術的な専門知識

及び経験を活用して、事前に定められた期間に特定の監査に参加する。

14. システム開発プロジェクト及びM25+変革戦略のガバナンス及び統制プロセスに関する助言及び指針の

提供。

15．災害発生時に業務を再開するための重要な機能の準備態勢の評価を目的とした事業継続計画(BCP)訓練

の独自評価の実施及び改善が必要な分野の提案。

16．主要なリスク分野並びにメイバンク・マレーシアのインターネット・バンキング及びモバイル・バン

キングにおける不正行為対策実施のコンプライアンス及び有効性の検証等、実施中の検証において特

定された新たなリスクに関する特別な検証の実施。

17．監査で指摘された事項及びメイバンク・グループ監査に報告された事例（内部告発された事例を含

む。）並びに経営陣及び取締役会監査委員会の要請に基づく、合計41件の検証の実施。

18．マレーシアの内部監査チームに関する、2023事業年度及び2024事業年度上半期の内部品質保証審査の

実施。

19．海外の各内部監査チームのデスクトップ限定での査読の実施並びにそれぞれの取締役会監査委員会へ

の結果の提出。

20．ガバナンス、リスク管理及び内部統制に関する独立したフィードバックを提供するための、諮問的か

つ助言的立場でのグループ経営委員会のテクノロジー委員会、グループ執行リスク及びコンプライア

ンス委員会、グループ非金融リスク委員会並びにグループ調達及び不動産委員会等、様々な経営陣レ

ベルの委員会（オンサイト／バーチャル）の定期的な会議への参加。

 

（ⅱ）会計監査の状況

（a）監査法人の名称

アーンスト・アンド・ヤング・ピーエルティー

 

（b）継続監査期間

22年間

 

（c）業務を執行した公認会計士の氏名

チャン・フーイ・ラム

 

（d）監査業務に係る補助者の構成

公認会計士　約60名

その他　　　該当なし

 

（e）監査法人の選任における方針及び理由
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社外監査役の選任に関する評価は、会社概要、監査手法及び監査計画の有効性、エンゲージメントチーム

の知識及び専門性、独立性、精通度並びに利害抵触等に基づいて行われた。

 

（f）最近２連結会計年度における監査法人の異動

該当事項なし。

 

（g）監査委員会による監査法人の評価の内容

取締役会監査委員会が実施した外部監査人の評価については、上記「(ⅰ) 監査委員会」の「監査委員会報

告書－2024年12月31日に終了した事業年度における取締役会監査委員会の活動－外部監査」の23を参照のこ

と。

 

（ⅲ）監査報酬の内容等

（a）外国監査公認会計士等に対する報酬の内容

以下は、当行及び当行グループの監査報酬の概要である。

(単位：千マレーシア・リンギット)

区分
2023年12月31日

に終了した事業年度
2024年12月31日

に終了した事業年度

 
監査証明

業務に基づく
報酬(＊)

保証・遵守
関連業務

非監査業務に
基づく報酬

監査証明
業務に基づく

報酬(*)
保証・遵守
関連業務

非監査業務に
基づく報酬

提出会社 11,863 3,657 1,406 12,510 4,099 1,650

連結事業体 22,859 2,491 206 18,717 3,969 381

合計 34,722 6,148 1,612 31,227 8,068 2,031

注記：

*　　アーンスト・アンド・ヤング・ピーエルティー、アーンスト・アンド・ヤング・グローバルの他の会員及びその他

の監査法人への支払済み及び支払われるべき手数料を含む。

 

下記「第６－１ 財務書類」の2024年度財務書類への注記42を参照のこと。

 

（b）その他重要な報酬の内容

下記「第６－１ 財務書類」の2024年度財務書類への注記42を参照のこと。

 

（c）外国監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容

下記「第６－１ 財務書類」の2024年度財務書類への注記42を参照のこと。

 

（d）監査報酬の決定方針

外部監査人の法定監査費用は取締役会監査委員会によって推奨され、取締役会により承認される。非監査

費用は取締役会監査委員会により承認される。

 

（４）【役員の報酬等】

該当事項なし。各役員の2024年度の報酬については上記「（２） 役員の状況」を参照のこと。

 

（５）【株式の保有状況】

該当事項なし。
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第６【経理の状況】

当行グループ及び当行の添付の2024年及び2023年12月31日に終了した各事業年度の原文（英文）の連結財

務書類及び個別財務書類は、マレーシア財務報告基準（Malaysian Financial Reporting Standards、以下

「MFRS」という。）及び国際財務報告基準（International Financial Reporting Standards、以下「IFRS」

という。）に従って作成されたものである。当該財務書類の和訳は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号、以下「財務諸表等規則」という。)第328条第１項の適用を受け

ている。当行が採用する会計原則、慣行、表示方法及び開示要件と日本のそれらとの相違のうち、連結及び

個別財務書類の作成に関わるもので重要なものは、財務諸表等規則第329条及び第330条第２項の規定に準拠

して、「第６－４ ＭＦＲＳ及びＩＦＲＳと日本における会計原則及び会計慣行の主要な相違」でその内容を

説明している。

上記の財務書類はマレーシアの勅許監査人であるアーンスト・アンド・ヤング・ピーエルティーにより監

査され、その監査報告書を受領し、原文（英文）及び和訳を本書に添付している。しかし、「財務諸表等の

監査証明に関する内閣府令」(昭和32年大蔵省令第12号)第１条の２により、上記の財務書類について、日本

の金融商品取引法第193条の２第１項第１号に基づく監査は受けていない。

当行がマレーシアにおいて発行した原文の年次報告書に含まれる財務書類は、マレーシア・リンギットで

表示されている。円換算額は、財務諸表等規則第331条の規定に基づいて便宜のため表示されたものであり、

１マレーシア・リンギット＝34.04円で換算されている。千円単位未満の端数は四捨五入されている。上記の

為替相場は、2025年５月30日現在の株式会社三菱ＵＦＪ銀行の公表する現地参考為替相場の仲値に基づいて

算定したものである。円換算額は、四捨五入のため合計欄の数値が総数と一致しない場合がある。

円換算額並びに「第６－２ 主な資産・負債及び収支の内容」、「第６－３ その他」及び「第６－４ ＭＦ

ＲＳ及びＩＦＲＳと日本における会計原則及び会計慣行の主要な相違」に記載されている事項は、当行がマ

レーシアにおいて発行した原文の年次報告書に記載された財務書類には含まれておらず、当該事項における

財務書類への参照事項を除き、会計監査人であるアーンスト・アンド・ヤング・ピーエルティーの監査の対

象とはなっていない。
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１【財務書類】
 

財政状態計算書（2024年12月31日現在）

 

   当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年  2023年

注記  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

資産        

現金及び短期資金 5  40,522,520 28,904,035  27,212,276  20,060,300

金融機関預け金 6  22,275,032 13,471,607  38,309,616  27,639,111

売戻条件付買入金融資産 7(ⅰ)  16,630,783 17,344,364  17,608,327  15,680,716

当初認識時に純損益を通じて公正価値

で測定するものとして指定された金融

資産 8  12,933,334  13,378,789  -  -

純損益を通じて公正価値で測定する金

融投資 9  33,274,540 35,970,200  15,404,523  21,757,370

その他の包括利益を通じて公正価値で

測定する金融投資 10  128,177,404  132,182,135  68,927,203  73,299,044

償却原価で測定する金融投資 11  79,377,492  84,384,398  64,681,307  65,738,592

金融機関向貸出金及びその他の債権 12(ⅰ)  2,033,225 1,499,258  48,321,215  43,303,631

顧客向貸出金及びその他の債権 12(ⅱ)  662,740,860  628,922,780  233,474,014  235,022,856

デリバティブ資産 13  23,417,580 21,647,554  23,331,778  21,476,761

保険契約資産/タカフル証書資産 14(ⅰ)  75,199 123,204  -  -

再保険契約資産/再タカフル証書資産 14(ⅱ)  5,910,059  5,698,832  -  -

その他の資産 15  15,486,024 12,665,956  9,423,930  6,258,105

投資不動産 16  1,038,657 1,019,958  -  -

中央銀行への法定預け金 17  17,166,509 15,739,735  4,648,095  4,691,146

子会社への投資 18  -  -  35,575,751  34,486,241

関連会社及びジョイント・ベンチャー

に対する持分 19  1,857,728 2,105,534  438,859  438,859

有形固定資産 20  2,283,097 2,309,246  861,851  868,825

使用権資産 21  1,456,464  1,636,137  460,130  519,635

無形資産 22  6,993,290 7,361,911  664,603  543,296

繰延税金資産 28  1,672,159 1,308,986  296,655  83,505

資産合計  1,075,321,956 1,027,674,619  589,640,133  571,867,993

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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財政状態計算書（2024年12月31日現在）

 

   当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年  2023年

注記  千円 千円 千円  千円

資産         

現金及び短期資金 5  1,379,386,581  983,893,351  926,305,875  682,852,612

金融機関預け金 6  758,242,089  458,573,502  1,304,059,329  940,835,338

売戻条件付買入金融資産 7(ⅰ)  566,111,853  590,402,151  599,387,451  533,771,573

当初認識時に純損益を通じて公正価値

で測定するものとして指定された金融

資産 8  440,250,689  455,413,978  -  -

純損益を通じて公正価値で測定する金

融投資 9  1,132,665,342  1,224,425,608  524,369,963  740,620,875

その他の包括利益を通じて公正価値で

測定する金融投資 10  4,363,158,832  4,499,479,875  2,346,281,990  2,495,099,458

償却原価で測定する金融投資 11  2,702,009,828  2,872,444,908  2,201,751,690  2,237,741,672

金融機関向貸出金及びその他の債権 12(ⅰ)  69,210,979  51,034,742  1,644,854,159  1,474,055,599

顧客向貸出金及びその他の債権 12(ⅱ)  22,559,698,874  21,408,531,431  7,947,455,437  8,000,178,018

デリバティブ資産 13  797,134,423  736,882,738  794,213,723  731,068,944

保険契約資産/タカフル証書資産 14(ⅰ)  2,559,774  4,193,864  -  -

再保険契約資産/再タカフル証書資産 14(ⅱ)  201,178,408  193,988,241  -  -

その他の資産 15  527,144,257  431,149,142  320,790,577  213,025,894

投資不動産 16  35,355,884  34,719,370  -  -

中央銀行への法定預け金 17  584,347,966  535,780,579  158,221,154  159,686,610

子会社への投資 18  -  -  1,210,998,564  1,173,911,644

関連会社及びジョイント・ベンチャー

に対する持分 19  63,237,061  71,672,377  14,938,760  14,938,760

有形固定資産 20  77,716,622  78,606,734  29,337,408  29,574,803

使用権資産 21  49,578,035  55,694,103  15,662,825  17,688,375

無形資産 22  238,051,592  250,599,450  22,623,086  18,493,796

繰延税金資産 28  56,920,292  44,557,883  10,098,136  2,842,510

資産合計  36,603,959,382  34,982,044,031  20,071,350,127  19,466,386,482

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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財政状態計算書（2024年12月31日現在）（続き）

 

   当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年  2023年

注記  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

負債      

顧客の資金：          

-顧客預金 23  712,915,459 670,359,336 310,608,986  299,676,139

-顧客の投資口座
*

63(t)  28,981,847  26,475,396  -  -

金融機関預り金 24  47,051,220 44,676,892 76,999,224  58,221,783

買戻条件付売渡金融資産に関する債務 7(ⅱ)  32,831,691 38,072,708 46,954,812  57,152,843

デリバティブ負債 13  27,494,477 25,082,955 26,984,480  24,554,173

純損益を通じて公正価値で測定する金

融負債 25  11,943,454  8,766,563  7,429,042  8,766,563

支払手形及び銀行引受手形   1,214,634  1,133,170  466,170  442,847

保険契約負債/タカフル証書負債 14(ⅰ)  46,102,335 44,497,551 -  -

再保険契約負債/再タカフル証書負債 14(ⅱ)  27,063  83,001  -  -

その他の負債 26  27,507,979 25,940,928 13,692,978  9,178,066

税金及びザカート引当金 27  294,643 239,389 -  -

繰延税金負債 28  755,338 685,646 -  -

借入金 29  28,260,101 31,037,570 15,546,427  22,785,069

劣後債務 30  11,157,808 10,145,549 10,843,439  9,831,248

資本性証券 31  1,576,770 2,829,802 1,576,770  2,829,802

負債合計  978,114,819 930,026,456 511,102,328  493,438,533

*
顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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財政状態計算書（2024年12月31日現在）（続き）

 

   当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年  2023年

注記 千円 千円 千円  千円

負債         

顧客の資金：          

-顧客預金 23  24,267,642,224  22,819,031,797  10,573,129,883  10,200,975,772

-顧客の投資口座
*

63(t)  986,542,072  901,222,480  -  -

金融機関預り金 24  1,601,623,529  1,520,801,404  2,621,053,585  1,981,869,493

買戻条件付売渡金融資産に関する債務 7(ⅱ)  1,117,590,762  1,295,994,980  1,598,341,800  1,945,482,776

デリバティブ負債 13  935,911,997  853,823,788  918,551,699  835,824,049

純損益を通じて公正価値で測定する金

融負債 25  406,555,174  298,413,805  252,884,590  298,413,805

支払手形及び銀行引受手形   41,346,141  38,573,107  15,868,427  15,074,512

保険契約負債/タカフル証書負債 14(ⅰ)  1,569,323,483  1,514,696,636  -  -

再保険契約負債/再タカフル証書負債 14(ⅱ)  921,225  2,825,354  -  -

その他の負債 26  936,371,605  883,029,189  466,108,971  312,421,367

税金及びザカート引当金 27  10,029,648  8,148,802  -  -

繰延税金負債 28  25,711,706  23,339,390  -  -

借入金 29  961,973,838  1,056,518,883  529,200,375  775,603,749

劣後債務 30  379,811,784  345,354,488  369,110,664  334,655,682

資本性証券 31  53,673,251  96,326,460  53,673,251  96,326,460

負債合計  33,295,028,439  31,658,100,562  17,397,923,245  16,796,647,663

*
顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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財政状態計算書（2024年12月31日現在）（続き）

 

   当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年  2023年

注記  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

当行株主に帰属する資本       

株式資本 32  54,736,195 54,673,596 54,736,195  54,673,596

信託保有株式 32(c)  (1,764)  (1,203)  (1,764)  (1,203)

利益剰余金 33  34,028,358 31,672,801 16,822,741  15,822,764

準備金 34  5,207,839 8,296,423 6,980,633  7,934,303

 93,970,628 94,641,617 78,537,805  78,429,460

非支配持分  3,236,509  3,006,546 -  -

 97,207,137  97,648,163 78,537,805  78,429,460

          

負債及び株主資本合計  1,075,321,956 1,027,674,619 589,640,133  571,867,993

          

コミットメント及び偶発事象 52  2,919,100,070 1,855,617,668 2,803,815,918  1,742,985,421

          

 

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット  

マレーシア・

リンギット

当行株主に帰属する一株当たり純資

産   7.79 7.85  6.51  6.50

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。
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有価証券報告書
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財政状態計算書（2024年12月31日現在）（続き）

 

   当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年  2023年

注記 千円 千円 千円  千円

当行株主に帰属する資本         

株式資本 32  1,863,220,078  1,861,089,208  1,863,220,078  1,861,089,208

信託保有株式 32(c)  (60,047)  (40,950)  (60,047)  (40,950)

利益剰余金 33  1,158,325,306  1,078,142,146  572,646,104  538,606,887

準備金 34  177,274,840  282,410,239  237,620,747  270,083,674

 3,198,760,177  3,221,600,643  2,673,426,882  2,669,738,818

非支配持分  110,170,766  102,342,826  -  -

 3,308,930,943  3,323,943,469  2,673,426,882  2,669,738,818

          

負債及び株主資本合計  36,603,959,382  34,982,044,031  20,071,350,127  19,466,386,482

          

コミットメント及び偶発事象 52  99,366,166,383  63,165,225,419  95,441,893,849  59,331,223,731

          

 円 円 円 円

当行株主に帰属する一株当たり純資

産   265  267  222  221

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。
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損益計算書（2024年12月31日終了年度）

 

   当行グループ  当行

2024年 2023年  2024年  2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

          

営業総収益 35 68,942,785 63,515,213  36,528,832  34,259,569

      

受取利息 36 32,769,873 30,230,550  22,887,904  21,179,981

支払利息 37 (19,962,450) (17,439,028)  (15,869,379)  (13,926,842)

受取利息純額 12,807,423 12,791,522  7,018,525  7,253,139

イスラム金融業務からの収益 63(b) 8,346,399 7,577,195  -  -

21,153,822 20,368,717  7,018,525  7,253,139

保険/タカフル事業に係る損益 38 1,284,513 550,098  -  -

子会社及び関連会社からの配当金 39  -  -  4,191,743  3,534,284

その他の営業収益 40 9,066,000 7,988,177  5,796,183  5,846,934

営業収益合計 31,504,335 28,906,992  17,006,451  16,634,357

保険/タカフル事業による金融投資に

係る純損益 41 (1,931,829) (1,545,851)  -  -

純営業収益 29,572,506 27,361,141  17,006,451  16,634,357

一般管理費 42 (14,460,235) (13,388,800)  (6,893,494)  (6,296,175)

減損損失前営業利益   15,112,271  13,972,341  10,112,957  10,338,182

貸出金及びその他の債権に対する

減損損失引当金繰入、純額 44 (1,670,545) (1,826,212)  (148,291)  (571,491)

金融投資に対する減損損失引当金

戻入/(繰入)、純額 45 42,353 180,563  136,132  (6,310)

その他の金融資産、関連会社への持分

に対する減損損失引当金(繰入)/戻

入、純額 46

 

(18,816)  (35,416)  (12,112)  1,491

営業利益（次頁への繰越額） 13,465,263 12,291,276  10,088,686  9,761,872

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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損益計算書（2024年12月31日終了年度）

 

   当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

注記 千円 千円 千円 千円

          

営業総収益 35 2,346,812,401  2,162,057,851  1,243,441,441  1,166,195,729

       

受取利息 36 1,115,486,477  1,029,047,922  779,104,252  720,966,553

支払利息 37 (679,521,798)  (593,624,513)  (540,193,661)  (474,069,702)

受取利息純額 435,964,679  435,423,409  238,910,591  246,896,852

イスラム金融業務からの収益 63(b) 284,111,422  257,927,718  -  -

720,076,101  693,351,127  238,910,591  246,896,852

保険/タカフル事業に係る損益 38 43,724,823  18,725,336  -  -

子会社及び関連会社からの配当金 39  -  -  142,686,932  120,307,027

その他の営業収益 40 308,606,640  271,917,545  197,302,069  199,029,633

営業収益合計 1,072,407,563  983,994,008  578,899,592  566,233,512

保険/タカフル事業による金融投資に

係る純損益 41 (65,759,459)  (52,620,768)  -  -

純営業収益 1,006,648,104  931,373,240  578,899,592  566,233,512

一般管理費 42 (492,226,399)  (455,754,752)  (234,654,536)  (214,321,797)

減損損失前営業利益   514,421,705  475,618,488  344,245,056  351,911,715

貸出金及びその他の債権に対する

減損損失引当金繰入、純額 44 (56,865,352)  (62,164,256)  (5,047,826)  (19,453,554)

金融投資に対する減損損失引当金

戻入/(繰入)、純額 45 1,441,696  6,146,365  4,633,933  (214,792)

その他の金融資産、関連会社への持

分に対する減損損失引当金(繰入)/

戻入、純額 46

 

(640,497)  (1,205,561)  (412,292)  50,754

営業利益（次頁への繰越額） 458,357,553  418,395,035  343,418,871  332,294,123

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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損益計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

   当行グループ  当行

2024年 2023年  2024年  2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

          

営業利益（前頁からの繰越額）   13,465,263  12,291,276  10,088,686  9,761,872

関連会社及びジョイント・ベンチャー

の利益持分 19  236,302  240,325  -  -

税金及びザカート前利益 13,701,565 12,531,601  10,088,686  9,761,872

税金及びザカート 47 (3,195,179)  (2,916,739)  (1,434,846)  (1,489,079)

当期利益 10,506,386  9,614,862  8,653,840  8,272,793

          

当期利益の帰属：       

当行株主 10,088,673 9,349,780  8,653,840  8,272,793

非支配持分 417,713 265,082  -  -

10,506,386 9,614,862  8,653,840  8,272,793

          

一株当たり利益当行株主帰属分       

基本的（セン） 50(a) 83.6 77.6     

希薄化後（セン） 50(b) 83.6 77.6     

 

   当行

 注記  2024年  2023年

当行株主が保有する普通株式

一株当たり当期配当金純額（セン）      

支払済 - 2024年12月31日終了会計年度の中間配当（上半期） 51  29.00  -

支払済 - 2023年12月31日終了会計年度の中間配当（下半期） 51  31.00  -

支払済 - 2023年12月31日終了会計年度の中間配当（上半期） 51  -  29.00

支払済 - 2022年12月31日終了会計年度の中間配当（下半期） 51  -  30.00

宣言 - 2024年12月31日終了会計年度の中間配当（下半期） 51(a)  32.00  -

宣言 - 2023年12月31日終了会計年度の中間配当（下半期）   -  31.00

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

EDINET提出書類
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有価証券報告書
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損益計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

   当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年 

注記 千円 千円 千円 千円 

           

営業利益（前頁からの繰越額）   458,357,553  418,395,035  343,418,871  332,294,123  

関連会社及びジョイント・ベン

チャーの利益持分 19  8,043,720  8,180,663  -  -
 

税金及びザカート前利益 466,401,273  426,575,698  343,418,871  332,294,123  

税金及びザカート 47 (108,763,893)  (99,285,796)  (48,842,158)  (50,688,249)  

当期利益 357,637,379  327,289,902  294,576,714  281,605,874  

           

当期利益の帰属：         

当行株主 343,418,429  318,266,511  294,576,714  281,605,874  

非支配持分 14,218,951  9,023,391  -  -  

357,637,379  327,289,902  294,576,714  281,605,874  

           

一株当たり利益当行株主帰属分         

基本的（円） 50(a) 28  26      

希薄化後（円） 50(b) 28  26      

 

   当行

 注記  2024年 2023年

当行株主が保有する普通株式

一株当たり当期配当金純額（円）      

支払済 - 2024年12月31日終了会計年度の中間配当（上半期） 51  10  -

支払済 - 2023年12月31日終了会計年度の中間配当（下半期） 51  11  -

支払済 - 2023年12月31日終了会計年度の中間配当（上半期） 51  -  10

支払済 - 2022年12月31日終了会計年度の中間配当（下半期） 51  -  10

宣言 - 2024年12月31日終了会計年度の中間配当（下半期） 51(a)  11  -

宣言 - 2023年12月31日終了会計年度の中間配当（下半期）   -  11

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 285/1379



 

包括利益計算書（2024年12月31日終了年度）

 

   当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット 

千マレーシア・

リンギット 

千マレーシア・

リンギット

          

当期利益 10,506,386 9,614,862 8,653,840  8,272,793

          

その他の包括利益/(損失)：     

          

後に純損益に再分類されない項目：     

          

確定給付制度の年金数理利得 26(i)(b) 22,259 26,677 -  -

税効果 28 (6,548) (4,276) -  -

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する資本性金融商品の公正価

値の変動に係る正味利得   97,998  32,941  5,936  24,944

113,709 55,342 5,936  24,944

          

後に純損益に再分類される可能性が

ある項目：     

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する負債性金融商品に係る正

味(損失)/利得 (775,241) 5,136,454 (641,800)  3,561,658

-公正価値の変動からの正味(損失)/

利得   (840,246)  6,526,707  (603,920)  4,585,541

-予想信用損失の変動   (153,283)  57,082  (182,776)  51,779

-税効果 28  218,288  (1,447,335)  144,896  (1,075,662)

外国為替換算に係る正味(損失)/利得 (2,444,251) 2,013,920 (698,614)  567,790

公正価値ヘッジに係る費用 13  (53,062)  (15,764)  (53,062)  (15,764)

資本準備金に係る正味(損失)/利得   (1,483)  264  -  -

再評価準備金に係る正味利得   3  472  -  -

関連会社準備金の変動に係る持分 (276,482) (292,686) -  -

保険事業による金融/投資に係る純損

益   (107,690)  (269,167)  -  -

(3,658,206) 6,573,493 (1,393,476)  4,113,684

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 286/1379



 

包括利益計算書（2024年12月31日終了年度）

 

   当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年 2023年

 注記 千円 千円 千円 千円

          

当期利益 357,637,379  327,289,902  294,576,714  281,605,874

          

その他の包括利益/(損失)：        

          

後に純損益に再分類されない項目：        

          

確定給付制度の年金数理利得 26(i)(b) 757,696  908,085  -  -

税効果 28 (222,894)  (145,555)  -  -

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する資本性金融商品の公正価

値の変動に係る正味利得   3,335,852  1,121,312  202,061  849,094

 3,870,654  1,883,842  202,061  849,094

          

後に純損益に再分類される可能性が

ある項目：        

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する負債性金融商品に係る正

味(損失)/利得 (26,389,204)  174,844,894  (21,846,872)  121,238,838

-公正価値の変動からの正味(損

失)/利得   (28,601,974)  222,169,106  (20,557,437)  156,091,816

-予想信用損失の変動   (5,217,753)  1,943,071  (6,221,695)  1,762,557

-税効果 28  7,430,524  (49,267,283)  4,932,260  (36,615,534)

外国為替換算に係る正味(損失)/利得 (83,202,304)  68,553,837  (23,780,821)  19,327,572

公正価値ヘッジに係る費用 13  (1,806,230)  (536,607)  (1,806,230)  (536,607)

資本準備金に係る正味(損失)/利得   (50,481)  8,987  -  -

再評価準備金に係る正味利得   102  16,067  -  -

関連会社準備金の変動に係る持分 (9,411,447)  (9,963,031)  -  -

保険事業による金融/投資に係る純損

益   (3,665,768)  (9,162,445)  -  -

 (124,525,332)  223,761,702  (47,433,923)  140,029,803

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 287/1379



 

包括利益計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

   当行グループ  当行

2024年 2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

その他の包括利益/(損失)(続き)：          

          

税引後当期のその他の包括(損失)/利益 (3,544,497) 6,628,835  (1,387,540)  4,138,628

当期の包括利益合計 6,961,889 16,243,697  7,266,300  12,411,421

          

当期のその他の包括(損失)/利益の帰属：      

当行株主 (3,548,191) 6,598,415 (1,387,540)  4,138,628

非支配持分 3,694 30,420 -  -

(3,544,497) 6,628,835 (1,387,540)  4,138,628

          

当期の包括利益合計の帰属：      

当行株主 6,540,482 15,948,195 7,266,300  12,411,421

非支配持分 421,407 295,502 -  -

6,961,889 16,243,697 7,266,300  12,411,421

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

 

 

   当行グループ  当行

2024年 2023年  2024年  2023年

千円 千円 千円  千円

その他の包括利益/(損失)(続き)：          

          

税引後当期のその他の包括(損失)/利益   (120,654,678)  225,645,543  (47,231,862)  140,878,897

当期の包括利益合計   236,982,702  552,935,446  247,344,852  422,484,771

          

当期のその他の包括(損失)/利益の帰属：         

当行株主 (120,780,422)  224,610,047  (47,231,862)  140,878,897

非支配持分 125,744  1,035,497  -  -

(120,654,678)  225,645,543  (47,231,862)  140,878,897

          

当期の包括利益合計の帰属：        

当行株主 222,638,007  542,876,558  247,344,852  422,484,771

非支配持分 14,344,694  10,058,888  -  -

236,982,702  552,935,446  247,344,852  422,484,771

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

次へ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 288/1379



連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 ＜=======================当行株主に帰属============================

  ＜======================分配不能部分=====================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

外国為替換算準

備金

(注記34)

当行グループ

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・リ

ンギット

       

2024年１月１日現在 54,673,596 (1,203) 435,860 2,473,192 3,449,495 2,183,168

       

当期利益 - - - - - -

その他の包括(損失)/利益 - - - - (717,575) (2,715,826)

       

確定給付制度の年金数理利得 - - - - - -

関連会社準備金に係る持分 - - - - 8,096 (284,578)

外国為替換算に係る正味損失 - - - - - (2,431,248)

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資に係る正味

(損失)/利得 - - - - (725,671) -

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - - - - -

資本準備金に係る正味損失 - - - - - -

再評価準備金に係る正味利得 - - - - - -

保険事業による金融/投資に係る純

損益 - - - - - -

       

当期包括(損失)/利益合計 - - - - (717,575) (2,715,826)

       

次頁への繰越額 54,673,596 (1,203) 435,860 2,473,192 2,731,920 (532,658)

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 289/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 ===========当行株主に帰属===================＞   

 ====分配不能部分=====＞     

 

ESGP準備金

(注記34)

その他の準備金

(注記34(c))

*
利益剰余金

(注記33) 株主資本合計 非支配持分 資本合計

当行グループ

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

       

2024年１月１日現在 90,750 (336,042) 31,672,801 94,641,617 3,006,546 97,648,163

       

当期利益 - - 10,088,673 10,088,673 417,713 10,506,386

その他の包括(損失)/利益 - (114,790) - (3,548,191) 3,694 (3,544,497)

       

確定給付制度の年金数理利得 - 14,042 - 14,042 1,669 15,711

関連会社準備金に係る持分 - - - (276,482) - (276,482)

外国為替換算に係る正味損失 - - - (2,431,248) (13,003) (2,444,251)

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資に係る正味

(損失)/利得 - - - (725,671) 48,428 (677,243)

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - (53,062) - (53,062) - (53,062)

資本準備金に係る正味損失 - (1,410) - (1,410) (73) (1,483)

再評価準備金に係る正味利得 - - - - 3 3

保険事業による金融/投資に係る純

損益 - (74,360) - (74,360) (33,330) (107,690)

       

当期包括(損失)/利益合計 - (114,790) 10,088,673 6,540,482 421,407 6,961,889

       

次頁への繰越額 90,750 (450,832) 41,761,474 101,182,099 3,427,953 104,610,052

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 290/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 ＜=========================当行株主に帰属===========================

  ＜======================分配不能部分=====================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

外国為替換算準

備金

(注記34)

当行グループ 千円 千円 千円 千円 千円 千円

       

2024年１月１日現在 1,861,089,208 (40,950) 14,836,674 84,187,456 117,420,810 74,315,039

       

当期利益 - - - - - -

その他の包括(損失)/利益 - - - - (24,426,253) (92,446,717)

       

確定給付制度の年金数理利得 - - - - - -

関連会社準備金に係る持分 - - - - 275,588 (9,687,035)

外国為替換算に係る正味損失 - - - - - (82,759,682)

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資に係る正味

(損失)/利得 - - - - (24,701,841) -

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - - - - -

資本準備金に係る正味損失 - - - - - -

再評価準備金に係る正味利得 - - - - - -

保険事業による金融/投資に係る純

損益 - - - - - -

       

当期包括(損失)/利益合計 - - - - (24,426,253) (92,446,717)

       

次頁への繰越額 1,861,089,208 (40,950) 14,836,674 84,187,456 92,994,557 (18,131,678)

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 291/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 ============当行株主に帰属=====================＞   

 ====分配不能部分=====＞     

 

ESGP準備金

(注記34)

その他の準備金

(注記34(c))

*
利益剰余金

(注記33) 株主資本合計 非支配持分 資本合計

当行グループ 千円 千円 千円 千円 千円 千円

       

2024年１月１日現在 3,089,130 (11,438,870) 1,078,142,146 3,221,600,643 102,342,826 3,323,943,469

       

当期利益 - - 343,418,429 343,418,429 14,218,951 357,637,379

その他の包括(損失)/利益 - (3,907,452) - (120,780,422) 125,744 (120,654,678)

       

確定給付制度の年金数理利得 - 477,990 - 477,990 56,813 534,802

関連会社準備金に係る持分 - - - (9,411,447) - (9,411,447)

外国為替換算に係る正味損失 - - - (82,759,682) (442,622) (83,202,304)

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資に係る正味

(損失)/利得 - - - (24,701,841) 1,648,489 (23,053,352)

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - (1,806,230) - (1,806,230) - (1,806,230)

資本準備金に係る正味損失 - (47,996) - (47,996) (2,485) (50,481)

再評価準備金に係る正味利得 - - - - 102 102

保険事業による金融/投資に係る純

損益 - (2,531,214) - (2,531,214) (1,134,553) (3,665,768)

       

当期包括(損失)/利益合計 - (3,907,452) 343,418,429 222,638,007 14,344,694 236,982,702

       

次頁への繰越額 3,089,130 (15,346,321) 1,421,560,575 3,444,238,650 116,687,520 3,560,926,170

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ＜========================当行株主に帰属===========================

  ＜====================分配不能部分======================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

外国為替換算準

備金

(注記34)

当行グループ（続き）

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

       

前頁からの繰越額 54,673,596 (1,203) 435,860 2,473,192 2,731,920 (532,658)

       

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資の処分に

係る正味利得 - - - - (531) -

メイバンク・グループ従業員株式

付与制度（「ESGP」）に基づく

株式報酬(注記32(b)) - - - - - -

当行グループの組織体制の変更に

よる影響 - - - - - -

非支配持分からの取得/への売却

による正味の影響 - - - - - -

法定準備金への振替(注記34(a)) - - 66,576 - - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - 373,384 - -

メイバンク・グループESGP に基

づく株式発行 62,599 (561) - - - -

支払配当金(注記51) - - - - - -

株主との取引/その他の持分変動

合計 62,599 (561) 66,576 373,384 (531) -

       

2024年12月31日現在 54,736,195 (1,764) 502,436 2,846,576 2,731,389 (532,658)

 

*
利益剰余金には、分配可能な利益及び保険子会社の分配不能生命保険ファンドから生じる分配不能な利益が含まれる。詳細は注記33

を参照のこと。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ============当行株主に帰属==================＞   

 ====分配不能部分=====＞     

 

ESGP準備金

(注記34)

その他の準備金

(注記34(c))

*
利益剰余金

(注記33) 株主資本合計 非支配持分 資本合計

当行グループ（続き）

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

       

前頁からの繰越額 90,750 (450,832) 41,761,474 101,182,099 3,427,953 104,610,052

       

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資の処分に

係る正味利得 - - 531 - - -

メイバンク・グループ従業員株式

付与制度（「ESGP」）に基づく

株式報酬(注記32(b)) 82,216 - - 82,216 - 82,216

当行グループの組織体制の変更に

よる影響 - - (53,516) (53,516) (22,824) (76,340)

非支配持分からの取得/への売却

による正味の影響 - - - - 12,060 12,060

法定準備金への振替(注記34(a)) - - (66,576) - - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - (373,384) - - -

メイバンク・グループESGP に基

づく株式発行 (62,038) - - - - -

支払配当金(注記51) - - (7,240,171) (7,240,171) (180,680) (7,420,851)

株主との取引/その他の持分変動

合計 20,178 - (7,733,116) (7,211,471) (191,444) (7,402,915)

       

2024年12月31日現在 110,928 (450,832) 34,028,358 93,970,628 3,236,509 97,207,137

 

*
利益剰余金には、分配可能な利益及び保険子会社の分配不能生命保険ファンドから生じる分配不能な利益が含まれる。詳細は注記33

を参照のこと。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 294/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ＜========================当行株主に帰属===========================

  ＜======================分配不能部分=====================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

外国為替換算準

備金

(注記34)

当行グループ（続き） 千円 千円 千円 千円 千円 千円

       

前頁からの繰越額 1,861,089,208 (40,950) 14,836,674 84,187,456 92,994,557 (18,131,678)

       

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資の処分に

係る正味利得 - - - - (18,075) -

メイバンク・グループ従業員株式

付与制度（「ESGP」）に基づく

株式報酬(注記32(b)) - - - - - -

当行グループの組織体制の変更に

よる影響 - - - - - -

非支配持分からの取得/への売却

による正味の影響 - - - - - -

法定準備金への振替(注記34(a)) - - 2,266,247 - - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - 12,709,991 - -

メイバンク・グループESGP に基

づく株式発行 2,130,870 (19,096) - - - -

支払配当金(注記51) - - - - - -

株主との取引/その他の持分変動

合計 2,130,870 (19,096) 2,266,247 12,709,991 (18,075) -

       

2024年12月31日現在 1,863,220,078 (60,047) 17,102,921 96,897,447 92,976,482 (18,131,678)

 

*
利益剰余金には、分配可能な利益及び保険子会社の分配不能生命保険ファンドから生じる分配不能な利益が含まれる。詳細は注記33

を参照のこと。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 295/1379



連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ============当行株主に帰属==================＞   

 ====分配不能部分=====＞     

 

ESGP準備金

(注記34)

その他の準備金

(注記34(c))

*
利益剰余金

(注記33) 株主資本合計 非支配持分 資本合計

当行グループ（続き） 千円 千円 千円 千円 千円 千円

       

前頁からの繰越額 3,089,130 (15,346,321) 1,421,560,575 3,444,238,650 116,687,520 3,560,926,170

       

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資の処分に

係る正味利得 - - 18,075 - - -

メイバンク・グループ従業員株式

付与制度（「ESGP」）に基づく

株式報酬(注記32(b)) 2,798,633 - - 2,798,633 - 2,798,633

当行グループの組織体制の変更に

よる影響 - - (1,821,685) (1,821,685) (776,929) (2,598,614)

非支配持分からの取得/への売却

による正味の影響 - - - - 410,522 410,522

法定準備金への振替(注記34(a)) - - (2,266,247) - - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - (12,709,991) - - -

メイバンク・グループESGP に基

づく株式発行 (2,111,774) - - - - -

支払配当金(注記51) - - (246,455,421) (246,455,421) (6,150,347) (252,605,768)

株主との取引/その他の持分変動

合計 686,859 - (263,235,269) (245,478,473) (6,516,754) (251,995,227)

       

2024年12月31日現在 3,775,989 (15,346,321) 1,158,325,306 3,198,760,177 110,170,766 3,308,930,943

 

*
利益剰余金には、分配可能な利益及び保険子会社の分配不能生命保険ファンドから生じる分配不能な利益が含まれる。詳細は注記33

を参照のこと。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 296/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ＜=======================当行株主に帰属============================

  ＜======================分配不能部分=====================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

外国為替換算準

備金

(注記34)

当行グループ

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・

リンギット

       

2023年１月１日現在 54,619,344 (198) 429,303 2,465,059 (1,621,607) 470,324

       

当期利益 - - - - - -

その他の包括利益/(損失) - - - - 5,065,432 1,712,844

       

確定給付制度の年金数理利得 - - - - - -

関連会社準備金に係る持分 - - - - 14,793 (307,479)

外国為替換算に係る正味利得/(損

失) - - - - - 2,020,323

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資に係る正味

利得 - - - - 5,050,639 -

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - - - - -

資本準備金に係る正味利得 - - - - - -

再評価準備金に係る正味利得 - - - - - -

保険事業による金融/投資に係る純

損益 - - - - - -

       

当期包括利益/(損失)合計 - - - - 5,065,432 1,712,844

       

次頁への繰越額 54,619,344 (198) 429,303 2,465,059 3,443,825 2,183,168

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 297/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ===========当行株主に帰属===================＞   

 ====分配不能部分=====＞     

 

ESGP準備金

(注記34)

その他の準備金

(注記34(c))

*
利益剰余金

(注記33) 株主資本合計 非支配持分 資本合計

当行グループ

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

       

2023年１月１日現在 89,687 (156,181) 29,450,452 85,746,183 2,865,903 88,612,086

       

当期利益 - - 9,349,780 9,349,780 265,082 9,614,862

その他の包括利益/(損失) - (179,861) - 6,598,415 30,420 6,628,835

       

確定給付制度の年金数理利得 - 20,979 - 20,979 1,422 22,401

関連会社準備金に係る持分 - - - (292,686) - (292,686)

外国為替換算に係る正味利得/(損

失) - - - 2,020,323 (6,403) 2,013,920

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資に係る正味

利得 - - - 5,050,639 118,756 5,169,395

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - (15,764) - (15,764) - (15,764)

資本準備金に係る正味利得 - 250 - 250 14 264

再評価準備金に係る正味利得 - 467 - 467 5 472

保険事業による金融/投資に係る純

損益 - (185,793) - (185,793) (83,374) (269,167)

       

当期包括利益/(損失)合計 - (179,861) 9,349,780 15,948,195 295,502 16,243,697

       

次頁への繰越額 89,687 (336,042) 38,800,232 101,694,378 3,161,405 104,855,783

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 298/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ＜=========================当行株主に帰属===========================

  ＜======================分配不能部分=====================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

外国為替換算準

備金

(注記34)

当行グループ 千円 千円 千円 千円 千円 千円

       

2023年１月１日現在 1,859,242,470 (6,740) 14,613,474 83,910,608 (55,199,502) 16,009,829

       

当期利益 - - - - - -

その他の包括利益/(損失) - - - - 172,427,305 58,305,210

       

確定給付制度の年金数理利得 - - - - - -

関連会社準備金に係る持分 - - - - 503,554 (10,466,585)

外国為替換算に係る正味利得/(損

失) - - - - - 68,771,795

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資に係る正味

利得 - - - - 171,923,752 -

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - - - - -

資本準備金に係る正味利得 - - - - - -

再評価準備金に係る正味利得 - - - - - -

保険事業による金融/投資に係る純

損益 - - - - - -

       

当期包括利益/(損失)合計 - - - - 172,427,305 58,305,210

       

次頁への繰越額 1,859,242,470 (6,740) 14,613,474 83,910,608 117,227,803 74,315,039

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 299/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ============当行株主に帰属===================＞   

 ====分配不能部分=====＞     

 

ESGP準備金

(注記34)

その他の準備金

(注記34(c))

*
利益剰余金

(注記33) 株主資本合計 非支配持分 資本合計

当行グループ 千円 千円 千円 千円 千円 千円

       

2023年１月１日現在 3,052,945 (5,316,401) 1,002,493,386 2,918,800,069 97,555,338 3,016,355,407

       

当期利益 - - 318,266,511 318,266,511 9,023,391 327,289,902

その他の包括利益/(損失) - (6,122,468) - 224,610,047 1,035,497 225,645,543

       

確定給付制度の年金数理利得 - 714,125 - 714,125 48,405 762,530

関連会社準備金に係る持分 - - - (9,963,031) - (9,963,031)

外国為替換算に係る正味利得/(損

失) - - - 68,771,795 (217,958) 68,553,837

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資に係る正味

利得 - - - 171,923,752 4,042,454 175,966,206

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - (536,607) - (536,607) - (536,607)

資本準備金に係る正味利得 - 8,510 - 8,510 477 8,987

再評価準備金に係る正味利得 - 15,897 - 15,897 170 16,067

保険事業による金融/投資に係る純

損益 - (6,324,394) - (6,324,394) (2,838,051) (9,162,445)

       

当期包括利益/(損失)合計 - (6,122,468) 318,266,511 542,876,558 10,058,888 552,935,446

       

次頁への繰越額 3,052,945 (11,438,870) 1,320,759,897 3,461,676,627 107,614,226 3,569,290,853

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 300/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ＜========================当行株主に帰属===========================

  ＜====================分配不能部分======================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

外国為替換算準

備金

(注記34)

当行グループ（続き）

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

       

前頁からの繰越額 54,619,344 (198) 429,303 2,465,059 3,443,825 2,183,168

       

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資の処分に

係る正味損失 - - - - 5,670 -

メイバンク・グループ従業員株式

付与制度（「ESGP」）に基づく

株式報酬(注記32(b)) - - - - - -

当行グループの組織体制の変更に

よる影響 - - - - - -

非支配持分からの取得/への売却

による正味の影響 - - - - - -

法定準備金への振替(注記34(a)) - - 6,557 - - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - 8,133 - -

メイバンク・グループESGP に基

づく株式発行 54,252 (1,005) - - - -

支払配当金(注記51) - - - - - -

株主との取引/その他の持分変動

合計 54,252 (1,005) 6,557 8,133 5,670 -

       

2023年12月31日現在 54,673,596 (1,203) 435,860 2,473,192 3,449,495 2,183,168

 

*
利益剰余金には、分配可能な利益及び保険子会社の分配不能生命保険ファンドから生じる分配不能な利益が含まれる。詳細は注記33

を参照のこと。

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 301/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ============当行株主に帰属==================＞   

 ====分配不能部分=====＞     

 

ESGP準備金

(注記34)

その他の準備金

(注記34(c))

*
利益剰余金

(注記33) 株主資本合計 非支配持分 資本合計

当行グループ（続き）

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

       

前頁からの繰越額 89,687 (336,042) 38,800,232 101,694,378 3,161,405 104,855,783

       

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資の処分に

係る正味損失 - - (5,670) - - -

メイバンク・グループ従業員株式

付与制度（「ESGP」）に基づく

株式報酬(注記32(b)) 54,310 - 4,864 59,174 - 59,174

当行グループの組織体制の変更に

よる影響 - - - - 237 237

非支配持分からの取得/への売却

による正味の影響 - - - - (16,655) (16,655)

法定準備金への振替(注記34(a)) - - (6,557) - - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - (8,133) - - -

メイバンク・グループESGP に基

づく株式発行 (53,247) - - - - -

支払配当金(注記51) - - (7,111,935) (7,111,935) (138,441) (7,250,376)

株主との取引/その他の持分変動

合計 1,063 - (7,127,431) (7,052,761) (154,859) (7,207,620)

       

2023年12月31日現在 90,750 (336,042) 31,672,801 94,641,617 3,006,546 97,648,163

 

*
利益剰余金には、分配可能な利益及び保険子会社の分配不能生命保険ファンドから生じる分配不能な利益が含まれる。詳細は注記33

を参照のこと。

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

 

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 302/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ＜========================当行株主に帰属===========================

  ＜======================分配不能部分=====================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

外国為替換算準

備金

(注記34)

当行グループ（続き） 千円 千円 千円 千円 千円 千円

       

前頁からの繰越額 1,859,242,470 (6,740) 14,613,474 83,910,608 117,227,803 74,315,039

       

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資の処分に

係る正味損失 - - - - 193,007 -

メイバンク・グループ従業員株式

付与制度（「ESGP」）に基づく

株式報酬(注記32(b)) - - - - - -

当行グループの組織体制の変更に

よる影響 - - - - - -

非支配持分からの取得/への売却

による正味の影響 - - - - - -

法定準備金への振替(注記34(a)) - - 223,200 - - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - 276,847 - -

メイバンク・グループESGP に基

づく株式発行 1,846,738 (34,210) - - - -

支払配当金(注記51) - - - - - -

株主との取引/その他の持分変動

合計 1,846,738 (34,210) 223,200 276,847 193,007 -

       

2023年12月31日現在 1,861,089,208 (40,950) 14,836,674 84,187,456 117,420,810 74,315,039

 

*
利益剰余金には、分配可能な利益及び保険子会社の分配不能生命保険ファンドから生じる分配不能な利益が含まれる。詳細は注記33

を参照のこと。

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 303/1379



 

連結持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ============当行株主に帰属===================＞   

 ====分配不能部分=====＞     

 

ESGP準備金

(注記34)

その他の準備金

(注記34(c))

*
利益剰余金

(注記33) 株主資本合計 非支配持分 資本合計

当行グループ（続き） 千円 千円 千円 千円 千円 千円

       

前頁からの繰越額 3,052,945 (11,438,870) 1,320,759,897 3,461,676,627 107,614,226 3,569,290,853

       

その他の包括利益を通じて公正価

値で測定する金融投資の処分に

係る正味損失 - - (193,007) - - -

メイバンク・グループ従業員株式

付与制度（「ESGP」）に基づく

株式報酬(注記32(b)) 1,848,712 - 165,571 2,014,283 - 2,014,283

当行グループの組織体制の変更に

よる影響 - - - - 8,067 8,067

非支配持分からの取得/への売却

による正味の影響 - - - - (566,936) (566,936)

法定準備金への振替(注記34(a)) - - (223,200) - - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - (276,847) - - -

メイバンク・グループESGP に基

づく株式発行 (1,812,528) - - - - -

支払配当金(注記51) - - (242,090,267) (242,090,267) (4,712,532) (246,802,799)

株主との取引/その他の持分変動

合計 36,185 - (242,617,751) (240,075,984) (5,271,400) (245,347,385)

       

2023年12月31日現在 3,089,130 (11,438,870) 1,078,142,146 3,221,600,643 102,342,826 3,323,943,469

 

*
利益剰余金には、分配可能な利益及び保険子会社の分配不能生命保険ファンドから生じる分配不能な利益が含まれる。詳細は注記33

を参照のこと。

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 304/1379



 

持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 ＜====================当行株主に帰属=====================

  ＜================分配不能部分================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

当行

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

      

2024年１月１日現在 54,673,596 (1,203) 85,340 1,829,556 2,398,837

      

当期利益 - - - - -

その他の包括損失 - - - - (635,864)

      

外国為替換算に係る正味損失 - - - - -

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資に係る正味損失 - - - - (635,864)

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - - - -

      

当期包括(損失)/利益合計 - - - - (635,864)

      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味損失 - - - - 42

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

(｢ESGP」）に基づく株式報酬(注記32(b)) - - - - -

法定準備金への振替(注記34(a)) - - 12,754 - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - 400,896 -

メイバンク・グループESGPに基づく株式発行 62,599 (561) - - -

支払配当金(注記51) - - - - -

株主との取引/その他の持分変動合計 62,599 (561) 12,754 400,896 42

      

2024年12月31日現在 54,736,195 (1,764) 98,094 2,230,452 1,763,015

 

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 305/1379



 

持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 ===================当行株主に帰属======================＞

 =========分配不能部分==========＞   

 

外国為替換算

準備金

(注記34)

ESGP準備金

(注記34)

ヘッジ準備金

(注記34(c))

分配可能な

利益剰余金

(注記33) 資本合計

当行

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

      

2024年１月１日現在 3,488,890 90,750 40,930 15,822,764 78,429,460

      

当期利益 - - - 8,653,840 8,653,840

その他の包括損失 (698,614) - (53,062) - (1,387,540)

      

外国為替換算に係る正味損失 (698,614) - - - (698,614)

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資に係る正味損失 - - - - (635,864)

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - (53,062) - (53,062)

      

当期包括(損失)/利益合計 (698,614) - (53,062) 8,653,840 7,266,300

      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味損失 - - - (42) -

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

(｢ESGP」）に基づく株式報酬(注記32(b)) - 82,216 - - 82,216

法定準備金への振替(注記34(a)) - - - (12,754) -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - (400,896) -

メイバンク・グループESGP に基づく株式発行 - (62,038) - - -

支払配当金(注記51) - - - (7,240,171) (7,240,171)

株主との取引/その他の持分変動合計 - 20,178 - (7,653,863) (7,157,955)

      

2024年12月31日現在 2,790,276 110,928 (12,132) 16,822,741 78,537,805

 

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 306/1379



 

持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 ＜====================当行株主に帰属=====================

 ＜================分配不能部分================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

当行 千円 千円 千円 千円 千円

      

2024年１月１日現在 1,861,089,208 (40,950) 2,904,974 62,278,086 81,656,411

      

当期利益 - - - - -

その他の包括損失 - - - - (21,644,811)

      

外国為替換算に係る正味損失 - - - - -

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資に係る正味損失 - - - - (21,644,811)

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - - - -

      

当期包括(損失)/利益合計 - - - - (21,644,811)

      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味損失 - - - - 1,430

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

(｢ESGP」）に基づく株式報酬(注記32(b)) - - - - -

法定準備金への振替(注記34(a)) - - 434,146 - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - 13,646,500 -

メイバンク・グループESGP に基づく株式発行 2,130,870 (19,096) - - -

支払配当金(注記51) - - - - -

株主との取引/その他の持分変動合計 2,130,870 (19,096) 434,146 13,646,500 1,430

      

2024年12月31日現在 1,863,220,078 (60,047) 3,339,120 75,924,586 60,013,031

 

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 307/1379



 

持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 ==================当行株主に帰属===========================＞

 =========分配不能部分==========＞   

 

外国為替換算準

備金

(注記34)

ESGP準備金

(注記34)

ヘッジ準備金

(注記34(c))

分配可能な利益

剰余金

(注記33) 資本合計

当行 千円 千円 千円 千円 千円

      

2024年１月１日現在 118,761,816 3,089,130 1,393,257 538,606,887 2,669,738,818

      

当期利益 - - - 294,576,714 294,576,714

その他の包括損失 (23,780,821) - (1,806,230) - (47,231,862)

      

外国為替換算に係る正味損失 (23,780,821) - - - (23,780,821)

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資に係る正味損失 - - - - (21,644,811)

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - (1,806,230) - (1,806,230)

      

当期包括(損失)/利益合計 (23,780,821) - (1,806,230) 294,576,714 247,344,852

  -    

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味損失 - - - (1,430) -

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

(｢ESGP」）に基づく株式報酬(注記32(b)) - 2,798,633 - - 2,798,633

法定準備金への振替(注記34(a)) - - - (434,146) -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - (13,646,500) -

メイバンク・グループESGP に基づく株式発行 - (2,111,774) - - -

支払配当金(注記51) - - - (246,455,421) (246,455,421)

株主との取引/その他の持分変動合計 - 686,859 - (260,537,497) (243,656,788)

      

2024年12月31日現在 94,980,995 3,775,989 (412,973) 572,646,104 2,673,426,882

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 308/1379



 

持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ＜====================当行株主に帰属=====================

  ＜================分配不能部分================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

当行

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・リ

ンギット

      

2023年１月１日現在 54,619,344 (198) 79,003 1,549,033 (1,180,242)

      

当期利益 - - - - -

その他の包括利益/(損失) - - - - 3,586,602

      

外国為替換算に係る正味利得 - - - - -

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資に係る正味利得 - - - - 3,586,602

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - - - -

      

当期包括利益/(損失)合計 - - - - 3,586,602

      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味利得 - - - - (7,523)

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

(｢ESGP」）に基づく株式報酬(注記32(b)) - - - - -

法定準備金への振替(注記34(a)) - - 6,337 - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - 280,523 -

メイバンク・グループESGP に基づく株式発行 54,252 (1,005) - - -

支払配当金(注記51) - - - - -

株主との取引/その他の持分変動合計 54,252 (1,005) 6,337 280,523 (7,523)

      

2023年12月31日現在 54,673,596 (1,203) 85,340 1,829,556 2,398,837

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 309/1379



 

持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ===================当行株主に帰属======================＞

 =========分配不能部分==========＞   

 

外国為替換算

準備金

(注記34)

ESGP準備金

(注記34)

ヘッジ準備金

(注記34(c))

分配可能な

利益剰余金

(注記33) 資本合計

当行

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

      

2023年１月１日現在 2,921,100 89,687 56,694 14,936,379 73,070,800

      

当期利益 - - - 8,272,793 8,272,793

その他の包括利益/(損失) 567,790 - (15,764) - 4,138,628

      

外国為替換算に係る正味利得 567,790 - - - 567,790

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資に係る正味利得 - - - - 3,586,602

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - (15,764) - (15,764)

      

当期包括利益/(損失)合計 567,790 - (15,764) 8,272,793 12,411,421

      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味利得 - - - 7,523 -

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

(｢ESGP」）に基づく株式報酬(注記32(b)) - 54,310 - 4,864 59,174

法定準備金への振替(注記34(a)) - - - (6,337) -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - (280,523) -

メイバンク・グループESGP に基づく株式発行 - (53,247) - - -

支払配当金(注記51) - - - (7,111,935) (7,111,935)

株主との取引/その他の持分変動合計 - 1,063 - (7,386,408) (7,052,761)

      

2023年12月31日現在 3,488,890 90,750 40,930 15,822,764 78,429,460

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 310/1379



 

持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ＜====================当行株主に帰属=====================

 ＜================分配不能部分================

 

株式資本

(注記32)

信託保有株式

(注記32(c))

法定準備金

(注記34(a))

規制準備金

(注記34(b))

FVTOCI評価差額

準備金

(注記34)

当行 千円 千円 千円 千円 千円

      

2023年１月１日現在 1,859,242,470 (6,740) 2,689,262 52,729,083 (40,175,438)

      

当期利益 - - - - -

その他の包括利益/(損失) - - - - 122,087,932

      

外国為替換算に係る正味利得 - - - - -

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資に係る正味利得 - - - - 122,087,932

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - - - -

      

当期包括利益/(損失)合計 - - - - 122,087,932

      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味利得 - - - - (256,083)

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

(｢ESGP」）に基づく株式報酬(注記32(b)) - - - - -

法定準備金への振替(注記34(a)) - - 215,711 - -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - 9,549,003 -

メイバンク・グループESGP に基づく株式発行 1,846,738 (34,210) - - -

支払配当金(注記51) - - - - -

株主との取引/その他の持分変動合計 1,846,738 (34,210) 215,711 9,549,003 (256,083)

      

2023年12月31日現在 1,861,089,208 (40,950) 2,904,974 62,278,086 81,656,411

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 311/1379



 

持分変動計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 ================当行株主に帰属=========================＞

 =========分配不能部分==========＞   

 

外国為替換算準

備金

(注記34)

ESGP準備金

(注記34)

ヘッジ準備金

(注記34(c))

分配可能な利益

剰余金

(注記33) 資本合計

当行 千円 千円 千円 千円 千円

      

2023年１月１日現在 99,434,244 3,052,945 1,929,864 508,434,341 2,487,330,032

      

当期利益 - - - 281,605,874 281,605,874

その他の包括利益/(損失) 19,327,572 - (536,607) - 140,878,897

      

外国為替換算に係る正味利得 19,327,572 - - - 19,327,572

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資に係る正味利得 - - - - 122,087,932

公正価値ヘッジに係るヘッジ費用 - - (536,607) - (536,607)

      

当期包括利益/(損失)合計 19,327,572 - (536,607) 281,605,874 422,484,771

      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味利得 - - - 256,083 -

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

(｢ESGP」）に基づく株式報酬(注記32(b)) - 1,848,712 - 165,571 2,014,283

法定準備金への振替(注記34(a)) - - - (215,711) -

規制準備金への振替(注記34(b)) - - - (9,549,003) -

メイバンク・グループESGP に基づく株式発行 - (1,812,528) - - -

支払配当金(注記51) - - - (242,090,267) (242,090,267)

株主との取引/その他の持分変動合計 - 36,185 - (251,433,328) (240,075,984)

      

2023年12月31日現在 118,761,816 3,089,130 1,393,257 538,606,887 2,669,738,818

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

 

次へ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 312/1379



キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金及びザカート前利益 13,701,565  12,531,601  10,088,686  9,761,872

調整：        

関連会社及びジョイント・ベンチャーの利益持

分（注記19） (236,302)  (240,325)  -  -

有形固定資産の減価償却費（注記38(ⅱ)及び

42） 334,511  322,496  72,021  77,957

使用権資産の減価償却費（注記38(ⅱ)及び42） 515,254  577,684  114,402  116,644

コンピュータ・ソフトウェアの償却費（注記38

(ⅱ)及び42） 269,845  251,126  76,315  69,697

リース負債に係る金融費用（注記38(ⅱ)及び

42） 65,714  57,595  16,595  15,382

有形固定資産処分益（注記40） (4,608)  (4,134)  (689)  (773)

差押資産処分益（注記40） (4,737)  (10,202)  (5,877)  -

子会社の資本返還に係る超過（注記40） -  -  -  (50,706)

みなし支配ストラクチャード・エンティティの

処分/ストラクチャーの変更に係る正味損失/

(利得)（注記40） 2,166  -  (3,140)  (4,264)

子会社の清算による正味(利得)/損失（注記

40） (3,096)  10  -  -

関連会社持分の処分による正味利得（注記40） (111,443)  -  -  -

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産の

処分に係る正味利得（注記40、注記63(aa)及

び(ac)） (1,143,282)  (117,713)  (704,027)  (323,577)

（次頁への繰越額） 13,385,587  13,368,138  9,654,286  9,662,232

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 313/1379



 

キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千円  千円  千円  千円

営業活動によるキャッシュ・フロー        

税金及びザカート前利益 466,401,273  426,575,698  343,418,871  332,294,123

調整：        

関連会社及びジョイント・ベンチャーの利益持

分（注記19） (8,043,720)  (8,180,663)  -  -

有形固定資産の減価償却費（注記38(ⅱ)及び

42） 11,386,754  10,977,764  2,451,595  2,653,656

使用権資産の減価償却費（注記38(ⅱ)及び42） 17,539,246  19,664,363  3,894,244  3,970,562

コンピュータ・ソフトウェアの償却費（注記38

(ⅱ)及び42） 9,185,524  8,548,329  2,597,763  2,372,486

リース負債に係る金融費用（注記38(ⅱ)及び

42） 2,236,905  1,960,534  564,894  523,603

有形固定資産処分益（注記40） (156,856)  (140,721)  (23,454)  (26,313)

差押資産処分益（注記40） (161,247)  (347,276)  (200,053)  -

子会社の資本返還に係る超過（注記40） -  -  -  (1,726,032)

みなし支配ストラクチャード・エンティティの

処分/ストラクチャーの変更に係る正味損失/

(利得)（注記40） 73,731  -  (106,886)  (145,147)

子会社の清算による正味(利得)/損失（注記

40） (105,388)  340  -  -

関連会社持分の処分による正味利得（注記40） (3,793,520)  -  -  -

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産の

処分に係る正味利得（注記40、注記63(aa)及

び(ac)） (38,917,319)  (4,006,951)  (23,965,079)  (11,014,561)

（次頁への繰越額） 455,645,381  455,051,418  328,631,895  328,902,377

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 314/1379



 

キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

営業活動によるキャッシュ・フロー（続き）        

前頁からの繰越額 13,385,587  13,368,138  9,654,286  9,662,232

その他の包括利益を通じて公正価値で測定す

る金融投資の処分に係る正味利得（注記40、

注記63(aa)及び(ac)) (1,327,654)  (372,443)  (896,635)  (508,349)

償却原価で計上する金融投資の償還に係る正

味利得（注記40、注記63(aa)及び(ac)) -  (5)  -  (5)

プレミアムの償却/(ディスカウントに係る増

価)、純額（注記36、注記63(aa)及び(ac)） 87,217  163,952  (302,246)  (284,733)

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

及びデリバティブの再評価に係る未実現損

失/(利得)（注記40、注記63(aa)及び(ac)） 850,983  (679,195)  1,697,853  423,884

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債

の再評価に係る未実現利得（注記40） (1,874,273)  (1,045,215)  (1,874,273)  (1,045,215)

貸出金及びその他の債権に対する減損損失引

当金繰入、純額（注記44） 2,722,359  2,464,186  759,644  901,065

その他の債務に対する減損損失引当金繰入

（注記44） 2,737  19,289  1,082  3,510

次頁への繰越額 13,846,956  13,918,707  9,039,711  9,152,389

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 315/1379



 

キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千円 千円 千円  千円

営業活動によるキャッシュ・フロー（続き）        

前頁からの繰越額 455,645,381  455,051,418  328,631,895  328,902,377

その他の包括利益を通じて公正価値で測定す

る金融投資の処分に係る正味利得（注記40、

注記63(aa)及び(ac)) (45,193,342)  (12,677,960)  (30,521,455)  (17,304,200)

償却原価で計上する金融投資の償還に係る正

味利得（注記40、注記63(aa)及び(ac)) -  (170)  -  (170)

プレミアムの償却/(ディスカウントに係る増

価)、純額（注記36、注記63(aa)及び(ac)） 2,968,867  5,580,926  (10,288,454)  (9,692,311)

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

及びデリバティブの再評価に係る未実現損

失/(利得)（注記40、注記63(aa)及び(ac)） 28,967,461  (23,119,798)  57,794,916  14,429,011

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債

の再評価に係る未実現利得（注記40） (63,800,253)  (35,579,119)  (63,800,253)  (35,579,119)

貸出金及びその他の債権に対する減損損失引

当金繰入、純額（注記44） 92,669,100  83,880,891  25,858,282  30,672,253

その他の債務に対する減損損失引当金繰入

（注記44） 93,167  656,598  36,831  119,480

次頁への繰越額 471,350,382  473,792,786  307,711,762  311,547,322

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 316/1379



 

キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

営業活動によるキャッシュ・フロー（続き）        

前頁からの繰越額 13,846,956  13,918,707  9,039,711  9,152,389

金融投資に対する減損損失引当金(戻入)/繰

入、純額（注記45） (42,353)  (180,563)  (136,132)  6,310

その他の金融資産及び関連会社に対する持分に

対する減損損失引当金繰入/(戻入)、純額（注

記46） 18,816  35,416  12,112  (1,491)

子会社及び関連会社からの配当金（注記39） -  -  (4,191,743)  (3,534,284)

金融投資ポートフォリオからの配当金（注記

40） (294,512)  (210,095)  (8,057)  (5,428)

ESGP費用（注記38(ⅱ)及び42） 97,501  93,811  56,676  39,667

有形固定資産の除却（注記42） 78  7,089  3  40

無形資産の除却（注記42） 500  783  500  756

投資不動産の公正価値調整（注記40） (18,395)  (29,977)  -  -

運転資本増減前営業利益 13,608,591  13,635,171  4,773,070  5,657,959

現金及び当初の満期が３カ月超となる短期資金の

増減 (283,346)  205,752  (2,557,828)  2,260,647

当初の満期が３カ月超となる預金及び金融機関預

け金の増減 (419,967)  1,319,692  (1,764,209)  (910,371)

売戻条件付買入金融資産の増減 713,643  (2,369,880)  (1,927,611)  (1,350,241)

営業活動から生じた/(に使用した)キャッシュ・

フロー（次頁への繰越額） 13,618,921  12,790,735  (1,476,578)  5,657,994

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 317/1379



 

キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千円 千円 千円  千円

営業活動によるキャッシュ・フロー（続き）        

前頁からの繰越額 471,350,382  473,792,786  307,711,762  311,547,322

金融投資に対する減損損失引当金(戻入)/繰

入、純額（注記45） (1,441,696)  (6,146,365)  (4,633,933)  214,792

その他の金融資産及び関連会社に対する持分に

対する減損損失引当金繰入/(戻入)、純額（注

記46） 640,497  1,205,561  412,292  (50,754)

子会社及び関連会社からの配当金（注記39） -  -  (142,686,932)  (120,307,027)

金融投資ポートフォリオからの配当金（注記

40） (10,025,188)  (7,151,634)  (274,260)  (184,769)

ESGP費用（注記38(ⅱ)及び42） 3,318,934  3,193,326  1,929,251  1,350,265

有形固定資産の除却（注記42） 2,655  241,310  102  1,362

無形資産の除却（注記42） 17,020  26,653  17,020  25,734

投資不動産の公正価値調整（注記40） (626,166)  (1,020,417)  -  -

運転資本増減前営業利益 463,236,438  464,141,221  162,475,303  192,596,924

現金及び当初の満期が３カ月超となる短期資金の

増減 (9,645,098)  7,003,798  (87,068,465)  76,952,424

当初の満期が３カ月超となる預金及び金融機関預

け金の増減 (14,295,677)  44,922,316  (60,053,674)  (30,989,029)

売戻条件付買入金融資産の増減 24,292,408  (80,670,715)  (65,615,878)  (45,962,204)

営業活動から生じた/(に使用した)キャッシュ・

フロー（次頁への繰越額） 463,588,071  435,396,619  (50,262,715)  192,598,116

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 318/1379



 

キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年 

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット
 

営業活動によるキャッシュ・フロー（続き）         

営業活動から生じた/(に使用した)キャッシュ・

フロー（前頁からの繰越額） 13,618,921  12,790,735  (1,476,578)  5,657,994
 

金融投資ポートフォリオの増減 14,683,272  (26,750,586)  13,114,185  (21,149,476)  

貸出金及びその他の債権の増減 (52,860,582)  (43,044,117)  (10,593,198)  (27,900,421)  

その他の資産の増減 (4,514,831)  (2,737,944)  (3,487,077)  1,123,971  

中央銀行への法定預け金の増減 (1,426,878)  (1,961,589)  43,052  (1,962,936)  

顧客預金の増減 54,096,370  45,170,303  14,459,214  21,217,905  

顧客の投資口座の増減 2,506,451  1,974,415  -  -  

金融機関預り金の増減 2,374,327  (7,216,888)  18,777,441  (8,572,662)  

買戻条件付売渡金融資産に関する債務の増減 (5,241,017)  22,486,872  (10,198,031)  30,862,547  

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債の

増減 (1,223,428)  113,356  9,382  112,898
 

支払手形及び銀行引受手形の増減 81,465  (677,785)  23,323  (769,884)  

その他の負債の増減 8,563,853  1,099,051  4,026,835  138,171  

保険/再保険契約資産及びタカフル/再タカフル

証書資産の増減 (158,781)  1,814,519  -  -
 

保険/再保険契約負債及びタカフル/再タカフル

証書負債の増減 1,548,846  2,083,082  -  -
 

営業活動から生じた/(に使用した)キャッシュ・

フロー 32,047,988  5,143,424  24,698,548  (1,241,893)
 

税金及びザカート支払額 (3,264,012)  (3,368,687)  (1,149,131)  (1,672,949)  

営業活動から生じた/(に使用した)正味キャッ

シュ・フロー 28,783,976  1,774,737  23,549,417  (2,914,842)
 

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 319/1379



 

キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年 

千円 千円 千円  千円 

営業活動によるキャッシュ・フロー（続き）         

営業活動から生じた/(に使用した)キャッ

シュ・フロー（前頁からの繰越額） 463,588,071  435,396,619  (50,262,715)  192,598,116
 

金融投資ポートフォリオの増減 499,818,579  (910,589,947)  446,406,857  (719,928,163)  

貸出金及びその他の債権の増減 (1,799,374,211)  (1,465,221,743)  (360,592,460)  (949,730,331)  

その他の資産の増減 (153,684,847)  (93,199,614)  (118,700,101)  38,259,973  

中央銀行への法定預け金の増減 (48,570,927)  (66,772,490)  1,465,490  (66,818,341)  

顧客預金の増減 1,841,440,435  1,537,597,114  492,191,645  722,257,486  

顧客の投資口座の増減 85,319,592  67,209,087  -  -  

金融機関預り金の増減 80,822,091  (245,662,868)  639,184,092  (291,813,414)  

買戻条件付売渡金融資産に関する債務の増減 (178,404,219)  765,453,123  (347,140,975)  1,050,561,100  

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債の

増減 (41,645,489)  3,858,638  319,363  3,843,048
 

支払手形及び銀行引受手形の増減 2,773,069  (23,071,801)  793,915  (26,206,851)  

その他の負債の増減 291,513,556  37,411,696  137,073,463  4,703,341  

保険/再保険契約資産及びタカフル/再タカフル

証書資産の増減 (5,404,905)  61,766,227  -  -
 

保険/再保険契約負債及びタカフル/再タカフル

証書負債の増減 52,722,718  70,908,111  -  -
 

営業活動から生じた/(に使用した)キャッ

シュ・フロー 1,090,913,512  175,082,153  840,738,574  (42,274,038)
 

税金及びザカート支払額 (111,106,968)  (114,670,105)  (39,116,419)  (56,947,184)  

営業活動から生じた/(に使用した)正味キャッ

シュ・フロー 979,806,543  60,412,047  801,622,155  (99,221,222)
 

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 320/1379



 

キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

投資活動によるキャッシュ・フロー        

投資不動産の購入（注記16） (616)  (856)  -  -

有形固定資産の購入（注記20） (391,753)  (435,688)  (80,320)  (62,295)

無形資産の購入（注記22） (405,753)  (465,863)  (199,914)  (187,529)

正味影響額:        

- 非支配持分との取引によるもの (10,763)  (16,423)  -  -

- 関連会社持分の処分による収入 262,080  -  -  -

- 子会社の資本返還 -  -  -  50,706

- 既存の関連会社の株式の追加取得 (54,550)  -  -  -

既存の子会社の普通株式の追加取得 -  -  (1,119,489)  (627,962)

みなし支配ストラクチャード・エンティティの株

式取得 -  -  (10,000)  (20,934)

有形固定資産の処分による収入 14,948  16,883  860  886

みなし支配ストラクチャード・エンティティの一

部処分による収入 -  -  24,000  27,545

みなし支配ストラクチャード・エンティティの処

分による収入 -  -  4,237  -

受取配当金の内訳：        

- 金融投資ポートフォリオ（注記40） 294,512  210,095  8,057  5,428

- 関連会社（注記39） -  -  -  736

- 子会社（注記39） -  -  4,191,743  3,533,548

投資活動(に使用した)/から生じた正味キャッ

シュ・フロー (291,895)  (691,852)  2,819,174  2,720,129
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キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千円 千円 千円  千円

投資活動によるキャッシュ・フロー        

投資不動産の購入（注記16） (20,969)  (29,138)  -  -

有形固定資産の購入（注記20） (13,335,272)  (14,830,820)  (2,734,093)  (2,120,522)

無形資産の購入（注記22） (13,811,832)  (15,857,977)  (6,805,073)  (6,383,487)

正味影響額:        

- 非支配持分との取引によるもの (366,373)  (559,039)  -  -

- 関連会社持分の処分による収入 8,921,203  -  -  -

- 子会社の資本返還 -  -  -  1,726,032

- 既存の関連会社の株式の追加取得 (1,856,882)  -  -  -

既存の子会社の普通株式の追加取得 -  -  (38,107,406)  (21,375,826)

みなし支配ストラクチャード・エンティティの株

式取得 -  -  (340,400)  (712,593)

有形固定資産の処分による収入 508,830  574,697  29,274  30,159

みなし支配ストラクチャード・エンティティの一

部処分による収入 -  -  816,960  937,632

みなし支配ストラクチャード・エンティティの処

分による収入 -  -  144,227  -

受取配当金の内訳：        

- 金融投資ポートフォリオ（注記40） 10,025,188  7,151,634  274,260  184,769

- 関連会社（注記39） -  -  -  25,053

- 子会社（注記39） -  -  142,686,932  120,281,974

投資活動(に使用した)/から生じた正味キャッ

シュ・フロー (9,936,106)  (23,550,642)  95,964,683  92,593,191
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キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

財務活動によるキャッシュ・フロー        

借入金の発行/(返済)、純額（注記29） 242,858  (3,538,674)  (4,703,215)  (1,998,447)

劣後債務の発行（注記30） 3,000,000  -  3,000,000  -

劣後債務の償還（注記30） (2,000,000)  (93,390)  (2,000,000)  -

資本性証券の償還（注記31） (1,240,000)  -  (1,240,000)  -

リース負債の返済（注記26(ⅳ)） (589,373)  (657,114)  (121,915)  (109,858)

支払配当金（注記51） (7,240,171)  (7,111,935)  (7,240,171)  (7,111,935)

非支配持分への配当金の支払額 (180,680)  (138,441)  -  -

財務活動に使用した正味キャッシュ・フロー (8,007,366)  (11,539,554)  (12,305,301)  (9,220,240)

        

現金及び現金同等物の正味増加/(減少)額 20,484,715  (10,456,669)  14,063,290  (9,414,953)

１月１日現在の現金及び現金同等物 41,064,936  50,814,176  34,302,874  43,203,840

外国為替換算レートの変動による影響 (773,804)  707,429  (558,924)  513,987

12月31日現在の現金及び現金同等物 60,775,847  41,064,936  47,807,240  34,302,874

        

現金及び現金同等物の内訳:        

現金及び短期資金(注記５) 40,553,850  28,940,553  27,218,238  20,067,341

その他金融機関預け金(注記６) 22,279,247  13,478,320  38,317,442  27,641,936

 62,833,097  42,418,873  65,535,680  47,709,277

        

控除:        

現金及び短期資金並びに金融機関預け金（当初の

満期が３カ月超） (2,057,250)  (1,353,937)  (17,728,440)  (13,406,403)

12月31日現在の現金及び現金同等物 60,775,847  41,064,936  47,807,240  34,302,874

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。
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キャッシュ・フロー計算書（2024年12月31日終了年度）（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千円 千円 千円  千円

財務活動によるキャッシュ・フロー        

借入金の発行/(返済)、純額（注記29） 8,266,886  (120,456,463)  (160,097,439)  (68,027,136)

劣後債務の発行（注記30） 102,120,000  -  102,120,000  -

劣後債務の償還（注記30） (68,080,000)  (3,178,996)  (68,080,000)  -

資本性証券の償還（注記31） (42,209,600)  -  (42,209,600)  -

リース負債の返済（注記26(ⅳ)） (20,062,257)  (22,368,161)  (4,149,987)  (3,739,566)

支払配当金（注記51） (246,455,421)  (242,090,267)  (246,455,421)  (242,090,267)

非支配持分への配当金の支払額 (6,150,347)  (4,712,532)  -  -

財務活動に使用した正味キャッシュ・フロー (272,570,739)  (392,806,418)  (418,872,446)  (313,856,970)

        

現金及び現金同等物の正味増加/(減少)額 697,299,699  (355,945,013)  478,714,392  (320,485,000)

１月１日現在の現金及び現金同等物 1,397,850,421  1,729,714,551  1,167,669,831  1,470,658,714

外国為替換算レートの変動による影響 (26,340,288)  24,080,883  (19,025,773)  17,496,117

12月31日現在の現金及び現金同等物 2,068,809,832  1,397,850,421  1,627,358,450  1,167,669,831

        

現金及び現金同等物の内訳:        

現金及び短期資金(注記５) 1,380,453,054  985,136,424  926,508,822  683,092,288

その他金融機関預け金(注記６) 758,385,568  458,802,013  1,304,325,726  940,931,501

 2,138,838,622  1,443,938,437  2,230,834,547  1,624,023,789

        

控除:        

現金及び短期資金並びに金融機関預け金（当初の

満期が３カ月超） (70,028,790)  (46,088,015)  (603,476,098)  (456,353,958)

12月31日現在の現金及び現金同等物 2,068,809,832  1,397,850,421  1,627,358,450  1,167,669,831

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

 

次へ
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注記事項 - 2024年12月31日に終了した会計年度

 

1.　会社情報

 

マラヤン・バンキング・ベルハッド（以下、「メイバンク」若しくは「当行」という。）はマレーシアで設立され

同国に所在する公開有限責任会社であり、ブルサ・マレーシア証券取引所のメイン市場に上場している。当行の登記

上の所在地は、クアラルンプール50050、ジャラン・トゥン・ペラック100、メネラ・メイバンク14階である。

 

当行は主に商業銀行業務全般及び関連する金融サービスに従事している。

 

子会社は主に銀行業務、融資、イスラム銀行業務、株式仲介業務を含む投資銀行業務、損害保険及び生命保険の引

受業務、ジェネラル・タカフル及びファミリー・タカフル業務、信託業務及び名義代理人業務並びに資産運用業務を

行っている。

 

当会計年度において上記の業務内容に重要な変更はなかった。

 

当財務書類は、2025年２月26日の取締役会の決議により発行の承認を受けている。

 

 

2.　会計方針

 

2.1　財務書類の作成及び開示の基礎

 

当行及びその子会社（以下、「メイバンク グループ」あるいは「当行グループ」という。）の財務書類並び

に当行の財務書類は、マレーシア財務報告基準（以下、「MFRS」という。）及び国際財務報告基準（以下、

「IFRS」という。）並びにマレーシアの2016年会社法の要件に準拠して作成されている。

 

当行グループ及び当行の財務書類は、後述の注記2.3「重要性がある会計方針の要約」に記載のない限り、取

得原価基準で作成されている。

 

当行グループの財務書類には、注記62及び63においてそれぞれ開示される通り、保険及びタカフル事業並び

にイスラム銀行業務に関する個別の財務書類が含まれている。保険及びタカフル事業の重要な業務には、損害

保険及び生命保険の引受業務、ジェネラル・タカフル及びファミリー・タカフル事業の管理や投資関連業務が

主に含まれる。イスラム金融業務には一般にシャリアの原則に基づく預金の受入れ、貸付、イスラム証券の取

引が含まれる。

 

当行グループ及び当行は財政状態計算書を流動性の高い順に記載している。
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2.　会計方針（続き）

 

2.1　財務書類の作成及び開示の基礎（続き）

 

金融資産及び金融負債は、認識された金額を相殺する法的に執行可能な権利があり、純額で決済する意図も

しくは資産の実現と負債の決済を同時に実行する意図がある場合にのみ相殺され、当行グループ及び当行の財

政状態計算書に純額で報告される。収益及び費用は、会計基準や解釈指針により要求あるいは認められてお

り、かつ当行グループ及び当行の会計方針に具体的に記載されていない限り、当行グループ及び当行の損益計

算書においては相殺されない。

 

財務書類はマレーシア・リンギット（「RM」）で表示されており、別途記載がある場合を除き、千マレーシ

ア・リンギット単位に四捨五入されている。

 

2.2　連結の基礎

 

連結財務書類は2024年12月31日現在の当行及びその子会社の財務書類からなり、関連会社及びジョイント・

ベンチャーに対する持分の持分法会計を含んでいる。子会社への投資並びに関連会社及びジョイント・ベン

チャーに対する持分についての会計方針の更なる詳細は注記2.3を参照のこと。

 

当行の子会社、関連会社及びジョイント・ベンチャーの財務書類は当行と同じ報告期間を対象に作成され、

同一環境下の取引や事象について一貫した会計方針を使用している。

 

子会社（みなし支配ストラクチャード・エンティティを含む）は当行が支配を獲得した日（取得日あるいは

設立日）から連結され、支配を喪失した日まで連結される。当行グループが次の３つの要素を有している場合

にのみ、投資先を支配している。

 

・　投資先に対するパワー

 

・　投資先への関与により生じる変動リターンに対するエクスポージャー又は権利

 

・　投資先のリターンの額に影響を及ぼすように投資先にパワーを用いる能力

 

当行グループは、支配を構成する３つの要素のいずれかに一つ又は複数の変化があったことを示す事実及び

状況が存在する場合には、投資先を支配しているか否かを再評価している。
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2.　会計方針（続き）

 

2.2　連結の基礎（続き）

 

通常、議決権の過半数を有する場合に支配していると推定される。この推定をより確かなものとするため、

また、当行グループが保有する投資先の議決権又は類似の権利が過半数に達しない場合には、以下を含むすべ

ての関連する事実及び状況を考慮して、投資先に対するパワーを有しているかどうかを評価している。

 

・　投資先の他の議決権保有者との契約上の取決め

 

・　他の契約上の取決めから生じる権利

 

・　当行グループの保有する議決権及び潜在的議決権

 

投資ファンドを連結するか否かの判断に当たり、当行グループは、ファンドマネージャーである当行グルー

プが代理人として行動しているか又は本人として行動しているか判断するためのすべての事実及び状況を検討

する。ファンドマネージャーとして行動し、理由なしに解任されることはなく、重要なユニット保有かつ（又

は）保証を通じて変動リターンを得て、そのパワーを通じてファンドのリターンに影響を及ぼすことができる

場合、当行グループは本人とみなされる可能性があるため、当該ファンドを支配及び連結する。

 

当行のグループ企業間取引により生じたすべての資産及び負債、資本、収益、費用並びにキャッシュ・フ

ローは連結手続において全額相殺消去している。

 

非支配持分（「NCI」）は、当行が直接あるいは間接で保有するが完全子会社ではない子会社の純損益や純資

産の持分を表している。NCIは連結損益計算書及び連結包括利益計算書に別建てで表示され、連結貸借対照表の

資本の部においても親会社株主に帰属する持分から区分して表示されている。包括利益合計は、NCIの残高がマ

イナスになる場合でもNCIに対して配分される。支配の喪失に至らない子会社の所有持分の変動は、当行グルー

プ及びNCI所有者との間の資本取引として会計処理される。持分変動前後の当行グループの純資産持分の差額

と、受け取った又は支払った対価の差額は資本の部で認識される。

 

当行グループが子会社に対する支配を喪失した場合は、以下のように会計処理する。

 

・　子会社の資産（のれんを含む）及び負債の帳簿価額の認識を中止する。

 

・　従前の子会社の非支配持分の帳簿価額の認識を中止する。

 

・　受取対価を公正価値で認識する。

 

・　資本に計上された外国為替換算差額累計額の認識を中止する。
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2.　会計方針（続き）

 

2.2　連結の基礎（続き）

 

当行グループが子会社に対する支配を喪失した場合は、以下のように会計処理する。（続き）

 

・　従前の子会社に係る残余の投資を公正価値で認識する。

 

・　発生した差額があれば純損益に利得又は損失として認識する。

 

・　他のMFRSにしたがって必要な場合には、その他の包括利益で認識されていた要素のうち親会社の持分相

当額を損益計算書あるいは利益剰余金に組み替える。

 

以上のすべては支配を喪失した日より会計処理される。

 

企業結合及びのれんの会計方針は注記2.3(ⅲ)に開示されている。

 

2.3　重要性がある会計方針の要約

 

(ⅰ)　子会社への投資

 

子会社とは、注記2.2の定義の通り、当行が支配する事業体である。

 

当行の個別財務書類において、子会社への投資は取得原価から減損損失累計額を控除した金額で計

上されている。減損損失の認識及び測定に関する方針は注記2.3(xv）に則っている。子会社への投資

の処分に当たっては、正味の処分収入と帳簿価額の差を処分に伴う利得もしくは損失として損益計算

書上に計上している。

 

子会社への投資に関する追加情報は注記18において開示されている。また、子会社及びみなし支配

ストラクチャード・エンティティの詳細はそれぞれ、注記64(a)及び64(b）を参照のこと。

 

(ⅱ)　関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分

 

関連会社とは、当行グループ及び当行が重要な影響力を有している事業体をいう。重要な影響力と

は、投資先の財務及び営業の方針の決定に参加するパワーであるが、当該方針に対する支配又は共同

支配ではないものをいう。

 

ジョイント・ベンチャーとは、共同支配の取決めに対する共同支配を有する当事者が、当該ジョイ

ント・ベンチャーの純資産に対する権利を有している場合の共同支配の取決めをいう。共同支配と

は、取決めに対する契約上合意された支配の共有であり、関連性のある活動に関する意思決定に、支

配を共有している当事者の全員一致の同意を必要とする場合にのみ存在する。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅱ)　関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分（続き）

 

重要な影響力又は共同支配の有無を判断する際に考慮すべき事項は、子会社に対する支配の有無を

判断する際に必要なものと類似している。

 

当行グループの関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分については、持分法を用いて会

計処理している。関連会社及びジョイント・ベンチャーは、当行グループが重要な影響力又は共同支

配を獲得した日から、関連会社に対する重要な影響力又はジョイント・ベンチャーに対する共同支配

を喪失した日まで持分法により会計処理されている。

 

持分法では、関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分は取得原価で当初認識される。当

該投資の帳簿価額は、取得日以降の関連会社又はジョイント・ベンチャーの純資産に対する当行グ

ループの持分の変動を反映するために調整される。関連会社又はジョイント・ベンチャーに係るのれ

んは投資の帳簿価額に含まれ、償却されず、個別の減損テストも行われない。関連会社及びジョイン

ト・ベンチャーに対する持分に係る当行グループの帳簿価額に含まれるのれんについての詳細は、注

記19(v)を参照のこと。

 

連結損益計算書には、関連会社及びジョイント・ベンチャーの経営業績に対する当行グループの持

分が反映される。投資先のその他の包括利益（「OCI」）の変動は、当行グループのOCIの一部として

表示されている。関連会社又はジョイント・ベンチャーにおいて資本に直接認識される変動がある場

合、その変動が当行グループの持分に変動を及ぼすときは、それを連結持分変動計算書において認識

及び開示する。当行グループと関連会社又はジョイント・ベンチャーとの間の取引から生じる未実現

損益は、関連会社又はジョイント・ベンチャーに対する持分の範囲で消去を行っている。関連会社及

びジョイント・ベンチャーの純損益への当行グループ持分の総額は、連結損益計算書上で表示され

る。関連会社及びジョイント・ベンチャーの純損益への当行グループの持分は、税金並びに関連会社

又はジョイント・ベンチャーの子会社における非支配持分控除後の純損益を意味する。

 

関連会社又はジョイント・ベンチャーにおける損失に対する当行グループの負担が、実質的に当行

グループの関連会社又はジョイント・ベンチャーに対する持分の純額の一部となる長期持分を含む、

当該関連会社又はジョイント・ベンチャーに対する持分と同額あるいは上回る場合、当該関連会社又

はジョイント・ベンチャーの代わりに債務を負担する又は支払いを行うことにならない限り、当行グ

ループは以降の損失を認識しない。

 

関連会社又はジョイント・ベンチャーの財務書類は、当行グループと同一の報告期間を対象として

作成される。必要に応じて、当行グループの会計方針に合わせるための調整がなされる。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅱ)　関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分（続き）

 

持分法の適用後、当行グループは、関連会社又はジョイント・ベンチャーに対する投資に関して、

減損損失を認識する必要があるか否かを判断している。当行グループは各報告日現在で、関連会社又

はジョイント・ベンチャーに対する持分が減損している客観的証拠があるか否かを判定している。減

損の客観的証拠がある場合には、当行グループは減損損失として当該関連会社又はジョイント・ベン

チャーの回収可能価額とその帳簿価額との差額を計算し、連結損益計算書上の「関連会社及びジョイ

ント・ベンチャーの利益持分」で認識している。

 

関連会社に対する重要な影響又はジョイント・ベンチャーに対する共同支配を喪失した場合には、

当行グループは、残存する投資を公正価値で測定及び認識する。重要な影響力又は共同支配を喪失し

た日現在の関連会社又はジョイント・ベンチャーの帳簿価額と、残存する投資の公正価値及び処分に

よる収入との差額は、連結損益計算書上に認識される。

 

当行の個別財務書類では、関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分は取得原価から減損

損失累計額を控除した額で表示されている。減損損失の認識及び測定の方針は注記2.3(xv）に記載の

通りである。かかる投資の処分に当たっては、正味の処分収入と投資の帳簿価額の差額が損益計算書

において処分に係る利得又は損失として認識される。

 

関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分に関する更なる情報、関連会社及びジョイン

ト・ベンチャーの詳細はそれぞれ注記19、64(c)及び64(d)を参照のこと。

 

(ⅲ)　企業結合及びのれん

 

企業結合は取得法を用いて会計処理される。取得原価は、取得日の公正価値で測定された移転対価

及び被取得事業体に対する非支配持分の金額の合計額として測定される。当行グループは、企業結合

ごとに、公正価値又は被取得事業体の識別可能純資産の持分割合相当額のいずれかにより、被取得事

業体に対する非支配持分を測定するかを選択している。取得関連費用は発生時に損益計算書の中で一

般管理費として費用処理されている。当行グループが事業を取得した場合、取得日における契約条

件、経済情勢及び関連する諸条件に基づき適切な分類及び指定を行うために、取得した金融資産及び

引き受けた金融負債の評価を行っている。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅲ)　企業結合及びのれん（続き）

 

企業結合が段階的に達成された場合、支配獲得前に保有していた被取得事業体に対する資本持分は

取得日に公正価値で再評価され、その評価差額は損益計算書に計上される。その後、当該評価差額は

のれんの算定において考慮される。取得事業体が譲渡すべき条件付対価は、取得日の公正価値で認識

される。この条件付対価が金融商品に該当し、MFRS第９号「金融商品」（「MFRS第９号」）が適用さ

れる資産又は負債に分類される場合には、MFRS第９号に従って公正価値で測定され、公正価値の変動

額は損益計算書に認識される。MFRS第９号の適用範囲とならない他の条件付対価は、各報告日現在の

公正価値で測定され、公正価値の変動額は純損益に認識される。

 

のれんは、識別可能な取得資産及び引受負債の純額に対する、譲渡対価、非支配持分として認識さ

れた金額及び従前に保有していた持分の合計額の超過額として当初取得原価で測定される。

 

取得した純資産の公正価値が譲渡対価の総額を上回る場合、当行グループは取得資産及び引受負債

をすべて正しく識別したかどうか再評価し、取得日に認識する金額を測定するために使用した手続に

ついて再検討する。もし、再評価によっても取得した純資産の公正価値が譲渡対価の総額を上回る場

合は、連結損益計算書において利得が認識される。

 

のれんは当初認識後、取得原価から減損損失累計額を控除して測定される。のれんは一年に一度、

又は帳簿価額の減損の兆候の可能性を示す事象や状況の変化があった場合にはそれよりも頻繁に、減

損について再検討される。

 

企業結合により取得したのれんは、減損テストを実施するために、取得日以降、企業結合による便

益を得ることが期待される当行グループの個々の資金生成単位（「CGU」）に配分される。この際、

被取得事業体の他の資産又は負債が当該CGUに配分されているか否かは問わない。（のれんを含む）

非金融資産の減損の会計方針は注記2.3(xv)の記載の通りである。

 

のれんがCGUに配分されており、当該CGUに属する事業の一部が処分される場合には、処分される事

業に関連するのれんは、事業の処分から生じる利得又は損失を算定するに当たり、当該事業の帳簿価

額に含められる。このような状況で処分されるのれんは、処分される事業と存続するCGUの部分との

相対的な公正価値の比率に基づいて按分され測定される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅳ)　無形資産

 

のれんに加え、無形資産には企業結合で取得したコア預金無形資産、顧客との取引関係、代理店網

及び投資運用契約、並びにコンピュータ・ソフトウェア、開発中のソフトウェアが含まれている。

 

無形資産は、取得原価が信頼性をもって測定可能であり、予想される将来の経済的便益が当行グ

ループ及び当行に流入する可能性が高い場合にのみ認識される。

 

個別に取得した無形資産は、当初認識時に取得原価で測定される。企業結合により取得した無形資

産の取得原価は、取得日の公正価値となる。開発が完了し資産が使用可能になるまで償却しないこと

となっている開発中のソフトウェアを除き、無形資産は当初認識後、取得原価から償却累計額及び減

損損失累計額を控除した金額で測定される。

 

無形資産の耐用年数は、有限か又は耐用年数を確定できないかのいずれかとして評価される。耐用

年数を確定できない無形資産は償却されないが、毎年、個別又はCGUレベルで減損テストが行われ

る。耐用年数を確定できないという判断も、それが引き続き妥当であるかどうか毎年見直される。当

該判断がもはや妥当でなくなった場合には、「確定できない」から「有限」への耐用年数の変更が将

来に向かって行われる。

 

耐用年数が有限の無形資産は、経済的耐用年数にわたって償却され、当該無形資産に減損の兆候が

存在する場合には、その都度減損が検討される。耐用年数が有限の無形資産の償却期間及び償却方法

は、少なくとも各年度末毎に見直される。予想耐用年数又は無形資産が内包する将来の経済的便益の

予測消費パターンが変化した場合は、これを適切に反映するように償却期間又は償却方法が変更さ

れ、会計上の見積りの変更として取り扱われる。耐用年数が有限の無形資産の償却費は、その無形資

産の機能に応じた費用区分において損益計算書に認識される。

 

無形資産の認識の中止から生じる利得又は損失は、当該資産の正味の処分収入と帳簿価額の差額と

して測定され、資産の認識が中止された時点で損益計算書に認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅳ)　無形資産（続き）

 

当行グループ及び当行の無形資産に適用される方針は以下の通りである。

 

使用された償却方法 経済的耐用年数

コンピュータ・ソフトウェア 定額法 ３ - 10 年

コア預金無形資産 定率法 ８ 年

顧客との取引関係 定率法 ３ - 15 年

代理店網 定率法 10 - 11 年

投資運用契約 償却は行われない 耐用年数は確定できない

 

無形資産についての追加情報は注記22に開示されている。

 

(ⅴ)　金融資産

 

(a)　認識日

 

すべての金融資産は当初、約定日、すなわち当行グループ及び当行が当該金融商品の契約条

項の当事者となった日に認識される。規制や市場慣行により定められた期間内での資産の引き

渡しが求められる金融資産の通常の方法による取引、購入又は売却はこれに含まれる。

 

すべての金融資産は純損益を通じて公正価値で計上される金融資産を除き、公正価値に直接

帰属する取引費用を加算した金額で当初測定される。

 

当行グループ及び当行は、資産管理のビジネスモデル及び当該資産の契約上のキャッシュ・

フローの特性に基づいて、すべての金融資産を分類している。

 

(b)　当初認識及び事後測定

 

事業モデル

 

当行グループ及び当行は、事業目的を達成するために金融資産のグループを管理する方法を

最もよく反映するレベルで事業モデルを決定している。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 333/1379



 

2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(b)　当初認識及び事後測定（続き）

 

事業モデル（続き）

 

当行グループ及び当行は事業モデルを金融商品単位では評価しておらず、より集約したレベ

ルであるポートフォリオ全体で評価し、以下の観察可能な要素に基づいている。

 

・　ポートフォリオ及び当該事業モデルの中で保有されている金融資産の業績が、どのよう

に評価され、経営幹部に報告されているか

 

・　事業モデル（及びビジネスモデルの中で保有されている金融資産）の業績に影響を与え

るリスクと、特に当該リスクが管理されている方法

 

・　当該事業の経営者にどのように報酬が与えられるのか（例えば、報酬の基礎となるのは

管理している資産の公正価値なのか、回収した契約上のキャッシュ・フローなのか）

 

・　予想される売却の頻度、価値及び時期も当行グループ及び当行の評価の重要なポイント

である

 

事業モデルの評価は、「最悪の場合」又は「ストレス・ケースのシナリオ」を考慮すること

なく、合理的に予想されるシナリオに基づいて行われる。当初認識後のキャッシュ・フローが

当行グループ及び当行の当初の予想とは異なる形で実現される場合、当行グループ及び当行は

当該事業モデルの中で保有されている残りの金融資産の分類を変更することはないが、新たに

組成又は購入した金融資産を将来評価する際に、これらの情報を織り込む。当行グループが金

融資産の管理に関する事業モデルを変更した場合に、かつ、その場合にのみ、影響を受けるす

べての金融資産を分類変更しなければならない。

 

元本及び元本残高に対する利息/利益の支払いのみ（「SPPI」）要件テスト

 

事業モデルの決定にあたり、当行グループ及び当行は、金融資産がSPPI要件テストを充足す

るかどうかを判定するために、当該金融資産の契約条件を確認する。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある重要な会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(b)　当初認識及び事後測定（続き）

 

元本及び元本残高に対する利息/利益の支払いのみ（「SPPI」）要件テスト（続き）

 

当該テストにおける「元本」とは、当初認識時の金融資産の公正価値として定義され、金融

資産の期間中に変化する可能性がある（例えば、元本の払い戻し又はプレミアム/ディスカウン

トの償却がある場合）。

 

融資の取り決めにおいて、利息/利益の最も重要な要素は一般に、貨幣の時間価値及び信用リ

スクの対価である。SPPIの評価を行う上で、当行グループ及び当行は金融資産の表示通貨や金

利/利益率が設定される期間などの関連性のある要因を考慮し、判断を行っている。

 

これとは対照的に、契約上のキャッシュ・フローのリスク又はボラティリティに僅少とはい

えない影響をもたらす契約条件であっても、基本的な融資の取り決めに関連がない場合、SPPI

からなる契約上のキャッシュ・フローを生じない。このような場合には、当該金融資産は純損

益を通じて公正価値で測定（「FVTPL」）されなければならない。

 

次のものが金融資産に含まれる。

 

・　償却原価により測定（注記 2.3(v)(b)(1)の通り）

・　OCIを通じて公正価値で測定（「FVOCI」）（注記 2.3(v)(b)(2)の通り）及び

・　FVTPL（注記 2.3(v)(b)(3)の通り）

 

(1)　償却原価で測定

 

当行グループ及び当行は以下の条件の双方を満たす場合、償却原価で金融資産を測定し

ている。

 

・　当該金融資産が、契約上のキャッシュ・フローの回収を目的として金融資産を保有

する事業モデルの中で保有されている場合

・　金融資産の契約条件により、SPPIのみで構成されるキャッシュ・フローが所定の日

に生じる場合
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(b)　当初認識及び事後測定（続き）

 

(1)　償却原価で測定（続き）

 

償却原価で測定する金融資産は、財務書類の個々の注記で開示されている通り、現金及

び短期資金、預金及び金融機関預け金、売戻条件付買入金融資産、金融投資並びに顧客向

貸出金及びその他の債権が含まれる。

 

(2)　FVOCI

 

当行グループ及び当行は、以下の条件がともに満たされる場合、負債性金融商品を

FVOCIで測定している。

 

・　当該商品が、契約上のキャッシュ・フローの回収と売却の両方によって目的が達成

される事業モデルの中で保有されている場合。

 

・　金融資産の契約条件がSPPI要件を満たす場合。

 

FVOCI金融資産はその後、公正価値で測定され、公正価値の変動により生じる損益は、

OCIで認識される。利息/利益収入及び為替差損益は、償却原価で測定される金融資産と同

じ方法で、純損益に認識される。当行グループ及び当行が同一の証券に対し２回以上の投

資を行う場合、先入先出法により処分される。認識の中止に際して、従前にOCIに認識さ

れている累積損益額はOCIから純損益に振り替えられる。

 

資本性金融商品は、通常はFVTPLで測定されるが、売買目的でない資本性金融商品につ

いて取引開始時に取消不能な選択を行った場合には、当行グループ及び当行は、その変動

をFVOCIを通じて測定する（認識中止時に純損益に振り替えることはない）。

 

FVOCI金融資産には、金融投資及び顧客/借手向けの貸出金及びその他の債権が含まれ

る。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(b)　当初認識及び事後測定（続き）

 

(3)　FVTPL

 

FVTPL金融資産は売買目的で保有され、当初認識時に経営者によりFVTPL金融資産に指定

されたもの、又はMFRS第９号により公正価値での測定を強制的に求められているもののい

ずれかである。当初認識時に以下のうちの一つの要件を満たす場合、当行グループ及び当

行は金融商品をFVTPLに指定する。これらの指定は金融商品単位で行われる。

 

・　指定により、異なる基準での資産又は負債の測定あるいは利得又は損失の認識から

生じる一貫性のない処理を回避又は著しく軽減することができる。

 

・　当該資産及び負債は、金融資産あるいは金融負債又は両方から成る一つのグループ

の一部であり、リスク管理文書又は投資戦略に則って管理され、そのパフォーマン

スは公正価値ベースで評価される。

 

FVTPL金融資産に含まれるのは、金融投資、当初認識時にFVTPLに指定された金融資産及

びデリバティブである。

 

当初認識後、FVTPLに指定された金融資産は、財政状態計算書に公正価値で計上され

る。公正価値の変動は損益計算書の「その他の営業収益」に認識される。

 

(c)　認識の中止

 

注記2.3(v)(c)(2)で説明されている通り、条件の大幅な変更、又は条件の大幅な変更以外の

要因が存在する場合、金融資産は認識が中止される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(c)　認識の中止（続き）

 

(1)　大幅な条件変更による認識の中止

 

当行グループ及び当行は、借手/顧客向けの貸出金及び債権などの金融資産の条件が、

実質的に新規貸出金及び債権となる程度まで大幅に再交渉される場合、減損損失がまだ計

上されていない範囲で、その差異を認識の中止による利得又は損失として認識したうえ

で、当該金融資産の認識を中止する。

 

新たに認識された貸出金及び債権は、新規貸出金及び債権が購入又は組成した信用減損

資産（以下、「POCI」という。)とみなされない限り、予想信用損失（以下、「ECL」とい

う。）の測定上ステージ１に分類される。

 

条件変更が大幅に異なるキャッシュ・フローをもたらさない場合、条件変更は認識の中

止をもたらさない。当初の実効金利(以下、「EIR」という。)又は実効利益率（以下、

「EPR」という。）で割り引いたキャッシュ・フローの変動に基づいて、当行グループ及

び当行は、減損損失がまだ計上されていない範囲で、条件変更による利得又は損失を計上

する。

 

(2)　大幅な条件変更によらない認識の中止

 

金融資産（又は該当する場合、金融資産の一部若しくは類似する金融資産グループの一

部）は以下の場合に認識が中止される。

 

(1)　当該金融資産からのキャッシュ・フローを受領する権利が消滅した場合、又は

 

(2)　金融資産の移転が以下の記述の通りであり、その移転が認識の中止の条件を満た

す場合
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(c)　認識の中止（続き）

 

(2)　大幅な条件変更によらない認識の中止（続き）

 

当行グループ及び当行が金融資産を譲渡するのは、以下のいずれかを満たす場合に限ら

れる。

 

・　当行グループ及び当行が当該金融資産からキャッシュ・フローを受け取る契約上の

権利を移転したか、あるいは、

 

・　キャッシュ・フローを受け取る権利を保持しているが、「パス・スルー」契約に基

づき、受領したキャッシュ・フローのすべてを重要な遅滞なしに第三者に支払う義

務を引き受けている場合。

 

パス・スルー契約とは、当行グループ及び当行が金融資産（「原資産」）のキャッ

シュ・フローを受領する契約上の権利を留保するが、以下の３つの条件をすべて満たす場

合に、一つ又は複数の企業（「最終受取人」）に当該キャッシュ・フローを支払う契約上

の義務を引き受けている取引を言う。

 

・　当行グループ及び当行が、原資産からキャッシュ・フローを受け取るまでは、最終

受取人への支払義務を負わないこと。ただし、貸付金額に市場金利による発生利

息/利益を加算した額を全額回収する権利のついた短期貸付は除く。

 

・　当行グループ及び当行が、原資産の売却又は担保差入（最終受取人への支払担保と

する場合を除く）を禁止されていること。

 

・　当行グループ及び当行が、最終受取人に代わって回収したキャッシュ・フローを重

要な遅滞なしに送金する義務を負っていること。さらに、当行が、キャッシュ・フ

ロー回収日から最終受取人への所定の送金日までの間、当該キャッシュ・フローを

再投資する権利を有しないこと（ただし、現金又は現金同等物への投資であって、

稼得した利息/利益を含めて引き渡す場合を除く）。

 

当行グループ及び当行が以下のいずれかを行った場合にのみ、移転は認識の中止の条件

を満たす。

 

・　当該資産のリスクと経済価値のほとんどすべてを移転したか、あるいは、

 

・　当該金融資産のリスクと経済価値のほとんどすべてを移転したとも留保していると

もいえないが、金融資産に対する支配を移転した場合。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(c)　認識の中止（続き）

 

(2)　大幅な条件変更によらない認識の中止（続き）

 

当行グループ及び当行は、譲受人が関連のない第三者に資産全体を売却する実質上の能

力を有し、その能力を一方的にかつ譲渡に関する追加的制限を課すことなしに行使できる

場合に、支配は移転したとみなしている。

 

当行グループ及び当行がリスクと経済価値のほとんどすべてを移転も留保もせずに、当

該資産に対する支配を保持している場合、当該金融資産に対し当行グループ及び当行が継

続的に関与している範囲で金融資産が引き続き認識される。その場合、当行グループ及び

当行は関連する負債も認識する。移転した資産及び関連する負債は、当行グループ及び当

行が留保する権利及び義務を反映した基準により測定される。

 

(当行グループ及び当行の）継続的な関与が、移転した資産に対する保証の形をとって

いる場合には、当該資産の移転時の帳簿価額と、当行グループ及び当行が支払いを要求さ

れる可能性のある対価の最大金額のいずれか低い方で測定される。

 

継続的関与が譲渡資産に対する売建又は買建（あるいはその両方）のオプションの形を

とっている場合には 、継続的関与は当行グループ及び当行が買戻しに際して支払う必要

のある価額で測定される。公正価値で測定される資産に係る売建オプションの場合、当行

グループ及び当行の継続的関与の範囲は譲渡資産の公正価値とオプションの行使価格のい

ずれか低い方に限定される。

 

(d)　金融資産の減損

 

MFRS第９号の減損の要求事項は、ECLモデルに基づいている。ECLモデルは、償却原価又は

FVOCIで測定される金融資産、取消不能のローンコミットメント及び金融保証契約（当行グルー

プ及び当行が保有する貸出金及びその他の債権や負債性金融商品を含む。）に適用される。ECL

モデルは、MFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」に基づく契約資産及び、MFRS第16号

「リース」に基づくリース債権にも適用される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(d)　金融資産の減損（続き）

 

ECLの測定は、以下の複雑性と判断の増加を伴う。

 

(1)　当初認識後の信用リスクの著しい増大(「SICR」)の判定

 

当初認識後の信用リスクの著しい増大(SICR)の評価は、引当金を測定する際の要求事項

が12カ月ECLに基づくものと全期間ECLに基づくもののいずれになるかを定める重要な分岐

ポイントとなる。報告日現在の金融資産に発生するデフォルトリスクと、当初認識日現在

における金融資産に発生するデフォルトリスクを比較することにより、当行グループ及び

当行は、SICRを決定する上で、定量的及び定性的な評価を実施している。

 

当行グループ及び当行は、当初認識後の信用度の変化に基づいて、３段階によるアプ

ローチを適用している。

 

３段階

アプローチ

 ステージ１ ステージ２ ステージ３

 正常 悪化 不良

     

ECLアプローチ  12カ月ECL 全期間ECL 全期間ECL

     

基準  
信用リスクの著し

い増大がない

信用リスクが著しく

増大
信用減損した資産

     

受取利息/利益

収益の認識
 帳簿価額総額 帳簿価額総額 帳簿価額純額

 

(2)　ECL測定

 

ECLの測定は主に、デフォルト確率モデル（「PD」）、デフォルト時損失率（「LGD」）

及びデフォルト時エクスポージャー（「EAD」）の３要素から成る。当行グループ及び当

行は、既存のバーゼルⅡモデルを最大限に活用し、MFRS第９号に準拠したモデルの構築に

必要な調整を行ってきたものである。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(d)　金融資産の減損（続き）

 

(2)　ECL測定（続き）

 

MFRS第９号では、個別評価と集合的評価を区別しない。従って、当行グループ及び当行

は、個別で重要とみなされる金融資産について、主に個別の取引ベースによる減損の測定

を継続し、他の金融資産を集合的に評価することを決定した。

 

(3)　予想残存期間

 

全期間予想信用損失は、資産の予想残存期間にわたり測定されなければならない。これ

は最大契約期間を上限とし、クレジットカード及び当座貸越などの特定のリボルビング金

融商品を除き、予想期限前返済、期限延長、コールオプション及び類似オプションを考慮

に入れている。これらのリボルビング・ファシリティの予想残存期間は、一般に傾向に基

づく残存期間を参考にしている。

 

(4)　FVOCI金融投資

 

FVOCIで測定される金融投資のECLは、財政状態計算書に公正価値で計上されている金融

資産の帳簿価額を減額しない。その代わり、当該資産が償却原価で測定される場合に生じ

たであろう引当金と同等額が、その他の包括利益において累積的損失額として認識され、

同額が純損益に計上される。その他の包括利益において認識される累積的損失額は、当該

資産の認識中止時に、純損益に振り替えられる。

 

(5)　将来予測的な情報

 

ECLの測定は、起こり得る様々な結果を評価し、将来の経済状況を考慮することによっ

て決定される、偏りのない確率加重した信用損失に基づいている。合理的かつ裏付け可能

な将来予測的な情報は、当行グループ及び当行の研究機関であるメイバンク・リサーチ・

プライベート・リミテッド(「メイバンクIBGリサーチ」)より入手している。メイバンク

IBGリサーチによる仮定や分析には、規制当局や政府、外国政府機関、民間の研究機関等

の幅広い情報源から入手した、マクロ経済情報も参考にされる。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(d)　金融資産の減損（続き）

 

(5)　将来予測的な情報（続き）

 

該当する場合、当行グループ及び当行は、複数の確率加重平均された将来の予想経済シ

ナリオの影響を考慮に入れ、ECLの算定に用いられるデフォルト確率モデル（PD）及びデ

フォルト時損失率（LGD）の信用リスク要因に将来予測的な情報による調整を織り込んで

いる。

 

ECLに組み込まれているのは、将来予測的な多様な情報である、以下のような経済情報

である。

 

・　国内総生産（「GDP」)成長率

・　失業率

・　住宅価格指数

・　中央銀行の政策金利

 

当行グループ及び当行は、予想信用損失を見積もる際、偏りなく、確率加重された範囲

で将来の起こりうる結果を反映するため、以下の３つの代替的なマクロ経済上のシナリオ

を用いる。

 

基礎シナリオ：当シナリオは現在のマクロ経済状況が継続することを反映したものであ

る。

 

上下の景気変動シナリオ：当シナリオは、基礎シナリオに関連するよう設定され、対象

事項の専門家による現在の経済状況に関する最善の判断に基づく、マクロ経済上の最善及

び最悪のケースを反映したものである。

 

(6)　金融資産の保全として保有する担保の評価

 

当行グループ及び当行の金融資産に供されている担保に係る評価方針は、融資の取り決

めによって決まる。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(e)　貸出金/債権の条件変更

 

当行グループ及び当行は借手/顧客向けの貸出金及び債権の契約上のキャッシュ・フローを再

交渉するか、又は他の方法で条件変更を行うことがある。これを実施する際、当行グループ及

び当行は、新たな条件が当初の条件と大幅に異なっているかどうかを評価する。当行グループ

及び当行は、特に以下の要因を考慮することによって評価を行う。

 

・　借手/顧客が経営悪化の状況にある場合、条件変更が単に借手/顧客が支払可能と見込ま

れる金額まで契約上のキャッシュ・フローを減少させるものであるかどうか。

 

・　貸出金及び債権のリスク特性に大きな影響を与える利益分配又はエクイティベースのリ

ターンなど、大幅な新たな条件が導入されるかどうか。

 

・　借手/顧客が経営悪化の状況にない場合、貸出金及び債権期間の大幅な延長

 

・　金利/利益率の著しい変更

 

・　貸出金/融資に係る通貨の変更

 

・　貸出金及び債権に関連する信用リスクに重要な影響を与える担保、他の有価証券の差入

れ又は信用補完

 

当該条件が大幅に異なる場合、当行グループ及び当行は当初の金融資産の認識を中止し、

「新たな」資産を公正価値で認識するとともに、当該資産の新たなEIR/EPRを再計算する。結果

として貸出条件緩和日は、信用リスクの著しい増大が発生したかどうかを決定する目的も含

め、減損の計算目的上、当初認識日であると考えられる。しかし、特に債務者が当初合意した

支払額を支払えずに貸出条件緩和が行われた状況においては、当行グループ及び当行は、認識

された新たな金融資産が当初認識時に信用減損ありとみなすかどうかも評価している。また、

帳簿価額の差額は、認識が中止された時点で損益計算書において利得又は損失として認識され

る。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅴ)　金融資産（続き）

 

(e)　貸出金及び債権の条件変更（続き）

 

当該条件が大幅に異ならない場合、貸出条件緩和又は条件変更により認識の中止が生じるこ

とはなく、当行グループ及び当行は当該金融資産の改定後のキャッシュ・フローに基づいて帳

簿価額総額を再計算し、条件変更による利得又は損失を損益計算書に認識する。新たな帳簿価

額総額は、条件変更後のキャッシュ・フローを当初のEIR/EPR（又は、購入若しくは組成した信

用減損金融資産については、信用調整後のEIR/EPR）で割り引くことにより再計算される。

 

(f)　金融資産の分類変更

 

金融資産の分類変更は企業が金融資産の管理に関する事業モデルを変更した場合に、かつ、

その場合にのみ認められている。

 

当行グループ及び当行は、以下の状況の変更を分類変更とは捉えていない。

 

・　それまでは キャッシュ・フロー・ヘッジ又は純投資ヘッジにおける指定された有効な

ヘッジ手段であった項目が、適格ではなくなった。

 

・　ある項目が、キャッシュ・フロー・ヘッジ又は純投資ヘッジにおける指定された有効な

ヘッジ手段になった。

 

・　当行グループ及び当行が公正価値オプションを採用する場合の測定の変更

 

(ⅵ)　金融負債

 

(a)　認識日

 

すべての金融負債は当初、約定日に、すなわち当行グループ及び当行が金融商品の契約条項

の当事者となった日に認識される。規制や市場慣行により定められた期間内での資産の引き渡

しが求められる金融資産の通常の方法による取引、購入又は売却はこれに含まれる。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅵ)　金融負債（続き）

 

(b)　当初認識及び事後測定

 

金融負債は、契約上の取決めの実体及び金融負債の定義により分類される。すべての金融負

債は、FVTPLに分類される金融負債を除き、当初に、直接帰属する取引費用を公正価値に加えた

金額で測定される。

 

金融負債はFVTPL金融負債又はその他の金融負債のいずれかに分類される。

 

(1)　FVTPL金融負債

 

FVTPL金融負債にはトレーディング目的保有金融負債及び当初認識時にFVTPLに指定され

た金融負債が含まれる。

 

トレーディング目的保有金融負債

 

短期間のうちに買い戻す目的で生じる金融負債の場合、トレーディング目的保有に分類

される。このカテゴリーにはヘッジ会計の要件を満たさない当行グループ及び当行のデリ

バティブ取引が含まれる。

 

トレーディング目的保有金融負債に係る利得又は損失は、損益計算書においてその他の

営業収益として認識される。

 

公正価値で測定するものに指定された金融負債

 

当初認識時にFVTPLに指定された金融負債は、MFRS第９号の要件を満たす場合にのみ、

当初認識日に指定される。

 

当行グループ及び当行は、特定の金融負債に対し公正価値オプション(「FVO」)を適用

している。当行グループ及び当行は、特定の金融負債、すなわち仕組預金と組込デリバ

ティブを含む借入金を、当初にFVTPLと指定した。FVTPL金融負債の詳細については、注記

25に開示されている。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅵ)　金融負債（続き）

 

(b)　当初認識及び事後測定(続き)

 

(1)　FVTPL金融負債（続き）

 

公正価値で測定するものに指定された金融負債（続き）

 

公正価値の変動は、以下の通り表示されている。

 

(ⅰ)　自己の信用リスクによる公正価値の変動 - 損益に振り替えられないその他の包

括利益で表示

 

(ⅱ)　市場リスク等の要因による公正価値の変動 - 損益計算書で表示

 

(2)　その他の金融負債

 

当行グループ及び当行のその他の金融負債には顧客預金、顧客の投資口座、金融機関預

り金、負債性証券（借入金を含む）、未払金、支払手形及び銀行引受手形並びにその他の

負債が含まれる。

 

(ⅰ)　顧客預金、顧客の投資口座及び金融機関預り金

 

顧客預金、顧客の投資口座及び金融機関預り金は預り時の金額で計上されてい

る。償却原価で測定される顧客預金、顧客の投資口座及び金融機関預り金の支払

利息/利益は、実効金利法/実効利益率法を使用して発生時に認識される。

 

(ⅱ)　負債性証券

 

当行グループ及び当行の発行した負債性証券は、当該金融商品の契約条件の内

容に従って金融負債又は資本に分類される。当行グループ及び当行の発行済負債

性証券は、劣後証券/劣後債/劣後スクーク、資本性証券及び借入金で構成されて

いる。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅵ)　金融負債（続き）

 

(b)　当初認識及び事後測定（続き）

 

(2)　その他の金融負債（続き）

 

(ⅱ)　負債性証券（続き）

 

これらの負債性証券は、当行グループ及び当行が当該負債性証券の保有者に対

する元本又は利息/利益、あるいはその両方を現金で支払う契約上の義務を負う

場合、あるいは、契約において現金又はその他の金融商品で当該金融商品を決済

する義務を負っている場合、財政状態計算書上負債に分類される。

 

当初認識後、発行済負債性証券は償却原価で認識され、取引費用を控除した受

取額と償還価額の差額は実効金利法/実効利益率法により借入期間にわたって損

益計算書で認識される。

 

(ⅲ)　未払金

 

未払金は公正価値に直接帰属する取引費用を加算した金額で当初認識され、事

後には実効金利法/実効利益率法を用いて償却原価で測定される。

 

(ⅳ)　支払手形及び銀行引受手形

 

支払手形及び銀行引受手形は、当行グループ及び当行自身の、市場に流通して

いる再割引された引受手形である。これらの金融負債は実効金利法/実効利益率

法により償却原価で測定される。

 

(v)　その他の負債

 

その他の負債は、受領済みの財やサービスに対して将来支払いが見込まれる対

価の公正価値である取得原価で計上される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅵ)　金融負債（続き）

 

(c)　認識の中止

 

金融負債は、義務が履行されるか、免除されるか、又は期間が満了した場合に認識が中止さ

れる。既存の金融負債が、当初の貸手との間で実質的に異なる条件の別個の負債に交換された

場合、もしくは条件が実質的に変更された場合には、そのような交換又は変更は従前の負債の

認識の中止及び新たな負債の認識として取り扱われる。当初の金融負債の帳簿価額と支払った

対価の差額は損益計算書で認識される。

 

(ⅶ)　金融資産及び金融負債の相殺

 

金融資産及び金融負債は、認識された金額を相殺する強制執行可能な法的権利が現在し、純額で決

済する意図もしくは資産の実現と負債の決済を同時に実行する意図がある場合に相殺され、当行グ

ループ及び当行の財政状態計算書に純額で計上される。

 

当行グループ及び当行における、強制執行可能なマスターネッティング契約及び同様の契約の対象

となる相殺対象の金融資産及び金融負債については注記55を参照のこと。

 

(ⅷ)　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計

 

(a)　デリバティブ金融商品

 

当行グループ及び当行は、金利/利益率スワップ及び先物、クレジット・デフォルト・スワッ

プ、コモディティスワップ、為替スワップ、為替予約並びに金利/利益率、外国為替、株式及び

コモディティに関するオプション取引などのデリバティブ取引を行っている。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅷ)　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

(a)　デリバティブ金融商品（続き）

 

デリバティブ金融商品は公正価値で当初認識される。オプション性のないデリバティブにつ

いては、その当初の公正価値は通常ゼロ又は僅少である。購入又は引き受けたオプションにつ

いては、その公正価値は支払った又は受け取ったマーケットプレミアムと等しい。デリバティ

ブは事後に公正価値で再測定される。公正価値は活発な市場における相場価格から入手され、

必要に応じて、最近の市場取引や割引キャッシュ・フロー・モデルやオプション価格算定モデ

ルを含む評価技法を使用して算定される。すべてのデリバティブは、公正価値がプラスの場合

は資産として、公正価値がマイナスの場合は負債として計上される。ヘッジ会計の要件を満た

さないデリバティブの公正価値の変動は、直ちに損益計算書に認識される。

 

(b)　ヘッジ会計

 

当行グループ及び当行は金利/利益率、外国為替及び信用リスクに対するエクスポージャーを

管理するためにデリバティブを使用している。特定のリスクを管理するために、当行グループ

及び当行は特別な要件を満たす取引についてヘッジ会計を適用している。

 

当行グループ及び当行は、ヘッジ関係の開始時に、リスクの性質、ヘッジを実施するに当

たってのリスク管理目的及び戦略、開始時及び継続的にヘッジ関係の有効性の判定に使用する

手法といったヘッジ対象とヘッジ手段の間の関係を正式に文書化する。

 

ヘッジ会計の厳格な要件を満たすヘッジは以下の通り会計処理される。

 

(1)　公正価値ヘッジ

 

指定され、要件を満たす公正価値ヘッジについて、ヘッジ手段の公正価値の変動累計額

は損益計算書において認識される。一方、ヘッジされたリスクに起因するヘッジ対象の公

正価値の変動累計額は、財政状態計算書上のヘッジ対象の帳簿価額の一部として計上さ

れ、損益計算書にも認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅷ)　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

(b)　ヘッジ会計（続き）

 

(1)　公正価値ヘッジ（続き）

 

償却原価で計上されている項目に関する公正価値ヘッジについては、帳簿価額に対する

調整額は当初のヘッジの残存期間にわたって実効金利法/実効利益率法により償却され

る。何らかの調整が必要となる場合、即座に償却が開始され、ヘッジされたリスクに起因

するヘッジ対象の公正価値の変動の調整が中止されるまで、償却が行われる。ヘッジ対象

の認識が中止された場合、公正価値調整の未償却部分は損益計算書に直ちに認識される。

 

(2)　キャッシュ・フロー・ヘッジ

 

指定され、要件を満たすキャッシュ・フロー・ヘッジについて、ヘッジ手段に係る利得

又は損失のうち有効部分は、その他の包括利益のキャッシュ・フロー・ヘッジ準備金にお

いて直接認識され、ヘッジ手段に係る利得又は損失のうち非有効部分は直ちに損益計算書

に認識される。

 

ヘッジ手段が満了、売却、終了、行使された又は当該ヘッジがもはやヘッジ会計の要件

を満たさなくなった場合、従前にその他の包括利益において認識されていた累積利得又は

損失は、予定取引あるいは外貨建の確定契約が発生するまで、引き続き資本に別建てで認

識される。

 

予定取引が発生する見込みがなくなった時点で、その他の包括利益において計上されて

いた累積利得又は損失は、直ちに損益計算書に振り替えられる。

 

(3)　純投資ヘッジ

 

純投資の一部として会計処理される貨幣性項目のヘッジを含む純投資ヘッジは、キャッ

シュ・フロー・ヘッジと同様の方法で会計処理される。ヘッジ手段の利得又は損失のう

ち、ヘッジの有効部分に関するものはその他の包括利益で認識されるのに対し、非有効部

分に関するものは直ちに損益計算書で認識される。

 

在外営業活動体の処分時には、その他の包括利益で認識されたこれらの利得又は損失の

累計額は、損益計算書に振り替えられる。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅷ)　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

(b)　ヘッジ会計（続き）

 

(3)　純投資ヘッジ（続き）

 

当行グループは劣後債務を、海外子会社に対する投資に係る外国為替リスクに対するエ

クスポージャーのヘッジに使用している。

 

当行グループ及び当行は、既存の金利/利益率指標が代替的なリスク・フリー・レート（以

下、「RFR」という。）に置き替えられるまでの期間、銀行間取引金利（以下、「IBOR」とい

う。）改革により直接的な影響を受けるヘッジ関係に対し、IBOR改革フェーズ１の救済措置を

適用している。

 

当行グループ及び当行は、予想される将来のヘッジの有効性を評価する目的で、IBOR改革の

結果、金利/利益率が変更されないことを想定している。ヘッジの非有効性は通常通り純損益

で認識されなければならないが、当行グループ及び当行は、ヘッジの有効性を遡及的に評価し

た結果モニタリングの閾値外となった場合でも、当該ヘッジ関係を中止することはない。

 

IBOR改革の結果、ヘッジ対象又はヘッジ手段の契約上のキャッシュ・フローを決定する基礎

が変化したことによりヘッジ対象又はヘッジ手段のキャッシュ・フローから生じる不確実性が

もはや存在しなくなった場合、当行グループ及び当行はIBOR改革が要求する変更を反映させる

ため、そのヘッジ関係のヘッジ文書を修正する。

 

ヘッジの指定は以下の一つ以上の変更を行う場合に限り変更される。

 

－　ヘッジ対象リスクとして代替指標金利を指定する場合。

 

－　キャッシュ・フローの指定された部分又はヘッジされている公正価値の内容を含む、

ヘッジ対象の内容を更新する場合。

 

－　ヘッジ手段の内容を更新する場合、又は

 

－　企業がヘッジの有効性を評価する手法の内容を更新する場合。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅷ)　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

(b)　ヘッジ会計（続き）

 

当行グループ及び当行は以下の条件を満たす場合にのみ、ヘッジ手段の内容を修正してい

る。

 

－　ヘッジ手段の契約上のキャッシュ・フローを決定する基礎を変更する以外の手法を用い

て、IBOR改革が要求する変更を行う場合。

 

－　選択した手法が、当初のヘッジ手段の契約上のキャッシュ・フローを決定する基礎を変

更する場合と経済的に等しい場合。

 

－　当初のヘッジ手段が認識中止されていない場合。

 

正式なヘッジ文書におけるこれらの修正は、ヘッジ関係の中止や新たなヘッジ関係の指定を

意味するものではない。

 

当行グループ及び当行が代替指標金利へと指定を変更し、当該金利が指定された期日におい

て独立して識別可能な構成要素ではない場合、当該金利が24カ月以内に独立して識別可能であ

ると合理的に見込まれるのであれば、当行グループ及び当行は、当該金利が独立して識別可能

な構成部分を満たすものと見なしている。この24カ月という期間は、代替指標金利ごとに適用

され、当行グループ及び当行が最初にヘッジ対象リスクとして、代替指標金利を最初に指定し

た日から起算される。

 

その後、当行グループ及び当行が、契約上指定されていない代替指標金利を24カ月以内に独

立して識別可能であると見込む場合、代替指標金利をリスク構成要素として指定したすべての

ヘッジ関係について、その再評価日から将来に向かってヘッジ会計が中止される。

 

IBOR改革により、将来キャッシュ・フローの基礎となる金利指標が変更されていた場合に、

ヘッジ対象の将来キャッシュ・フローが発生すると見込まれるかどうかを判断するために、当

行グループ及び当行は、キャッシュ・フロー・ヘッジ準備金累計額を、ヘッジ対象の将来

キャッシュ・フローの基礎となる代替指標金利に基づくものと見なしている。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅸ)　組込デリバティブ

 

金融資産の組込デリバティブは、注記2.3(v)(b)に記載の通り、主契約である金融資産から分離さ

れず、事業モデル及びその契約条件に基づいて区分される。

 

金融負債や非金融主契約に組み込まれたデリバティブは、経済特性やリスクが主契約と密接に関連

しておらず、主契約自体がトレーディング目的保有ではなく、またFVTPLとしても指定されていない

場合、独立したデリバティブとして扱われ、公正価値で計上される。主契約から切り離された組込デ

リバティブは、トレーディング・ポートフォリオとして公正価値で計上され、公正価値の変動は損益

計算書において認識される。

 

(ⅹ)　売戻及び買戻契約

 

売戻条件付買入証券は、当行グループ及び当行が将来日付で売り戻す条件付きで購入する証券であ

る。当該証券を売却する契約は財政状態計算書の資産に認識されている。買入価格と売戻価格の差額

は、損益計算書の「受取利息及び預金者のファンドの投資又はイスラム金融ファンドの投資から生じ

た収益」で認識され、実効金利法/実効利益率法により契約期間にわたって発生する。

 

一方、買戻条件付売渡証券に係る債務は、当行グループ及び当行が将来日付で買い戻す条件付きで

ポートフォリオから売却する証券である。このような金融取引及び当該証券を買い戻す債務は、財政

状態計算書の負債において認識されている。売却価格と買戻価格の差額は損益計算書の「支払利息及

び預金者に分配される利益」で認識され、実効金利法/実効利益率法により契約期間にわたって発生

する。

 

(ⅹⅰ)　有形固定資産及び減価償却

 

すべての有形固定資産は当初取得原価で計上される。有形固定資産の取得原価は、当該資産から生

じる将来の経済的便益が当行グループ及び当行に流入する可能性が高く、当該資産の取得原価が信頼

性をもって測定可能な場合にのみ資産として認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅰ)　有形固定資産及び減価償却（続き）

 

当初認識後、有形固定資産の全項目は取得原価から減価償却累計額及び、該当する場合には減損損

失累計額を控除した金額で測定される。有形固定資産のかなりの構成部分に定期的に交換が必要な場

合、当行グループ及び当行は当該構成部分を個別の耐用年数を持つ個別の資産として認識し、その耐

用年数にしたがって減価償却する。同様に、大規模な検査の実施により生じた費用は、認識要件を満

たす場合には取替資産として固定資産の取得原価に含めて認識される。その他の修繕及び維持のため

の費用はすべて、発生時に損益計算書において認識される。

 

自己所有の土地には耐用年数の制限がないため、減価償却されない。建設仮勘定は、当該建設が完

了し使用可能になるまで減価償却されない。

 

借地は30年から999年の各契約期間にわたって減価償却される。各契約の残存期間は７年から992年

にわたっている。

 

その他の有形固定資産の減価償却は定額法により、以下の年率により見積耐用年数にわたって計算

される。

 

自己所有の土地上の建物 50年

借地上の建物 50年又はリースの残存期間のいずれか短い方

事務用什器、付属品、備品及びリノベーション 10% - 33%

コンピュータ及び周辺機器 12% - 33%

電気及び防犯設備 10% - 33%

車両 12% - 25%

 

有形固定資産の帳簿価額は、事象や状況の変化により帳簿価額が回収不能となる兆候が示された場

合、減損のための見直しが行われる。

 

残存価額、耐用年数及び減価償却方法は各会計年度末に見直され、必要があれば将来にわたって調

整される。

 

有形固定資産は処分時、又は使用もしくは処分により将来の経済的便益が見込まれない時点で認識

が中止される。正味の処分収入（あれば）と正味帳簿価額の差額は損益計算書において認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅰ)　有形固定資産及び減価償却（続き）

 

当行グループ及び当行の有形固定資産に関する詳細は注記20に開示されている。

 

(ⅹⅱ)　投資不動産

 

投資不動産は賃貸収益又は値上がり益、あるいはその両方を目的に保有する不動産である。かかる

不動産は当初取引費用を含む取得原価で測定される。当初認識後、投資不動産は報告日現在の市場の

状況を反映させた公正価値で計上される。公正価値は、市場における証拠である類似の不動産の取引

価格が参照され、一般に認められる専門的資格を保有し、鑑定対象の不動産の立地及び種類に関して

最近の経験を有する登録された独立不動産鑑定人の鑑定により決定される。

 

投資不動産の公正価値の変動により生じる利得又は損失は、対応する税効果を含め、発生した年度

の損益計算書において認識される。

 

投資不動産は、処分時あるいは永続的に使用が中止され、処分による将来の経済的便益が期待でき

ない時点で認識が中止される。当該資産の正味処分収入と帳簿価額との差額は、認識を中止した期の

損益計算書で認識される。

 

投資不動産への、又は投資不動産からの変更は、用途に変更が生じる場合にのみ行われる。投資不

動産から自己使用不動産への変更について、変更後の会計処理におけるみなし原価は用途変更日の公

正価値となる。

 

自己使用不動産から投資用不動産への変更に当たって、当該不動産は注記2.3(xi）に記載した有形

固定資産の会計方針に従って用途変更日まで会計処理される。用途変更日時点における、変更直前の

当該不動産の帳簿価額と公正価値の差額は直接、資本において再評価準備金として計上される。従前

に認識された減損損失が公正価値の上昇により回復する場合、当該利得は損益計算書において認識さ

れる。このような投資不動産の処分時には、従前に資本で認識された帳簿価額の増加額は損益計算書

を通じてではなく、利益剰余金に振り替えられる。

 

当行グループは投資不動産についての詳細は注記16に開示している。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅱ)　投資不動産（続き）

 

（信頼性を持って公正価値を決定できる場合）建設中の投資不動産（「IPUC」）は公正価値で測定

される。

 

信頼性を持って公正価値を決定できないIPUCは、取得原価から減損を控除して測定される。

 

IPUCの公正価値は、報告期間末日現在で、資格を保有する独立した鑑定人の意見に基づいて決定さ

れ、残余法又は割引キャッシュ・フロー法のうち鑑定人により適切と判断されるいずれかの方法で評

価される。各IPUCは個別に評価される。

 

(ⅹⅲ)　その他の資産

 

(a)　その他の債権並びにブローカー及び顧客に対する債権

 

その他の資産に含まれるのは、その他の債権、ブローカー及び顧客に対する債権、前払金及

び差入保証金、未収還付税及び差押資産である。

 

当該資産は予想される実現可能額で計上される。懸念される債権について、報告日現在のす

べての残高の見直しに基づき見積りが行われる。不良債権は特定された時点で償却される。

 

その他の債権に含まれるのは、当行グループ及び当行がブローカー・ディーラー業務の結果

として保有する金の現物である。当該資産は公正価値から売却費用を控除した額で計上され

る。公正価値から売却費用を控除した額の変動額は、損益計算書の「その他の営業収益」にお

いて認識される。

 

(b)　差押資産

 

差押資産は、債権の全部又は部分返済として取得した資産である。差押資産は帳簿価額又は

公正価値から売却費用を控除した金額のいずれか低い方の金額で、「その他の資産」において

認識される。

 

(ⅹⅳ)　現金及び短期資金

 

財政状態計算書の現金及び短期資金は、現金残高、金融機関への預け金及び満期が１カ月以内の

コールローンであり、価値の変動について僅少なリスクしか負わないものをいう。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅳ)　現金及び短期資金（続き）

 

キャッシュ・フロー計算書における現金及び現金同等物は、現金並びに短期資金及び金融機関預け

金（当初の満期が３カ月以内）からなる。

 

(ⅹⅴ)　非金融資産の減損

 

非金融資産の帳簿価額は減損の兆候があるかどうかの判定のため、各報告日に見直される。そのよ

うな兆候が存在する、又は年次の資産の減損テストが必要な場合、当行グループ及び当行は資産の回

収可能価額の見積りを行う。資産の回収可能価額は資産あるいはCGUの売却費用控除後の公正価値と

使用価値（「VIU」）のいずれか高い方である。資産又はCGUの帳簿価額が回収可能価額を上回る場

合、資産は減損したとみなされ、回収可能価額まで評価減が行われる。

 

当行グループは、関連する個々の資産が割り振られるCGUそれぞれに対して、別個に作成された詳

細な予算及び見積り計算に基づいてVIUを計算する。VIUの評価に当たって、見積将来キャッシュ・フ

ローは、貨幣の時間的価値及び当該資産に固有のリスクに関する現在の市場評価を反映した、税引前

割引率を用いて現在価値まで割り引かれる。売却費用控除後の公正価値の算定には、最近の市場取引

が考慮されるが、観察可能な市場取引が特定できない場合には、適切な評価モデルが使用される。こ

れらの算定は、評価倍数、上場会社の株式相場又はその他の入手可能な公正価値指標によって裏付け

られている。

 

のれんの減損損失は戻し入れられない。その他の非金融資産については、従前に認識した減損損失

がもはや存在しない、又は減少している可能性を示す兆候の有無を報告日ごとに判定している。この

ような兆候がある場合、当行グループ及び当行は資産又はCGUの回収可能価額の見積りを行ってい

る。直近で減損損失が認識された後に、資産の回収可能価額の決定に用いた仮定に変更があった場合

にのみ、過去に認識した減損損失は戻し入れられる。資産の帳簿価額がその回収可能価額、及び仮に

過去に減損損失が認識されていなかったとした場合の帳簿価額（減価償却額又は償却額控除後）を超

えない範囲で減損損失は戻し入れられる。戻入額は損益計算書において認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅴ)　非金融資産の減損（続き）

 

非金融資産の減損に関する詳細は以下の注記で開示されている。

 

・　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（注記３）

・　有形固定資産（注記20）

・　使用権資産（注記21）

・　無形資産（注記22）

 

(ⅹⅵ)　引当金

 

引当金は、当行グループ及び当行が過去の事象の結果として現在の債務（法的又は推定的）を有し

ており、当該債務を決済するために経済的便益を有する資源の流出が生じる可能性が高く、当該債務

の金額について信頼性のある見積りが可能である場合に認識される。

 

当行グループ及び当行は、保険契約のように、当行グループが引当金の一部もしくは全部が補填さ

れると見込んでいる場合、当該補填は、その受取りがほぼ確実である場合に限り個別の資産として認

識される。引当金に関する費用は、当該補填を控除して損益計算書に表示される。

 

貨幣の時間価値の影響に重要性がある場合、引当金の金額は、債務の決済に必要と見込まれる支出

の現在価値となる。時間の経過による引当金の増加は損益計算書において認識される。

 

引当金は各報告日に見直され、現在の最善の見積りを反映させるように調整される。当該債務を決

済するために経済的便益を有する資源の流出が生じる可能性が高くなくなった場合には、引当金は戻

し入れられ、損益計算書において認識される。

 

(ⅹⅶ)　金融保証契約

 

金融保証は、保証の相手方が、契約条件に基づく支払期日が到来しても特定の相手方が債務を履行

せず損失を被った場合に、当行グループ及び当行から当該損失を補填する特定の支払の履行がなされ

る契約である。当行グループ及び当行は、通常の事業を通じて、信用状や保証や支払承諾などの金融

保証を行っている。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅶ)　金融保証契約（続き）

 

金融保証料は保証契約が締結された日の公正価値で当初認識される。当初認識後、受領した保証料

は保証期間にわたって償却される。保証債務（額面金額）は償却原価又は（保証に基づく支払いの可

能性が高い時点において）予測される支払額の現在価値のいずれか高い方で認識される。当該金融保

証に関して受領した保証料の未償却額は、財政状態計算書の「その他の負債」に含まれる。

 

(ⅹⅷ)　外国通貨

 

(a)　機能通貨及び表示通貨

 

当行グループの各事業体の個別財務書類はその事業体が事業を行う主な経済環境の通貨

（「機能通貨」）を用いて測定されている。連結財務書類は、当行の機能通貨でもあるマレー

シア・リンギット（「RM」）で表示されている。

 

(b)　外貨建取引及び残高

 

外貨建取引は当行及び子会社の各機能通貨で測定され、当初認識において取引日の実勢レー

トに近似するレートにより機能通貨で計上される。

 

外貨建の貨幣性資産及び負債は報告日における機能通貨の直物相場で換算される。

 

貨幣性項目の決済時又は報告日における貨幣性項目の換算時から生じる為替換算差額は、当

行グループの在外営業活動体への純投資を形成する貨幣性項目から生じ、当初その他の包括利

益において認識され、その他の包括利益の外国為替換算準備金で累積される為替換算差額を除

き、損益計算書において認識される。

 

取得原価で測定される外貨建の非貨幣性項目は、当初の取引日の直物相場により換算され

る。公正価値で測定される外貨建の非貨幣性項目は公正価値測定日の直物相場により換算され

る。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 360/1379



 

2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅷ)　外国通貨（続き）

 

(b)　外貨建取引及び残高（続き）

 

公正価値で計上される非貨幣性項目の為替換算差額は、利得及び損失がその他の包括利益に

おいて認識される非貨幣性項目の為替換算差額を除き、当該会計年度の損益計算書に計上され

る。

 

(c)　在外営業活動体

 

連結財務書類の表示通貨であるマレーシア・リンギット（「RM」）と機能通貨が異なる在外

営業活動体の経営成績及び財政状態は、以下の通りマレーシア・リンギットに換算される。

 

・　在外営業活動体の資産及び負債は報告日の終値により換算される。

 

・　各損益計算書の収益及び費用は当該会計年度における期中平均相場により換算される。

 

・　上記の結果であるすべての為替換算差額は、外国為替換算準備金を通じてその他の包括

利益に直接計上される。

 

在外営業活動体の処分時にあたっては、その他の包括利益において認識され、資本の独立し

た構成要素として累積されている在外営業活動体に関連する為替換算差額の累積額は、処分時

に利得又は損失が認識される時点で（組替調整として）資本から損益計算書に振り替えられ

る。

 

在外営業活動体を含む子会社の一部を処分する場合には、当行グループはその他の包括利益

で認識した為替換算差額の累積額の持分を按分して、在外営業事業体の非支配持分に割り当て

る。それ以外の在外営業活動体の一部を処分する場合には、当行グループはその他の包括利益

で認識された為替換算差額の累計額の持分を按分した部分に限り、損益計算書に分類変更す

る。

 

在外営業活動体の取得時に生じるのれん及び公正価値調整は、海外子会社の資産及び負債と

して処理され、報告日の終値で換算される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅸ)　法人所得税、繰延税金及びザカート

 

(a)　法人所得税

 

当期税金資産/還付及び当期税金負債/引当は、税務当局から還付若しくは税務当局への納付

が予想される金額で測定される。税額の算出に使用する税率及び税法は、報告日までに施行若

しくは実質的に施行されているものである。

 

当年度の法人所得税は当期税金及び繰延税金からなる。当期税金費用は当行及びその子会社

又は関連会社が営業活動を行い、課税対象となる収益を創出する法域の税法にしたがって決定

される。

 

資本で直接認識される項目に関連する当期税金費用は、その他の包括利益又は資本で認識さ

れ、損益計算書では認識されない。

 

当行グループ及び当行の税金に関する詳細は注記47に開示されている。

 

(b)　繰延税金

 

繰延税金は報告日における税務基準の資産及び負債とその帳簿価額の差額（一時差異）に対

して負債法により全額認識されている。

 

繰延税金負債は以下を除くすべての一時差異に対して認識される。

 

(ⅰ) 繰延税金負債が、企業結合ではなく、かつ取引時に会計上の利益にも課税所得にも影響

を及ぼさない取引における資産又は負債ののれんの当初認識から生じる場合

 

(ⅱ) 子会社、関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分への投資に関連する将来加

算一時差異について、一時差異の解消時期を支配することが可能であり、かつ当該一時

差異が予見可能な将来に解消しない可能性が高い場合
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅸ)　法人所得税、繰延税金及びザカート（続き）

 

(b)　繰延税金（続き）

 

繰延税金資産は、以下の場合を除き、将来減算一時差異等に利用できる課税所得が生じる可

能性が高い範囲内で、すべての将来減算一時差異、繰越欠損金及び未使用の税額控除について

認識される。

 

(i)  将来減算一時差異に関連する繰延税金資産が、企業結合ではない取引で、かつ取引時に

会計上の利益にも課税所得にも影響を及ぼさない取引における資産又は負債の当初認識

から生じる場合

 

(ⅱ) 子会社、関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分への投資に関連する将来減

算一時差異については、一時差異が予測可能な将来に解消する可能性が高く、かつ当該

一時差異のために使用できる課税所得の生じる可能性が高い場合にのみ、繰延税金資産

が認識される。

 

繰延税金資産の帳簿価額は、各報告日ごとに見直され、繰延税金資産の全額もしくは一部の

計上が可能となるだけの十分な課税所得が生じる可能性が高いとはいえなくなった範囲内で減

額される。未認識の繰延税金資産は各報告日ごとに再評価され、将来の課税所得により繰延税

金資産が使用される可能性が高くなった範囲内で認識される。

 

繰延税金資産及び負債は、報告日現在で施行もしくは実質的に施行されている税率及び税法

に基づいて、当該資産が実現するあるいは負債を決済する期に適用されることが予想される税

率で測定される。

 

損益計算書以外で認識される項目に関連する繰延税金は、その基となる取引の性質に応じ

て、その他の包括利益又は資本へ直接のいずれかで認識される。企業結合により生じる繰延税

金は取得時にのれんに対して調整される。

 

関連する当期税金資産を当期税金負債と相殺する法的に執行可能な権利が存在し、かつ繰延

税金資産及び繰延税金負債が同一の税務当局、同一の納税事業体に関するものである場合、当

該繰延税金資産と繰延税金負債は相殺される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅸ)　法人所得税、繰延税金及びザカート（続き）

 

(b)　繰延税金（続き）

 

繰延税金資産及び負債の詳細は注記28に開示されている。

 

(c)　ザカート

 

ザカートは、シャリアの原則に則り、当行グループのシャリア委員会の承認に基づいて当行

グループが支払うべき法人ザカートである。

 

(ⅹⅹ)　リース

 

(a)　分類

 

契約開始時に、当行グループ及び当行は、リース契約が、特定された資産の使用を支配する

権利を一定期間にわたり対価と交換に使用者（借手）に移転するかどうかに基づいて、契約が

リース契約であるか又はリース契約を含んだものであるかどうかを判定している。リース契約

が二つ以上のリース契約の構成部分から成る場合、又はリースとサービス取引の組み合わせで

ある場合、契約開始時及び事後の再測定時に、独立販売価格の総額との比率に基づいて、これ

らのリース構成部分と非リース構成部分に対価が配分される。当行グループ及び当行は、非

リース構成部分が区分できない場合、リース構成部分と非リース構成部分を組み合わせてい

る。

 

(b)　認識と当初測定

 

(1)　当行グループ及び当行が借手の場合

 

当行グループ及び当行は、短期リース及び少額資産のリースを除き、すべてのリースに

対して単一の認識及び測定手法を適用している。当行グループ及び当行は、リース料を支

払う際にリース負債を認識し、原資産の使用権を表す使用権資産を認識している。

 

使用権（「ROU」）資産

 

当行グループ及び当行は、リース開始日（すなわち、原資産が使用できるようになる

日）にROU資産を認識している。ROU資産は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累

計額を控除した金額を、リース負債の再測定について調整した金額で測定される。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 364/1379



 

2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹ)　リース（続き）

 

(b)　認識と当初測定（続き）

 

(1)　当行グループ及び当行が借手の場合（続き）

 

使用権（「ROU」）資産（続き）

 

ROU資産の取得原価には、リース開始日又はそれ以前に支払われたリース料で調整した

リース負債額に、発生した当初直接コスト及び原資産の解体及び除去費用見積額、並びに

原資産又は原資産の敷地所の原状回復費用の見積額を加え、受領したリース・インセン

ティブを控除した額が含まれる。

 

リース期間には、当行グループ及び当行がオプションを行使することが合理的に確実で

ある場合、延長オプションの対象期間が含まれる。当行グループ及び当行がリース期間終

了時にリース資産の所有権を取得することが合理的に確実である場合を除き、認識された

ROU資産は見積耐用年数とリース期間のいずれか短い期間にわたり、定額法で減価償却さ

れる。ROU資産は減損評価の対象となる。ROU資産の減損の方針は、注記2.3（xv）に記載

の通り、非金融資産の減損に基づいている。

 

リース負債

 

リース開始日に、当行グループ及び当行は、リース期間にわたるリース料の現在価値で

リース負債額を認識している。このリース料には、固定リース料（受取リース・インセン

ティブを控除した額）、指数又はレートに応じて決まる変動リース料、及び残価保証に基

づいて支払いが見込まれる金額が含まれる。

 

また、このリース料には、当行グループ及び当行が行使することが合理的に確実な購入

オプションの行使価格、並びにリース期間が当行グループ及び当行がリースの解約オプ

ションの行使に影響を与える場合の、リースの解約に対するペナルティの支払額が含まれ

る。指数又はレートによらない変動リース料は、リース料を生じさせる事象又は状況の起

きた期間の費用として認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹ)　リース（続き）

 

(b)　認識と当初測定（続き）

 

(1)　当行グループ及び当行が借手の場合（続き）

 

リース負債（続き）

 

リース料の現在価値を算定するにあたり、当行グループ及び当行は、当該リースの計算

利子率/利益率が容易に算定できない場合には開始日の追加借入利子率を用いる。開始日

以降、リース負債は利子/利益により増加し、リース料の支払いにより減少する。さら

に、リース負債の帳簿価額は、リースの条件変更即ち、リース期間の変更、固定リース料

の変動又は原資産の購入オプションに係る評価の変更が生じた場合、再測定される。

 

(2)　短期リース及び少額資産リース

 

当行グループ及び当行は、リース期間が開始日から12カ月以内で、購入オプションを含

まない短期リースに認識の免除規定を適用している。また、当行グループ及び当行は価値

が少額であると考えられるリース資産に対しても、少額資産に対する認識の免除規定を適

用している。短期リース及び少額資産のリースに対するリース料は、発生時に費用として

認識される。

 

(ⅹⅹⅰ)　保険契約/タカフル証書及び再保険契約/再タカフル証書

 

保険子会社及びタカフル子会社を通じて、当行グループは保険/タカフル・リスク、金融リスクや

その組み合わせを含む契約/証書を顧客に発行している。当行グループが特定の不確実な将来の事象

の発生時の補償に合意することにより、重要な保険/タカフル・リスクを引き受ける契約/証書は、保

険契約/タカフル証書に分類される。保険契約/タカフル証書は金融リスクの移転を伴うが、保険契

約/タカフル証書として会計処理されるのは保険契約/タカフル・リスクが重要な場合である。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅰ)　保険契約/タカフル証書及び再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

また当行グループは、通常の事業を通じて保険/タカフル・リスクを出再している。出再された再

保険/再タカフルの取決めは、保険契約者/加入者に対する当行グループ又は当行の債務を免除するも

のではない。当行グループが締結した、上記の保険契約/タカフル証書の分類の要求事項を満たす再

保険/再タカフルの取決めは、基礎となる保険契約/タカフル証書に関連する金額及び関連する再保

険/再タカフルの取決めの条件と整合的に測定される。これらの分類の要求事項を満たさない契約

は、金融資産として計上される。

 

(a)　認識

 

当行グループは、以下のうち最も早い時点から、締結した保険契約/タカフル証書のグループ

を認識する。

 

-　契約/証書のグループのカバー期間の開始時

 

-　保険契約者/加入者による初回の支払期限が到来した日、又は支払期日がない場合は初回

の支払の受領時

 

-　不利な契約/証書のグループについては、事実及び状況からその契約/証書のグループが不

利であることが示された時点

 

当行グループは、以下の最も早い時点から、締結した保有再保険契約/再タカフル証書のグ

ループを認識する。

 

-　保有再保険契約/再タカフル証書のグループのカバー期間の開始時。ただし、当行グルー

プは、基礎となる保険契約/タカフル証書が当初認識される日が保有再保険契約/再タカ

フル証書のグループのカバー期間の開始よりも遅い場合には、比例的なカバーを提供す

る保有再保険契約/再タカフル証書のグループの認識をその日まで遅らせる。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅰ)　保険契約/タカフル証書及び再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

(a)　認識（続き）

 

当行グループは、締結した発行済保険契約/タカフル証書のグループを、次のうち最も早い日

から認識する。（続き）

 

-　当行グループが、その日以前に保有していた再保険契約/再タカフル証書のグループの中

に含まれる関連する再保険契約/再タカフル証書を締結した場合には、当グループが不利

な基礎となる保険契約/タカフル証書のグループを認識した日。

 

当行グループは、少なくとも一つの基礎となる元受保険契約/タカフル証書が認識されるまで

は、比例的なカバーを提供する保有再保険契約/再タカフル証書を認識しない。保有再保険契

約/再タカフル証書のグループは、基礎となる契約/証書の最初のカバーが開始された時点で認

識される。

 

保有再保険契約/再タカフル証書のグループのうち、損失が一定金額を超えた場合に、基礎と

なる契約/証書から生じる損失の総額をカバーするもの(超過損害額再保険/再タカフルなどの、

比例的でないカバーを提供する再保険契約/再タカフル証書)は、当該グループのカバー期間の

開始時に認識される。

 

当行グループは、契約/証書が上記の要件のいずれかを満たす報告期間に、新たな契約/証書

を追加する。

 

(b)　測定

 

発行済保険契約/タカフル証書及び保有再保険契約/再タカフル証書

 

当行グループは、発行済保険契約/タカフル証書のグループである資産、発行済保険契約/タ

カフル証書のグループである負債、保有再保険契約/再タカフル証書である資産、及び保有再保

険契約/再タカフル証書のグループである負債の帳簿価額を財政状態計算書に個別に表示してい

る。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅰ)　保険契約/タカフル証書及び再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

(b)　測定（続き）

 

発行済保険契約/タカフル証書及び保有再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

当行グループの発行済保険契約/タカフル証書及び保有再保険契約/再タカフル証書は、以下

の測定モデルの対象となる。

 

一般測定モデル(「GMM」)

 

本モデルは、保険契約/タカフル証書のデフォルト測定モデルであり、保険契約/タカフル証

書のグループを以下の合計として測定している。

 

-　履行キャッシュ・フロー

 

-　契約上のサービス・マージン(「CSM」)（グループ内の保険契約/タカフル証書に基づいて

当行グループがサービスを提供するにつれて認識することとなる未稼得利益を表すもの

である。）

 

履行キャッシュ・フローは、将来キャッシュ・フローの偏りのない確率加重された見積り

を、貨幣の時間価値及び金融リスクを反映させて現在価値に割り引き、非金融リスクに係るリ

スク調整を加えたものである。

 

報告期間末現在の保険契約/タカフル証書のグループの帳簿価額は、残存カバーに係る負債と

発生保険金に係る負債の合計額である。残存カバーに係る負債は、将来のサービスに関連する

履行キャッシュ・フローでとCSMで構成され、発生保険金に係る負債は、過去のサービスに関連

する履行キャッシュ・フローで構成される。CSMは、将来のサービスに関連するキャッシュ・フ

ローの変動と、契約/証書のグループの当初認識時にロックインされた金利での利息の発生に対

して調整される。CSMの解放は、カバー単位に基づき当該期間に提供されたサービスを反映させ

て、各期間の純損益に認識される。当行グループは、給付の種類別にカバー単位に基づきこれ

を算出している。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅰ)　保険契約/タカフル証書及び再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

(b)　測定（続き）

 

発行済保険契約/タカフル証書及び保有再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

当行グループの発行済保険契約/タカフル証書及び保有再保険契約/再タカフル証書は、以下

の測定モデルの対象となる。（続き）

 

変動手数料アプローチ(「VFA」)

 

直接連動型有配当保険契約/タカフル証書の測定手法は、変動手数料アプローチ（「VFA」）

と呼ばれている。VFAは、企業が契約/証書に対して受け取る対価が変動手数料であることを反

映させるためにGMMを修正した会計モデルである。

 

当行グループでは、契約開始時において下記以下の要件を満たすものを直接連動型有配当保

険契約/タカフル証書と定義している。

 

-　契約条件で、基礎となる項目の明確に識別されたプールに対する持分に保険契約者/加入

者が参加する旨を定めている。

 

-　当行グループが保険契約者/加入者に基礎となる項目に対する公正価値リターンの相当な

持分と等しい金額を支払うと予想している。

 

-　保険契約者/加入者に支払う金額の変動の相当な部分が、基礎となる項目の公正価値の変

動に応じて変動すると当行グループが予想している。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅰ)　保険契約/タカフル証書及び再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

(b)　測定（続き）

 

発行済保険契約/タカフル証書及び保有再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

当行グループの発行済保険契約/タカフル証書及び保有再保険契約/再タカフル証書は、以下

の測定モデルの対象となる。（続き）

 

保険料配分アプローチ(「PAA」)

 

当行グループは、契約/証書の境界線(すなわち、カバー期間)が１年以内の保険契約に加え、

契約/証書の境界線が１年超で、PAAの適格テストを満たす保険契約にPAA測定モデルを適用して

いる。

 

PAAでは、残存カバーに係る負債は、支払った（保険/タカフル）獲得キャッシュ・フローを

控除した、受領した保険料/掛金の金額から、時の経過に基づいてカバー期間の満了部分にわた

り純損益に認識された保険料/掛金及び保険獲得キャッシュ・フローの純額を差し引いた金額で

測定される。発生保険金に係る負債の測定は、割引に使用されるロックインされた金利の決定

を除き、３つの測定モデルすべてで同一である。

 

当行グループは、各再保険契約/再タカフル証書の特定の契約/証書の境界線に応じて、すべ

ての保有再保険契約/再タカフル証書にPAA又はGMMモデルの両方を適用している。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅰ)　保険契約/タカフル証書及び再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

(c)　条件変更及び認識の中止

 

当行グループは、以下の場合に保険契約/タカフル証書の認識を中止する。

 

-　契約/証書に関連する権利及び義務が消滅（すなわち、免除、解約又は満了）する場合。

 

-　契約/証書の条件変更によって測定モデル、又は契約/証書の構成要素の測定に適用する基

準が変更される場合。この場合、当行グループは、当初の契約/証書の認識を中止し、変

更後の条件に基づく契約/証書を新たな契約/証書として認識する。

 

条件変更が認識の中止として扱われない場合、当行グループは、契約/証書の条件変更に対し

て受け払いした金額を、関連する残存カバーに係る負債の調整として認識する。

 

(d)　保険/タカフル事業に係る損益

 

保険/タカフル事業に係る損益は、保険/タカフル事業に係る収益に加え、保険/タカフル事業

に係るサービス費用及び保有再保険契約/再タカフル証書に係る正味費用で構成される。

 

PAAを適用して測定されない契約の場合、各報告期間の保険/タカフル事業に係る収益は、残

存カバーに係る負債の変動のうち、当行グループが対価を受け取ると見込むサービスに関連す

る金額、保険/タカフル獲得キャッシュ･フローの回収に関連する保険料/掛金の配分、及び受領

した保険料に対する実績調整を表している。

 

PAAを適用して測定される契約の場合、当期の保険/タカフル事業に係る収益は、予想される

保険料/掛金の受取り(投資要素を除く)のうち、当期に配分された金額である。当行グループ

は、時の経過に基づいて、各期間の予想される保険料/掛金の受取りを配分している。ただし、

リスクの解放の予想されるパターンが、時の経過と著しく異なる場合には、発生した保険/タカ

フル事業に係るサービス費用の予想される時期に基づいて配分される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅰ)　保険契約/タカフル証書及び再保険契約/再タカフル証書（続き）

 

(d)　保険/タカフル事業に係る損益（続き）

 

保険/タカフル事業に係るサービス費用は、契約/証書の履行に直接関連する費用を表してい

る。契約/証書の履行に直接関連しない費用は一般管理費に表示される。

 

再保険契約/再タカフル証書からの正味費用は、再保険者/再タカフル事業者から回収した費

用及び再保険/再タカフル費用を表している。

 

(e)　保険/タカフル事業による金融投資に係る純損益

 

保険/タカフル事業による金融投資に係る純損益は、発行済保険契約/タカフル証書及び保有

再保険契約/再タカフル証書からの金融収益又は費用で構成されている。

 

保険/タカフル事業に係る金融収益/(費用)は、下記から生じた保険契約/タカフル証書のグ

ループに係る帳簿価額の変動を表している。

 

-　貨幣の時間価値及び貨幣の時間価値の変動の影響

 

-　金融リスク及び金融リスクの変動の影響

 

(ⅹⅹⅱ)　公正価値測定

 

当行グループ及び当行はFVTPL金融投資、FVTPLに指定された金融投資、FVOCI金融投資、デリバ

ティブ等の金融商品、投資不動産等の非金融資産、FVTPL金融負債を各財政状態計算書日の公正価値

で測定する。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅱ)　公正価値測定（続き）

 

公正価値とは、測定日時点で、市場参加者間の秩序ある取引において、資産を売却することにより

受け取るであろう価格又は負債を移転するために支払うであろう価格をいう。公正価値測定では、資

産を売却又は負債を移転するための取引は、以下のいずれかにおいて行われると仮定する。

 

・　資産又は負債の主要な市場

 

・　主要な市場が存在しない場合には、資産又は負債に関する最も有利な市場

 

主要な市場又は最も有利な市場は、当行グループ及び当行がアクセス可能なものでなければならな

い。

 

資産又は負債の公正価値は、市場参加者が経済的便益の最大化を図ると仮定し、市場参加者が資産

又は負債の価格設定の際に用いると思われる仮定を用いて算定する。

 

非金融資産の公正価値測定では、最も有効に資産を使用すること、又は最も有効に資産を使用する

他の市場参加者に当該資産を売却することによって、市場参加者が経済的便益を生み出す能力を考慮

する。

 

当行グループ及び当行は、観察可能な関連するインプットを最大限使用し、観察可能でないイン

プットの使用を最小限としながら、状況に適合し、かつ十分なデータが公正価値測定に利用可能な評

価技法を用いている。

 

財務書類において公正価値が測定又は開示されているすべての資産又は負債は、以下に説明される

公正価値ヒエラルキーの中で、公正価値測定全体において重要となる最も低いレベルのインプットに

基づいて分類されている。

 

・　レベル １ - 同一の資産又は負債に関する活発な市場における（調整なしの）相場価格

 

・　レベル ２ - 評価技法を用いた公正価値測定において、重要となる最も低いレベルのインプッ

トが直接又は間接的に観察可能なもの

 

・　レベル ３ - 評価技法を用いた公正価値測定において、重要となる最も低いレベルのインプッ

トが観察可能でないもの
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅱ)　公正価値測定（続き）

 

経常的に財務書類に認識されている資産及び負債について、当行グループ及び当行は各報告期間末

日に（公正価値測定全体において重要となる最も低いレベルのインプットに基づき）分類を再評価す

ることにより、公正価値ヒエラルキーのレベル間の振替が生じていないかを判断している。

 

公正価値で測定される金融商品及び非金融資産の公正価値ヒエラルキーは、注記54(c)において開

示している。

 

一方、公正価値で測定されていないが公正価値が開示される金融資産及び金融負債の公正価値ヒエ

ラルキーは、注記54(g)に表示している。

 

(ⅹⅹⅲ)　受取利息/利益収益及び費用

 

FVTPL金融投資、FVOCI金融投資、償却原価で測定する金融投資、貸出金及びその他の債権に分類さ

れる金融資産に係る利息は、実効金利法/実効利益率法により損益計算書の「受取利息及び預金者の

ファンドの投資又は投資口座のファンドの投資もしくはイスラム金融ファンドの投資から生じた収

益」の項目において認識される。顧客預金、顧客の投資口座、金融機関からの預り金、FVTPL金融負

債、負債性証券及び未払金に分類される金融負債に係る利息は、実効金利法/実効利益率法により損

益計算書の「支払利息及び預金者に分配された利益」の項目において認識される。

 

実効金利法/実効利益率法は金融資産又は金融負債の償却原価計算の方法であり、対応する期間に

わたって受取利息/利益収益又は支払利息/預金者に分配された利益を配分する方法である。EIR/EPR

は当該金融商品の予想残存期間、もしくは適切な場合にはそれよりも短い期間にわたって、見積将来

現金支払額あるいは受取額を当該金融資産又は金融負債の正味帳簿価額まで正確に割り引く率であ

る。当行グループ及び当行は、EIR/EPRの算出にあたり、当該金融商品のすべての契約条件を考慮

し、EIR/EPRと不可分な当該商品に直接起因する手数料又は増分費用を含めるが、将来の信用損失に

ついては検討していない。

 

金融資産又は類似の金融資産グループの計上額が減損損失により減額されると、受取利息/利益収

益は引き続き減損損失測定のための将来キャッシュ・フローの割引に使用された利率/利益率を使っ

て認識されることとなる。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅲ)　受取利息/利益収益及び費用（続き）

 

イスラム銀行業務から生じる利益収益及び預金者に分配された利益は、シャリアの原則にしたがっ

て発生主義ベースで認識される。

 

(ⅹⅹⅳ)　手数料及びその他の収益

 

(a)　手数料収入

 

当行グループ及び当行は顧客に提供する多様なサービスにより、以下のような手数料収入を

得ている。

 

(1)　重要な取引の実行から生じる手数料収入

 

重要な取引の実行によって生じる収入は、取引完了時に収益として認識される（株式や

その他の証券の取得のアレンジなどの第三者のための取引の交渉や取引の交渉への参画か

ら生じる手数料など）。

 

(2)　サービスの提供から生じる手数料収入

 

サービスの提供から生じる収入は、当該サービスが提供される期間にわたって、収益と

して認識される（アセット・マネジメント、ポートフォリオ及びその他の運用アドバイザ

リー・サービス報酬など）。

 

(3)　金融商品の実効金利/実効利益率の不可欠な部分を構成する手数料収入

 

金融商品の実効金利の不可欠な部分を構成する収入（特定のローンコミットメント・

フィーなど）は実効金利/実効利益率の調整として認識され、損益計算書上「受取利息及

び預金者のファンドの投資又は投資口座のファンドの投資もしくはイスラム金融ファンド

の投資から生じた収益」の一部として計上される。

 

手数料収入は以下のカテゴリーに分類される。

 

(1)　コミッション

 

銀行業務、投資及び保険商品の販売から生じる収入。銀行業務から生じる手数料は、取

引及び銀行を通じた保険商品（バンカシュアランス）の販売によるもの。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅳ)　手数料及びその他の収益（続き）

 

(a)　手数料収入（続き）

 

手数料収入は以下のカテゴリーに分類される。（続き）

 

(2)　サービス料及び手数料

 

口座管理のほか、外貨取引、為替処理、残高不足/当座貸越をはじめとするさまざまな

取引ベースのサービスを含む、個人、法人顧客に提供されるサービスから生じる収入。

 

(3)　引受手数料

 

顧客の負債性証券又は資本性証券の引受から生じる収入。

 

(4)　仲介業務収益

 

仲介業務収益には、投資運用サービスの一環として実施される、取引ベースのサービス

から生じる手数料が含まれる。

 

(5)　貸出金及びその他の債権に係る手数料

 

ローンコミットメント、金融保証及びスタンドバイ信用状など、貸出金及びその他の債

権に関して生じた収入。

 

(b)　受取配当金

 

受取配当金は当行グループ及び当行が支払いを受け取る権利が確定した時に認識される。こ

れは、上場株式に関しては配当落ち日、非上場株式に関しては、通常は株主が配当を承認した

日である。

 

(c)　カスタマー・ロイヤルティ・プログラム

 

カスタマー・ロイヤルティ・プログラムによる特典クレジットは、それらが付与された取引

の独立した識別可能な構成要素として会計処理される。当初の売上に関して受領した対価の公

正価値は、特典クレジットの費用と当該売上のその他の構成要素との間で配分される。特典ク

レジットに配分される対価は、特典クレジットが交換された時点で損益計算書の「その他の営

業収益」で認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅳ)　手数料及びその他の収益（続き）

 

2024年12月31日現在、当行グループの将来正味手数料収入に関連する、１年から３年まで及び３年

超の未履行義務はそれぞれ、231.4百万マレーシア・リンギット（2023年：295.2百万マレーシア・リ

ンギット）及び190.7百万マレーシア・リンギット（2023年：209.0百万マレーシア・リンギット）で

ある。一方、１年から３年まで及び３年超の当行の将来正味手数料収入は、それぞれ209.4百万マ

レーシア・リンギット（2023年：166.3百万マレーシア・リンギット）及び153.9百万マレーシア・リ

ンギット（2023年：157.1百万マレーシア・リンギット）である。

 

(ⅹⅹⅴ)　従業員給付

 

(a)　短期従業員給付

 

賃金、給料、賞与及び社会保障のための拠出は、当行グループ及び当行の従業員が関連する

勤務を提供した年度の損益計算書において費用として認識される。年次有給休暇等の短期累積

型有給休暇は、将来の有給休暇の権利を増加させる勤務を従業員が提供したときに、損益計算

書において費用として認識される。疾病休暇等の短期の非累積型有給休暇は、休暇が発生した

ときに損益計算書において費用として認識される。

 

(b)　その他の長期従業員給付

 

その他の長期従業員給付とは、従業員が関連する勤務を提供した報告期間の末日後12カ月以

内に、すべてが決済されると予想されない給付である。

 

長期従業員給付費用は、正味確定給付債務又は資産の再測定が直ちに損益計算書において認

識されるのを例外として、注記2.3（xxv）(d）に記載する確定給付制度と同様の認識及び測定

基準により、当行グループの従業員が提供した勤務と一致するように費用処理される。

 

(c)　確定拠出制度

 

マレーシアの会社は、法に従い従業員積立基金（「EPF」）に拠出を行っている。当行の海外

支店や海外子会社には、それぞれの国の法定年金制度に拠出を行っているものもある。このよ

うな掛金は拠出した時点で損益計算書において費用として認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅴ)　従業員給付（続き）

 

(d)　確定給付制度

 

当行のいくつかの子会社には、当該国の労働法により、従業員の退職時に従業員に対して退

職金を支払うことが求められている。当行グループはそのような退職給付債務を確定給付制度

あるいは年金制度として処理している。

 

確定給付費用及び確定給付債務の現在価値は、数理士資格保有者が予測単位積増方式を用い

て報告日現在で算定する。

 

数理計算上の利得及び損失、制度資産に係る収益（利息を除く）及び資産上限額の影響（利

息（あれば）を除く）からなる正味確定給付負債又は資産の再測定は、発生期間に直ちにその

他の包括利益において認識され、確定給付準備金に計上される。再測定は翌期以降損益計算書

に振り替えられることはない。

 

過去勤務費用は以下のいずれか早い方の時点で損益計算書において認識される。

 

・　制度を改訂又は縮小する日

 

・　当行の海外子会社が、関連するリストラクチャリング費用を認識する日

 

正味確定給付資産又は負債に係る正味利息額及び確定給付制度に関連するその他の費用は、

正味確定給付負債又は資産に割引率を適用することにより算出され、損益計算書において認識

される。

 

当行グループは確定給付制度の詳細を注記26(i)に開示している。

 

(e)　株式報酬

 

(1)　従業員株式付与制度(「ESGP株式」）

 

休眠子会社を除く、制度に加入するメイバンク・グループの受給資格のある業務執行取

締役及び従業員に対し、ESGP株式が与えられる。ESGP株式は、取締役会の指名・報酬委員

会（以下、「NRC」という。）の完全な自由裁量により、メイバンク株式の新株の発行及

び譲渡、又は現金により決済される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅴ)　従業員給付（続き）

 

(e)　株式報酬（続き）

 

(1)　従業員株式付与制度(「ESGP株式」）（続き）

 

受給資格のある従業員に付与されるESGP株式の公正価値の総額は、ESGPの株式の権利が

確定する可能性を考慮しつつ、権利確定期間にわたって従業員費用として認識され、同時

に資本の中の準備金を増加させている。ESGP株式の公正価値は付与日に測定され、ESGP株

式が付与される市場条件及び市場条件以外の権利確定条件が考慮される。

 

ESGP株式の権利確定後、当行は当初の見積りと比較した、権利確定した実際のESGP株式

数の影響を認識する。

 

(2)　現金決済型業績連動従業員株式付与制度（「CESGP」）

 

制度に加入するメイバンク・グループの受給資格のある業務執行取締役及び従業員に対

し、それぞれの国で一般的な市場の慣行も参照して取締役会が定める業績要件の達成によ

り、CESGPが与えられる。権利確定後、メイバンク参照株式の価額と同額の現金が、受給

資格のある従業員に譲渡される。

 

受給資格のある従業員に付与されるCESGPの公正価値の総額は、CESGPの権利が確定する

可能性を考慮しつつ、権利確定期間にわたって、負債の増加とともに、従業員費用として

認識される。CESGPの公正価値は付与日に測定され、CESGPが付与された市場及び市場以外

の権利確定条件が考慮される。

 

CESGPの権利確定後、当行グループ及び当行は当初の見積りと比較した、権利確定した

実際のCESGP数の影響を認識する。

 

ESGP及びCESGPにより付与されたストック・オプションの詳細は注記32(b)で開示されてい

る。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅵ)　売却目的で保有する非流動資産（又は処分グループ）及び非継続事業

 

非流動資産（又は処分グループ）は、その帳簿価額が継続使用ではなく主として売却により回収さ

れる場合に売却保有目的に分類される。その条件は、売却の可能性が高く、現在の状態で即時に売却

可能であり、経営管理者が売却を確約しており、分類した日から１年以内に売却が完了する予定であ

る場合にのみ満たされる。

 

非流動資産（又は処分グループの構成要素）の帳簿価額は、「売却目的保有」への当初の分類の直

前に、該当するMFRSにしたがって再測定される。その後、非流動資産（又は処分グループ）は、帳簿

価額及び売却費用控除後の公正価値のいずれか低い方で測定される。

 

処分グループに係る減損損失は、最初にのれんに配分され、引き続きMFRSに従って測定される金融

資産、繰延税金資産及び投資不動産に対しては損失を配分しないことを除き、按分計算により残存資

産又は負債に配分される。売却保有目的への当初分類時の減損損失及び再測定によるその後の利得又

は損失は、損益計算書において認識される。利得は減損損失累計額を超えては認識されない。

 

有形固定資産及び無形資産は、売却目的保有に分類された後では減価償却や償却が行われない。関

連会社が売却目的保有に分類された後では、関連会社に係る持分法会計は中止される。

 

処分グループは、当行グループ及び当行の構成要素であり、すでに処分されたか又は売却目的保有

に分類され、かつ以下のいずれかに該当する場合、非継続事業としての要件を満たす。

 

・　別個の主要な事業分野又は営業地域に相当する。

 

・　別個の主要な事業分野又は営業地域を処分する単独の調整計画の一部である。

 

・　転売のみを目的に取得した子会社である。

 

非継続事業は、継続事業からの業績から除外され、損益計算書上、非継続事業から生じる税引後純

損益として単一の金額として表示される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅶ)　株式資本及び宣言された配当

 

普通株式は、現金やその他の金融資産の譲渡などの契約上の債務がない場合、資本に分類される。

新株の発行に直接起因する取引費用は、株式の発行による収入額からの控除として資本に計上され

る。

 

普通株式に対して宣言された配当は、すべての承認が得られた期間において負債として認識され、

資本から控除される。

 

(ⅹⅹⅷ)　偶発資産及び偶発債務

 

偶発資産は、当行グループ及び当行に経済的便益の流入の可能性を生じさせる計画外又は他の予想

外の事象から発生する。当行グループ及び当行は偶発資産を認識しないが、経済的便益の流入の可能

性が高いが、実質的に確実でない場合に、その存在を開示する。

 

偶発債務は、過去の事象から発生し得る債務のうち、当行グループ及び当行が完全には統制できな

い将来の一又は複数の不確実な事象の発生又は不発生によってのみその存在が確認される債務、又

は、過去の事象から発生した現在の債務であるが、経済的便益を有する資源の流出が必要となる可能

性が高くない、又は、債務の金額が十分な信頼性をもって測定できないため認識されていない債務で

ある。当行グループ及び当行は偶発債務を認識していない。偶発債務は、経済的便益を有する資源の

流出の可能性が極めて低い場合を除き開示される。

 

(ⅹⅹⅸ)　一株当たり利益

 

当行グループは、当行の普通株主に帰属する継続事業からの純損益に関して、基本的及び（該当す

れば）希薄化後一株当たり利益（「EPS」）を損益計算書上に表示している。

 

基本的EPSは、当行の株主に帰属する純利益を当会計年度中の加重平均発行済普通株式数で除して

計算する。

 

希薄化後EPSは、当行の株主に帰属する純利益を、すべての希薄化効果を有する潜在的普通株式の

影響を調整した当会計年度中の加重平均発行済普通株式数で除して計算する。希薄化効果を有しない

潜在的普通株式に関する調整は行われない。

 

非継続事業が報告されている場合、当行グループは、非継続事業に関する基本的及び希薄化後一株

当たり金額を損益計算書に表示する。
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2.　会計方針（続き）

 

2.3　重要性がある会計方針の要約（続き）

 

(ⅹⅹⅹ)　セグメント報告

 

オペレーティングセグメントは、事業意思決定責任者に提供される内部報告と整合する方法で報告

されている。事業意思決定責任者は、資源の配分や事業体のオペレーティングセグメントの業績を評

価する責任を有する個人又は個人の集団である。当行グループは当行のグループ経営委員会を事業意

思決定責任者として決定している。

 

事業セグメント間のすべての取引（セグメント間の収益及び費用）は本社で消去されている。それ

ぞれの事業セグメントに直接関連する収益及び費用は、事業セグメントの業績の決定に含まれてい

る。

 

当行グループは注記60においてセグメント情報を開示している。

 

(ⅹⅹⅹⅰ)　金融支援策

 

政府支援策に基づく貸出は、MFRS第９号「金融商品」に準拠して認識と測定が行われ、貸出が市中

水準よりも低い利率や優遇利率で行われることによる恩恵は、貸出の当初の帳簿価額又は公正価値と

受領額との差額として測定される。政府による貸出ファシリティは受領額に基づいて測定される。

 

当行グループ及び当行に生じた特定されたコスト又は費用に対応する、政府支援策に基づく貸出又

はファシリティからの利益は、MFRS第120号「政府補助金の会計処理及び政府援助の開示」に準拠し

て要求される条件が充足される場合、当該コスト又は費用を認識する期間と同一の会計期間の純損益

として認識される。
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2.　会計方針（続き）

 

2.4　会計方針及び開示における変更

 

2024年１月１日に、当行グループ及び当行は、以下のMFRS、解釈指針及び既存のMFRSの改訂を適用した。

 

基準等

 発効年度

（以下の日付以降に開始する年度）

MFRS第16号「リース」の改訂「セール・アンド・リースバック取引に

おけるリース負債」

 

2024年１月１日

MFRS第７号「金融商品: 開示」の改訂「サプライヤー・ファイナンス

契約」

 

2024年１月１日

MFRS第107号「キャッシュ・フロー計算書: 開示」の改訂「サプライ

ヤー・ファイナンス契約」

 

2024年１月１日

MFRS第101号「財務諸表の表示」の改訂「特約条項付の非流動負債」  2024年１月１日

 

MFRS第16号「リース」の改訂「セール・アンド・リースバック取引におけるリース負債」

 

本改訂は、売手である借手に対して、リースバックから生じるリース負債を、売手である借手が保持する使

用権に関するいかなる利得も損失も認識しない方法で、事後的に測定することを要求している。この新たな要

求事項は、売手である借手が、リースの一部又は全部の解約に関連する利得又は損失を純損益として認識する

ことを妨げるものではない。

 

本改訂は、2024年１月１日以降に開始される会計期間から遡及適用され、早期適用も認められている。本改

訂による当行グループ及び当行の財務諸表に与える重要な影響はない。

 

MFRS第７号「金融商品: 開示」の改訂「サプライヤー・ファイナンス契約」

 

本改訂の開示の要求事項は、現行の要求事項を拡充し、サプライヤー・ファイナンス契約が企業の負債、

キャッシュ・フロー及び流動性リスク・エクスポージャーに及ぼす影響を、財務諸表利用者が理解できるよう

にすることを意図している。

次へ
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2.　会計方針（続き）

 

2.4　会計方針及び開示における変更（続き）

 

MFRS第７号「金融商品：開示」の改訂「サプライヤー・ファイナンス契約」 (続き)

 

本改訂では、サプライヤー・ファイナンス契約の特徴を明確化している。これらの契約では、１つ又は複数

の資金供給者が、企業が仕入先に支払うべき金額を支払う。企業は、資金供給者が企業の仕入先に支払う日と

同日又はそれより後の日に、契約の条件に従って資金供給者とこれらの金額を決済することに同意する。その

結果、サプライヤー・ファイナンス契約は、当初の支払期日と比較して、企業に対する支払条件を延長させ

る、又は企業の仕入先に対する支払条件を早期化することになる。

 

サプライチェーン・ファイナンス、ペイヤブル・ファイナンス、リバース・ファクタリング契約など、これ

らの契約の説明に異なる用語が用いられている。保証として使用される信用状を含む金融保証など、企業に対

する信用補完のみを目的とする契約はサプライヤー・ファイナンス契約ではない。同様に、クレジットカード

のように仕入先と直接支払うべき金額を決済するために使用される手段もサプライヤー・ファイナンス契約で

はない。

 

本改訂は2024年１月１日以降に開始される会計年度から適用される。早期適用が認められているものの、そ

の旨の開示が必要である。本改訂が当行グループ及び当行の財務諸表に与える重要な影響はない。

 

MFRS第107号「キャッシュ・フロー計算書：開示」の改訂「サプライヤー・ファイナンス契約」

 

本改訂は、企業に対して、サプライヤー・ファイナンス契約が負債及びキャッシュ・フローに与える影響に

ついて、下記を含む情報を提供することを求めている。

 

・　契約条件

 

・　報告期間の期首及び期末現在での

 

a.　 資金供給者がすでに対応する営業債務の決済を行っている金融負債の帳簿価額及び関連表示科目

 

b.　 資金供給者が支払うべき金融負債と、サプライヤー・ファイナンス契約の一部ではない比較可能な

買掛金の支払期日の範囲

 

c.　 サプライヤー・ファイナンス契約に係る金融負債の帳簿価額及び当該負債が表示されている科目
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2.　会計方針（続き）

 

2.4　会計方針及び開示における変更（続き）

 

MFRS第107号「キャッシュ・フロー計算書：開示」の改訂「サプライヤー・ファイナンス契約」 (続き)

 

本改訂は、企業に対して、サプライヤー・ファイナンス契約が負債及びキャッシュ・フローに与える影響に

ついて、下記を含む情報を提供することを求めている。 (続き)

 

・　金融負債の帳簿価額のうち、比較可能ではない、サプライヤー・ファイナンス契約に係る金融負債の帳

簿価額における非資金変動の種類及び影響

 

本改訂は2024年１月１日以降に開始される会計年度から適用される。早期適用が認められているものの、そ

の旨の開示が必要である。本改訂が当行グループ及び当行の財務諸表に与える重要な影響はない。

 

MFRS第101号の改訂「財務諸表の表示－特約条項付の非流動負債」

 

本改訂により以下が明確化されている。

 

・　決済を延期する権利

・　予想される延期

・　企業自身の資本性金融商品による決済

・　開示

 

本改訂はMFRS第108号「会計方針、会計上の見積りの変更及び誤謬」に従い、2024年１月１日以降に開始され

る会計年度から遡及的に適用される。早期適用も認められているが開示が必要である。本改訂が当行グループ

及び当行の財務諸表の作成に与える重要な影響はない。
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定

 

当行グループ及び当行の財務書類を作成するに当たり、経営者には、会計方針の適用、収益、費用、資産及び負債

の報告金額及びその開示、並びに偶発債務の開示に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定を行うことが要求される。こ

れらの見積り及び判断は、現在の事象や活動に関して経営者が知る限りの知識に基づいているが、実際の結果は異な

る可能性がある。最も重要な判断及び見積りは以下の通りである。

 

3.1　継続企業

 

当行グループ及び当行の経営者は継続企業として存続する能力について評価を行い、当行グループ及び当行

が、予見可能な将来における事業の継続のための資源を有していると確信している。さらに、経営者は当行グ

ループ及び当行の継続企業として存続する能力に対して重要な疑義を生じさせるような重大な不確実性を認識

していない。したがって、財務書類は引き続き継続企業の前提で作成されている。

 

3.2　金融投資ポートフォリオの減損（注記10、11及び45）

 

償却原価又はFVOCIで測定される金融資産のECLの測定は、複雑なモデルの使用に加え、将来の経済状況と信

用行動に関する重要な仮定が必要とされる分野である。

 

減損の検討に当たり、以下の通り経営者の判断が求められる。

 

(ⅰ)　特定の兆候、とりわけ発行体又は債務者の経営悪化、発行体又は債務者の信用度の悪化等に基づく、投

資の減損の判定、及び

 

(ⅱ)　以下を反映した予想信用損失の決定

 

(a)　起こり得る様々な結果を評価することによって決定される、偏りのない、確率加重平均された金額

 

(b)　貨幣の時間価値、及び

 

(c)　過去の事象、現在の状況、及び将来の経済状況の予測に関する、報告日現在で過大なコストや労力

を掛けずに利用可能な合理的で裏付け可能な情報
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.2　金融投資ポートフォリオの減損（注記10、11及び45）（続き）

 

エマージング・リスクによる、オーバーレイとモデル適用後の調整は相当の程度の判断を伴うほか、ECLを見

積る上で将来予測的な評価における不確実性に対する経営陣の見方を反映したものである。この影響は注記3.4

に概要がまとめられている。

 

3.3　FVTPL金融資産/金融投資（注記８及び注記９）、FVOCI金融投資（注記10）、FVOCIで測定する貸出金及びその

他の債権（注記12）、デリバティブ金融商品（注記13）及びFVTPL金融負債（注記25）の公正価値の見積り

 

公正価値で測定する金融商品の公正価値を活発な市場から導出できない場合、当該公正価値は様々な評価技

法を使用して決定される。評価技法には割引キャッシュ・フロー法、オプション価格算定モデル、信用モデル

及びその他の関連する評価モデルが含まれる。

 

このようなモデルへのインプットは、可能な場合には観察可能な市場から入手する。しかし、当該情報の入

手が困難な場合には、公正価値の算定上、一定の判断が求められる。詳細は注記54を参照のこと。

 

3.4　貸出金及びその他の債権に関する減損損失（注記12、26及び44）

 

当行グループ及び当行は、損益計算書上に減損損失を計上すべきかどうかの評価のために、報告日において

個別に重要な貸出金及びその他の債権の見直しを行っている。とりわけ、減損損失の判定時における将来

キャッシュ・フローの金額及びタイミングの見積りに経営者の判断が求められる。キャッシュ・フローの見積

りに当たり、当行グループ及び当行は、借手又は顧客の財務状況及び担保の正味実現価額について判断を行

う。見積りは複数の要素に基づくため、実際の結果は異なり得ることから、引当金に対して将来的に変更が必

要となる可能性がある。
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.4　貸出金及びその他の債権に関する減損損失（注記12、26及び44）（続き）

 

MFRS第９号に基づく当行グループ及び当行の予想信用損失（ECL)の算定は、可変的なインプットの選択及び

その相互依存関係に関する多くの仮定を基礎として構成される、複雑なモデルのアウトプットである。

 

会計上の判断及び見積りであるとみなされるECLモデルの要素には以下が含まれる。

 

(ⅰ)　個々の格付けにPDを割り当てる内部格付けモデル

 

(ⅱ)　信用リスクの著しい増大の可能性及び金融資産の引当金を全期間ECLベースで測定すべきかを決定する質

的情報の評価基準

 

(ⅲ)　ECLが集合的に評価される場合の金融資産の区分

 

(ⅳ)　様々な計算式とインプットの選択を含むECLモデルの開発

 

(ⅴ)　マクロ経済シナリオと、失業率水準や担保価値、PD、EAD、LGDへの影響といった経済的なインプットと

の関係の決定

 

(ⅵ)　ECLモデルに取り込む経済的なインプットを導出するための、将来予測的なマクロ経済シナリオとその確

率加重の選択

 

ECLへのオーバーレイと調整

 

現行のMFRS第９号のモデルは再調整中であり、現在の経済環境から生じるエマージング・リスクを考慮する

と、十分に信頼性のあるECLの水準の導出が見込めないことから、当会計年度末時点の全体として十分な水準の

ECLを決定するため、オーバーレイとモデル適用後の調整が行われている。

 

これらのオーバーレイとモデル適用後の調整は、モデル化の結果でも捕捉できない以下のリスク要因を反映

するために行われている。

 

a)　高インフレと金利情勢による不確実性の高まりを考慮した、最新のマクロ経済予測

b)　高リスクかつ影響を受けやすいセクター、及び

c)　気候関連事項(物理的リスク及び移行リスク)の影響及び延滞やデフォルトを含む経済活動への影響
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.4　貸出金及びその他の債権に関する減損損失（注記12、26及び44）（続き）

 

これらのオーバーレイとモデル適用後の調整は相当の程度の判断を伴い、ECLの推計にあたって将来予測的な

評価における不確実性に対する経営陣の見方を反映したものである。経済環境の変化に伴い、経営判断に基づ

く調整要因も継続して変化する。

 

返済支援を受けた借手又は顧客は、個別に返済能力がないと判断された、又は他のリスク・トリガーがあ

る、又はその後に信用リスクが著しく増大したという兆候が示されない限り、引き続き現在のステージにとど

まる。このオーバーレイとモデル適用後の調整は、ECLのオーバーレイの十分な水準を決定する際にあたり、

ポートフォリオ単位と各債務者単位の両方で行われている。

 

これらのモデル適用後の調整の影響は、ポートフォリオ単位及び影響を受けやすい債務者単位で見積もら

れ、2023年12月31日現在、当行グループで4,597.0百万マレーシア・リンギット（2022年：3,887.8百万マレー

シア・リンギット）、当行で3,212.0百万マレーシア・リンギット（2022年：2,881.8百万マレーシア・リン

ギット）に上っている。

 

当行グループは、1.7十億マレーシア・リンギット(RM)のマネジメント・オーバーレイを維持し、現在の経済

情勢から生じる資産の質に関するリスクを見越して、その65％をリテール・ポートフォリオ及びリテール中小

企業(「SME」)ポートフォリオに割り当てた。

 

これらのオーバーレイは、注記3.2で示した通り、金融投資ポートフォリオの減損に関する影響度評価を含ん

でいる。

 

3.5　投資不動産の評価（注記16）

 

投資不動産の公正価値測定は、類似の不動産の取引価格という市場における証拠を参考にして求められ、一

般に認められる関連のある専門資格を持ち、評価対象の不動産の立地及び種類に関して最新の経験を有する独

立不動産鑑定人により行われる。

 

3.6　子会社への投資（注記18）並びに関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分（注記19）の減損

 

当行グループ及び当行は、報告日ごとに子会社への投資並びに関連会社及びジョイント・ベンチャーに対す

る持分の減損の兆候があるかどうかの評価を行っている。

 

兆候がある場合、これらの投資の減損の検討が行われる。減損の検討においては、当該投資の帳簿価額と見

積回収可能額の比較が行われる。
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.6　子会社への投資（注記18）並びに関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分（注記19）の減損（続

き）

 

子会社への投資並びに関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分に関する当行グループの会計方針

の適用の過程で、経営者は以下の通り判断を行う。

 

(ⅰ)　当行グループは、投資が減損しているかどうかを、特定の減損の兆候、とりわけ帳簿価額と市場価額と

の間の長期的な乖離、投資に悪影響を及ぼす重要な変化、及び経済環境の観測された変化による投資の

運用実績の悪化等にしたがって判断する。

 

(ⅱ)　経営者は、投資の性質及び関連する立地により、適切な評価モデル、とりわけ割引将来キャッシュ・フ

ロー、又は直近の取引の相場価格に基づく見積公正価値などを選択するための判断を行う。

 

経営者は、適切な評価モデルが選択された後には、個別の投資の回収可能額を見積もるために将来に関する

一定の仮定を形成する。報告日におけるこれらの仮定及び見積りの不確実性のその他の重要な要素には、翌年

度中の投資の帳簿価額に重要な調整が必要となる重要なリスクを有する可能性がある。個別の投資にもよる

が、経営者の仮定には、とりわけ予想将来キャッシュ・フローに関する仮定、収益成長率、ターミナルバ

リュー、関連するリスクを組み込んだ、将来キャッシュ・フローを割り引くために使用する割引率及び一定の

過去の傾向に基づいて見込まれる将来業績等が含まれる。

 

仮定の変更に対する感応度

 

経営者は、上記に記載した主要な仮定に関して、合理的に予測し得るいかなる変更によっても当該投資の帳

簿価額が回収可能価額を著しく上回ることはないと考えている。

 

3.7　のれんの減損（注記22(ⅰ)）

 

当行グループは年に一度、VIU法によりCGUの回収可能価額を測定し、耐用年数を確定できないのれんが減損

しているかどうかをテストする。測定に当たっては、将来キャッシュ・フロー予測、永久成長率及び割引率の

使用が必要となる。経営者の使用する仮定、特に割引率及びターミナルバリューの変更は、減損評価の結果に

影響を与える可能性がある。
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.8　繰延税金（注記28）及び法人所得税（注記47）

 

当行グループ及び当行は様々な法域の法人税の対象となっており、法人税引当金の見積りには重要な判断が

要求される。しばらく先まで最終結果が出ない多くの取引や税法の解釈が存在する。税金に係る負債は追加の

税金が必要となるかどうかの見積りに基づいて認識される。見積りプロセスには、必要な場合、税処理に関す

る助言を求めることも含まれる。課税に係る最終的な負債が当初計上額と異なる場合、その差額は、その見積

りが修正される、又は最終的な負債が確定した期間の法人税及び繰延税金に係る引当金に影響を与えることと

なる。

 

繰延税金資産は、欠損金に使用できる課税所得が生じる可能性が高い範囲内で、欠損金に対して認識されて

いる。将来のタックス・プランニング戦略とともに、将来予測し得る課税所得の時期及びその程度に基づい

て、認識可能な繰延税金資産の金額を算定するための判断が要求される。

 

3.9　保険事業に係る負債（注記14）

 

保険契約及びタカフル証書の測定

 

損害保険負債/ジェネラル・タカフル負債及び生命保険負債/ファミリー・タカフル負債の見積りにおいて

は、検討が必要ないくつかの不確実性を持つ要素がある。

 

見積り及び基礎となる仮定は、継続的に見直しが行われている。会計上の見積りの修正は、見積りが修正さ

れた期間及び影響を受ける将来の期間に認識される。

 

損害保険負債/ジェネラル・タカフル負債及び生命保険負債/ファミリー・タカフル負債の測定における見積

りの不確実性及び重要な判断の主な重要分野は以下の通りである。

 

(ⅰ)　将来キャッシュ・フローの見積り

 

将来キャッシュ・フローを見積もる際に、当行グループは、報告日現在において過大なコストや労力

を掛けずに利用可能な、すべての合理的で裏付け可能な情報を、偏りのない方法で織り込んでいる。こ

の情報には、保険金請求や他の実績に関する内外の過去データが含まれ、将来の事象に関する現在の予

想を反映させるように更新されている。

 

将来キャッシュ・フローの見積りは、報告日現在における現在の状況に関する当行グループの見解

と、それらのキャッシュ・フローに影響を与え得る将来の事象についての現在の予想を反映している。
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.9　保険事業に係る負債（注記14）（続き）

 

保険契約及びタカフル証書の測定（続き）

 

損害保険負債/ジェネラル・タカフル負債及び生命保険負債/ファミリー・タカフル負債の測定における見積

りの不確実性及び重要な判断に関する主な重要分野は以下の通りである。（続き）

 

(ⅰ)　将来キャッシュ・フローの見積り（続き）

 

契約/証書の境界線内のキャッシュ・フローとは、契約/証書の履行に直接関連するキャッシュ・フ

ローであり、当行グループが金額又は時期に関する裁量を有するものを含む。これらには、保険契約者/

加入者に対する（又は保険契約者に代わる）支払い、保険/タカフル獲得キャッシュ･フロー及び契約/証

書の履行に伴って発生するその他の費用が含まれる。保険/タカフル獲得キャッシュ･フロー及び契約/証

書の履行に伴って発生するその他の費用は、直接費と、固定間接費・変動間接費の配分の両方で構成さ

れている。

 

キャッシュ・フローは、保険/タカフル獲得活動やその他の契約履行に係る活動に直接的又は各事業部

門が実施する活動の種類に基づく見積りに応じて配分される。保険/タカフル獲得活動やその他の契約履

行に係る活動に起因するキャッシュ・フローは、規則的かつ合理的で、保険料総額、保険契約数、保険

金請求件数などに基づき、類似した特性を有するすべての費用に首尾一貫して適用される方法を用いて

契約/証書のグループに配分される。

 

将来キャッシュ・フローを見積もる際に使用される主要な仮定は、死亡率、罹患率、平均余命及び解

約失効率である。

 

(ⅱ)　割引率

 

損害保険事業/ジェネラル・タカフル事業では、保険契約負債/タカフル証書の負債をリスクフリーの

割引率を用いて算定している。

 

マレーシアの生命保険事業及びファミリー・タカフル事業では通常、当行グループはリスクフリー・

レートに非流動性プレミアム(該当する場合)を加えた利率で割引率を決定している。リスクフリー・

レートは政府証券の利回りを参照して決定され、非流動性プレミアムは低リスク資産や社債を含む観察

可能な市場金利を参照して決定される。イールド・カーブは、最終流動性点（Last Liquid Point）と、

長期の実質金利及びインフレ予想を反映した終局フォワード・レートとの間で推計（外挿）される。な

お、終局フォワード・レートは変更される可能性があるものの、長期予想に大幅な変更をもたらす兆候

がある場合に限定される予定である。
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.9　保険事業に係る負債（注記14）（続き）

 

保険契約及びタカフル証書の測定（続き）

 

損害保険負債/ジェネラル・タカフル負債及び生命保険負債/ファミリー・タカフル負債の測定における見積

りの不確実性及び重要な判断に関する主な重要分野は以下の通りである。（続き）

 

(ⅱ)　割引率（続き）

 

シンガポールの生命保険事業では、当行グループは観察された政府証券のイールド・カーブを用いて

リスクフリーの割引率を決定している。非流動性プレミアムの算出にあたっては、シンガポール金融管

理局(Monetary Authority of Singapore、以下「MAS」という。)のリスク・ベース・資本規制による手

法要件に従ってキャリブレーションされたマッチング調整又は非流動性プレミアムを活用している。観

察可能なデータを超える割引率について、最終流動性点（Last Liquid Point）と終局フォワード・レー

ト(ultimate forward rate、以下「UFR」という。)との間の推計（外挿）には、スミス・ウィルソン法

が考慮される。UFRは長期の実質金利及びインフレ予想を反映する。なお、終局フォワード・レートは変

更される可能性があるものの、長期予想に大幅な変更をもたらす兆候がある場合に限定される見込みで

ある。

 

(ⅲ)　非金融リスクに係るリスク調整

 

非金融リスクに係るリスク調整は、当行グループが非金融リスクの負担に対して要求するであろう報

酬及びリスク回避の程度を反映して決定される。当行グループは、保険契約/タカフル証書及び再保険契

約/再タカフル証書の両方の非金融リスクに係るリスク調整を決定する際に、信頼水準技法を適用してい

る。

 

信頼水準技法により、当行グループは各報告日における将来キャッシュ・フローの期待値の確率分布

を見積り、将来の全期間にわたる関連リスクを考慮したうえで、目標信頼水準におけるバリュー・アッ

ト・リスクが将来キャッシュ・フローの予想現在価値を超過する額を、非金融リスクに係るリスク調整

として算定している。目標信頼水準は75パーセンタイルであり、保険会社/タカフル事業者に対するリス

ク・ベース・キャピタル・フレームワークに基づくBNMの規制要件に沿ったものである。
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.9　保険事業に係る負債（注記14）（続き）

 

保険契約及びタカフル証書の測定（続き）

 

損害保険負債/ジェネラル・タカフル負債及び生命保険負債/ファミリー・タカフル負債の測定における見積

りの不確実性及び重要な判断に関する主な重要分野は以下の通りである。（続き）

 

(ⅳ)　契約上のサービス・マージン

 

CSMは、保険契約/タカフル証書のグループの資産又は負債の構成要素であり、当行グループが将来

サービスを提供するにつれて認識することになる未稼得利益を表している。保険契約/タカフル証書のグ

ループに係るCSMの金額は、その期間に保険契約/タカフル証書のグループに基づいて提供されたサービ

スを反映するために、保険/タカフル収益として各期間の純損益に認識される。この金額は下記によって

決定される。

 

・　グループの中のカバー単位を識別する。

 

・　当期の末日現在のCSM（当期に提供されたサービスを反映するために純損益に金額を認識する前）

を、当期に提供された各カバー単位と将来に提供されると見込まれる各カバー単位に同等に配分

する。

 

・　当期に提供されたカバー単位に配分した金額を純損益に認識する。

 

グループの中のカバー単位の数は、当該グループの中の契約/証書で提供されるカバーの量であり、各

契約/証書について、提供される給付の量とその予想期間を考慮して決定される。

 

生命保険契約/ファミリー・タカフル証書のグループの場合、給付の量は、契約/証書のカバー期間に

わたり契約上合意された金額の合計である。保険契約/タカフル証書の各グループのカバー単位の合計

は、支払保険金の残存カバーの減少、期間内の契約/証書の失効及び解約予想を調整して各報告期間末に

再評価される。その後、当期に提供された各カバー単位と将来に提供されると見込まれる各カバー単位

の確率加重平均期間に基づいて配分される。
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3.　重要な会計上の判断、見積り及び仮定（続き）

 

3.10　確定給付制度(注記26(ⅰ))

 

確定給付制度及びその他の従業員給付の費用及び年金債務の現在価値は、数理評価を使用して決定される。

数理評価は将来の実際の進展とは異なる可能性のある様々な仮定を含んでいる。仮定には、割引率の決定、投

資に関する期待運用収益率、将来の昇給、死亡率、退職率及び将来の年金増加等が含まれている。評価の複雑

性及びその長期性の性質により、確定給付債務はこれらの仮定の変動に対する感応度が高い。すべての仮定は

報告日ごとに見直しされている。

 

適切な割引率の決定に当たり、経営者は、関連する通貨でかつ確定給付債務に見込まれるデュレーションに

対応して満期の近似する優良国債の利率/利益率を検討する。

 

死亡率は、特定の国について公表されている死亡率表に基づいている。将来の昇給及び年金の増加は各国の

将来インフレ率の予想に基づいている。

 

使用された仮定（感応度分析を含む。）に関する詳細は注記26(ⅰ)(d)を参照のこと。

 

3.11　みなし支配ストラクチャード・エンティティ（注記64(b)）

 

当行グループは多数のフィクスト・インカム・ファンド及び株式ファンドを有しており、当行グループは当

該ファンドのファンド運用者として、代理人ではなく本人として行動しているとみなされている。そのことに

より、当行グループは、注記2.2に記載する会計方針に基づき、これらの事業体を支配しているとみなされ、こ

れらの事業体を連結している。

 

3.12　リース - 延長オプション（注記21及び26(ⅳ)）

 

当行グループ及び当行は、リース期間の延長オプションが行使されることが合理的に確実な場合にはその延

長オプションの対象期間、また解約オプションが行使されないことが合理的に確実な場合にはその解約オプ

ションの対象期間も含めたリース期間を、リースの解約不能期間であると考えている。

 

当行グループ及び当行は一部のリース契約において、さらに３年から９年の間当該資産をリースするオプ

ションを有している。当行グループ及び当行は、延長オプションを行使することが合理的に確実かどうかを評

価する際に判断を用いている。すなわち、延長オプションを行使する上で経済的インセンティブを生じさせる

すべての関連性のある要素を検討する。リース開始日以降、当行グループ及び当行は、統制の及ぶ範囲にあ

り、かつ延長オプションの行使（又は延長オプションを行使しない）能力に影響を及ぼす重大な事象及び状況

の変化（事業戦略の変更など）が発生した場合、リース期間の再評価を行う。建物及びIT備品の資産は当行グ

ループ及び当行の業務にとって重要であることから、当行グループ及び当行はこれらのリース契約の延長期間

をリース期間の一部に含めている。
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4.　公表済未発効の基準及び基準の年次改善

 

当行グループ及び当行の財務書類の公表日までにマレーシア会計基準委員会（「MASB」）が発行したものの、未発

効の新MFRS及び現行MFRSの改訂は以下の通りである。当行グループ及び当行は、該当する場合には、これらの基準及

び基準の年次改善が発効された時点で適用することとしている。

 

基準等

 発効年度

（以下の日付以降に開始する年度）

MFRS第121号「外国為替レート変動の影響」の改訂「交換可能性の欠

如」

 

2025年１月１日

MFRS第９号「金融商品」及びMFRS第７号「金融商品:開示」の改訂「金

融商品の分類及び測定」

 

2026年１月１日

MFRS第９号「金融商品」及びMFRS第７号「金融商品:開示」の改訂「自

然依存電力を参照する契約」

 

2026年１月１日

「MFRS会計基準の年次改善－第11集」  2026年１月１日

MFRS第18号「財務諸表における表示及び開示」  2027年１月１日

MFRS第19号「公的説明責任のない子会社：開示」  2027年１月１日

MFRS第10号の改訂「連結財務諸表」及びMFRS第128号「関連会社及び

ジョイント・ベンチャーに対する投資」の改訂「投資者とその関連会

社又はジョイント・ベンチャーとの間の資産の売却又は拠出」

 

延期
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4.　公表済未発効の基準及び基準の年次改善（続き）

 

MFRS第121号「外国為替レート変動の影響」の改訂「交換可能性の欠如」

 

本改訂は、企業がある通貨が交換可能であるかどうかをどのように評価すべきか、また、交換可能性がない場合に

どのように直物為替レートを決定すべきかを明確にするとともに、財務諸表利用者が、交換可能でない通貨の影響を

理解可能な情報の開示を要求している。

 

本改訂は、2025年１月１日以降に開始される会計年度から適用され、早期適用も認められているが、その場合、企

業はその事実を開示しなければならない。本改訂が当行グループ及び当行の財務諸表の作成に与える重要な影響はな

いと見込まれている。

 

MFRS第９号「金融商品」及びMFRS第７号「金融商品:開示」の改訂「金融商品の分類及び測定」

 

本改訂では以下が明確化されている。

 

・　金融負債は、「決済日」時点、すなわち、関連する債務が履行される、取り消される又は失効する、あるいは

負債が認識の中止の要件を満たす時点で認識が中止される。また、本改訂は、電子送金システム(「EPS」)を

使用して決済される金融負債について、一定の条件が満たされる場合には決済日前に認識を中止する会計方針

の選択も導入している。

 

・　ESG連動要素及びその他の類似の偶発的特性を含む金融資産の契約上のキャッシュ・フローの特性の評価

 

・　ノンリコース資産及び契約上リンクしている金融商品(「CLI」)の取扱い

 

MFRS第７号の改訂により、偶発的事象に関連する契約条件(ESGに連動するものを含む)を伴う金融資産及び金融負

債並びにその他の包括利益を通じて公正価値で測定される資本性金融商品について、追加の開示が求められる。

 

新たな要求事項は遡及適用され、利益剰余金の期首残高を修正する。過年度について修正再表示する必要はない

が、修正再表示を行う場合は事後的判断を用いてはならない。事業体は、本改訂により測定区分が変更される金融資

産に関する情報を開示しなければならない。　

 

本改訂は、2026年１月１日以降に開始する会計年度から適用される。事業体は、金融資産の分類及び関連する開示

に関してのみ本改訂を早期適用し、他の改訂については後から適用することも可能である。本改訂が当行グループ及

び当行の財務書類の作成に与える重要な影響はないと見込まれている。
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4.　公表済未発効の基準及び基準の年次改善（続き）

 

MFRS第９号「金融商品」及びMFRS第７号「金融商品:開示」の改訂「自然依存電力を参照する契約」

 

本改訂では以下が明確化されている。

 

・　電力購入契約(「PPA」)のように自己使用の例外規定を満たす自然依存電力を参照する契約については、企業

はIFRS第９号による金融商品会計の適用範囲から除外することが認められている。その代わり、当該PPAは通

常の営業費用の一部として非金融商品項目の契約として扱われる。電力購入が売却又は売買用資産としての使

用を目的とされておらず、自社の業務上の必要性に応じて使用することを目的として購入した場合には、自己

使用の例外規定が適用される。企業は、購入予定電力量が企業の予想される電力使用の必要に即するものと見

込んでおり、且つ、購入した電力を実際に使用する必要がある

 

・　一方、PPAが自己使用の例外規定を満たさない場合には、当該契約はデリバティブとして認識され、純損益を

通じて公正価値で評価される(以下「FVTPL」)。ヘッジ会計の適用により、企業はPPAに係る将来の電力売買に

係る価格変動のヘッジに合わせた会計処理を行い、損益の変動性を低減することができる。

 

本改訂により、企業は、特定のPPAに対して自己使用の例外規定を適用することができる。つまり、当該契約が財

政状態計算書に認識されないことを意味するが、この場合、企業は以下を追加開示しなければならない。

 

・　企業をリスクに晒す契約上の特徴に関する情報として、基礎となる電力量の変動性及び企業が電力を使用でき

ない引渡間隔において電力を購入することが要求されるリスク

・　適切な期間区分による、電力購入に係る未認識の契約上の義務から生じる見積将来キャッシュ・フロー

・　不利な契約となる可能性があるかどうかを企業がどのように評価するのかに関する定性的情報

・　企業が電力の「正味の購入者」であったかどうかを評価するために用いた情報に基づく、電力購入から生じた

コスト及び未使用電力の売却から生じた収入に関する定性的及び定量的な情報。

 

本改訂は、2026年１月１日以降に開始する事業年度から適用され、早期適用が認められている。本改訂が当行グ

ループ及び当行の財務諸表の作成に与える重要な影響はないと見込まれている。
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4.　公表済未発効の基準及び基準の年次改善（続き）

 

MFRS第18号「財務諸表における表示及び開示」

 

MFRS第18号「財務諸表における表示及び開示」はMFRS第１号「財務諸表の表示」に置き換わる。MFRS第18号は、損

益計算書に新たな区分と小計を導入している。また、経営者が定義した業績指標（「MPMs」）の開示が要求されるほ

か、財務情報の表示箇所、集約及び分解に関する新たな要求事項も含まれている。

 

損益計算書において、事業体は、損益計算書に計上される収益及び費用を「営業区分」、「投資区分」及び「財務

区分」の新たな３つの区分に分類することが求められる。また、MFRS第18号は、事業体に対し、「営業損益」と「財

務・法人所得税控除前損益」の２つの新しい小計の表示を要求している。

 

事業体は、その収益及び費用をMFRS第18号で要求される区分に分類するために、資産への投資又は顧客にファイナ

ンスを提供するという「主要な事業活動」を有するか否かを評価する必要がある。これは、特定の分類に係る要求事

項がそのような事業体に適用されるためである。事業体が特定の主要な事業活動を有するかどうかは事実及び状況に

基づいており、判断を要する。１つの事業体が複数の主要な事業活動を有する場合がある。

 

MFRS第18号は、MPMの概念を導入し、MPMを「事業体の財務業績の一側面についての経営者の見方を財務諸表の利用

者に伝えるために、一般とのコミュニケーションで財務諸表外において使用する収益及び費用の小計」と定義してい

る。MFRS第18号は、事業体にすべてのMPMに関する情報を財務諸表への単一の注記において開示することを要求して

おり、各MPMについて、指標がどのように計算されているか、MFRS第18号又は他の基準書で規定されている小計のう

ち、最も比較可能なものとの調整表を含む複数の開示を要求している。

 

MFRS第18号は、基本財務諸表における情報の「表示」と注記における情報の「開示」を区別し、基本財務諸表及び

注記の特定された「役割」に基づいて情報をいずれに含めるかを決定するという原則を導入している。MFRS第18号

は、類似した特性及び類似していない特性を参照して、情報を集約し分解することを要求している。
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4.　公表済未発効の基準及び基準の年次改善（続き）

 

MFRS第18号「財務諸表における表示及び開示」 (続き)

 

他の基準書に生じる間接的な改訂

 

・　MFRS第107号 「キャッシュ・フロー計算書」- 本改訂には、間接法を用いる事業体は、営業活動からのキャッ

シュ・フローを算定する出発点を「純損益」から「営業損益」へ変更することが含まれている。また、キャッ

シュ・フロー計算書における配当及び利息から生じるキャッシュ・フローの分類の選択の余地は大幅に縮小さ

れる。

 

・　MFRS第133号「１株当たり利益」- 本改訂は、計算に使用される分子が特定の要求事項を満たす場合に限り、

企業は追加的な１株当たりの金額を開示することが認められる要求事項が追加される。分子は、(i)親会社の

普通株主に帰属する金額であり、(ii) MFRS第18号に特定される合計若しくは小計又はMFRS第18号で定義して

いるMPMでなければならない。

 

・　MFRS第101号「財務諸表の表示」- 一部の要求事項がMFRS第108号に移管することから、表題もMFRS第108号

「財務諸表の作成の基礎」に変更されている。

 

・　MFRS第134号「期中財務報告」が改訂され、MPMの開示が要求されている。

 

MFRS第18号及び他の基準に結果的に生じる改訂は、2027年１月１日以降に開始する報告期間に適用され、遡及的に

適用される。早期適用が認められるが、その旨を開示する必要がある。当行グループは、発効日に本基準を適用する

ことによる潜在的な影響について、目下分析中である。

 

MFRS第19号「公的説明責任のない子会社：開示」

 

MFRS第19号「公的説明責任のない子会社：開示」により、適格事業体は、他のMFRS会計基準書における認識、測定

及び表示の要求事項を引き続き適用するが、それらの基準書による開示の要求事項を、削減された開示の要求事項に

置き換えることを選択できる。特段の明示がない限り、MFRS第19号の適用を選択した適格事業体は、他のMFRS会計基

準における開示の要求事項を適用する必要はない。

 

事業体は、報告期間末現在において以下の場合にMFRS第19号の適用を選択することができる。

 

・　MFRS第10号「連結財務諸表」に定義される子会社である。

 

・　公的説明責任がない。

 

・　MFRS基準に準拠した、一般の使用のために利用可能な連結財務諸表を作成する最終的な又は中間的な親会社が

ある。
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4.　公表済未発効の基準及び基準の年次改善（続き）

 

MFRS第19号「公的説明責任のない子会社：開示」(続き)

 

MFRS第19号を適用する事業体には、一般的なMFRS会計基準への準拠表明の一部としてその旨を開示することが求め

られる。MFRS第19号は、財務諸表がMFRS第19号を含むMFRS会計基準に準拠している事業体に対し、かかる準拠につい

て明示的かつ完全な表明を行うことを要求している。

 

MFRS第19号は2027年１月１日以降に開始する報告期間に適用され、早期適用が認められている。当行グループは、

発効日に本基準を適用することによる潜在的な影響について、目下分析中である。

 

適格事業体が早期適用を選択した場合には、その旨を開示することが求められる。事業体は、当該基準を適用する

最初の期間(年次及び中間)において、MFRS第19号又は他のMFRS会計基準で認められている場合又は要求されている場

合を除き、比較対象期間の開示をMFRS第19号に基づく当期に含まれる開示と整合させる必要がある。

 

MFRS第10号「連結財務諸表」の改訂及びMFRS第128号「関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する投資」の改訂

「投資者とその関連会社又はジョイント・ベンチャーの間での資産の売却又は拠出」

 

本改訂により以下が明確化されている。

 

・　投資者とその関連会社又はジョイント・ベンチャーとの間の事業を構成しない資産に伴う取引から生じた純損

益は、当該企業の財務書類において、関連会社又はジョイント・ベンチャーに対する当該投資者と関連のない

投資者の持分の範囲内でのみ認識される。

 

・　関連会社又はジョイント・ベンチャーに対する事業を構成する資産の売却又は拠出に伴う取引から生じた純損

益は、全額認識される。

 

本改訂はマレーシア会計基準委員会（「MASB」）が決定する日以降に開始する会計年度に発生する資産の売却又は

拠出に対し、将来に向かって適用され、早期適用も認められている。本改訂による当行グループ及び当行の財務諸表

に与える重要な影響はないと見込んでいる。

 

次へ
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5.　現金及び短期資金

 

  当行グループ  当行

 2024年  2023年 2024年  2023年

注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

         

現金残高及び金融機関預け金  37,126,959  26,074,369  27,218,238  20,067,341

コール・マネー  3,426,891  2,866,184  -  -

  40,553,850  28,940,553  27,218,238  20,067,341

         

減損損失引当金 (ⅰ) (31,330) (36,518) (5,962) (7,041)

  40,522,520  28,904,035  27,212,276  20,060,300

 

報告日現在の当行グループの顧客分別金信託は約3,834,295,000マレーシア・リンギット（2023年：3,978,426,000

マレーシア・リンギット）である。当該金額は財務報告基準推進委員会（｢FRSIC｣）コンセンサス18に基づき、当行

グループの現金及び短期資金から除外されている。当行は報告日現在、顧客分別金信託は保有していない。

 

(ⅰ)　現金及び短期資金の帳簿価額総額並びに関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、現金及び短期資金の帳簿価額総額の変動が

損失引当金の変動にもたらした主な影響の内容は以下の通りである。

 

-　当行グループ及び当行におけるステージ１に分類された資産に対するECLの減少は、現金及び短期資金の帳簿価

額総額は全体的に増加したものの、信用リスクがより低い金融資産であることによりECLが減少した結果による

ものである。
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5.　現金及び短期資金（続き）

 

(ⅰ)　現金及び短期資金の帳簿価額総額並びに関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 36,518  -  -  36,518

引当金の変動純額 (4,191) -  -  (4,191)

為替換算差額 (997) -  -  (997)

2024年12月31日現在 31,330  -  -  31,330

 

当行        

        

2024年１月１日現在 7,041  -  -  7,041

引当金の変動純額 (1,137) -  -  (1,137)

為替換算差額 58  -  -  58

2024年12月31日現在 5,962  -  -  5,962

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、現金及び短期資金の帳簿価額総額の変動が

損失引当金の変動にもたらした主な影響の内容は以下の通りである。

 

-　当行グループ及び当行におけるステージ１に分類された資産に対するECLの増加は、ECLがごくわずかしか計上

されない現金及び短期資金の帳簿価額総額は減少したものの、当会計年度中に新たに認識された金融資産に係

るECLが増加した結果によるものである。
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5.　現金及び短期資金（続き）

 

(ⅰ)　現金及び短期資金の帳簿価額総額並びに関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2023年12月31日現在（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 16,306  -  -  16,306

引当金の変動純額 19,619  -  -  19,619

為替換算差額 593  -  -  593

2023年12月31日現在 36,518  -  -  36,518

 

当行        

        

2023年１月１日現在 6,447  -  -  6,447

引当金の変動純額 455  -  -  455

為替換算差額 139  -  -  139

2023年12月31日現在 7,041  -  -  7,041

 

 

6.　金融機関預け金

 

  当行グループ  当行

2024年  2023年 2024年  2023年

注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

認可銀行  15,671,243  7,318,806  32,983,290  21,657,106

マレーシア中央銀行  751,714  572,948  751,714  572,948

その他金融機関 (ⅰ) 5,856,290  5,586,566  4,582,438  5,411,882

  22,279,247  13,478,320  38,317,442  27,641,936

減損損失引当金 (ⅱ) (4,215) (6,713) (7,826) (2,825)

  22,275,032  13,471,607  38,309,616  27,639,111

 

(ⅰ) その他金融機関預け金には、資本等価性預金要件により、ニューヨーク州銀行局に担保として差し出しており

当行グループ及び当行が利用できない9.0百万米ドル（2023年：20.0百万米ドル）（マレーシア・リンギット換

算では、40.2百万マレーシア・リンギット相当（2023年：91.8百万マレーシア・リンギット相当））が含まれ

ている。
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6.　金融機関預け金（続き）

 

(ⅱ) 金融機関預け金の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、金融機関預け金の帳簿価額総額の変動が

損失引当金の変動にもたらした主な影響の内容は以下の通りである。

 

-　当行グループのECLの減少は、信用リスクの改善に伴い、当行グループの引当金の再測定純額が減少した結果に

よるものである。

 

-　当会計年度中に組成又は購入した金融資産を認識したことに伴い、当行の金融機関預け金の帳簿価額総額が全

体的に増加した結果、それらに係るECL引当金も増加した。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 6,713  -  -  6,713

引当金の再測定純額 (15,435) -  -  (15,435)

新たに組成又は購入した金融資産 14,909  -  -  14,909

認識中止された金融資産 (506) -  -  (506)

為替換算差額 (1,466) -  -  (1,466)

2024年12月31日現在 4,215  -  -  4,215

        

当行        

        

2024年１月１日現在 2,825  -  -  2,825

引当金の再測定純額 (8,172) -  -  (8,172)

新たに組成又は購入した金融資産 14,665  -  -  14,665

認識中止された金融資産 (87) -  -  (87)

為替換算差額 (1,405) -  -  (1,405)

2024年12月31日現在 7,826  -  -  7,826
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6.　金融機関預け金（続き）

 

(ⅱ) 金融機関預け金の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、金融機関預け金の帳簿価額総額の変動が

損失引当金の変動にもたらした主な影響の内容は以下の通りである。

 

-　当行グループ及び当行の金融機関預け金の帳簿価額総額の全体的な減少は、金融資産の認識中止によるもので

あり、それに伴いECL引当金も減少した。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 7,404  -  -  7,404

引当金の再測定純額 1,485  -  -  1,485

新たに組成又は購入した金融資産 123  -  -  123

認識中止された金融資産 (3,128) -  -  (3,128)

為替換算差額 829  -  -  829

2023年12月31日現在 6,713  -  -  6,713

        

当行        

        

2023年１月１日現在 5,382  -  -  5,382

引当金の再測定純額 (465) -  -  (465)

新たに組成又は購入した金融資産 123  -  -  123

認識中止された金融資産 (2,900) -  -  (2,900)

為替換算差額 685  -  -  685

2023年12月31日現在 2,825  -  -  2,825
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7.　売戻条件付買入金融資産及び買戻条件付売渡金融資産に関する債務

 

(ⅰ)　売戻条件付買入金融資産は以下の通りである。

 

  当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

外国政府短期証券  451,086  230,570  451,086  230,570

外国政府証券  15,200,345  15,648,287  15,168,001  14,736,950

外国政府債  229,391  694,250  -  -

外国企業社債及びスクーク  363,634  716,110  363,634  716,110

社債及びスクーク  336,389  -  142,358  -

マレーシア政府投資証券  51,588  58,198  1,486,700  -

  16,632,433  17,347,415  17,611,779  15,683,630

減損損失引当金 (a) (1,650) (3,051) (3,452) (2,914)

  16,630,783  17,344,364  17,608,327  15,680,716

 

(a)　売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総

額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響の内容は以下の通りである。

 

-　金融資産の認識中止に伴い、当行グループの売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額が全体として減少し、

それに伴ってECL引当金も減少した。

 

-　当行の売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額の全体的な増加は、主として新規に組成又は購入した金融資

産によるものであり、それに伴ってECL引当金も増加した。
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7.　売戻条件付買入金融資産及び買戻条件付売渡金融資産に関する債務（続き）

 

(ⅰ)　売戻条件付買入金融資産は以下の通りである。（続き）

 

(a)　売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。

（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 3,051  -  -  3,051

引当金の再測定純額 (1,582) -  -  (1,582)

新たに組成又は購入した金融資産 1,599  -  -  1,599

認識中止された金融資産 (80) -  -  (80)

為替換算差額 (1,338) -  -  (1,338)

2024年12月31日現在 1,650  -  -  1,650

        

当行        

        

2024年１月１日現在 2,914  -  -  2,914

引当金の再測定純額 (234) -  -  (234)

新たに組成又は購入した金融資産 932  -  -  932

為替換算差額 (160) -  -  (160)

2024年12月31日現在 3,452  -  -  3,452
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7.　売戻条件付買入金融資産及び買戻条件付売渡金融資産に関する債務（続き）

 

(ⅰ)　売戻条件付買入金融資産は以下の通りである。（続き）

 

(a)　売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。

（続き）

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総

額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響の内容は以下の通りである。

 

-　当行グループのステージ１に分類された資産に係るECLの減少は当会計年度中に認識中止された金融資産によ

るものであったことから、売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額は全体として増加したもののECLは減少す

る結果となった。

 

-　当行の売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額の全体的な増加は、主として当会計年度に新規に組成又は購

入した金融資産によるものであった。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 8,861  -  -  8,861

引当金の再測定純額 440  -  -  440

新たに組成又は購入した金融資産 2,980  -  -  2,980

認識中止された金融資産 (9,142) -  -  (9,142)

為替換算差額 (88) -  -  (88)

2023年12月31日現在 3,051  -  -  3,051

        

当行        

        

2023年１月１日現在 2,221  -  -  2,221

引当金の再測定純額 440  -  -  440

新たに組成又は購入した金融資産 2,842  -  -  2,842

認識中止された金融資産 (2,284) -  -  (2,284)

為替換算差額 (305) -  -  (305)

2023年12月31日現在 2,914  -  -  2,914
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7.　売戻条件付買入金融資産及び買戻条件付売渡金融資産に関する債務（続き）

 

(ⅱ) 買戻条件付売渡金融資産に関する債務は以下の通りである。

 

  当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

純損益を通じて公正価値で

測定する金融投資 9 972,811  8,596,476  5,621,054  8,596,476

その他の包括利益を通じて

公正価値で測定する金融

投資 10(ⅰ) 25,861,115  26,874,912  39,432,006  46,556,132

償却原価で測定する金融投

資 11(ⅴ) 5,997,765  2,601,320  1,901,752  2,000,235

  32,831,691  38,072,708  46,954,812  57,152,843
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8.　当初認識時に純損益を通じて公正価値で測定する（｢FVTPL｣）ものとして指定された金融資産

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

公正価値で計上        

        

マネーマーケット商品：        

マレーシア政府証券 206,439  468,209  -  -

マレーシア政府投資証券 789,579  625,884  -  -

 996,018  1,094,093  -  -

        

上場証券：        

マレーシア国外：        

株式、ワラント、ローン・ストック 28,240  18,681  -  -

 28,240  18,681  -  -

        

非上場証券：        

マレーシア国内：        

社債及びスクーク 11,764,353  12,140,994  -  -

        

マレーシア国外：        

社債及びスクーク 144,723  125,021  -  -

 11,909,076  12,266,015  -  -

        

当初認識時にFVTPLに指定された

金融資産合計 12,933,334  13,378,789  -  -
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9.　純損益を通じて公正価値で測定する（｢FVTPL｣）金融投資

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

公正価値で計上        

        

マネーマーケット商品：        

マレーシア政府証券 2,119,895  5,405,233  2,068,329  5,351,438

マレーシア政府投資証券 1,121,097  2,001,611  862,818  1,449,436

カガマス債 190,507  541,463  -  511,453

譲渡性預金 -  69,421  -  69,421

外国政府証券 4,835,108  3,954,819  4,295,768  3,569,035

マレーシア中央銀行短期証券 2,998,405  2,319,432  2,024,515  2,319,432

マレーシア中央銀行手形 240,989  2,489,316  240,989  1,776,025

 11,506,001  16,781,295  9,492,419  15,046,240

上場証券：        

マレーシア国内：        

株式、ワラント、ローン・ストック 4,509,761  2,672,515  511,108  -

ユニット・トラスト 365,387  355,016  308,271  251,960

        

マレーシア国外：        

株式、ワラント、投資信託、

ローン・ストック 5,938,176  3,414,933  1,161,688  52,120

ユニット・トラスト 1,960,320  1,660,089  315,382  308,358

社債及びスクーク 1,620,425  2,047,106  -  -

政府債 206,435  732,563  -  -

政府短期証券 34,481  17,400  -  -

 14,634,985  10,899,622  2,296,449  612,438
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9.　純損益を通じて公正価値で測定する（｢FVTPL｣）金融投資（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

公正価値で計上（続き）        

        

非上場証券：        

マレーシア国内：        

株式 1,028,571  944,476  782,270  733,325

ユニット・トラスト 1,141,987  298,063  -  -

社債及びスクーク 939,397  1,697,639  101,691  805,919

仕組預金 348,369  338,217  -  -

        

マレーシア国外：        

株式 16,108  228,461  1,070  -

ユニット・トラスト 100,725  -  -  -

投資信託 509,503  172,378  -  -

社債及びスクーク 834,287  1,068,532  516,017  1,017,931

政府債 2,214,607  3,541,517  2,214,607  3,541,517

 7,133,554  8,289,283  3,615,655  6,098,692

        

FVTPL金融投資合計 33,274,540  35,970,200  15,404,523  21,757,370

 

純損益を通じて公正価値で測定する金融投資に含まれている、買戻条件付売渡金融資産は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

外国政府証券 972,811  8,076,552  5,129,896  8,076,552

外国政府短期証券 -  519,924  491,158  519,924

合計（注記7(ⅱ)） 972,811  8,596,476  5,621,054  8,596,476
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10.　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する（｢FVOCI｣）金融投資

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

公正価値で計上        

        

マネーマーケット商品：        

マレーシア政府証券 14,199,670  18,809,979  13,871,078  18,436,336

マレーシア政府投資証券 24,706,315  29,692,062  9,160,311  12,358,476

譲渡性預金商品 817,566  201,101  650,785  200,235

外国政府証券 11,155,645  10,626,667  1,075,363  2,407,191

外国政府短期証券 13,280,499  12,660,065  6,343,127  6,311,237

カザナ債 -  73,615  -  73,615

カガマス債 685,993  749,857  685,993  749,857

マレーシア中央銀行短期証券 -  584,212  -  -

 64,845,688  73,397,558  31,786,657  40,536,947

        

上場証券：        

マレーシア国内：        

株式、ワラント、ローン・ストック 469,843  390,574  447  340

        

マレーシア国外：        

社債及びスクーク 4,294,516  4,399,518  -  -

政府債 1,945,447  2,209,428  -  -

 6,709,806  6,999,520  447  340

        

非上場証券：        

マレーシア国内：        

株式、ローン・ストック 373,131  364,956  357,023  351,603

政府債 775,021  1,247,216  775,021  1,109,549

社債及びスクーク 33,290,467  35,975,696  16,018,343  18,714,681

        

マレーシア国外：        

株式 4,405  4,034  -  -

投資信託 2,920  -  -  -

政府債 10,450,105  6,739,684  9,817,468  6,571,006

社債及びスクーク 11,725,861  7,453,471  10,172,244  6,014,918

 56,621,910  51,785,057  37,140,099  32,761,757

        

FVOCI金融投資合計
*

128,177,404  132,182,135  68,927,203  73,299,044

 

*
注記53(a)に記載の通り、グループ投資管理フレームワーク(「GIMF」)の段階的な導入に起因して、MFRS第９号に基

づく分類変更による正味減少額が、当行グループ及び当行においてそれぞれ、1,564.2百万マレーシア・リンギット

（2023年：5,919.2百万マレーシア・リンギット）及び1,564.2百万マレーシア・リンギット（2023年：11,588.8百

万マレーシア・リンギット）含まれている。
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10.　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する（｢FVOCI｣）金融投資（続き）

 

(ⅰ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資には、以下の通り買戻条件付売渡金融資産が含まれ

る。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

マレーシア政府証券 11,131,266  13,602,292  11,131,266  13,602,292

マレーシア政府投資証券 9,928,081  10,562,712  9,928,081  10,562,712

社債及びスクーク -  2,065,778  1,435,096  8,726,088

外国社債及びスクーク 3,072,021  644,130  5,813,529  3,172,320

外国政府短期証券 -  -  2,053,071  660,436

外国政府債 1,497,235  -  1,497,235  149,958

外国政府証券 232,512  -  7,573,728  9,682,326

合計（注記７(ⅱ)） 25,861,115  26,874,912  39,432,006  46,556,132

 

(ⅱ) マネーマーケット商品の満期構成は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１年以内 20,204,597  18,932,799  7,905,187  8,522,000

１年超３年以内 2,712,736  3,129,725  1,012,548  1,485,816

３年超５年以内 7,462,498  4,613,652  2,660,250  2,414,996

５年超 34,465,857  46,721,382  20,208,672  28,114,135

 64,845,688  73,397,558  31,786,657  40,536,947
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10.　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する（｢FVOCI｣）金融投資（続き）

 

(ⅲ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿価額総額及びそれに対する減損損失引当金の変

動の分析は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、その他の包括利益を通じて公正価値で測

定する金融投資の帳簿価額総額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響は以下の通りである。

 

-　金融資産の認識を中止した結果、当行グループ及び当行の帳簿価額総額が減少したことにより、ECL引当金も減

少した。ステージ１、ステージ２及びステージ３の金融資産の認識を中止したことにより、ECLが減少した結

果、ECL引当金も149.4百万マレーシア・リンギット減少した。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 31,392  6,303  137,718  175,413

ステージ１への移動 22  (22) -  -

ステージ２への移動 (3) 3  -  -

引当金の再測定純額 17,106  1,239  1,247  19,592

新たに組成又は購入した金融資産 17,398  466  -  17,864

認識中止された金融資産 (10,289) (127) (138,965) (149,381)

モデル/リスク・パラメーターの変

動 (170) -  -  (170)

為替換算差額 (455) -  -  (455)

2024年12月31日現在 55,001  7,862  -  62,863
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10.　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する（｢FVOCI｣）金融投資（続き）

 

(ⅲ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿価額総額及びそれに対する減損損失引当金の変

動の分析は以下の通りである。（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 10,938  4,436  138,965  154,339

引当金の再測定純額 684  1,790  -  2,474

新たに組成又は購入した金融資産 4,994  -  -  4,994

認識中止された金融資産 (3,971) (5) (138,965) (142,941)

モデル/リスク・パラメーターの変

動 (19) -  -  (19)

為替換算差額 (138) -  -  (138)

2024年12月31日現在 12,488  6,221  -  18,709

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、その他の包括利益を通じて公正価値で測

定する金融投資の帳簿価額総額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響は以下の通りである。

 

-　当行グループ及び当行の政府関連投資の帳簿価額総額の全体的な増加によるECL引当金への影響はない。

 

-　保険契約負債/タカフル証書負債に関連する金額は118.6百万マレーシア・リンギットの外国社債によるもので

ある。
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10.　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する（｢FVOCI｣）金融投資（続き）

 

(ⅲ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿価額総額及びそれに対する減損損失引当金の変

動の分析は以下の通りである。（続き）

 

2023年12月31日現在（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 29,462  8,344  149,600  187,406

ステージ１への移動 1,924  (1,924) -  -

引当金の再測定純額 92  95  (89,399) (89,212)

新たに組成又は購入した金融資産 13,212  -  -  13,212

認識中止された金融資産 (13,088) (1,543) (39,741) (54,372)

モデル/リスク・パラメーターの変

動 (2,313) 1,331  -  (982)

保険契約負債/タカフル証書負債に

関連する金額 -  -  118,617  118,617

貸倒償却額 -  -  (1,359) (1,359)

為替換算差額 2,103  -  -  2,103

2023年12月31日現在 31,392  6,303  137,718  175,413

 

当行        

        

2023年１月１日現在 16,928  3,210  139,919  160,057

引当金の再測定純額 (157) -  (954) (1,111)

新たに組成又は購入した金融資産 4,786  -  -  4,786

認識中止された金融資産 (9,798) (105) -  (9,903)

モデル/リスク・パラメーターの変

動 (1,171) 1,331  -  160

為替換算差額 350  -  -  350

2023年12月31日現在 10,938  4,436  138,965  154,339
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10.　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する（｢FVOCI｣）金融投資（続き）

 

(ⅲ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿価額総額及びそれに対する減損損失引当金の変

動の分析は以下の通りである。（続き）

 

FVOCI金融投資の契約金額残高のうち、当会計年度中に貸倒償却されたが依然として回収中のものは当行グルー

プがなし（2023年：なし）、当行がなし（2023年：なし）である。

 

(ⅳ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する資本性金融商品は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

上場証券：        

マレーシア国内 469,843  390,574  447  340

 469,843  390,574  447  340

        

非上場証券：        

マレーシア国内 373,131  364,956  357,023  351,603

マレーシア国外 4,405  4,034  -  -

 377,536  368,990  357,023  351,603

        

 847,379  759,564  357,470  351,943

 

当行グループ及び当行は、これらの投資が短期から中期的な売却を見込まない、長期的な戦略投資として保有さ

れていることから、これらの持分投資を、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資として認識する

ことを選択した。これらの持分投資の認識中止に係る利得又は損失は純損益に振り替えられない。

 

2024年12月31日に終了した会計年度中に、当行グループ及び当行は、FVOCI金融投資の持分投資を処分し、それ

ぞれ0.5百万マレーシア・リンギットの処分に係る利得（2023年：5.7百万マレーシア・リンギットの損失）及び処

分に係る軽微な額の損失（2023年：7.5百万マレーシア・リンギットの処分に係る利得）を計上した。
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11.　償却原価で測定する金融投資

 

  当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年 2023年

注記 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

マネーマーケット商品：         

マレーシア政府証券  9,200,606  9,240,445  9,200,506  9,240,344

マレーシア政府投資証券  14,773,870  14,493,705  5,507,742  5,233,632

外国政府証券  15,878,979  16,768,560  9,253,064  8,946,525

カザナ債  71,950  630,931  71,950  68,921

カガマス債  35,588  136,805  35,588  136,805

  39,960,993  41,270,446  24,068,850  23,626,227

         

非上場証券：         

マレーシア国内：         

社債及びスクーク  20,882,450  24,785,943  22,049,832  23,273,917

政府債  194,877  200,404  194,877  200,404

         

マレーシア国外：         

社債及びスクーク  5,503,289  5,663,081  5,648,255  6,191,246

政府債  13,967,020  13,666,390  12,749,768  12,478,409

  40,547,636  44,315,818  40,642,732  42,143,976

減損損失引当金 (ⅲ) (1,131,137) (1,201,866) (30,275) (31,611)

         

償却原価で測定する金融投資合

計
*

 

79,377,492  84,384,398  64,681,307  65,738,592

 

*
注記53(a)に記載の通り、GIMFの段階的な導入に起因して、MFRS第９号に基づく分類変更による正味増加額が、当行

グループ及び当行においてそれぞれ、1,700.7百万マレーシア・リンギット（2023年：10,677.4百万マレーシア・リ

ンギット）及び1,700.7百万マレーシア・リンギット（2023年：15,410.2百万マレーシア・リンギット）含まれてい

る。
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11.　償却原価で測定する金融投資（続き）

 

(ⅰ) 償却原価で測定する金融投資の推定公正価値は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

 

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

マネーマーケット商品：        

マレーシア政府証券 9,012,373  8,997,199  9,012,271  8,997,096

マレーシア政府投資証券 14,401,908  14,003,959  5,363,998  5,049,204

外国政府証券 15,224,656  16,553,263  9,021,830  8,595,450

カザナ債 73,941  631,316  73,941  70,634

カガマス債 35,622  136,719  35,622  136,719

外国政府短期証券 -  45,948  -  -

        

非上場証券：        

国内社債及びスクーク 19,886,302  23,382,426  21,915,217  23,078,003

マレーシア政府債 160,633  169,726  160,633  169,726

外国社債及びスクーク 5,308,837  4,868,012  5,491,768  5,970,393

外国政府債 12,332,977  11,968,925  11,114,676  10,781,452

 

(ⅱ) マネーマーケット商品の満期構成は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１年以内 3,328,220  2,330,763  1,804,084  300,153

１年超３年以内 9,292,571  9,195,891  5,521,302  5,209,822

３年超５年以内 3,936,046  7,227,547  1,602,694  4,044,894

５年超 21,036,483  22,516,245  12,773,097  14,071,358

 37,593,320  41,270,446  21,701,177  23,626,227
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11.　償却原価で測定する金融投資（続き）

 

(ⅲ) 償却原価で測定する金融投資の帳簿価額総額、及びそれに対する減損損失引当金の変動の分析は以下の通りで

ある。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、償却原価で測定する金融投資の帳簿価額

総額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響の内容は以下の通りである。

 

-　ステージ２に分類される金融投資に係るECLの増加は信用リスクの悪化に起因しており、その結果として当行グ

ループの引当金の再測定純額も増加した。

 

-　当行グループが帳簿価額総額139.8百万マレーシア・リンギットの投資を貸倒償却したことにより、ステージ３

に分類される金融投資に係るECLが減少した。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 68,754  73  1,133,039  1,201,866

ステージ２への移動 (1,504) 1,504  -  -

引当金の再測定純額 (20,072) 14,385  87,696  82,009

新たに組成又は購入した金融資産 8,468  -  -  8,468

認識中止された金融資産 (12,142) -  -  (12,142)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (8,593) -  -  (8,593)

貸倒償却額 -  -  (139,785) (139,785)

為替換算差額 (686) -  -  (686)

2024年12月31日現在 34,225  15,962  1,080,950  1,131,137
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11.　償却原価で測定する金融投資（続き）

 

(ⅲ) 償却原価で測定する金融投資の帳簿価額総額、及びそれに対する減損損失引当金の変動の分析は以下の通りで

ある。(続き)

 

2024年12月31日現在（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 31,611  -  -  31,611

ステージ２への移動 (219) 219  -  -

引当金の再測定純額 410  10,285  -  10,695

新たに組成又は購入した金融資産 7,159  -  -  7,159

認識中止された金融資産 (9,901) -  -  (9,901)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (8,593) -  -  (8,593)

為替換算差額 (696) -  -  (696)

2024年12月31日現在 19,771  10,504  -  30,275

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、償却原価で測定する金融投資の帳簿価額

総額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響の分析は以下の通りである。

 

-　ステージ１に分類される金融投資に係るECLの増加は、当行グループ及び当行の外国政府証券の帳簿価額総額の

増加に伴うものであった。

 

-　ステージ３に分類される金融投資に係るECLの減少は信用度の上昇によるものであり、それに伴い当行グループ

の引当金の再測定純額も減少した。

 

-　当行グループが帳簿価額総額247.5百万マレーシア・リンギットの投資を貸倒償却したことにより、ステージ３

に分類される金融投資に係るECLが減少した。
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11.　償却原価で測定する金融投資（続き）

 

(ⅲ) 償却原価で測定する金融投資の帳簿価額総額、及びそれに対する減損損失引当金の変動の分析は以下の通りで

ある。(続き)

 

2023年12月31日現在（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 60,775  3,801  1,433,684  1,498,260

ステージ３への移動 -  (850) 850  -

引当金の再測定純額 3,388  -  (54,004) (50,616)

新たに組成又は購入した金融資産 19,807  -  -  19,807

認識中止された金融資産 (10,963) (2,878) -  (13,841)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (4,559) -  -  (4,559)

貸倒償却額 -  -  (247,491) (247,491)

為替換算差額 306  -  -  306

2023年12月31日現在 68,754  73  1,133,039  1,201,866

 

当行        

        

2023年１月１日現在 19,271  -  -  19,271

引当金の再測定純額 600  -  -  600

新たに組成又は購入した金融資産 18,862  -  -  18,862

認識中止された金融資産 (4,853) -  -  (4,853)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (2,231) -  -  (2,231)

為替換算差額 (38) -  -  (38)

2023年12月31日現在 31,611  -  -  31,611
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11.　償却原価で測定する金融投資（続き）

 

(ⅳ) 償却原価で測定する金融投資に含まれている、買戻条件付売渡金融資産は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

マレーシア政府証券 1,768,381  1,408,779  1,768,381  1,408,779

マレーシア政府投資証券 -  318,179  -  318,179

外国社債及びスクーク 34,027  181,284  34,027  181,284

外国政府債 4,195,357  678,178  99,344  91,993

外国政府証券 -  14,900  -  -

合計（注記7(ⅱ)） 5,997,765  2,601,320  1,901,752  2,000,235

 

 

12.　貸出金及びその他の債権

 

  当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年 2023年

注記 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

金融機関向貸出金及びその他の債

権 (ⅰ) 2,033,225  1,499,258  48,321,215  43,303,631

顧客向貸出金及びその他の債権 (ⅱ) 662,740,860  628,922,780  233,474,014  235,022,856

貸出金及びその他の債権純額  664,774,085  630,422,038  281,795,229  278,326,487
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅰ)　金融機関向貸出金及びその他の債権^

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

(A) FVOCIで測定する金融機関向貸出

金及びその他の債権 147,161  132,174  453,603  352,956

(B) 償却原価で測定する金融機関向貸

出金及びその他の債権 1,891,093  1,372,207  49,356,628  44,342,852

金融機関向貸出金及びその他の債権総

額 2,038,254  1,504,381  49,810,231  44,695,808

貸出金及びその他の債権に対する

減損引当金：        

- ステージ１-12カ月ECL (4,959) (5,028) (58,889) (50,031)

- ステージ２-全期間ECL（信用減損

なし） (70) (95) (17,714) (25,895)

- ステージ３-全期間ECL(信用減損あ

り) -  -  (1,412,413) (1,316,251)

金融機関向貸出金及びその他の債権純

額 2,033,225  1,499,258  48,321,215  43,303,631

 

^　当行の金融機関向貸出金及び債権には、当行の子会社であるメイバンク・イスラミック・ベルハッド（｢MIB｣）

に対する、COVID-19のパンデミックに対応するための政府支援策の一環としての、中小企業向け融資を目的とし

た政府融資制度の1,066.6百万マレーシア・リンギット（2023年：1,034.6百万マレーシア・リンギット）に加

え、制限付利益分配投資口座（｢RPSIA｣）に基づく融資が、予想信用損失控除後で47,436.0百万マレーシア・リ

ンギット（2023年：42,262.4百万マレーシア・リンギット）含まれている。RPSIAはムダラバの原則に基づき融

資を行うために二者間で締結される契約であり、当該契約において、当行はMIBに資本のみを提供する投資家と

しての役割を果たし、MIBの経営は事業者としてのMIBのみが行う。MIBの利益は、事前に合意した割合に基づき

両者間で分配される。損失が発生した場合は当行が負担する。
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅱ) 顧客向貸出金及びその他の債権

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

(A) FVOCI顧客向貸出金及びその他の

債権 31,869,625  34,842,043  34,208,448  34,958,823

(B) 償却原価で測定する顧客向貸出金

及びその他の債権 718,550,527  682,843,947  204,379,508  205,706,643

 750,420,152  717,685,990  238,587,956  240,665,466

前受利息及び前受収益 (77,489,434) (78,440,090) (1,256,608) (917,416)

顧客向貸出金及びその他の債権総額 672,930,718  639,245,900  237,331,348  239,748,050

貸出金及びその他の債権に対する減損

引当金：        

- ステージ１-12カ月ECL (1,869,401) (2,013,466) (843,618) (858,429)

- ステージ２-全期間ECL（信用減損

なし） (3,448,382) (3,286,344) (982,225) (1,175,253)

- ステージ３-全期間ECL(信用減損あ

り) (4,872,075) (5,023,310) (2,031,491) (2,691,512)

顧客向貸出金及びその他の債権純額 662,740,860  628,922,780  233,474,014  235,022,856

        

貸出金及びその他の債権純額 664,774,085  630,422,038  281,795,229  278,326,487
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅲ) 金融機関及び顧客向貸出金及びその他の債権

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

金融機関向貸出金及び債権（注記12

(ⅰ)） 2,038,254  1,504,381  49,810,231  44,695,808

当座貸越/キャッシングローン 19,516,204  19,086,958  5,900,988  6,142,133

タームローン：        

- 住宅ローン 224,224,025  204,566,719  47,520,672  46,599,582

- シンジケートローン 57,512,642  56,586,238  50,606,905  50,071,390

- 分割払債権
*

99,457,138  93,278,871  11,982,725  10,051,872

- リース債権 3,692,891  3,048,741  -  -

- その他の貸出金及び債権 239,505,652  224,604,083  65,909,321  63,247,517

クレジットカード債権 12,875,607  12,216,174  8,125,452  7,846,099

受取手形 8,270,372  8,939,669  7,414,874  8,465,842

貨物貸渡 2,815,248  2,897,149  2,148,977  2,179,805

為替引受信用状 13,618,365  13,866,982  5,256,336  5,845,369

リボルビングクレジット 56,251,780  66,883,953  30,372,238  37,151,752

株式信用取引 8,029,684  7,398,340  2,843,317  2,535,980

従業員向貸出 4,581,552  4,250,060  505,214  527,204

貸出金：        

- 当行役員向貸出 2,586  1,426  850  757

- 子会社役員向貸出 5,624  6,419  77  158

その他 60,782  54,208  10  6

 752,458,406  719,190,371  288,398,187  285,361,274

前受利息及び前受収益 (77,489,434) (78,440,090) (1,256,608) (917,416)

貸出金及びその他の債権総額 674,968,972  640,750,281  287,141,579  284,443,858

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 429/1379



 

12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅲ) 金融機関及び顧客向貸出金及びその他の債権（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

貸出金及びその他の債権に対する減

損引当金：        

- ステージ１-12カ月ECL (1,874,360) (2,018,494) (902,507) (908,460)

- ステージ２-全期間ECL（信用減

損なし） (3,448,452) (3,286,439) (999,939) (1,201,148)

- ステージ３-全期間ECL(信用減損

あり) (4,872,075) (5,023,310) (3,443,904) (4,007,763)

貸出金及びその他の債権純額 664,774,085  630,422,038  281,795,229  278,326,487

 

*
子会社の分割払債権735,366,000マレーシア・リンギット（2023年：1,068,491,000マレーシア・リンギット）

は、注記29(a)に開示の通り、担保付借入の担保として差し出されている。

 

(ⅳ) 顧客種類別に分析された貸出金及びその他の債権は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

国内金融機関 1,890,404  1,936,376  51,666,348  44,895,540

国内ノンバンク金融機関 26,548,746  28,438,368  14,647,001  21,697,893

国内事業会社：        

- 中小企業 103,420,343  95,692,357  32,471,288  31,802,434

- その他 123,876,062  119,948,579  75,034,054  71,021,372

政府及び特殊法人 20,355,302  18,668,275  41,893  47,854

個人 336,303,146  311,404,258  66,292,626  65,459,149

その他の国内企業 17,249,847  16,580,453  6,218,446  5,168,962

外国企業 45,325,122  48,081,615  40,769,923  44,350,654

貸出金及びその他の債権総額 674,968,972  640,750,281  287,141,579  284,443,858

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅴ) 地域別に分析された貸出金及びその他の債権は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

マレーシア 420,317,046  387,070,037  177,886,638  168,713,780

シンガポール 171,983,295  167,118,630  76,930,359  78,023,289

インドネシア 36,721,381  35,809,516  -  -

ラブアン オフショア 9,872,585  11,312,953  9,872,127  11,312,490

香港 12,571,030  17,169,558  12,162,503  16,935,600

米国 688,494  401,172  688,494  401,172

中国 6,368,957  6,323,762  6,368,957  6,323,762

ベトナム 1,872,941  1,709,873  1,076,016  899,830

英国 1,686,067  1,315,898  1,686,064  1,315,898

ブルネイ 420,645  476,830  420,645  476,830

カンボジア 5,466,654  5,382,759  -  -

フィリピン 5,005,529  4,678,247  -  -

タイ 1,944,572  1,939,839  -  -

ラオス 16,076  19,133  16,076  19,133

ミャンマー 33,700  22,074  33,700  22,074

貸出金及びその他の債権総額 674,968,972  640,750,281  287,141,579  284,443,858

 

(ⅵ) 金利/利益率感応度別に分析された貸出金及びその他の債権は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

固定金利：        

- 住宅ローン 43,209,791  28,152,220  314,358  345,189

- 分割払債権 75,327,647  68,998,472  9,662,124  8,230,306

- その他の固定金利貸出金及び債

権 77,714,455  78,044,012  76,198,655  70,873,544

 196,251,893  175,194,704  86,175,137  79,449,039

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅵ) 金利/利益率感応度別に分析された貸出金及びその他の債権は以下の通りである。(続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

変動金利：        

- 基準金利型貸出 266,261,433  236,863,933  77,494,856  76,517,396

- スプレッド型貸出 32,528,955  38,582,121  11,308,557  17,502,736

- その他の変動金利 179,926,691  190,109,523  112,163,029  110,974,687

 478,717,079  465,555,577  200,966,442  204,994,819

貸出金及びその他の債権総額 674,968,972  640,750,281  287,141,579  284,443,858

 

(ⅶ) 経済目的別に分析された貸出金及びその他の債権は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

証券の購入 33,724,590  35,622,067  6,662,353  6,931,578

輸送車両の購入 87,678,483  82,872,161  9,034,268  7,498,923

不動産の購入：        

- 住宅 203,613,003  180,220,553  50,305,403  47,158,664

- 住宅以外 51,883,255  45,488,021  16,911,820  14,781,507

固定資産の購入（不動産を除く） 2,853,631  3,174,980  1,577,953  1,985,747

個人 13,224,084  9,551,966  3,219,500  3,297,102

クレジットカード 12,937,078  12,305,245  8,123,222  7,853,489

耐久消費財の購入 2,826  2,880  1,716  2,296

建設 14,940,052  15,332,454  8,269,601  8,198,816

合併・買収 3,110,519  3,806,916  2,925,627  3,375,707

運転資金 199,812,931  204,515,329  139,071,606  144,112,471

その他 51,188,520  47,857,709  41,038,510  39,247,558

貸出金及びその他の債権総額 674,968,972  640,750,281  287,141,579  284,443,858

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅷ) 貸出金及びその他の債権の満期構成は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１年以内 132,096,115  150,427,836  75,000,228  88,494,729

１年超３年以内 89,047,889  71,513,116  63,361,552  51,543,347

３年超５年以内 90,471,651  78,540,208  58,980,445  45,669,527

５年超 363,353,317  340,269,121  89,799,354  98,736,255

貸出金及びその他の債権総額 674,968,972  640,750,281  287,141,579  284,443,858

 

(ⅸ) 減損した貸出金及びその他の債権（「減損貸出金等」）の変動は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１月１日現在 8,600,425  9,204,859  6,447,445  8,205,103

期中減損額 4,248,528  4,594,744  1,153,264  1,526,746

非減損に分類変更された金額 (450,019) (408,463) (151,202) (193,962)

回収額 (1,399,236) (965,745) (420,009) (357,461)

貸倒償却額 (2,482,735) (4,169,692) (1,385,891) (2,864,849)

為替換算差額 (191,204) 344,722  (24,147) 131,868

12月31日現在の減損貸出金等総額 8,325,759  8,600,425  5,619,460  6,447,445

控除：ステージ３－全期間ECL

（信用減損あり） (5,094,481) (5,246,751) (3,666,310) (4,231,204)

12月31日現在の減損貸出金等純額 3,231,278  3,353,674  1,953,150  2,216,241

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅸ) 減損した貸出金及びその他の債権（「減損貸出金等」）の変動は以下の通りである。（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

減損貸出金等純額の割合の算出：        

        

12月31日現在の減損貸出金等総額

（投資口座による調達
*
を除く) 8,325,759  8,473,279  5,619,460  6,447,445

控除：ステージ３－全期間ECL

（信用減損あり) (5,094,481) (5,246,751) (3,666,310) (4,231,204)

減損貸出金等純額 3,231,278  3,226,528  1,953,150  2,216,241

        

貸出金及びその他の債権総額 674,968,972  640,750,281  287,141,579  284,443,858

控除：投資口座による調達
*

(28,981,847) (26,475,396) -  -

控除：FVOCI又は償却原価で測定す

る貸出金等に対する引当金 (10,567,101) (10,741,188) (5,693,302) (6,511,469)

貸出金及びその他の債権純額 635,420,024  603,533,697  281,448,277  277,932,389

        

減損貸出金等純額の割合 0.51%  0.53%  0.69%  0.80%

 

*
当行の完全子会社であるメイバンク・イスラミック・ベルハッドの帳簿上、制限のない投資口座（グループ企業

間債権債務残高消去後）は、28,981.8百万マレーシア・リンギット(2023年：26,475.4百万マレーシア・リンギッ

ト)計上されている。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹ) 経済目的別の減損した貸出金及びその他の債権は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

証券の購入 95,648  104,353  2,121  29,641

輸送車両の購入 548,419  419,866  77,585  75,051

不動産の購入：        

- 住宅 1,216,436  1,108,275  348,471  435,907

- 住宅以外 907,651  780,449  237,096  213,098

固定資産の購入（不動産を除く） 119,524  144,698  65,816  70,278

個人 424,282  492,184  48,952  61,769

クレジットカード 77,577  88,498  37,911  50,626

耐久消費財の購入 1,591  756  21  755

建設 396,335  655,059  123,812  192,168

運転資金 4,090,561  4,356,969  4,371,388  4,946,284

その他 447,735  449,318  306,287  371,868

減損した貸出金及びその他の債権総

額 8,325,759  8,600,425  5,619,460  6,447,445

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅰ) 地域別の減損した貸出金及びその他の債権は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

マレーシア 4,674,768  4,708,598  4,722,034  5,172,202

シンガポール 740,179  1,342,265  37,157  603,677

インドネシア 1,419,763  1,376,549  -  -

ラブアン オフショア 724,514  327,803  724,514  327,803

香港 727  108,703  716  108,703

中国 103,932  181,183  103,932  181,183

ベトナム 16,981  35,628  15,673  34,276

ブルネイ 12,319  15,088  12,319  15,088

カンボジア 355,393  221,331  -  -

フィリピン 241,188  242,320  -  -

タイ 32,880  36,444  -  -

ラオス 518  735  518  735

ミャンマー 2,597  3,778  2,597  3,778

減損した貸出金及びその他の債権総

額 8,325,759  8,600,425  5,619,460  6,447,445

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅱ) 貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額、並びにそれに対応する引当金の変動の分析は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、その他の包括利益を通じて公正価値で測

定する貸出金及びその他の債権、並びに償却原価で測定する貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額の変動が損失引

当金の変動にもたらした主な影響の分析は以下の通りである。

 

-　帳簿価額総額の増加は主に、住宅ローン/融資が10％、分割払債権が７％、それぞれ増加したことによるもので

ある。その他のタームローンは、主にリテール顧客/借手以外に対するものが７％増加した。

 

-　ステージ１に分類された資産に係るECL(12カ月ECL) 及びステージ２に分類された資産に係るECL(全期間-信用

減損なし)は、21.8百万マレーシア・リンギット減少した。これは、当行の積極的な信用リスク管理の結果、顧

客/借手のステージ移動が生じたことが主な要因であるが、貸出金及びその他の債権の伸びによる相殺も含まれ

ている。

 

-　ステージ３に分類された資産に係るECL(全期間-信用減損あり)は、152.3百万マレーシア・リンギット減少し

た。これは主に、減損した貸出金及びその他の債権の総額に対する回収額が増加したことによるが、加えて期

中に行った貸倒償却により補完されている。これらの償却された資産のうち、依然として回収中のものは、そ

れぞれ、当行グループが2,482.7百万マレーシア・リンギット(2023年:4,169.7百万マレーシア・リンギット)、

当行が1,385.9百万マレーシア・リンギット(2023年:2,864.8百万マレーシア・リンギット)である。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅱ) 貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額、並びにそれに対する引当金の変動の分析は以下の通りである。

（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 

その他の包括利益を通じて公正価値で測定

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 161,078  28,426  223,441  412,945

引当金の再測定純額 (25,246) 20,190  28,951  23,895

新たに組成又は購入した金融資産 36,472  -  -  36,472

認識中止された金融資産 (58,126) (7,190) (27,329) (92,645)

為替換算差額 (5,219) (577) (2,657) (8,453)

2024年12月31日現在 108,959  40,849  222,406  372,214

        

当行        

        

2024年１月１日現在 155,617  15,040  223,441  394,098

引当金の再測定純額 (25,871) 7,804  28,951  10,884

新たに組成又は購入した金融資産 39,403  -  -  39,403

認識中止された金融資産 (54,461) (7,202) (27,329) (88,992)

為替換算差額 (5,220) (564) (2,657) (8,441)

2024年12月31日現在 109,468  15,078  222,406  346,952

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 438/1379



 

12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅱ) 貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額、並びにそれに対する引当金の変動の分析は以下の通りである。

（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 

償却原価で測定

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 2,018,494  3,286,439  5,023,310  10,328,243

ステージ１への移動 335,162  (311,382) (23,780) -

ステージ２への移動 (111,935) 187,894  (75,959) -

ステージ３への移動 (73,659) (247,346) 321,005  -

引当金の再測定純額 (343,907) 587,762  2,743,736  2,987,591

新たに組成又は購入した金融資産 637,915  269,379  -  907,294

認識中止された金融資産 (489,473) (249,480) (493,272) (1,232,225)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (46,881) (20,883) 1,696  (66,068)

貸倒償却額 -  -  (2,482,735) (2,482,735)

為替換算差額 (51,356) (53,931) (141,926) (247,213)

2024年12月31日現在 1,874,360  3,448,452  4,872,075  10,194,887

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 439/1379



 

12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅱ) 貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額、並びにそれに対する引当金の変動の分析は以下の通りである。

（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 

償却原価で測定（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 908,460  1,201,148  4,007,763  6,117,371

ステージ１への移動 92,883  (78,158) (14,725) -

ステージ２への移動 (23,553) 55,513  (31,960) -

ステージ３への移動 (43,771) (118,114) 161,885  -

引当金の再測定純額 26,420  (79,685) 1,098,245  1,044,980

新たに組成又は購入した金融資産 245,741  94,585  -  340,326

認識中止された金融資産 (264,532) (62,031) (349,048) (675,611)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (22,123) (1,273) (29) (23,425)

貸倒償却額 -  -  (1,385,891) (1,385,891)

為替換算差額 (17,018) (12,046) (42,336) (71,400)

2024年12月31日現在 902,507  999,939  3,443,904  5,346,350

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 440/1379



 

12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅱ) 貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額、並びにそれに対する引当金の変動の分析は以下の通りである。

（続き）

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行の、その他の包括利益を通じて公正価値で測

定する貸出金及びその他の債権、並びに償却原価で測定する貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額の変動が損失引

当金の変動にもたらした主な影響の分析は以下の通りである。

 

-　帳簿価額総額の増加は主に、分割払債権が12％、住宅ローン/融資が６％、それぞれ増加したことによるもので

ある。その他のタームローンは、主にリテール顧客以外に対するものが９％増加した。

 

-　ステージ１に分類された資産に係るECL(12カ月ECL)は、貸出金及びその他の債権の増加と併せ、ステージ２又

はステージ３に分類された資産が信用度の向上に伴いステージ１へ移動したことにより、57.3百万マレーシ

ア・リンギット増加した。

 

-　ステージ２に分類された資産に係るECL(全期間-信用減損なし)は、主に貸出金及びその他の債権の減少、並び

に信用度が向上したためステージ１に移動した資産により44.4百万マレーシア・リンギット減少したものの、

信用度が低下したためステージ３に移動した資産により相殺されている。

 

-　当会計年度中に貸出金及びその他の債権について多額の貸倒償却を行った結果、ステージ３に分類された資産

に係るECL(全期間-信用減損あり)は、1,343.5百万マレーシア・リンギット減少した。これらの償却された資産

のうち、依然として回収中のものは、それぞれ、当行グループが4,169.7 百万マレーシア・リンギット(2022

年:3,078.8百万マレーシア・リンギット)、当行が2,864.8 百万マレーシア・リンギット(2022年:2,131.0百万

マレーシア・リンギット)である。これらは、信用度の低下によりステージ３に移動した4,594.8百万マレーシ

ア・リンギットの貸出金及びその他の債権により相殺されている。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 441/1379



 

12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅱ) 貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額、並びにそれに対する引当金の変動の分析は以下の通りである。

（続き）

 

2023年12月31日現在（続き）

 

その他の包括利益を通じて公正価値で測定

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 122,541  29,252  192,077  343,870

ステージ２への移動 (7,514) 7,514  -  -

ステージ３への移動 -  (1,019) 1,019  -

引当金の再測定純額 (3,110) (6,765) 28,167  18,292

新たに組成又は購入した金融資産 75,311  -  -  75,311

認識中止された金融資産 (40,197) (96) -  (40,293)

モデル/リスク・パラメーターの変動 7,326  (1,696) -  5,630

為替換算差額 6,721  1,236  2,178  10,135

2023年12月31日現在 161,078  28,426  223,441  412,945

        

当行        

        

2023年１月１日現在 115,273  29,251  192,077  336,601

ステージ２への移動 (4,328) 4,328  -  -

ステージ３への移動 -  (1,019) 1,019  -

引当金の再測定純額 (3,109) (16,968) 28,167  8,090

新たに組成又は購入した金融資産 73,484  -  -  73,484

認識中止された金融資産 (38,861) (96) -  (38,957)

モデル/リスク・パラメーターの変動 6,453  (1,696) -  4,757

為替換算差額 6,705  1,240  2,178  10,123

2023年12月31日現在 155,617  15,040  223,441  394,098

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 442/1379



 

12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅱ) 貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額、並びにそれに対する引当金の変動の分析は以下の通りである。

（続き）

 

2023年12月31日現在（続き）

 

償却原価で測定

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 1,999,727  3,329,989  6,398,130  11,727,846

ステージ１への移動 316,521  (291,986) (24,535) -

ステージ２への移動 (100,733) 184,545  (83,812) -

ステージ３への移動 (65,014) (380,122) 445,136  -

引当金の再測定純額 43,412  793,102  3,469,170  4,305,684

新たに組成又は購入した金融資産 747,473  233,646  -  981,119

認識中止された金融資産 (509,538) (409,848) (1,142,224) (2,061,610)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (458,684) (233,612) (80,741) (773,037)

貸倒償却額 -  -  (4,169,692) (4,169,692)

為替換算差額 45,330  60,725  211,878  317,933

2023年12月31日現在 2,018,494  3,286,439  5,023,310  10,328,243

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 443/1379



 

12.　貸出金及びその他の債権（続き）

 

(ⅹⅱ) 貸出金及びその他の債権の帳簿価額総額、並びにそれに対する引当金の変動の分析は以下の通りである。

（続き）

 

2023年12月31日現在（続き）

 

償却原価で測定（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 902,556  1,345,087  5,698,380  7,946,023

ステージ１への移動 114,169  (110,974) (3,195) -

ステージ２への移動 (32,801) 93,029  (60,228) -

ステージ３への移動 (11,852) (232,430) 244,282  -

引当金の再測定純額 111,104  260,222  1,883,292  2,254,618

新たに組成又は購入した金融資産 301,715  56,246  -  357,961

認識中止された金融資産 (263,463) (95,321) (976,847) (1,335,631)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (213,451) (137,867) (54,018) (405,336)

貸倒償却額 -  -  (2,864,849) (2,864,849)

為替換算差額 483  23,156  140,946  164,585

2023年12月31日現在 908,460  1,201,148  4,007,763  6,117,371

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 444/1379



 

13.　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計

 

下表はトレーディング目的デリバティブとヘッジ目的保有金融商品の契約金額又は元本金額を要約したものであ

る。これらの金融商品の元本金額又は契約金額は報告日現在の取引残高規模を反映しており、リスク金額を表したも

のではない。

 

デリバティブ金融商品は総額ポジションで再評価され、未実現利得又は損失は「デリバティブ金融商品」の資産と

負債にそれぞれ反映されている。

 

 当行グループ  当行

   ＜--------公正価値------＞    ＜--------公正価値------＞

元本額 資産 負債 元本額 資産 負債

2024年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

            
トレーディング目的デリバティブ

            

外国為替関連契約            

通貨先渡取引:            

- １年未満 71,521,377  761,477  (901,440) 48,116,738  589,566  (482,479)

- １年以上３年以内 4,607,422  33,749  (54,558) 4,788,964  41,041  (68,201)

- ３年超 2,714,512  1,218  (105,270) 2,714,512  1,218  (105,243)

 78,843,311  796,444  (1,061,268) 55,620,214  631,825  (655,923)

            

通貨スワップ:            

- １年未満 569,331,377  4,922,132  (4,569,469) 592,094,350  4,973,423  (4,764,235)

- １年以上３年以内 1,247,882  77,472  (62,796) 1,247,882  77,472  (62,796)

- ３年超 929,048  10,364  -  929,048  10,364  -

 571,508,307  5,009,968  (4,632,265) 594,271,280  5,061,259  (4,827,031)

            

通貨スポット：            

- １年未満 3,973,321  5,290  (7,790) 3,892,603  5,693  (6,772)

            

通貨オプション:            

- １年未満 3,359,218  16,503  (12,286) 3,326,546  19,594  (16,002)

- １年以上３年以内 1,479,861  14,140  (23,074) 1,715,930  46,089  (55,192)

 4,839,079  30,643  (35,360) 5,042,476  65,683  (71,194)

            

クロスカレンシー金利スワップ：

- １年未満 24,046,124  392,360  (185,601) 23,962,765  391,066  (180,177)

- １年以上３年以内 34,164,337  543,459  (613,725) 36,156,313  609,048  (688,291)

- ３年超 16,546,045  586,577  (378,941) 16,448,253  541,570  (374,732)

 74,756,506  1,522,396  (1,178,267) 76,567,331  1,541,684  (1,243,200)

            

金利関連契約            

金利スワップ:            

- １年未満 1,220,805,397  1,725,048  (1,665,181) 1,220,894,777  1,727,273  (1,668,704)

- １年以上３年以内 323,620,793  2,211,177  (1,972,265) 323,904,667  2,273,440  (1,995,829)

- ３年超 257,658,705  12,484,612  (13,525,504) 257,703,395  12,505,743  (13,536,823)

 1,802,084,895  16,420,837  (17,162,950) 1,802,502,839  16,506,456  (17,201,356)

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 445/1379



 

13.　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

 当行グループ  当行

   ＜--------公正価値------＞    ＜--------公正価値------＞

 元本額  資産  負債  元本額  資産  負債

2024年（続き）

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

            

トレーディング目的デリバティブ（続き）

            

金利関連契約（続き）            

金利先物：            

- １年未満 17,319,610  186,726  (173,785) 17,319,610  186,726  (173,785)

- １年以上３年以内 2,234,500  -  (154) 2,234,500  -  (154)

 19,554,110  186,726  (173,939) 19,554,110  186,726  (173,939)

            

金利オプション:            

- １年以上３年以内 5,713,544  11,818  (3,039) 5,713,544  11,818  (3,039)

- ３年超 29,197,987  961,459  (4,220,411) 29,197,987  961,459  (4,220,411)

 34,911,531  973,277  (4,223,450) 34,911,531  973,277  (4,223,450)

            

エクイティ関連契約            

エクイティオプション:            

- １年未満 4,461,548  133,663  (397,733) 495,859  57,832  (1,222)

            

エクイティスワップ:            

- １年未満 1,319,441  82,367  (107,737) 306,215  -  (21,455)

- １年以上３年以内 865,175  193,683  (102,560) 859,753  193,683  (102,406)

 2,184,616  276,050  (210,297) 1,165,968  193,683  (123,861)

            

コモディティ関連契約            

コモディティオプション：

- １年未満 1,976,879  40,950  (40,950) 1,976,879  40,950  (40,950)

- １年以上３年以内 9,712,433  612,850  (612,850) 9,712,433  612,850  (612,850)

- ３年超 318,550  150,168  (150,168) 318,550  150,168  (150,168)

 12,007,862  803,968  (803,968) 12,007,862  803,968  (803,968)

            

コモディティスワップ:            

- １年以上３年以内 1,362  18  (14) 1,362  18  (14)

            

信用関連契約            

クレジット・デフォルト・スワップ:

- １年未満 37,275  472  (205) 37,275  472  (205)

- ３年超 6,975  833  (51) 6,975  833  (51)

 44,250  1,305  (256) 44,250  1,305  (256)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 446/1379



 

13.　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

 当行グループ  当行

   ＜--------公正価値------＞    ＜--------公正価値------＞

 元本額  資産  負債  元本額  資産  負債

2024年（続き）

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

            

ヘッジ目的デリバティブ

            

外国為替関連契約            

クロスカレンシー金利スワップ:

- １年未満 3,429,413  68,853  (431,243) 3,429,413  68,853  (431,243)

- １年以上３年以内 1,225,228  141,434  (132,026) 1,225,228  141,434  (132,026)

- ３年超 1,565,351  95,038  (253,319) 1,565,351  95,038  (253,319)

 6,219,992  305,325  (816,588) 6,219,992  305,325  (816,588)

            

金利関連契約            

金利スワップ:            

- １年未満 1,519,460  52,519  -  1,519,460  52,519  -

- １年以上３年以内 1,966,360  136,493  (8,163) 1,966,360  136,493  (8,163)

- ３年超 2,470,687  14,118  (33,629) 2,470,687  14,118  (33,629)

 5,956,507  203,130  (41,792) 5,956,507  203,130  (41,792)

            

改訂MFRS第132号に基

づくネッティング効

果 -  (3,251,460) 3,251,460  -  (3,206,086) 3,206,086

            

合計 2,621,347,197  23,417,580  (27,494,477) 2,618,254,184  23,331,778  (26,984,480)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 447/1379



 

13.　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

 当行グループ  当行

   ＜--------公正価値------＞    ＜--------公正価値------＞

元本額 資産 負債 元本額 資産 負債

2023年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

            
トレーディング目的デリバティブ

            

外国為替関連契約            

通貨先渡取引:            

- １年未満 61,478,282  436,607  (499,771) 39,351,350  253,207  (369,871)

- １年以上３年以内 3,098,571  59,211  (13,287) 3,302,614  68,513  (26,862)

- ３年超 3,159,711  22,917  (15,947) 3,159,711  22,917  (15,947)

 67,736,564  518,735  (529,005) 45,813,675  344,637  (412,680)

            

通貨スワップ:            

- １年未満 470,799,759  4,064,499  (4,719,482) 490,007,692  4,050,961  (4,625,599)

- １年以上３年以内 1,099,375  442  (1,925) 1,099,379  438  (1,925)

- ３年超 49,474  1,925  -  37,655  1,335  -

 471,948,608  4,066,866  (4,721,407) 491,144,726  4,052,734  (4,627,524)

            

通貨スポット：            

- １年未満 5,709,538  3,938  (9,207) 5,970,297  4,567  (9,708)

            

通貨オプション:            

- １年未満 1,386,775  1,707  (5,682) 1,392,741  4,002  (5,836)

- １年以上３年以内 1,220,363  5,268  (17,396) 1,335,105  8,363  (13,901)

 2,607,138  6,975  (23,078) 2,727,846  12,365  (19,737)

            

クロスカレンシー金利スワップ：

- １年未満 17,316,654  486,530  (606,984) 16,856,262  485,756  (585,495)

- １年以上３年以内 26,151,245  424,545  (911,859) 26,249,488  506,006  (900,523)

- ３年超 14,589,248  442,336  (569,047) 14,493,989  455,348  (607,119)

 58,057,147  1,353,411  (2,087,890) 57,599,739  1,447,110  (2,093,137)

            

金利関連契約            

金利スワップ:            

- １年未満 384,241,912  982,571  (845,735) 384,361,292  994,094  (848,018)

- １年以上３年以内 234,029,271  2,281,759  (2,078,066) 234,222,009  2,283,405  (2,079,713)

- ３年超 295,254,882  12,829,067  (13,525,622) 295,392,552  12,841,109  (13,528,257)

 913,526,065  16,093,397  (16,449,423) 913,975,853  16,118,608  (16,455,988)

            

金利先物：            

- １年未満 9,268,922  112,474  (33,469) 9,259,744  112,474  (33,431)

- １年以上３年以内 917,800  -  (677) 917,800  -  (677)

 10,186,722  112,474  (34,146) 10,177,544  112,474  (34,108)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 448/1379



 

13.　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

 当行グループ  当行  

   ＜--------公正価値------＞    ＜--------公正価値------＞

 元本額  資産  負債  元本額  資産  負債

2023年（続き）

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

            

トレーディング目的デリバティブ（続き）  

             

金利関連契約（続き）             

             

金利オプション:             

- １年以上３年以内 560,281  26,923  (28,580)  33,570  1,581  (3,238) 

- ３年超 28,786,318  1,362,767  (2,855,411)  26,063,226  1,388,107  (2,880,751) 

 29,346,599  1,389,690  (2,883,991)  26,096,796  1,389,688  (2,883,989) 

             

エクイティ関連契約             

エクイティオプショ

ン:            
 

- １年未満 2,122,724  138,387  (363,553)  118,806  8,962  (623) 

- １年以上３年以内 7,090  243  -  7,090  243  -  

 2,129,814  138,630  (363,553)  125,896  9,205  (623) 

             

エクイティスワップ:             

- １年未満 1,172,098  56,345  (43,397)  -  -  -  

             

コモディティ関連契約             

コモディティオプション：  

- １年未満 2,942,926  208,017  (208,017) 2,942,926  208,017  (208,017) 

- １年以上３年以内 2,763,606  196,080  (196,080) 2,763,606  196,080  (196,080) 

 5,706,532  404,097  (404,097) 5,706,532  404,097  (404,097) 

             

コモディティスワッ

プ:            
 

- １年未満 25,656  905  (142) 11,636  364  (142) 

- １年以上３年以内 2,131  57  (50) 2,131  57  (50) 

 27,787  962  (192) 13,767  421  (192) 

             

信用関連契約             

クレジット・デフォルト・スワップ:  

- １年未満 55,393  1,669  (761) 55,393  1,669  (761) 

- １年以上３年以内 5,080  29  (14) 5,080  29  (14) 

 60,473  1,698  (775) 60,473  1,698  (775) 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 449/1379



 

13.　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

 当行グループ  当行

   ＜--------公正価値------＞    ＜--------公正価値------＞

 元本額  資産  負債  元本額  資産  負債

2023年（続き）

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

            

ヘッジ目的デリバティブ

            

外国為替関連契約            

クロスカレンシー金利スワップ:

- １年未満 2,809,066  42,521  (109,495) 2,809,066  42,521  (109,495)

- １年以上３年以内 4,365,081  138,484  (381,365) 4,365,081  138,484  (381,365)

- ３年超 1,839,295  153,772  (169,010) 1,839,295  153,772  (169,010)

 9,013,442  334,777  (659,870) 9,013,442  334,777  (659,870)

            

金利関連契約            

金利スワップ:            

- １年未満 2,534,964  85,831  (1,196) 2,534,964  85,831  (1,196)

- １年以上３年以内 2,156,830  111,855  (13,146) 2,156,830  111,855  (13,146)

- ３年超 1,987,037  140,548  (31,257) 1,987,037  140,548  (31,257)

 6,678,831  338,234  (45,599) 6,678,831  338,234  (45,599)

            

改訂MFRS第132号に基

づくネッティング効

果 -  (3,172,675) 3,172,675  -  (3,093,854) 3,093,854

            

合計 1,583,907,358  21,647,554  (25,082,955) 1,575,105,417  21,476,761  (24,554,173)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 450/1379



 

13.　デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

公正価値ヘッジ

 

ヘッジ目的デリバティブには、当行グループ及び当行がヘッジ会計を適用するデリバティブが含まれる。

 

当行グループ及び当行は、金利の変動による金融資産及び金融負債の公正価値の変動に対して公正価値ヘッジを利

用している。金利変動リスクのヘッジ対象となる金融商品には、当行グループ及び当行の金融投資、借入金並びに貸

出金及びその他の債権が含まれる。

 

2023年12月31日に終了した前会計年度に、当行グループは、グループ投資管理フレームワーク（「GIMF」）の導入

に伴うリスク管理目的の変更により、ヘッジ対象とヘッジ手段との間の多数のヘッジ関係を中止した。

 

252,396,000マレーシア・リンギット(2023年: 68,695,757マレーシア・リンギット)の利得合計額が当会計年度の

純損益において償却されており、未償却の公正価値ヘッジ調整額1,085,813,000マレーシア・リンギット(2023年:

1,372,651,940マレーシア・リンギット)は金融資産及び金融負債の平均残存期間にわたって償却される。

 

2024年12月31日に終了した会計年度に、当行グループ及び当行は、既存のヘッジ及び中止したヘッジ双方に対し、

以下の正味利得/(損失)を認識した。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

ヘッジ手段に係る(損失)/利得 (50,475) 1,979,523  (51,777) 2,001,193

        

ヘッジされたリスクに起因するヘッジ対

象に係る利得/(損失) 232,002  (1,241,445) 237,560  (1,276,036)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 451/1379



 

14.　保険契約/タカフル証書の資産/負債及び再保険契約/再タカフル証書の資産/負債

 

 2024年 2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

     

保険契約資産/タカフル証書資産  75,199  123,204

保険契約負債/タカフル証書負債  (46,102,335) (44,497,551)

保険契約負債/タカフル証書負債、純額 (ⅰ) (46,027,136) (44,374,347)

     

再保険契約資産/再タカフル証書資産  5,910,059  5,698,832

再保険契約負債/再タカフル証書負債  (27,063) (83,001)

再保険契約資産/再タカフル証書資産、純額 (ⅱ) 5,882,996  5,615,831

 

(ⅰ) 保険契約/タカフル証書

 

 2024年 2023年

当行グループ  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

     

残存カバー  (32,712,181) (33,547,824)

- 損失要素以外  (31,513,382) (32,642,875)

- 損失要素  (1,198,799) (904,949)

発生保険金  (13,314,955) (10,597,871)

保険/タカフル契約獲得キャッシュ・フロー  -  (228,652)

  (46,027,136) (44,374,347)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 452/1379



 

14.　保険契約/タカフル証書の資産/負債及び再保険契約/再タカフル証書の資産/負債(続き)

 

(ⅰ) 保険契約/タカフル証書(続き)

 

発行済保険契約/タカフル証書に係る純資産又は純負債の変動の概要は下表の通りである:

 

 2024年

 残存カバー  発生保険金  

保険/タカフル

契約獲得キャッ

シュ・フロー  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

１月１日現在の保険契約資産/タカフル証

書資産 (5,675,160) 5,588,230  210,134  123,204

１月１日現在の保険契約負債/タカフル証

書負債 (27,872,664) (16,186,101) (438,786) (44,497,551)

１月１日現在の純額 (33,547,824) (10,597,871) (228,652) (44,374,347)

        

損益計算書又はその他の包括利益における

変動        

保険/タカフル収益 (注記 38(ⅰ)) 8,199,896  -  -  8,199,896

保険/タカフルサービス費用 (注記 38

(ⅱ)) (1,008,780) (5,346,232) -  (6,355,012)

再保険契約/再タカフル証書からの純収

益/(費用) (注記38(ⅲ)) 1,610,716  (2,171,087) -  (560,371)

為替換算差額 617,072  55,511  -  672,583

損益計算書又はその他の包括利益認識額 9,418,904  (7,461,808) -  1,957,096

        

正味キャッシュ・フロー (8,583,261) 4,744,724  228,652  (3,609,885)

12月31日現在の純額 (32,712,181) (13,314,955) -  (46,027,136)

        

12月31日現在の保険契約資産/タカフル証

書資産 19,824  55,375  -  75,199

12月31日現在の保険契約負債/タカフル証

書負債 (32,732,005) (13,370,330) -  (46,102,335)

12月31日現在の純額 (32,712,181) (13,314,955) -  (46,027,136)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 453/1379



 

(ⅰ) 保険契約/タカフル証書(続き)

 

 2023年

 残存カバー  発生保険金  

保険/タカフル

契約獲得キャッ

シュ・フロー  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

１月１日現在の保険契約資産/タカフル証

書資産 (5,963,293) 5,727,971  312,109  76,787

１月１日現在の保険契約負債/タカフル証

書負債 (25,813,368) (16,057,454) (626,649) (42,497,471)

１月１日現在の純額 (31,776,661) (10,329,483) (314,540) (42,420,684)

        

損益計算書又はその他の包括利益における

変動        

保険/タカフル収益 (注記 38(ⅰ)) 8,452,573  (692,073) (168,513) 7,591,987

保険/タカフルサービス費用 (注記 38

(ⅱ)) (5,705,237) (60,221) 332,128  (5,433,330)

再保険契約/再タカフル証書からの純収

益/(費用) (注記38(ⅲ)) 979,590  (2,588,149) -  (1,608,559)

為替換算差額 (607,554) 842,493  -  234,939

損益計算書又はその他の包括利益認識額 3,119,372  (2,497,950) 163,615  785,037

        

正味キャッシュ・フロー (4,890,535) 2,229,562  (77,727) (2,738,700)

12月31日現在の純額 (33,547,824) (10,597,871) (228,652) (44,374,347)

        

12月31日現在の保険契約資産/タカフル証

書資産 (5,675,160) 5,588,230  210,134  123,204

12月31日現在の保険契約負債/タカフル証

書負債 (27,872,664) (16,186,101) (438,786) (44,497,551)

12月31日現在の純額 (33,547,824) (10,597,871) (228,652) (44,374,347)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 454/1379



 

14.　保険契約/タカフル証書の資産/負債及び再保険契約/再タカフル証書の資産/負債(続き)

 

(ⅱ) 再保険契約/再タカフル証書

 

 2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

    

残存カバー 1,691,554  2,543,444

- 損失要素以外 1,589,726  2,514,913

- 損失要素 101,828  28,531

発生保険金の回収可能額 4,191,442  3,072,387

 5,882,996  5,615,831

 

再保険契約/再タカフル証書に係る純資産又は純負債の変動の概要は下表の通りである:

 

 2024年

 
残存カバー  

発生保険金の

回収可能額  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

      

１月１日現在の再保険契約資産/再タカフル証書資産 2,554,384  3,144,448  5,698,832

１月１日現在の再保険契約負債/再タカフル証書負債 (10,940) (72,061) (83,001)

１月１日現在の純額 2,543,444  3,072,387  5,615,831

      

損益計算書又はその他の包括利益における変動      

保有保険契約/タカフル証書からの金融(費用)/収益

(注記41(ⅰ)) (3,017,022) 922,874  (2,094,148)

保有再保険契約/再タカフル証書からの金融(費用)/収

益 (注記 41(ⅱ)) (352,950) 515,270  162,320

為替換算差額 (125,797) (3,003) (128,800)

損益計算書又はその他の包括利益に認識された金額 (3,495,769) 1,435,141  (2,060,628)

      

正味キャッシュ・フロー 2,643,879  (316,086) 2,327,793

12月31日現在の純額 1,691,554  4,191,442  5,882,996

      

12月31日現在の再保険契約資産/再タカフル証書資産 1,703,765  4,206,294  5,910,059

12月31日現在の再保険契約負債/再タカフル証書負債 (12,211) (14,852) (27,063)

12月31日現在の純額 1,691,554  4,191,442  5,882,996

EDINET提出書類
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14.　保険契約/タカフル証書の資産/負債及び再保険契約/再タカフル証書の資産/負債(続き)

 

(ⅱ) 再保険契約/再タカフル証書(続き)

 

 2023年

 
残存カバー  

発生保険金の

回収可能額  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

      

１月１日現在の再保険契約資産/再タカフル証書資産 1,995,376  5,580,846  7,576,222

１月１日現在の再保険契約負債/再タカフル証書負債 (249,174) (500,014) (749,188)

１月１日現在の純額 1,746,202  5,080,832  6,827,034

      

損益計算書又はその他の包括利益における変動      

保有保険契約/タカフル証書からの金融(費用)/収益

(注記41(ⅰ)) (1,244,518) (312,438) (1,556,956)

保有再保険契約/再タカフル証書からの金融(費用)/収

益 (注記 41(ⅱ)) (492,241) 503,346  11,105

為替換算差額 93,394  20,227  113,621

損益計算書又はその他の包括利益に認識された金額 (1,643,365) 211,135  (1,432,230)

      

正味キャッシュ・フロー 2,440,607  (2,219,580) 221,027

12月31日現在の純額 2,543,444  3,072,387  5,615,831

      

12月31日現在の再保険契約資産/再タカフル証書資産 2,554,384  3,144,448  5,698,832

12月31日現在の再保険契約負債/再タカフル証書負債 (10,940) (72,061) (83,001)

12月31日現在の純額 2,543,444  3,072,387  5,615,831
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15.　その他の資産

 

  当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年 2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

その他の債権 (ⅰ) 11,449,296  7,658,113  9,147,376  5,525,742

ブローカー及び顧客からの未

収金 55 2,083,055  2,405,763  -  -

前払金及び保証金  1,095,128  1,680,979  231,694  311,043

未収還付税  562,500  556,070  81,613  423,976

差押不動産  380,318  431,933  -  28,500

  15,570,297  12,732,858  9,460,683  6,289,261

減損損失引当金 (ⅱ) (84,273) (66,902) (36,753) (31,156)

  15,486,024  12,665,956  9,423,930  6,258,105

 

(ⅰ) その他の債権には、ブローカー・ディーラー業務の結果として当行グループ及び当行が保有する金の現物約

1,021,128,000マレーシア・リンギット相当（2023年：879,594,000マレーシア・リンギット）が含まれる。

 

(ⅱ) その他の資産の帳簿価額総額及び減損損失引当金の変動の分析は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、損失引当金の変動をもたらしたその他の資産の帳簿価額総額の変動

の主な原因は減損債権の増加であった。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 273  75  66,554  66,902

引当金の変動純額 7,424  (3) 9,019  16,440

為替換算差額 819  8  104  931

2024年12月31日現在 8,516  80  75,677  84,273
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15.　その他の資産(続き)

 

(ⅱ) その他の資産の帳簿価額総額及び減損損失引当金の変動の分析は以下の通りである。(続き)

 

2024年12月31日現在（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 -  -  31,156  31,156

引当金の変動純額 -  -  6,145  6,145

為替換算差額 -  -  (548) (548)

2024年12月31日現在 -  -  36,753  36,753

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度において、損失引当金の変動をもたらしたその他の資産の帳簿価額総額の変動

の主な原因は減損債権の増加であった。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 5,839  48  73,523  79,410

ステージ３への移動 (4,608) -  4,608  -

引当金の変動純額 3,032  9  4,365  7,406

貸倒償却額 -  -  (13,459) (13,459)

為替換算差額 (3,990) 18  (2,483) (6,455)

2023年12月31日現在 273  75  66,554  66,902

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 -  -  44,374  44,374

引当金の変動純額 -  -  298  298

貸倒償却額 -  -  (8,851) (8,851)

為替換算差額 -  -  (4,665) (4,665)

2023年12月31日現在 -  -  31,156  31,156
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16.　投資不動産

 

当行グループ 2024年 2023年

公正価値で計上

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

１月１日現在 1,019,958  988,895

取得 616  856

公正価値調整（注記40） 18,395  29,977

為替換算差額 (312) 230

12月31日現在 1,038,657  1,019,958

 

以下の投資不動産はリース契約により保有されている：

 

当行グループ 2024年 2023年

公正価値で計上

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

借地 186,000  173,500

建物 297,423  299,915

 483,423  473,415

 

当行グループには、投資不動産の実現可能性に関する制約はないほか、投資不動産の購入、建設、開発、あるいは

修繕、維持及び改良に関する契約上の義務を持たない。

 

投資不動産は、比較法や収益還元法など様々な方法を用いて、認定を受けた独立不動産鑑定人によって測定された

公正価値で計上されている。評価方法の詳細は注記54(b)に開示されている。

 

2024年12月31日現在、当行グループが保有するIPUCは3,153,000マレーシア・リンギット(2023年: 3,011,000マ

レーシア・リンギット)であり、当行はIPUCを保有していない。
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17.　中央銀行への法定預け金

 

  当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年 2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

マレーシア中央銀行 (ⅰ) 6,384,199  6,329,672  2,139,303  2,708,529

その他の中央銀行 (ⅱ) 10,784,244  9,412,038  2,508,792  1,982,617

  17,168,443  15,741,710  4,648,095  4,691,146

         

減損損失引当金 (ⅲ) (1,934) (1,975) -  -

  17,166,509  15,739,735  4,648,095  4,691,146

 

(ⅰ) 無利子のマレーシア中央銀行法定預け金の金額は、2009年マレーシア中央銀行法の要求事項を遵守して、適格

負債合計額の所定の割合に設定されている。

 

(ⅱ) 外国支店及び外国子会社の法定預け金は、外国通貨建でそれぞれの国の中央銀行に預けられており、当該国で

適用される法令を遵守している。

 

(ⅲ) 中央銀行への法定預け金に対する減損損失引当金の変動の分析は以下の通りである。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

当行グループ 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

2024年12月31日現在

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 1,975  -  -  1,975

引当金の変動純額 104  -  -  104

為替換算差額 (145) -  -  (145)

2024年12月31日現在 1,934  -  -  1,934

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

当行グループ 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

2023年12月31日現在

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 2,652  -  -  2,652

引当金の変動純額 (822) -  -  (822)

為替換算差額 145  -  -  145

2023年12月31日現在 1,975  -  -  1,975

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 460/1379



 

18.　子会社への投資

 

2024年 2023年

当行

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

非上場株式、取得原価    

- マレーシア国内 37,199,001  36,109,491

- マレーシア国外 1,334,410  1,334,410

 38,533,411  37,443,901

控除：減損損失累計額 (2,957,660) (2,957,660)

 35,575,751  34,486,241

 

2024年12月31日に終了した会計年度に当行グループ及び当行で発生した主な事象は以下の通りである。

 

(ⅰ)　 ①プット・オプション行使によるメイバンク・アセット・マネジメント・グループ・ベルハッド

（「MAMG」）の20％の持分取得

 

当行は、2023年10月19日に、当行がパーモダラン・ナショナル・ベルハッドに付与したプット・オプションの行使

に基づき、パーモダラン・ナショナル・ベルハッドが、メイバンク・アセット・マネジメント・グループ・ベルハッ

ド（「MAMG」）の発行済株式総数の20％に相当する8,336,404株の普通株式を現金対価70,391,800マレーシア・リン

ギットで取得する条件付株式売却契約をパーモダラン・ナショナル・ベルハッド（「PNB」）との間で締結した。本

取得は2024年２月23日に完了した。

 

(ⅱ)　ピーティー・メイバンク・アセット・マネジメントへの資本注入

 

2024年３月22日及び2024年10月25日に、MAMGを通じた当行の完全子会社であるメイバンク・アセット・マネジメン

ト・スンディリアン・ベルハッド（「MAM」）は、当行が99.0％を所有する子会社であるピーティー・メイバンク・

アセット・マネジメントに対し、それぞれ12.00十億インドネシア・ルピア（又は3.74百万マレーシア・リンギット

相当）及び12.40十億インドネシア・ルピア（又は3.51百万マレーシア・リンギット相当）の追加資本を投入した。

 

(ⅲ)　当行の完全所有子会社であるメイバンク・イスラミック・ベルハッド (「MIB」)が発行した29,546,000株の普

通株式新株のライツイシューの引受け

 

2024年３月25日に、当行はMIBが新規に発行した普通株式7,386,500株のライツイシューに応じた。発行価格は普通

株式一株当たり32.799マレーシア・リンギット、対価総額は242,269,814マレーシア・リンギットであった。

 

2024年９月25日に、当行はMIBが新規に発行した普通株式22,159,500株のライツイシューに応じた。発行価格は普

通株式一株当たり29.590マレーシア・リンギット、対価総額は655,699,605マレーシア・リンギットであった。

 

(ⅳ)　メイバンク・オフショア・コーポレート・サービシーズ （ラブアン） スンディリアン・ベルハッド

（「MOCS」）への資本注入

 

2024年７月29日及び2024年８月26日に、当行は、当行の完全所有子会社であるMOCSに対し、それぞれ23.0百万米ド

ル（又は105.8百万マレーシア・リンギット相当）及び10.1百万米ドル（又は45.3百万マレーシア・リンギット相

当）の追加資本を投入した。
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18.　子会社への投資（続き）

 

2024年12月31日に終了した会計年度に当行グループ及び当行で発生した主な事象は以下の通りである。（続き）

 

(ⅴ)　ソラク・フィナンシャル・ホールディングス・プライベート・リミテッド（「Sorak」）への資本注入

 

2024年７月29日及び2024年８月26日に、当行は、Sorakの中間持株会社であるMOCSを通じて当行の完全子会社であ

るSorakに対し、それぞれ12.0百万米ドル（又は55.4百万マレーシア・リンギット相当）及び10.1百万米ドル（又は

44.3百万マレーシア・リンギット相当）の追加資本を投入した。

 

(ⅵ)　エティカ・ライフ・アンド・ジェネラル・アシュアランス・フィリピンズ・インク（「ELGAP」）の普通株式

40.58%の追加取得

 

2024年11月11日に、当行の完全子会社であるエティカ・インターナショナル・ホールディングス・スンディリア

ン・ベルハッド(「EIHSB」)は、メイバンクIBGホールディングス・リミテッド(「MIBGH」)を通じた当行の完全子会

社であるメイバンク・キャピタル・インクからELGAPの普通株式40.58%を追加取得する手続きを完了した。買収後、

EIHSBのELGAPに対する普通株式保有比率は54.66%から95.24%に増加した。ELGAPに対する当行グループの実質的持分

に変動はない。

 

(ⅶ)　 エムエーエム・ピーイー・アジア・ファンドⅠ（ラブアン）エルエルピーの清算

 

2024年11月20日に、当行の完全子会社であるMIBGHは、当行の完全子会社であるエムエーエム・ピーイー・アジ

ア・ファンドⅠ（ラブアン）エルエルピーの清算を完了した。

 

注記40に開示の通り、当行グループは子会社の清算による利得として3,023,000マレーシア・リンギットを計上し

た。

 

(ⅷ)　フィレオアライド・セキュリティーズ（フィリピン）インクの解散

 

メイバンク・インベストメント・バンク・ベルハッドを通じて当行が100％を所有する子会社であるメイセック・

スンディリアン・ベルハッドの完全子会社であるフィレオアライド・セキュリティーズ（フィリピン）インクは、

2024年12月20日にフィリピン証券取引委員会により解散宣告を受けた。

 

注記40に開示の通り、当行グループは子会社の清算による利得として73,000マレーシア・リンギットを計上した。
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18.　子会社への投資（続き）

 

2024年12月31日に終了した会計年度に当行グループ及び当行で発生した主な事象は以下の通りである。（続き）

 

(ⅸ)　当行によるみなし支配ストラクチャード・エンティティへの持分の希薄化、投資及び償還

 

2024年12月31日に終了した会計年度中に、当行は以下の通りみなし支配ストラクチャード・エンティティへの持分

の希薄化、投資及び償還を行った。

 

(a)　当行の完全子会社であるMAMGを通じた当行の完全所有子会社であるMAMが運用する株式ファンドであるメイバン

ク・ダナ・エクイタスへの当行の投資は、15.91百万マレーシア・リンギット相当額が希釈化され、みなし支配

ストラクチャード・エンティティからFVTPL金融投資に再分類されている。

 

注記40に開示の通り、当社グループ及び当行は、みなし支配ストラクチャード・エンティティからFVTPL金融投

資への再分類に伴い、それぞれ約2,192,000マレーシア・リンギット及び約1,032,000 マレーシア・リンギット

の損失を計上した

 

(b)　当行は、当行の完全子会社であるMAMGを通じた当行の完全所有子会社であるMAMが運用する株式ファンドである

エムビービー・グローバル・ストラテジック・グロース-i・ファンドに対し、みなし支配ストラクチャード・

エンティティとして10.00百万マレーシア・リンギットの投資を行った。

 

(c)　当行は、当行の完全子会社であるMAMGを通じて当行が100％を所有する子会社であるMAMが運用する株式ファン

ドであるMAMGインバースETFファンドへの投資を、総額0.9百万米ドル(4.2百万マレーシア・リンギット相当)で

全額償還した。

 

注記40に開示の通り、みなし支配ストラクチャード・エンティティの処分に関して、当行グループは26,000マ

レーシア・リンギットの利得を、当行は782,000マレーシア・リンギットの損失をそれぞれ計上した。

 

(d)　当行は、完全子会社であるMAMGを通じて当行が100％を所有する子会社であるMAMが運用する株式ファンドであ

るメイバンク・オールウェザー・クオンティタティブ・ファンドへの投資を、総額1.4百万米ドル(6.1百万マ

レーシア・リンギット相当)で償還した。

 

注記40に開示の通り、みなし支配ストラクチャード・エンティティへの投資の償還に関して、当行は1,944,000

マレーシア・リンギットの正味利得を計上した。

 

(e)　当行は、当行の完全所有子会社であるMAMGを通じた当行の完全所有子会社であるMAMが運用する株式ファンドで

あるメイバンク・エンハンスト・インカム・ファンドへの投資を総額4.1百万米ドル(17.9百万マレーシア・リ

ンギット相当)で償還した。

 

注記40に開示の通り、みなし支配ストラクチャード・エンティティへの投資の償還に関して、当行は3,010,000

マレーシア・リンギットの正味利得を計上した。
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18.　子会社への投資（続き）

 

2023年12月31日に終了した会計年度に当行グループ及び当行で発生した主な事象は以下の通りである。（続き）

 

(ⅰ)　ミフィン・ベルハッドからの資本の返還

 

2023年１月31日に、当行の完全所有子会社であるミフィン・ベルハッドから、当行は69.7百万マレーシア・リン

ギットの資本の返還を受領した。当行は50.7百万マレーシア・リンギットの資本金返還に係る超過を計上した。

 

(ⅱ)　当行の完全所有子会社であるメイバンク・イスラミック・ベルハッド (「MIB」)が発行した24,006,125株の普

通株式新株のライツイシューの引受け

 

2023年３月22日に、当行はMIBが新規に発行した普通株式24,006,125株のライツイシューに応じた。発行価格は普

通株式一株当たり26.95マレーシア・リンギットであり、対価総額は646,955,466マレーシア・リンギットであった。

 

(ⅲ)　シンガポール・ユニット・トラスツ・リミテッドの売却

 

2023年６月６日に、メイバンク・アセット・マネジメント・グループ・ベルハッド（「MAMG」)を通じて当行が

80％を所有する子会社であるメイバンク・アセット・マネジメント・シンガポール・プライベート・リミテッド

（「MAMS」）は、シンガポール・ユニット・トラスツ・リミテッド（「SUTL」)を58,000シンガポール・ドル(又は

198,000マレーシア・リンギット相当)で売却することにつき、第三者との間で売買契約を締結した。当行グループは

子会社の売却損として47,000マレーシア・リンギットを計上した。

 

(ⅳ)　エムエーエム・ディーピー・リミテッドの解散

 

MAMGを通じて当行が80％を所有する子会社であるメイバンク・プライベート・エクイティ・スンディリアン・ベル

ハッドの完全所有子会社であるエムエーエム・ディーピー・リミテッドは、2023年６月21日にラブアン金融サービス

庁により解散宣告を受けた。当行グループは子会社の売却による利得37,000マレーシア・リンギットを計上した。
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18.　子会社への投資（続き）

 

2023年12月31日に終了した会計年度に当行グループ及び当行で発生した主な事象は以下の通りである。（続き）

 

(ⅴ)　当行によるみなし支配ストラクチャード・エンティティへの投資及び償還

 

2023年12月31日に終了した会計年度において、当行では以下の通りみなし支配ストラクチャード・エンティティへ

の投資及び償還を行った。

 

(a)　当行は、当行が80％を所有する子会社であるMAMGを通じて当行が79.2％を所有子会社であるピーティー・メイ

バンク・アセット・マネジメントが運用する株式ファンドであるメイバンク・ダナ・エクイタスに対し、みな

し支配ストラクチャード・エンティティとして15.9百万マレーシア・リンギット相当の投資を行った。

 

(b)　当行は、当行が80％を所有する子会社であるMAMGを通じて当行が80％を所有する子会社であるメイバンク・ア

セット・マネジメント・スンディリアン・ベルハッド (「MAM」)が運用する株式ファンドであるMAMGインバー

スETFファンドに対し、みなし支配ストラクチャード・エンティティとして5.0百万マレーシア・リンギット相

当の投資を行った。

 

(c)　当行は、MAMGを通じて当行が80％を所有する子会社であるMAMが運用する株式ファンドであるメイバンク・エン

ハンスド・インカム・ファンドへの投資を総額6.0百万米ドル(27.5百万マレーシア・リンギット相当)で償還し

た。

 

当行はみなし支配ストラクチャード・エンティティへの投資の償還に関する4,264,000マレーシア・リンギット

の正味利得を計上した。

 

次へ
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18.　子会社への投資（続き）

 

重要性のある非支配持分を有する子会社の詳細及び財務情報は以下の通りである。

 

(ⅰ) エティカ・インターナショナル・ホールディングス・スンディリアン・ベルハッド（｢EIH｣）

(ⅱ) ピーティー・バンク・メイバンク・インドネシア・ティービーケー（｢MBI｣）及び

(ⅲ) メイバンクIBGホールディングス・リミテッド（｢MIBGH｣）

 

EIH、MBI及びMIBGHの非支配持分が保有する実質的な出資持分比率は注記64(a)に開示されている。

 

EIH、MBI及びMIBGHの要約財務情報は以下の通りである。

 

 EIH  MBI  MIBGH

 2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年

要約損益計算書:

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

 千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

            

受取利息 862,666  802,558  3,818,522  3,612,424  722,933  655,409

支払利息 (40,606) (41,930) (1,650,412) (1,324,945) (353,551) (336,392)

受取利息純額 822,060  760,628  2,168,110  2,287,479  369,382  319,017

保険/タカフル事

業による損益 627,089  508,310  -  -  -  -

その他の営業収益 2,001,241  1,632,272  404,757  425,184  504,463  433,043

営業収益合計 3,450,390  2,901,210  2,572,867  2,712,663  873,845  752,060

保険/タカフル事

業による投資/金

融に係る純損益 (1,964,233) (1,816,600) -  -  -  -

純営業収益 1,486,157  1,084,610  2,572,867  2,712,663  873,845  752,060

一般管理費 (259,531) (226,709) (1,863,012) (1,791,212) (695,298) (631,244)

減損損失前営業利

益(次頁への繰越

額） 1,226,626  857,901  709,855  921,451  178,547  120,816
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18.　子会社への投資（続き）

 

重要性のある非支配持分を有する子会社の詳細及び財務情報は以下の通りである。（続き）

 

EIH、MBI及びMIBGHの要約財務情報は以下の通りである。（続き）

 

 EIH  MBI  MIBGH

 2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年

要約損益計算書（続

き）:

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

 千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

            

減損損失前営業利益

（前頁からの繰越

額） 1,226,626  857,901  709,855  921,451  178,547  120,816

貸出金及びその他の

債権に対する減損損

失引当金戻入/(繰

入)、純額 1,058  12,041  (307,642) (133,014) (35,970) (12,728)

金融投資に対する減

損損失引当金(繰

入)/戻入、純額 (16,537) 126,478  1,070  (855) -  -

その他の金融資産に

対する減損損失引当

金戻入/(繰入)、純

額 4,921  (19,967) (4,401) 895  (2,066) (3,324)

営業利益 1,216,068  976,453  398,882  788,477  140,511  104,764

関連会社の利益持分 -  -  -  -  1,610  761

税金及びザカート前

利益 1,216,068  976,453  398,882  788,477  142,121  105,525

税金及びザカート (319,763) (276,591) (95,334) (189,494) (49,454) (50,040)

当期利益 896,305  699,862  303,548  598,983  92,667  55,485

            

当期利益の帰属:            

当行株主 1,170,293  909,891  280,368  575,395  83,239  41,304

非支配持分 (273,988) (210,029) 23,180  23,588  9,428  14,181

 896,305  699,862  303,548  598,983  92,667  55,485

            

当行グループの非支

配持分への配当金の

支払額 158,331  117,618  16,745  8,176  5,603  12,588

 

18.　子会社への投資（続き）

 

重要性のある非支配持分を有する子会社の詳細及び財務情報は以下の通りである。（続き）

 

EIH、MBI及びMIBGHの要約財務情報は以下の通りである。（続き）

 

 EIH  MBI  MIBGH
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 2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年

要約財政状態

計算書:

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

 千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

            

資産合計 60,031,449  55,843,260  53,680,728  50,384,749  12,746,187  12,439,788

負債合計 (51,516,908) (47,012,657) (45,913,974) (42,059,104) (10,831,465) (10,473,631)

資本合計 8,514,541  8,830,603  7,766,754  8,325,645  1,914,722  1,966,157

            

帰属：            

当行株主 6,085,497  6,237,868  7,601,731  8,166,063  1,804,047  1,852,330

非支配持分 2,429,044  2,592,735  165,023  159,582  110,675  113,827

 8,514,541  8,830,603  7,766,754  8,325,645  1,914,722  1,966,157

要約キャッ

シュ・フロー

計算書:            

            

営業活動 2,194,279  (221,289) (2,124,350) 1,570,503  (428,006) (1,246,854)

投資活動 (1,774,088) 532,016  (1,935,550) (1,200,574) 62,883  (15,174)

財務活動 (575,840) (276,559) 5,017,591  (748,028) 242,392  1,194,010

現金及び現金

同等物の正味

(減少)/増加 (155,649) 34,168  957,691  (378,099) (122,731) (68,018)

 

当行の子会社の詳細は注記64(a)に開示されている。

 

次へ
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19.　関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分

 

  当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

出資持分         

非上場株式、取得原価  346,757  699,604  438,859  438,859

上場株式、取得原価  2,864,864  2,864,864  -  -

為替換算差額  (2,572,898) (2,397,930) -  -

  638,723  1,166,538  438,859  438,859

取得後準備金の持分  1,650,011  1,358,002  -  -

  2,288,734  2,524,540  438,859  438,859

控除：減損損失累計額  (431,006) (419,006) -  -

  1,857,728  2,105,534  438,859  438,859

         

上場株式時価  1,004,830  632,052  -  -

 

(ⅰ) 2019年12月31日以降、当行グループによるジョイント・ベンチャーに対する持分の帳簿価額はゼロに減額され

た。

 

(ⅱ) 当行は、2024年８月30日に、当行の完全子会社であるメイバンク・アライアンス・スンディリアン・ベルハッ

ド(「MASB」)を通じて、ジーペイ・ネットワーク（M）・スンディリアン・ベルハッドの持分30％の全てをジー

ピー・ネットワーク・アジア・プライベート・リミテッドに総額60,000,000米ドル(又は262,080,000マレーシ

ア・リンギット相当)で売却した。

 

注記40に記載の通り、当行グループは、関連会社に対する持分の処分に関して111,443,000マレーシア・リン

ギットの利得を計上した。

 

(ⅲ) 2024年12月31日に終了した会計年度において、当行グループは関連会社に対する投資について減損テストを実

施し、注記46(b)に記載の通り、帳簿価額が回収可能価額を超過したことにより、ウズベク・リーシング・イン

ターナショナル・エー・オー(「ULI」)に対して12,000,000マレーシア・リンギットの減損損失を計上した。
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19.　関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分（続き）

 

(ⅲ) 以下の表は、会計方針の差異を調整した当行グループにおいて重要性のある関連会社に関する情報を要約した

ものであり、当該情報と当行グループの関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分の帳簿価額との差

額を調整したものである。

 

要約損益計算書：

当行グループ

エムシービー・

バンク  

アン・ビン・

コマーシャル・

ジョイント・

ストック・

バンク  

個別に重要性の

ないその他の

関連会社及び

ジョイント・

ベンチャー  合計

2024年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

受取利息 6,961,811  1,652,177  65,438  8,679,426

支払利息 (4,146,513) (1,128,027) (31,955) (5,306,495)

受取利息純額 2,815,298  524,150  33,483  3,372,931

その他の営業収益 775,373  208,679  151,755  1,135,807

純営業収益 3,590,671  732,829  185,238  4,508,738

一般管理費 (1,193,537) (400,120) (139,481) (1,733,138)

減損損失前営業利益 2,397,134  332,709  45,757  2,775,600

貸出金及びその他の債権に対する

減損損失引当金繰入、純額 (17,919) (295,643) (414) (313,976)

営業利益 2,379,215  37,066  45,343  2,461,624

関連会社に対する利益持分 35,432  -  -  35,432

税引前利益 2,414,647  37,066  45,343  2,497,056

税金 (1,243,774) 5,293  (5,043) (1,243,524)

当期利益 1,170,873  42,359  40,300  1,253,532

当行グループの当期利益持分 219,890  6,943  9,469  236,302

        

当期に関連会社が支払った配当金 129,407  -  -  129,407
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19.　関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分（続き）

 

(ⅲ) 以下の表は、会計方針の差異を調整した当行グループにおいて重要性のある関連会社に関する情報を要約した

ものであり、当該情報と当行グループの関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分の帳簿価額との差

額を調整したものである。（続き）

 

要約損益計算書：（続き）

当行グループ

エムシービー・

バンク  

アン・ビン・

コマーシャル・

ジョイント・

ストック・

バンク  

個別に重要性の

ないその他の

関連会社及び

ジョイント・

ベンチャー  合計

2023年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

受取利息 5,694,429  1,970,741  58,036  7,723,206

支払利息 (3,092,785) (1,457,821) (23,403) (4,574,009)

受取利息純額 2,601,644  512,920  34,633  3,149,197

その他の営業収益 615,044  243,984  192,194  1,051,222

純営業収益 3,216,688  756,904  226,827  4,200,419

一般管理費 (1,002,623) (426,747) (191,983) (1,621,353)

減損損失前営業利益 2,214,065  330,157  34,844  2,579,066

貸出金及びその他の債権に対する

減損損失引当金繰入、純額 (39,221) (254,658)  (1,225) (295,104)

営業利益 2,174,844  75,499  33,619  2,283,962

関連会社に対する利益持分 19,538  -  -  19,538

税引前利益 2,194,382  75,499  33,619  2,303,500

税金 (989,766) (22,752) (3,516) (1,016,034)

当期利益 1,204,616  52,747  30,103  1,287,466

当行グループの当期利益持分 226,227  8,645  5,453  240,325

        

当期に関連会社が支払った配当金 97,598  -  736  98,334
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19.　関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分（続き）

 

(ⅲ) 以下の表は、会計方針の差異を調整した当行グループにおいて重要性のある関連会社に関する情報を要約した

ものであり、当該情報と当行グループの関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分の帳簿価額との差

額を調整したものである。（続き）

 

要約財政状態計算書：

当行グループ

エムシービー・

バンク  

アン・ビン・

コマーシャル・

ジョイント・

ストック・

バンク  

個別に重要性の

ないその他の

関連会社及び

ジョイント・

ベンチャー  合計

2024年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

資産合計 48,707,069  30,222,764  309,222  79,239,055

負債合計 (45,103,395) (27,709,181) (286,078) (73,098,654)

資本合計 3,603,674  2,513,583  23,144  6,140,401

        

当行グループの所有持分 676,770  411,976  8,497  1,097,243

のれん 553,760  206,725  -  760,485

投資の帳簿価額 1,230,530  618,701  8,497  1,857,728

        

2023年        

        

資産合計 42,776,470  29,377,762  1,315,665  73,469,897

負債合計 (39,390,390)  (26,880,334)  (1,169,858)  (67,440,582)

資本合計 3,386,080  2,497,428  145,807  6,029,315

        

当行グループの所有持分 635,906  409,328  39,113  1,084,347

のれん 567,854  216,521  236,812  1,021,187

投資の帳簿価額 1,203,760  625,849  275,925  2,105,534

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 472/1379



 

19.　関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分（続き）

 

(ⅳ) 当行グループ及び当行の関連会社及びジョイント・ベンチャーの詳細は、注記64（c）及び注記64（d）にそれ

ぞれ開示されている。

 

(ⅴ) 当行グループの関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分の帳簿価額に含まれるのれんの詳細は、以

下の通りである。

 

 2024年 2023年

当行グループ  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

  

１月１日現在  1,021,187  1,117,542

処分  (236,812) -

為替換算差額  (23,890) (96,355)

12月31日現在  760,485  1,021,187

 

次へ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 473/1379



20.　有形固定資産

 

当行グループ
*
固定資産

事務所什器、

付属品及び

リノベーショ

ン

コンピュータ

及び周辺機器

電気機器及

び

防犯機器 車両 建設仮勘定 合計

2024年 12月 31

日現在

 

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

取得原価

2024年１月１

日現在

2,358,019  1,657,655  2,047,249  349,475  54,168  44,144  6,510,710

取得 2,632  65,910  240,085  12,468  10,601  60,057  391,753

処分 (2,097)  (23,296)  (95,059)  (5,173)  (5,432)  (490)  (131,547)

除 却 （ 注 記

42）

-  (14,161)  (11,039)  (2,605)  (1,531)  -  (29,336)

科目間の振替 -  27,839  -  9,059  -  (36,898)  -

無形資産への

振 替 （ 注 記

22)

-  (26,655)  (1,800)  -  -  -  (28,455)

為替換算差額 (68,685)  (44,610)  (65,560)  (2,513)  (3,330)  961  (183,737)

2024年 12月 31

日現在

2,289,869  1,642,682  2,113,876  360,711  54,476  67,774  6,529,388

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

当行グループ
*
固定資産

事務所什器、

付属品及び

リノベーショ

ン

コンピュータ

及び周辺機器

電気機器及

び

防犯機器 車両 建設仮勘定 合計

2024年12月31日

現在（続き）

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

減価償却及び減

損損失累計額

              

2024年１月１日

現在

954,962  1,408,790  1,518,044  276,023  43,645  -  4,201,464

当期減価償却費

（注記38(ⅱ)

及び42） 35,074  78,004  195,964  13,669  11,800  -  334,511

処分 (1,125)  (22,860)  (87,985)  (5,128)  (4,109)  -  (121,207)

除却(注記42） -  (14,126)  (10,996)  (2,605)  (1,531)  -  (29,258)

無形資産への振

替（注記22）

-  (13,093)  (52)  -  -  -  (13,145)

為替換算差額 (24,989)  (48,834)  (50,041)  380  (2,590)  -  (126,074)

2024年12月31日

現在

963,922  1,387,881  1,564,934  282,339  47,215  -  4,246,291

             

内訳：              

減価償却累計額 956,418  1,387,877  1,564,934  282,339  47,215  -  4,238,783

減損損失累計額 7,504  4  -  -  -  -  7,508

 963,922  1,387,881  1,564,934  282,339  47,215  -  4,246,291

              

正味帳簿価額              

2024年12月31日

現在

1,325,947  254,801  548,942  78,372  7,261  67,774  2,283,097

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

当行グループ
*
固定資産

事務所什器、

付属品及び

リノベーショ

ン

コンピュータ

及び周辺機器

電気機器及

び

防犯機器 車両 建設仮勘定 合計

2023年 12月 31

日現在

 

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

取得原価

2023年１月１

日現在 2,289,337  1,591,417  1,781,284  311,966  58,563  34,219  6,066,786

取得 2,208  82,978  274,856  16,326  12,484  46,836  435,688

処分 (464)  (30,563)  (46,752)  (2,631)  (9,982)  (81)  (90,473)

除 却 （ 注 記

42） -  (25,356)  (14,857)  (4,075)  (9,831)  -  (54,119)

科目間の振替 -  10,930  (139)  16,116  -  (26,907)  -

無形資産から

の/(への)振

替（注記22) -  5,168  82  8,729  -  (13,008)  971

為替換算差額 66,938  23,081  52,775  3,044  2,934  3,085  151,857

2023年 12月 31

日現在 2,358,019  1,657,655  2,047,249  349,475  54,168  44,144  6,510,710

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 476/1379



 

20.　有形固定資産（続き）

 

当行グループ
*
固定資産

事務所什器、

付属品及び

リノベーショ

ン

コンピュータ

及び周辺機器

電気機器及

び

防犯機器 車両 建設仮勘定 合計

2023年12月31日

現在（続き）

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

減価償却及び減

損損失累計額

              

2023年１月１日

現在 888,308  1,354,287  1,356,792  275,254  50,080  -  3,924,721

当期減価償却費

（注記38(ⅱ)

及び42） 45,035  79,556  174,110  13,534  10,261  -  322,496

処分 (241)  (28,270)  (37,827)  (2,296)  (9,090)  -  (77,724)

除却(注記42） -  (24,885)  (14,844)  (4,068)  (3,233)  -  (47,030)

科目間の振替 -  (21)  -  21  -  -  -

無形資産からの

振 替 （ 注 記

22） -  -  82  -  -  -  82

為替換算差額 21,860  28,123  39,731  (6,422)  (4,373)  -  78,919

2023年12月31日

現在 954,962  1,408,790  1,518,044  276,023  43,645  -  4,201,464

             

内訳：              

減価償却累計額 947,458  1,408,786  1,518,044  276,023  43,645  -  4,193,956

減損損失累計額 7,504  4  -  -  -  -  7,508

 954,962  1,408,790  1,518,044  276,023  43,645  -  4,201,464

              

正味帳簿価額              

2023年12月31日

現在 1,403,057  248,865  529,205  73,452  10,523  44,144  2,309,246

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

    借地上の建物  借地^   

当行グループ 自己所有地  

自己所有地上

の建物  50年未満  50年以上  50年未満  50年以上  合計

2024年12月31日

現在

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

*
固 定 資 産 内

訳：

 

取得原価              

2024年１月１日

現在 110,868  491,981  426,549  705,052  176,191  447,378  2,358,019

取得 -  2,590  42  -  -  -  2,632

処分 -  (2,097)  -  -  -  -  (2,097)

為替換算差額 (3,464)  (4,393)  (8,953)  (33,088)  (6,433)  (12,354)  (68,685)

2024年12月31日

現在 107,404  488,081  417,638  671,964  169,758  435,024  2,289,869

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

    借地上の建物  借地^   

当行グループ 自己所有地  

自己所有地上

の建物  50年未満  50年以上  50年未満  50年以上  合計

2024年12月31日

現在（続き）

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

*
固定資産内訳

（続き）：

 

減価償却及び減

損損失累計額

2024年１月１日

現在 56  289,652  288,044  256,225  10,612  110,373  954,962

当期減価償却費 -  10,036  16,981  4,777  423  2,857  35,074

処分 -  (1,107)  (18)  -  -  -  (1,125)

為替換算差額 -  (2,330)  (10,353)  (12,030)  -  (276)  (24,989)

2024年12月31日

現在 56  296,251  294,654  248,972  11,035  112,954  963,922

              

内訳:              

減価償却累計額 2  290,272  293,785  248,546  11,035  112,778  956,418

減損損失累計額 54  5,979  869  426  -  176  7,504

 56  296,251  294,654  248,972  11,035  112,954  963,922

              

正味帳簿価額              

2024年12月31日

現在 107,348  191,830  122,984  422,992  158,723  322,070  1,325,947

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

    借地上の建物  借地^   

当行グループ 自己所有地  

自己所有地上

の建物  50年未満  50年以上  50年未満  50年以上  合計

2023年12月31日

現在

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

*
固 定 資 産 内

訳：

 

取得原価              

2023年１月１日

現在

109,975  488,147  417,015  669,137  170,575  434,488  2,289,337

取得 27  388  1,793  -  -  -  2,208

処分 -  -  (464)  -  -  -  (464)

科目間の振替 -  -  -  -  16  (16)  -

為替換算差額 866  3,446  8,205  35,915  5,600  12,906  66,938

2023年12月31日

現在

110,868  491,981  426,549  705,052  176,191  447,378  2,358,019

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

    借地上の建物  借地^   

当行グループ 自己所有地  

自己所有地上

の建物  50年未満  50年以上  50年未満  50年以上  合計

2023年12月31日

現在（続き）

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

*
固定資産内訳

（続き）：

 

減価償却及び減

損損失累計額

2023年１月１日

現在 56  280,083  262,354  239,366  10,189  96,260  888,308

当期減価償却費 -  10,058  26,973  4,741  423  2,840  45,035

処分 -  -  (64)  -  -  (177)  (241)

為替換算差額 -  (489)  (1,219)  12,118  -  11,450  21,860

2023年12月31日

現在 56  289,652  288,044  256,225  10,612  110,373  954,962

              

内訳:              

減価償却累計額 2  283,673  287,175  255,799  10,612  110,197  947,458

減損損失累計額 54  5,979  869  426  -  176  7,504

 56  289,652  288,044  256,225  10,612  110,373  954,962

              

正味帳簿価額              

2023年12月31日

現在 110,812  202,329  138,505  448,827  165,579  337,005  1,403,057

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

当行
*
固定資産  

事務所什器、

付属品及び

リノベーショ

ン  

コンピュータ

及び周辺機器  

電気機器及び

防犯機器  車両  建設仮勘定  合計

2024年12月31日

現在

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

取得原価              

2024年１月１日

現在 1,340,446  938,586  336,258  224,495  11,317  23,089  2,874,191

取得 42  13,681  25,985  10,836  234  29,542  80,320

処分 -  (530)  (11,623)  (2,734)  (954)  -  (15,841)

除却（注記42） -  (5,485)  (169)  (2,605)  (235)  -  (8,494)

科目間の振替 -  13,709  -  2,311  -  (16,020)  -

子会社への振替 -  (19)  -  -  -  (161)  (180)

為替換算差額 (28,875)  (3,002)  (1,298)  (266)  (107)  827  (32,721)

2024年12月31日

現在 1,311,613  956,940  349,153  232,037  10,255  37,277  2,897,275

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

当行
*
固定資産  

事務所什器、

付属品及び

リノベーショ

ン  

コンピュータ

及び周辺機器  

電気機器及び

防犯機器  車両  建設仮勘定  合計

2024年12月31日

現在（続き）

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

減価償却累計額

2024年１月１日

現在 650,590  857,781  295,786  192,756  8,453  -  2,005,366

当期減価償却費

（注記42） 23,325  22,025  16,905  8,785  981  -  72,021

処分 -  (529)  (11,616)  (2,725)  (800)  -  (15,670)

除却（注記42） -  (5,482)  (169)  (2,605)  (235)  -  (8,491)

為替換算差額 (14,291)  (2,023)  (1,139)  (249)  (100)  -  (17,802)

2024年12月31日

現在 659,624  871,772  299,767  195,962  8,299  -  2,035,424

              

正味帳簿価額              

2024年12月31日

現在 651,989  85,168  49,386  36,075  1,956  37,277  861,851

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

当行
*
固定資産  

事務所什器、

付属品及び

リノベーショ

ン  

コンピュータ

及び周辺機器  

電気機器及び

防犯機器  車両  建設仮勘定  合計

2023年12月31日

現在

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

取得原価              

2023年１月１日

現在 1,308,616  937,719  330,793  217,364  11,766  2,758  2,809,016

取得 434  16,327  11,162  11,839  1,613  20,920  62,295

処分 -  (92)  (3,228)  (1,286)  (1,507)  (81)  (6,194)

除却（注記42） -  (14,904)  (3,938)  (4,075)  (436)  -  (23,353)

科目間の振替 -  2,840  -  465  -  (3,305)  -

無形資産からの

振 替 （ 注 記

22） -  96  83  -  -  -  179

子会社への振替 -  (3,996)  -  -  -  -  (3,996)

為替換算差額 31,396  596  1,386  188  (119)  2,797  36,244

2023年12月31日

現在 1,340,446  938,586  336,258  224,495  11,317  23,089  2,874,191

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 484/1379



 

20.　有形固定資産（続き）

 

当行
*
固定資産  

事務所什器、

付属品及び

リノベーショ

ン  

コンピュータ

及び周辺機器  

電気機器及び

防犯機器  車両  建設仮勘定  合計

2023年12月31日

現在（続き）

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

減価償却累計額

2023年１月１日

現在 612,861  845,032  283,788  188,075  9,567  -  1,939,323

当期減価償却費

（注記42） 23,250  26,013  17,853  9,860  981  -  77,957

処分 -  (92)  (3,203)  (1,279)  (1,507)  -  (6,081)

除却（注記42） -  (14,872)  (3,937)  (4,068)  (436)  -  (23,313)

無形資産からの

振替（注記22） -  -  82  -  -  -  82

為替換算差額 14,479  1,700  1,203  168  (152)  -  17,398

2023年12月31日

現在 650,590  857,781  295,786  192,756  8,453  -  2,005,366

              

正味帳簿価額              

2023年12月31日

現在 689,856  80,805  40,472  31,739  2,864  23,089  868,825

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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20.　有形固定資産（続き）

 

 借地上の建物  借地^

当行 自己所有地  

自己所有地上

の建物  50年未満  50年以上  50年未満  50年以上  合計

2024年12月31日

現在

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

*
固定資産内訳:

 

取得原価

2024年１月１日

現在 106,018  404,812  321,855  394,146  19,318  94,297  1,340,446

取得 -  -  42  -  -  -  42

為替換算差額 (781)  (1,069)  (2,377)  (22,937)  -  (1,711)  (28,875)

2024年12月31日

現在 105,237  403,743  319,520  371,209  19,318  92,586  1,311,613

              

減価償却累計額              

2024年１月１日

現在 -  253,459  204,660  156,284  8,761  27,426  650,590

当期減価償却費 -  8,046  13,313  624  370  972  23,325

為替換算差額 -  (539)  (3,942)  (9,062)  -  (748)  (14,291)

2024年12月31日

現在 -  260,966  214,031  147,846  9,131  27,650  659,624

              

正味帳簿価額              

2024年12月31日

現在 105,237  142,777  105,489  223,363  10,187  64,936  651,989

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 486/1379



 

20.　有形固定資産（続き）

 

 借地上の建物  借地^

当行 自己所有地  

自己所有地上

の建物  50年未満  50年以上  50年未満  50年以上  合計

2023年12月31日

現在

 

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

*
固定資産内訳:

 

取得原価

2023年１月１日

現在

105,113  403,314  319,120  369,322  19,290  92,457  1,308,616

取得 27  387  20  -  -  -  434

科目間の振替 -  -  -  -  16  (16)  -

為替換算差額 878  1,111  2,715  24,824  12  1,856  31,396

2023年12月31日

現在

106,018  404,812  321,855  394,146  19,318  94,297  1,340,446

              

減価償却累計額              

2023年１月１日

現在

-  245,080  187,421  146,315  8,380  25,665  612,861

当期減価償却費 -  8,046  13,243  622  370  969  23,250

為替換算差額 -  333  3,996  9,347  11  792  14,479

2023年12月31日

現在

-  253,459  204,660  156,284  8,761  27,426  650,590

              

正味帳簿価額              

2023年12月31日

現在

106,018  151,353  117,195  237,862  10,557  66,871  689,856

 

^ 注記21に記載の通り、借地は当行グループ及び当行の使用権資産として認識されている。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 487/1379



 

21.　使用権資産

 

当行グループ 設備  事務所機器  

コンピュータ及

び

データセンター  車両  合計

2024年12月31日現在

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

取得原価

2024年１月１日現在 1,925,601  1,291  920,960  24,454  2,872,306

取得 208,727  292  93,734  150  302,903

終了 (106,602)  (288)  (103,889)  (18,553)  (229,332)

変更 8,978  -  26,532  -  35,510

為替換算差額 (64,032)  (54)  (7,814)  (1,618)  (73,518)

2024年12月31日現在 1,972,672  1,241  929,523  4,433  2,907,869

          

減価償却累計額          

2024年１月１日現在 895,547  712  321,187  18,723  1,236,169

当期減価償却費（注記38(ⅱ)及び

42） 255,201  199  255,398  4,456  515,254

終了 (105,698)  (236)  (104,121)  (18,526)  (228,581)

変更 (28,630)  -  54  3  (28,573)

為替換算差額 (37,292)  79  (4,246)  (1,405)  (42,864)

2024年12月31日現在 979,128  754  468,272  3,251  1,451,405

          

正味帳簿価額          

2024年12月31日現在 993,544  487  461,251  1,182  1,456,464

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 488/1379



 

21.　使用権資産（続き）

 

当行グループ 設備  事務所機器  

コンピュータ及

び

データセンター  車両  合計

2023年12月31日現在

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

取得原価

2023年１月１日現在 1,795,702  1,123  447,083  24,596  2,268,504

取得 287,132  358  689,261  1,210  977,961

終了 (242,403)  (274)  (261,902)  (2,652)  (507,231)

変更 22,527  -  40,087  -  62,614

為替換算差額 62,643  84  6,431  1,300  70,458

2023年12月31日現在 1,925,601  1,291  920,960  24,454  2,872,306

          

減価償却累計額          

2023年１月１日現在 795,478  687  279,536  16,027  1,091,728

当期減価償却費（注記38(ⅱ)及び

42） 274,141  221  298,835  4,487  577,684

終了 (196,195)  (255)  (215,596)  (2,619)  (414,665)

変更 (1,143)  -  (46,252)  -  (47,395)

為替換算差額 23,266  59  4,664  828  28,817

2023年12月31日現在 895,547  712  321,187  18,723  1,236,169

          

正味帳簿価額          

2023年12月31日現在 1,030,054  579  599,773  5,731  1,636,137

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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21.　使用権資産（続き）

 

当行 設備  事務所機器  

コンピュータ

及び

データセン

ター  車両  合計

2024年12月31日現在

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

取得原価

2024年１月１日現在 900,462  652  392  594  902,100

取得 56,549  16  -  150  56,715

終了 (59,846)  (27)  -  -  (59,873)

変更 2,485  -  -  -  2,485

為替換算差額 (11,725)  (29)  120  (29)  (11,663)

2024年12月31日現在 887,925  612  512  715  889,764

          

減価償却累計額          

2024年１月１日現在 381,742  405  201  117  382,465

当期減価償却費（注記42） 113,870  89  154  289  114,402

終了 (59,588)  (29)  (231)  -  (59,848)

変更 (283)  -  -  -  (283)

為替換算差額 (7,053)  (19)  (12)  (18)  (7,102)

2024年12月31日現在 428,688  446  112  388  429,634

          

正味帳簿価額          

2024年12月31日現在 459,237  166  400  327  460,130

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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21.　使用権資産（続き）

 

当行 設備  事務所機器  

コンピュータ

及び

データセン

ター  車両  合計

2023年12月31日現在

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

取得原価

2023年１月１日現在 861,619  590  387  597  863,193

取得 100,564  69  -  121  100,754

終了 (56,769)  (42)  -  (153)  (56,964)

変更 (19,182)  -  -  -  (19,182)

為替換算差額 14,230  35  5  29  14,299

2023年12月31日現在 900,462  652  392  594  902,100

          

減価償却累計額          

2023年１月１日現在 312,360  326  48  148  312,882

当期減価償却費（注記42） 116,283  91  152  118  116,644

終了 (53,020)  (33)  -  (153)  (53,206)

変更 (582)  -  -  -  (582)

為替換算差額 6,701  21  1  4  6,727

2023年12月31日現在 381,742  405  201  117  382,465

          

正味帳簿価額          

2023年12月31日現在 518,720  247  191  477  519,635

 

注記20に記載の通り、2024年12月31日現在における当行グループ及び当行が保有する使用権資産の合計正味帳簿価額は、それぞれ

1,937,257,000 マレーシア・リンギット(2023年: 2,138,721,000マレーシア・リンギット)及び535,253,000マレーシア・リンギッ

ト(2023年: 597,063,000マレーシア・リンギット)である。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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22.　無形資産

 

当行グルー

プ のれん

コア預金

無形資産 代理店網

顧客との

取引関係

投資運用

契約  

コンピュー

タ・

ソフトウェ

ア

開発中の

ソフトウェ

ア 合計

2024年12月

31日現在 千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

 

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

取得原価                

2024年１月

１日現在 7,689,535  317,668  82,742  172,762  11,141  3,626,179  471,986  12,372,013

取得 -  -  -  -  -  116,760  288,993  405,753

処分 -  -  -  -  -  (3,064)  (4,034)  (7,098)

除却（注記

42） -  -  -  -  -  (11,396)  (500)  (11,896)

科目間の振

替 -  -  -  -  -  259,180  (259,180)  -

有形固定資

産からの振

替（注記

20） -  -  -  -  -  29,143  (688)  28,455

為替換算差

額 (481,836)  (22,706)  -  (4,596)  -  (71,262)  (10,702)  (591,102)

2024年12月

31日現在 7,207,699  294,962  82,742  168,166  11,141  3,945,540  485,875  12,196,125

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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22.　無形資産（続き）

 

当行グループ のれん

コア預金

無形資産 代理店網

顧客との

取引関係

投資運用

契約  

コンピュー

タ・

ソフトウェ

ア

開発中の

ソフトウェ

ア 合計

2024年12月31

日現在（続

き）

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

 千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

償却累計額                

2024年１月１

日現在 -  317,668  82,742  172,762  -  2,729,866  -  3,303,038

当期償却費

（注記38

(ⅱ)及び

42） -  -  -  -  -  269,845  -  269,845

処分 -  -  -  -  -  (271)  -  (271)

除却（注記

42） -  -  -  -  -  (11,396)  -  (11,396)

有形固定資産

への振替

（注記20） -  -  -  -  -  13,145  -  13,145

為替換算差額 -  (22,706)  -  (4,596)  -  (54,629)  -  (81,931)

2024年12月31

日現在 -  294,962  82,742  168,166  -  2,946,560  -  3,492,430

               

減損損失累計

額                

2024年１月１

日現在 1,707,064  -  -  -  -  -  -  1,707,064

減損損失 4,430  -  -  -  -  -  -  4,430

為替換算差額 (1,089)  -  -  -  -  -  -  (1,089)

2024年12月31

日現在 1,710,405  -  -  -  -  -  -  1,710,405

               

正味帳簿価額                

2024年12月31

日現在 5,497,294  -  -  -  11,141  998,980  485,875  6,993,290

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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22.　無形資産（続き）

 

当行グルー

プ のれん

コア預金

無形資産 代理店網

顧客との

取引関係

投資運用

契約  

コンピュー

タ・

ソフトウェ

ア

開発中の

ソフトウェ

ア 合計

2023年12月

31日現在 千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

 

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

取得原価                

2023年１月

１日現在

7,304,759  301,678  82,742  167,987

 

11,141  3,247,851  352,583  11,468,741

取得 -  -  -  -  -  137,791  328,072  465,863

処分 -  -  -  -  -  (311)  -  (311)

除却（注記

42）

-  -  -  -

 

-  (20,646)  (756)  (21,402)

科目間の振

替

-  -  -  -

 

-  156,979  (156,979)  -

有形固定資

産から/

(へ)の振替

（注記20） -  -  -  -  -  57,925  (58,896)  (971)

為替換算差

額

384,776  15,990  -  4,775

 

-  46,590  7,962  460,093

2023年12月

31日現在

7,689,535  317,668  82,742  172,762

 

11,141  3,626,179  471,986  12,372,013

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)
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22.　無形資産（続き）

 

当行グループ のれん

コア預金

無形資産 代理店網

顧客との

取引関係

投資運用

契約  

コンピュー

タ・

ソフトウェ

ア

開発中の

ソフトウェ

ア 合計

2023年12月31

日現在（続

き）

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

 千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

償却累計額                

2023年１月１

日現在 -  301,678  82,742  167,987  -  2,463,095  -  3,015,502

当期償却費

（注記38

(ⅱ)及び

42） -  -  -  -  -  251,126  -  251,126

処分 -  -  -  -  -  (141)  -  (141)

除却（注記

42） -  -  -  -  -  (20,619)  -  (20,619)

有形固定資産

への振替

（注記20） -  -  -  -  -  (82)  -  (82)

為替換算差額 -  15,990  -  4,775  -  36,487  -  57,252

2023年12月31

日現在 -  317,668  82,742  172,762  -  2,729,866  -  3,303,038

               

減損損失累計

額                

2023年１月１

日現在 1,706,114  -  -  -  -  -  -  1,706,114

為替換算差額 950  -  -  -  -  -  -  950

2023年12月31

日現在 1,707,064  -  -  -  -  -  -  1,707,064

               

正味帳簿価額                

2023年12月31

日現在 5,982,471  -  -  -  11,141  896,313  471,986  7,361,911

 

次へ
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22.　無形資産（続き）

 

のれん

コンピュータ・

ソフトウェア

開発中の

ソフトウェア 合計

当行

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

2024年12月31日現在        

        

取得原価        

2024年１月１日現在 81,015  1,222,544  204,765  1,508,324

取得 -  14,016  185,898  199,914

除却（注記42） -  (11,396) (500) (11,896)

子会社への振替 -  (795) -  (795)

科目間の振替 -  124,228  (124,228) -

為替換算差額 -  (2,096) (387) (2,483)

2024年12月31日現在 81,015  1,346,501  265,548  1,693,064

        

償却累計額        

2024年１月１日現在 -  965,028  -  965,028

当期償却費（注記42） -  76,315  -  76,315

除却（注記42） -  (11,396) -  (11,396)

為替換算差額 -  (1,486) -  (1,486)

2024年12月31日現在 -  1,028,461  -  1,028,461

        

正味帳簿価額        

2024年12月31日現在 81,015  318,040  265,548  664,603
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22.　無形資産（続き）

 

のれん

コンピュータ・

ソフトウェア

開発中の

ソフトウェア 合計

当行

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

2023年12月31日現在        

        

取得原価        

2023年１月１日現在 81,015  1,163,975  85,692  1,330,682

取得 -  10,860  176,669  187,529

除却（注記42） -  (10,947) (756) (11,703)

子会社への振替 -  -  -  -

科目間の振替 -  1,327  (1,327) -

有形固定資産から/（へ）の振替

（注記20） -  55,274  (55,453) (179)

為替換算差額 -  2,055  (60) 1,995

2023年12月31日現在 81,015  1,222,544  204,765  1,508,324

        

償却累計額        

2023年１月１日現在 -  904,886  -  904,886

当期償却費（注記42） -  69,697  -  69,697

除却（注記42） -  (10,947) -  (10,947)

有形固定資産への振替（注記20） -  (82) -  (82)

為替換算差額 -  1,474  -  1,474

2023年12月31日現在 -  965,028  -  965,028

        

正味帳簿価額        

2023年12月31日現在 81,015  257,516  204,765  543,296
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22.　無形資産（続き）

 

(ⅰ) のれん

 

のれんは、以下の事業セグメントに従って識別された当行グループの資金生成単位（｢CGUs｣）に配分されてい

る。

 

  2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

     

マレーシアでのアメリカン・エキスプレス（｢AMEX｣）カード・

サービス事業 (a) 81,015  81,015

     

ピーティー・バンク・メイバンク・インドネシア・

ティービーケー（｢メイバンク・インドネシア｣）の取得 (b) 5,807,085  5,807,085

控除:減損損失累計額  (1,619,518) (1,619,518)

 4,187,567 4,187,567

     

メイバンクIBGホールディングス・リミテッド（「MIBGH」）の取

得 (c) 2,001,914  2,001,914

控除:減損損失累計額  (18,591) (14,161)

  1,983,323  1,987,753

     

ピーティー・メイバンク・アセット・マネジメントの取得  20,162  20,162

控除:減損損失累計額  (20,162) (20,162)

  -  -

     

ピーティー・アシュランシ・エティカ・インターナショナル・イ

ンドネシアの取得  60,974  60,974

控除:減損損失累計額  (43,899) (43,899)

  17,075  17,075

     

アマナ・ミューチュアル・ベルハッドの取得  2,168  2,168

     

為替換算差額  (773,854) (293,107)

  5,497,294  5,982,471

 

2024年 2023年

当行 注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

マレーシアでのアメリカン・エキスプレス（｢AMEX｣）カード・

サービス事業 (a) 81,015  81,015
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22.　無形資産（続き）

 

(i) のれん（続き）

 

のれんは買収の相乗効果により便益が得られると期待される当行グループのCGUsに配分される。減損の有無を判

断するために、当該CGUsの帳簿価額と使用価値を比較してCGUsの回収可能価額を評価する。CGUsの帳簿価額が回収

可能価額を上回る場合には、減損損失を損益計算書に認識する。2024年12月31日に終了した会計年度中、CGUsに対

して4.4百万マレーシア・リンギットの減損損失が追加で認識された。

 

(a)　使用価値は、経営者が作成及び承認した10年間における割引キャッシュ・フローの予測値を用いて計算する。

 

　その他に使用価値の計算に用いている主要な仮定は以下の通りである。

 

(ⅰ)　当行は、AMEXカード・サービス事業は継続事業であると見込んでいる。

 

(ⅱ)　取引量の成長率は、年9.0％から12.0％である業界成長率と一致すると予想される。

 

(ⅲ)　割引率は、評価時点における当行内部の加重平均資本コストを用いており、年率7.69％（2023年：年率

6.44％）と見積もられている。

 

(b)　使用価値の割引キャッシュ・フロー・モデルは、経営者が作成及び承認した５年間における株主に帰属するフ

リー・キャッシュ・フロー（FCFE）の予測値を使用している。

 

　その他に使用価値の計算に用いている主要な仮定は以下の通りである。

 

(ⅰ)　当行は、メイバンク・インドネシアは継続企業として銀行事業を運営していくと予測している。

 

(ⅱ)　割引率は、現在の個別カントリー・リスクに基づいて年率約12.2％（2023年：年率12.7％）と見積もら

れる。

 

(ⅲ)　ターミナルバリューを計算する際のキャッシュ・フロー成長率は5.1％（2023年：5.0％）である。

 

　感応度分析によれば、割引率が10ベーシスポイント変動することにより、回収可能額がそれぞれ344.9百万マ

レーシア・リンギット増加又は354.8百万マレーシア・リンギット減少することになる。一方で、メイバンク・イ

ンドネシアの年間キャッシュ・フローのターミナル成長率が10ベーシスポイント変動することにより、回収可能

額はそれぞれ274.5百万マレーシア・リンギット増加又は267.0百万マレーシア・リンギット減少することにな

る。
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22.　無形資産（続き）

 

(i) のれん（続き）

 

(c)　メイバンク・インベストメント・バンキング・グループ（「MIBG」）は、投資銀行及びアドバイザリー

（「IB&A」）並びに取引仲介及びエクイティ＆コモディティ・デリバティブ（「ECDG」）等の２つの事業の柱に

区分される。MIBGを構成する主要企業は、メイバンク・インベストメント・バンク・ベルハッド（「MIBMY」）と

メイバンクIBGホールディング・リミテッド（「MIBGH」）であるが、MIBGはグローバル・バンキングの中に投資

銀行のサブ・セグメントを設けている。

 

　使用価値の計算に用いる割引キャッシュ・フロー・モデルは、経営者によって作成及び承認されたMIBMY及び

MIBGHの５年間における会社に帰属するフリー・キャッシュ・フロー（FCFF）の予測値の合計を使用している。

 

　使用価値の計算に用いたその他の主要な仮定は以下の通りである。

 

(ⅰ)　当行は、MIBGは継続企業として事業を運営していくと予測している。

 

(ⅱ)　割引率は、評価時点におけるMIBGの内部の加重平均資本コストを用いており、年率7.9％（2023年：年率

8.3％）と見積もられている。

 

(ⅲ)　ターミナルバリューを計算する際のキャッシュ・フロー成長率は4.1％（2023年：4.5％）であり、MIBG

が事業を行っている主要な地域であるマレーシア、シンガポール及びタイの平均GDP成長率と整合してい

る。

 

　感応度分析によれば、MIBGの年間キャッシュ・フロー成長率が継続的に4.3％のマイナスとなるか、割引率が

15.8％前後に上昇した場合、回収可能価額がCGUの帳簿価額にまで減少することになる。

 

(ⅱ) コア預金無形資産（CDI）

 

　コア預金無形資産は、メイバンク・インドネシアの銀行事業を取得する際に発生した。CDIは有限の耐用年数を８

年間とみなして定率法で全額償却された。

 

(ⅲ) 代理店網

 

　代理店網は、MIBGHの投資銀行事業を取得する際に発生した。代理店網は有限の耐用年数を11年とみなして定率法

で全額償却された。

 

(ⅳ) 顧客との取引関係

 

　顧客との取引関係は、MIBGHの投資銀行事業を取得する際に発生した。顧客との取引関係は有限の耐用年数を３年

から９年とみなして定率法で全額償却された。
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22.　無形資産（続き）

 

(ⅴ) 投資運用契約

 

　当行グループは、当行グループに対し安定した収益と将来の経済的便益をもたらすことが見込まれることから、ア

マナ・ミューチュアル・ベルハッドの買収を通じて取得した投資運用契約を無形資産として認識している。この投資

運用契約は当初に取得原価で認識され、その後は減損損失累計額控除後の金額で計上されている。当行グループに対

する正味キャッシュ・インフローの生成が見込まれる期間に予見可能な限度がないものと考えられることから、この

投資運用契約の耐用年数を確定できないものとして見積もっている。

 

 

23.　顧客預金

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

定期預金及び譲渡性預金        

- １年以内 359,786,179  338,484,742  170,287,990  168,785,966

- １年超 4,124,887  5,262,596  1,199,284  1,671,026

 363,911,066  343,747,338  171,487,274  170,456,992

市場金利連動型預金 103,518,983  92,717,328  29,566,090  24,511,481

貯蓄預金 96,386,543  91,945,677  32,803,883  32,501,601

要求払預金 149,098,867  141,948,993  76,751,739  72,206,065

 712,915,459  670,359,336  310,608,986  299,676,139

 

顧客の種類別の預金内訳は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

法人 325,086,856  321,757,207  174,630,839  181,905,063

個人 275,588,994  252,096,036  84,635,236  82,240,142

政府及び特殊法人 52,691,775  46,551,421  19,578,968  13,396,190

その他 59,547,834  49,954,672  31,763,943  22,134,744

 712,915,459  670,359,336  310,608,986  299,676,139
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23.　顧客預金（続き）

 

定期預金及び譲渡性預金の満期に関する情報は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

６カ月以内 296,594,038  253,874,268  142,587,146  129,783,677

６カ月超１年以内 63,192,141  84,610,474  27,700,844  39,002,289

１年超３年以内 3,530,590  4,919,566  640,686  1,364,284

３年超５年以内 89,151  172,871  53,452  136,583

５年超 505,146  170,159  505,146  170,159

 363,911,066  343,747,338  171,487,274  170,456,992

 

 

24.　金融機関預り金

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

認可銀行 44,509,804  41,889,399  75,107,282  56,227,471

認可金融会社 861,295  164,567  861,295  164,568

認可投資銀行 583,092  681,618  583,092  681,618

その他の金融機関 1,097,029  1,941,308  447,555  1,148,126

 47,051,220  44,676,892  76,999,224  58,221,783

 

金融機関からの預り金及び満期に関する情報は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１年以内 40,997,427  39,390,242  71,537,983  53,682,671

１年超 6,053,793  5,286,650  5,461,241  4,539,112

 47,051,220  44,676,892  76,999,224  58,221,783
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25.　純損益を通じて公正価値で測定する（｢FVTPL｣）金融負債

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

仕組預金 4,846,081  322,871  331,669  322,871

        

借入金        

無担保        

ミディアム・ターム・ノート        

- 返済期限が１年超のもの        

通貨:        

- 米ドル 7,097,373  8,443,692  7,097,373  8,443,692

        

純損益を通じて公正価値で測定する

金融負債合計 11,943,454  8,766,563  7,429,042  8,766,563

 

　当行グループ及び当行は、特定の仕組預金及び借入金をFVTPLに指定した。この指定は、会計上のミスマッチを著

しく軽減することから、MFRS第９号「金融商品」によって認められている。これらの金融商品は当行グループ及び

当行により、公正価値基準で運用されており、実質的にデリバティブの性質を有する条件を含んでいる。

 

　2024年12月31日現在、FVTPLに指定された仕組預金の契約上の帳簿価額は、当行グループでは4,893,934,000マ

レーシア・リンギット（2023年：324,375,000マレーシア・リンギット）であり、当行では333,757,000マレーシ

ア・リンギット（2023年：324,375,000マレーシア・リンギット）であった。一方、2024年12月31日現在の当行グ

ループ及び当行のFVTPLに指定された借入金の契約上の帳簿価額は、14,650,722,000マレーシア・リンギット（2023

年：14,123,352,000マレーシア・リンギット）であった。自己の信用リスクの変動に起因する、FVTPL金融負債の公

正価値の変動は軽微である。

 

　借入金の変動は以下の通りである。

 

  当行グループ  当行

 2024年 2023年 2024年 2023年

 

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

１月１日現在  8,443,692  8,107,257  8,443,692  8,107,257

現金以外の変動:         

公正価値の変動  (1,873,689) (1,046,487) (1,873,689) (1,046,487)

その他  852,930  885,086  852,930  885,086

為替換算差額  (325,560) 497,836  (325,560) 497,836

12月31日現在  7,097,373  8,443,692  7,097,373  8,443,692
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26.　その他の負債

 

  当行グループ  当行

  2024年  2023年  2024年  2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

ブローカー及び顧客に対する債務 55 4,595,057  5,003,307  -  -

預り金、その他の債権者に対する

債務及び未払費用  19,955,057  11,288,218  12,454,015  7,975,735

確定給付年金制度 (ⅰ) 530,427  524,485  -  -

コミットメント及び偶発債務に対

する引当金 (ⅱ) 53,976  28,976  19,176  18,176

ローン・コミットメント及び金融

保証契約に対する減損損失引当金 (ⅲ) 397,797  345,443  229,514  189,089

リース負債 (ⅳ) 1,316,862  1,513,084  464,118  520,650

仕組預金  658,803  7,237,415  526,155  474,416

  27,507,979  25,940,928  13,692,978  9,178,066

 

(ⅰ) 確定給付年金制度

 

当行の子会社は、各国の労働法に従い、従業員が退職する際に退職金を支払う義務を負う。当行の子会社は、

これらの退職給付債務を確定給付制度として会計処理している。

 

確定給付制度に係る債務の金額は、外部の有資格の独立年金数理人が予測単位積増方式を用いて計算する。こ

の際、将来に支払われる給付に係る予測キャッシュ・フローの現在価値が計算の基礎となる。計算の際は、給

与、従業員退職率、死亡率、勤務期間等、数理計算上の仮定を考慮する。

 

当行の子会社は確定給付制度により、長寿リスク、金利リスク、為替リスク、市場（投資）リスク等の数理計

算リスクを負う。

 

(a) 確定給付制度基金への拠出

 

確定給付制度の基金は全額当行の子会社が拠出している。積立要件は年金基金の数理計算の枠組みに準拠

しており、制度積立方針に記載されている。子会社の従業員が制度に拠出することは求められない。
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26.　その他の負債（続き）

 

(ⅰ) 確定給付年金制度（続き）

 

(a) 確定給付制度基金への拠出（続き）

 

来期以降に当行の子会社が確定給付制度に対して拠出すると見込まれる金額は以下の通りである。

 

 2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

今後12カ月以内 51,628  56,918

１年超５年以内 222,970  236,380

５年超10年以内 418,657  429,047

10年超 3,041,400  3,051,930

予想拠出額合計 3,734,655  3,774,275

 

(b) 確定給付負債の純額の変動

 

確定給付負債の純額の調整表とその内訳は以下の通りである。

 

当行グループ 確定給付債務  

制度資産の

公正価値  

確定給付債務の

純額

2024年12月31日現在 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

     

2024年１月１日現在 561,382  (36,897) 524,485

     

損益計算書に認識された項目      

当期勤務費用 141,614  -  141,614

過去勤務収益 (7,788) -  (7,788)

利息収益/(費用) 36,400  (2,271) 34,129

その他の長期従業員給付制度に係る数理計算上の利

得 (53,442) -  (53,442)

116,784  (2,271) 114,513

     

包括利益計算書に認識された項目：      

再測定による(利得)/損失：      

- 数理計算上の(利得)/損失：      

- 人口統計上の仮定 (1,321) -  (1,321)

- 財務上の仮定 (4,756) 1,974  (2,782)

- 実績に基づく修正 (17,761) -  (17,761)

- 制度資産に係る収益（利息収益を除く） 113  (508) (395)

(23,725) 1,466  (22,259)
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26.　その他の負債（続き）

 

(ⅰ) 確定給付年金制度（続き）

 

(b) 確定給付負債の純額の変動（続き）

 

確定給付負債の純額の調整表とその内訳は以下の通りである。（続き）

 

当行グループ（続き） 確定給付債務  

制度資産の

公正価値  

確定給付債務の

純額

2024年12月31日現在（続き）

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

その他の項目：      

事業主の拠出額 -  (9,332) (9,332)

給付支払額 (56,677) 11,748  (44,929)

為替換算差額 (32,468) 417  (32,051)

(89,145) 2,833  (86,312)

     

2024年12月31日現在 565,296  (34,869) 530,427

 

当行グループ 確定給付債務  

制度資産の

公正価値  

確定給付債務の

純額

2023年12月31日現在

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

     

2023年１月１日現在 522,644  (39,270) 483,374

     

損益計算書に認識された項目      

当期勤務費用 68,482  -  68,482

過去勤務収益 (2,084) -  (2,084)

利息収益/(費用) 35,706  (2,234) 33,472

その他の長期従業員給付制度に係る数理計算上の利

得 (737) -  (737)

101,367  (2,234) 99,133

     

包括利益計算書に認識された項目：      

再測定による(利得)/損失：      

- 数理計算上の(利得)/損失：      

- 人口統計上の仮定 (224) -  (224)

- 財務上の仮定 6,839  -  6,839

- 実績に基づく修正 (34,091) -  (34,091)

- 制度資産に係る収益（利息収益を除く） 52  747  799

(27,424) 747  (26,677)
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26.　その他の負債（続き）

 

(ⅰ) 確定給付年金制度（続き）

 

(b) 確定給付負債の純額の変動（続き）

 

確定給付負債の純額の調整表とその内訳は以下の通りである。（続き）

当行グループ（続き） 確定給付債務  

制度資産の

公正価値  

確定給付債務の

純額

2023年12月31日現在（続き）

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

その他の項目：      

事業主の拠出額 (269) (9,975) (10,244)

給付支払額 (51,030) 13,804  (37,226)

為替換算差額 16,094  31  16,125

(35,205) 3,860  (31,345)

     

2023年12月31日現在 561,382  (36,897) 524,485

 

(c) 制度資産

 

制度資産合計の公正価値の内訳に含まれている主な制度資産の分類は以下の通りである。

 

 2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

   

現金及び現金同等物 3,227  8,955

活発な市場における相場価格がある投資:    

株式:    

- 消費者市場 2,704  3,265

- 金融機関 1,604  4,662

外国政府債 17,951  18,449

負債性金融商品 2,395  2,003

その他の債権 8,448  1,100

その他の債務 (1,460) (1,537)

34,869  36,897

 

制度資産を保有する当行の子会社は、報告期間末日ごとに「資産負債マッチング調査（ALM）」を実施して

いる。ALMの主要な手法は、期待運用収益率が、確定給付制度の望ましい積立水準を保つために十分であるか

を確認することである。
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26.　その他の負債（続き）

 

(ⅰ) 確定給付年金制度（続き）

 

(d) 確定給付債務

 

(A) 数理計算上の仮定

 

子会社が年金債務を算定する際に用いている主な仮定は以下の通りである。

 

当行グループ 2024年  2023年

％  ％

割引率    

- インドネシア 6.98  6.73

- フィリピン 6.05  6.17

- タイ 2.22  2.80

    

将来の昇給率    

- インドネシア 6.50  6.50

- フィリピン 5.17  4.77

- タイ 5.00  5.00

 

当行グループ 2024年  2023年

年  年

インドネシア：  

55歳から56歳で退職した者の平均余命  

- 男性 20.31  20.34

- 女性 21.28  21.31

    

フィリピン：    

60歳で退職した者の平均余命    

- 男性 14.50  12.85

- 女性 18.00  16.95

    

タイ：    

60歳で退職した者の平均余命    

- 男性 14.40  14.40

- 女性 21.00  21.00

 

各報告期間末日の確定給付債務の平均デュレーションは以下の通りである。

 

当行グループ 2024年  2023年

年 年

確定給付債務の平均デュレーション    

- インドネシア 9.36  9.66

- フィリピン 13.59  11.47

- タイ 14.06  14.89
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26.　その他の負債（続き）

 

(ⅰ) 確定給付年金制度（続き）

 

(d) 確定給付債務（続き）

 

(B) 感応度分析

 

報告期間末日において、他の仮定が不変であるとして、関連する数理計算上の仮定の一つが合理的に

変動した場合に確定給付債務に与えると考えられる影響額は以下の通りである。

 

確定給付債務

当行グループ １％の増加 １％の減少

2024年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

割引率（１％変動） (57,696) 17,437

将来昇給率（１％変動） 7,806  (49,479)

将来死亡率（１％変動） 99  (98)

 

2023年

    

割引率（１％変動） (31,525) 32,310

将来昇給率（１％変動） 37,327  (36,643)

将来死亡率（１％変動） 95  (93)

 

上記の感応度分析は、主要な仮定が合理的な範囲で変動した場合に、その結果として確定給付債務の

純額に与える影響を推計する手法に基づいて金額を算定しており、報告年度末日ごとに行われる。

 

(ⅱ) コミットメント及び偶発債務に対する引当金の変動は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年  2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

１月１日現在 28,976  38,880  18,176  28,080

追加 25,000  30,678  1,000  30,678

戻入 -  (40,582) -  (40,582)

12月31日現在 53,976  28,976  19,176  18,176

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 509/1379



 

26.　その他の負債（続き）

 

(ⅲ) ローン・コミットメント及び金融保証契約に対する減損損失引当金の変動は以下の通りである。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

2024年12月31日現在 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 139,916  98,486  107,041  345,443

ステージ１への移動 6,015  (5,920) (95) -

ステージ２への移動 (1,819) 1,821  (2) -

ステージ３への移動 (101) (84) 185  -

引当金の再測定、純額 4,607  8,057  105,518  118,182

新たに組成又は購入した信用エクス

ポージャー 101,616  18,068  -  119,684

認識が中止された信用エクスポー

ジャー (73,580) (16,472) (77,669) (167,721)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (3,738) (196) (2,704) (6,638)

為替換算差額 (5,464) (4,214) (1,475) (11,153)

2024年12月31日現在 167,452  99,546  130,799  397,797

        

当行        

        

2024年１月１日現在 70,961  82,971  35,157  189,089

ステージ１への移動 875  (875) -  -

ステージ２への移動 (750) 750  -  -

ステージ３への移動 -  (15) 15  -

引当金の再測定、純額 (232) 3,743  51,801  55,312

新たに組成又は購入した信用エクス

ポージャー 49,558  10,149  -  59,707

認識が中止された信用エクスポー

ジャー (46,933) (8,547) (11,567) (67,047)

モデル/リスク・パラメーターの変動 8  -  -  8

為替換算差額 (2,295) (3,909) (1,351) (7,555)

2024年12月31日現在 71,192  84,267  74,055  229,514
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26.　その他の負債（続き）

 

(ⅲ) ローン・コミットメント及び金融保証契約に対する減損損失引当金の変動は以下の通りである。（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

2023年12月31日現在 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 162,152  37,846  254,810  454,808

ステージ１への移動 6,423  (6,336) (87) -

ステージ２への移動 (3,437) 3,659  (222) -

ステージ３への移動 (121) (660) 781  -

引当金の再測定、純額 (10,282) 3,098  101,864  94,680

新たに組成又は購入した信用エクス

ポージャー 87,107  83,417  -  170,524

認識が中止された信用エクスポー

ジャー (101,230) (23,041) (246,640) (370,911)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (4,395) (219) 1,450  (3,164)

為替換算差額 3,699  722  (4,915) (494)

2023年12月31日現在 139,916  98,486  107,041  345,443

        

当行        

        

2023年１月１日現在 91,147  20,107  157,424  268,678

ステージ１への移動 2,028  (2,028) -  -

ステージ２への移動 (1,536) 1,536  -  -

ステージ３への移動 (62) (508) 570  -

引当金の再測定、純額 (2,215) 1,213  35,824  34,822

新たに組成又は購入した信用エクス

ポージャー 49,692  76,732  -  126,424

認識が中止された信用エクスポー

ジャー (70,030) (14,418) (153,368) (237,816)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (21) -  -  (21)

為替換算差額 1,958  337  (5,293) (2,998)

2023年12月31日現在 70,961  82,971  35,157  189,089
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26.　その他の負債（続き）

 

(ⅳ) リース負債

 

リース負債の変動は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１月１日現在 1,513,084  1,139,694  520,650  543,134

新規リース契約 426,258  1,010,385  49,314  74,359

変更 (1,002) (29,899) -  -

終了 (97,819) (7,577) (526) (2,367)

リースに係る金融費用（注記38(ⅱ)及び

42） 65,714  57,595  16,595  15,382

リース債務の減少/返済 (589,373) (657,114) (121,915) (109,858)

12月31日現在 1,316,862  1,513,084  464,118  520,650

 

割引前のリース負債の満期構成は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１年未満 345,482  375,391  25,700  21,453

１年以上５年以内 691,642  745,917  164,788  208,556

５年超 686,679  660,157  309,597  349,554

 1,723,803  1,781,465  500,085  579,563

 

 

27.　税金及びザカート引当金

 

 当行グループ

2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

税金 192,918  147,567

ザカート 101,725  91,822

 294,643  239,389
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28.　繰延税金

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１月１日現在 (623,340) (2,170,692) (83,505) (1,099,262)

損益計算書認識額：        

税金費用（注記47） (117,656) (183,814) (56,649) (46,245)

保険契約者/タカフル加入者が負

担する税金 18,152  71,258  -  -

その他の包括利益計算書認識額 (211,740) 1,451,611  (144,896) 1,075,662

為替換算差額 17,763  208,297  (11,605) (13,660)

12月31日現在 (916,821) (623,340) (296,655) (83,505)

 

繰延税金資産と繰延税金負債を適切に相殺した後の金額は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

繰延税金資産 (1,672,159) (1,308,986) (296,655) (83,505)

繰延税金負債 755,338  685,646  -  -

 (916,821) (623,340) (296,655) (83,505)

 

繰延税金資産と繰延税金負債を相殺する前の金額は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

繰延税金資産 (2,164,041) (2,148,218) (738,095) (679,570)

繰延税金負債 1,247,220  1,524,878  441,440  596,065

 (916,821) (623,340) (296,655) (83,505)

 

当期税金資産と当期税金負債を相殺する法的強制力のある権利を有しており、かつ繰延税金が同一の税務当局に関

係するものである場合には、繰延税金資産と繰延税金負債を相殺する。
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28.　繰延税金（続き）

 

相殺前の繰延税金資産及び繰延税金負債の内訳と会計年度中の変動は以下の通りである。

 

当行グループの繰延税金資産：

 

 

貸出金、金融

投資及びその

他の金融資産

の減損損失  

FVOCI評価差額

準備金、プレ

ミアムの償却  負債引当金  

その他の一時

差異  

ICBUの事業損

失から発生し

た繰越欠損金  合計

2024年12月31日現在

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

 千マレーシ

ア・

リンギット

           

2024年１月１日現在 (946,557) (101,330) (645,636) (442,836) (11,859) (2,148,218)

損益計算書認識額：            

税金費用 (61,740) (952) (88,304) (49,918) 1,600  (199,314)

保険契約者/タカフル

加入者が負担する税

金 -  -  -  (2,259) -  (2,259)

その他の包括利益計算書

認識額 -  (12,542) 5,564  2,225  -  (4,753)

為替換算差額 14,430  20,867  56,976  98,230  -  190,503

2024年12月31日現在 (993,867) (93,957) (671,400) (394,558) (10,259) (2,164,041)

           

2023年12月31日現在            

           

2023年１月１日現在 (828,375) (869,657) (588,572) (326,419) -  (2,613,023)

損益計算書認識額：            

税金費用 (114,615) 5,818  (49,261) (131,525) (11,859) (301,442)

保険契約者/タカフル

加入者が負担する税

金 -  -  -  (841) -  (841)

その他の包括利益計算書

認識額 -  705,137  6,734  (15,545) -  696,326

為替換算差額 (3,567) 57,372  (14,537) 31,494  -  70,762

2023年12月31日現在 (946,557) (101,330) (645,636) (442,836) (11,859) (2,148,218)
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28.　繰延税金（続き）

 

相殺前の繰延税金資産及び繰延税金負債の内訳と会計年度中の変動は以下の通りである。（続き）

 

当行グループの繰延税金負債：

 

資本引当金

超過額

FVOCI評価差額準

備金及びディスカ

ウントに係る増価

分配不能生命保険

ファンドの剰余金 その他の一時差異 合計

2024年12月31日現在

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

千マレーシア・リ

ンギット

          

2024年１月１日現在 144,271  754,630  470,767  155,210  1,524,878

損益計算書認識額：          

税金費用 20,659  -  38,135  22,864  81,658

保険契約者/タカフル加

入者が負担する税金 -  -  -  20,411  20,411

その他の包括利益計算書

認識額 -  (205,746) 4,032  (5,273) (206,987)

為替換算差額 (20,892) 133,512  (190,619) (94,741) (172,740)

2024年12月31日現在 144,038  682,396  322,315  98,471  1,247,220

          

2023年12月31日現在          

          

2023年１月１日現在 114,522  35,230  216,180  76,399  442,331

損益計算書認識額：          

税金費用 (2,813) -  62,380  58,061  117,628

保険契約者/タカフル加

入者が負担する税金 -  -  -  72,099  72,099

その他の包括利益計算書

認識額 -  742,198  12,715  372  755,285

為替換算差額 32,562  (22,798) 179,492  (51,721) 137,535

2023年12月31日現在 144,271  754,630  470,767  155,210  1,524,878
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28.　繰延税金（続き）

 

相殺前の繰延税金資産及び繰延税金負債の内訳と会計年度中の変動は以下の通りである。（続き）

 

当行の繰延税金資産：

 

 

貸出金、金融投

資及びその他の

金融資産の減損

損失

 

FVOCI評価

差額準備金  負債引当金  合計

2024年12月31日現在

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

       

2024年１月１日現在 (268,304) (21,941) (389,325) (679,570)

損益計算書認識額：        

税金費用 2,977  -  (71,832) (68,855)

その他の包括利益計算書認識額 -  16,406  -  16,406

為替換算差額 -  5,535  (11,611) (6,076)

2024年12月31日現在 (265,327) -  (472,768) (738,095)

       

2023年12月31日現在        

       

2023年１月１日現在 (246,942) (568,945) (353,893) (1,169,780)

損益計算書認識額：        

税金費用 (21,362) -  (21,772) (43,134)

その他の包括利益計算書認識額 -  524,209  -  524,209

為替換算差額 -  22,795  (13,660) 9,135

2023年12月31日現在 (268,304) (21,941) (389,325) (679,570)
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28.　繰延税金（続き）

 

相殺前の繰延税金資産及び繰延税金負債の内訳と会計期間中の変動は以下の通りである。（続き）

 

当行の繰延税金負債：

 

 

資本引当金

超過額

 FVOCI評価差額

準備金  その他の一時差異  合計

2024年12月31日現在

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

2024年１月１日現在 55,780  540,056  229  596,065

損益計算書認識額：        

税金費用 12,206  -  -  12,206

その他の包括利益計算書認識額 -  (161,302) -  (161,302)

為替換算差額 -  (5,529) -  (5,529)

2024年12月31日現在 67,986  373,225  229  441,440

        

2023年12月31日現在        

        

2023年１月１日現在 58,891  11,398  229  70,518

損益計算書認識額：        

税金費用 (3,111) -  -  (3,111)

その他の包括利益計算書認識額 -  551,453  -  551,453

為替換算差額 -  (22,795) -  (22,795)

2023年12月31日現在 55,780  540,056  229  596,065

 

以下の項目については繰延税金資産を認識していない。

 

 2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

税務上の欠損金繰越額 240,821  297,048

非吸収資本引当金 4,143  4,376

244,964  301,424

 

当行グループは、経済協力開発機構(以下、「OECD」という。)の第２の柱モデル・ルールの対象である。第２の柱

の法制は、2024年１月１日から英国及びベトナムで制定されたが、当行グループはこれらの法域において、重要性の

ある当期税金のエクスポージャーはない。マレーシア、シンガポール、香港、タイなど他の諸国については2025年１

月１日に発効する。

 

当行グループは、2023年５月に公表されたIAS第12号の改訂に規定されている通り、第２の柱の法人所得税に関連す

る繰延税金資産及び繰延税金負債に関する情報の認識と開示について、例外規定を適用している。

 

本法制に基づき、当行グループには、法域ごとのグローバル税源浸食防止(「GloBE」)実効税率と15％の最低税率と

の差額に対してトップアップ税が課される。当行グループは重要な税制上の優遇措置の恩恵を受けておらず、また、

メイバンクが事業を行っている大部分の国・地域でヘッドラインの税率が15％を超えていることから、当行グループ

への影響は軽微であると見込まれている。
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28.　繰延税金（続き）

 

当行グループは、直近の財務書類情報に基づき、第２の柱に関連するトップアップ税の当行グループの構成事業体

に対する潜在的なエクスポージャーの評価を行っている。当該評価に基づいた、移行期間のCbCセーフハーバー・ルー

ルによる第２の柱の簡易国別実効税率は、当行グループが事業展開しているほとんどの国・地域において15％を超え

ている。従って当行グループは、トップアップ税が当行グループに与える影響は軽微であるものと見込んでいる。

 

今後はさらに多くの国で第２の柱のモデル・ルールの法制化が進むことから、当行グループは引き続き第２の柱の

法整備に関する動向を注視し、当行グループの連結営業業績、連結財政状態及び連結キャッシュ・フローに対する将

来の潜在的な影響を評価していく。

 

 

29.　借入金

 

  当行グループ  当行

  2024年  2023年  2024年  2023年

 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

有担保: (a)        

(i) 借入金         

- 返済期限が１年未満         

通貨:         

- 米ドル  478,183  -  478,183  -

- インドネシア・ルピア  920,857  914,219  -  -

 1,399,040  914,219  478,183  -

- 返済期限が１年以上         

通貨:         

- 米ドル  -  491,023  -  491,023

- ユーロ  2,406,834  -  -  -

- インドネシア・ルピア  1,325,052  1,490,234  -  -

  3,731,886  1,981,257  -  491,023

有担保借入金合計  5,130,926  2,895,476  478,183  491,023

         

無担保: (b)        

(i) 借入金         

- 返済期限が１年未満         

通貨:         

- 米ドル  3,724,973  3,432,706  36,253  265,788

- 人民元  613,047  380,848  613,047  380,848

- シンガポール・ドル  1,485,810  1,332,132  384,457  1,091,115

- タイ・バーツ  1,372,139  1,460,043  -  -

- 香港ドル  52,610  233,416  -  -

- インドネシア・ルピア  93,541  525,220  -  -

- フィリピン・ペソ  -  4,152  -  -

- 日本円  1,030,845  137  -  -

- ユーロ  -  10,752  -  -

  8,372,965  7,379,406  1,033,757  1,737,751
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29.　借入金（続き）

 

  当行グループ  当行  

  2024年  2023年  2024年  2023年 

 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット
 

無担保:（続き） (b)         

(i) 借入金（続き）         

- 返済期限が１年以上         

通貨:         

- 米ドル  445,349  458,166  -  458,166

- インドネシア・ルピア  276,374  206,393  -  -

- 人民元  1,225,322  1,940,775  1,225,322  1,940,775

- マレーシア・リンギット

1  2,570,170  2,560,435  2,570,170  2,560,435

  4,517,215  5,165,769  3,795,492  4,959,376

          

(ⅱ)ミディアム・ターム・ノー

ト

 

       
 

- 返済期限が１年未満          

通貨:          

- 米ドル  41,552  4,928,923  41,552  4,928,923  

- 香港ドル  513,413  2,304,248  513,413  2,304,248  

- 日本円  1,160,965  292,159  1,160,965  292,159  

- オフショア人民元  1,022,775  711,824  1,022,775  711,824  

- 人民元  4,063  4,525  4,063  4,525  

- マレーシア・リンギット  177,573  322,721  177,573  322,721  

  2,920,341  8,564,400  2,920,341  8,564,400  

- 返済期限が１年以上         

通貨:         

- 米ドル  4,853,126  2,438,405  4,853,126  2,438,405

- 香港ドル  751,078  719,935  751,078  719,935

- 日本円  1,109,222  2,263,112  1,109,222  2,263,112

- 豪ドル  363,594  410,689  363,594  410,689

- オフショア人民元  121,634  1,199,999  121,634  1,199,999

- 人民元  -  379  -  379

- マレーシア・リンギット  120,000  -  120,000  -

  7,318,654  7,032,519  7,318,654  7,032,519

         

無担保借入金合計  23,129,175  28,142,094  15,068,244  22,294,046

         

借入金合計  28,260,101  31,037,570  15,546,427  22,785,069

 

1　
借入金には、COVID-19のパンデミックに対応するための政府支援策の一環として、市中金利よりも低率の中小企

業向け融資に充てるために、政府融資制度に基づき、期間６年で2026年６月17日を返済期限として当行グループ

及び当行が受領した金額1,763,458,000マレーシア・リンギット（2023年：1,710,435,000マレーシア・リンギッ

ト）が含まれている。この政府制度による資金調達は、中小企業向けの優遇利率での貸出と、COVID-19関連の救

済措置を目的としたものである。
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29.　借入金（続き）

 

借入金の変動は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１月１日現在 31,037,570  31,736,007  22,785,069  22,486,167

発行/(返済)、純額 242,858  (3,538,674) (4,703,215) (1,998,447)

現金以外の変動:        

その他 19,489  189,239  (11,753) 198,032

為替換算差額 (3,039,816) 2,650,998  (2,523,674) 2,099,317

12月31日現在 28,260,101  31,037,570  15,546,427  22,785,069

 

(a) 有担保借入金

 

有担保借入金に対して以下の担保が設定されている。

 

(ⅰ) 借入金残高合計の50％から110％に相当する額の子会社の債権を信託している。

 

(ⅱ) 期限から30日から90日を超過していない子会社の債権を信託している。

 

(ⅲ) 特殊な担保の内容は以下の通りである。

 

(1) 特定の車両

 

(2) 定期預金

 

(3) 金融投資

 

(b) 無担保借入金

 

無担保借入金は、さまざまな通貨によるタームローン、コマーシャル・ペーパー（CP）、ミディアム・ター

ム・ノート（MTN）及び当座借越である。
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29.　借入金（続き）

 

2024年12月31日に終了した会計年度に当行グループ及び当行が発行/償還した債券、MTN、CP及び仕組債を含む借入

金の変動は以下の通りである。

 

(1)　当行による、ミディアム・ターム・ノートの発行/償還

 

発行/償還 通貨 債券の種類 額面価額（百万）

発行 日本円 固定利付債 10,000.0

発行 米ドル 変動利付債 551.0

発行 香港ドル 固定利付債 900.0

発行 マレーシア・リンギット 変動利付債 120.0

償還 マレーシア・リンギット ゼロクーポン債 51.0

償還 日本円 固定利付債 9,000.0

償還 人民元 固定利付債 1,050.0

償還 米ドル 変動利付債 1,061.0

償還 香港ドル 固定利付債 3,800.0

 

(2)　当行によるコマーシャル・ペーパーの発行

 

2024年12月31日現在の、当行が発行したコマーシャル・ペーパーの額面ベースの発行残高総額は以下の通りで

ある。

 

通貨 債券の種類 額面価額（百万）

マレーシア・リンギット ゼロクーポン債 186.2

シンガポール・ドル 固定利付債
* 106.3

米ドル 固定利付債
* 7.1

 

*
エクステンダブル・マネーマーケット証券

 

(3)　メイバンク・シンガポール・リミテッドによるカバード・ボンドの発行

 

通貨 債券の種類 額面価額（百万）

ユーロ 固定利付債 500.0

 

当会計年度中、当行グループは、100億米ドルのグローバル・カバード・ボンド・プログラムに基づき、500百

万ユーロのカバード・ボンドを発行した。カバード・ボンドは、注記64(b)に記載のとおり、破産遠隔ストラク

チャード・エンティティであるシルバー・フェルン・カバード・ボンド・プライベート・リミテッドの契約上の

仕組みを通じて囲われているモーゲージ・ポートフォリオで構成されるカバー・プールを担保とする当行グルー

プのシニア債務である。当行グループは、モーゲージ・ポートフォリオに関連するリスクと経済価値にさらされ

ているため、当該ポートフォリオは引き続き当行グループの貸借対照表において認識されている。

 

2024年12月31日現在、公正価値ヘッジとして指定されている担保付債務証券の帳簿価額には、未払利息13.8百

万シンガポール・ドル(又は45.4百万マレーシア・リンギットに相当)及びヘッジ対象に係る公正価値損失0.4百

万シンガポール・ドル(又は1.3百万マレーシア・リンギットに相当)が含まれており、割り当てられているモー

ゲージ・ポートフォリオの帳簿価額は1,237.3百万シンガポール・ドル(又は4,067.0百万マレーシア・リンギッ

トに相当)である。
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29.　借入金（続き）

 

2024年12月31日に終了した会計年度に当行グループ及び当行が発行/償還した債券、MTN、CP及び仕組債を含む借入

金の変動は以下の通りである。（続き）

 

(4)　ピーティー・バンク・メイバンク・インドネシア・ティービーケー及びその子会社による債券の発行/償還

 

発行/償還 通貨 債券の種類 額面価額（百万）

発行 インドネシア・ルピア 固定利付債 1,100,000.0

償還 インドネシア・ルピア 固定利付債 1,637,000.0

 

(5)　メイバンク・シンガポール・リミテッドによるコマーシャル・ペーパーの発行

 

2024年12月31日現在の、メイバンク・シンガポール・リミテッドが発行したコマーシャル・ペーパーの額面

ベースの発行残高総額は以下の通りである。

 

通貨 債券の種類 額面価額（百万）

米ドル ゼロクーポン債 229.2

 

(6)　メイバンクIBGホールディングス・リミテッドによる借入金の発行

 

2024年12月31日現在の、メイバンクIBGホールディングス・リミテッドが実行した借入金の額面ベースの残高

総額は以下の通りである。

 

通貨 債券の種類 額面価額（百万）

日本円 借入金 36,135.4

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 523/1379



 

30.　劣後債務

 

 当行グループ  当行

  2024年  2023年  2024年  2023年

注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

2,000.0百万マレーシア・リン

ギット、2029年満期の劣後ス

クーク・ムラバハ (ⅰ) -  2,037,993  -  2,037,993

1,700.0百万マレーシア・リン

ギット、2031年満期の劣後ス

クーク・ムラバハ (ⅱ) 1,733,279  1,732,737  1,733,279  1,732,737

2,300.0百万マレーシア・リン

ギット、2030年満期の劣後ス

クーク・ムラバハ (ⅲ) 2,315,336  2,315,088  2,315,336  2,315,088

700.0百万マレーシア・リンギッ

ト、2032年満期の劣後スクー

ク・ムラバハ (ⅳ) 703,570  703,493  703,570  703,493

3,000.0百万マレーシア・リン

ギット、2031年満期の劣後ス

クーク・ムラバハ (ⅴ) 3,045,268  3,044,187  3,043,017  3,041,937

309.0百万マレーシア・リンギッ

ト、2031年満期の劣後債 (ⅵ) 312,118  312,051  -  -

3,000.0百万マレーシア・リン

ギット、2034年満期の劣後ス

クーク・ムラバハ (ⅶ) 3,048,237  -  3,048,237  -

  11,157,808  10,145,549  10,843,439  9,831,248

 

劣後債務の変動は以下の通りである。

 

当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

１月１日現在 10,145,549  10,238,389  9,831,248  9,830,233

当会計年度中の発行額 3,000,000  -  3,000,000  -

当会計年度中の償還額 (2,000,000) (93,390) (2,000,000) -

現金以外の変動:        

その他 12,259  550  12,191  1,015

12月31日現在 11,157,808  10,145,549  10,843,439  9,831,248
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30.　劣後債務（続き）

注記 内容 発行日

第１回繰上償

還日 償還日

金利/利益

率

(年率％) 額面価額

       

 マラヤン・バンキング・ベルハッド      

       

 10.0十億マレーシア・リンギット・ス

クーク・プログラム

     

(ⅰ)

マレーシア・リンギット建劣後スクー

ク・ムラバハ
1

2019年１月31

日

2024年１月31

日

2029年１月31

日 4.63

2,000.0百万マレーシア・

リンギット

(ⅱ)

マレーシア・リンギット建劣後スクー

ク・ムラバハ
2，3

2019年１月31

日

2026年１月30

日

2031年１月31

日 4.71

1,700.0百万マレーシア・

リンギット

(ⅲ)

マレーシア・リンギット建劣後スクー

ク・ムラバハ
2，3

2020年10月９

日

2025年10月９

日

2030年10月９

日 2.90

2,300.0百万マレーシア・

リンギット

(ⅳ)

マレーシア・リンギット建劣後スクー

ク・ムラバハ
2，3

2020年10月９

日

2027年10月８

日

2032年10月８

日 3.10

700.0百万マレーシア・リ

ンギット

       

 

30.0十億マレーシア・リンギット・ス

クーク・プログラム      

(ⅴ)

マレーシア・リンギット建劣後スクー

ク・ムラバハ
2, 3

2021年８月５

日

2026年８月５

日

2031年８月５

日 3.41

3,000.0百万マレーシア・

リンギット

(ⅶ)

マレーシア・リンギット建劣後スクー

ク・ムラバハ
2, 3

2024年１月31

日

2029年１月31

日

2034年１月31

日 4.03

3,000.0百万マレーシア・

リンギット

       

 

メイバンク・アゲアス・ホールディングス・スンディ

リアン・ベルハッド     

       

(ⅵ)

マレーシア・リンギット建劣後債
2, 3 2021年10月７

日

2026年10月７

日

2031年10月７

日 3.95

309.0百万マレーシア・リ

ンギット

 

1
　本劣後債は、第１回繰上償還日に全額償還された。

 

2
　当行は、BNMとの事前の合意を条件として、本劣後スクーク/劣後債の全額又は一部を、第１回繰上償還日及びそ

の後の各利払日/利益支払日に償還することができる。

 

3
　本劣後スクーク/劣後債はバーゼルⅢに準拠している。

 

　上記の劣後金融商品はすべて当行グループ及び当行の無担保債務であり、それぞれの発行条件に従い、当行グ

ループ及び当行のシニア債務に対して劣後する地位にある。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 525/1379



 

31.　資本性証券

  当行グループ及び当行

内容    2024年  2023年

発行日

第１回繰上償還

日 償還日

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

マラヤン・バンキング・ベルハッド     

       

10.0十億マレーシア・リンギット、スクーク・

プログラム     

 

 

1,240百万マレーシア・リンギット、4.08%の

AT1スクーク・ムダラバ
1

2019年９月25

日2024年９月25日 期限なし -  1,252,504

1,560百万マレーシア・リンギット、4.13%の

AT1スクーク・ムダラバ
2

2019年９月25

日2026年９月25日 期限なし 1,576,770  1,577,298

    1,576,770  2,829,802

 

1
　本AT1スクーク・ムダラバは、第１回繰上償還日に全額償還された。

 

2
　当行は、BNMとの事前の合意を条件として、AT1スクーク・ムダラバの全額又は一部を、第１回繰上償還日及びそ

の後の各利益支払日に償還することができる。これらのAT1スクーク・ムダラバはバーゼルⅢに準拠している。

 

　資本性証券の変動は以下の通りである。

  当行グループ及び当行

    2024年  2023年

 

  千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

       

１月１日現在   2,829,802  2,828,817

当会計年度中の償還額    (1,240,000) -

現金以外の変動：       

その他    (13,032) 985

12月31日現在    1,576,770  2,829,802
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32.　株式資本、株式報酬及び信託保有株式

 

 2024年  2023年  2024年  2023年

当行グループ及び当行 千株  千株  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

発行及び払込済普通株式:        

１月１日現在 12,060,237  12,054,127  54,673,596  54,619,344

発行済株式：        

-　メイバンク・グループ従業員株

式付与制度（「ESGP」） 6,715  6,110  62,599  54,252

12月31日現在 12,066,952  12,060,237  54,736,195  54,673,596

 

(a) 株式資本の増加

 

2024年12月31日に終了した当会計年度に、当行は財務書類の注記32(b)(ⅰ)に開示の通り、ESGPによる

6,715,600株（62,599,185マレーシア・リンギット）の普通株式の新規発行を通じて株式資本を54,673,595,825

マレーシア・リンギットから54,736,195,010マレーシア・リンギットへ増加させた。

 

(b) メイバンク・グループ従業員株式付与制度（「ESGP」）及び現金決済型業績連動従業員株式付与制度

（「CESGP」）

 

現行のESGP（「ESGP2018」）は、2017年４月６日に開催された臨時株主総会で株主が承認したESGPに関する

付属定款に則っており、2018年12月14日に導入され、発効日から７年間有効である。2018年から2022年にかけ

て、ESGP2018に基づき合計５回報奨が授与された。2021年から2024年にかけて、５回の報奨のうち４回分の報

奨は適格従業員に対して権利確定され、残りの１回分の報奨は2025年に権利確定される。2023年以降、

ESGP2018に基づいた従業員に付与される新規の報奨は発行されていない。

 

本「ESGP」は、従業員株式付与制度（「ESGP株式」）と現金決済型業績連動従業員株式付与制度

（「CESGP」）という、２種類の業績連動型報酬で構成されている。ESGP株式はメイバンク・グループNRCの全

面的な自由裁量に基づいて、メイバンクの新株の発行及び譲渡、あるいは現金により決済される。

 

ESGP株式は制限付株式ユニット（｢RSU｣）の形式を取り、NRCはESGP期間中、適宜、補完的ESGPに加入する特

定の対象従業員グループに対し、補完的ESGPとして指定されたESGPの追加付与を行うことができる。この特定

のグループは、経営幹部の一部、重要な慰留対象者及び外部からの転職者である上級職員からなり、ESGP付与

には、一部の上級管理職に対し先に付与されたESGPとは条件が異なる場合がある。
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32.　株式資本、株式報酬及び信託保有株式（続き）

 

(b) メイバンク・グループ従業員株式付与制度（「ESGP」）及び現金決済型業績連動従業員株式付与制度

（「CESGP」）（続き）

 

CESGPは現金決済業績連動制限付株式ユニット制度（「CRSU」）の形式を取り、NRCはESGP期間中、適宜、

ESGPに加入する特定の対象従業員グループに対し、補完的CESGPとして指定されたCESGPの追加付与を行うこと

ができる。この特定のグループは、上級管理職、重要な慰留対象者及び外部からの転職者である上級管理職か

らなり、この補完的CESGP付与は、一部の従業員に対し先に付与されたCESGPとは条件が異なる場合がある。

 

ESGPの他の主な特徴は以下の通りである。

 

(1)　ESGPへの加入資格のある従業員は、制度に加入しているメイバンク・グループに雇用されていなければ

ならず、退職届を提出しておらず、解雇通知を受け取っていない状況でなければならない。

制度に加入するメイバンク・グループには、当行及びその海外支店及び子会社が含まれているが、活動

休止中の子会社は含まれていない。

 

(2)　ESGPに基づく業務執行取締役及びその取締役とつながりのある者に対する権利の付与は、株主総会での

当行の株主の承認を必要とする。

 

(3)　現行のESGP(「ESGP2018」)は、発効日から７年間有効である。2023年以降、ESGP2018に基づいた従業員

に対する追加の新規報奨は発行されていない。

 

既存の従業員株式付与制度の継続として、新たなESGP制度(「ESGP2023」)が2023年に制定され、発効日から

10年間有効である。本制度は、ESGP2018の失効まで併行して運用される。

 

上記にもかかわらず、総会に出席し投票するメイバンク株主の少なくとも過半数の制度終了への賛成のも

と、総会で承認されることを条件として、当行は当制度の存続期間中、いつでもESGPを終了することができ

る。
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32.　株式資本、株式報酬及び信託保有株式（続き）

 

(b) メイバンク・グループ従業員株式付与制度（「ESGP」）及び現金決済型業績連動従業員株式付与制度

（「CESGP」）（続き）

 

(ⅰ) 授与したESGP株式の詳細

 

当行が授与したすべてのESGPは、対象となる当行グループ及び当行の上級管理職に割り当てられた。

授与したESGP株式の詳細は以下の通りである。

 公正価値

授与した

ESGP株式数 権利確定日

授与日

マレーシア・

リンギット 千株

ESGP2018    

2018年12月14日-第１回付与 7.0235 12,392

付与日から３年間のクリフ

及びパフォーマンス測定基準

に基づく

2019年９月30日-第２回付与 6.6510 13,118

2020年９月30日-第３回付与 6.1118 13,541

2021年９月30日-第４回付与 6.0958 14,084

2022年９月30日-第５回付与 6.4241 15,472

    

ESGP2023    

2023年９月20日-第１回付与 6.9001 19,582

付与日から３年間のクリフ

及びパフォーマンス測定基準

に基づく

2024年３月８日-第２回付与

-トランシェ１ 7.5225 19,508

2024年９月５日-第２回付与

-トランシェ２ 7.5225 2,272

2024年11月１日-第２回付与

-トランシェ３ 7.5225 878

 

以下の表は2024年12月31日に終了した当会計年度におけるESGP株式の数及び変動を表している。

 

 
2024年

１月１日

現在残高

 
当会計年度中の変動

 2024年

12月31日

現在残高 
 

授与  権利確定  喪失
 

授与日 千株  千株  千株  千株  千株

ESGP2018          

2021年９月30日-第４回付与 12,504  -  (6,656) (5,848) -

2022年９月30日-第５回付与 14,873  -  -  (288) 14,585

          

ESGP2023          

2023年９月20日-第１回付与 19,582  -  -  (626) 18,956

2024年３月８日-第２回付与

-トランシェ１ -  19,508  -  (413) 19,095

2024年９月５日-第２回付与

-トランシェ２ -  2,272  -  (46) 2,226

2024年11月１日-第２回付与

-トランシェ３ -  878  -  -  878

 46,959  22,658  (6,656) (7,221) 55,740
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32.　株式資本、株式報酬及び信託保有株式（続き）

 

(b) メイバンク・グループ従業員株式付与制度（「ESGP」）及び現金決済型業績連動従業員株式付与制度

（「CESGP」）（続き）

 

(ⅱ) 授与したESGP株式の公正価値

 

授与したESGP株式の公正価値は、外部評価者により、ESGP株式授与の条件を考慮し、モンテカルロ・

シミュレーションモデルを使用して見積もられている。測定されたESGP株式の公正価値、付与日の株価

の終値及び仮定は以下の通りである。

 

授与日

ESGP株式の公

正価値

授与日の株価

の終値

 

予想ボラティ

リティ(％)

権利確定期間

(年数)

リスク・フ

リー・レート

(％)

予想配当利回

り (％)

ESGP2018

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット     

2021年９月30日-第４回

付与 6.0958 8.05 17.54 3 2.48 7.36

2022年９月30日-第５回

付与 6.4241 8.58 17.76 3 3.68 6.98

       

ESGP2023       

2023年９月20日-第１回

付与 6.9001 8.86 14.68 3 3.43 6.75

2024年３月８日-　第２

回付与-トランシェ１ 7.5225 9.75 11.45 3 3.42 6.62

2024年９月５日-　第２

回付与-トランシェ２ 7.5225 10.80 11.45 3 3.42 6.62

2024年11月１日-　第２

回付与-トランシェ３ 7.5225 10.40 11.45 3 3.42 6.62
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32.　株式資本、株式報酬及び信託保有株式（続き）

 

(b) メイバンク・グループ従業員株式付与制度（「ESGP」）及び現金決済型業績連動従業員株式付与制度

（「CESGP」）（続き）

 

(ⅲ) 授与したCESGPの詳細

 

当行が授与したすべてのCESGPは対象となる当行グループ及び当行の上級管理職に割り当てられた。授

与したCESGPの詳細は以下の通りである。

 

 公正価値

授与した

CESGP株式数 権利確定日

授与日

マレーシア・

リンギット 千株

ESGP2018    

2018年12月14日-第１回付与 7.0235 4,103

付与日から３年間のクリフ

及びCESGP権利確定条件

に基づく

2019年９月30日-第２回付与 6.6510 5,000

2020年９月30日-第３回付与 6.1118 5,378

2021年９月30日-第４回付与 6.0958 5,616

2022年９月30日-第５回付与 6.4241 6,006

    

ESGP2023    

2023年９月20日-第１回付与 6.9001 7,390

付与日から３年間のクリフ

及びパフォーマンス測定基準

に基づく

2024年３月８日-第２回付与

-トランシェ１ 7.5225 7,574

2024年９月５日-第２回付与

-トランシェ２ 7.5225 525
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32.　株式資本、株式報酬及び信託保有株式（続き）

 

(b) メイバンク・グループ従業員株式付与制度（「ESGP」）及び現金決済型業績連動従業員株式付与制度

（「CESGP」）（続き）

 

(ⅲ) 授与したCESGPの詳細（続き）

 

以下の表は2024年12月31日に終了した会計年度におけるCESGPの数及び変動を表している。

 

 
2024年

１月１日

現在残高

 
当会計年度中の変動

 2024年

12月31日

現在残高 
 

授与  権利確定  喪失
 

授与日 千株  千株  千株  千株  千株

ESGP2018          

2021年９月30日-第４回付与 4,819  -  (2,521) (2,298) -

2022年９月30日-第５回付与 5,687  -  -  (421) 5,266

          

ESGP2023          

2023年９月20日-第１回付与 7,390  -  -  (240) 7,150

2024年３月８日-第２回付与

-トランシェ１ -  7,574  -  (104) 7,470

2024年９月５日-第２回付与

-トランシェ２ -  525  -  (44) 481

 17,896  8,099  (2,521) (3,107) 20,367

 

(ⅳ) 授与したCESGPの公正価値

 

授与したCESGPの公正価値は、外部評価者により、CESGP授与の条件を考慮し、モンテカルロ・シミュ

レーションモデルを使用して見積もられている。測定されたCESGPの公正価値、付与日の株価の終値及び

仮定は以下の通りである。

 

授与日

ESGP株式の公

正価値

授与日の株価

の終値

 

予想ボラティ

リティ(％)

権利確定期間

(年数)

リスク・フ

リー・レート

(％)

予想配当利回

り (％)

ESGP2018

マレーシ

ア・リン

ギット

マレーシ

ア・リン

ギット     

2020年９月30日 - 第３

回付与 6.1118 7.22 16.47 3 2.01 5.35

2021年９月30日 - 第４

回付与 6.0958 8.05 17.54 3 2.48 7.36

2022年９月30日 - 第５

回付与 6.4241 8.58 17.76 3 3.68 6.98
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32.　株式資本、株式報酬及び信託保有株式（続き）

 

(b) メイバンク・グループ従業員株式付与制度（「ESGP」）及び現金決済型業績連動従業員株式付与制度

（「CESGP」）（続き）

 

(ⅳ) 授与したCESGPの公正価値（続き）

 

授与したCESGPの公正価値は、外部評価者により、CESGP授与の条件を考慮し、モンテカルロ・シミュ

レーションモデルを使用して見積もられている。測定されたCESGPの公正価値、付与日の株価の終値及び

仮定は以下の通りである。（続き）

 

授与日

CESGP株式の

公正価値

授与日の株価

の終値

 

予想ボラティ

リティ(％)

権利確定期間

(年数)

リスク・フ

リー・レート

(％)

予想配当利回

り (％)

ESGP2023

マレーシ

ア・リン

ギット

マレーシ

ア・リン

ギット     

2023年９月20日-第１回

付与 6.9001 8.86 14.68 3 3.43 6.75

2024年３月８日-第２回

付与-トランシェ１ 7.5225 9.75 11.45 3 3.42 6.62

2024年９月５日-第２回

付与-トランシェ２ 7.5225 10.80 11.45 3 3.42 6.62

 

(c) 信託保有株式

 

信託保有株式には、ESGP株式の権利確定に伴うメイバンクの普通株式の新規発行が計上されている。発行さ

れた株式は、適格従業員への権利確定前に当行のオムニバス口座に保管される。

 

信託保有株式の変動は以下の通りである。

 

 普通株式数  金額

 2024年  2023年  2024年  2023年

当行グループ及び当行 千株  千株

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

       

１月１日現在 138  25  1,203  198

ESGP株式に関連する株式の発行 6,715  6,110  63,462  54,252

当行グループ及び当行の適格従業員

に権利確定したESGP (6,656) (5,997) (62,901) (53,247)

12月31日現在 197  138  1,764  1,203
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33.　利益剰余金

 

(a) 当行グループの利益剰余金

 

　当行グループの利益剰余金には、マレーシア中央銀行（｢BNM｣）による保険会社のための財務報告ガイドライ

ンの結果、保険子会社の分配不能な生命保険ファンド剰余金が含まれる。この分配不能な生命保険ファンド剰余

金は、2013年金融サービス法に従って選任された計理人が推奨する金額に基づく株主への配当にのみ使用可能で

ある。

 

　当行グループの分配可能及び分配不能な利益剰余金の変動は以下の通りである。

 

当行グループ

分配不能

生命保険ファンド

剰余金  

分配可能

利益剰余金 

利益剰余金

合計

2024年12月31日現在 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

2024年１月１日現在 795,273  30,877,528  31,672,801

      

当期利益 165,860  9,922,813  10,088,673

当期の包括利益合計 165,860  9,922,813  10,088,673

      

選任された計理人の勧告による無配当保険剰余金

からの振替 (15,569) 15,569  -

当行グループの損失調整による回収 (1,475) 1,475  -

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融投資の処分に係る正味(損失)/利得 (427) 958  531

当行グループの組織体制の変更による影響 -  (53,516)  (53,516)

法定準備金への振替 -  (66,576)  (66,576)

規制準備金への振替 -  (373,384)  (373,384)

支払配当金（注記51） -  (7,240,171)  (7,240,171)

株主との取引/その他の資本の変動合計 (17,471) (7,715,645)  (7,733,116)

     

2024年12月31日現在 943,662  33,084,696  34,028,358
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33.　利益剰余金（続き）

 

(a) 当行グループの利益剰余金（続き）

 

　当行グループの分配可能及び分配不能な利益剰余金の変動は以下の通りである。（続き）

 

当行グループ

分配不能

生命保険ファンド

剰余金  

分配可能

利益剰余金 

利益剰余金

合計

2023年12月31日現在 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

2023年１月１日現在 801,182  28,649,270  29,450,452

      

当期利益 145,026  9,204,754  9,349,780

当期の包括利益合計 145,026  9,204,754  9,349,780

      

選任された計理人の勧告による無配当保険剰余金か

らの振替 (146,948) 146,948  -

当行グループの損失調整による回収 (909) 909  -

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融

投資の処分に係る正味損失 (3,078) (2,592)  (5,670)

メイバンク・グループ従業員株式付与制度

（「ESGP」）に基づく株式報酬（注記32(b)） -  4,864  4,864

法定準備金への振替 -  (6,557)  (6,557)

規制準備金への振替 -  (8,133)  (8,133)

支払配当金（注記51） -  (7,111,935)  (7,111,935)

株主との取引/その他の資本の変動合計 (150,935) (6,976,496)  (7,127,431)

     

2023年12月31日現在 795,273  30,877,528  31,672,801

 

(b) 当行の利益剰余金

 

　2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行の利益剰余金は分配可能な利益であり、マレーシアの税制に基

づき、シングルティア方式により配当として分配される可能性がある。

 

　当行の利益剰余金の変動は、持分変動計算書に記載されている。
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34.　準備金

 

  当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

分配不能:         

法定準備金 (a) 502,436  435,860  98,094  85,340

規制準備金 (b) 2,846,576  2,473,192  2,230,452  1,829,556

その他の準備金 (c) (450,832) (336,042) (12,132) 40,930

FVOCI評価差額準備金
* 2.3(v)(b)(2)

2,731,389  3,449,495  1,763,015  2,398,837

外国為替換算準備金 2.3(xⅷ)(c) (532,658) 2,183,168  2,790,276  3,488,890

ESGP準備金 2.3(xxv)(e) 110,928  90,750  110,928  90,750

  5,207,839  8,296,423  6,980,633  7,934,303

 

*
注記53(a)に開示の通り、GIMFを段階的に導入したことにより生じたその他の包括利益を通じて測定する正味利得

が、当行グループ及び当行についてそれぞれ136.5百万マレーシア・リンギット（2023年: 4,758.2百万マレーシ

ア・リンギット）及び136.5百万マレーシア・リンギット（2023年: 3,812.4百万マレーシア・リンギット）含ま

れている。

 

(a) 法定準備金は当行グループ及び当行の活動する国の中央銀行の規定に従って維持され、現金配当として分配不

可能である。

 

(b) 規制準備金は、BNMの財務報告方針文書に従い、MFRSに則って認識・評価され、利益剰余金から振り替えられた

非信用減損エクスポージャーに対する損失引当金（ステージ１及びステージ２引当金）の総額で維持される。
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34.　準備金（続き）

 

(c) その他の準備金

 

当行グループ

資本準備金

（注記34(c)

(ⅰ)）

再評価準備

金

（注記34(c)

(ⅱ)）

確定給付準備

金 ヘッジ準備金

保険事業準備

金

 

その他の準備

金合計

2024年12月31日現

在

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

 千マレーシ

ア・

リンギット

   

2024年１月１日現

在 14,247  (2,688) 101,013  (326,812) (121,802) (336,042)

            

その他の包括(損

失)/利益 (1,410) -  14,042  (53,062) (74,360) (114,790)

            

確定給付制度の年

金数理利得 -  -  14,042  -  -  14,042

公正価値ヘッジに

係るヘッジ費用 -  -  -  (53,062) -  (53,062)

資本準備金に係る

正味損失 (1,410) -  -  -  -  (1,410)

保険事業による金

融/投資に係る純

損益 -  -  -  -  (74,360) (74,360)

            

当期の包括(損

失)/利益合計 (1,410) -  14,042  (53,062) (74,360) (114,790)

2024年12月31日現

在 12,837  (2,688) 115,055  (379,874) (196,162) (450,832)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 537/1379



 

34.　準備金（続き）

 

(c) その他の準備金（続き）

 

当行グループ

資本準備金

（注記34(c)

(ⅰ)）

再評価準備

金

（注記34(c)

(ⅱ)）

確定給付準備

金 ヘッジ準備金

保険事業準備

金

 

その他の準備

金合計

2023年12月31日現

在

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

 千マレーシ

ア・

リンギット

   

2023年１月１日現

在 13,997  (3,155) 80,034  (311,048) 63,991  (156,181)

            

その他の包括利

益/(損失) 250  467  20,979  (15,764) (185,793) (179,861)

            

確定給付制度の年

金数理利得 -  -  20,979  -  -  20,979

公正価値ヘッジに

係るヘッジ費用 -  -  -  (15,764) -  (15,764)

資本準備金に係る

正味利得 250  -  -  -  -  250

再評価準備金に係

る正味利得 -  467  -  -  -  467

保険事業による金

融/投資に係る純

損益 -  -  -  -  (185,793) (185,793)

            

当期の包括利益/

(損失)合計 250  467  20,979  (15,764) (185,793) (179,861)

2023年12月31日現

在 14,247  (2,688) 101,013  (326,812) (121,802) (336,042)

 

(ⅰ) 当行グループの資本準備金は、過年度にいくつかの子会社が行ったコーポレートアクションから生じた。

 

(ⅱ) 再評価準備金は、使途変更後の自己使用不動産の投資不動産への変更に関連している。
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35.　営業総収益

 

当行グループの営業総収益は、銀行業務、イスラム金融スキーム（｢IBS｣）による業務、融資、投資銀行業務、

（タカフルを含む）損害保険及び生命保険業務、株式仲介業務、リース及びファクタリング、信託業務及び名義書

換人業務、資産運用業務並びにベンチャー・キャピタルから生じた、あらゆる種類の収益により構成されている

が、関係会社間のすべての取引から生じた収益は除外されている。

 

当行の営業総収益は受取利息総額、総手数料収益、投資収益、配当金総額並びに銀行及び融資業務から生じたそ

の他の収益により構成されている。

 

  当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

受取利息 36 32,769,873  30,230,550  22,887,904  21,179,981

預金者資金の投資から生じ

た収益 63(b) 13,111,772  11,880,732  -  -

投資口座資金の投資から生

じた収益 63(b) 1,327,575  1,163,306  -  -

イスラム金融ファンドの投

資から生じた収益 63(b) 744,905  717,315  -  -

投資口座からの収益に関す

る利益持分 63(b) 300  443  -  -

保険/タカフル事業に係る

収益 38 8,199,896  7,591,987  -  -

子会社及び関連会社からの

配当金 39 -  -  4,191,743  3,534,284

次頁への繰越額  56,154,321  51,584,333  27,079,647  24,714,265
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35.　営業総収益（続き）

 

  当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

         

前頁からの繰越額  56,154,321  51,584,333  27,079,647  24,714,265

その他の営業収益 40 9,066,000  7,988,177  5,796,183  5,846,934

以下の項目を含む営業外収益を

除く:         

- デリバティブに係る支払利

息
*

 3,747,058  3,886,508  3,742,174  3,835,860

- 仲介業務及びコミッション

に係る直接費用  200,546  180,275  -  -

- 子会社の資本返還に係る超

過 40 -  -  -  (50,706)

- みなし支配ストラクチャー

ド・エンティティの処分/

ストラクチャーの変更に係

る正味損失/(利得) 40 2,166  -  (3,140) (4,264)

- 子会社の清算に係る正味

(利得)/損失 40 (3,096) 10  -  -

- 関連会社に対する持分の処

分に係る正味利得 40 (111,443) -  -  -

- 賃貸料収入 40 (51,042) (49,829) (65,538) (63,440)

- 有形固定資産処分益 40 (4,608) (4,134) (689) (773)

- 投資不動産に係る公正価値

調整 40 (18,395) (29,977) -  -

- その他の営業外収益 40 (38,722) (40,150) (19,805) (18,307)

  12,788,464  11,930,880  9,449,185  9,545,304

  68,942,785  63,515,213  36,528,832  34,259,569

 

*
デリバティブに係る支払利息は、注記40に開示の通り「デリバティブに係る実現利得/(損失)」の一部である。
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36.　受取利息

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

貸出金及びその他の債権 22,488,169  20,547,363  14,757,768  13,409,126

コールローン及び金融機関預け金 1,470,346  1,409,718  1,927,748  2,033,787

売戻条件付買入金融資産 819,394  948,983  863,311  766,684

FVTPL金融資産 1,083,122  1,025,003  291,613  228,582

FVOCI金融投資 4,678,616  4,354,906  2,989,454  2,802,601

償却原価で測定する金融投資 2,261,405  2,051,811  1,755,764  1,654,468

 32,801,052  30,337,784  22,585,658  20,895,248

(プレミアムの償却)/ディスカウン

トに係る増価、純額 (31,179) (107,234) 302,246  284,733

 32,769,873  30,230,550  22,887,904  21,179,981

 

当会計年度の受取利息に含まれる減損資産に係る利息は、当行グループにおいては、約254,926,000マレーシア・

リンギット（2023年：約215,960,000マレーシア・リンギット）であり、当行においては、約103,734,000マレーシ

ア・リンギット（2023年：約103,982,000マレーシア・リンギット）であった。

 

下記の表は、損失引当金が全期間ECLに相当する金額で測定されたことにより条件変更された金融資産に関する情

報を示している。

 

 当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

当会計年度中に条件変更された金融

資産        

条件変更前の償却原価 1,090,014  1,329,298  276,815  318,466

条件変更による利得 13,882  10,272  3,192  2,054

条件変更後の償却原価 1,103,896  1,339,570  280,007  320,520

        

当初認識以降に条件変更された金融

資産        

当会計年度中に損失引当金が12カ月

の測定に変更された金融資産の12

月31日現在の帳簿価額総額 430,507  832,908  207,615  329,030
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37.　支払利息

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

金融機関預り金 2,360,688  2,067,671  3,047,197  2,525,829

顧客預金 13,149,716  11,141,997  8,795,669  7,469,687

買戻条件付売渡金融資産に関する債

務 1,128,105  1,062,599  1,710,705  1,669,660

借入金 1,548,666  1,473,369  862,420  912,581

劣後債務 470,103  451,340  391,902  365,082

資本性証券 102,304  115,690  102,304  115,690

仕組預金 39,915  271,474  30,890  13,425

純損益を通じて公正価値で測定する

金融負債 1,162,953  854,888  928,292  854,888

 19,962,450  17,439,028  15,869,379  13,926,842

 
 

38.　保険/タカフル事業に係る損益

 

2024年 2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

     

保険/タカフル事業に係る収益 (ⅰ) 8,199,896  7,591,987

保険/タカフル事業に係る費用 (ⅱ) (6,355,012) (5,433,330)

保有再保険契約/再タカフル証書からの正味費用 (ⅲ) (560,371) (1,608,559)

  1,284,513  550,098

 

(ⅰ) 保険/タカフル事業に係る収益

2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

PAAを用いて測定されない契約/証書    

    

残存カバーに係る負債の変動に関連する金額    

- 提供されたサービスに関連して認識されたCSM 254,543  226,744

- 非金融リスクに係るリスク調整の変動 125,283  111,931

- 予想発生保険金及びその他保険サービス費用 1,313,238  1,486,834

    

保険/タカフル獲得による回収に関連する保険料/拠出金の配分 244,977  253,748

    

受領した保険料に対する実績調整 65,243  49,206

 2,003,284  2,128,463

PAAを用いて測定される契約/証書    

    

保険料の取崩し 6,196,612  5,463,524

    

保険/タカフル事業に係る収益合計 8,199,896  7,591,987
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38.　保険/タカフル事業に係る損益（続き）

 

(ⅱ) 保険/タカフル事業に係るサービス費用

2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

発生保険金及びその他の直接起因する費用
1

(4,373,163) (4,804,690)

発生保険金に係る負債（「LIC」）に対する過去のサービスの調整に関

連する変動 (1,198,470) 575,668

不利な契約の戻入れをもたらす見積りの変動 164,552  37,219

保険/タカフル獲得キャッシュ・フローの償却 (947,840) (1,199,880)

その他 (91) (41,647)

保険/タカフル事業に係るサービス費用合計 (6,355,012) (5,433,330)

 

1
　2024年12月31日に終了した会計年度における当行グループの発生保険金及びその他の直接起因する費用に

は、有形固定資産の減価償却費12,536,000マレーシア・リンギット（2023年：11,585,000マレーシア・リン

ギット）、使用権資産の減価償却費8,878,000マレーシア・リンギット（2023年：8,898,000マレーシア・リ

ンギット）、無形資産の償却費19,714,000マレーシア・リンギット（2023年：19,126,000マレーシア・リン

ギット）、リースに係る金融費用255,000マレーシア・リンギット（2023年：190,000マレーシア・リンギッ

ト）及びESGP費用4,649,000マレーシア・リンギット（2023年：28,312,000マレーシア・リンギット）が含ま

れている。

 

(ⅲ) 保有再保険契約/再タカフル証書に係る正味費用:

2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

PAAを用いて測定されない契約/証書    

    

残存カバーに係る資産の変動に関連する金額    

- 提供したサービスに対して認識されたCSM (11,569) (23,970)

- 非金融リスクに係るリスク調整の変動 (6,792) (4,389)

- 予想発生保険金の回収及びその他再保険サービス費用 (114,782) (84,086)

- 発生保険金の調整 1,004  (5,839)

- その他の直接起因する費用 -  213

- 回収保険金 43,531  18,054

 (88,608) (100,017)

PAAを用いて測定する契約/証書    

    

再保険者/再タカフル事業者の不履行リスクの変動による影響 22  71

将来のサービスに関連する変更 (132,097) (246,136)

発生保険金の調整 (636,803) (2,002,743)

その他の直接起因する費用 41,935  22,431

回収保険金 267,422  718,781

その他の変動 (12,242) (946)

 (471,763) (1,508,542)

    

保有再保険契約/再タカフル証書に係る正味費用合計 (560,371) (1,608,559)

 

39.　子会社及び関連会社からの配当金
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 2024年  2023年

当行

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

受取配当金総額：    

子会社 4,191,743 3,533,548

関連会社 - 736

4,191,743 3,534,284

 

 

40.　その他の営業収益

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

手数料収益:        

コミッション 1,354,945  1,244,850  997,856  947,442

サービス料 1,835,932  1,737,892  992,597  1,090,735

引受手数料 53,199  77,817  7,737  37,305

仲介業務収益 332,727  277,941  1,592  1,163

貸出金及びその他の債権に係る手数

料 253,413  175,230  195,229  140,916

 3,830,216  3,513,730  2,195,011  2,217,561

 

投資収益:        

FVTPL金融資産の処分に係る正味利

得/(損失)        

- 当初認識時指定 1,096,771  (6,120) -  -

- FVTPL金融投資 16,106  100,448  704,027  323,577

FVOCI金融投資の処分に係る正味利

得 844,107  225,591  896,635  508,349

償却原価で測定する金融投資の償還

に係る正味利得 -  5  -  5

子会社の資本返還に係る超過 -  -  -  50,706

みなし支配ストラクチャード・エン

ティティの処分/ストラクチャーの

変更に係る正味(損失)/利得 (2,166) -  3,140  4,264

子会社の清算に係る正味利得/(損

失) 3,096  (10) -  -

関連会社に対する持分の処分に係る

正味利得 111,443  -  -  -

 2,069,357  319,914  1,603,802  886,901
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40.　その他の営業収益（続き）

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

受取配当金総額：        

FVOCI金融投資        

- マレーシア上場銘柄 55,275  57,693  -  619

- マレーシア国外の上場銘柄 10,244  17,358  -  -

- マレーシア非上場銘柄 2,533  592  2,513  553

- マレーシア国外の非上場銘柄 1,675  1,167  -  -

 69,727  76,810  2,513  1,172

FVTPL金融資産        

- マレーシア上場銘柄 95,733  70,237  481  -

- マレーシア国外の上場銘柄 85,648  49,679  807  -

- マレーシア非上場銘柄 6,631  6,797  4,256  4,256

- マレーシア国外の非上場銘柄 36,773  6,572  -  -

 224,785  133,285  5,544  4,256

        

 294,512  210,095  8,057  5,428

 

再評価に係る未実現利得/(損失):        

当初認識時にFVTPLに指定された

金融資産 124,706  564,197  -  -

FVTPL金融投資 957,393  464,626  256,697  95,795

FVTPL金融負債 1,874,273  1,045,215  1,874,273  1,045,215

デリバティブ (1,940,256) (389,330) (1,954,550) (519,679)

 1,016,116  1,684,708  176,420  621,331

 

その他の収益:        

正味外国為替換算益 1,355,807  1,996,239  1,500,235  2,036,434

デリバティブに係る実現利得/(損

失) 182,481  (60,097) 48,670  (170,440)

賃料収入 51,042  49,829  65,538  63,440

有形固定資産処分益 4,608  4,134  689  773

差押資産処分益 4,737  10,202  5,877  -

投資不動産に係る公正価値調整（注

記16） 18,395  29,977  -  -

その他の営業収益 200,007  189,296  172,079  167,199

その他の営業外収益 38,722  40,150  19,805  18,307

 1,855,799  2,259,730  1,812,893  2,115,713

        

その他の営業収益合計 9,066,000  7,988,177  5,796,183  5,846,934
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41.　保険/タカフル事業による金融投資に係る純損益

 

  2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

     

発行済保険契約/タカフル証書に係る金融費用 (ⅰ) 2,094,148  1,556,956

保有再保険契約/再タカフル証書に係る金融収益 (ⅱ) (162,319) (11,105)

  1,931,829  1,545,851

 

(ⅰ) 発行済保険契約/タカフル証書に係る金融費用

 

 2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

VFAを用いて測定される契約の原資産の公正価値変動 1,425,959  947,798

現在の財務上の仮定を使用して発生計上した利息 223,106  117,497

利率/利益率やその他の財務上の仮定の変更による影響 416,247  413,544

現在の利率を使用した見積りの変更の測定及び当初認識時の利率を使用し

たCSMの調整による影響 28,836  78,117

発行済保険契約/タカフル証書に係る金融費用合計 2,094,148  1,556,956

    

表示:    

損益計算書上の認識額 2,094,148  1,556,956

 2,094,148  1,556,956

 

(ⅱ) 保有再保険契約/再タカフル証書に係る金融収益

 

 2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

現在の財務上の仮定を使用して発生計上した利息 (38,762) 24,174

利率/利益率やその他の財務上の仮定の変更による影響 21,002  (40,673)

現在の利率を使用した見積りの変更の測定及び当初認識時の利率を使用した

CSMの調整による影響 (424) (9,815)

再保険者/再タカフル事業者の不履行リスクの変動による影響 (144,135) 15,209

保有再保険契約/再タカフル証書に係る金融収益合計 (162,319) (11,105)

    

表示:    

損益計算書上の認識額 (162,319) (11,105)

 (162,319) (11,105)
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42.　一般管理費

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

人件費        

給料手当及び賞与 6,356,133  5,976,630  3,549,152  3,406,067

社会保険費用 57,682  55,588  30,662  29,153

退職費用 742,473  714,422  526,198  509,712

ESGP費用
1

92,852  65,499  56,676  39,667

その他人件費関連費用 1,347,156  966,875  788,663  533,404

 8,596,296  7,779,014  4,951,351  4,518,003

 

設備費        

有形固定資産の減価償却（注記20） 321,975  310,911  72,021  77,957

使用権資産の減価償却（注記21） 506,376  568,786  114,402  116,644

コンピュータ・ソフトウェアの償却

（注記22） 250,131  232,000  76,315  69,697

土地及び建物の賃借料 17,211  22,336  7,523  7,878

有形固定資産の保守修繕費 190,082  183,281  110,301  101,461

IT費用 1,008,751  774,954  1,530,557  1,352,678

リース負債に係る金融費用（注記26

(ⅳ)） 65,459  57,405  16,595  15,382

その他 19,564  22,723  16,153  18,331

 2,379,549  2,172,396  1,943,867  1,760,028

 

マーケティング費用        

広告宣伝費 271,797  217,411  141,265  95,588

その他 361,557  347,553  250,654  233,633

 633,354  564,964  391,919  329,221

        

管理費及び一般経費        

手数料及び仲介手数料 1,352,040  1,440,392  909,486  1,039,155

管理費 558,895  587,658  239,257  254,989

一般経費 913,453  831,960  386,478  346,573

その他 26,648  12,416  9,497  8,174

 2,851,036  2,872,426  1,544,718  1,648,891

        

子会社に対する一般管理費の配賦額 -  -  (1,938,361) (1,959,968)

一般管理費合計 14,460,235  13,388,800  6,893,494  6,296,175

        

コスト・インカム・レシオ
2

48.9%  48.9%  40.5%  37.9%
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42.　一般管理費（続き）

 

 当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

一般管理費に含まれる項目:        

        

役員報酬（注記43） 27,812  26,012  21,766  19,785

備品の賃借料 52,323  39,340  2,188  2,440

投資不動産の直接管理費用 5,405  5,140  -  -

監査報酬:        

法定監査: 31,227  34,722  12,510  11,863

- アーンスト・アンド・ヤン

グ・ピーエルティー 13,528  18,214  7,689  6,817

- アーンスト・アンド・ヤン

グ・グローバルの他のメン

バーファーム 17,685  16,493  4,821  5,046

- その他の監査人
3

14  15  -  -

アシュアランス及びコンプライ

アンス関連サービス：        

- 報告書作成、レビュー契約及

び規制関連サービス 8,068  6,148  4,099  3,657

非監査業務報酬:        

- その他のサービス 2,031  1,612  1,650  1,406

従業員給付費用（注記26(ⅰ)(b)） 114,513  99,133  -  -

有形固定資産の除却（注記20） 78  7,089  3  40

無形資産の除却（注記22） 500  783  500  756

短期リース費用 8,751  11,353  2,830  2,549

低額資産費用 36,129  33,735  16,549  13,476

 

1　
ESGP費用は現金決済型及び持分決済型の株式報酬取引から構成される。当行グループ及び当行の持分決済型の株

式報酬取引から生じる費用はそれぞれ、約71,708,000マレーシア・リンギット及び約44,960,000マレーシア・リ

ンギット（2023年：約68,272,000マレーシア・リンギット及び約38,053,000マレーシア・リンギット）であっ

た。

 

2　
コスト・インカム・レシオは純営業収益に対する総費用で算出される。収益は損益計算書上に表示されている純

営業収益である。

 

3　
アーンスト・アンド・ヤング・ピーエルティー及びアーンスト・アンド・ヤング・グローバルの他のメンバー

ファーム以外の会計事務所に対して支払済み又は未払いの報酬に関連するものである。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 548/1379



 

43.　役員報酬

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

当行の取締役:        

        

業務執行取締役:        

        

給与 3,120  3,120  3,120  3,120

賞与 6,697  6,697  6,697  6,697

退職費用 1,574  1,574  1,574  1,574

ESGP費用 1,591  703  1,591  703

その他の報酬 328  269  328  269

現物給付の見積貨幣価値 84  63  84  63

 13,394  12,426  13,394  12,426

        

業務執行取締役以外の取締役:        

        

業務報酬 10,785  10,205  5,505  4,832

その他の報酬 3,717  3,444  2,951  2,590

現物給付の見積貨幣価値 571  396  334  197

 15,073  14,045  8,790  7,619

        

当行の取締役に関する報酬小計 28,467  26,471  22,184  20,045

        

取締役の賠償責任保険 1,539  1,428  1,445  1,294

        

合計(現物給付及び取締役の賠償責任

保険を含む)(注記48(a)(ⅲ)) 30,006  27,899  23,629  21,339

        

合計(現物給付及び取締役の賠償責任

保険を除く)(注記42) 27,812  26,012  21,766  19,785

 

当行は、グループベースで取締役が任期中にその職務の遂行に当たって負う責任を補償する役員賠償責任保険を

維持した。意図的な過失、不正行為、意図的な法令違反の場合も、信任違反の場合も、同保険による取締役に対す

る補償は行われない。
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43.　役員報酬（続き）

 

現物給付を含む当期の当行の社長兼グループ最高経営責任者に対する報酬は、13,394,000マレーシア・リンギッ

ト（2023年：12,426,000マレーシア・リンギット）であった。
 
当行グループ及び当行の役員の報酬合計(現物給付を含む)は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

業務報酬

給与及び/又

は

その他の報

酬
*

 現物給付  合計 業務報酬  

給与及び/又

は

その他の報

酬
*

 現物給付  合計

2024年

　

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレー

シ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレー

シ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット

業務執行取締役:                

ダトー・カイルサレ・ビ

ン・ラムリ -  13,310  84  13,394  -  13,310  84  13,394

               

業務執行取締役以外の取締

役:                

タン・スリ・ダトー・ス

リ・Ir.ザムザムザイラ

ニ・ビン・モハメド・イサ 747  605  125  1,477  747  605  125  1,477

ハスニタ・ビンティ・ダ

トー・ハシム博士 1,188  278  46  1,512  501  196  11  708

Mrアンソニー・ブレント・

エラム 1,091  366  55  1,512  497  238  55  790

Msチェ・ザキア・ビン

ティ・チェ・ディン 1,125  348  29  1,502  461  222  18  701

Msファウジア・ビンティ・

ヒシャム 1,268  351  29  1,648  533  274  19  826

Mrシャリフディン・ビン・

カリッド 949  377  11  1,337  577  306  11  894

ダトー・ズルキフリー・ア

バス・ビン・アブドゥル・

ハミド 1,499  341  57  1,897  519  256  23  798

Msシャーリー・ゴー 1,003  373  23  1,399  529  248  23  800

ダトゥク・イー・ヤング・

シェイン 629  276  3  908  504  253  3  760

Msチアム・スー・ホン
1

186  111  8  305  186  111  8  305

Mrヴィットリオ・フルラン
1

186  81  -  267  186  81  -  267

Mrエドウィン・ゲルンガン
2

914  210  185  1,309  265  161  38  464

 10,785  3,717  571  15,073  5,505  2,951  334  8,790

               

役員報酬合計 10,785  17,027  655  28,467  5,505  16,261  418  22,184

 
*

賞与、退職費用、ESGP費用、手当、社会手当、旅費及び経費を含む。

1
2024年８月５日に選任された。

2
2024年８月23日に退任した。
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43.　役員報酬（続き）

 

当行グループ及び当行の役員の報酬合計(現物給付を含む)は以下の通りである。（続き）

 

 当行グループ  当行

業務報酬

給与及び/又

は

その他の報

酬
*

 現物給付  合計 業務報酬  

給与及び/又

は

その他の報

酬
*

 現物給付  合計

2023年

　

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレー

シ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレー

シ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット

業務執行取締役:                

ダトー・カイルサレ・ビ

ン・ラムリ

-  12,363  63  12,426  -  12,363  63  12,426

               

業務執行取締役以外の取締

役:                

タン・スリ・ダトー・ス

リ・Ir.ザムザムザイラ

ニ・ビン・モハメド・イサ 610  553  83  1,246  610  553  83  1,246

Mrエドウィン・ゲルンガン 996  221  138  1,355  385  170  19  574

ハスニタ・ビンティ・ダ

トー・ハシム博士

1,175  270  41  1,486  465  192  6  663

Mrアンソニー・ブレント・

エラム

893  371  6  1,270  415  178  6  599

Msチェ・ザキア・ビン

ティ・チェ・ディン

919  317  1  1,237  460  220  1  681

Msファウジア・ビンティ・

ヒシャム

1,087  310  19  1,416  490  248  19  757

Mrシャリフディン・ビン・

カリッド

876  297  6  1,179  486  208  6  700

ダトー・ズルキフリー・ア

バス・ビン・アブドゥル・

ハミド 1,436  363  54  1,853  494  280  23  797

Msシャーリー・ゴー 728  268  5  1,001  460  208  5  673

ダトゥク・イー・ヤング・

シェイン
1

30  12  -  42  30  12  -  42

ダトゥク・R・カルナカラン

2

982  211  37  1,230  157  96  23  276

Mrチェング・キー・チェッ

ク
3

473  251  6  730  380  225  6  611

 10,205  3,444  396  14,045  4,832  2,590  197  7,619

               

役員報酬合計 10,205  15,807  459  26,471  4,832  14,953  260  20,045

 
*

賞与、恩給、退職費用、ESGP費用、手当、社会手当、旅費及び経費を含む。

1
2023年11月24日に選任された。

2
2023年５月３日に退任した。

3
2023年11月18日に退任した。
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44.　貸出金及びその他の債権に対する減損損失引当金繰入、純額

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

貸出金及びその他の債権に対する

減損損失引当金繰入/(戻入)：        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 (260,341) (166,807) (53,022) (48,702)

- ステージ２ 全期間ECL

（信用減損なし）、純額 609,235  437,986  (42,457) 128,047

- ステージ３ 全期間ECL

（信用減損あり）、純額 2,278,927  2,131,046  791,024  763,050

 2,627,821  2,402,225  695,545  842,395

不良債権：        

- 償却額 94,538  61,961  64,099  58,670

- 回収額 (1,054,551) (657,263) (612,435) (333,084)

(960,013) (595,302) (548,336) (274,414)

その他の債権に対する減損損失引

当金繰入 2,737  19,289  1,082  3,510

 1,670,545  1,826,212  148,291  571,491

 

 

45.　金融投資に対する減損損失引当金(戻入)/繰入、純額

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

FVOCI金融投資        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 24,045  (2,097) 1,688  (6,340)

- ステージ２ 全期間ECL

（信用減損なし）、純額 1,578  (117) 1,785  1,226

- ステージ３ 全期間ECL

（信用減損あり）、純額 (137,718) (129,140) (138,965) (954)

 (112,095) (131,354) (135,492) (6,068)

償却原価で測定する金融投資        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 (32,339) 7,673  (10,925) 12,378

- ステージ２ 全期間ECL

（信用減損なし）、純額 14,385  (2,878) 10,285  -

- ステージ３ 全期間ECL

（信用減損あり）、純額 87,696  (54,004) -  -

 69,742  (49,209) (640) 12,378

        

 (42,353) (180,563) (136,132) 6,310
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46.　その他の金融資産、関連会社に対する持分に関する減損損失引当金繰入/(戻入)、純額

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

(a) その他の金融資産

 

現金及び短期資金        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 (4,191) 19,619  (1,137) 455

 (4,191) 19,619  (1,137) 455

金融機関預け金        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 (1,032) (1,520) 6,406  (3,242)

 (1,032) (1,520) 6,406  (3,242)

売戻条件付買入金融資産        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 (63) (5,722) 698  998

(63) (5,722) 698  998

保険/再保険契約資産及びタカフル/

再タカフル証書資産        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 (4,442) 16,455  -  -

 (4,442) 16,455  -  -

その他の資産        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 7,424  3,032  -  -

- ステージ２ 全期間ECL

（信用減損なし）、純額 (3) 9  -  -

- ステージ３ 全期間ECL

（信用減損あり）、純額 9,019  4,365  6,145  298

 16,440  7,406  6,145  298

中央銀行への法定預け金        

- ステージ１ 12カ月ECL、純額 104  (822) -  -

104  (822) -  -

        

 6,816  35,416  12,112  (1,491)

 

(b) 関連会社に対する持分

 

関連会社に対する持分の減損 12,000  -  -  -

        

 18,816  35,416  12,112  (1,491)
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47.　税金及びザカート

 

 当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

マレーシア法人税 2,867,363  2,618,543  1,486,170  1,509,128

外国法人税 674,849  643,282  309,242  253,917

減算：二重課税控除 (263,164) (252,414) (263,164) (252,414)

 3,279,048  3,009,411  1,532,248  1,510,631

過年度の(超過引当)/引当不足：        

マレーシア法人税 (45,165) (4,786) (44,130) 23,150

外国法人税 (20,523) 17,638  -  -

 3,213,360  3,022,263  1,488,118  1,533,781

繰延税金（注記28）：        

一時差異の当期発生及び解消関連 (117,656) (183,814) (56,649) (46,245)

当期税金費用 3,095,704  2,838,449  1,431,469  1,487,536

ザカート 99,475  78,290  3,377  1,543

 3,195,179  2,916,739  1,434,846  1,489,079

 

　2024年12月31日に終了した会計年度における当行グループ及び当行の実効税率は、他の課税法域の税率が低かっ

たことや一部の非課税所得の影響により法定税率を下回った。

 

　当行グループ及び当行の国内法人税は、当会計年度の課税所得の見積額に対する、マレーシアの法定税率である

24％に基づいて算定されている。他の法域の外国事業体の税金額は、当該法域の実勢税率で算定される。
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47.　税金及びザカート（続き）

 

　法定税率で算定する税引前利益に適用可能な法人税費用と、当行グループ及び当行の実効税率で算定する法人税

費用との調整表は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

税引前利益 13,701,565  12,531,601  10,088,686  9,761,872

        

24％のマレーシアの法定税率（2023

年：24％）で算定される税額 3,288,376  3,007,584  2,421,285  2,342,849

他の国の異なる税率に基づく税額 (191,759) (177,410) (62,250) (105,800)

非課税所得 (84,977) (150,812) (1,037,676) (894,087)

税務上の損金不算入費用 239,444  245,958  154,240  121,424

過年度の税務上の欠損金繰越額及び

非吸収資本引当金の使用 (32,980) (42,045) -  -

過年度における法人税費用の(超過

引当)/引当不足 (65,688) 12,852  (44,130) 23,150

関連会社及びジョイント・ベン

チャーにおける利益持分 (56,712) (57,678) -  -

当期税金費用 3,095,704  2,838,449  1,431,469  1,487,536

 

 

48.　重要な関連当事者取引及び残高

 

　当財務書類上では、当行グループ又は当行が、直接的又は間接的に、当事者を支配し、又は財政上及び業務上の

意思決定を行う際に当事者に対し重要な影響力を行使する場合（その逆の場合も同様である）、若しくは、当行グ

ループ又は当行と当事者が、共通支配又は共通の重要な支配の影響下にある場合は、かかる当事者は当行グループ

に関連があるとみなされる。関連当事者は個人又は他の事業体である。

 

　関連当事者にはまた、直接又は間接的に、当行グループ及び当行の活動を計画、指揮及び支配する権限並びに責

任を有する者と定義される経営幹部を含み、経営幹部とは、当行グループ及び当行のすべての取締役並びに最高経

営責任者を含む。
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48.　重要な関連当事者取引及び残高（続き）

 

　当行グループ及び当行は、有力株主、子会社、関連会社及び経営幹部との間に関連当事者としての関係を有して

いる。

 

　関連当事者取引は、通常の取引条件における通常の事業を通じて行われている。当行グループ及び当行の重要な

関連当事者取引及び残高は以下の通りである。

 

(a) 重要な関連当事者取引

 

(ⅰ) 子会社

 

  当行

  2024年  2023年

 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

収益:     

預金利息  1,455,185  1,505,395

配当収入 39 4,191,743  3,533,548

その他収益  730,332  616,652

  6,377,260  5,655,595

費用:     

預金利息  857,217  597,246

その他費用 （A） 1,347,300  1,229,321

  2,204,517  1,826,567

その他:     

子会社に請求したESGP費用  26,748  30,219

子会社へ配分した一般管理費 42 1,938,361  1,959,968

  1,965,109  1,990,187

 

(A) その他費用のグループ企業間費用別及び地域別の内訳は以下の通りである。

 

2024年 マレーシア  シンガポール  合計

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

      

IT費用 1,193,707  -  1,193,707

調査費 -  21,826  21,826

保険料 42,796  -  42,796

その他 76,694  12,277  88,971

 1,313,197  34,103  1,347,300
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48.　重要な関連当事者取引及び残高（続き）

 

　関連当事者取引は、通常の取引条件における通常の事業を通じて行われている。当行グループ及び当行の重要な

関連当事者取引及び残高は以下の通りである。（続き）

 

(a) 重要な関連当事者取引（続き）

 

(ⅰ) 子会社（続き）

 

(A) その他費用のグループ企業間費用別及び地域別の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2023年 マレーシア  シンガポール  合計

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

      

IT費用 1,111,093  -  1,111,093

調査費 -  19,964  19,964

保険料 52,874  -  52,874

その他 36,725  8,665  45,390

 1,200,692  28,629  1,229,321

 

　当行とその子会社間取引は当行グループレベルで連結消去される。

 

(ⅱ) 関連会社

 

 当行

 2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

収益:    

配当収入(注記39) -  736

 

　2024年12月31日に終了した会計年度において、ジョイント・ベンチャーとの間に重要な取引はなかっ

た。
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48.　重要な関連当事者取引及び残高（続き）

 

　関連当事者取引は、通常の取引条件における通常の事業を通じて行われている。当行グループ及び当行の重要な

関連当事者取引及び残高は以下の通りである。（続き）

 

(a) 重要な関連当事者取引（続き）

 

(ⅲ) 経営幹部

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

短期従業員給付        

- 報酬 30,232  29,949  5,505  4,832

- 給与、手当及び賞与 63,366  73,940  13,094  12,676

- 退職費用 5,015  5,745  1,574  1,574

- その他従業員福利費 6,456  8,340  420  260

株式報酬        

- ESGP費用 11,170  7,989  1,591  703

退職後給付        

- 退職慰労金 795  -  -  -

その他        

- 取締役に対する補償

又は賠償責任保険(注

記43) 1,539  1,428  1,445  1,294

 118,573  127,391  23,629  21,339

 

　経営幹部報酬合計は以下を含む。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

現物給付及び取締役に対

する補償又は賠償責任保

険を含む取締役報酬（注

記43） 30,006  27,899  23,629  21,339
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48.　重要な関連当事者取引及び残高（続き）

 

　関連当事者取引は、通常の取引条件における通常の事業を通じて行われている。当行グループ及び当行の重要な

関連当事者取引及び残高は以下の通りである。（続き）

 

(a) 重要な関連当事者取引（続き）

 

(ⅲ) 経営幹部（続き）

 

　経営幹部に授与されたESGP及びCESGPに係る株式数は以下の通りである。

 

(a) ESGP

 

 当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

 千  千  千  千

        

１月１日現在 6,744  4,527  709  300

調整
*

(109) 1,181  -  -

授与 2,997  2,928  409  409

権利確定 (755) (758) -  -

喪失 (708) (1,134) -  -

12月31日現在 8,169  6,744  1,118  709

 

*
調整は、当期中の経営幹部の交代に関連している。

 

(b) CESGP

 

 当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

 千  千  千  千

        

１月１日現在 1,602  1,334  -  -

調整
*

(21) 220  -  -

授与 707  578  -  -

権利確定 (239) (211) -  -

喪失 (220) (319) -  -

12月31日現在 1,829  1,602  -  -

 

*
調整は、当期中の経営幹部の交代に関連している。
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48.　重要な関連当事者取引及び残高（続き）

 

　関連当事者取引は、通常の取引条件における通常の事業を通じて行われている。当行グループ及び当行の重要な

関連当事者取引及び残高は以下の通りである。（続き）

 

(b) 重要な関連当事者間残高

 

(ⅰ) 子会社

 

 当行

2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

債権：    

当座預金及び預け金 33,473,286  29,282,069

貸出金及びその他の債権 51,145,794  47,402,794

預け金に係る利息及びその他の未収金 395,433  299,095

社債及びスクーク 7,892,880  8,001,357

デリバティブ資産 590,759  286,166

 93,498,152  85,271,481

    

債務：    

当座預金及び預り金 35,189,141  18,910,834

買戻条件付売渡金融資産に関する債務 16,997,997  19,681,220

預り金に係る未払利息 8,621  22,610

預り金及びその他債務者 22,648,471  3,605,185

デリバティブ負債 571,148  272,541

 75,415,378  42,492,390

    

コミットメント及び偶発事象 559,182  539,483

 

　当行とその子会社間の残高は当行グループレベルで連結消去される。

 

(ⅱ) 関連会社

 

 当行

2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

債権    

当座預金及び預け金 2,863  49,539

 

　2024年12月31日現在、ジョイント・ベンチャーとの間に重要な債権債務残高はなかった。
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48.　重要な関連当事者取引及び残高（続き）

 

　関連当事者取引は、通常の取引条件における通常の事業を通じて行われている。当行グループ及び当行の重要な

関連当事者取引及び残高は以下の通りである。（続き）

 

(b) 重要な関連当事者間残高（続き）

 

(ⅲ) 経営幹部

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

貸出金及びその他の債権 56,692  77,411  14,114  17,568

顧客預金 90,905  145,529  47,302  58,394

 

　当残高は当行グループの経営幹部との取引に関するものである。

 

(c) 政府関連機関

 

　パーモダラン・ナショナル・ベルハッド（「PNB」）は政府関連機関であり、2024年12月31日現在、当行の

6.52％の株式（2023年：6.76％）を直接保有し、アマナ・ラーヤ・トラスティー・ベルハッド（スキム・アマ

ナ・サーム・ブミプトラ）を介して30.51％の株式（2023年：30.12％）を間接保有する、当行へ重要な影響を

与える株主である。PNB及びPNBに直接的に支配される事業体は、集合的に当行グループ及び当行に対し政府関

連機関とみなされる。

 

　政府関連機関と当行グループ及び当行との間で行われるすべての取引は、政府関連機関とならないその他事

業体と同様の条件で、当行グループ及び当行の通常の事業過程において実施されている。当行グループは、取

引の相手方が政府関連機関か否かとは無関係な、貸出金及び債権に対するクレジット・ポリシー、価格決定戦

略及び承認プロセスを規定している。
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48.　重要な関連当事者取引及び残高（続き）

 

　関連当事者取引は、通常の取引条件における通常の事業を通じて行われている。当行グループ及び当行の重要な

関連当事者取引及び残高は以下の通りである。（続き）

 

(c) 政府関係機関（続き）

 

(ⅰ) 取引額によるPNBとの個別に重要な取引及び残高

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

当会計年度中の取引：        

受取利息及び金融収益 382,648  274,885  113,749  141,068

        

報告日現在残高：        

貸出金及びその他の債権 8,633,799  7,285,703  2,695,000  3,384,493

 

(ⅱ) 個別ではなく、集合的に重要となる取引

 

　当行グループは、融資、預金の受入れ、仲介業並びに保険及びタカフルの引受などの取引（これらを含

むが、これらに限定されない。）をその他政府関連機関と行っている。

 

　2024年12月31日に終了した会計年度において、経営者は当行グループ及び当行とその他政府関連機関と

の重要な取引の総額を、当行グループの受取利息及び金融収益合計の0.5％（2023年：0.7％）、当行の受

取利息及び金融収益合計に対しては僅少である（2023年：僅少）と見積もっている。

 

　2024年12月31日に終了した年度において、経営者はその他政府関連機関に対する重要な債権残高の総額

を、当行グループの貸出金及びその他の債権合計の0.4％（2023年：0.6％）、当行の貸出金及びその他の

債権合計に対しては僅少である（2023年：0.1％）と見積もっている。
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49.　関係者との信用取引から生じる信用エクスポージャー

 

　下記の信用エクスポージャーは、マレーシア中央銀行の改訂版ガイドライン－関係者との信用取引及びエクス

ポージャーの第9.1項に基づいている。

 

　関係者とは、ガイドラインに基づき以下を指す。

 

(ⅰ)　当行の取締役及びその近親者

 

(ⅱ)　当行の支配株主及びその近親者

 

(ⅲ)　当行の有力株主及びその近親者

 

(ⅳ)　当行の活動を企画、運営及び/又は支配する権限並びに責任を有する経営者の一員となる経営幹部及びその近

親者

 

(ⅴ)　委員会の一員又は個人として、信用取引に対し責任があり、評価及び/又は承認する権限を有し、もしくは既

存の信用取引の状況を検討する役員及びその近親者

 

(ⅵ)　上記記載の(ⅰ)から(ⅴ)を支配している又はそれらに支配されている、あるいは上記記載の(ⅰ)から(ⅴ)が

取締役、パートナー、経営幹部、仲介者又は保証人として利益を有する企業、パートナーシップ、会社又は

法人、並びにその子会社もしくはそれらの子会社に支配されている事業体

 

(ⅶ)　上記記載の(ⅰ)から(ⅴ)が保証人となっている者

 

(ⅷ)　当行及びその関係者の子会社又はそれらに支配される事業体

 

　以下に開示した関係者に対する信用取引及びエクスポージャーは、与信枠の供与及び/又は、保証、貿易関連の

ファシリティ、貸出コミットメントなどのオフバランスシートの信用エクスポージャーを含む。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

関係者に対する信用エクスポー

ジャー残高（千マレーシア・リン

ギット） 20,669,442  13,434,094  17,234,431  14,378,940

        

信用エクスポージャー合計額にお

ける関係者に対する信用エクス

ポージャー残高割合 1.9%  1.3%  2.9%  2.5%

        

減損
*
又は不履行となっている関係

者に対する信用エクスポージャー

残高割合 -  -  -  -

 

*
減損とは、マレーシア中央銀行の改訂版ガイドライン－関係者との信用取引及びエクスポージャーの第9.1項に示

されている不良債権をいう。
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50.　一株当たり利益（EPS）

 

(a) 基本EPS

 

　当行グループ及び当行の基本EPSは、当行株主に帰属する当期純利益を当会計年度の加重平均発行済普通株式

数で除して計算されている。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年 2023年

        

当行株主に帰属する当期純利益

（千マレーシア・リンギッ

ト） 10,088,673  9,349,780  8,653,840  8,272,793

        

加重平均発行済普通株式数

（千株） 12,066,393  12,056,164  12,066,393  12,056,164

        

基本一株当たり利益

（マレーシア・セン） 83.6  77.6  71.7  68.6

 

(b) 希薄化後EPS

 

　希薄化を有する潜在的普通株式がないことにより、当会計年度及び従前の会計年度において、当行グループ

及び当行の普通株式一株当たり利益の希薄化はない。
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51.　配当金

 

   一株当たりの配当

2024年 2023年 2024年 2023年

当行グループ及び当行

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

マレーシア・

セン  

マレーシア・

セン

        

2023年12月31日に終了した会計年度

に係る31.0マレーシア・センの第

２回シングルTier中間配当金(注記

51(b)(i)) 3,740,755  -  31.00  -

        

2024年12月31日に終了した会計年度

に係る29.0マレーシア・センの第

１回シングルTier中間配当金(注記

51(b)(ⅱ)) 3,499,416  -  29.00  -

        

2022年12月31日に終了した会計年度

に係る30.0マレーシア・センの第

２回シングルTier中間配当金 -  3,616,238  -  30.00

        

2023年12月31日に終了した会計年度

に係る29.0マレーシア・センの第

１回シングルTier中間配当金 -  3,495,697  -  29.00

 7,240,171  7,111,935  60.00  59.00

控除:信託保有株式に係る配当金 -  -     

 7,240,171  7,111,935     
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51.　配当金（続き）

 

(a) 第２回中間配当金

 

　取締役会は、2024年12月31日に終了した当会計年度に係る第２回シングルTier中間現金配当金として、普通

株式一株当たり32.0マレーシア・セン（未払配当金3,861,424,701マレーシア・リンギット）のシングルTier配

当金（2025年２月26日現在の発行済普通株式12,066,952,192株に基づく）を宣言した。

 

　2024年12月31日に終了した当会計年度の財務書類は、この第２回シングルTier中間現金配当金を反映してい

ない。かかる配当金は、2025年12月31日に終了する翌会計年度の利益剰余金処分として、持分変動計算書に計

上されることになる。

 

(b) 当会計年度中の支払配当金

 

(ⅰ)　2023年12月31日に終了した会計年度において、普通株式一株当たり31.0マレーシア・センの第２回シン

グルTier中間現金配当金は、普通株式12,066,952,192株に対して3,740,755,180マレーシア・リンギット

であった。

 

(ⅱ)　2024年12月31日に終了した当会計年度において、普通株式一株当たり29.0マレーシア・センの第１回シ

ングルTier中間現金配当金は、普通株式12,066,952,192株に対して3,499,416,136マレーシア・リンギッ

トであった。

 

(c) メイバンクの子会社から非支配持分へ支払われた配当金

 

　2024年12月31日に終了した会計期間において、メイバンクの子会社から非支配持分に対し支払われた配当金

は、180,680,000マレーシア・リンギット（2023年: 138,441,000マレーシア・リンギット）であった。
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52.　コミットメント及び偶発事象

 

(a)　通常の業務において、当行グループ及び当行は様々なコミットメントに関与し、顧客に対し法的リコースを伴

う特定の偶発債務を負っているが、これらの取引による重大な損失は予想されていない。

 

　当行グループ及び当行のリスク・ウェイト・エクスポージャーは以下の通りである。

 

 2024年  2023年

当行グループ

コミットメント

合計  信用相当額
*

 

リスク・

ウェイト相当額
*

 

コミットメント

合計 信用相当額
*

リスク・

ウェイト相当額
*

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

偶発債務       

債務履行引受契約 11,476,839  11,497,829  6,866,583  12,590,604  10,548,940  6,668,531

特定の取引に係る偶発項

目 17,123,562  7,993,031  4,452,760  17,055,885  8,006,445  4,270,082

短期の自己清算型貿易関

連偶発事象 6,522,883  1,087,817  528,606  4,527,117  910,972  552,924

 35,123,284  20,578,677  11,847,949  34,173,606  19,466,357  11,491,537

コミットメント            

取消不能の信用供与契

約：            

- １年以内 177,464,605  17,777,251  4,833,261  159,580,959  17,194,705  4,582,983

- １年超 71,010,933  87,720,120  35,677,083  63,768,979  78,669,363  32,519,449

248,475,538  105,497,371  40,510,344  223,349,938  95,864,068  37,102,432

            

その他のコミットメント

及び偶発事象 14,154,051  1,837,400  129,068  14,186,766  4,346,037  116,083

            

信用関連のコミットメン

ト及び偶発事象合計 297,752,873  127,913,448  52,487,361  271,710,310  119,676,462  48,710,052

 

*
信用相当額及びリスク・ウェイト相当額は、BNMが規制上の自己資本規制のために定めたクレジット・コン

バージョン・ファクター（掛目）及びリスク・ウェイトをそれぞれ使用して算出されている。
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有価証券報告書
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52.　コミットメント及び偶発事象（続き）

 

(a)　通常の業務において、当行グループ及び当行は様々なコミットメントに関与し、顧客に対し法的リコースを伴

う特定の偶発債務を負っているが、これらの取引による重大な損失は予想されていない。（続き）

 

　当行グループ及び当行のリスク・ウェイト・エクスポージャーは以下の通りである。（続き）

 

   2024年      2023年   

当行グループ（続き）

コミットメント

合計  信用相当額
*

 

リスク・

ウェイト相当額
*

 

コミットメント

合計 信用相当額
*

リスク・

ウェイト相当額
*

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

デリバティブ金融商品            

外国為替関連契約：            

- １年未満 675,660,830  8,276,927  2,018,589  559,500,074  6,920,906  1,728,821

- １年以上５年未満 55,660,165  3,604,283  1,656,040  47,713,732  2,829,980  1,326,784

- ５年以上 8,819,521  881,857  506,944  7,858,631  923,124  538,875

740,140,516  12,763,067  4,181,573  615,072,437  10,674,010  3,594,480

金利関連契約：            

- １年未満 1,239,644,467  39,352  19,862  396,045,798  30,783  15,834

- １年以上５年未満 475,699,773  2,244,464  848,700  370,786,372  1,566,076  740,116

- ５年以上 147,162,803  2,581,511  1,225,913  192,906,047  3,055,788  1,536,755

1,862,507,043  4,865,327  2,094,475  959,738,217  4,652,647  2,292,705

エクイティ及びコモ

ディティ関連契約：            

- １年未満 7,757,868  212,860  82,467  6,263,404  277,150  105,521

- １年以上５年未満 10,897,520  617,932  190,632  2,772,827  177,735  66,588

 18,655,388  830,792  273,099  9,036,231  454,885  172,109

信用関連契約            

- １年未満 37,275  -  -  55,393  -  -

- １年以上５年未満 6,975  -  -  5,080  -  -

 44,250  -  -  60,473  -  -

            

トレジャリー関連のコ

ミットメント及び偶発

事象合計 2,621,347,197  18,459,186  6,549,147  1,583,907,358  15,781,542  6,059,294

            

コミットメント及び偶

発事象合計 2,919,100,070  146,372,634  59,036,508  1,855,617,668  135,458,004  54,769,346

 

*
信用相当額及びリスク・ウェイト相当額は、BNMが規制上の自己資本規制のために定めたクレジット・コン

バージョン・ファクター（掛目）及びリスク・ウェイトをそれぞれ使用して算出されている。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 568/1379



 

52.　コミットメント及び偶発事象（続き）

 

(a)　通常の業務において、当行グループ及び当行は様々なコミットメントに関与し、顧客に対し法的リコースを伴

う特定の偶発債務を負っているが、これらの取引による重大な損失は予想されていない。（続き）

 

　当行グループ及び当行のリスク・ウェイト・エクスポージャーは以下の通りである。（続き）

 

   2024年      2023年   

当行

コミットメント

合計  信用相当額
*

 

リスク・

ウェイト相当額
*

 
コミットメント

合計 信用相当額
*

リスク・

ウェイト相当額
*

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

偶発債務       

債務履行引受契約 7,449,249  7,446,166  3,598,123  8,518,750 6,625,817  4,352,387

特定の取引に係る偶発項

目 11,693,698  5,375,799  2,935,723  12,106,304 5,570,744  2,769,309

短期の自己清算型貿易関

連偶発事象 4,954,695  802,135  431,223  3,542,837 681,768  451,552

24,097,642  13,624,100  6,965,069  24,167,891 12,878,329  7,573,248

コミットメント            

取消不能の信用供与契

約：            

- １年以内 106,658,657  8,015,654  2,057,708  94,547,717  8,756,609  2,102,256

- １年超 44,087,018  56,454,651  24,610,700  38,226,816  49,391,317  21,691,239

 150,745,675  64,470,305  26,668,408  132,774,533  58,147,926  23,793,495

            

その他のコミットメント

及び偶発事象 10,718,417  2,237,768  174,105  10,937,580  4,874,785  215,622

            

信用関連のコミットメン

ト及び偶発事象合計 185,561,734  80,332,173  33,807,582  167,880,004  75,901,040  31,582,365

 

*
信用相当額及びリスク・ウェイト相当額は、BNMが規制上の自己資本規制のために定めたクレジット・コン

バージョン・ファクター（掛目）及びリスク・ウェイトをそれぞれ使用して算出されている。
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52.　コミットメント及び偶発事象（続き）

 

(a)　通常の業務において、当行グループ及び当行は様々なコミットメントに関与し、顧客に対し法的リコースを伴

う特定の偶発債務を負っているが、これらの取引による重大な損失は予想されていない。（続き）

 

　当行グループ及び当行のリスク・ウェイト・エクスポージャーは以下の通りである。（続き）

 

   2024年      2023年   

当行（続き）

コミットメント

合計  信用相当額
*

 

リスク・

ウェイト相当

額
*

 

コミットメント

合計 信用相当額
*

リスク・

ウェイト相当

額
*

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット

 

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

デリバティブ金融商品            

外国為替関連契約：            

- １年未満 674,822,415  7,992,950  1,833,023  556,387,408  6,769,703  1,448,406

- １年以上５年未満 60,010,371  3,552,068  1,360,470  48,813,704  2,740,054  1,095,773

- ５年以上 6,781,110  878,678  469,205  7,068,613  909,781  482,025

741,613,896  12,423,696  3,662,698  612,269,725  10,419,538  3,026,204

金利関連契約：            

- １年未満 1,239,733,847  39,884  19,648  396,156,000  29,650  12,419

- １年以上５年未満 475,890,514  2,207,669  766,619  368,025,013  1,434,461  546,624

- ５年以上 147,300,626  2,569,674  1,214,587  192,748,011  3,047,785  1,525,012

1,862,924,987  4,817,227  2,000,854  956,929,024  4,511,896  2,084,055

エクイティ及びコモ

ディティ関連契約：            

- １年未満 2,778,953  104,604  31,316  3,073,368  167,665  60,913

- １年以上５年未満 10,892,098  617,932  190,632  2,772,827  177,735  66,588

13,671,051  722,536  221,948  5,846,195  345,400  127,501

信用関連契約：            

- １年未満 37,275  -  -  55,393  -  -

- １年以上５年未満 6,975  -  -  5,080  -  -

 44,250  -  -  60,473  -  -

            

トレジャリー関連のコ

ミットメント及び偶発

事象合計 2,618,254,184  17,963,459  5,885,500  1,575,105,417  15,276,834  5,237,760

           

コミットメント及び

偶発事象合計 2,803,815,918  98,295,632  39,693,082  1,742,985,421  91,177,874  36,820,125

 

*
信用相当額及びリスク・ウェイト相当額は、BNMが規制上の自己資本規制のために定めたクレジット・コン

バージョン・ファクター（掛目）及びリスク・ウェイトをそれぞれ使用して算出されている。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 570/1379



 

52.　コミットメント及び偶発事象（続き）

 

(a)　通常の業務において当行グループ及び当行は様々なコミットメントに関与し、顧客に対し法的リコースを伴う

特定の偶発債務を負っているが、これらの取引による重大な損失は予想されていない。（続き）

 

(ⅰ)　当行グループ及び当行のデリバティブ金融商品は、以下の通り、市場リスク、信用リスク及び流動性リス

クにさらされている。

 

･ デリバティブ取引における市場リスクは、エクイティ、金利、外国為替換算レート、クレジット・スプ

レッド、コモディティ、又はその他インデックスなどの原資産の価格変動によりこれらの契約の価値が被

る潜在的損失のことである。想定元本額もしくは契約金額は、報告日における未決済の取引残高として位

置付けられているものであり、リスク量を表すものではない。市場リスクはオンバランスとオフバランス

のポジションが相殺項目となることにより軽減できる場合がある。

 

･ 信用リスクは、当行及び特定の子会社がカウンターパーティーの債務不履行により予定の利益を回収でき

なくなる可能性から生じる。当行グループの信用リスクは、収益契約の再構築コストの観点から測定する

と、2024年12月31日現在において23,417.6百万マレーシア・リンギット（2023年：21,647.6百万マレーシ

ア・リンギット）であったが、この金額は契約期間にわたり主に満期日と市場レート又は価格の変動との

相関により増減する。

 

･ デリバティブ取引における流動性リスクとは、デリバティブ・ポジションが適時に清算できなくなること

を指す。流動性リスクに係るエクスポージャーは、原資産が幅広く市場で売買されているデリバティブ契

約を締結することで低減される。

 

(ⅱ)　以下については、前会計年度末から変わっていない。

 

･ 締結したデリバティブ金融契約のタイプ、当該契約の締結に関する合理的根拠及びこれら契約から得られ

るであろう期待利益

 

･ これらデリバティブ金融契約に伴うリスクの軽減、及び抑制のためのリスク管理方針

 

･ 関連する会計方針

 

(b)　偶発債務

 

　2024年12月31日に終了した会計年度において重要な偶発債務はない。
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52.　コミットメント及び偶発事象（続き）

 

(c)　オペレーティング・リース契約

 

当行グループが貸手の場合

 

　当行グループは、５年を上限としたリース期間のオペレーティング・リース取引により、投資不動産を含む

資産を賃貸している。

 

　これらの解約不能オペレーティング・リース取引による将来の最低支払リース料は以下の通りである。

 

 当行グループ

 2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

１年以内 50,820  48,669

１年超５年以内 30,171  66,172

 80,991  114,841

 

次へ
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53.　金融リスク管理方針

 

(a) 金融リスク管理の概要

 

リスク管理は、望ましい水準のリターンに対して受け入れるべきリスクの適切な水準とのバランスを取りな

がら、事業戦略を支える戦略的意思決定の重要な要因として進化してきた。

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、当行グループは、MFRS第９号「金融商品」に基づく金融資産

を管理する事業モデルが変わることになる、一部の事業体及びビジネスユニットに対してGIMFを段階的に適用

した。その結果、影響を受けるすべての金融資産は、MFRS第９号の要求事項に従って分類変更されている。

 

取締役会は、当行グループの最終的な統治者であり、健全なリスク管理と内部統制システムを確立するとと

もに、当行グループの目標達成を妨げる可能性のあるリスクを特定し、評価し、リスクに対応するための十分

性及び有効性を確認する全体的な責任を負っている。リスク及びコントロールの監視責任を効果的に果たすた

め、取締役会はリスク管理委員会(「RMC」)、取締役会のコンプライアンス委員会(「CCB」)、及び取締役会の

監査委員会(「ACB」)を設置し、それぞれリスク、コンプライアンス及び統制に関する事項に対応している。

 

経営陣は、取締役会の委員会による事業運営及び管理の中核分野の監督を支援・サポートするために、様々

な執行レベル管理委員会(「ELC」)を設置している。これらのELCには、グループ執行委員会、グループ顧客口

座開設手続及び検討委員会、グループ経営陣与信委員会、グループ執行リスク委員会、グループ資産負債管理

委員会、グループ経営委員会のサステナビリティ委員会、グループ非金融リスク委員会、グループ減損検討委

員会、グループ調達及び不動産委員会などが含まれる。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(a) 金融リスク管理の概要（続き）

 

メイバンク・グループの全社的リスク管理（ERM）フレームワークは、当行グループのミッションに影響を及

ぼし得る最も重要なリスクに対する継続的な監視と意識を強化するために策定された。

 

このフレームワークは、管理態勢とプロセスを含む強固なリスク管理カルチャーを醸成するために設計され

た、包括的な一連の基本的要素の上に構築されている。

 

(ⅰ)　リスクカルチャー：リスクカルチャーはリスクガバナンスを強化する上で極めて不可欠な要素であ

り、実効的なリスク管理の基本原則を成すものである。

 

(ⅱ)　リスクカバレッジ：当行グループは、事業戦略を定め、関連するリスクを評価し、実効的なリスク管

理戦略を実施し、目標の達成を成功させる可能性を高める必要がある。

 

(ⅲ)　リスク選好：リスク選好は、金融リスク、オペレーショナル・リスク及び風評リスクなどの当行グ

ループの主要なリスク要因から守りつつ、全体的な戦略・事業目標を追求するにあたり、当行グルー

プがリスク許容範囲内で受け入れる用意のあるリスクの程度を定義するものである。

 

(ⅳ)　リスク対応：当行グループのリスク対応は、当行グループのリスク選好、リスク許容度及び事業戦略

全体と整合させつつ、その目標に影響を与える可能性のある特定されたリスクに対処、軽減又は管理

するための戦略的なアクションを含んでいる。

 

(ⅴ)　ガバナンス及びリスク監視：当行グループのガバナンス体制は、明瞭に定義され、透明性が高く、一

貫性のある責任体制を特徴とし、リスク管理能力を強化するための包括的な監督メカニズムを備えて

おり、明確で実効的かつ強固なものである。

 

(ⅵ)　リスク管理態勢及びプロセス：当行グループが引き受けるすべての商品及び業務に内在するリスクを

積極的に特定、測定、管理、監視及び報告するための包括的なリスク管理プロセスが設けられてい

る。

 

(ⅶ)　ストレス・テスト：ストレス・テストを用いて将来の財務シナリオに対する当行グループのエクス

ポージャーの強靭性をテストし、その結果生じるリスクと自己資本の充実度を測る。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(a) 金融リスク管理の概要（続き）

 

このフレームワークは、管理態勢とプロセスを含む強固なリスク管理カルチャーを醸成するために設計され

た、包括的な一連の基本的要素の上に構築されている。（続き）

 

(ⅷ)　リソース及びシステムインフラ：実効的なリスク管理を可能にする十分なリソース、インフラ、手法

が整備されている。

 

(b) 減損評価

 

以下は、当行グループの減損評価及び測定手法が本報告書の中のどこに記されているかを示している。かか

る記述は重要性がある会計方針の要約(注記2.3)と併せて読まれるべきである。

 

・　デフォルト及び正常復帰に係る当行グループの定義及び評価(注記53(b)(ⅰ))

・　当行グループの内部格付システムの説明(注記53(e)(5))

・　当行グループによる倒産確率、デフォルト時エクスポージャー及びデフォルト時損失の定義、算定及び

モニタリング方法(注記53(e)(1))

・　当行グループが、エクスポージャーの信用リスクが著しく増大していると考える時期(注記53(b)(ⅱ))

・　ECLが集合的に評価される場合の当行グループの金融資産の分類方針(注記53(b)(ⅲ))

・　ステージ１、ステージ２及びステージ３の資産に対するECL算定の詳細(注記2.3(v)(d))

 

(ⅰ)　デフォルト及び正常復帰の定義

 

当行グループは、以下の場合に金融商品がデフォルトに陥ったと考え、ECLの算定においてはステージ

３（信用減損あり）に分類する。

 

・　クレジット・ファシリティの元本又は利息/利益あるいはその両方が90日超又は３カ月超延滞して

いる。

・　リボルビング・クレジット・ファシリティ（当座貸越など）の場合、借入残高が承認限度額を超

える状態が90日超又は３カ月超継続している。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(b) 減損評価（続き）

 

(ⅰ)　デフォルト及び正常復帰の定義（続き）

 

当行グループは、以下の場合に金融商品がデフォルトに陥ったと考え、ECLの算定においてはステージ

３（信用減損あり）に分類する。（続き）

 

・　期日経過は90日又は３カ月であるが信用リスクの著しい増大の兆候を示している。

・　減損した貸出金及びその他の債権の返済期限が変更され貸出条件が緩和された場合、最低６カ月

間又は返済期限の変更又は貸出条件緩和を承認した機関が決めた期間の長い方にわたり、変更・

条件緩和後の貸出条件に基づく返済が継続的に観察され、かつ、当該取引先/顧客が信用リスクの

著しい増大の兆候を示さなくなるまでの間は、当該貸出金及びその他の債権は引き続き減損に分

類される。

・　３カ月以上の間隔で予定されている返済に債務不履行が生じている。

 

顧客がデフォルトに陥っているかどうかの定性的評価の一環として、当行グループは支払不能の様々

な兆候を検討している。かかる事象が発生した場合には、当行グループは当該事象により顧客をデフォ

ルト扱いとし、ECL算定上ステージ３に分類すべきか、ステージ２への分類が妥当かどうかを評価する。

評価対象となる事象には以下を含むがこれらに限定されない。

 

・　当初認識時又は直近の与信再審日後に信用格付けが著しく格下げされている

・　コベナンツ抵触が当行グループによって適用免除されない

・　支払不能の状態である

・　倒産する可能性が高い

・　財政上の困難又はネガティブな情報により、主要取引所において上場債券又は株式の取引が停止

される

・　複数回にわたるリスケジューリングやリストラクチャリング（貸出条件緩和）の要求

 

当行グループの方針では、いずれのデフォルト要件も存在しない場合には、金融商品をステージ３か

ら分類変更されるものと考える。資産をステージ２とステージ１のどちらに分類するかは、評価時の慎

重な信用判断に加え、関連する承認部署の厳格なガバナンスに基づいた、信用リスクの著しい増大が見

られない資産であるかどうかの判定に依拠している。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(b) 減損評価（続き）

 

(ⅱ)　信用リスクの著しい増大

 

当行グループは、MFRS第９号の減損の要求事項に基づくECLモデルに基づいた減損評価を実施してい

る。適切なECLアプローチ(12カ月ECL又は全期間ECL)を決定する際に、当初認識時からの信用リスクの著

しい増大の有無を評価するために、厳格なモデルと信用リスク評価が実施されている。

 

当行グループは、顧客/ファシリティのウォッチリストへの登録、当初からの信用リスク格付けの悪化

が見られた場合や30日超期日超過している場合のフォーベアランスなど、資産に対する信用リスクの著

しい増大のトリガーに関し、二次的な定性的評価方法も適用している。当行グループの与信見直しプロ

セスでは、デフォルトの要件に加えて、注記53(b)(ⅰ)に説明されている事象が信用リスクの著しい増大

を示していると判断している。

 

類似した資産グループに対し集合的にECLを推計する場合(注記53(b)(ⅲ)に規定)には、当行グループ

は、当初認識時以降に信用リスクの著しい増大があるかどうかを評価する場合と同じ原則を適用してい

る。

 

(ⅲ)　集合的に評価される金融資産の分類

 

注記2.3(v)(d)(ⅱ)で説明されている通り、下記の要因に基づいて、当行グループ及び当行はECLを集

合的又は個別に算定している。

 

個別に評価されるECLの対象となる金融資産であるものの、減損は必要なく、個別に重要性がない全て

のエクスポージャーは、信用リスクの特徴が類似した資産グループとして集合的に評価される。

 

当行グループ及び当行は、当該貸出金の内的・外的特徴の組合せに基づいてこれらのエクスポー

ジャーをさらに同質のポートフォリオに細分化している。

 

(c) 複数の経済シナリオによるECLモデルへのインプットの分析

 

ECLの推計手法の概要は、注記2.3「重要性がある会計方針の要約」及び注記３「重要な会計上の判断、見積り

及び仮定」に記載されている。この推計手法では、業界見通しの悪化から生じるエマージング・リスクの評価を

含め、当行グループ及び当行の通常の信用リスク管理の一環として、マクロ経済要因が定期的にモニターされて

いる。網羅性と正確性を確保するために、当行グループ及び当行は、翌会計年度のECLの算定に適用するための

各年度末現在の複数のシナリオに適用するウェイトの決定も含め、独立した調査機関(メイバンク・IBリサーチ

及び独立調査機関)から使用するデータを入手している。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(c) 複数の経済シナリオによるECLモデルへのインプットの分析（続き）

 

下表は、2024年12月31日及び2023年12月31日に終了した会計年度のECLの算定のための各経済シナリオに用い

られた、主な将来予測的なマクロ経済変数の見通しを示したものである。「それ以降」の欄の数値は長期平均値

であり、同一の数値が各シナリオに適用されている。

 

2024年12月31日

主要変数 ECLシナリオ

適用

確率(%) 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 その後

実質GDP(%) ベース 60 4.4 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

アップサイド 10 4.8 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5

ダウンサイド 30 3.2 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8

不動産価格指数(%) ベース 60 1.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

アップサイド 10 1.8 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

ダウンサイド 30 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

翌日物政策金利(%) ベース 60 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

アップサイド 10 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8

ダウンサイド 30 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5

失業率(%) ベース 60 3.4 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3

アップサイド 10 3.3 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

ダウンサイド 30 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8

 

2023年12月31日

主要変数 ECLシナリオ

適用

確率(%) 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 その後

実質GDP(%) ベース 60 4.0 4.8 5.0 5.0 5.0 5.0

アップサイド 10 4.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5

ダウンサイド 30 3.5 4.4 4.5 4.5 4.5 4.5

不動産価格指数(%) ベース 60 1.5 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

アップサイド 10 2.0 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

ダウンサイド 30 0.6 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

翌日物政策金利(%) ベース 60 3.0 3.0 3.3 3.3 3.3 3.3

アップサイド 10 2.8 2.8 3.0 3.0 3.0 3.0

ダウンサイド 30 3.3 3.3 3.5 3.5 3.5 3.5

失業率(%) ベース 60 3.5 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3

アップサイド 10 3.3 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

ダウンサイド 30 4.0 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8

 

次へ
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(d) カテゴリー別金融商品

 

当行グループ

純損益を通じ

て

公正価値で測

定

純損益を通じ

て

公正価値で測

定するものと

して指定

その他の包括

利益を通じて

公正価値で測

定

償却原価で測

定 小計

MFRS第９号

対象外の資産 合計

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

資産        

現金及び短期資金 - - - 40,522,520 40,522,520 - 40,522,520

金融機関預け金 - - - 22,275,032 22,275,032 - 22,275,032

売戻条件付買入金融資

産 - - - 16,630,783 16,630,783 - 16,630,783

金融投資ポートフォリ

オ 33,274,540 12,933,334 128,177,404 79,377,492 253,762,770 - 253,762,770

金融機関向貸出金及び

その他の債権 - - 147,161 1,886,064 2,033,225 - 2,033,225

顧客向貸出金及びその

他の債権 - - 31,869,625 630,871,235 662,740,860 - 662,740,860

デリバティブ資産 23,417,580 - - - 23,417,580 - 23,417,580

保険契約資産/タカフ

ル証書資産 - - - - - 75,199 75,199

再保険契約/再タカフ

ル証書資産 - - - - - 5,910,059 5,910,059

その他の資産 - - - 13,056,355 13,056,355 2,429,669 15,486,024

投資不動産 - - - - - 1,038,657 1,038,657

中央銀行への法定預け

金 - - - 17,166,509 17,166,509 - 17,166,509

関連会社及びジョイン

ト・ベンチャーに対す

る持分 - - - - - 1,857,728 1,857,728

有形固定資産 - - - - - 2,283,097 2,283,097

使用権資産 - - - - - 1,456,464 1,456,464

無形資産 - - - - - 6,993,290 6,993,290

繰延税金資産 - - - - - 1,672,159 1,672,159

資産合計 56,692,120 12,933,334 160,194,190 821,785,990 1,051,605,634 23,716,322 1,075,321,956
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(d) カテゴリー別金融商品（続き）

 

当行グループ

純損益を通じ

て

公正価値で測

定

純損益を通じ

て

公正価値で測

定するものと

して指定

その他の金融負

債 小計

MFRS第９号

対象外の負債 合計

2024年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

負債

顧客の資金:       

- 顧客預金 - - 712,915,459 712,915,459 - 712,915,459

- 顧客の投資口座
*

- - 28,981,847 28,981,847 - 28,981,847

金融機関預り金 - - 47,051,220 47,051,220 - 47,051,220

買戻条件付売渡金融資産に関する債

務 - - 32,831,691 32,831,691 - 32,831,691

デリバティブ負債^ 27,494,477 - - 27,494,477 - 27,494,477

純損益を通じて公正価値で測定する

金融負債 - 11,943,454 - 11,943,454 - 11,943,454

支払手形及び銀行引受手形 - - 1,214,634 1,214,634 - 1,214,634

保険契約負債/タカフル証書負債 - - - - 46,102,335 46,102,335

再保険契約負債/再タカフル証書負債 - - - - 27,063 27,063

その他の負債 - - 15,293,922 15,293,922 12,214,057 27,507,979

税金及びザカート引当金 - - - - 294,643 294,643

繰延税金負債 - - - - 755,338 755,338

借入金 - - 28,260,101 28,260,101 - 28,260,101

劣後債務 - - 11,157,808 11,157,808 - 11,157,808

資本性証券 - - 1,576,770 1,576,770 - 1,576,770

負債合計 27,494,477 11,943,454 879,283,452 918,721,383 59,393,436 978,114,819

 

*
顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。

^ デリバティブ負債には、有効なヘッジ手段として指定されるデリバティブ商品が含まれる。注記13に開示された公正価値ヘッジ

を参照のこと。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(d) カテゴリー別金融商品（続き）

 

当行グループ

純損益を通じ

て

公正価値で測

定

純損益を通じ

て

公正価値で測

定するものと

して指定

その他の包括

利益を通じて

公正価値で測

定

償却原価で測

定 小計

MFRS第９号

対象外の資産 合計

2023年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

資産        

現金及び短期資金 - - - 28,904,035 28,904,035 - 28,904,035

金融機関預け金 - - - 13,471,607 13,471,607 - 13,471,607

売戻条件付買入金融資

産 - - - 17,344,364 17,344,364 - 17,344,364

金融投資ポートフォリ

オ 35,970,200 13,378,789 132,182,135 84,384,398 265,915,522 - 265,915,522

金融機関向貸出金及び

その他の債権 - - 132,174 1,367,084 1,499,258 - 1,499,258

顧客向貸出金及びその

他の債権 - - 34,842,043 594,080,737 628,922,780 - 628,922,780

デリバティブ資産 21,647,554 - - - 21,647,554 - 21,647,554

保険契約資産/タカフ

ル証書資産 - - - - - 123,204 123,204

再保険契約/再タカフ

ル証書資産 - - - - - 5,698,832 5,698,832

その他の資産 - - - 9,658,719 9,658,719 3,007,237 12,665,956

投資不動産 - - - - - 1,019,958 1,019,958

中央銀行への法定預け

金 - - - 15,739,735 15,739,735 - 15,739,735

関連会社及びジョイン

ト・ベンチャーに対す

る持分 - - - - - 2,105,534 2,105,534

有形固定資産 - - - - - 2,309,246 2,309,246

使用権資産 - - - - - 1,636,137 1,636,137

無形資産 - - - - - 7,361,911 7,361,911

繰延税金資産 - - - - - 1,308,986 1,308,986

資産合計 57,617,754 13,378,789 167,156,352 764,950,679 1,003,103,574 24,571,045 1,027,674,619
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(d) カテゴリー別金融商品（続き）

 

当行グループ

純損益を通じ

て

公正価値で測

定

純損益を通じ

て

公正価値で測

定するものと

して指定

その他の金融負

債 小計

MFRS第９号

対象外の負債 合計

2023年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

負債

顧客の資金:       

- 顧客預金 - - 670,359,336 670,359,336 - 670,359,336

- 顧客の投資口座
*

- - 26,475,396 26,475,396 - 26,475,396

金融機関預り金 - - 44,676,892 44,676,892 - 44,676,892

買戻条件付売渡金融資産に関する債

務 - - 38,072,708 38,072,708 - 38,072,708

デリバティブ負債^ 25,082,955 - - 25,082,955 - 25,082,955

純損益を通じて公正価値で測定する

金融負債 - 8,766,563 - 8,766,563 - 8,766,563

支払手形及び銀行引受手形 - - 1,133,170 1,133,170 - 1,133,170

保険契約負債/タカフル証書負債 - - - - 44,497,551 44,497,551

再保険契約負債/再タカフル証書負債 - - - - 83,001 83,001

その他の負債 - - 19,412,674 19,412,674 6,528,254 25,940,928

税金及びザカート引当金 - - - - 239,389 239,389

繰延税金負債 - - - - 685,646 685,646

借入金 - - 31,037,570 31,037,570 - 31,037,570

劣後債務 - - 10,145,549 10,145,549 - 10,145,549

資本性証券 - - 2,829,802 2,829,802 - 2,829,802

負債合計 25,082,955 8,766,563 844,143,097 877,992,615 52,033,841 930,026,456

 

*
顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。

^ デリバティブ負債には、有効なヘッジ手段として指定されるデリバティブ商品が含まれる。注記13に開示された公正価値ヘッジ

を参照のこと。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(d) カテゴリー別金融商品（続き）

 

当行

純損益を通じ

て

公正価値で測

定

その他の包括

利益を通じて

公正価値で測定償却原価で測定 小計

MFRS第９号

対象外の資産 合計

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

資産

現金及び短期資金 - - 27,212,276 27,212,276 - 27,212,276

金融機関預け金 - - 38,309,616 38,309,616 - 38,309,616

売戻条件付買入金融資産 - - 17,608,327 17,608,327 - 17,608,327

金融投資ポートフォリオ 15,404,523 68,927,203 64,681,307 149,013,033 - 149,013,033

金融機関向貸出金及びその他の債権 - 453,603 47,867,612 48,321,215 - 48,321,215

顧客向貸出金及びその他の債権 - 34,208,448 199,265,566 233,474,014 - 233,474,014

デリバティブ資産 23,331,778 - - 23,331,778 - 23,331,778

その他の資産 - - 9,061,608 9,061,608 362,322 9,423,930

中央銀行への法定預け金 - - 4,648,095 4,648,095 - 4,648,095

子会社への投資 - - - - 35,575,751 35,575,751

関連会社及びジョイント・ベン

チャーに対する持分 - - - - 438,859 438,859

有形固定資産 - - - - 861,851 861,851

使用権資産 - - - - 460,130 460,130

無形資産 - - - - 664,603 664,603

繰延税金資産 - - - - 296,655 296,655

資産合計 38,736,301 103,589,254 408,654,407 550,979,962 38,660,171 589,640,133
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(d) カテゴリー別金融商品（続き）

 

当行

純損益を通じて

公正価値で測定

純損益を通じ

て

公正価値で測

定するものと

して指定

その他の金融負

債 小計

MFRS第９号

対象外の負債 合計

2024年（続き）

　 千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

負債       

顧客預金 - - 310,608,986 310,608,986 - 310,608,986

金融機関預り金 - - 76,999,224 76,999,224 - 76,999,224

買戻条件付売渡金融資産に関する債

務 - - 46,954,812 46,954,812 - 46,954,812

デリバティブ負債^ 26,984,480 - - 26,984,480 - 26,984,480

純損益を通じて公正価値で測定する

金融負債 - 7,429,042 - 7,429,042 - 7,429,042

支払手形及び銀行引受手形 - - 466,170 466,170 - 466,170

その他の負債 - - 10,927,192 10,927,192 2,765,786 13,692,978

借入金 - - 15,546,427 15,546,427 - 15,546,427

劣後債務 - - 10,843,439 10,843,439 - 10,843,439

資本性証券 - - 1,576,770 1,576,770 - 1,576,770

負債合計 26,984,480 7,429,042 473,923,020 508,336,542 2,765,786 511,102,328

 

^ デリバティブ負債には、有効なヘッジ手段として指定されるデリバティブ商品が含まれる。注記13に開示された公

正価値ヘッジを参照のこと。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(d) カテゴリー別金融商品（続き）

 

当行

純損益を通じ

て

公正価値で測

定

その他の包括

利益を通じて

公正価値で測定償却原価で測定 小計

MFRS第９号

対象外の資産 合計

2023年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

資産

現金及び短期資金 - - 20,060,300 20,060,300 - 20,060,300

金融機関預け金 - - 27,639,111 27,639,111 - 27,639,111

売戻条件付買入金融資産 - - 15,680,716 15,680,716 - 15,680,716

金融投資ポートフォリオ 21,757,370 73,299,044 65,738,592 160,795,006 - 160,795,006

金融機関向貸出金及びその他の債権 - 352,956 42,950,675 43,303,631 - 43,303,631

顧客向貸出金及びその他の債権 - 34,958,823 200,064,033 235,022,856 - 235,022,856

デリバティブ資産 21,476,761 - - 21,476,761 - 21,476,761

その他の資産 - - 5,476,103 5,476,103 782,002 6,258,105

中央銀行への法定預け金 - - 4,691,146 4,691,146 - 4,691,146

子会社への投資 - - - - 34,486,241 34,486,241

関連会社及びジョイント・ベン

チャーに対する持分 - - - - 438,859 438,859

有形固定資産 - - - - 868,825 868,825

使用権資産 - - - - 519,635 519,635

無形資産 - - - - 543,296 543,296

繰延税金資産 - - - - 83,505 83,505

資産合計 43,234,131 108,610,823 382,300,676 534,145,630 37,722,363 571,867,993
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(d) カテゴリー別金融商品（続き）

 

当行

純損益を通じて

公正価値で測定

純損益を通じ

て

公正価値で測

定するものと

して指定

その他の金融負

債 小計

MFRS第９号

対象外の負債 合計

2023年（続き）

　 千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

負債       

顧客預金 - - 299,676,139 299,676,139 - 299,676,139

金融機関預り金 - - 58,221,783 58,221,783 - 58,221,783

買戻条件付売渡金融資産に関する債

務 - - 57,152,843 57,152,843 - 57,152,843

デリバティブ負債^ 24,554,173 - - 24,554,173 - 24,554,173

純損益を通じて公正価値で測定する

金融負債 - 8,766,563 - 8,766,563 - 8,766,563

支払手形及び銀行引受手形 - - 442,847 442,847 - 442,847

その他の負債 - - 6,728,198 6,728,198 2,449,868 9,178,066

借入金 - - 22,785,069 22,785,069 - 22,785,069

劣後債務 - - 9,831,248 9,831,248 - 9,831,248

資本性証券 - - 2,829,802 2,829,802 - 2,829,802

負債合計 24,554,173 8,766,563 457,667,929 490,988,665 2,449,868 493,438,533

 

^ デリバティブ負債には、有効なヘッジ手段として指定されるデリバティブ商品が含まれる。注記13に開示された公

正価値ヘッジを参照のこと。

 

次へ
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理

 

1.　信用リスク管理の概要

 

信用リスクの定義

 

　信用リスクとは、カウンターパーティーが、同意したクレジット・ファシリティの条件に基づく義務を行

わないリスクである。信用リスク・エクスポージャーは一方的なものであり、形式よりも実体を重視して考

えた場合、貸出を行う銀行のみが損失リスクを負う。

 

信用リスク管理

 

　信用分類及び債務者勘定の減損に関する当行グループの方針は、MFRS第９号に準拠しており、観察された

信用行動を評価するための適切な指針とともに、将来の経済見通しを考慮して一定範囲の生じ得る結果を評

価することにより決定された、偏りのない確率加重信用損失に基づいている。

 

　リテール以外の与信は事業部門と審査部門が共同で評価し、各カウンターパーティーに対して、実際の財

政状態、予測キャッシュ・フロー、ファシリティの種類や差し入れられる担保の種類などの定性的及び定量

的要因の評価に基づき信用格付けが付与される。

 

　リテール以外の与信の評価については、カウンターパーティーの財政状態、主要株主及び経営幹部、市場

ポジション、業界及び経済状況、ESG及び気候リスクに係る要件に関する最新の情報並びに取引状況を用い

て、少なくとも年に一度見直しが行われる。また、これらのカウンターパーティーは、信用ステージを判断

するための定期的な信用分類と減損評価の対象となり、早期介入の必要性が判定される。信用リスクの悪化

の兆候が見られるカウンターパーティーについては、関連する資産品質委員会において注視され、信用リス

クの悪化を抑制・防止するために、適切な是正措置が講じられる。

 

　リテール向け与信は、貸出基準がデータ分析と当行グループが承認した信用リスク選好に基づく標準的な

与信である。リテール向け与信は、Product Development Assessment (｢PDA｣)又はUniversal Product

Development Assessment (｢UPDA｣)により管理されている。リテール向け与信の見直しは通常、ポートフォリ

オ単位で行われ、各リテール商品のPDA又はUPDAは少なくとも年次で見直されている。

 

　カウンターパーティー信用リスクは、カウンターパーティー（取引相手方）が金融契約の満了前に債務不

履行となり、トレジャリー関連取引に係る契約上の現在及び将来の支払いを履行しない可能性から生じるリ

スクである。カウンターパーティー信用リスクは、外国為替、マネーマーケット商品、債券、コモディ

ティ、株式及び店頭デリバティブの取引を通して当行グループのトレーディング勘定及び銀行勘定に影響を

与える、当行グループの貸出業務、投資業務及びトレジャリー業務から生じる。他の信用リスクと比較した

場合にカウンターパーティー信用リスクが持つ際立った特徴は、原契約の将来価値が不確かで、すべての将

来キャッシュ・フローの価値次第でプラスにもマイナスにもなり得るという点である。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 587/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

1.　信用リスク管理の概要（続き）

 

信用リスク管理（続き）

 

　カウンターパーティー信用リスク・エクスポージャーは、BNMの「シングル・カウンターパーティー・エク

スポージャー・リミット」に準拠した、シングルカウンターパーティー・ベース又はカウンターパーティー

グループ・ベースによるカウンターパーティー・リミットによって管理される。当行グループは、シングル

カウンターパーティーグループへのエクスポージャーが常に適切なリミットの範囲内にあることを確実にす

るために、エクスポージャーを積極的に監視かつ管理している。カウンターパーティーの信用リスク・エク

スポージャーは、市場リスク・イベントにより重大な影響を受ける可能性がある。当行グループでは、専任

チームを設置し、各リスク委員会を通じて適切な対応を迅速に特定し、検討し、指示している。

 

　当行グループでは、デリバティブ及び為替エクスポージャーについて、カウンターパーティー・信用リス

クを測定するために、カレント・エクスポージャー方式を採用している。当該方式では、BNMガイドライン及

びバーゼルIIの要件に準拠した将来の潜在的エクスポージャーに関する時価評価額及び適切なアドオンファ

ククターを考慮して、信用リスク・エクスポージャーを算定している。

 

 

　大口エクスポージャーの管理において、また信用ポートフォリオにおける信用リスクの過度な集中を避け

るために、当行グループは特に以下の項目に対するリミット/閾値又は関連する貸出ガイドライン等を備えて

いる。

 

・ 国

・ セクター

・ シングルカウンターパーティーグループ

・ 担保

・ 関係者

・ プロダクト又はファシリティの種類

 

　前述のリミット/閾値又は関連する貸出ガイドラインの見直しは定期的に行われており、新たに集中リスク

が生じた場合にはそれに従って対応が図られている。このリミット/閾値に抵触/超過する場合には上位者の

承認が求められ、この貸出ガイドラインからの逸脱がある場合は、強固な軽減策による対応が取られる。

 

　当行グループは、脆弱な非リテール及びリテール向けの与信を効果的に管理するために当行グループ及び

地方レベルに専任のチームを有している。これらの脆弱な与信には特別の注意が払われ、更なる信用悪化を

防止するため、又は早めに是正措置を講じるためにより綿密な検証がより頻繁に行われる。

 

　当行グループの環境、社会、ガバナンス（「ESG」）への取組みの一環として、当行グループのESG/気候に

係る固有リスクに対処したESGのスクリーニング文書とESGリスク受入基準を策定し、定期的な見直しを行う

ことで、ESGへの配慮をビジネスプロセスに組み込む施策を積極的に行っている。ESGリスク管理の枠組みへ

の対応を強化するために、当行グループの事業活動及び業務における気候リスクに係るエクスポージャーを

管理するためのメイバンク・グループ気候リスク方針が策定されている。本方針は、中央銀行及び政府の政

策の両方を指針とし、気候リスクを管理する上でのガイダンスとして機能するものである。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

1.　信用リスク管理の概要（続き）

 

信用リスク管理（続き）

 

　当行グループは、ESGリスク及びMFRS第９号の減損に関する要求事項を遵守しつつ、将来予測的な検討の一

環として、過度なコストや労力をかけずに入手可能な合理的かつ裏付け可能な情報を用いて気候リスクがECL

の評価に及ぼす影響に対処している。

 

　当行グループの与信承認プロセスには、評価、承認及び承認後の独立した与信の見直しが含まれている。

当行グループのリスク部門は、リスクを特定、測定、管理、監視及び報告するための適切な基準が整備され

ていることを担保するために、当行グループ全体にわたる実効的で一貫性のある信用リスク管理方針、ツー

ル及び手法を策定、強化及び伝達することに責任を負っている。

 

　当行グループの与信承認体制は、事業部門と審査部門の共同の与信承認又はグループ経営陣与信委員会

（｢GMCC｣）による承認に基づいている。承認権限のレベルを決定するパラメーターは、カウンターパー

ティー・グループのエクスポージャー、カウンターパーティーの信用格付及び(該当する場合には)ターム

ローンの期間である。

 

信用リスク測定

 

　当行グループのリテールポートフォリオの大半は、バーゼルⅡの先進的内部格付（｢AIRB｣）手法に基づき

開発済みのモデルを活用した格付手法を採用している。このAIRB手法は当行独自の内部実績への依拠が高

く、デフォルト確率（｢PD｣）、デフォルト時エクスポージャー（｢EAD｣）及びデフォルト時損失率（｢LGD｣）

の推計は、当行独自の過去データに基づいている。個別のPD、EAD及びLGDの統計モデルは個々のリテール

ポートフォリオレベルで構築されており、各モデルは基本的にポートフォリオ内の類似したリスク特性を持

つ債務者を対象としている。モデルから算出された推計は、MFRS第９号の見積りのインプットとして使用さ

れ、期間構造と将来予測モデルを構築する。

 

　非リテールポートフォリオについて、当行グループは内部信用モデルを使用して大半の信用リスク・エク

スポージャーを評価している。法人及び銀行ポートフォリオについて、当行グループは基礎的内部格付

（｢FIRB｣）手法を採用していることから、信用リスク評価システム（｢CRRS｣)から算出された自行推計による

PDを使用しており、これらの推計はMFRS第９号の期間構造と将来予測モデルを構築するために使われてい

る。

 

　CRRSは、当行グループの銀行環境に適合させるために、内部データを用いて構築され調整された統計的な

デフォルト予測モデルである。

 

　CRRSは、国、業種(製造業、サービス業、商取引業、請負業、不動産業等)及び規模によるリスクの差異を

考慮して設計されている。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

2.　信用リスクに対する最大エクスポージャー

 

　以下の分析は、保有する担保又はその他の信用補完を除いた、当行グループのオンバランスシートの金融

資産及びオフバランスシート・エクスポージャーの信用リスクに対する最大エクスポージャーを示してい

る。オンバランスシートの金融資産について、信用リスクへのエクスポージャーはその帳簿価額と等しい。

オフバランスシート・エクスポージャーについては、信用リスクに対する最大エクスポージャーは、発行さ

れた金融商品に係る義務が要求された場合に当行グループが支払わなければならない最大金額、及び/又は顧

客/債務者に供与された未引出信用枠の全額である。

 

 最大エクスポージャー

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

オンバランスシートの金融資産に対する信用エクスポー

ジャー:  

現金及び短期資金 40,522,520 28,904,035

金融機関預け金 22,275,032 13,471,607

売戻条件付買入金融資産 16,630,783 17,344,364

金融投資ポートフォリオ
*

241,394,535 257,876,892

金融機関向貸出金及びその他の債権 2,033,225 1,499,258

顧客向貸出金及びその他の債権 662,740,860  628,922,780

デリバティブ資産 23,417,580 21,647,554

その他の資産 13,056,355 9,658,719

中央銀行への法定預け金 17,166,509 15,739,735

1,039,237,399 995,064,944

オフバランスシート項目に関する信用エクスポージャー:  

債務履行引受契約 11,476,839 12,590,604

特定の取引に係る偶発債務 17,123,562 17,055,885

自己清算型の短期貿易関連偶発債務 6,522,883 4,527,117

信用供与に関する取消不能のコミットメント 248,475,538  223,349,938

その他 14,154,051  14,186,766

297,752,873  271,710,310

    

最大信用リスク・エクスポージャー合計 1,336,990,272  1,266,775,254

 

*
金融投資ポートフォリオは、当初認識時に純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定された金融

資産、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融

投資及び償却原価で測定する金融投資で構成される。ポートフォリオからは上場株式及び非上場株式を除

いている。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 590/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

2.　信用リスクに対する最大エクスポージャー（続き）

 

 最大エクスポージャー

2024年 2023年

当行

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

オンバランスシートの金融資産に対する信用エクスポー

ジャー：

現金及び短期資金 27,212,276 20,060,300

金融機関預け金 38,309,616 27,639,111

売戻条件付買入金融資産 17,608,327 15,680,716

金融投資ポートフォリオ
*

146,199,427 159,657,618

金融機関向貸出金及びその他の債権 48,321,215 43,303,631

顧客向貸出金及びその他の債権 233,474,014  235,022,856

デリバティブ資産 23,331,778 21,476,761

その他の資産 9,061,608 5,476,103

中央銀行への法定預け金 4,648,095 4,691,146

548,166,356 533,008,242

オフバランスシート項目に関する信用エクスポージャー：   

債務履行引受契約 7,449,249 8,518,750

特定の取引に係る偶発債務 11,693,698 12,106,304

自己清算型の短期貿易関連偶発債務 4,954,695 3,542,837

信用供与に関する取消不能のコミットメント 150,745,675 132,774,533

その他 10,718,417 10,937,580

185,561,734 167,880,004

最大信用リスク・エクスポージャー合計 733,728,090 700,888,246

 

*
金融投資ポートフォリオは、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成される。ポートフォリオからは上場株

式及び非上場株式を除いている。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

2.　信用リスクに対する最大エクスポージャー（続き）

 

減損対象ではないオンバランスシートの金融資産に対する信用エクスポージャー：

 

当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

純損益を通じて公正価値で

測定する金融資産：     

- 金融投資
#

21,781,924  28,709,815  12,948,387  20,971,925

- 顧客向貸出金及びその他

の債権 -  -  -  -

        

純損益を通じて公正価値で

測定するものとして指定さ

れた金融資産：        

- 金融投資
#

12,905,094  13,360,108  -  -

34,687,018  42,069,923  12,948,387  20,971,925

 

#
金融投資は上場株式及び非上場株式を除く。

 

　当行グループ及び当行の貸出金及びその他の債権に供されている担保の金銭的影響（担保及びその他の

信用補完が信用リスクを軽減する程度の定量化）は2024年12月31日現在、当行グループは67％（2023年12

月31日：68％）、当行は69％（2023年12月31日：63％）であった。その他の金融資産に供されている担保

の金銭的影響は軽微である。

 

次へ

EDINET提出書類
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有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

3.　信用リスクの集中状況

 

　集中リスクとは、シングルカウンターパーティー及びそれに関連する当事者、特定の金融商品又は特定の

市場セグメント/セクターへの過度なエクスポージャーによって顕在化する可能性のあるリスクである。当行

グループは信用リスクの集中を以下の通り地域及び業種別に分析している。

 

(a) 地域別に分析されたオンバランスシートの金融資産及びオフバランスシートエクスポージャーに関する

信用リスクの集中は以下の通りである。

 

当行

グ

ルー

プ

現金及び

短期資金

金融機関

預け金

売戻条件付

買入金融資

産

金融投資ポー

ト

フォリオ
*

貸出金及び

その他の債権

デリバティ

ブ

資産

その他の

資産

中央銀行へ

の

法定預け金 合計

コミットメン

ト

及び偶発事象

2024

年

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

　           

マ

レー

シア22,114,837 5,319,673 50,174 165,464,413 413,762,098 15,137,068 9,807,365 6,384,199 638,039,827 150,021,777

シン

ガ

ポー

ル 7,992,066 11,991,859 9,368,457 35,685,768 170,603,735 655,453 338,240 6,637,871 243,273,449 96,023,678

イン

ドネ

シア 2,009,664 - 229,350 13,627,055 35,318,706 449,844 958,696 2,957,748 55,551,063 1,460,922

ラブ

アン

オフ

ショ

ア 2 - - - 9,476,680 309 1,136 - 9,478,127 -

香港 651,327 4,164 3,778,816 4,968,413 12,536,462 898,096 413,255 - 23,250,533 24,967,385

米国 2,571,364 4,600,344 - 6,605,547 686,117 50,735 51,964 - 14,566,071 1,133,503

中国 912,806 - - 3,546,743 6,273,766 976,899 232,836 - 11,943,050 7,920,322

ベト

ナム 155,740 - - - 1,850,752 563,823 26,004 367,969 2,964,288 1,853,946

英国 592,605 - - 785,120 1,672,417 4,209,067 174,240 - 7,433,449 2,389,483

フィ

リピ

ン 513,631 221,342 - 3,130,791 4,776,958 1,344 264,897 377,362 9,286,325 3,749,836

ブル

ネイ 122,322 - - 48,686 408,022 70,975 4 - 650,009 492,567

カン

ボジ

ア 1,467,017 100,304 - 46,820 5,310,723 4,527 20,465 432,018 7,381,874 1,416,564

タイ 53,868 2,527 - - 1,913,070 8,308 347,396 - 2,325,169 95,597

ラオ

ス 1,237 1,979 - 73,152 15,438 - 883 1,586 94,275 894

イン

ド 57,260 - - 5,234,202 - - 7,219 - 5,298,681 68,183

その

他 1,306,774 32,840 3,203,986 2,177,825 169,141 391,132 411,755 7,756 7,701,209 6,158,216

40,522,520 22,275,032 16,630,783 241,394,535 664,774,085 23,417,580 13,056,355 17,166,509 1,039,237,399 297,752,873
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*
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、当初認識時に純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定さ

れた金融資産、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価

で測定する金融投資で構成される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 594/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

3.　信用リスクの集中状況（続き）

 

(a) 地域別に分析されたオンバランスシートの金融資産及びオフバランスシートエクスポージャーに関する

信用リスクの集中は以下の通りである。（続き）

 

当行

グ

ルー

プ

現金及び

短期資金

金融機関

預け金

売戻条件付

買入金融資

産

金融投資ポー

ト

フォリオ
*

貸出金及び

その他の債権

デリバティ

ブ

資産

その他の

資産

中央銀行へ

の

法定預け金 合計

コミットメン

ト

及び偶発事象

2023

年

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

           

マ

レー

シア

16,691,929 572,918 58,119 182,735,721 383,896,839 14,780,752 6,174,138 6,329,673 611,240,089 138,446,068

シン

ガ

ポー

ル

3,291,617 6,711,571 7,283,359 36,580,386 161,900,140 1,299,840 675,575 5,508,131 223,250,619 96,403,938

イン

ドネ

シア

1,872,433 754 695,212 11,534,166 34,652,934 301,758 765,608 2,427,352 52,250,217 2,137,339

ラブ

アン

オフ

ショ

ア

- - - - 11,177,508 - 702 - 11,178,210 -

香港 146,541 198,171 6,463,935 6,592,384 17,033,717 753,301 303,279 - 31,491,328 11,522,076

米国 1,889,655 5,368,897 - 5,111,073 394,244 36,059 75,340 - 12,875,268 1,465,870

中国 1,042,119 63 - 4,959,762 6,173,936 722,126 137,449 - 13,035,455 7,817,994

ベト

ナム

252,942 76,467 - - 1,681,041 40,272 12,412 260,721 2,323,855 1,906,223

英国 322,213 - - 658,471 1,308,046 3,572,996 465,922 - 6,327,648 507,890

フィ

リピ

ン

353,879 191,596 910,317 3,037,749 4,437,748 1,496 300,184 648,445 9,881,414 3,835,939

ブル

ネイ

141,930 - - 48,537 458,528 - 4 - 648,999 454,795

カン

ボジ

ア

1,389,111 281,334 - - 5,279,229 1,717 7,933 555,555 7,514,879 957,707

タイ 67,990 3,266 - 1,265,451 1,904,876 3,518 373,960 - 3,619,061 140,305

ラオ

ス

5,141 33,633 - - 18,222 - 37 1,984 59,017 918

イン

ド

5,695 - - - - - 4,989 - 10,684 26,396

その

他

1,430,840 32,937 1,933,422 5,353,192 105,030 133,719 361,187 7,874 9,358,201 6,086,852

28,904,035 13,471,607 17,344,364 257,876,892 630,422,038 21,647,554 9,658,719 15,739,735 995,064,944 271,710,310

 

*
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、当初認識時に純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定さ

れた金融資産、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価

で測定する金融投資で構成される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

3.　信用リスクの集中状況（続き）

 

(a) 地域別に分析されたオンバランスシートの金融資産及びオフバランスシートエクスポージャーに関する

信用リスクの集中は以下の通りである。（続き）

 

当行

現金及び

短期資金

金融機関

預け金

売戻条件付

買入金融資

産

金融投資

ポートフォリ

オ
*

貸出金及び

その他の債権

デリバティ

ブ

資産

その他の資

産

中央銀行へ

の

法定預け金 合計

コミットメン

ト

及び偶発事象

2024

年 千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

           

マ

レー

シア 12,019,626 22,077,930 1,485,953 110,523,878 173,553,325 15,530,868 8,590,104 2,139,303 345,920,987 75,346,908

シン

ガ

ポー

ル 7,287,717 11,344,132 9,142,173 21,006,719 76,492,416 604,628 94,003 2,131,481 128,103,269 65,334,620

イン

ドネ

シア 789,976 - - 1,395,677 - 176,779 - - 2,362,432 62,627

ラブ

アン

オフ

ショ

ア - - - - 9,476,223 309 - - 9,476,532 -

香港 641,112 - 3,778,816 4,676,958 12,131,119 879,303 143,753 - 22,251,061 24,937,734

米国 2,253,315 4,600,344 - 3,543,259 686,117 50,735 - - 11,133,770 1,132,392

中国 912,806 - - 2,240,118 6,273,766 976,899 232,824 - 10,636,413 7,843,443

ベト

ナム 82,211 - - - 1,055,452 561,230 37 367,969 2,066,899 1,853,900

英国 581,129 - - 577,256 1,672,414 4,090,132 - - 6,920,931 1,758,016

フィ

リピ

ン 1,358,218 - - 172,541 - - - - 1,530,759 457,026

ブル

ネイ 122,322 - - 48,686 408,022 70,975 4 - 650,009 438,554

カン

ボジ

ア 14,077 285,231 - - - 3,108 - - 302,416 361,802

タイ 39,894 - - - - - - - 39,894 -

ラオ

ス 1,237 1,979 - - 15,438 - 883 1,586 21,123 894

イン

ド 523 - - 33,347 - - - - 33,870 51,394

EDINET提出書類
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その

他 1,108,113 - 3,201,385 1,980,988 30,937 386,812 - 7,756 6,715,991 5,982,424

27,212,276 38,309,616 17,608,327 146,199,427 281,795,229 23,331,778 9,061,608 4,648,095 548,166,356 185,561,734

 

*
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を

通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 597/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

3.　信用リスクの集中状況（続き）

 

(a) 地域別に分析されたオンバランスシートの金融資産及びオフバランスシートエクスポージャーに関する

信用リスクの集中は以下の通りである。（続き）

 

当行

現金及び

短期資金

金融機関

預け金

売戻条件付

買入金融資

産

金融投資

ポートフォリ

オ
*

貸出金及び

その他の債権

デリバティ

ブ

資産

その他の資

産

中央銀行へ

の

法定預け金 合計

コミットメン

ト

及び偶発事象

2023

年 千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

           

マ

レー

シア 11,426,308 15,371,109 - 122,522,651 164,040,521 15,309,141 5,151,529 2,708,529 336,529,788 73,409,100

シン

ガ

ポー

ル 1,999,824 6,467,680 7,283,359 21,752,487 77,063,023 915,961 103,551 1,712,038 117,297,923 63,957,399

イン

ドネ

シア 422,533 - - 1,151,542 - 83,343 - - 1,657,418 801,410

ラブ

アン

オフ

ショ

ア - - - - 11,177,031 - 560 - 11,177,591 -

香港 171,412 193,926 6,463,935 6,281,020 16,802,273 736,863 74,492 - 30,723,921 11,506,071

米国 1,666,008 5,368,897 - 2,207,437 394,244 - - - 9,636,586 1,464,689

中国 1,042,119 63 - 3,576,016 6,173,936 722,126 137,365 - 11,651,625 7,645,620

ベト

ナム 135,157 - - - 872,395 39,559 22 260,721 1,307,854 1,906,174

英国 308,922 - - 434,673 1,308,046 3,572,996 8,543 - 5,633,180 191,354

フィ

リピ

ン 1,372,814 - - 111,473 - - - - 1,484,287 572,696

ブル

ネイ 141,930 - - 48,537 458,528 - 4 - 648,999 377,215

カン

ボジ

ア 13,976 203,803 - - - - - - 217,779 129,448

タイ 53,192 - - - - - - - 53,192 57,781

ラオ

ス 5,141 33,633 - - 18,222 - 37 1,984 59,017 918

イン

ド 668 - - - - - - - 668 6,884

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 598/1379



その

他 1,300,296 - 1,933,422 1,571,782 18,268 96,772 - 7,874 4,928,414 5,853,245

20,060,300 27,639,111 15,680,716 159,657,618 278,326,487 21,476,761 5,476,103 4,691,146 533,008,242 167,880,004

 
*

金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を

通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 599/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

3.　信用リスクの集中状況（続き）

 

(b) 業種別に分析されたオンバランスシートの金融資産及びオフバランスシートエクスポージャーに関する

信用リスクの集中は以下の通りである。

 

当行

グ

ルー

プ

現金及び

短期資金

金融機関

預け金

売戻条件付

買入金融資

産

金融投資ポー

トフォリオ
*

貸出金及び

その他の債権

デリバティ

ブ

資産

その他の資

産

中央銀行へ

の

法定預け金 合計

コミットメン

ト

及び偶発事象

2024

年

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

           

農業 - - - 1,508,932 7,785,837 77,672 - - 9,372,441 2,953,634

鉱業

及び

採石

業 - - - 618,225 4,180,625 20,696 - - 4,819,546 2,987,246

製造

業 - - - 1,107,667 36,133,160 467,646 - - 37,708,473 20,454,600

建設

業 - - - 6,184,206 24,931,127 118 - - 31,115,451 16,380,451

電

気、

ガ

ス、

水道

業 - - - 9,264,270 8,854,534 158,555 4,361 - 18,281,720 11,108,386

卸売

業、

小売

業、

飲食

業、

宿泊

業 - - - 10,682,568 62,821,167 3,847 510 - 73,508,092 46,659,440

金

融、

保

険、

不動

産、

ビジ

ネス40,522,520 22,275,032 16,579,942 82,471,880 154,925,081 22,666,268 11,779,471 17,166,509 368,386,703 136,809,506

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 600/1379



運

輸、

倉

庫、

通信

業 - - - 10,244,118 14,441,421 20,975 16 - 24,706,530 4,927,320

教

育、

健康

など - - 50,841 84,670,752 16,286,514 482 - - 101,008,589 8,040,331

家計 - - - - 331,175,745 - 281,702 - 331,457,447 39,046,607

その

他 - - - 34,641,917 3,238,874 1,321 990,295 - 38,872,407 8,385,352

40,522,520 22,275,032 16,630,783 241,394,535 664,774,085 23,417,580 13,056,355 17,166,509 1,039,237,399 297,752,873

 

*
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、当初認識時に純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定さ

れた金融資産、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価

で測定する金融投資で構成される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 601/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

3.　信用リスクの集中状況（続き）

 

(b) 業種別に分析されたオンバランスシートの金融資産及びオフバランスシートエクスポージャーに関する

信用リスクの集中は以下の通りである。（続き）

 

当行

グ

ルー

プ

現金及び

短期資金

金融機関

預け金

売戻条件付

買入金融資

産

金融投資ポー

トフォリオ
*

貸出金及び

その他の債権

デリバティ

ブ

資産

その他の資

産

中央銀行へ

の

法定預け金 合計

コミットメン

ト

及び偶発事象

2023

年

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

           

農業 - - - 1,831,165 7,902,607 37,708 - - 9,771,480 2,850,580

鉱業

及び

採石

業 - - - 3,248,370 4,112,307 10 - - 7,360,687 1,456,874

製造

業 - - - 1,208,981 34,130,006 380,194 - - 35,719,181 13,135,411

建設

業 - - - 7,178,637 26,159,934 1,053 - - 33,339,624 14,145,326

電

気、

ガ

ス、

水道

業 - - - 6,979,467 10,548,098 118,336 - - 17,645,901 5,223,554

卸売

業、

小売

業、

飲食

業、

宿泊

業 - - - 275,510 63,199,855 4,436 540 - 63,480,341 39,018,490

金

融、

保

険、

不動

産、

ビジ

ネス 27,259,023 13,471,607 17,344,364 100,250,711 142,181,501 20,976,527 8,111,862 15,739,735 345,335,330 115,027,101

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 602/1379



運

輸、

倉

庫、

通信

業 - - - 11,615,295 13,569,318 7,862 17 - 25,192,492 3,606,088

教

育、

健康

など - - - 93,393,488 17,222,140 197 - - 110,615,825 7,181,135

家計 - - - - 306,583,193 - 285,021 - 306,868,214 61,945,390

その

他 1,645,012 - - 31,895,268 4,813,079 121,231 1,261,279 - 39,735,869 8,120,361

28,904,035 13,471,607 17,344,364 257,876,892 630,422,038 21,647,554 9,658,719 15,739,735 995,064,944 271,710,310

 

*
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、当初認識時に純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定さ

れた金融資産、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価

で測定する金融投資で構成される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 603/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

3.　信用リスクの集中状況（続き）

 

(b) 業種別に分析されたオンバランスシートの金融資産及びオフバランスシートエクスポージャーに関する

信用リスクの集中は以下の通りである。（続き）

 

当行

現金及び

短期資金

金融機関

預け金

売戻条件付

買入金融資

産

金融投資

ポートフォリ

オ
*

貸出金及び

その他の債権

デリバティ

ブ

資産

その他の資

産

中央銀行へ

の

法定預け金 合計

コミットメン

ト

及び偶発事象

2024

年 千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

           

農業 - - - 965,532 5,344,232 75,443 - - 6,385,207 2,531,620

鉱業

及び

採石

業 - - - - 3,700,176 831 - - 3,701,007 2,496,779

製造

業 - - - 555,315 17,825,849 444,902 - - 18,826,066 15,656,089

建設

業 - - - 3,454,263 11,021,343 99 - - 14,475,705 10,949,115

電

気、

ガ

ス、

水道

業 - - - 1,055,691 5,831,831 158,555 - - 7,046,077 10,364,396

卸売

業、

小売

業、

飲食

業、

宿泊

業 - - - 50,443 27,412,364 2,938 - - 27,465,745 39,300,450

金

融、

保

険、

不動

産、

ビジ

ネス 27,212,276 38,309,616 16,122,374 50,974,925 122,056,197 22,626,667 9,061,608 4,648,095 291,011,758 88,684,329

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 604/1379



運

輸、

倉

庫、

通信

業 - - - 4,027,829 9,681,324 20,873 - - 13,730,026 3,779,589

教

育、

健康

など - - 1,485,953 59,623,357 9,527,067 481 - - 70,636,858 6,409,176

家計 - - - - 68,213,692 - - - 68,213,692 2,322,929

その

他 - - - 25,492,072 1,181,154 989 - - 26,674,215 3,067,262

 27,212,276 38,309,616 17,608,327 146,199,427 281,795,229 23,331,778 9,061,608 4,648,095 548,166,356 185,561,734

 

*
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を

通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 605/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

3.　信用リスクの集中状況（続き）

 

(b) 業種別に分析されたオンバランスシートの金融資産及びオフバランスシートエクスポージャーに関する

信用リスクの集中は以下の通りである。（続き）

 

当行

現金及び

短期資金

金融機関

預け金

売戻条件付

買入金融資

産

金融投資

ポートフォリ

オ
*

貸出金及び

その他の債権

デリバティ

ブ

資産

その他の資

産

中央銀行へ

の

法定預け金 合計

コミットメン

ト

及び偶発事象

2023

年 千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレー

シア・

リンギッ

ト

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

           

農業 - - - 919,631 5,167,054 37,562 - - 6,124,247 822,329

鉱業

及び

採石

業 - - - 508,455 3,111,424 - - - 3,619,879 882,324

製造

業 - - - 637,413 17,337,312 319,983 - - 18,294,708 8,440,599

建設

業 - - - 4,130,489 11,408,045 1,058 - - 15,539,592 8,223,404

電

気、

ガ

ス、

水道

業 - - - 1,364,472 8,122,315 116,985 - - 9,603,772 4,001,572

卸売

業、

小売

業、

飲食

業、

宿泊

業 - - - 70,906 30,972,037 2,936 - - 31,045,879 32,521,068

金

融、

保

険、

不動

産、

ビジ

ネス 20,039,867 27,639,111 15,680,716 56,265,883 113,831,388 20,987,513 5,104,536 4,691,146 264,240,160 73,137,879

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 606/1379



運

輸、

倉

庫、

通信

業 - - - 4,905,391 8,805,882 7,836 - - 13,719,109 2,143,066

教

育、

健康

など - - - 67,220,771 10,616,626 197 - - 77,837,594 5,999,985

家計 - - - - 65,615,811 - - - 65,615,811 28,004,911

その

他 20,433 - - 23,634,207 3,338,593 2,691 371,567 - 27,367,491 3,702,867

 20,060,300 27,639,111 15,680,716 159,657,618 278,326,487 21,476,761 5,476,103 4,691,146 533,008,242 167,880,004

 

*
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括利益を

通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成される。

 

次へ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 607/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

4.　担保

 

担保は、カウンターパーティーがクレジット・ファシリティに対し債務不履行に陥った場合の二次的な

返済原資となる。当行グループは、担保要件及び集中回避のための限度を設けて担保リスクを管理してい

る。信用リスク軽減のために当行グループ及び当行が取得している主な担保は以下の通りである。

 

- 住宅ローン - 居住用不動産に対する担保権

- 自動車ローン - 融資を行った車両に対する所有権

- 証券融資 - 上場有価証券に対する担保権

- 商業用不動産ローン - 融資を行った不動産に対する担保権

- その他のローン - 融資を行った対象の施設、有形固定資産等に対する担保権又は預金

- 店頭取引（OTC）デリバティブ - 現金担保及び政府証券担保

 

5.　金融資産の信用度

 

金融資産の信用分類

 

減損を除き、「非常に低い」から「高い」まで以下のように設定及び定義されている４つのリスク分類

は、当行グループの貸出の信用度を表している。この分類には、貸出金及びその他の債権に付されている

多数の、より詳細な内部格付けが含まれている。一方、金融投資には外部格付けが適用されている。各格

付けが単一の信用度の範囲に含まれる場合を除き、詳細なレベルで内部格付けと外部格付けとの間に直接

的な相関関係はない。

 

リスクカテゴリー

借手のリスク格付

け

S&Pの格付けに

基づく外部信用

格付け

RAMの格付けに

基づく外部信用

格付け

 

非常に低い １ - ５ AAA から BBB+ AAA から AA1

低い ６ - 10 BBB+ から BB+ AA1 から A3

中程度 11 - 15 BB+ から B+ A3 から BB1

高い 16 - 21 B+ から C BB1 から C

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 608/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

金融資産の信用分類（続き）

 

リスクカテゴリーは、以下の通りである。

 

非常に低い : 本カテゴリーに分類されている債務者の信用リスクは非常に低く、財務上の責務を果

たす非常に高い能力を有している。

   

低い : 本カテゴリーに分類されている債務者の信用リスクは低く、財務上の責務を果たす高

い能力を有している。

   

中程度 : 本カテゴリーに分類されている債務者の信用リスクは中程度であり、財務上の責務を

果たせる程度の能力を有している。

   

高い : 本カテゴリーに分類されている債務者が財務上の責務を果たす能力は不確実であり信

用リスクは高い。

 

上記の分類によるリスクカテゴリー以外の内部で使用されているカテゴリーは、以下の通りである。

 

減損/デフォルト ：確実に見積り可能な将来キャッシュ・フローの見積りに影響を与える一以上の事象の

結果、客観的な減損の根拠のある債務者。詳細な定義は注記2.3(v)(d)に開示されて

いる。

   

未格付け ：格付けモデルが利用できないため、現在債務者格付けが付与されていない債務者

   

ソブリン ：政府である債務者

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 609/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。

 

FVOCI金融投資

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 43,320,984  -  -  43,320,984

低い 77,430,402  751,909  -  78,182,311

中程度 4,226,122  544,713  -  4,770,835

高い 111,378  -  -  111,378

未格付け 587,141  -  -  587,141

減損 -  -  357,376  357,376

帳簿価額 - 公正価値 125,676,027  1,296,622  357,376  127,330,025

        

予想信用損失 (55,001) (7,862) -  (62,863)

        

2023年        

        

非常に低い 38,562,243  103,504  -  38,665,747

低い 89,423,619  554,086  -  89,977,705

中程度 1,906,734  71,052  -  1,977,786

高い 186,709  157,327  -  344,036

減損 -  -  457,297  457,297

帳簿価額 - 公正価値 130,079,305  885,969  457,297  131,422,571

        

予想信用損失 (31,392) (6,303) (137,718) (175,413)

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 610/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

FVOCI金融投資（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 24,182,016  -  -  24,182,016

低い 43,418,239  -  -  43,418,239

中程度 784,970  184,508  -  969,478

帳簿価額 - 公正価値 68,385,225  184,508  -  68,569,733

        

予想信用損失 (12,488) (6,221) -  (18,709)

        

2023年        

        

非常に低い 16,047,519  -  -  16,047,519

低い 54,930,627  -  -  54,930,627

中程度 1,603,635  25,131  -  1,628,766

高い -  157,327  -  157,327

減損 -  -  182,862  182,862

帳簿価額 - 公正価値 72,581,781  182,458  182,862  72,947,101

        

予想信用損失 (10,938) (4,436) (138,965) (154,339)

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 611/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

償却原価で測定する金融投資

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 31,408,366  -  -  31,408,366

低い 43,565,210  263,256  -  43,828,466

中程度 2,014,786  122,529  -  2,137,315

未格付け 500,849  -  -  500,849

減損 -  -  2,633,633  2,633,633

 77,489,211  385,785  2,633,633  80,508,629

(控除)

予想信用損失 (34,225) (15,962) (1,080,950) (1,131,137)

帳簿価額純額 77,454,986  369,823  1,552,683  79,377,492

        

2023年        

        

非常に低い 31,315,815  -  -  31,315,815

低い 46,486,688  114,372  -  46,601,060

中程度 4,629,931  -  -  4,629,931

高い 132,757  -  -  132,757

減損 -  -  2,906,701  2,906,701

 82,565,191  114,372  2,906,701  85,586,264

(控除)

予想信用損失 (68,754) (73) (1,133,039) (1,201,866)

帳簿価額純額 82,496,437  114,299  1,773,662  84,384,398

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 612/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

償却原価で測定する金融投資（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 23,842,072  -  -  23,842,072

低い 39,904,725  252,528  -  40,157,253

中程度 211,407  -  -  211,407

未格付け 500,850  -  -  500,850

 64,459,054  252,528  -  64,711,582

(控除)

予想信用損失 (19,771) (10,504) -  (30,275)

帳簿価額純額 64,439,283  242,024  -  64,681,307

        

2023年        

        

非常に低い 24,182,042  -  -  24,182,042

低い 39,486,544  -  -  39,486,544

中程度 2,101,617  -  -  2,101,617

 65,770,203  -  -  65,770,203

(控除)

予想信用損失 (31,611) -  -  (31,611)

帳簿価額純額 65,738,592  -  -  65,738,592

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 613/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

FVOCI金融機関向貸出金及びその他の債権

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 147,161  -  -  147,161

帳簿価額 - 公正価値 147,161  -  -  147,161

        

予想信用損失 -  -  -  -

        

2023年        

        

非常に低い 132,174  -  -  132,174

帳簿価額 - 公正価値 132,174  -  -  132,174

        

予想信用損失 -  -  -  -

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 614/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

FVOCI金融機関向貸出金及びその他の債権（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 453,603  -  -  453,603

帳簿価額 - 公正価値 453,603  -  -  453,603

        

予想信用損失 -  -  -  -

        

2023年        

        

非常に低い 352,956  -  -  352,956

帳簿価額 - 公正価値 352,956  -  -  352,956

        

予想信用損失 -  -  -  -

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 615/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

償却原価で測定する金融機関向貸出金及びその他の債権

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 47,389  -  -  47,389

中程度 1,765,255  9,199  -  1,774,454

高い 69,250  -  -  69,250

 1,881,894  9,199  -  1,891,093

(控除)

予想信用損失 (4,959) (70) -  (5,029)

帳簿価額純額 1,876,935  9,129  -  1,886,064

        

2023年        

        

非常に低い 1,256  -  -  1,256

中程度 110,958  -  -  110,958

高い 1,252,166  7,827  -  1,259,993

 1,364,380  7,827  -  1,372,207

(控除)

予想信用損失 (5,028) (95) -  (5,123)

帳簿価額純額 1,359,352  7,732  -  1,367,084

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 616/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

償却原価で測定する金融機関向貸出金及びその他の債権（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  ECL合計

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 17,164,540  -  -  17,164,540

低い 14,436,644  3,995  -  14,440,639

中程度 12,321,723  1,182,834  -  13,504,557

高い 69,250  -  -  69,250

未格付け 1,105,047  -  -  1,105,047

減損 -  -  3,072,595  3,072,595

 45,097,204  1,186,829  3,072,595  49,356,628

(控除)

予想信用損失 (58,889) (17,714) (1,412,413) (1,489,016)

帳簿価額純額 45,038,315  1,169,115  1,660,182  47,867,612

        

2023年        

        

非常に低い 19,757,230  -  -  19,757,230

低い 13,251,112  204,822  -  13,455,934

中程度 6,667,176  1,184,130  -  7,851,306

未格付け 333,976  -  -  333,976

減損 -  -  2,944,406  2,944,406

 40,009,494  1,388,952  2,944,406  44,342,852

(控除)

予想信用損失 (50,031) (25,895) (1,316,251) (1,392,177)

帳簿価額純額 39,959,463  1,363,057  1,628,155  42,950,675

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 617/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

FVOCI顧客向貸出金及びその他の債権

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 2,919,961  -  -  2,919,961

低い 18,700,945  -  -  18,700,945

中程度 5,930,464  649,949  -  6,580,413

高い 459,799  149,447  -  609,246

未格付け 2,760,854  -  -  2,760,854

減損 -  -  298,206  298,206

帳簿価額 - 公正価値 30,772,023  799,396  298,206  31,869,625

        

予想信用損失 (108,959) (40,849) (222,406) (372,214)

        

2023年        

        

非常に低い 159,501  -  -  159,501

低い 23,126,709  -  -  23,126,709

中程度 7,906,572  801,803  -  8,708,375

高い 552,877  139,371  -  692,248

未格付け 1,747,525  -  -  1,747,525

減損 -  -  407,685  407,685

帳簿価額 - 公正価値 33,493,184  941,174  407,685  34,842,043

        

予想信用損失 (161,078) (28,426) (223,441) (412,945)

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 618/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

FVOCI顧客向貸出金及びその他の債権（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 2,919,961  -  -  2,919,961

低い 22,089,552  -  -  22,089,552

中程度 5,203,954  326,675  -  5,530,629

高い 459,799  149,447  -  609,246

未格付け 2,760,854  -  -  2,760,854

減損 -  -  298,206  298,206

帳簿価額 - 公正価値 33,434,120  476,122  298,206  34,208,448

        

予想信用損失 (109,468) (15,078) (222,406) (346,952)

        

2023年        

        

非常に低い 1,763,963  -  -  1,763,963

低い 23,103,239  -  -  23,103,239

中程度 6,821,223  422,941  -  7,244,164

高い 552,877  139,371  -  692,248

未格付け 1,747,524  -  -  1,747,524

減損 -  -  407,685  407,685

帳簿価額 - 公正価値 33,988,826  562,312  407,685  34,958,823

        

予想信用損失 (155,617) (15,040) (223,441) (394,098)

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 619/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

償却原価で測定する顧客向貸出金及びその他の債権

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 239,841,734  596,804  -  240,438,538

低い 221,425,194  5,444,958  -  226,870,152

中程度 89,596,864  21,117,840  -  110,714,704

高い 5,633,432  9,284,137  -  14,917,569

未格付け 39,225,109  867,469  -  40,092,578

減損 -  -  8,027,552  8,027,552

 595,722,333  37,311,208  8,027,552  641,061,093

(控除)

予想信用損失 (1,869,401) (3,448,382) (4,872,075) (10,189,858)

帳簿価額純額 593,852,932  33,862,826  3,155,477  630,871,235

        

2023年        

        

非常に低い 223,740,202  542,256  -  224,282,458

低い 208,193,185  4,343,229  -  212,536,414

中程度 80,911,551  20,115,598  -  101,027,149

高い 17,269,864  9,143,307  -  26,413,171

未格付け 31,380,353  571,571  -  31,951,924

減損 -  -  8,192,741  8,192,741

 561,495,155  34,715,961  8,192,741  604,403,857

(控除)

予想信用損失 (2,013,466) (3,286,344) (5,023,310) (10,323,120)

帳簿価額純額 559,481,689  31,429,617  3,169,431  594,080,737

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 620/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

償却原価で測定する顧客向貸出金及びその他の債権（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 50,549,435  100,233  -  50,649,668

低い 90,853,679  3,081,450  -  93,935,129

中程度 35,808,050  7,264,893  -  43,072,943

高い 1,267,995  2,463,055  -  3,731,050

未格付け 9,376,953  108,499  -  9,485,452

減損 -  -  2,248,658  2,248,658

 187,856,112  13,018,130  2,248,658  203,122,900

(控除)

予想信用損失 (843,618) (982,225) (2,031,491) (3,857,334)

帳簿価額純額 187,012,494  12,035,905  217,167  199,265,566

        

2023年        

        

非常に低い 48,758,227  87,271  -  48,845,498

低い 89,448,029  2,465,882  -  91,913,911

中程度 35,144,263  6,414,953  -  41,559,216

高い 4,021,061  3,006,731  -  7,027,792

未格付け 12,267,726  79,731  -  12,347,457

減損 -  -  3,095,353  3,095,353

 189,639,306  12,054,568  3,095,353  204,789,227

(控除)

予想信用損失 (858,429) (1,175,253) (2,691,512) (4,725,194)

帳簿価額純額 188,780,877  10,879,315  403,841  200,064,033

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 621/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

 

現金及び

短期資金

 金融機関

預け金

 売戻条件付

買入金融資産

 中央銀行への法定

預け金

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

ステージ１        

ソブリン 21,649,048  16,906,771  -  17,168,443

非常に低い 6,467,228  5,289,712  15,761,446  -

低い 5,017,370  -  400,286  -

中程度 477,263  -  468,100  -

高い 36,987  4,162  -  -

未格付け 6,905,954  78,602  2,601  -

 40,553,850  22,279,247  16,632,433  17,168,443

(控除)

予想信用損失 (31,330) (4,215) (1,650) (1,934)

帳簿価額純額 40,522,520  22,275,032  16,630,783  17,166,509

        

2023年        

        

ステージ１        

ソブリン 13,883,960  7,134,101  -  15,741,710

非常に低い 5,131,266  5,361,613  14,967,520  -

低い 4,628,053  780,036  2,043,838  -

中程度 409,073  -  335,036  -

高い 78,428  4,237  -  -

未格付け 4,809,773  198,333  1,021  -

 28,940,553  13,478,320  17,347,415  15,741,710

(控除)

予想信用損失 (36,518) (6,713) (3,051) (1,975)

帳簿価額純額 28,904,035  13,471,607  17,344,364  15,739,735

 

上記の金融資産のうち、2024年12月31日及び2023年12月31日現在、ステージ２又はステージ３に分類さ

れたものはない。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 622/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

 

現金及び

短期資金

 金融機関

預け金

 売戻条件付

買入金融資産

 中央銀行への法定

預け金

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

ステージ１        

ソブリン 8,663,030  15,648,702  -  4,648,095

非常に低い 2,486,391  4,600,398  15,761,445  -

低い 8,083,003  17,775,786  1,728,226  -

中程度 2,243,169  -  122,108  -

高い 37,031  290,485  -  -

未格付け 5,705,614  2,071  -  -

 27,218,238  38,317,442  17,611,779  4,648,095

(控除)

予想信用損失 (5,962) (7,826) (3,452) -

帳簿価額純額 27,212,276  38,309,616  17,608,327  4,648,095

        

2023年        

        

ステージ１        

ソブリン 7,754,172  7,031,277  -  4,691,146

非常に低い 1,829,612  5,021,706  14,967,520  -

低い 3,232,470  1,489,206  436,140  -

中程度 3,383,069  13,850,194  279,970  -

高い 81,877  206,505  -  -

未格付け 3,786,141  43,048  -  -

 20,067,341  27,641,936  15,683,630  4,691,146

(控除)

予想信用損失 (7,041) (2,825) (2,914) -

帳簿価額純額 20,060,300  27,639,111  15,680,716  4,691,146

 

上記の金融資産のうち、2024年12月31日及び2023年12月31日現在、ステージ２又はステージ３に分類さ

れたものはない。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 623/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

その他の資産

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

ソブリン 9,957  -  -  9,957

非常に低い 429,618  -  -  429,618

低い 2,878,586  56  -  2,878,642

中程度 1,185,223  -  -  1,185,223

高い 670  -  -  670

未格付け 8,552,453  4,425  -  8,556,878

減損 -  -  79,640  79,640

 13,056,507  4,481  79,640  13,140,628

(控除)

予想信用損失 (8,516) (80) (75,677) (84,273)

帳簿価額純額 13,047,991  4,401  3,963  13,056,355

        

2023年        

        

非常に低い 973,209  -  -  973,209

低い 3,741,572  215  -  3,741,787

中程度 29,507  -  -  29,507

高い 3,350  -  -  3,350

未格付け 4,901,033  397  -  4,901,430

減損 -  -  76,338  76,338

 9,648,671  612  76,338  9,725,621

(控除)

予想信用損失 (273) (75) (66,554) (66,902)

帳簿価額純額 9,648,398  537  9,784  9,658,719

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 624/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

その他の資産（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

ソブリン 9,957  -  -  9,957

非常に低い 117,763  -  -  117,763

低い 2,854,178  -  -  2,854,178

中程度 1,185,223  -  -  1,185,223

高い 670  -  -  670

未格付け 4,890,043  -  -  4,890,043

減損 -  -  40,527  40,527

 9,057,834  -  40,527  9,098,361

(控除)

予想信用損失 -  -  (36,753) (36,753)

帳簿価額純額 9,057,834  -  3,774  9,061,608

        

2023年        

        

非常に低い 754,796  -  -  754,796

低い 3,733,493  -  -  3,733,493

中程度 29,507  -  -  29,507

高い 3,350  -  -  3,350

未格付け 953,560  -  -  953,560

減損 -  -  32,553  32,553

 5,474,706  -  32,553  5,507,259

(控除)

予想信用損失 -  -  (31,156) (31,156)

帳簿価額純額 5,474,706  -  1,397  5,476,103

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 625/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

ローン・コミットメント及び金融保証契約

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 1,612,312  8,104  -  1,620,416

低い 9,075,726  381,701  -  9,457,427

中程度 5,037,631  527,941  -  5,565,572

高い 577,949  225,444  -  803,393

未格付け 1,523,396  71,453  -  1,594,849

減損 -  -  599,775  599,775

帳簿価額 17,827,014  1,214,643  599,775  19,641,432

        

予想信用損失 (167,452) (99,546) (130,799) (397,797)

        

2023年        

        

非常に低い 1,471,449  357  -  1,471,806

低い 8,592,741  150,545  -  8,743,286

中程度 6,627,098  505,726  -  7,132,824

高い 445,939  162,753  -  608,692

未格付け 1,647,259  90,586  -  1,737,845

減損 -  -  673,419  673,419

帳簿価額 18,784,486  909,967  673,419  20,367,872

        

予想信用損失 (139,916) (98,486) (107,041) (345,443)

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 626/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産及び償却原価で測定する金融資産の信

用度を示したものである。別途記載がある場合を除き、金融資産に関する下表の中の数値は帳簿価額総額

を表している。（続き）

 

ローン・コミットメント及び金融保証契約（続き）

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

2024年        

        

非常に低い 613,387  7,069  -  620,456

低い 4,558,835  318,304  -  4,877,139

中程度 1,498,182  180,728  -  1,678,910

高い 256,301  82,447  -  338,748

未格付け 359,531  71,416  -  430,947

減損 -  -  80,911  80,911

帳簿価額 7,286,236  659,964  80,911  8,027,111

        

予想信用損失 (71,192) (84,267) (74,055) (229,514)

        

2023年        

        

非常に低い 376,993  -  -  376,993

低い 5,641,864  89,692  -  5,731,556

中程度 4,347,996  280,317  -  4,628,313

高い 327,513  73,431  -  400,944

未格付け 714,593  90,478  -  805,071

減損 -  -  49,917  49,917

帳簿価額 11,408,959  533,918  49,917  11,992,794

        

予想信用損失 (70,961) (82,971) (35,157) (189,089)

 

当行グループ及び当行は、未実行のコミットメント、信用状、保証、支払承諾から構成されるローン・

コミットメント及び金融保証契約を締結しており、その損失引当金は予想信用損失として認識されてい

る。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 627/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

5.　金融資産の信用度（続き）

 

下表は、純損益を通じて公正価値で測定する金融資産の信用度を示したものである。

 

 当行グループ  当行

 2024年  2023年  2024年  2023年

 

千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

 千マレーシア･

リンギット

FVTPL金融投資        

        

非常に低い 8,413,053  8,897,296  4,732,504  3,708,354

低い 17,851,418  28,343,275  7,660,150  14,497,216

中程度 2,697,042  3,653,569  15,216  1,669,443

高い -  10,042  -  10,042

未格付け 5,725,505  1,165,741  540,517  1,086,870

帳簿価額総額 34,687,018  42,069,923  12,948,387  20,971,925

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 628/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

6.　減損した金融資産の信用度

 

(ⅰ) 地域別に分析された減損した金融資産は以下の通りである。

 

当行グループ

貸出金及び

その他の債権

金融投資

ポートフォリオ
*

その他の資産 合計

2024年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

マレーシア 4,674,768  2,991,009  20,289  7,686,066

シンガポール 740,179  -  4,763  744,942

インドネシア 1,419,763  -  3,885  1,423,648

ラブアン オフショア 724,514  -  21,293  745,807

香港 727  -  1,771  2,498

米国 -  -  1  1

中国 103,932  -  -  103,932

ベトナム 16,981  -  -  16,981

英国 -  -  141  141

ブルネイ 12,319  -  -  12,319

カンボジア 355,393  -  -  355,393

フィリピン 241,188  -  3,318  244,506

タイ 32,880  -  24,166  57,046

ラオス 518  -  -  518

ミャンマー 2,597  -  -  2,597

その他 -  -  13  13

8,325,759  2,991,009  79,640  11,396,408

        

2023年        

        

マレーシア 4,708,598  3,363,998  17,018  8,089,614

シンガポール 1,342,265  -  12,377  1,354,642

インドネシア 1,376,549  -  4,156  1,380,705

ラブアン オフショア 327,803  -  15,881  343,684

香港 108,703  -  1,530  110,233

米国 -  -  1  1

中国 181,183  -  -  181,183

ベトナム 35,628  -  -  35,628

英国 -  -  111  111

ブルネイ 15,088  -  -  15,088

カンボジア 221,331  -  -  221,331

フィリピン 242,320  -  318  242,638

タイ 36,444  -  24,931  61,375

ラオス 735  -  -  735

ミャンマー 3,778  -  -  3,778

その他 -  -  15  15

 8,600,425  3,363,998  76,338  12,040,761

 
*　

金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、当初認識時に純損益を通じて公正価値で

測定するものとして指定された金融資産、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括

利益を通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成される。

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 629/1379



 
53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

6.　減損した金融資産の信用度（続き）

 

(ⅰ) 地域別に分析された減損した金融資産は以下の通りである。（続き）：

 

当行

貸出金及び

その他の債権

金融投資ポート

フォリオ
*

その他の資産 合計

2024年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

マレーシア 4,722,034  -  19,447  4,741,481

シンガポール 37,157  -  -  37,157

ラブアン オフショア 724,514  -  21,080  745,594

香港 716  -  -  716

中国 103,932  -  -  103,932

ベトナム 15,673  -  -  15,673

ブルネイ 12,319  -  -  12,319

ラオス 518  -  -  518

ミャンマー 2,597  -  -  2,597

5,619,460  -  40,527  5,659,987

     

2023年        

        

マレーシア 5,172,202  182,862  16,672  5,371,736

シンガポール 603,677  -  -  603,677

ラブアン オフショア 327,803  -  15,881  343,684

香港 108,703  -  -  108,703

中国 181,183  -  -  181,183

ベトナム 34,276  -  -  34,276

ブルネイ 15,088  -  -  15,088

ラオス 735  -  -  735

ミャンマー 3,778  -  -  3,778

6,447,445  182,862  32,553  6,662,860

 

*　
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、純損益を通じて公正価値で測定する金融

投資、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成

される。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

6.　減損した金融資産の信用度（続き）

 

(ⅱ) 業種別に分析された減損した金融資産は以下の通りである。

 

当行グループ

貸出金及び

その他の債権

金融投資ポート

フォリオ
*

その他の資産 合計

2024年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

農業 81,049  -  -  81,049

鉱業及び採石業 170,303  -  -  170,303

製造業 1,137,404  -  -  1,137,404

建設業 1,599,336  -  -  1,599,336

電気、ガス、水道業 16,519  2,947,348  -  2,963,867

卸売業、小売業、

飲食業、宿泊業 1,935,699  -  -  1,935,699

金融、保険、不動産、

ビジネス 1,100,821  -  48,131  1,148,952

運輸、倉庫、通信業 295,910  -  -  295,910

教育、健康など 198,337  43,661  -  241,998

家計 1,717,992  -  31,505  1,749,497

その他 72,389  -  4  72,393

8,325,759  2,991,009  79,640  11,396,408

        

2023年        

        

農業 95,830  -  -  95,830

鉱業及び採石業 114,071  -  -  114,071

製造業 644,409  -  -  644,409

建設業 1,617,287  182,862  -  1,800,149

電気、ガス、水道業 17,367  3,138,729  -  3,156,096

卸売業、小売業、

飲食業、宿泊業 1,782,148  -  -  1,782,148

金融、保険、不動産、

ビジネス 1,742,902  -  35,983  1,778,885

運輸、倉庫、通信業 283,505  -  -  283,505

教育、健康など 147,242  42,407  -  189,649

家計 2,081,702  -  40,275  2,121,977

その他 73,962  -  80  74,042

8,600,425  3,363,998  76,338  12,040,761

 

*　
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、当初認識時に純損益を通じて公正価値で

測定するものとして指定された金融資産、純損益を通じて公正価値で測定する金融投資、その他の包括

利益を通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 631/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

6.　減損した金融資産の信用度（続き）

 

(ⅱ) 業種別に分析された減損した金融資産は以下の通りである。（続き）

 

当行

貸出金及び

その他の債権

金融投資ポート

フォリオ
*

その他の資産 合計

2024年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

農業 16,141  -  -  16,141

鉱業及び採石業 2,918,396  -  -  2,918,396

製造業 390,836  -  -  390,836

建設業 752,571  -  -  752,571

電気、ガス、水道業 2,105  -  -  2,105

卸売業、小売業、飲食業、

宿泊業 453,034  -  -  453,034

金融、保険、不動産、

ビジネス 533,913  -  40,527  574,440

運輸、倉庫、通信業 108,711  -  -  108,711

教育、健康など 18,636  -  -  18,636

家計 424,255  -  -  424,255

その他 862  -  -  862

5,619,460  -  40,527  5,659,987

        

2023年        

        

農業 55,045  -  -  55,045

鉱業及び採石業 3,020,533  -  -  3,020,533

製造業 168,402  -  -  168,402

建設業 601,503  182,862  -  784,365

電気、ガス、水道業 1,626  -  -  1,626

卸売業、小売業、飲食業、

宿泊業 700,345  -  -  700,345

金融、保険、不動産、

ビジネス 1,319,723  -  32,553  1,352,276

運輸、倉庫、通信業 116,492  -  -  116,492

教育、健康など 25,947  -  -  25,947

家計 407,529  -  -  407,529

その他 30,300  -  -  30,300

6,447,445  182,862  32,553  6,662,860

 

*　
金融投資ポートフォリオは、上場株式及び非上場株式を除く、純損益を通じて公正価値で測定する金融

投資、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資及び償却原価で測定する金融投資で構成

される。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(e) 信用リスク管理（続き）

 

7.　占有により取得された担保物件

 

会計年度末時点において、貸出金及びその他の債権に対して差し出されている担保物件の占有により取

得した資産は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年 2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

   

居住用不動産 174,420  187,963  -  -

その他 201,230  243,970  -  28,500

375,650  431,933  -  28,500

 

担保実行された担保物件は可及的速やかに売却される。担保実行された担保物件は財政状態計算書の

「その他の資産」に含まれる。当行グループ及び当行は、担保実行された物件及び資産のいずれも自己の

業務のために占有することはしない。

 

(f) 市場リスク管理

 

1.　市場リスク管理の概要

 

市場リスク管理

 

市場リスクは、金利/利益率、外国為替相場、コモディティ価格、株価などの市場レートや価格の変動か

ら生じる、損失リスク又は収益や資本に対する悪影響と定義される。

 

2.　市場リスク管理

 

トレーディング業務の管理

 

当行グループのトレーディング勘定の市場リスク・エクスポージャーは主に金融市場での取引活動によ

る。当行グループが採用しているリスク測定方法は、定量的測定及び定性的測定の両方から成る。トレー

ディング勘定は市場リスクに関する方針及び限度によって管理されており、中にはバリュー・アット・リ

スク(「VaR」)及びリスク感応度に関する限度が含まれる。

 

VaRは、一定期間における一定の発生可能性内の市場変動に起因する価値の損失可能性を測定する。この

手法は信頼区間を99.2％、保有期間を1日とするヒストリカル・シミュレーションに基づいている。パ

フォーマンスと正確性を検証するために、VaRモデルに対し定期的なバックテストが行われている。また当

行グループは、過去の特定のストレス期間に基づいてストレスVaRを算定している。

 

当行グループは、市場金利/利益率の変動に対するポートフォリオ感応度を管理するための１ベーシスポ

イントに対する価格価値(「PV01」)及び外国為替エクスポージャーを管理するためのネット・オープン・

ポジション（「NOP」）の限度等、リスク感応度を計測している。リスク感応度は、線形リスク及び非線

形/オプション関連リスクの双方に適用可能である。これらの指標は、当行グループの市場リスク・エクス

ポージャーに関する詳細な情報を提供し、監視、コントロール及び分析に利用される。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

2.　市場リスク管理（続き）

 

銀行勘定の金利リスク（「IRR」）/利益率リスク（「RoR」）の管理と測定

 

当行グループのバランスシート項目のほとんどから、金利/利益率と連動し、受取利息/利益と預金者に

分配される支払利息/利益が発生するため、当行グループは銀行勘定におけるIRR/RoR管理の重要性を強調

している。収益のボラティリティが当行グループの利益率に脅威を及ぼす可能性がある一方、経済価値は

当行グループの資本全体の適切性に対する潜在的な長期の影響についてより包括的な見解を示している。

 

銀行勘定のIRR/RoRには、金利/利益率の変動に起因するリプライシング・リスク、イールドカーブ・リ

スク、ベーシス・リスク及びオプション・リスクが含まれる。当行グループの銀行勘定におけるIRR/RoR枠

組みの目的は、銀行勘定のIRR/RoRがすべてリスク選好度の範囲内で管理されていることを担保することで

ある。

 

銀行勘定のIRR/RoRは、以下の主な測定方法を用いて積極的に測定及び監視されている。

 

･ リプライシング・ギャップ分析

･ エコノミック・バリュー・アット・リスク

･ アーニング・アット・リスク

 

3.　金利リスク

 

当行グループ及び当行は、市場金利の現行水準の変動が財政状態及びキャッシュ・フローに及ぼす影響

に関連する多くのリスクにさらされている。金利リスク・エクスポージャーは、市場金利の変動から純利

息収入合計を保全するために当行グループのALCOが設定する上限及び手続によって特定、測定、監視及び

管理される。

 

 

次へ
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効金

利

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット ％

資産

現金及び短期資金 31,457,793 - - - - 9,064,727 - 40,522,520 1.98

金融機関預け金 - 21,924,953 11,612 3,147 - 335,320 - 22,275,032 4.19

売戻条件付買入金

融資産 14,068,040 1,130,722 1,432,021 - - - - 16,630,783 1.78

当初認識時に純損

益を通じて公正価

値で測定するもの

として指定された

金融資産 - - - - - - 12,933,334 12,933,334 3.06

純損益を通じて公

正価値で測定する

金融投資 - - - - - - 33,274,540 33,274,540 1.80

その他の包括利益

を通じて公正価値

で測定する金融投

資 10,508,669 6,700,045 11,411,807 23,931,021 74,966,626 659,236 - 128,177,404 3.23

償却原価で測定す

る金融投資 5,379,314 1,247,687 10,616,892 26,777,825 35,337,401 18,373 - 79,377,492 2.41

貸出金及びその他

の債権          

- 減損なし 357,470,601 67,861,560 63,790,570 94,550,157 82,970,325 - - 666,643,213 5.40

- 減損あり
*

3,453,684 - - - - - - 3,453,684 -

- 12カ月ECL及

び全期間ECL

(信用減損な

し) - - - - - (5,322,812) - (5,322,812) -

デリバティブ資産 - - - - - - 23,417,580 23,417,580 -

保険契約資産/タカ

フル証書資産 - - - - - 75,199 - 75,199 -

再保険契約資産/再

タカフル証書資産 - - - - - 5,910,059 - 5,910,059 -

その他の資産 - - - - - 15,486,024 - 15,486,024 -

投資不動産 - - - - - 1,038,657 - 1,038,657 -

その他の金利感応

度のない残高 - - - - - 31,429,247 - 31,429,247 -

資産合計 422,338,101 98,864,967 87,262,902 145,262,150 193,274,352 58,694,030 69,625,454 1,075,321,956  

 
*

減損貸出金総額から全期間ECL(信用減損あり)を控除後の数値である。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。（続き）

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効金

利

2024年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

負債及び株主資本

顧客の資金          

- 顧客預金 237,356,232 137,789,625 200,851,014 65,486,585 71,432,003 - - 712,915,459 2.72

- 顧客の投資口

座^ 4,295,627 2,610,728 6,988,044 4,622,114 10,465,334 - - 28,981,847 1.63

金融機関預り金 7,462,352 15,735,063 18,431,950 5,093,400 328,455 - - 47,051,220 5.49

買戻条件付売渡金

融資産に関する債

務 21,751,645 11,025,868 54,178 - - - - 32,831,691 4.85

デリバティブ負債 - - - - - - 27,494,477 27,494,477 -

純損益を通じて公

正価値で測定する

金融負債 7,042,314 - 59,500 272,680 4,568,960 - - 11,943,454 3.40

支払手形及び銀行

引受手形 - - - - - 1,214,634 - 1,214,634 -

保険契約負債/タカ

フル証書負債 - - - - - 46,102,335 - 46,102,335 -

再保険契約負債/再

タカフル証書負債 - - - - - 27,063 - 27,063 -

その他の負債 422,379 267,731 602,382 1,763 - 26,213,724 - 27,507,979 1.09

借入金 8,629,530 3,507,188 4,569,519 11,454,047 99,817 - - 28,260,101 2.81

劣後債務 455,558 1,659,719 2,300,000 6,742,531 - - - 11,157,808 3.51

資本性証券 16,770 - - 1,560,000 - - - 1,576,770 4.09

その他の金利非感

応残高 - - - - - 1,049,981 - 1,049,981 -

負債合計 287,432,407 172,595,922 233,856,587 95,233,120 86,894,569 74,607,737 27,494,477 978,114,819  

 
^ 顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。（続き）

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実

効

金

利

2024年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット ％

　          

株主資本 - - - - - 93,970,628 - 93,970,628 -

非支配持分 - - - - - 3,236,509 - 3,236,509 -

- - - - - 97,207,137 - 97,207,137  

          

負債及び株主資本

合計 287,432,407 172,595,922 233,856,587 95,233,120 86,894,569 171,814,874 27,494,477 1,075,321,956  

         

オンバランスシー

ト金利感応

ギャップ 134,905,694 (73,730,955) (146,593,685) 50,029,030 106,379,783 (113,120,844) 42,130,977   

オフバランスシー

ト金利感応

ギャップ (7,976,516) (5,536,335) 878,604 5,392,824 7,241,423 - -   

金利感応ギャップ

合計 126,929,178 (79,267,290) (145,715,081) 55,421,854 113,621,206 (113,120,844) 42,130,977   

         

金利感応ギャップ

累計額 126,929,178 47,661,888 (98,053,193) (42,631,339) 70,989,867 (42,130,977) -   

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 637/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。（続き）

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効金

利

2023年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット ％

資産

現金及び短期資金 19,618,031 267,535 218,338 - - 8,800,131 - 28,904,035 2.40

金融機関預け金 79,077 12,780,474 381,134 31,707 - 199,215 - 13,471,607 2.18

売戻条件付買入金

融資産 16,765,225 579,139 - - - - - 17,344,364 1.88

当初認識時に純損

益を通じて公正価

値で測定するもの

として指定された

金融資産 - - - - - - 13,378,789 13,378,789 3.17

純損益を通じて公

正価値で測定する

金融投資 - - - - - - 35,970,200 35,970,200 2.43

その他の包括利益

を通じて公正価値

で測定する金融投

資 13,602,741 6,719,762 9,600,992 18,165,704 83,271,009 821,927 - 132,182,135 3.11

償却原価で測定す

る金融投資 7,660,855 740,257 7,050,876 32,748,511 36,183,798 101 - 84,384,398 3.61

貸出金及びその他

の債権          

- 減損なし 341,733,429 64,480,092 64,035,384 81,048,596 80,852,355 - - 632,149,856 5.77

- 減損あり
*

3,577,115 - - - - - - 3,577,115 -

- 12カ月ECL及

び全期間ECL

(信用減損な

し) - - - - - (5,304,933) - (5,304,933) -

デリバティブ資産 - - - - - - 21,647,554 21,647,554 -

保険契約資産/タカ

フル証書資産 - - - - - 123,204 - 123,204 -

再保険契約資産/再

タカフル証書資産 - - - - - 5,698,832 - 5,698,832 -

その他の資産 - - - - - 12,665,956 - 12,665,956 -

投資不動産 - - - - - 1,019,958 - 1,019,958 -

その他の金利非感

応残高 - - - - - 30,461,549 - 30,461,549 -

資産合計 403,036,473 85,567,259 81,286,724 131,994,518 200,307,162 54,485,940 70,996,543 1,027,674,619  

 
*

減損貸出金総額から全期間ECL(信用減損あり)を控除後の数値である。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 638/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。（続き）

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効金

利

2023年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

負債及び株主資本

顧客の資金          

- 顧客預金 207,484,299 126,050,036 200,338,591 76,766,798 59,719,612 - - 670,359,336 2.31

- 顧客の投資口

座^ 3,001,338 2,254,824 5,780,111 4,190,402 11,248,721 - - 26,475,396 1.49

金融機関預り金 18,181,633 17,953,595 3,148,699 4,861,855 468,138 62,972 - 44,676,892 3.35

買戻条件付売渡金

融資産に関する債

務 22,852,797 14,581,248 638,663 - - - - 38,072,708 3.92

デリバティブ負債 - - - - - - 25,082,955 25,082,955 -

純損益を通じて公

正価値で測定する

金融負債 5,701 - 3,337,745 1,393,975 4,029,142 - - 8,766,563 3.68

支払手形及び銀行

引受手形 - - - - 1,257 1,131,913 - 1,133,170 -

保険契約負債/タカ

フル証書負債 - - - - - 44,497,551 - 44,497,551 -

再保険契約負債/再

タカフル証書負債 - - - - - 83,001 - 83,001 -

その他の負債 599,506 89,470 2,198,684 4,759,896 - 18,293,372 - 25,940,928 1.99

借入金 6,574,007 2,301,420 8,539,425 12,442,115 1,180,603 - - 31,037,570 2.71

劣後債務 2,443,299 - - 7,702,250 - - - 10,145,549 3.59

資本性証券 29,802 - 1,240,000 1,560,000 - - - 2,829,802 4.07

その他の金利非感

応残高 - - - - - 925,035 - 925,035 -

負債合計 261,172,382 163,230,593 225,221,918 113,677,291 76,647,473 64,993,844 25,082,955 930,026,456  

 
^ 顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。（続き）

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効

金利

2023年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット ％

　          

株主資本 - - - - - 94,641,617 - 94,641,617 -

非支配持分 - - - - - 3,006,546 - 3,006,546 -

- - - - - 97,648,163 - 97,648,163  

          

負債及び株主資本

合計 261,172,382 163,230,593 225,221,918 113,677,291 76,647,473 162,642,007 25,082,955 1,027,674,619  

         

オンバランスシー

ト金利感応

ギャップ 141,864,091 (77,663,334) (143,935,194) 18,317,227 123,659,689 (108,156,067) 45,913,588   

オフバランスシー

ト金利感応

ギャップ (10,459,349) (4,427,713) 2,844,831 8,309,203 3,733,028 - -   

金利感応ギャップ

合計 131,404,742 (82,091,047) (141,090,363) 26,626,430 127,392,717 (108,156,067) 45,913,588   

         

金利感応ギャップ

累計額 131,404,742 49,313,695 (91,776,668) (65,150,238) 62,242,479 (45,913,588) -   
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有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。(続き)

 

当行 ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効金

利

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

資産

現金及び短期資金 19,989,219 - - - - 7,223,057 - 27,212,276 1.80

金融機関預け金 - 29,337,952 8,626,242 - 325,485 19,937 - 38,309,616 4.26

売戻条件付買入金融

資産

15,047,992 1,128,314 1,432,021 - - - - 17,608,327 2.07

純損益を通じて公正

価値で測定する金

融投資

- - - - - - 15,404,523 15,404,523 1.69

その他の包括利益を

通じて公正価値で

測定する金融投資

3,976,563 3,164,534 4,010,191 11,834,502 45,583,943 357,470 - 68,927,203 3.13

償却原価で測定する

金融投資

729 3,673,662 12,492,032 21,782,885 26,731,999 - - 64,681,307 2.62

貸出金及びその他の

債権

         

- 減損なし 154,098,174 50,223,314 12,412,625 43,640,964 21,147,042 - - 281,522,119 5.22

- 減損あり
* 2,175,556 - - - - - - 2,175,556 -

- 12カ月ECL及び

全期間ECL(信用

減損なし)

- - - - - (1,902,446) - (1,902,446) -

デリバティブ資産 - - - - - - 23,331,778 23,331,778 -

その他の資産 - - - - - 9,423,930 - 9,423,930 -

その他の金利非感応

残高

- - - - - 42,945,944 - 42,945,944 -

資産合計 195,288,233 87,527,776 38,973,111 77,258,351 93,788,469 58,067,892 38,736,301 589,640,133  

 
*

減損貸出金総額から全期間ECL(信用減損あり)を控除後の数値である。
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有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。(続き)

 

当行 ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効金

利

2024年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

負債及び株主資本

顧客預金 103,045,281 62,349,597 80,552,574 28,336,679 36,324,855 - - 310,608,986 2.60

金融機関預り金 26,204,557 15,293,732 30,865,429 4,414,615 220,891 - - 76,999,224 3.95

買戻条件付売渡金

融資産に関する債

務 27,580,320 16,387,375 2,987,117 - - - - 46,954,812 4.04

デリバティブ負債 - - - - -  26,984,480 26,984,480 -

純損益を通じて公

正価値で測定する

金融負債 2,527,902 - 59,500 272,680 4,568,960 - - 7,429,042 3.96

支払手形及び銀行

引受手形 - - - - - 466,170 - 466,170 -

その他の負債 337,883 221,977 599,985 1,763 - 12,531,370 - 13,692,978 0.93

借入金 497,771 1,650,789 4,376,659 7,965,114 1,056,094 - - 15,546,427 2.54

劣後債務 143,439 - 2,300,000 8,400,000 - - - 10,843,439 3.61

資本性証券 16,770 - - 1,560,000 - - - 1,576,770 4.09

負債合計 160,353,923 95,903,470 121,741,264 50,950,851 42,170,800 12,997,540 26,984,480 511,102,328  

         

株主資本 - - - - - 78,537,805 - 78,537,805 -

         

負債及び株主資本

合計 160,353,923 95,903,470 121,741,264 50,950,851 42,170,800 91,535,345 26,984,480 589,640,133  

         

オンバランスシー

ト金利感応ギャッ

プ 34,934,310 (8,375,694) (82,768,153) 26,307,500 51,617,669 (33,467,453) 11,751,821   

オフバランスシー

ト金利感応ギャッ

プ (1,506,130) (5,568,589) 652,704 (819,408) 7,241,423 - -   

金利感応ギャップ

合計 33,428,180 (13,944,283) (82,115,449) 25,488,092 58,859,092 (33,467,453) 11,751,821   

         

金利感応ギャップ

累計額 33,428,180 19,483,897 (62,631,552) (37,143,460) 21,715,632 (11,751,821) -   

EDINET提出書類
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有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。(続き)

 

当行 ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効金

利

2023年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

資産

現金及び短期資金 13,794,848 - - - - 6,265,452 - 20,060,300 3.25

金融機関預け金 - 24,209,074 3,127,283 - 241,505 61,249 - 27,639,111 3.51

売戻条件付買入金融

資産

15,159,695 521,021 - - - - - 15,680,716 2.37

純損益を通じて公正

価値で測定する金

融投資

- - - - - - 21,757,370 21,757,370 2.34

その他の包括利益を

通じて公正価値で

測定する金融投資 8,180,363 2,894,535 4,896,399 10,055,522 46,923,275 348,950 - 73,299,044 3.19

償却原価で測定する

金融投資

486,584 3,356,156 8,680,460 25,408,860 27,806,532 - - 65,738,592 2.77

貸出金及びその他の

債権

         

- 減損なし 160,574,175 47,399,372 19,032,880 31,571,683 19,418,303 - - 277,996,413 4.18

- 減損あり
* 2,439,682 - - - - - - 2,439,682 -

- 12カ月ECL及び

全期間ECL(信用

減損なし)

- - - - - (2,109,608) - (2,109,608) -

デリバティブ資産 - - - - - - 21,476,761 21,476,761 -

その他の資産 - - - - - 6,258,105 - 6,258,105 -

その他の金利非感応

残高

- - - - - 41,631,507 - 41,631,507 -

資産合計 200,635,347 78,380,158 35,737,022 67,036,065 94,389,615 52,455,655 43,234,131 571,867,993  

 
*

減損貸出金総額から全期間ECL(信用減損あり)を控除後の数値である。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

3.　金利リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在の、当行グループ及び当行の金利リスクに対するエク

スポージャーの要約である。表は報告日現在の平均実効金利及び金融商品のリプライシング（金利再設定）

までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。(続き)

 

当行 ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超 金利非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効金

利

2023年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

負債及び株主資本

顧客預金 82,312,701 66,628,582 85,283,444 41,080,200 24,371,212 - - 299,676,139 2.75

金融機関預り金 28,298,375 22,549,866 2,831,389 4,278,187 263,833 133 - 58,221,783 4.37

買戻条件付売渡金

融資産に関する債

務 41,932,932 14,581,248 638,663 - - - - 57,152,843 3.80

デリバティブ負債 - - - - - - 24,554,173 24,554,173 -

純損益を通じて公

正価値で測定する

金融負債 5,701 - 3,337,745 1,393,975 4,029,142 - - 8,766,563 6.65

支払手形及び銀行

引受手形 - - - - - 442,847 - 442,847 -

その他の負債 180,357 87,317 172,280 34,463 - 8,703,649 - 9,178,066 1.48

借入金 1,716,587 1,189,811 7,593,627 10,069,882 2,215,162 - - 22,785,069 2.13

劣後債務 2,131,248 - - 7,700,000 - - - 9,831,248 3.70

資本性証券 29,802 - 1,240,000 1,560,000 - - - 2,829,802 4.07

負債合計 156,607,703 105,036,824 101,097,148 66,116,707 30,879,349 9,146,629 24,554,173 493,438,533  

         

株主資本 - - - - - 78,429,460 - 78,429,460 -

         

負債及び株主資本

合計 156,607,703 105,036,824 101,097,148 66,116,707 30,879,349 87,576,089 24,554,173 571,867,993  

         

オンバランスシー

ト金利感応ギャッ

プ 44,027,644 (26,656,666) (65,360,126) 919,358 63,510,266 (35,120,434) 18,679,958   

オフバランスシー

ト金利感応ギャッ

プ (3,855,972) (4,423,408) 2,483,886 2,220,505 3,574,989 - -   

金利感応ギャップ

合計 40,171,672 (31,080,074) (62,876,240) 3,139,863 67,085,255 (35,120,434) 18,679,958   

         

金利感応ギャップ

累計額 40,171,672 9,091,598 (53,784,642) (50,644,779) 16,440,476 (18,679,958) -   
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

4.　IBSポートフォリオの利回り/利益率リスク

 

当行グループは利回り/利益率の現行水準の変動がIBSポートフォリオの財政状態及びキャッシュ・フロー

に及ぼす影響に関連するリスクにさらされている。利回り/利益率の変動はIBSポートフォリオの金融商品の

価値に影響を及ぼす利益率の変動に影響を受ける場合がある。利回り/利益率リスクはIBS業務からの収入を

保全するために当行グループのALCOによって監視及び管理される。

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在のIBS業務の利回り/利益率リスクに対する当行グルー

プのエクスポージャーの要約である。下表は報告日現在の平均実効利回り/利益率及び金融商品のリプライシ

ング（金利再設定）までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超

利回り/

利益率非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効利

回り/

利益率

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

資産

現金及び短期資金 20,822,472 - - - - 5,892 - 20,828,364 2.80

金融機関預け金 - 6,821,503 1,691,701 - - - - 8,513,204 3.75

売戻条件付買入金融

資産 - 1,434,429 - - - - - 1,434,429 3.39

純損益を通じて公正

価値で測定する金

融投資 - - - - - - 1,527,376 1,527,376 3.56

その他の包括利益を

通じて公正価値で

測定する金融投資 149,721 20,310 70,955 4,425,131 13,512,767 - - 18,178,884 4.07

償却原価で測定する

金融投資 18,757 17,722 169,172 3,753,620 8,829,661 - - 12,788,932 3.47

その他の債権          

- 減損なし 178,355,661 4,560,445 2,812,831 19,537,543 46,763,671 - - 252,030,151 4.71

- 減損あり
*

1,557,176 - - - - - - 1,557,176 -

- 12カ月ECL及び

全期間ECL(信用

減損なし) - - - - - (2,283,560) - (2,283,560) -

デリバティブ資産 - - - - - - 563,671 563,671 -

その他の資産 - - - - - 6,478,931 - 6,478,931 -

その他の利回り/利

益率非感応残高 - - - - - 4,467,558 - 4,467,558 -

資産合計 200,903,787 12,854,409 4,744,659 27,716,294 69,106,099 8,668,821 2,091,047 326,085,116  

 
*

減損債権残高総額から全期間ECL(信用減損あり)を控除後の数値である。

 
 
53.　金融リスク管理方針（続き）
 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

4.　IBSポートフォリオの利回り/利益率リスク（続き）
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下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在のIBS業務の利回り/利益率リスクに対する当行グルー

プのエクスポージャーの要約である。下表は報告日現在の平均実効利回り/利益率及び金融商品のリプライシ

ング（金利再設定）までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。（続き）

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超

利回り/

利益率非感応

トレーディ

ング

勘定 合計

実効利

回り/

利益率

2024年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

負債及びイスラム

金融資本ファンド

顧客の資金          

- 顧客預金 71,348,133 52,103,518 61,500,445 14,090,579 35,107,147 - - 234,149,822 2.77

- 顧客の投資口

座^ 4,443,921 2,705,297 7,207,526 4,834,532 10,947,088 - - 30,138,364 1.62

金融機関預り金 4,939,358 8,779,542 8,838,627 347,726 107,564 76,923 - 23,089,740 3.73

買戻条件付売渡金

融資産に関する債

務 - 1,435,112 - - - - - 1,435,112 3.39

デリバティブ負債 - - - - - - 379,353 379,353 -

支払手形及び銀行

引受手形 - - - - - 75,343 - 75,343 -

その他の負債 2,783 - - - - 7,264,544 - 7,267,327 3.95

長期資金調達 - 2,981,076 3,938,602 3,070,427 - - - 9,990,105 3.65

劣後スクーク - - - 2,020,610 - - - 2,020,610 3.48

資本性証券 - - - 1,002,087 - - - 1,002,087 4.76

その他の利回り/利

益率非感応残高 - - - - - 74,970 - 74,970 -

負債合計 80,734,195 68,004,545 81,485,200 25,365,961 46,161,799 7,491,780 379,353 309,622,833  

          

イスラム金融資本

ファンド - - - - - 16,462,283 - 16,462,283 -

負債及びイスラム

金融資本ファンド

合計 80,734,195 68,004,545 81,485,200 25,365,961 46,161,799 23,954,063 379,353 326,085,116  

         

オンバランスシー

ト利回り/利益率

感応ギャップ 120,169,592 (55,150,136) (76,740,541) 2,350,333 22,944,300 (15,285,242) 1,711,694   

オフバランスシー

ト利回り/利益率

感応ギャップ (296) - (4) 190 110 - -   

利益率感応ギャッ

プ合計 120,169,296 (55,150,136) (76,740,545) 2,350,523 22,944,410 (15,285,242) 1,711,694   

         

利回り/利益率感応

ギャップ累計額 120,169,296 65,019,160 (11,721,385) (9,370,862) 13,573,548 (1,711,694) -   

 
^ 顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

4.　IBSポートフォリオの利回り/利益率リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在のIBS業務の利回り/利益率リスクに対する当行グルー

プのエクスポージャーの要約である。下表は報告日現在の平均実効利回り/利益率及び金融商品のリプライシ

ング（金利再設定）までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。（続き）

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超

利回り/

利益率非感応

トレーディン

グ

勘定 合計

実効利

回り/

利益率

2023年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

資産

現金及び短期資金 7,811,482 - - - - 1,654 - 7,813,136 3.59

金融機関預け金 - 2,801,850 - - - - - 2,801,850 3.51

売戻条件付買入金融

資産 58,118 - - - - - - 58,118 3.15

純損益を通じて公正

価値で測定する金

融投資 - - - - - - 1,331,059 1,331,059 3.61

その他の包括利益を

通じて公正価値で

測定する金融投資 619,977 - 789,483 2,007,051 20,926,035 - - 24,342,546 4.31

償却原価で測定する

金融投資 6,395 18,881 1,376,250 3,866,143 8,491,520 - - 13,759,189 3.39

その他の債権          

- 減損なし 156,042,345 4,560,445 2,812,831 19,537,543 46,478,417 - - 229,431,581 4.66

- 減損あり
*

1,348,244 - - - - - - 1,348,244 -

- 12カ月ECL及び

全期間ECL(信用

減損なし) - - - - - (1,972,670) - (1,972,670) -

デリバティブ資産 - - - - - - 160,619 160,619 -

その他の資産 - - - - - 4,044,371 - 4,044,371 -

その他の利回り/利

益非感応残高 - - - - - 3,705,484 - 3,705,484 -

資産合計 165,886,561 7,381,176 4,978,564 25,410,737 75,895,972 5,778,839 1,491,678 286,823,527  

 
*

減損債権残高総額から全期間ECL(信用減損あり)を控除後の数値である。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

4.　IBSポートフォリオの利回り/利益率リスク（続き）

 

下表は2024年12月31日現在及び2023年12月31日現在のIBS業務の利回り/利益率リスクに対する当行グルー

プのエクスポージャーの要約である。下表は報告日現在の平均実効利回り/利益率及び金融商品のリプライシ

ング（金利再設定）までの期間又は満期までの期間のいずれか早い方の期間を示している。（続き）

 

当行グループ ～１カ月

１カ月超

～３カ月

３カ月超

～12カ月

１年超

～５年 ５年超

利回り/

利益率非感応

トレーディ

ング

勘定 合計

実効利

回り/

利益率

2023年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット ％

負債及びイスラム

金融資本ファンド

顧客の資金          

- 顧客預金 65,550,592 40,128,111 55,427,134 14,244,742 35,348,400 - - 210,698,979 2.81

- 顧客の投資口

座^ 3,078,323 2,317,248 5,919,817 4,352,148 11,686,801 - - 27,354,337 1.49

金融機関預り金 2,579,222 11,867,258 2,458,291 321,864 199,141 62,839 - 17,488,615 3.90

デリバティブ負債 - - - - - - 309,093 309,093 -

支払手形及び銀行

引受手形 - - - - - 80,796 - 80,796 -

その他の負債 11,008 - - - - 1,338,875 - 1,349,883 3.48

長期資金調達 - 2,981,668 4,912,678 3,037,881 - - - 10,932,227 3.70

劣後スクーク - - - 2,021,893 - - - 2,021,893 3.70

資本性証券 - - - 1,002,347 - - - 1,002,347 4.76

その他の利回り/利

益率非感応残高 - - - - - 77,757 - 77,757 -

負債合計 71,219,145 57,294,285 68,717,920 24,980,875 47,234,342 1,560,267 309,093 271,315,927  

          

イスラム金融資本

ファンド - - - - - 15,507,600 - 15,507,600 -

負債及びイスラム

金融資本ファンド

合計 71,219,145 57,294,285 68,717,920 24,980,875 47,234,342 17,067,867 309,093 286,823,527  

         

オンバランスシー

ト利回り/利益率

感応ギャップ 94,667,416 (49,913,109) (63,739,356) 429,862 28,661,630 (11,289,028) 1,182,585   

オフバランスシー

ト利回り/利益率

感応ギャップ (154) - - 44 110 - -   

利益率感応ギャッ

プ合計 94,667,262 (49,913,109) (63,739,356) 429,906 28,661,740 (11,289,028) 1,182,585   

         

利回り/利益率感応

ギャップ累計額 94,667,262 44,754,153 (18,985,203) (18,555,297) 10,106,443 (1,182,585) -   

 
^ 顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

5.　金利リスク感応度分析

 

以下の表は、当行グループ及び当行の税引後利益につき金利を100ベーシス・ポイント上下させた場合の感

応度を表したものである。

 

当行グループ  当行

+100ベーシス・

ポイント

 -100ベーシス・

ポイント

 +100ベーシス・

ポイント

 -100ベーシス・

ポイント

2024年 税率

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

         

税引前利益に対する影響

額 413,168  (413,168)  8,840  (8,840)

税引後利益に対する影響

額 24％ 314,007  (314,007)  6,718  (6,718)

         

2023年

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

         

税引前利益に対する影響

額

486,120  (486,120)  69,208  (69,208)

税引後利益に対する影響

額 24％

369,451  (369,451)  52,598  (52,598)

 

税引後利益に対する影響額は、当行グループ及び当行の財政状態から導かれる金利ギャップ・プロファイ

ルに対する標準化された金利ショックに基づきシミュレートされた、EaR手法を使用して測定されている。金

利ギャップは、リプライシング又は残存満期のいずれか早い方、並びに有利子負債の実際の感応度を反映す

るため当座預金及び貯蓄預金などの満期が確定しない商品の動向に関する仮定を考慮した、金利感応資産と

金利感応負債とのミスマッチである。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

5.　金利リスク感応度分析（続き）

 

再評価準備金に対する影響額は、イールド・カーブに対し、上下100ベーシス・ポイントの金利ショックを

適用することにより、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する（｢FVOCI｣）金融投資の時価に対する影

響額をモデル化して評価される。

 

当行グループ  当行

+100ベーシス・

ポイント

 -100ベーシス・

ポイント

 +100ベーシス・

ポイント

 -100ベーシス・

ポイント

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

2024年         

FVOCIの再評価準備金に

対する影響額（税引

前） (6,288,267)  6,288,267  (4,178,314)  4,178,314

         

2023年         

FVOCIの再評価準備金に

対する影響額（税引

前） (7,481,158)  7,481,158  (4,529,595)  4,529,595

 

 

6.　外国為替リスク

 

外国為替（｢FX｣）リスクは、当行グループの営業活動、取引活動並びに外国投資及び資本管理活動による

ストラクチュラル・FXエクスポージャーに伴う関連通貨レートの変動の結果生じるリスクである。

 

通常、当行グループには市場リスク方針及び限度枠に従い管理される換算リスク、取引リスク及び経済リ

スクの３種類の外国為替リスクがある。FX換算リスクは、同じ通貨を使用して資産の資金調達を行うことに

より低減される。また、海外事業からの収益は適宜及び適時に経営委員会の指示に従って送金されている。

当行グループは、容認される通貨による取引を行うことでFXエクスポージャーを管理している。当行グルー

プには、FXリスクを測定、管理及びモニタリングし、FXエクスポージャーを最小化するFXヘッジ戦略を実施

する内部FX NOPが整備されている。ストレス・テストは定期的に実施され、FXリスクに対する十分な資本

バッファーが確保されている。
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有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 

以下の表は、主にマレーシア・リンギット、シンガポール・ドル、英ポンド、香港ドル、米ドル、インド

ネシア・ルピア及びユーロといった主要通貨による、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行グルー

プ及び当行のネットFXポジションを分析するものである。「その他」外国為替リスクには、主に豪ドル、日

本円、人民元、フィリピン・ペソ及びブルネイ・ドルについてのエクスポージャーが含まれる。

 

当行グループ

マレーシア・

リンギット

シンガポー

ル・

ドル 英ポンド 香港ドル 米ドル

インドネシ

ア・

ルピア ユーロ その他 合計

2024年

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

資産

現金及び短期資

金 19,332,587 7,784,321 462,109 67,408 8,978,067 556,749 536,736 2,804,543 40,522,520

金融機関預け金 750,497 11,959,041 33 4,167 9,271,902 - 35 289,357 22,275,032

売戻条件付買入

金融資産 51,508 1,755,750 - - 14,591,575 229,350 - 2,600 16,630,783

当初認識時に純

損益を通じて公

正価値で測定す

るものとして指

定された金融資

産 12,771,186 3,836 - 2,980 110,612 552 - 44,168 12,933,334

純損益を通じて

公正価値で測定

する金融投資 13,830,556 8,811,348 8 968,707 3,284,578 2,760,889 116,297 3,502,157 33,274,540

その他の包括利

益を通じて公正

価値で測定する

金融投資 74,537,560 21,890,412 683,627 695,652 9,929,871 9,307,697 422,794 10,709,791 128,177,404

償却原価で測定

する金融投資 43,843,655 14,501,158 112,219 947,168 14,838,781 702,305 441,597 3,990,609 79,377,492

金融機関向貸出

金及びその他の

債権 263,801 - - - 162,259 1,607,165 - - 2,033,225

顧客向貸出金及

びその他の債権 397,461,241 138,866,952 7,874,403 7,397,828 53,263,554 27,828,506 2,545,173 27,503,203 662,740,860

デリバティブ資

産
*

(47,633,392) (77,068,682) (6,063,433) 14,467,170 224,863,773 (6,721,800) 753,101 (79,179,157) 23,417,580

保険資産/タカフ

ル資産 2,505 52,870 - - (31,014) 50,838 - - 75,199

再保険資産/再タ

カフル資産 4,405,612 1,395,771 - - 614 97,417 - 10,645 5,910,059

その他の資産
*

5,874,967 286,866 2,096,003 3,480 4,307,963 1,269,936 438,663 1,208,146 15,486,024

投資不動産 1,033,592 - - - 873 - - 4,192 1,038,657

中央銀行への法

定預け金 6,384,199 6,637,871 - - 1,002,984 2,418,316 - 723,139 17,166,509

関連会社及び

ジョイント・ベ

ンチャーに対す

る持分 4,511 - - - 615,632 - - 1,237,585 1,857,728

有形固定資産 1,006,728 764,519 22,836 4,461 59,709 359,962 - 64,882 2,283,097

使用権資産 750,743 281,259 3,121 33,120 109,000 176,528 - 102,693 1,456,464

無形資産 1,127,372 1,982,028 - 79,726 19,010 2,964,699 - 820,455 6,993,290

繰延税金資産
*

1,119,405 9,767 - - 12,760 278,565 - 251,662 1,672,159

資産合計 536,918,833 139,915,087 5,190,926 24,671,867 345,392,503 43,887,674 5,254,396 (25,909,330) 1,075,321,956

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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*
上記分析における資産及び負債のそれぞれの通貨ポジションは、総額ベースで表示されている。当行グループ及び当行の財政状態計算書に

おいて、当該資産及び負債は必要な場合、該当するMFRSに基づいて適切に相殺され、純額ベースで表示される。
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マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 652/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 
以下の表は、主にマレーシア・リンギット、シンガポール・ドル、英ポンド、香港ドル、米ドル、インド

ネシア・ルピア及びユーロといった主要通貨による、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行グルー

プ及び当行のネットFXポジションを分析するものである。「その他」外国為替リスクには、主に豪ドル、日

本円、人民元、フィリピン・ペソ及びブルネイ・ドルについてのエクスポージャーが含まれる。（続き）
 

当行グループ

マレーシア・

リンギット

シンガポー

ル・

ドル 英ポンド 香港ドル 米ドル

インドネシ

ア・

ルピア ユーロ その他 合計

2024年（続き）

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

負債

顧客の資金          

- 顧客預金 377,651,327 170,467,361 4,191,763 6,826,526 105,846,384 25,237,799 2,082,136 20,612,163 712,915,459

- 顧客の投資

口座^ 28,981,847 - - - - - - - 28,981,847

金融機関預り金 7,326,020 2,362,201 42,148 4,237,770 22,453,093 763,083 22,023 9,844,882 47,051,220

買戻条件付売渡

金融資産に関す

る債務 21,028,784 983,504 - - 6,059,428 4,096,014 - 663,961 32,831,691

デリバティブ負

債
*

(7,010,559) (77,818,664) (1,464,708) 12,670,758 181,140,639 (5,174,254) 180,956 (75,029,691) 27,494,477

純損益を通じて

公正価値で測定

する金融負債 331,670 4,483,203 - - 7,128,581 - - - 11,943,454

支払手形及び銀

行引受手形 512,767 303,073 201 55 346,239 33,056 292 18,951 1,214,634

保険契約負債/タ

カフル契約負債 33,677,257 11,820,476 - - 5,880 180,341 - 418,381 46,102,335

再保険契約負債/

再タカフル契約

負債 - 14,852 - - (257) 12,468 - - 27,063

その他の負債
*

13,005,265 2,707,421 2,023,260 605,224 3,891,826 1,605,677 660,364 3,008,942 27,507,979

税金及びザカー

ト引当金 (164,373) 375,127 2,277 (1,166) 20,831 32,192 - 29,755 294,643

繰延税金負債 754,606 (12,995) 31 - 3 - - 13,693 755,338

借入金 2,867,743 1,474,143 - 1,317,101 9,266,483 2,892,524 2,418,501 8,023,606 28,260,101

劣後債務 11,157,808 - - - - - - - 11,157,808

資本性証券 1,576,770 - - - - - - - 1,576,770

負債合計 491,696,932 117,159,702 4,794,972 25,656,268 336,159,130 29,678,900 5,364,272 (32,395,357) 978,114,819

         

オンバランス

シート・オープ

ン・ポジション 45,221,901 22,755,385 395,954 (984,401) 9,233,373 14,208,774 (109,876) 6,486,027 97,207,137

減算：デリバ

ティブ資産 47,633,392 77,068,682 6,063,433 (14,467,170) (224,863,773) 6,721,800 (753,101) 79,179,157 (23,417,580)

加算：デリバ

ティブ負債 (7,010,559) (77,818,664) (1,464,708) 12,670,758 181,140,639 (5,174,254) 180,956 (75,029,691) 27,494,477

加算：ネット・

フォワード・ポ

ジション (28,941,607) 1,061,369 (4,597,620) 2,319,323 45,326,646 (3,366,305) 693,645 (4,117,087) 8,378,364

ネット・オープ

ン・ポジション 56,903,127 23,066,772 397,059 (461,490) 10,836,885 12,390,015 11,624 6,518,406 109,662,398

         

ネット・ストラ

クチュラル・カ

レンシー・

エクスポー

ジャー - 17,732,815 65,769 165,999 11,423,422 7,833,248 (1,120) 5,239,102 42,459,235

 

^ 顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。

*
上記分析における資産及び負債のそれぞれの通貨ポジションは、総額ベースで表示されている。当行グループ及び当行の財政状態計算書に

おいて、当該資産及び負債は必要な場合、該当するMFRSに基づいて適切に相殺され、純額ベースで表示される。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 
以下の表は、主にマレーシア・リンギット、シンガポール・ドル、英ポンド、香港ドル、米ドル、インド

ネシア・ルピア及びユーロといった主要通貨による、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行グルー

プ及び当行のネットFXポジションを分析するものである。「その他」外国為替リスクには、主に豪ドル、日

本円、人民元、フィリピン・ペソ及びブルネイ・ドルについてのエクスポージャーが含まれる。（続き）
 

当行グループ

マレーシア・

リンギット

シンガポー

ル・

ドル 英ポンド 香港ドル 米ドル

インドネシ

ア・

ルピア ユーロ その他 合計

2023年

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

資産

現金及び短期資

金 9,308,802 3,150,128 297,764 47,366 11,945,602 547,585 253,944 3,352,844 28,904,035

金融機関預け金 390,743 6,684,528 (27) 4,245 5,861,537 754 7 529,820 13,471,607

売戻条件付買入

金融資産 58,119 5,206,793 - - 10,473,923 694,191 - 911,338 17,344,364

当初認識時に純

損益を通じて公

正価値で測定す

るものとして指

定された金融資

産 13,203,960 8,928 - 1,485 115,134 1,385 - 47,897 13,378,789

純損益を通じて

公正価値で測定

する金融投資 18,565,364 7,250,791 2,120 496,722 2,084,181 2,306,202 122,779 5,142,041 35,970,200

その他の包括利

益を通じて公正

価値で測定する

金融投資 86,856,847 23,175,851 - 1,518,500 6,139,989 6,902,429 68,024 7,520,495 132,182,135

償却原価で測定

する金融投資 48,098,311 14,776,665 - 342,755 15,180,265 1,500,096 483,181 4,003,125 84,384,398

金融機関向貸出

金及びその他の

債権 77,412 - - - 166,724 1,255,122 - - 1,499,258

顧客向貸出金及

びその他の債権 370,060,905 130,333,791 7,389,979 9,487,746 56,812,828 28,752,754 1,211,373 24,873,404 628,922,780

デリバティブ資

産
*

14,541,753 10,137,040 26,497 413,263 (17,164,307) (53,711) 3,532,662 10,214,357 21,647,554

保険資産/タカフ

ル資産 417 51,446 - - (15,682) 87,023 - - 123,204

再保険資産/再タ

カフル資産 3,170,402 2,407,743 - - 537 91,067 - 29,083 5,698,832

その他の資産
*

4,606,115 448,750 627,454 108,757 4,244,500 1,049,286 279,979 1,301,115 12,665,956

投資不動産 1,014,450 - - - 865 - - 4,643 1,019,958

中央銀行への法

定預け金 6,329,673 5,508,131 - - 908,584 2,082,226 - 911,121 15,739,735

関連会社及び

ジョイント・ベ

ンチャーに対す

る持分 201,961 - - - 634,292 - - 1,269,281 2,105,534

有形固定資産 999,625 787,260 23,025 5,784 61,447 366,198 - 65,907 2,309,246

使用権資産 908,608 265,866 5,364 50,222 93,583 211,675 - 100,819 1,636,137

無形資産 1,046,835 2,088,189 - 80,211 17,650 3,296,123 - 832,903 7,361,911

繰延税金資産
*

720,760 51,550 - - 14,468 283,690 - 238,518 1,308,986

資産合計 580,161,062 212,333,450 8,372,176 12,557,056 97,576,120 49,374,095 5,951,949 61,348,711 1,027,674,619

 

*
上記分析における資産及び負債のそれぞれの通貨ポジションは、総額ベースで表示されている。当行グループ及び当行の財政状態計算書に

おいて、当該資産及び負債は必要な場合、該当するMFRSに基づいて適切に相殺され、純額ベースで表示される。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 
以下の表は、主にマレーシア・リンギット、シンガポール・ドル、英ポンド、香港ドル、米ドル、インド

ネシア・ルピア及びユーロといった主要通貨による、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行グルー

プ及び当行のネットFXポジションを分析するものである。「その他」外国為替リスクには、主に豪ドル、日

本円、人民元、フィリピン・ペソ及びブルネイ・ドルについてのエクスポージャーが含まれる。（続き）
 

当行グループ

マレーシア・

リンギット

シンガポー

ル・

ドル 英ポンド 香港ドル 米ドル

インドネシ

ア・

ルピア ユーロ その他 合計

2023年（続き）

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

負債

顧客の資金          

- 顧客預金 347,847,027 151,551,049 3,927,646 14,957,569 101,415,093 26,240,376 3,091,237 21,329,339 670,359,336

- 顧客の投資

口座^ 26,475,396 - - - - - - - 26,475,396

金融機関預り金 7,022,532 1,537,571 112,660 1,686,897 29,265,305 703,780 12,812 4,335,335 44,676,892

買戻条件付売渡

金融資産に関す

る債務 33,537,932 1,783,321 - - 1,506,239 586,185 - 659,031 38,072,708

デリバティブ負

債
*

64,453,444 15,226,582 409,014 (73,989) (65,780,212) 1,284,743 1,952,315 7,611,058 25,082,955

純損益を通じて

公正価値で測定

する金融負債 322,871 - - - 8,443,692 - - - 8,766,563

支払手形及び銀

行引受手形 489,608 460,276 210 56 106,266 44,331 319 32,104 1,133,170

保険契約負債/タ

カフル契約負債 30,907,051 12,909,529 - - 5,728 198,967 - 476,276 44,497,551

再保険契約負債/

再タカフル契約

負債 - 53,611 - - (107) 29,497 - - 83,001

その他の負債
*

8,267,907 7,082,696 479,066 324,753 3,733,125 1,947,905 513,320 3,592,156 25,940,928

税金及びザカー

ト引当金 (196,483) 385,854 (30) 1,297 23,544 22,487 - 2,720 239,389

繰延税金負債 656,716 17,137 24 - 5 - - 11,764 685,646

借入金 2,883,155 1,332,395 - 3,257,572 11,749,980 3,135,041 10,749 8,668,678 31,037,570

劣後債務 10,145,549 - - - - - - - 10,145,549

資本性証券 2,829,802 - - - - - - - 2,829,802

負債合計 535,642,507 192,340,021 4,928,590 20,154,155 90,468,658 34,193,312 5,580,752 46,718,461 930,026,456

         

オンバランス

シート・オープ

ン・ポジション 44,518,555 19,993,429 3,443,586 (7,597,099) 7,107,462 15,180,783 371,197 14,630,250 97,648,163

減算：デリバ

ティブ資産 (14,541,753) (10,137,040) (26,497) (413,263) 17,164,307 53,711 (3,532,662) (10,214,357) (21,647,554)

加算：デリバ

ティブ負債 64,453,444 15,226,582 409,014 (73,989) (65,780,212) 1,284,743 1,952,315 7,611,058 25,082,955

加算：ネット・

フォワード・ポ

ジション (36,373,892) (3,750,060) (3,296,087) 7,676,899 53,035,727 (3,746,834) 1,233,576 (5,198,618) 9,580,711

ネット・オープ

ン・ポジション 58,056,354 21,332,911 530,016 (407,452) 11,527,284 12,772,403 24,426 6,828,333 110,664,275

         

ネット・ストラ

クチュラル・カ

レンシー・

エクスポー

ジャー - 18,187,885 57,573 182,497 11,383,671 8,686,603 4,190 5,273,615 43,776,034

 

^ 顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。

*
上記分析における資産及び負債のそれぞれの通貨ポジションは、総額ベースで表示されている。当行グループ及び当行の財政状態計算書に

おいて、当該資産及び負債は必要な場合、該当するMFRSに基づいて適切に相殺され、純額ベースで表示される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 655/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 
以下の表は、主にマレーシア・リンギット、シンガポール・ドル、英ポンド、香港ドル、米ドル、インド

ネシア・ルピア及びユーロといった主要通貨による、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行グルー

プ及び当行のネットFXポジションを分析するものである。「その他」外国為替リスクには、主に豪ドル、日

本円、人民元、フィリピン・ペソ及びブルネイ・ドルについてのエクスポージャーが含まれる。（続き）
 

当行

マレーシア・

リンギット

シンガポー

ル・

ドル 英ポンド 香港ドル 米ドル

インドネシ

ア・

ルピア ユーロ その他 合計

2024年

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

資産

現金及び短期資

金 9,544,802 7,204,307 469,688 127,294 6,774,627 245,950 462,340 2,383,268 27,212,276

金融機関預け金 17,388,448 11,344,133 240,513 - 9,329,165 - - 7,357 38,309,616

売戻条件付買入

金融資産 1,485,953 1,530,799 - - 14,591,575 - - - 17,608,327

純損益を通じて

公正価値で測定

する金融投資 6,659,001 4,322,848 - 691,632 709,206 2,044,569 - 977,267 15,404,523

その他の包括利

益を通じて公正

価値で測定する

金融投資 40,716,545 7,883,485 683,627 694,335 8,830,806 - 389,159 9,729,246 68,927,203

償却原価で測定

する金融投資 36,842,451 10,322,241 112,219 947,168 14,359,810 - 441,597 1,655,821 64,681,307

金融機関向貸出

金及びその他の

債権 44,299,052 - 728,175 - 3,293,988 - - - 48,321,215

顧客向貸出金及

びその他の債権 114,808,124 51,045,979 5,935,498 6,998,320 36,603,107 - 2,360,636 15,722,350 233,474,014

デリバティブ資

産
*

(46,596,616) (73,085,441) (6,539,623) 14,354,345 220,788,550 (6,848,973) (1,890,867) (76,849,597) 23,331,778

その他の資産
*

3,338,072 (99,599) 2,046,192 (119,727) 3,982,654 (6,333) 117,005 165,666 9,423,930

中央銀行への法

定預け金 2,139,303 2,131,481 - - 63,129 - - 314,182 4,648,095

子会社への投資 13,959,205 14,774,102 - - 388,838 3,517,532 - 2,936,074 35,575,751

関連会社及び

ジョイント・ベ

ンチャーに対す

る持分 4,511 - - - 434,348 - - - 438,859

有形固定資産 587,197 241,576 22,158 1,141 7,451 - - 2,328 861,851

使用権資産 353,824 50,278 2,227 16,874 11,997 - - 24,930 460,130

無形資産 646,846 - - 1,089 5,071 - - 11,597 664,603

繰延税金資産
*

143,052 5,974 - - - - - 147,629 296,655

資産合計 246,319,770 37,672,163 3,700,674 23,712,471 320,174,322 (1,047,255) 1,879,870 (42,771,882) 589,640,133

 
*

上記分析における資産及び負債のそれぞれの通貨ポジションは、総額ベースで表示されている。当行グループ及び当行の財政状態計算書に

おいて、当該資産及び負債は必要な場合、該当するMFRSに基づいて適切に相殺され、純額ベースで表示される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 656/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 
以下の表は、主にマレーシア・リンギット、シンガポール・ドル、英ポンド、香港ドル、米ドル、インド

ネシア・ルピア及びユーロといった主要通貨による、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行グルー

プ及び当行のネットFXポジションを分析するものである。「その他」外国為替リスクには、主に豪ドル、日

本円、人民元、フィリピン・ペソ及びブルネイ・ドルについてのエクスポージャーが含まれる。（続き）
 

当行

マレーシア・

リンギット

シンガポー

ル・

ドル 英ポンド 香港ドル 米ドル

インドネシ

ア・

ルピア ユーロ その他 合計

2024年（続き）

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

負債

顧客預金 163,339,369 60,545,884 2,719,779 6,636,760 64,435,732 12 1,268,474 11,662,976 310,608,986

金融機関預り金 18,795,198 13,201,422 2,326,134 4,256,884 28,285,966 33,425 76,473 10,023,722 76,999,224

買戻条件付売渡

金融資産に関す

る債務 22,463,880 11,643,694 - - 12,183,277 - - 663,961 46,954,812

デリバティブ負

債
*

(18,132,500) (76,227,152) (1,587,844) 12,664,899 190,271,501 (5,283,874) 358,948 (75,079,498) 26,984,480

純損益を通じて

公正価値で測定

する金融負債 331,669 - - - 7,097,373 - - - 7,429,042

支払手形及び銀

行引受手形 437,066 8,159 201 55 1,872 - 292 18,525 466,170

その他の負債
*

8,723,161 1,262,370 195,066 253,000 2,402,583 3,303 137,160 716,335 13,692,978

借入金 2,867,741 384,457 - 1,264,491 5,409,115 - - 5,620,623 15,546,427

劣後債務 10,843,439 - - - - - - - 10,843,439

資本性証券 1,576,770 - - - - - - - 1,576,770

負債合計 211,245,793 10,818,834 3,653,336 25,076,089 310,087,419 (5,247,134) 1,841,347 (46,373,356) 511,102,328

         

オンバランス

シート・オープ

ン・ポジション 35,073,977 26,853,329 47,338 (1,363,618) 10,086,903 4,199,879 38,523 3,601,474 78,537,805

減算：デリバ

ティブ資産 46,596,616 73,085,441 6,539,623 (14,354,345) (220,788,550) 6,848,973 1,890,867 76,849,597 (23,331,778)

加算：デリバ

ティブ負債 (18,132,500) (76,227,152) (1,587,844) 12,664,899 190,271,501 (5,283,874) 358,948 (75,079,498) 26,984,480

加算：ネット・

フォワード・ポ

ジション (28,941,607) 3,060,690 2,200,563 30,550,350 (1,636,555) (2,252,462) - (1,782,917) 1,198,062

ネット・オープ

ン・ポジション 34,596,486 26,772,308 7,199,680 27,497,286 (22,066,701) 3,512,516 2,288,338 3,588,656 83,388,569

         

ネット・ストラ

クチュラル・カ

レンシー・

エクスポー

ジャー - 23,914,333 56,731 - 10,545,549 3,517,532 - 4,369,958 42,404,103

 
*

上記分析における資産及び負債のそれぞれの通貨ポジションは、総額ベースで表示されている。当行グループ及び当行の財政状態計算書に

おいて、当該資産及び負債は必要な場合、該当するMFRSに基づいて適切に相殺され、純額ベースで表示される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 657/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 
以下の表は、主にマレーシア・リンギット、シンガポール・ドル、英ポンド、香港ドル、米ドル、インド

ネシア・ルピア及びユーロといった主要通貨による、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行グルー

プ及び当行のネットFXポジションを分析するものである。「その他」外国為替リスクには、主に豪ドル、日

本円、人民元、フィリピン・ペソ及びブルネイ・ドルについてのエクスポージャーが含まれる。（続き）
 

当行

マレーシア・

リンギット

シンガポー

ル・

ドル 英ポンド 香港ドル 米ドル

インドネシ

ア・

ルピア ユーロ その他 合計

2023年

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

資産

現金及び短期資金 6,068,801 1,966,549 293,877 445,767 7,987,809 145,803 201,003 2,950,691 20,060,300

金融機関預け金 12,769,971 6,467,680 321,793 - 7,852,602 - - 227,065 27,639,111

売戻条件付買入金

融資産 - 5,206,793 - - 10,473,923 - - - 15,680,716

純損益を通じて公

正価値で測定する

金融投資 12,881,719 3,600,612 - 26,613 665,124 1,826,250 - 2,757,052 21,757,370

その他の包括利益

を通じて公正価値

で測定する金融投

資 50,857,762 9,343,840 - 1,518,500 5,005,318 108,295 32,202 6,433,127 73,299,044

償却原価で測定す

る金融投資 37,928,375 10,474,560 - 342,755 14,625,866 - 483,181 1,883,855 65,738,592

金融機関向貸出金

及びその他の債権 42,987,100 - 309,903 - 6,628 - - - 43,303,631

顧客向貸出金及び

その他の債権 111,256,304 49,673,986 5,649,041 9,062,679 43,608,273 - 863,060 14,909,513 235,022,856

デリバティブ資産
*

22,367,948 10,654,895 (43,306) 410,400 (26,137,092) (195,100) 4,437,914 9,981,102 21,476,761

その他の資産
*

2,653,809 (49,877) 583,250 (11,781) 2,937,548 (22,076) 27,115 140,117 6,258,105

中央銀行への法定

預け金 2,708,530 1,712,038 - - 35,263 - - 235,315 4,691,146

子会社への投資 12,978,222 14,774,102 - - 264,397 3,533,446 - 2,936,074 34,486,241

関連会社及びジョ

イント・ベン

チャーに対する持

分 4,511 - - - 434,348 - - - 438,859

有形固定資産 583,901 253,276 22,419 1,169 5,101 - - 2,959 868,825

使用権資産 389,854 60,161 4,035 26,355 16,889 - - 22,341 519,635

無形資産 523,520 - - 1,574 6,291 - - 11,911 543,296

繰延税金資産
*

(47,146) 14,388 - - - - - 116,263 83,505

資産合計 316,913,181 114,153,003 7,141,012 11,824,031 67,788,288 5,396,618 6,044,475 42,607,385 571,867,993

 
*

上記分析における資産及び負債のそれぞれの通貨ポジションは、総額ベースで表示されている。当行グループ及び当行の財政状態計算書に

おいて、当該資産及び負債は必要な場合、該当するMFRSに基づいて適切に相殺され、純額ベースで表示される。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 658/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 
以下の表は、主にマレーシア・リンギット、シンガポール・ドル、英ポンド、香港ドル、米ドル、インド

ネシア・ルピア及びユーロといった主要通貨による、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の当行グルー

プ及び当行のネットFXポジションを分析するものである。「その他」外国為替リスクには、主に豪ドル、日

本円、人民元、フィリピン・ペソ及びブルネイ・ドルについてのエクスポージャーが含まれる。（続き）
 

当行

マレーシア・

リンギット

シンガポー

ル・

ドル 英ポンド 香港ドル 米ドル

インドネシ

ア・

ルピア ユーロ その他 合計

2023年（続き）

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

負債

顧客預金 155,746,766 50,787,718 2,406,443 14,758,359 64,978,950 56 992,470 10,005,377 299,676,139

金融機関預り金 10,490,856 7,961,110 460,072 1,725,390 33,135,977 - 32,289 4,416,089 58,221,783

買戻条件付売渡

金融資産に関す

る債務 33,537,932 13,880,640 - - 9,090,140 - - 644,131 57,152,843

デリバティブ負

債
*

58,515,491 15,784,941 1,097,870 (79,332) (63,755,668) 1,133,750 4,156,268 7,700,853 24,554,173

純損益を通じて

公正価値で測定

する金融負債 322,871 - - - 8,443,692 - - - 8,766,563

支払手形及び銀

行引受手形 408,455 5,471 210 56 2,033 - 319 26,303 442,847

その他の負債
*

7,415,410 422,935 704,303 59,166 (141,585) 265,891 25,645 426,301 9,178,066

税金及びザカー

ト引当金 (269,006) 240,856 - - 16,189 - - 11,961 -

借入金 2,883,155 1,091,115 - 3,024,184 8,582,304 - - 7,204,311 22,785,069

劣後債務 9,831,248 - - - - - - - 9,831,248

資本性証券 2,829,802 - - - - - - - 2,829,802

負債合計 281,712,980 90,174,786 4,668,898 19,487,823 60,352,032 1,399,697 5,206,991 30,435,326 493,438,533

         

オンバランス

シート・オープ

ン・ポジション 35,200,201 23,978,217 2,472,114 (7,663,792) 7,436,256 3,996,921 837,484 12,172,059 78,429,460

減算：デリバ

ティブ資産 (22,367,948) (10,654,895) 43,306 (410,400) 26,137,092 195,100 (4,437,914) (9,981,102) (21,476,761)

加算：デリバ

ティブ負債 58,515,491 15,784,941 1,097,870 (79,332) (63,755,668) 1,133,750 4,156,268 7,700,853 24,554,173

加算：ネット・

フォワード・ポ

ジション (36,373,892) (3,547,832) (3,435,032) 7,541,291 40,685,950 (1,545,387) (518,743) (6,223,577) (3,417,222)

ネット・オープ

ン・ポジション 34,973,852 25,560,431 178,258 (612,233) 10,503,630 3,780,384 37,095 3,668,233 78,089,650

         

ネット・ストラ

クチュラル・カ

レンシー・

エクスポー

ジャー - 24,134,560 46,306 - 10,314,256 3,533,446 6,411 4,307,805 42,342,784

 
*

上記分析における資産及び負債のそれぞれの通貨ポジションは、総額ベースで表示されている。当行グループ及び当行の財政状態計算書に

おいて、当該資産及び負債は必要な場合、該当するMFRSに基づいて適切に相殺され、純額ベースで表示される。

 

次へ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 659/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

6.　外国為替リスク（続き）

 

ネット・ストラクチュラル・フォーリン・カレンシー・ポジションは、当行グループ及び当行の海外事業

に対する投資の純額を表示する。当該ポジションは、当行グループ及び当行の海外支店の純資産額並びに海

外子会社に対する投資額から構成される。

 

可能な場合、当行グループ及び当行は、地域ごとの機能通貨と同種の通貨での借入金及び預金により、海

外事業の資金調達を行うことを通じて、カレンシー・エクスポージャーの影響を低減している。また、

フォーリン・カレンシー・エクスポージャーは外国為替デリバティブを使用することによってもヘッジされ

ている。

 

報告日現在の当行グループ及び当行のストラクチュラル・カレンシー・エクスポージャーは以下の通りで

ある。

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

シンガポール・ドル 17,732,815  18,187,885  23,914,333  24,134,560

英ポンド 65,769  57,573  56,731  46,306

香港ドル 165,999  182,497  -  -

米ドル 11,423,422  11,383,671  10,545,549  10,314,256

インドネシア・ルピア 7,833,248  8,686,603  3,517,532  3,533,446

ユーロ (1,120) 4,190  -  6,411

その他 5,239,102  5,273,615  4,369,958  4,307,805

42,459,235  43,776,034  42,404,103  42,342,784

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 660/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

7.　外国為替リスク感応度分析

 

外国為替リスク

 

　為替リスクは、当行グループ及び当行の外貨ポジションの再評価額に不利な影響を与える為替レートの

変動により発生する。他のリスク変数が一定のままであると考慮した場合に、当行グループ及び当行の未

ヘッジポジションに対する為替再評価額の感応度は以下の通りである。

 

当行グループ 当行

１％ １％ １％ １％

上昇 下落 上昇 下落

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

2024年

税引後利益に対する影響額 (36,518) 36,518 (25,471) 25,471

2023年

税引後利益に対する影響額 (40,156) 40,156 (35,519) 35,519

 

影響額に関する説明

 

　当行グループ及び当行は、機能通貨であるマレーシア・リンギット（｢RM｣）に対してすべての為替が不

利な変動をした場合の外国為替ネット・オープン・ポジション（外国為替ストラクチュラル・ポジション

を除く）に基づき外国為替感応度を測定している。その結果、マレーシア・リンギットが他の通貨に対し

て値上がり/値下がりした場合（又はその逆の場合に）、当行グループ及び当行に追加的な為替換算（損

失）/利益が発生する可能性がある。

 

8.　株価リスク

 

　株価リスクは、当行グループ及び当行の上場株式投資の時価評価に悪影響を及ぼす上場株式投資の株価の

不利な変動により発生する。上場株式投資の株価の変動と株式市場指数の変動の間には直接的な相関関係が

ある。当行グループでは、株価リスク方針により、投資目標と投資の制限、分散計画並びに国、セクター、

市場及び発行体ごとの投資限度を設定・監視することで当該リスクを管理している。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(f) 市場リスク管理（続き）

 

8.　株価リスク（続き）

 

　他のリスク変数が一定のままであると考えた場合、株式市場指数に対する当行グループ及び当行の上場株

式投資の時価評価額の感応度は以下の通りである。

 

当行グループ 当行

 市場指数の変動  市場指数の変動

+10％ -10％ +10％ -10％

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

2024年        

税引後利益に対する影響額 972,943  (972,943) 174,530  (174,530)

税引後資本に対する影響額 35,708  (35,708) 34  (34)

        

2023年        

税引後利益に対する影響額 617,214  (617,214) 46,545  (46,545)

税引後資本に対する影響額 29,684  (29,684) 26  (26)

 

(g) 流動性リスク管理

 

1.　流動性リスク管理の概要

 

流動性リスク管理

 

　流動性リスクは、当行グループによる義務の履行不能（又は不能と認識される）又は義務を充足するた

めの不測の高コストにより発生する、当行グループの財政状態又は全般的な安全性及び健全性に対する不

利な影響のリスクとして定義されている。

 

　当行グループでは、流動性リスク・エクスポージャーを測定し管理するためのよりどころとして、マ

レーシア中央銀行（「BNM」）の流動性カバレッジ比率や安定調達比率のほか、他の先行事例を採り入れて

いる。また、当行グループは流動性ギャップ、早期警戒指標、流動性指標並びにストレス・テストなど、

流動性リスク・エクスポージャーをモニタリングし管理するためのさまざまなツールを使用している。当

行グループの流動性ポジションは、策定された方針、手続及び限度額と比較して定期的にモニタリングさ

れている。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

1.　流動性リスク管理の概要（続き）

 

流動性リスク管理（続き）

 

　当行グループは、資金需要を充足するため分散された負債構造を有している。主要な資金調達源には、

顧客預金、インターバンク預金、負債証券、スワップ市場、バンクローンシンジケート及びミディアム・

タームファンドが含まれる。また、当行グループでは戦略的資金調達プログラムを開始し実施しているほ

か、必要に応じて外部金融機関との間でスタンドバイ・ラインを締結している。資金調達先は定期的に見

直され、通貨、資金提供者、商品及び期間ごとに幅広く分散され維持されており、資金調達の過度な集中

を最小限に抑えている。

 

流動性リスクの管理

 

　日々の流動性管理に関しては、資金管理業務により日中の支払い及び決済義務を適時に充足するため十

分な資金調達が確保される。また、流動性リスク管理には以下のプロセスも含まれる。

 

・ キャッシュ・フローの不測の中断を防ぐ保全策として、十分な額の処分上の制約のない高品質の流動性

バッファーの維持

 

・ 満期ミスマッチ報告書やさまざまな指標を通じた短期及び長期キャッシュ・フローの管理

 

・ 大口預金者への過度な依存を回避するための当行グループ及び当行全体の預金者集中のモニタリング

 

・ 内国通貨及び重要な外貨による流動性エクスポージャーの管理

 

・ 適切な資金調達構成を確保するための資金調達先の分散

 

・ 流動性管理を最適化するための、流動性カバレッジ比率の報告の拡充

 

・ 慎重な流動性管理の一環としての、さまざまなシナリオに基づいた流動性ストレス・テストの実施

 

・ 異なる流動性危機シナリオに基づく戦略、意思決定権限、内外のコミュニケーション並びに対応策を含

む、盤石な緊急時資金調達計画の維持

 

・ 当行グループ及び当行の流動性の健全性及び支払能力に影響を及ぼす潜在的な流動性危機を防ぐため

の、計画の有効性と頑健性を検証するリカバリー・プラン（「RCP」）テストの実施

 

次へ
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

2.　資産及び負債合計の契約上の満期

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存期間に基づく、当行グループ及び

当行の資産及び負債（非金融商品を含む）の満期までの期間別内訳である。

 

これらの開示は、BNMが公表した財務報告に関する方針文書の要求事項に従い作成されている。

 

当行グループ １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超

満期の定めの

ないもの 合計

2024年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

資産          

現金及び短期資

金 40,522,520 - - - - - - - 40,522,520

金融機関預け金 28,882 13,244,583 8,428,210 236,224 3,147 - 333,986 - 22,275,032

売戻条件付買入

金融資産 646,913 15,983,870 - - - - - - 16,630,783

当初認識時に純

損益を通じて

公正価値で測

定するものと

して指定され

た金融資産 113,414 10,224 20,209 238,720 1,176,497 812,685 10,542,291 19,294 12,933,334

純損益を通じて

公正価値で測

定する金融投

資 5,466,590 1,794,563 3,264,127 1,473,868 1,506,035 1,457,197 3,037,332 15,274,828 33,274,540

その他の包括利

益を通じて公

正価値で測定

する金融投資 6,474,112 7,462,594 6,902,010 3,798,425 10,196,605 13,422,399 79,020,511 900,748 128,177,404

償却原価で測定

する金融投資 176,335 4,917,655 7,475,357 4,344,570 22,957,569 8,931,856 30,573,366 784 79,377,492

金融機関向貸出

金及びその他

の債権 165,622 278,347 59,465 173,217 428,718 290,759 637,097 - 2,033,225

顧客向貸出金及

びその他の債

権 61,029,794 23,031,740 14,267,639 30,331,015 87,516,987 86,612,621 359,951,064 - 662,740,860

デリバティブ資

産 806,423 1,567,492 1,470,586 1,804,919 3,356,246 2,185,749 12,226,165 - 23,417,580

保険契約資産/

タカフル証書

資産 24,361 - - 50,838 - - - - 75,199

再保険契約資

産/再タカフル

証書資産 5,812,642 - - 97,417 - - - - 5,910,059

その他の資産 12,646,383 419,805 26,736 1,347,431 63,489 194,240 5,397 782,543 15,486,024

投資不動産 - - - - - - - 1,038,657 1,038,657

中央銀行への法

定預け金 - - - - - - - 17,166,509 17,166,509

関連会社及び

ジョイント・

ベンチャーに

対する持分 - - - - - - - 1,857,728 1,857,728

有形固定資産 - - - - - - - 2,283,097 2,283,097

使用権資産 - - - - - - - 1,456,464 1,456,464

無形資産 - - - - - - - 6,993,290 6,993,290

繰延税金資産 - - - - - - - 1,672,159 1,672,159

資産合計 133,913,991 68,710,873 41,914,339 43,896,644 127,205,293 113,907,506 496,327,209 49,446,101 1,075,321,956
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

2.　資産及び負債合計の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存期間に基づく、当行グループ及び

当行の資産及び負債（非金融商品を含む）の満期までの期間別内訳である。（続き）

 

これらの開示は、BNMが公表した財務報告に関する方針文書の要求事項に従い作成されている。（続き）

 

当行グループ １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超

満期の定めの

ないもの 合計

2024年（続

き）

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

負債          

顧客の資金:          

- 顧客預金 398,819,013 131,522,973 105,953,885 68,124,830 6,955,789 872,062 666,907 - 712,915,459

- 顧客の投

資口座^

26,162,761 565,070 969,216 1,272,490 10,827 1,483 - - 28,981,847

金融機関預り

金

6,359,583 14,521,493 8,201,456 11,914,895 5,702,626 243,603 107,564 - 47,051,220

買戻条件付売

渡金融資産に

関する債務

22,102,433 10,691,204 38,054 - - - - - 32,831,691

デリバティブ

負債

1,736,675 2,232,500 873,440 1,663,666 2,914,072 1,746,891 16,327,233 - 27,494,477

純損益を通じ

て公正価値で

測定する金融

負債

66,081 75,348 164,161 117,149 3,448,797 906,091 7,165,827 - 11,943,454

支払手形及び

銀行引受手形

914,799 163,444 132,811 2,316 - - - 1,264 1,214,634

保険契約負債/

タカフル証書

負債

19,911,889 - - 180,341 - - - 26,010,105 46,102,335

再保険契約負

債/再タカフ

ル証書負債

- - - 12,211 - - - 14,852 27,063

その他の負債 22,144,388 370,362 243,478 548,221 477,355 116,307 677,512 2,930,356 27,507,979

税金及びザ

カート引当金

9,323 83 8,640 3,118 - - - 273,479 294,643

繰延税金負債 - - - - - - - 755,338 755,338

借入金 5,355,510 2,662,529 1,952,887 2,721,420 9,192,897 4,295,422 2,079,436 - 28,260,101

劣後債務 143,440 - - 2,300,000 5,400,000 3,000,000 314,368 - 11,157,808

資本性証券 16,770 - - - 1,560,000 - - - 1,576,770

負債合計 503,742,665 162,805,006 118,538,028 88,860,657 35,662,363 11,181,859 27,338,847 29,985,394 978,114,819

正味流動性

ギャップ

(369,828,674) (94,094,133) (76,623,689) (44,964,013) 91,542,930 102,725,647 468,988,362 19,460,707 97,207,137

 

^　顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

2.　資産及び負債合計の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存期間に基づく、当行グループ及び

当行の資産及び負債（非金融商品を含む）の満期までの期間別内訳である。（続き）

 

これらの開示は、BNMが公表した財務報告に関する方針文書の要求事項に従い作成されている。（続き）

 

当行グループ １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超

満期の定めの

ないもの 合計

2023年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

資産          

現金及び短期資

金 28,904,035 - - - - - - - 28,904,035

金融機関預け金 81,946 10,272,590 2,686,771 149,555 280,745 - - - 13,471,607

売戻条件付買入

金融資産 16,764,368 579,996 - - - - - - 17,344,364

当初認識時に純

損益を通じて

公正価値で測

定するものと

して指定され

た金融資産 184,357 97,284 55,493 186,299 1,893,173 723,995 10,237,998 190 13,378,789

純損益を通じて

公正価値で測

定する金融投

資 6,028,449 2,743,106 3,918,680 3,917,939 4,753,961 2,227,801 4,315,613 8,064,651 35,970,200

その他の包括利

益を通じて公

正価値で測定

する金融投資 8,021,348 6,909,986 6,798,250 3,043,844 10,601,415 10,515,685 84,477,457 1,814,150 132,182,135

償却原価で測定

する金融投資 541,422 3,287,886 9,970,783 5,984,310 13,086,144 13,432,949 31,566,739 6,514,165 84,384,398

金融機関向貸出

金及びその他

の債権 5,694 382,255 78,002 155,990 471,454 357,726 48,137 - 1,499,258

顧客向貸出金及

びその他の債

権 62,864,041 32,524,944 15,823,788 26,298,498 73,052,693 80,316,548 338,042,268 - 628,922,780

デリバティブ資

産 711,188 1,314,169 567,024 1,053,454 2,855,641 1,826,449 13,319,629 - 21,647,554

保険契約資産/

タカフル証書

資産 36,181 - - 87,023 - - - - 123,204

再保険契約資

産/再タカフル

証書資産 5,607,765 - - 91,067 - - - - 5,698,832

その他の資産 4,941,850 139,597 4,843 1,049,797 46,626 23,294 41,780 6,418,169 12,665,956

投資不動産 - - - - - - - 1,019,958 1,019,958

中央銀行への法

定預け金 - - - - - - - 15,739,735 15,739,735

関連会社及び

ジョイント・

ベンチャーに

対する持分 - - - - - - - 2,105,534 2,105,534

有形固定資産 - - - - - - - 2,309,246 2,309,246

使用権資産 - - - - - - - 1,636,137 1,636,137

無形資産 - - - - - - - 7,361,911 7,361,911

繰延税金資産 - - - - - - - 1,308,986 1,308,986

資産合計 134,692,644 58,251,813 39,903,634 42,017,776 107,041,852 109,424,447 482,049,621 54,292,832 1,027,674,619
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

2.　資産及び負債合計の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存期間に基づく、当行グループ及び

当行の資産及び負債（非金融商品を含む）の満期までの期間別内訳である。（続き）

 

これらの開示は、BNMが公表した財務報告に関する方針文書の要求事項に従い作成されている。（続き）

 

当行グループ １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超

満期の定めの

ないもの 合計

2023年（続

き）

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

負債          

顧客の資金:          

- 顧客預金 369,381,579 119,616,367 87,172,198 84,217,306 9,788,006 183,880 - - 670,359,336

- 顧客の投

資口座^ 23,578,425 657,370 1,072,077 1,133,453 30,557 3,514 - - 26,475,396

金融機関預り

金 11,073,305 23,575,590 2,624,318 2,117,029 4,887,606 199,903 199,141 - 44,676,892

買戻条件付売

渡金融資産に

関する債務 29,466,233 7,323,681 1,282,794 - - - - - 38,072,708

デリバティブ

負債 1,264,376 1,542,105 1,185,246 1,160,103 3,289,378 1,497,550 15,144,197 - 25,082,955

純損益を通じ

て公正価値で

測定する金融

負債 5,597 - 40,108 18,310 158,650 101,791 8,442,107 - 8,766,563

支払手形及び

銀行引受手形 1,025,380 49,655 58,135 - - - - - 1,133,170

保険契約負債/

タカフル証書

負債 18,158,166 - - 202,283 - - - 26,137,102 44,497,551

再保険契約負

債/再タカフ

ル証書負債 - - - 29,390 - - - 53,611 83,001

その他の負債 11,602,683 386,565 704,822 809,256 6,913,965 701,570 2,132,510 2,689,557 25,940,928

税金及びザ

カート引当金 1,982 528 6,466 32,665 - - - 197,748 239,389

繰延税金負債 - - - - - - - 685,646 685,646

借入金 3,568,383 2,194,661 2,310,998 8,783,982 5,853,544 4,735,056 3,590,946 - 31,037,570

劣後債務 2,131,248 - - - 7,312,051 700,000 2,250 - 10,145,549

資本性証券 29,802 - - 1,240,000 1,560,000 - - - 2,829,802

負債合計 471,287,159 155,346,522 96,457,162 99,743,777 39,793,757 8,123,264 29,511,151 29,763,664 930,026,456

正味流動性

ギャップ (336,594,515) (97,094,709) (56,553,528) (57,726,001) 67,248,095 101,301,183 452,538,470 24,529,168 97,648,163

 

^　顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

2.　資産及び負債合計の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存期間に基づく、当行グループ及び

当行の資産及び負債（非金融商品を含む）の満期までの期間別内訳である。（続き）

 

これらの開示は、BNMが公表した財務報告に関する方針文書の要求事項に従い作成されている。（続き）

 

当行 １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超

満期の定めの

ないもの 合計

2024年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

資産

現金及び短期資金 27,212,276 - - - - - - - 27,212,276

金融機関預け金 - 29,322,800 8,416,973 235,846 - - 333,997 - 38,309,616

売戻条件付買入金

融資産 414,962 17,193,365 - - - - - - 17,608,327

純損益を通じて公

正価値で測定す

る金融投資 4,108,171 1,299,612 2,638,897 730,825 903,748 1,195,368 1,448,180 3,079,722 15,404,523

その他の包括利益

を通じて公正価

値で測定する金

融投資 3,053,031 3,863,524 2,117,384 1,782,782 5,679,392 6,410,652 45,662,968 357,470 68,927,203

償却原価で測定す

る金融投資 8,767 4,258,197 5,951,719 2,560,869 18,963,167 5,850,879 27,086,925 784 64,681,307

金融機関向貸出金

及びその他の債

権 7,914,912 1,680,228 441,291 2,149,396 10,401,412 15,368,011 10,365,965 - 48,321,215

顧客向貸出金及び

その他の債権 26,464,905 10,912,718 7,422,237 18,526,159 54,455,579 38,535,212 77,157,204 - 233,474,014

デリバティブ資産 738,759 1,484,796 1,442,382 1,757,477 3,520,320 2,149,313 12,238,731 - 23,331,778

その他の資産 8,545,811 372,609 24,916 210,043 3,383 291 - 266,877 9,423,930

中央銀行への法定

預け金 - - - - - - - 4,648,095 4,648,095

子会社に対する投

資 - - - - - - - 35,575,751 35,575,751

関連会社及びジョ

イント・ベン

チャーに対する

持分 - - - - - - - 438,859 438,859

有形固定資産 - - - - - - - 861,851 861,851

使用権資産 - - - - - - - 460,130 460,130

無形資産 - - - - - - - 664,603 664,603

繰延税金資産 - - - - - - - 296,655 296,655

資産合計 78,461,594 70,387,849 28,455,799 27,953,397 93,927,001 69,509,726 174,293,970 46,650,797 589,640,133

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 668/1379



 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

2.　資産及び負債合計の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存期間に基づく、当行グループ及び

当行の資産及び負債（非金融商品を含む）の満期までの期間別内訳である。（続き）

 

これらの開示は、BNMが公表した財務報告に関する方針文書の要求事項に従い作成されている。（続き）

 

当行 １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超

満期の定めの

ないもの 合計

2024年（続き）

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

負債

顧客預金 186,025,239 57,467,524 34,157,978 31,734,853 706,989 11,255 505,148 - 310,608,986

金融機関預り金 24,720,071 14,125,444 13,233,812 19,458,656 5,461,241 - - - 76,999,224

買戻条件付売渡

金融資産に関

する債務 18,006,419 28,910,339 38,054 - - - - - 46,954,812

デリバティブ負

債 1,644,444 1,969,352 823,614 1,431,758 3,033,047 1,725,524 16,356,741 - 26,984,480

純損益を通じて

公正価値で測

定する金融負

債 - - 24,960 34,844 176,134 95,731 7,097,373 - 7,429,042

支払手形及び銀

行引受手形 466,170 - - - - - - - 466,170

その他の負債 11,317,889 305,619 27,992 125,102 10,581 21,916 47,124 1,836,755 13,692,978

借入金 492,506 1,160,965 1,120,098 1,658,712 4,943,931 5,157,410 1,012,805 - 15,546,427

劣後債務 143,439 - - 2,300,000 5,400,000 3,000,000 - - 10,843,439

資本性証券 16,770 - - - 1,560,000 - - - 1,576,770

負債合計 242,832,947 103,939,243 49,426,508 56,743,925 21,291,923 10,011,836 25,019,191 1,836,755 511,102,328

正味流動性

ギャップ (164,371,353) (33,551,394) (20,970,709) (28,790,528) 72,635,078 59,497,890 149,274,779 44,814,042 78,537,805
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

2.　資産及び負債合計の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存期間に基づく、当行グループ及び

当行の資産及び負債（非金融商品を含む）の満期までの期間別内訳である。（続き）

 

これらの開示は、BNMが公表した財務報告に関する方針文書の要求事項に従い作成されている。（続き）

 

当行 １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超

満期の定めの

ないもの 合計

2023年 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

資産

現金及び短期資金 20,060,300 - - - - - - - 20,060,300

金融機関預け金 - 24,587,237 2,685,043 117,792 249,039 - - - 27,639,111

売戻条件付買入金

融資産 15,158,838 521,878 - - - - - - 15,680,716

純損益を通じて公

正価値で測定す

る金融投資 3,773,566 2,485,369 3,819,372 3,737,568 2,376,778 1,968,510 2,250,514 1,345,693 21,757,370

その他の包括利益

を通じて公正価

値で測定する金

融投資 2,651,034 3,725,794 3,632,467 2,223,894 6,170,753 5,738,822 48,812,790 343,490 73,299,044

償却原価で測定す

る金融投資 497,428 3,382,891 3,952,289 4,717,257 13,177,578 12,271,790 27,739,132 227 65,738,592

金融機関向貸出金

及びその他の債

権 11,986,956 11,129,416 2,724 5,892,156 875,510 7,508,525 5,908,344 - 43,303,631

顧客向貸出金及び

その他の債権 30,573,846 20,729,270 8,180,228 14,440,444 46,495,768 36,242,878 78,360,422 - 235,022,856

デリバティブ資産 652,726 1,164,491 493,445 1,046,350 2,751,821 2,038,789 13,329,139 - 21,476,761

その他の資産 826,192 67,717 379 - 2,790 567 33 5,360,427 6,258,105

中央銀行への法定

預け金 - - - - - - - 4,691,146 4,691,146

子会社に対する投

資 - - - - - - - 34,486,241 34,486,241

関連会社及びジョ

イント・ベン

チャーに対する

持分 - - - - - - - 438,859 438,859

有形固定資産 - - - - - - - 868,825 868,825

使用権資産 - - - - - - - 519,635 519,635

無形資産 - - - - - - - 543,296 543,296

繰延税金資産 - - - - - - - 83,505 83,505

資産合計 86,180,886 67,794,063 22,765,947 32,175,461 72,100,037 65,769,881 176,400,374 48,681,344 571,867,993

 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

2.　資産及び負債合計の契約上の満期（続き）
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以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存期間に基づく、当行グループ及び

当行の資産及び負債（非金融商品を含む）の満期までの期間別内訳である。（続き）

 

これらの開示は、BNMが公表した財務報告に関する方針文書の要求事項に従い作成されている。（続き）

 

当行 １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超

満期の定めの

ないもの 合計

2023年（続き） 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

負債

顧客預金 162,968,937 61,893,884 31,513,989 37,037,252 6,091,918 170,159 - - 299,676,139

金融機関預り金 26,477,308 23,054,545 2,539,114 1,611,704 4,539,112 - - - 58,221,783

買戻条件付売渡

金融資産に関

する債務 48,649,626 7,220,423 1,282,794 - - - - - 57,152,843

デリバティブ負

債 1,160,410 1,493,510 1,057,738 905,116 3,118,314 1,654,119 15,164,966 - 24,554,173

純損益を通じて

公正価値で測

定する金融負

債 5,597 - 40,108 18,310 158,650 101,791 8,442,107 - 8,766,563

支払手形及び銀

行引受手形 442,399 - 448 - - - - - 442,847

その他の負債 6,554,040 188,352 219,074 80,222 103,175 143,594 350,058 1,539,551 9,178,066

借入金 1,716,587 1,189,811 1,593,206 5,802,547 6,525,491 4,592,265 1,365,162 - 22,785,069

劣後債務 2,131,248 - - - 7,000,000 700,000 - - 9,831,248

資本性証券 29,802 - - 1,240,000 1,560,000 - - - 2,829,802

負債合計 250,135,954 95,040,525 38,246,471 46,695,151 29,096,660 7,361,928 25,322,293 1,539,551 493,438,533

正味流動性

ギャップ (163,955,068) (27,246,462) (15,480,524) (14,519,690) 43,003,377 58,407,953 151,078,081 47,141,793 78,429,460
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

3.　割引前の金融負債の契約上の満期

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存満期別の、非デリバティブ金融負

債に係る当行グループ及び当行の未払キャッシュ・フローの内訳である。本表に開示されている金額は、

元本と金利/利益分析の双方に関連し、割引前基準で、契約上のすべてのキャッシュ・フローを含むため、

財政状態計算書に計上されている帳簿価額とは一致しない。当行グループ及び当行は、割引予測キャッ

シュ・フローに基づき固有の流動性リスクを管理している。

 

当行グループ １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超 合計

2024年 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

非デリバティブ負債

顧客預金 405,603,386 133,171,082 106,769,702 69,108,848 3,911,137 140,294 684,366 719,388,815

顧客の投資口座 26,176,699 571,960 982,553 1,296,920 11,531 1,665 - 29,041,328

金融機関預り金 6,682,115 14,759,890 8,540,964 12,667,923 5,764,688 326,251 398,256 49,140,087

買戻条件付売渡金融資産

に関する債務 22,112,172 10,706,773 38,054 - - - - 32,856,999

純損益を通じて公正価値

で測定する金融負債 - 32,717 165,800 119,358 3,546,119 931,284 12,194,891 16,990,169

支払手形及び銀行引受手

形 1,747,449 404 23 29,933 24 - 6,571 1,784,404

保険契約負債/タカフル

証書負債 45,921,995 - - 180,341 - - - 46,102,336

再保険契約負債/再タカ

フル証書負債 14,852 - - 12,211 - - - 27,063

その他の負債 12,946,014 3,172,462 1,056,238 3,253,956 5,750,491 1,187,595 1,539,042 28,905,798

借入金 4,614,878 2,942,479 2,418,308 2,018,614 10,122,497 5,256,959 1,331,596 28,705,331

劣後債務 143,440 248,460 18,769 2,402,476 5,639,700 3,121,791 328,363 11,902,999

資本性証券 587,212 1,434 - 18,771 1,816,395 - - 2,423,812

526,550,212 165,607,661 119,990,411 91,109,351 36,562,582 10,965,839 16,483,085 967,269,141

コミットメント及び偶発

事象         

債務履行引受契約 990,956 2,193,413 1,778,263 4,773,058 1,263,253 266,402 211,494 11,476,839

特定の取引に係る偶発項

目 1,480,916 1,024,806 2,313,080 3,666,881 5,511,978 2,103,997 1,021,904 17,123,562

短期の自己清算型貿易関

連偶発事象 1,872,722 3,791,586 705,969 95,778 56,828 - - 6,522,883

取消不能の信用供与契約 100,337,544 8,212,711 9,571,305 59,343,045 34,573,462 30,212,581 6,224,890 248,475,538

その他 8,956,781 1,955,877 1,595,947 1,377,565 202,206 65,675 - 14,154,051

113,638,919 17,178,393 15,964,564 69,256,327 41,607,727 32,648,655 7,458,288 297,752,873

 

53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

3.　割引前の金融負債の契約上の満期（続き）
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以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存満期別の、非デリバティブ金融負

債に係る当行グループ及び当行の未払キャッシュ・フローの内訳である。本表に開示されている金額は、

元本と金利/利益分析の双方に関連し、割引前基準で、契約上のすべてのキャッシュ・フローを含むため、

財政状態計算書に計上されている帳簿価額とは一致しない。当行グループ及び当行は、割引予測キャッ

シュ・フローに基づき固有の流動性リスクを管理している。（続き）

 

当行グループ １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超 合計

2023年 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

非デリバティブ負債

顧客預金 401,497,286 115,084,699 84,643,336 75,306,904 4,407,825 6,036,453 366,863 687,343,366

顧客の投資口座 23,590,473 664,793 1,087,922 1,154,552 31,370 3,902 - 26,533,012

金融機関預り金 12,223,433 24,887,909 2,805,502 5,720,220 990,426 254,222 536,031 47,417,743

買戻条件付売渡金融資産

に関する債務 29,577,461 7,246,644 1,284,827 - - - - 38,108,932

純損益を通じて公正価値

で測定する金融負債 5,500 - 40,000 18,200 157,020 101,950 12,449,957 12,772,627

支払手形及び銀行引受手

形 1,131,129 - 448 1,720 - - 79 1,133,376

保険契約負債/タカフル

証書負債 44,294,980 - - 202,283 - - - 44,497,263

再保険契約負債/再タカ

フル証書負債 53,611 - - 29,390 - - - 83,001

その他の負債 8,604,359 1,321,973 2,169,612 7,130,136 5,335,551 1,663,613 1,343,563 27,568,807

借入金 3,863,179 3,782,063 2,725,750 9,449,450 5,863,196 5,195,385 1,648,318 32,527,341

劣後債務 2,046,934 1,295 1,267 62,189 7,953,438 786,859 435,820 11,287,802

資本性証券 - - - 1,290,869 1,753,635 - - 3,044,504

526,888,345 152,989,376 94,758,664 100,365,913 26,492,461 14,042,384 16,780,631 932,317,774

コミットメント及び偶発

事象         

債務履行引受契約 3,097,932 3,173,257 1,452,232 3,487,157 868,447 159,317 352,262 12,590,604

特定の取引に係る偶発項

目 1,657,725 930,277 2,353,503 4,287,706 5,452,418 1,599,177 775,079 17,055,885

短期の自己清算型貿易関

連偶発事象 1,274,350 2,960,030 259,908 32,829 - - - 4,527,117

取消不能の信用供与契約 110,175,025 5,717,776 713,115 42,975,045 30,672,222 21,508,579 11,588,176 223,349,938

その他 8,822,717 2,637,167 761,696 1,595,370 199,518 52,242 118,056 14,186,766

125,027,749 15,418,507 5,540,454 52,378,107 37,192,605 23,319,315 12,833,573 271,710,310

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 673/1379



53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

3.　割引前の金融負債の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存満期別の、非デリバティブ金融負

債に係る当行グループ及び当行の未払キャッシュ・フローの内訳である。本表に開示されている金額は、

元本と金利/利益分析の双方に関連し、割引前基準で、契約上のすべてのキャッシュ・フローを含むため、

財政状態計算書に計上されている帳簿価額とは一致しない。当行グループ及び当行は、割引予測キャッ

シュ・フローに基づき固有の流動性リスクを管理している。（続き）

 

当行 １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超 合計

2024年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

非デリバティブ負債

顧客預金 187,101,359 57,709,247 34,382,624 32,138,599 810,638 58,498 658,965 312,859,930

金融機関預り金 24,130,358 14,384,684 13,575,791 20,262,012 5,523,017 82,027 290,249 78,248,138

買戻条件付売渡金融資産

に関する債務 18,016,158 28,925,908 38,054 - - - - 46,980,120

純損益を通じて公正価値

で測定する金融負債 - - 24,900 34,600 175,910 96,770 12,124,397 12,456,577

支払手形及び銀行引受手

形 466,170 - - - - - - 466,170

その他の負債 2,118,088 3,060,342 758,035 1,334,731 5,204,196 763,927 470,470 13,709,789

借入金 71,797 1,160,966 1,122,647 1,672,545 5,029,466 5,157,410 1,012,805 15,227,636

劣後債務 143,439 218,304 18,769 2,371,820 5,518,077 3,000,000 - 11,270,409

資本性証券 16,770 - - - 1,560,000 - - 1,576,770

232,064,139 105,459,451 49,920,820 57,814,307 23,821,304 9,158,632 14,556,886 492,795,539

コミットメント及び偶発

事象         

債務履行引受契約 625,567 2,059,488 1,063,101 2,933,817 704,513 54,038 8,725 7,449,249

特定の取引に係る偶発項

目 1,091,255 685,025 1,760,217 2,464,508 3,314,641 1,653,103 724,949 11,693,698

短期の自己清算型貿易関

連偶発事象 967,844 3,212,335 685,785 88,731 - - - 4,954,695

取消不能の信用供与契約 77,883,044 7,301,034 8,546,257 12,928,322 16,422,250 26,815,832 848,936 150,745,675

その他 5,625,131 1,947,249 1,591,978 1,545,121 8,938 - - 10,718,417

86,192,841 15,205,131 13,647,338 19,960,499 20,450,342 28,522,973 1,582,610 185,561,734

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

3.　割引前の金融負債の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存満期別の、非デリバティブ金融負

債に係る当行グループ及び当行の未払キャッシュ・フローの内訳である。本表に開示されている金額は、

元本と金利/利益分析の双方に関連し、割引前基準で、契約上のすべてのキャッシュ・フローを含むため、

財政状態計算書に計上されている帳簿価額とは一致しない。当行グループ及び当行は、割引予測キャッ

シュ・フローに基づき固有の流動性リスクを管理している。（続き）

 

当行 １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超 合計

2023年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

非デリバティブ負債

顧客預金 182,987,283 56,473,540 28,430,932 32,331,306 1,231,070 62,656 240,069 301,756,856

金融機関預り金 26,977,198 24,265,811 2,618,972 5,210,019 1,064,144 53,500 336,890 60,526,534

買戻条件付売渡金融資産

に関する債務 48,657,596 7,246,644 1,284,827 - - - - 57,189,067

純損益を通じて公正価値

で測定する金融負債 5,500 - 40,000 18,200 157,020 101,950 12,449,957 12,772,627

支払手形及び銀行引受手

形 442,399 - 448 - - - - 442,847

その他の負債 425,609 1,099,579 1,584,694 878,702 2,960,643 1,253,239 1,619,813 9,822,279

借入金 1,411,237 1,393,954 1,742,516 6,132,663 6,761,634 4,903,680 1,648,318 23,994,002

劣後債務 2,046,934 - - - 7,641,385 786,859 - 10,475,178

資本性証券 - - - 1,290,869 1,753,635 - - 3,044,504

262,953,756 90,479,528 35,702,389 45,861,759 21,569,531 7,161,884 16,295,047 480,023,894

コミットメント及び偶発

事象         

債務履行引受契約 2,175,261 3,025,304 647,010 2,040,631 581,743 48,314 487 8,518,750

特定の取引に係る偶発項

目 1,156,856 677,660 1,718,525 3,381,680 3,657,429 998,747 515,407 12,106,304

短期の自己清算型貿易関

連偶発事象 867,311 2,411,746 236,826 26,954 - - - 3,542,837

取消不能の信用供与契約 86,516,264 5,717,776 713,115 1,600,562 14,705,338 11,933,302 11,588,176 132,774,533

その他 5,930,538 2,628,607 758,452 1,501,927 - - 118,056 10,937,580

96,646,230 14,461,093 4,073,928 8,551,754 18,944,510 12,980,363 12,222,126 167,880,004

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

3.　割引前の金融負債の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存満期別の、純額ベースで決済され

る当行グループ及び当行のデリバティブ金融負債の内訳である。本表に開示される金額は、割引前の契約

上のキャッシュ・フローである。

 

当行グループ １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超 合計

2024年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

純額決済するデリバ

ティブ

　         

デリバティブ金融負債

トレーディング目的デ

リバティブ

- 外国為替関連契約 698,250 (353,616) 85,119 2,326,730 (2,922,946) (30,321) (388) (197,172)

- 金利関連契約 (146,170) (371,073) (327,031) (827,392) (2,188,179) (2,115,073) (12,780,052) (18,754,970)

- エクイティ関連契約 23,669 - - - 832 - - 24,501

　         

ヘッジ目的デリバティ

ブ         

- 金利関連契約 - (15,392) - - - - - (15,392)

575,749 (740,081) (241,912) 1,499,338 (5,110,293) (2,145,394) (12,780,440) (18,943,033)

総額決済するデリバ

ティブ         

　         

デリバティブ金融負債         

トレーディング目的デ

リバティブ         

デリバティブ：         

- アウトフロー (43,289,060) (43,965,671) (23,972,922) (16,999,274) (15,006,597) (6,108,837) (3,346,527) (152,688,888)

- インフロー 41,898,157 43,025,240 23,408,216 14,127,668 14,512,383 5,684,593 3,255,054 145,911,311

　         

ヘッジ目的デリバティ

ブ         

デリバティブ：         

- アウトフロー (146,441) (2,588,814) (880,877) (353,361) (1,015,655) (1,160,090) (507,999) (6,653,237)

- インフロー 128,280 2,196,676 802,509 293,032 751,927 920,229 339,510 5,432,163

(1,409,064) (1,332,569) (643,074) (2,931,935) (757,942) (664,105) (259,962) (7,998,651)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

3.　割引前の金融負債の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存満期別の、純額ベースで決済され

る当行グループ及び当行のデリバティブ金融負債の内訳である。本表に開示される金額は、割引前の契約

上のキャッシュ・フローである。（続き）

 

当行グループ １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超 合計

2023年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

純額決済するデリバ

ティブ

　         

デリバティブ金融負

債

トレーディング目的

デリバティブ

- 外国為替関連契約 (58,810) 31,243 (77,923) (117,979) (195,872) - - (419,341)

- 金利関連契約 (140,637) (510,796) (612,182) (795,950) (2,251,168) (1,611,867) (10,233,669) (16,156,269)

- エクイティ関連契

約 5,349 - - - - - 5,144 10,493

- 信用関連契約 912 (399) (104) (28,919) 2,049 77 64 (26,320)

　         

ヘッジ目的デリバ

ティブ         

- 金利関連契約 - (6,696) - - - - - (6,696)

(193,186) (486,648) (690,209) (942,848) (2,444,991) (1,611,790) (10,228,461) (16,598,133)

総額決済するデリバ

ティブ         

　         

デリバティブ金融負

債         

トレーディング目的

デリバティブ         

デリバティブ：         

- アウトフロー (169,943,556) (103,534,396) (67,265,264) (49,442,506) (13,075,425) (3,899,302) (2,029,390) (409,189,839)

- インフロー 174,549,107 104,629,007 66,581,110 48,994,366 12,339,432 3,554,213 1,991,423 412,638,658

　         

ヘッジ目的デリバ

ティブ         

デリバティブ：         

- アウトフロー (26,660) (87,618) (1,403,635) (990,117) (3,611,050) (720,305) (907,044) (7,746,429)

- インフロー 7,610 19,361 1,292,383 836,315 3,130,811 628,878 738,787 6,654,145

4,586,501 1,026,354 (795,406) (601,942) (1,216,232) (436,516) (206,224) 2,356,535

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

3.　割引前の金融負債の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存満期別の、純額ベースで決済され

る当行グループ及び当行のデリバティブ金融負債の内訳である。本表に開示される金額は、割引前の契約

上のキャッシュ・フローである。（続き）

 

当行 １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超 合計

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

純額決済するデリバ

ティブ

　         

デリバティブ金融負債

トレーディング目的デ

リバティブ

- 外国為替関連契約 698,250 (353,616) 85,119 (55,457) (2,922,946) (30,321) (388) (2,579,359)

- 金利関連契約 (146,170) (371,073) (327,031) (827,392) (2,222,109) (2,115,073) (12,780,052) (18,788,900)

- エクイティ関連契約 - - - - 679 - - 679

　         

ヘッジ目的デリバティ

ブ         

- 金利関連契約 - (15,392) - - - - - (15,392)

552,080 (740,081) (241,912) (882,849) (5,144,376) (2,145,394) (12,780,440) (21,382,972)

総額決済するデリバ

ティブ         

　         

デリバティブ金融負債         

トレーディング目的デ

リバティブ         

デリバティブ：         

- アウトフロー (39,951,985) (44,829,586) (23,467,468) (14,486,992) (5,913,733) (2,454,574) (1,733,279) (132,837,617)

- インフロー 38,640,395 43,807,626 22,989,445 14,214,829 5,413,054 2,027,849 1,643,280 128,736,478

　         

ヘッジ目的デリバティ

ブ         

デリバティブ：         

- アウトフロー (146,441) (2,588,814) (880,877) (353,361) (1,015,655) (1,160,090) (508,000) (6,653,238)

- インフロー 128,280 2,196,676 802,509 293,032 751,927 920,229 339,510 5,432,163

(1,329,751) (1,414,098) (556,391) (332,492) (764,407) (666,586) (258,489) (5,322,214)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(g) 流動性リスク管理（続き）

 

3.　割引前の金融負債の契約上の満期（続き）

 

以下の表は、2024年12月31日及び2023年12月31日現在の契約上の残存満期別の、純額ベースで決済され

る当行グループ及び当行のデリバティブ金融負債の内訳である。本表に開示される金額は、割引前の契約

上のキャッシュ・フローである。（続き）

 

当行 １カ月以内

１カ月超

３カ月以内

３カ月超

６カ月以内

６カ月超

１年以内

１年超

３年以内

３年超

５年以内 ５年超 合計

2023年

　 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

純額決済するデリバ

ティブ

　         

デリバティブ金融負

債

トレーディング目的

デリバティブ

- 外国為替関連契約 (58,810) 31,243 (77,923) (124,831) (195,872) - - (426,193)

- 金利関連契約 (140,654) (510,755) (612,115) (796,087) (2,322,319) (1,611,987) (10,232,339) (16,226,256)

- エクイティ関連契

約 729 - - - - - 5,144 5,873

- 信用関連契約 912 (399) (104) (28,919) 2,049 77 64 (26,320)

　         

ヘッジ目的デリバ

ティブ         

- 金利関連契約 - (6,696) - - - - - (6,696)

(197,823) (486,607) (690,142) (949,837) (2,516,142) (1,611,910) (10,227,131) (16,679,592)

総額決済するデリバ

ティブ         

　         

デリバティブ金融負

債         

トレーディング目的

デリバティブ         

デリバティブ：         

- アウトフロー (165,451,681) (104,371,872) (67,318,639) (48,004,941) (10,230,766) (3,465,689) (2,107,684) (400,951,272)

- インフロー 170,101,523 105,549,857 66,689,137 47,823,798 9,378,402 3,125,194 2,063,975 404,731,886

　         

ヘッジ目的デリバ

ティブ         

デリバティブ：         

- アウトフロー (26,660) (87,618) (1,403,635) (990,117) (3,611,050) (720,305) (907,044) (7,746,429)

- インフロー 7,610 19,361 1,292,383 836,315 3,130,811 628,878 738,787 6,654,145

4,630,792 1,109,728 (740,754) (334,945) (1,332,603) (431,922) (211,966) 2,688,330

 

次へ
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(h) 非金融リスク管理

 

非金融リスクは、不適切又は機能不全の内部プロセス、人員及びシステム又は外部事象を原因として発生する

損失のリスクとして定義されている。当該定義には法務リスクが含まれるが、戦略リスク及び風評リスクは除外

されている。メイバンクでは、オペレーショナル・リスク管理が進化し、事業継承リスクやアウトソーシング・

リスクといった、より広範な非金融リスクを含むようになっている。

 

当行グループの非金融リスク(「NFR」)管理は、十分に確立されたリスク戦略に基づいており、それには非金融

リスクに対する当行グループの許容レベルを反映した明確化されたリスク選好が含まれている。３つのディフェ

ンス・ラインに基づき、強固なリスクカルチャーを前提とする堅固なリスクガバナンス・モデルが、当行グルー

プにおいて非金融リスクの管理を進めるうえで不可欠である。リスクガバナンス・モデル及びリスクカルチャー

の詳細については、Corporate Bookの「Group Risk」のセクションを参照のこと。

 

非金融リスク管理の強化に向けて、リスク管理の手法及びツールが導入され、プロセスに組み込まれ、インシ

デント発見時点からその解決に至るまで事業を支援している。リスク管理の手法及びツールの連携により、非金

融リスク・エクスポージャーについての適時の特定、評価、測定、コントロール、監視、及び報告のための効果

的なプロセスが構築され、財務上の損失及び評判へのダメージを最小限にとどめるよう図られている。非金融リ

スクに係る統合型リスク管理システムは、手法及びツールの展開を可能にするための基盤となっている。

 

当行グループは現在、オペレーショナル・リスクに対する最低所要自己資本を算出するために、基礎的指標手

法 (「BIA」)を適用している。2025年１月より、マレーシアのすべての銀行は、BNMの自己資本充実度フレーム

ワーク(オペレーショナル・リスク)に基づき標準的手法(「SA」)を採用することが義務付けられた。

 

(i) 環境、社会、ガバナンスに関連するリスク管理

 

環境、社会、ガバナンスに関連するリスク(「ESGリスク」)とは、当行グループが環境、社会、コーポレート・

ガバナンスに関する問題に対処できず、事業運営の持続可能性や資産・負債の価値、その評判に悪影響を及ぼす

ことにより生じる潜在的な損失である。

 

サステナビリティの戦略的重要性を認識し、当行グループは、事業及び事業活動全般にわたるESGリスクの管理

に関するガイダンスを定めたメイバンク・グループESGリスク管理フレームワーク(以下、「ESGRMF」という。)を

導入している。ESGRMFは、当行グループ内のすべての事業体にだけでなく、資金融通、預金の受入れ、保険/タカ

フル、資産運用、投資、アドバイザリー業務を含む、当行グループが行うすべての活動にも適用される。
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53.　金融リスク管理方針（続き）

 

(i) 環境、社会、ガバナンスに関連するリスク管理（続き）

 

当行グループでは、以下の２つの観点からESGリスクに関する影響度評価を実施している。

 

(a) インサイド・アウト：当行グループの事業運営及びサービス提供から生じる環境・社会への影響

 

(b) アウトサイド・イン：ESGに関する事象や状況が、当行グループの事業運営、サービス提供、事業継続に与え

る影響

 

ESGに関連する事象や状況にはリスクがあるものの、当行グループは各種の取組みを通じてこれらのリスクを軽

減し適応し、事業の回復力を高め、より良いポジションを確保することにより、長期的にステークホルダーの

ニーズと期待に応えられるよう注力している。

 

商品、サービス、助言の面において、当行グループは事業の成長に向けた新領域を開拓しつつ、顧客の低炭素

経済への移行を支援することで、サステナブル・ファイナンスの実現に対する当行グループのコミットメントを

果たす一方、業務の省資源化や気候変動対応を進めることで、コスト削減と気候変動への直接的な影響の低減を

図り、気候変動によるリスクからビジネスを保護するよう努めている。

 

 

54.　公正価値測定

 

　本項目では、金融・非金融資産及び金融負債の公正価値測定に関する情報を提供しており、その内容は以下の通

りである。

 

(a) 評価原則

 

(b) 評価技法

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類

 

(d) 公正価値ヒエラルキーにおけるレベル１とレベル２の間の振替

 

(e) レベル３金融商品の増減

 

(f) 観察不能なインプットに関する仮定の変動に対する公正価値測定の感応度

 

(g) 公正価値で測定されない金融商品
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54.　公正価値測定（続き）

 

(a) 評価原則

 

公正価値とは、測定日において主要な又は最も有利な市場において、市場参加者間で秩序ある取引が行われ

た場合に、資産の売却によって受け取るであろう価格、又は負債の移転によって支払うであろう価格として定

義されている。当行グループ及び当行では、活発な市場における相場価格の参照、あるいは観察可能なイン

プット又は観察不能なインプットに基づく評価技法の利用により公正価値を決定している。

 

公正価値の決定に際し、一部又は全部のインプットパラメーターが観察可能でない場合、経営陣の判断によ

り適切なパラメーター、前提及びモデリング手法が選定及び適用される。当行グループでは公正価値で測定す

る金融商品の健全な評価を実施するための実務上の検討、原則及び分析アプローチに関するガイダンスを提供

する枠組み及び方針を策定した。

 

評価調整もまた評価プロセスの不可欠な部分である。評価調整では、通常、標準化の程度が低く頻繁には売

買されない複雑な特徴を持つ商品に対する評価の不確実性を反映する。評価調整において、当行グループ及び

当行はビットオファー・スプレッド、市場における観察不能な価格/インプット及び前提/パラメーターの不確

実性などの要因を検討する手法を使用している。

 

当行グループ及び当行は、評価が実態を確実に反映するものであるよう設計、検証手法及びプロセスの改善

を継続している。評価モデルは、意図された利用目的にふさわしいモデルであり続けられるように、当行グ

ループの内外双方において定期的に検証されている。

 

金融商品全体が分類されるヒエラルキーのレベルは、開示上、ポジションの公正価値測定に重要な最も低い

レベルのインプットに基づいている。

 

・ レベル１：同一の資産及び負債の活発な市場における相場価格（未調整）

 

　相場価格が、取引所から迅速かつ定期的に入手可能であり、独立第三者間で実際にかつ定期的に発生する

市場取引における相場価格を表す場合、活発な市場で価格を提示されたとみなされる金融商品を意味する。

当該金融商品には、活発に売買される政府証券、上場デリバティブ及び取引所で売買される現物商品が含ま

れる。
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54.　公正価値測定（続き）

 

(a) 評価原則（続き）

 

・ レベル２：重要なインプットがすべて観察可能な市場データである、又は観察可能な市場データに基づく評

価技法

 

　資産又は負債に対し、直接（すなわち、価格）又は間接（すなわち、価格から導かれる）的に観察可能な

レベル１に含まれる相場価格以外のインプットをいう。レベル２の金融商品の例には、店頭（｢OTC｣）デリ

バティブ、社債その他国債、非流動株式及び市場における同質又は類似の特性を持つ消費者ローン及び債権

が含まれる。

 

・ レベル３：重要なインプットが観察可能な市場データに基づかない評価技法

 

　公正価値が重要な観察不能なインプットを使用して測定される商品をいう。この評価技法は、レベル２と

矛盾しないが当行グループ及び当行の独自の前提及びデータを取り込んでいる。レベル３商品の例には、主

に内部与信評価に基づき価格付けされる非流動市場における社債、未公開株投資、貸出金及び債権が含まれ

る。

 

(b) 評価技法

 

　相場価格を参照して決定（レベル１）されない金融・非金融資産及び金融負債に使用される評価技法は以下

の通りである。

 

デリバティブ

 

　当行グループ及び当行のデリバティブ金融商品の公正価値は、割引キャッシュ・フロー分析、オプション・

プライシング及びベンチマーキング・モデルを使用して決定される。

 

当初認識時に純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定された金融資産、純損益を通じて公正価値で

測定する金融投資及びその他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資

 

　これらの金融資産及び金融投資の公正価値は、外部のデータプロバイダー及び外部のブローカーの提示価格

を参照して決定される。社会経済上の目的で保有される非上場の資本性証券（レベル３に分類）の公正価値

は、当該企業が有する有形資産純額に基づき決定される。

 

純損益を通じて公正価値で測定する貸出金及びその他の債権、並びにその他の包括利益を通じて公正価値で測

定する貸出金及びその他の債権

 

　これらの公正価値は、信用力が類似した新たな借手に対する類似の貸出に提示される、報告日現在適用可能

な実勢レートで割り引かれた、契約上の分割弁済額の将来予想キャッシュ・フローに基づき見積もられる。
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54.　公正価値測定（続き）

 

(b) 評価技法（続き）

 

　相場価格を参照して決定（レベル１）されない金融・非金融資産及び金融負債に使用される評価技法は以下

の通りである。（続き）

 

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債

 

　純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定された金融負債の公正価値は、割引キャッシュ・フロー

法を用いて決定される。

 

投資不動産

 

　投資不動産の公正価値は、比較法や収益還元法など様々なアプローチを使用して適格な独立鑑定人によって

決定される。比較法では、公正価値は、比較可能な売却された投資不動産の１平方フィート当たりの売価を参

考に、建物の立地、質及び内外装、建物の設計及び規模、権利関係、市場トレンド並びに時間的要因を考慮し

て見積もられる。収益還元法は、目下の維持費や支出を控除した後の賃貸収入総額など、投資不動産の純利益

の資本還元を考慮する。このプロセスは利回りや割引率などの関係を考慮する場合がある。

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。

 

評価技法

当行グループ

市場の相場価格

(レベル１)

観察可能な

インプット

(レベル２)

観察不能な

インプット

(レベル３) 合計

2024年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

公正価値で測定する非金融資産:

投資不動産 -  -  1,038,657  1,038,657
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54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

評価技法

当行グループ

市場の相場価格

(レベル１)

観察可能な

インプット

(レベル２)

観察不能な

インプット

(レベル３) 合計

2024年（続き）

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

公正価値で測定する金融資産:        

当初認識時に純損益を通じて

公正価値で測定するものとし

て指定された金融資産 28,240  12,905,094  -  12,933,334

マネーマーケット商品 -  996,018  -  996,018

上場証券 28,240  -  -  28,240

非上場証券 -  11,909,076  -  11,909,076

        

純損益を通じて公正価値で測

定する金融投資 14,634,985  17,634,130  1,005,425  33,274,540

マネーマーケット商品 -  11,506,001  -  11,506,001

上場証券 14,634,985  -  -  14,634,985

非上場証券 -  6,128,129  1,005,425  7,133,554

        

その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する金融投資 6,709,806  121,104,718  362,880  128,177,404

マネーマーケット商品 -  64,845,688  -  64,845,688

上場証券 6,709,806  -  -  6,709,806

非上場証券 -  56,259,030  362,880  56,621,910
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54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

 評価技法

当行グループ

市場の相場価格

(レベル１)  

観察可能な

インプット

(レベル２)  

観察不能な

インプット

(レベル３)  合計

2024年（続き）

　

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する貸出金及

びその他の債権 -  -  32,016,786  32,016,786

        

デリバティブ資産 -  22,613,612  803,968  23,417,580

外国為替関連契約 -  7,670,066  -  7,670,066

金利関連契約 -  17,783,970  -  17,783,970

エクイティ及びコモディ

ティ関連契約 -  409,731  803,968  1,213,699

信用関連契約 -  1,305  -  1,305

改訂MFRS第132号に基づく

ネッティング効果 -  (3,251,460)  -  (3,251,460)

        

 21,373,031  174,257,554  34,189,059  229,819,644
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マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 686/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

 評価技法

当行グループ

市場の相場価

格

(レベル１)  

観察可能な

インプット

(レベル２)  

観察不能な

インプット

(レベル３)  合計

2024年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

公正価値で測定する金融負債：        

純損益を通じて公正価値で測定

する金融負債 -  11,943,454  -  11,943,454

仕組預金 -  4,846,081  -  4,846,081

借入金 -  7,097,373  -  7,097,373

        

デリバティブ負債 -  26,690,509  803,968  27,494,477

外国為替関連契約 -  7,731,538  -  7,731,538

金利関連契約 -  21,602,131  -  21,602,131

エクイティ及びコモディティ

関連契約 -  608,044  803,968  1,412,012

信用関連契約 -  256  -  256

改訂MFRS第132号に基づく

ネッティング効果 -  (3,251,460)  -  (3,251,460)

        

 -  38,633,963  803,968  39,437,931

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 687/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

評価技法

当行グループ

市場の相場価格

(レベル１)

観察可能な

インプット

(レベル２)

観察不能な

インプット

(レベル３) 合計

2023年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

公正価値で測定する非金融資産:        

投資不動産 -  -  1,019,958  1,019,958

        

公正価値で測定する金融資産:        

当初認識時に純損益を通じて

公正価値で測定するものとし

て指定された金融資産 18,681  13,360,108  -  13,378,789

マネーマーケット商品 -  1,094,093  -  1,094,093

上場証券 18,681  -  -  18,681

非上場証券 -  12,266,015  -  12,266,015

        

純損益を通じて公正価値で測

定する金融投資 10,899,622  24,166,950  903,628  35,970,200

マネーマーケット商品 -  16,781,295  -  16,781,295

上場証券 10,899,622  -  -  10,899,622

非上場証券 -  7,385,655  903,628  8,289,283

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 688/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

 評価技法

当行グループ

市場の相場価格

(レベル１)  

観察可能な

インプット

(レベル２)  

観察不能な

インプット

(レベル３)  合計

2023年（続き）

　

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する金融投資 6,999,520  124,640,831  541,784  132,182,135

マネーマーケット商品 -  73,397,558  -  73,397,558

上場証券 6,999,520  -  -  6,999,520

非上場証券 -  51,243,273  541,784  51,785,057

        

その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する貸出金及

びその他の債権 -  -  34,974,217  34,974,217

        

デリバティブ資産 -  21,243,457  404,097  21,647,554

外国為替関連契約 -  6,284,702  -  6,284,702

金利関連契約 -  17,933,795  -  17,933,795

エクイティ及びコモディ

ティ関連契約 -  195,937  404,097  600,034

信用関連契約 -  1,698  -  1,698

改訂MFRS第132号に基づく

ネッティング効果 -  (3,172,675)  -  (3,172,675)

        

 17,917,823  183,411,346  36,823,726  238,152,895

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 689/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

 評価技法

当行グループ

市場の相場価

格

(レベル１)  

観察可能な

インプット

(レベル２)  

観察不能な

インプット

(レベル３)  合計

2023年（続き）

　

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシ

ア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

公正価値で測定する金融負債：        

純損益を通じて公正価値で測定

する金融負債 -  8,766,563  -  8,766,563

仕組預金 -  322,871  -  322,871

借入金 -  8,443,692  -  8,443,692

        

デリバティブ負債 -  24,678,858  404,097  25,082,955

外国為替関連契約 -  8,030,457  -  8,030,457

金利関連契約 -  19,413,159  -  19,413,159

エクイティ及びコモディティ

関連契約 -  407,142  404,097  811,239

信用関連契約 -  775  -  775

改訂MFRS第132号に基づく

ネッティング効果 -  (3,172,675)  -  (3,172,675)

        

 -  33,445,421  404,097  33,849,518

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 690/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

 評価技法

当行

市場の相場価格

(レベル１)  

観察可能な

インプット

(レベル２)  

観察不能な

インプット

(レベル３)  合計

 

2024年

　

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット
 

公正価値で測定する金融資産:         

純損益を通じて公正価値で測

定する金融投資 2,296,449  12,324,734  783,340  15,404,523

マネーマーケット商品 -  9,492,419  -  9,492,419

上場証券 2,296,449  -  -  2,296,449

非上場証券 -  2,832,315  783,340  3,615,655

        

その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する金融投資 447  68,569,734  357,022  68,927,203

マネーマーケット商品 -  31,786,657  -  31,786,657

上場証券 447  -  -  447

非上場証券 -  36,783,077  357,022  37,140,099

        

その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する貸出金及

びその他の債権 -  -  34,662,051  34,662,051

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 691/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

 評価技法

当行

市場の相場価格

(レベル１)

観察可能な

インプット

(レベル２)

観察不能な

インプット

(レベル３) 合計

2024年（続き）

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

デリバティブ資産 -  22,527,810  803,968  23,331,778

外国為替関連契約 -  7,611,469  -  7,611,469

金利関連契約 -  17,869,589  -  17,869,589

エクイティ及びコモディティ

関連契約 -  251,533  803,968  1,055,501

信用関連契約 -  1,305  -  1,305

改訂MFRS第132号に基づく

ネッティング効果 -  (3,206,086)  -  (3,206,086)

        

2,296,896  103,422,278  36,606,381  142,325,555

公正価値で測定する金融負債:        

純損益を通じて公正価値で測

定する金融負債 -  7,429,042  -  7,429,042

仕組預金 -  331,669  -  331,669

借入金 -  7,097,373  -  7,097,373

        

デリバティブ負債 -  26,180,512  803,968  26,984,480

外国為替関連契約 -  7,620,708  -  7,620,708

金利関連契約 -  21,640,537  -  21,640,537

エクイティ及びコモディティ

関連契約 -  125,097  803,968  929,065

信用関連契約 -  256  -  256

改訂MFRS第132号に基づく

ネッティング効果 -  (3,206,086)  -  (3,206,086)

        

 -  33,609,554  803,968  34,413,522

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 692/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

 評価技法

当行

市場の相場価格

(レベル１)  

観察可能な

インプット

(レベル２)  

観察不能な

インプット

(レベル３)  合計

 

2023年

　

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット
 

公正価値で測定する金融資産:         

純損益を通じて公正価値で測

定する金融投資 612,438  20,411,607  733,325  21,757,370

マネーマーケット商品 -  15,046,240  -  15,046,240

上場証券 612,438  -  -  612,438

非上場証券 -  5,365,367  733,325  6,098,692

        

その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する金融投資 340  72,764,141  534,563  73,299,044

マネーマーケット商品 -  40,536,947  -  40,536,947

上場証券 340  -  -  340

非上場証券 -  32,227,194  534,563  32,761,757

        

その他の包括利益を通じて公

正価値で測定する貸出金及び

その他の債権 -  -  35,311,779  35,311,779

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 693/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(c) 公正価値測定及び公正価値ヒエラルキーにおける分類（続き）

 

　当行グループ及び当行の、公正価値で測定される金融・非金融資産及び金融負債の公正価値ヒエラルキーに

おける分類は、以下の表に要約される。（続き）

 

 評価技法

当行

市場の相場価格

(レベル１)

観察可能な

インプット

(レベル２)

観察不能な

インプット

(レベル３) 合計

2023年（続き）

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

デリバティブ資産 -  21,072,664  404,097  21,476,761

外国為替関連契約 -  6,196,190  -  6,196,190

金利関連契約 -  17,959,004  -  17,959,004

エクイティ及びコモディティ

関連契約 -  9,626  404,097  413,723

信用関連契約 -  1,698  -  1,698

改訂MFRS第132号に基づく

ネッティング効果 -  (3,093,854)  -  (3,093,854)

        

612,778  114,248,412  36,983,764  151,844,954

公正価値で測定する金融負債:        

純損益を通じて公正価値で測

定する金融負債 -  8,766,563  -  8,766,563

仕組預金 -  322,871  -  322,871

借入金 -  8,443,692  -  8,443,692

        

デリバティブ負債 -  24,150,076  404,097  24,554,173

外国為替関連契約 -  7,822,656  -  7,822,656

金利関連契約 -  19,419,684  -  19,419,684

エクイティ及びコモディティ

関連契約 -  815  404,097  404,912

信用関連契約 -  775  -  775

改訂MFRS第132号に基づく

ネッティング効果 -  (3,093,854)  -  (3,093,854)

        

 -  32,916,639  404,097  33,320,736

 

次へ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 694/1379



54.　公正価値測定（続き）

 

(d) 公正価値ヒエラルキーにおけるレベル１及びレベル２間の振替

 

金融商品を公正価値ヒエラルキーにおけるレベル間で振り替える時期を決定する会計方針は注記2.3（xxⅱ）

に開示されている。2024年12月31日に終了した会計年度において、当行グループ及び当行におけるレベル１及

びレベル２間の振替は行われなかった。

 

(e) レベル３金融商品の増減

 

以下の表は、経常的に公正価値で測定するレベル３金融資産及び金融負債に関する追加情報を表している。

 

当行グループ

2024年

１月１日現在

損益計算

書に計上

したその

他の利得/

(損失)
*

 損益計算

書に計上

した未実

現利得/

(損失)
#

その他の包

括利益に計

上した未実

現(損失)/

利得

購入/発行/取

得 売却 決済

為替換算差

額

2024年

12月31日現在

2024年12月31

日現在

　 千マレーシア

・リンギット

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット

純損益を通じ

て公正価値

で測定する

金融投資                  

非上場証券 903,628  -  101,821  -  -  -  -  (24) 1,005,425

                  

その他の包括

利益を通じ

て公正価値

で測定する

金融投資                  

非上場証券 541,784  2,993  -  (180,508) -  -  (1,250) (139) 362,880

                  

その他の包括

利益を通じ

て公正価値

で測定する

貸出金及び

その他の債

権 34,974,217  -  -  266,308  10,090,991  -  (11,781,683) (1,533,047) 32,016,786

                  

デリバティブ

資産                  

エクイティ

及びコモ

ディティ

関連契約 404,097  125,398  (4,450) -  217,530  61,393  -  -  803,968

                  

レベル３金融

資産合計 36,823,726  128,391  97,371  85,800  10,308,521  61,393  (11,782,933) (1,533,210) 34,189,059

 

*
「その他の営業収益」、「金融投資に対する減損損失引当金戻入/(繰入)、純額」及び「イスラム金融業務からの収益」に含まれる。

#
「その他の営業収益」及び「イスラム金融業務からの収益」に含まれる。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 695/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(e) レベル３金融商品の増減（続き）

 

以下の表は、経常的に公正価値で測定するレベル３金融資産及び金融負債に関する追加情報を表している。

（続き）

 

当行グループ

2024年

１月１日現在

損益計算書

に計上した

その他の利

得/(損失)
*

 
損益計算

書に計上

した未実

現利得/

(損失)
#

その他の

包括利益

に計上し

た未実現

(損失)/

利得

購入/発行/取

得 売却 決済

為替換算差

額

2024年

12月31日現在

2024年12月31

日現在（続

き）

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット

デリバティブ

負債                  

エクイティ

及びコモ

ディティ

関連契約

(404,097) (136,275) 4,450  -  (217,530) (50,516) -  -  (803,968)

                  

レベル３金融

負債合計

(404,097) (136,275) 4,450  -  (217,530) (50,516) -  -  (803,968)

                  

レベル３金融

資産/(負債)

純額合計

36,419,629  (7,884) 101,821  85,800  10,090,991  10,877  (11,782,933) (1,533,210) 33,385,091

 

*
「その他の営業収益」、「金融投資に対する減損損失引当金戻入/(繰入)、純額」及び「イスラム金融業務からの収益」に含まれる。

#
「その他の営業収益」及び「イスラム金融業務からの収益」に含まれる。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 696/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(e) レベル３金融商品の増減（続き）

 

以下の表は、経常的に公正価値で測定するレベル３金融資産及び金融負債に関する追加情報を表している。

（続き）

 

当行グループ

2023年

１月１日現在

損益計算

書に計上

したその

他の(損

失)/利得
*

 損益計算

書に計上

した未実

現利得/

(損失)
#

その他の

包括利益

に計上し

た未実現

利得

購入/発行/取

得 売却 決済

為替換算差

額

2023年

12月31日現在

2023年12月31

日現在

　 千マレーシア

・リンギット

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット

純損益を通じ

て公正価値

で測定する

金融投資                  

非上場証券 882,222  -  21,388  -  -  -  -  18  903,628

                  

その他の包括

利益を通じ

て公正価値

で測定する

金融投資                  

非上場証券 406,133  (1,744) -  137,299  -  -  -  96  541,784

                  

純損益を通じ

て公正価値

で測定する

貸出金及び

その他の債

権 1,668  -  -  -  -  -  (1,624) (44) -

                  

その他の包括

利益を通じ

て公正価値

で測定する

貸出金及び

その他の債

権 30,016,341  -  -  161,966  13,582,998  -  (10,188,991) 1,401,903  34,974,217

                  

デリバティブ

資産                  

エクイティ

及びコモ

ディティ

関連契約 440,179  336,576  (82,310) -  269,942  (560,290) -  -  404,097

                  

レベル３金融

資産合計 31,746,543  334,832  (60,922) 299,265  13,852,940  (560,290) (10,190,615) 1,401,973  36,823,726

 

*
「その他の営業収益」、「金融投資に対する減損損失引当金戻入/(繰入)、純額」及び「イスラム金融業務からの収益」に含まれる。

#
「その他の営業収益」及び「イスラム金融業務からの収益」に含まれる。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 697/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(e) レベル３金融商品の増減（続き）

 

以下の表は、経常的に公正価値で測定するレベル３金融資産及び金融負債に関する追加情報を表している。

（続き）

 

当行グループ

2023年

１月１日現在

損益計算書

に計上した

その他の

(損失)/利

得
*

 損益計算

書に計上

した未実

現利得/

(損失)
#

その他の

包括利益

に計上し

た未実現

利得

購入/発行/取

得 売却 決済

為替換算差

額

2023年

12月31日現在

2023年12月31

日現在（続

き）

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット

デリバティブ

負債                  

エクイティ

及びコモ

ディティ

関連契約 (440,179) (344,576) 83,052  -  (269,942) 567,548  -  -  (404,097)

                  

レベル３金融

負債合計 (440,179) (344,576) 83,052  -  (269,942) 567,548  -  -  (404,097)

                  

レベル３金融

資産/(負債)

純額合計 31,306,364  (9,744) 22,130  299,265  13,582,998  7,258  (10,190,615) 1,401,973  36,419,629

 

*
「その他の営業収益」、「金融投資に対する減損損失引当金戻入/(繰入)、純額」及び「イスラム金融業務からの収益」に含まれる。

#
「その他の営業収益」及び「イスラム金融業務からの収益」に含まれる。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 698/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(e) レベル３金融商品の増減（続き）

 

以下の表は、経常的に公正価値で測定するレベル３金融資産及び金融負債に関する追加情報を表している。

（続き）

 

当行

2024年

１月１日現在

損益計算

書に計上

したその

他の利得/

(損失)
*
 

損益計算

書に計上

した未実

現利得/

(損失)
#

その他の包

括利益に計

上した未実

現(損失)/

利得

購入/発行/取

得 売却 決済 為替換算差額

2024年

12月31日現在

2024年12月31

日現在

　 千マレーシア

・リンギット

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット

純損益を通じ

て公正価値で

測定する金融

投資                  

非上場証券 733,325  -  50,015  -  -  -  -  -  783,340

                  

その他の包括

利益を通じて

公正価値で測

定する金融投

資                  

非上場証券 534,563  2,993  -  (180,534) -  -  -  -  357,022

                  

その他の包括

利益を通じて

公正価値で測

定する貸出金

及びその他の

債権 35,311,779  -  -  141,244  12,028,633  -  (11,288,774) (1,530,831) 34,662,051

                  

デリバティブ

資産                  

エクイティ

及びコモ

ディティ

関連契約 404,097  125,398  (4,450) -  217,530  61,393  -  -  803,968

                  

レベル３金融

資産合計 36,983,764  128,391  45,565  (39,290) 12,246,163  61,393  (11,288,774) (1,530,831) 36,606,381

 

*
「その他の営業収益」及び「金融投資に対する減損損失引当金戻入/(繰入)、純額」に含まれる。

#
「その他の営業収益」に含まれる。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 699/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(e) レベル３金融商品の増減（続き）

 

以下の表は、経常的に公正価値で測定するレベル３金融資産及び金融負債に関する追加情報を表している。

（続き）

 

当行

2024年

１月１日現在

損益計算書

に計上した

その他の利

得/(損失)
*

 

損益計算

書に計上

した未実

現利得/

(損失)
#

その他の

包括利益

に計上し

た未実現

(損失)/利

得

購入/発行/取

得 売却 決済

為替換算差

額

2024年

12月31日現在

2024年12月31

日現在（続

き）

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット

デリバティブ

負債                  

エクイティ

及びコモ

ディティ

関連契約

(404,097) (136,275) 4,450  -  (217,530) (50,516) -  -  (803,968)

                  

レベル３金融

負債合計

(404,097) (136,275) 4,450  -  (217,530) (50,516) -  -  (803,968)

                  

レベル３金融

資産/(負債)

純額合計

36,579,667  (7,884) 50,015  (39,290) 12,028,633  10,877  (11,288,774) (1,530,831) 35,802,413

 

*
「その他の営業収益」及び「金融投資に対する減損損失引当金戻入/(繰入)、純額」に含まれる。

#
「その他の営業収益」に含まれる。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 700/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(e) レベル３金融商品の増減（続き）

 

以下の表は、経常的に公正価値で測定するレベル３金融資産及び金融負債に関する追加情報を表している。

（続き）

 

当行

2023年

１月１日現在

損益計算

書に計上

したその

他の(損

失)/利得
*
 

損益計算

書に計上

した未実

現利得/

(損失)
#

その他の

包括利益

に計上し

た未実現

利得

購入/発行/取

得 売却 決済

為替換算差

額

2023年

12月31日現在

2023年12月31

日現在

　 千マレーシア

・リンギット

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット

純損益を通じ

て公正価値で

測定する金融

投資                  

非上場証券 715,908  -  17,417  -  -  -  -  -  733,325

                  

その他の包括

利益を通じて

公正価値で測

定する金融投

資                  

非上場証券 398,128  (826) -  137,261  -  -  -  -  534,563

                  

純損益を通じ

て公正価値で

測定する貸出

金及びその他

の債権 1,668  -  -  -  -  -  (1,624) (44) -

                  

その他の包括

利益を通じて

公正価値で測

定する貸出金

及びその他の

債権 26,855,119  -  -  85,763  14,567,569  -  (7,593,493) 1,396,821  35,311,779

                  

デリバティブ

資産                  

エクイティ

及びコモ

ディティ

関連契約 440,179  336,576  (82,310) -  269,942  (560,290) -  -  404,097

                  

レベル３金融

資産合計 28,411,002  335,750  (64,893) 223,024  14,837,511  (560,290) (7,595,117) 1,396,777  36,983,764

 

*
「その他の営業収益」及び「金融投資に対する減損損失引当金戻入/(繰入)、純額」に含まれる。

#
「その他の営業収益」に含まれる。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 701/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(e) レベル３金融商品の増減（続き）

 

以下の表は、経常的に公正価値で測定するレベル３金融資産及び金融負債に関する追加情報を表している。

（続き）

 

当行

2023年

１月１日現在

損益計算書

に計上した

その他の

(損失)/利

得
*
 

損益計算

書に計上

した未実

現利得/

(損失)
#

その他の

包括利益

に計上し

た未実現

利得

購入/発行/取

得 売却 決済

為替換算差

額

2023年

12月31日現在

2023年12月31

日現在（続

き）

　

千マレーシア

・リンギット

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシア

・リンギット

デリバティブ

負債                  

エクイティ

及びコモ

ディティ

関連契約 (440,179) (344,576) 83,052  -  (269,942) 567,548  -  -  (404,097)

                  

レベル３金融

負債合計

(440,179) (344,576) 83,052  -  (269,942) 567,548  -  -  (404,097)

                  

レベル３金融

資産/(負債)

純額合計

27,970,823  (8,826) 18,159  223,024  14,567,569  7,258  (7,595,117) 1,396,777  36,579,667

 

*
「その他の営業収益」及び「金融投資に対する減損損失引当金戻入/(繰入)、純額」に含まれる。

#
「その他の営業収益」に含まれる。

 

2024年12月31日に終了した会計年度には、当行グループ及び当行ではレベル３への振替もレベル３からの振

替も行われなかった。

 

次へ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 702/1379



54.　公正価値測定（続き）

 

(f) 観察不能なインプットに関する仮定の変更に対する公正価値測定の感応度

 

　一又は複数のインプットを変更して合理的な他の前提とすることにより、公正価値ヒエラルキーのレベル３

金融資産及び金融負債の価値が大幅に変わることはない。

 

　不動産市場で行われた最近の売却取引によって投資不動産の公正価値見積りが大きく変動すると考えられ

る。

 

(g) 公正価値で測定されない金融商品

 

　MFRS第132号に基づき公正価値の開示が要求される当行グループ及び当行のオンバランスシートの金融資産及

び金融負債には、子会社株式、関連会社及びジョイント・ベンチャーに対する持分、有形固定資産並びに当期

及び繰延税金に対する引当金を除き、当行グループ及び当行の資産及び負債すべてが含まれる。

 

　市場価格が入手できない顧客への貸出金及びその他の債権に対しては、さまざまな算定手法が用いられ、お

およその公正価値が見積もられる。これらの算定手法は、各種金融商品、割引率、将来予想キャッシュ・フ

ロー、将来予想損失や他の要因のリスク特性に関して使用された前提や導出された判断により大きく影響され

る。この前提の変更は、見積額及びそれに伴う公正価値見積額に大きな影響を及ぼす。従って、顧客への貸出

金及びその他の債権をはじめとする、当行グループ及び当行の金融商品の重要な部分については、それぞれの

公正価値見積額は報告日現在当行グループ及び当行が売却取引で実現できる金額を表示することを意図しては

おらず、また表示すると解釈されるべきではない。また、ここに表示される公正価値に関する情報は、当行グ

ループ及び当行の継続企業としての価値を表すものとして解釈されるべきではない。

 

　報告日現在のオンバランスの金融資産及び金融負債の公正価値見積額は、下記に開示される金融資産及び金

融負債を除き、財政状態計算書に記載されているその帳簿価額に近似している。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 703/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(g) 公正価値で測定されない金融商品（続き）

 

　以下の表は、公正価値で計上されない金融商品を分析するものである。当該金融商品の公正価値は財政状態

計算書上の帳簿価額とともに開示されている。

 

当行グループ レベル１ レベル２ レベル３ 公正価値合計  帳簿価額

2024年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

金融資産          

金融機関預け金 -  22,275,032  -  22,275,032  22,275,032

償却原価で測定する金融

投資 -  74,699,857  1,737,392  76,437,249  79,377,492

金融機関向貸出金及びそ

の他の債権 -  -  1,889,877  1,889,877  1,886,064

顧客向貸出金及びその他

の債権 -  243,398,669  425,840,731  669,239,400  630,871,235

          

金融負債          

顧客の資金:          

- 顧客預金 -  715,072,236  -  715,072,236  712,915,459

- 顧客の投資口座^ -  28,981,821  -  28,981,821  28,981,847

金融機関預り金 -  47,128,513  -  47,128,513  47,051,220

借入金 -  16,850,768  11,609,245  28,460,013  28,260,101

劣後債務 -  10,973,022  -  10,973,022  11,157,808

資本性証券 -  1,560,437  -  1,560,437  1,576,770

 

^　顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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54.　公正価値測定（続き）

 

(g) 公正価値で測定されない金融商品（続き）

 

　以下の表は、公正価値で計上されない金融商品を分析するものである。当該金融商品の公正価値は財政状態

計算書上の帳簿価額とともに開示されている。（続き）

 

当行グループ レベル１ レベル２ レベル３ 公正価値合計  帳簿価額

2023年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

金融資産          

金融機関預け金 -  13,471,607  -  13,471,607  13,471,607

償却原価で測定する金融

投資 -  79,189,192  1,568,301  80,757,493  84,384,398

金融機関向貸出金及びそ

の他の債権 -  -  1,373,712  1,373,712  1,367,084

顧客向貸出金及びその他

の債権 -  235,839,263  391,407,031  627,246,294  594,080,737

          

金融負債          

顧客の資金:          

- 顧客預金 -  672,701,591  -  672,701,591  670,359,336

- 顧客の投資口座^ -  26,475,437  -  26,475,437  26,475,396

金融機関預り金 -  44,735,667  -  44,735,667  44,676,892

借入金 -  28,120,250  7,049,544  35,169,794  31,037,570

劣後債務 -  9,911,323  -  9,911,323  10,145,549

資本性証券 -  2,797,669  -  2,797,669  2,829,802

 

^　顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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54.　公正価値測定（続き）

 

(g) 公正価値で測定されない金融商品（続き）

 

　以下の表は、公正価値で計上されない金融商品を分析するものである。当該金融商品の公正価値は財政状態

計算書上の帳簿価額とともに開示されている。（続き）

 

当行 レベル１ レベル２ レベル３ 公正価値合計  帳簿価額

2024年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

金融資産          

金融機関預け金 -  38,309,616  -  38,309,616  38,309,616

償却原価で測定する金融

投資 -  62,189,956  -  62,189,956  64,681,307

金融機関向貸出金及びそ

の他の債権 -  -  47,871,426  47,871,426  47,867,612

顧客向貸出金及びその他

の債権 -  127,166,896  80,756,195  207,923,091  199,265,566

          

金融負債          

顧客預金 -  311,974,764  -  311,974,764  310,608,986

金融機関預り金 -  77,108,272  -  77,108,272  76,999,224

借入金 -  15,818,286  -  15,818,286  15,546,427

劣後債務 -  10,658,654  -  10,658,654  10,843,439

資本性証券 -  1,560,437  -  1,560,437  1,576,770
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54.　公正価値測定（続き）

 

(g) 公正価値で測定されない金融商品（続き）

 

　以下の表は、公正価値で計上されない金融商品を分析するものである。当該金融商品の公正価値は財政状態

計算書上の帳簿価額とともに開示されている。（続き）

 

当行 レベル１ レベル２ レベル３ 公正価値合計  帳簿価額

2023年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

金融資産          

金融機関預け金 -  27,639,111  -  27,639,111  27,639,111

償却原価で測定する金融

投資 -  62,848,677  -  62,848,677  65,738,592

金融機関向貸出金及びそ

の他の債権 -  -  42,957,303  42,957,303  42,950,675

顧客向貸出金及びその他

の債権 -  129,951,460  88,271,066  218,222,526  200,064,033

          

金融負債          

顧客預金 -  300,506,656  -  300,506,656  299,676,139

金融機関預り金 -  58,315,154  -  58,315,154  58,221,783

借入金 -  26,859,140  -  26,859,140  22,785,069

劣後債務 -  9,597,022  -  9,597,022  9,831,248

資本性証券 -  2,797,669  -  2,797,669  2,829,802

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 707/1379



 

54.　公正価値測定（続き）

 

(g) 公正価値で測定されない金融商品（続き）

 

　以下に挙げる金融商品の公正価値を見積もるため、下記の方法及び前提を使用する。

 

(ⅰ) 償却原価で測定する金融投資

 

　活発に売買される証券の公正価値は公表されている相場価格で決定される。活発に売買されない証券に

関しては、外部のブローカーの提示価格を入手する。株式の公正価値は、株価収益率及び割引キャッ

シュ・フロー分析をはじめとする、複数の方法を使用して見積もられる。割引キャッシュ・フロー法が使

用される場合、将来予想キャッシュ・フローは報告日における類似の金融商品の適用可能な実勢市場又は

指標レートを使用して割り引かれる。

 

(ⅱ) 貸出金及びその他の債権

 

　変動金利貸出金の公正価値は、帳簿価額に近似していると見積もられる。固定金利貸出金及びイスラム

金融債権に関しては、類似する信用力を有する新しい借手に対する類似の貸出の際に提示される報告日に

おける適用可能な実勢レートで割引された、契約上の分割支払額の将来予想キャッシュ・フローに基づき

公正価値が見積もられる。減損した貸出金に関しては、公正価値は減損損失引当金控除後の帳簿価額に近

似するとみなされる。

 

(ⅲ) 顧客預金、金融機関預け金/預り金及び顧客の投資口座

 

　要求払預金及び１年以内で満期が到来する預け金の公正価値は、満期までの残存期間が比較的短期なこ

とから当該金融商品の帳簿価額に近似する。満期までの残存期間が１年超の定期預け金の公正価値は、満

期までの残存期間が類似する預け金に現在提示される適用レートを使用した割引キャッシュ・フローに基

づき見積もられる。

 

(ⅳ) 借入金、劣後債務及び資本性証券

 

　借入金、劣後債務及び資本性証券の公正価値は、報告日現在、類似する金融商品に適用される実勢金利

を用いて算定した将来予想キャッシュ・フローを割り引くことにより見積もられる。

 

次へ
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55.　金融資産及び金融負債の相殺

 

認識された金額を相殺する法的に執行可能な権利があり、差金決済をする又は金融資産を取得すると同時に金融

負債を決済することが意図される場合、当該金融資産及び金融負債は相殺され、財政状態計算書に純額で報告され

る。

 

以下の項目に関連する金額は財政状態計算書上、相殺されない。

 

(ⅰ) カウンターパーティーのデフォルト、支払不能又は破産時にのみ相殺権が行使可能な場合の、当行グループ

及び当行に対するカウンターパーティーの相殺エクスポージャー

 

(ⅱ) カウンターパーティーから受け入れ、又は担保として供された現金及び証券

 

相殺、法的強制力のあるマスター・ネッティング契約及びそれに類する契約の対象となる金融資産及び金融負債

は以下の通りである。

 

財政状態計算書において相殺さ

れない額

当行グルー

プ

認識された

金融資産/負債

の総額

財政状態計算書

に

おける相殺額の

総額

財政状態計算

書に

計上された額 金融商品

受け入れた/

差し入れた金

融担保 純額

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

金融資産            

デリバティ

ブ資産 26,669,040  (3,251,460) 23,417,580  (15,633,653) (3,926,356) 3,857,571

その他の資

産:            

ブロー

カー及び

顧客から

の未収金

（注記

15） 14,213,106  (12,130,051) 2,083,055  -  -  2,083,055

           

金融負債            

デリバティ

ブ負債 30,745,937  (3,251,460) 27,494,477  (15,633,653) (1,142,943) 10,717,881

その他の負

債:            

ブロー

カー及び

顧客に

対する債

務（注記

26） 16,725,108  (12,130,051) 4,595,057  -  -  4,595,057
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55.　金融資産及び金融負債の相殺（続き）

 

相殺、法的強制力のあるマスター・ネッティング契約及びそれに類する契約の対象となる金融資産及び金融負債

は以下の通りである。（続き）

 

財政状態計算書において相殺さ

れない額

当行グルー

プ

認識された

金融資産/負債

の総額

財政状態計算書

に

おける相殺額の

総額

財政状態計算

書に

計上された額 金融商品

受け入れた/

差し入れた金

融担保 純額

2023年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

金融資産            

デリバティ

ブ資産 24,820,229  (3,172,675) 21,647,554  (14,985,727)  (4,516,715) 2,145,112

その他の資

産:            

ブロー

カー及び

顧客から

の未収金

（注記

15） 14,671,905  (12,266,142) 2,405,763  -  -  2,405,763

           

金融負債            

デリバティ

ブ負債 28,255,630  (3,172,675) 25,082,955  (14,985,727)  (1,301,226) 8,796,002

その他の負

債:            

ブロー

カー及び

顧客に

対する債

務（注記

26） 17,269,449  (12,266,142) 5,003,307  -  -  5,003,307
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55.　金融資産及び金融負債の相殺（続き）

 

相殺、法的に執行可能なマスター・ネッティング契約及びそれに類する契約の対象となる金融資産及び金融負債

は以下の通りである。（続き）

 

財政状態計算書において相殺され

ない額

当行

認識された

金融資産/金融

負債

の総額

財政状態計算

書に

おける相殺の

総額

財政状態計算

書に

計上された額 金融商品

受け入れ/差し

入れ

金融担保 純額

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

金融資産            

デリバティ

ブ資産 26,537,864  (3,206,086) 23,331,778  (15,550,037) (4,148,656) 3,633,085

            

金融負債            

デリバティ

ブ負債 30,190,566  (3,206,086) 26,984,480  (15,550,037) (1,142,943) 10,291,500

            

2023年            

            

金融資産            

デリバティ

ブ資産 24,570,615  (3,093,854) 21,476,761  (14,958,726) (4,277,214) 2,240,821

            

金融負債            

デリバティ

ブ負債 27,648,027  (3,093,854) 24,554,173  (14,958,726) (1,420,086) 8,175,361
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56.　資本及びその他のコミットメント

 

取締役により承認された資本支出のうち、財務諸表に計上されない額:

 

 当行グループ  当行

2024年  2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

承認及び契約締結済み 635,284  455,292  213,247  34,571

承認済み且つ未契約 707,090  536,146  190,390  179,820

 1,342,374  991,438  403,637  214,391

 

 

57.　資本管理

 

資本管理に対する当行グループのアプローチは、当行グループの戦略目標によって決められ、当行グループによ

る事業展開先であるあらゆる規制環境、経済環境及び商業環境を考慮するものである。当行グループは、強固な資

本状態を有することは当行グループの事業戦略及び競争力にとって不可欠であると考える。それゆえ、主要な事業

決定の実施に先立ち、当行グループの全般的な資本力を保つ目的で、取締役会及び経営者上層部は当行グループの

資本状態への影響を考慮している。

 

実効的な資本管理は、当行グループの持続可能性に欠かせないものである。当行グループは、規制当局、株主、

投資家、格付機関、アナリストなどの主要なステークホルダーの期待に応えるために、積極的な資本管理を行うと

ともに、各ビジネスユニットが引き受けるリスクに見合った資本利益率を確保している。その目的は以下の通りで

ある。

 

・　最低限の規制要件を十分に上回る水準で自己資本比率を維持する

・　マレーシア国内外の格付機関からの当行グループの信用格付を支える

・　効率的に資本を事業に活用し、資本利益率を最適化する

・　将来の機会を活用する柔軟性を残す

・　ストレスのある環境下であっても事業を構築し、事業への投資を行う

 

資本の質と構成は、取締役会及び経営者上層部による当行グループの資本充実度の状態の評価における重要な要

素である。当行グループは資本の質を重視しており、それに応じて、その資本の相当額を、継続企業の前提に基づ

く恒久的で最も損失吸収力の高い普通株等の形で保有している。

 

資本が統合的アプローチで管理されることを確実にするとともに、グループ全体で経済的なサイクルを通じて管

理される強固且つ柔軟な財政状態を確保するため、当行グループの資本管理は、グループ資本管理フレームワーク

を指針としている。
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57.　資本管理（続き）

 

また、当行グループの資本管理は、当行グループ全体で効率的な資本水準及び資本利用を促進するグループ年次

資本及び資金調達計画によって補完されている。当該計画は最低３年の期間を対象として年次で更新され、資本管

理の最新動向に対応し、且つ、計画に含まれている施策の効果的で適時の実行を確実なものとするため、各会計年

度の期首に取締役会により実施に向けた見直しと承認が行われる。

 

2024年６月14日に公表されたマレーシア中央銀行（「BNM」）の自己資本充実度フレームワーク（資本構成）

（「フレームワーク」）に準拠して、すべての金融機関は常に、普通株式等Tier1比率は4.5％、Tier1比率は

6.0％、総自己資本比率は8.0％以上を維持しなければならない。このフレームワークはまた、リスクアセット

（RWA）合計の2.5％の資産保全バッファーと、リスクアセット合計の０％－2.5％の幅のカウンターシクリカル・資

本バッファーで構成される、追加的な資本バッファー要件に関する指針を規定している。

 

BNMのシステム上重要な国内行（「D-SIB」）の枠組みに関する方針文書に従って、メイバンクをD-SIBに特定し

た。D-SIBのフレームワークに基づき、メイバンクは、より高い損失吸収（「HLA」）要件を課されるバケット２に

分類され、2021年１月31日から規制上の最低資本に普通株式等Tier1比率の1.0％を上乗せした比率を維持すること

が求められている。

 

効率的で健全な資本状態を追求するにあたり当行グループは、当行グループの株主が配当の一部を選択して当行

の新規普通株式に再投資することを可能とする、反復的かつ任意の配当金再投資制度（「DRP」）を定めた。DRP

は、規制要件を満たす株式資本を維持するとともに、健全な受取配当金を株主に提供しつつ事業を成長させるため

の当行グループの戦略の一部である。当会計年度には、当行グループはDRPを実施しなかった。

 

 

58.　内部資本充実度評価プロセス（「ICAAP」）

 

(a) 概要

 

当行グループ全体のリスクプロファイルに関連した自己資本充実度は、メイバンク・グループのICAAPポリ

シー（以下、「ICAAPポリシー」という。）に明記されたプロセスを経て評価される。ICAAPポリシーは、資本

バッファーを含めた適切な資本水準が、現状及びストレス状態の下で、当行グループの現在及び将来の必要資

本に対応するために、確実に維持されるよう設計されている。定期的なICAAP報告書は、当行グループが直面し

ているすべての重要なリスクの包括的なレビュー及びそれに対応する自己資本充実度を評価するために、グ

ループ執行リスクコンプライアンス委員会（「GERCC」）、リスク管理委員会（「RMC」）及び取締役会に四半

期ごとに提出される。ICAAPはリスク、資本計画及びマネジメントプロセスを密接に統合している。
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58.　内部資本充実度評価プロセス（「ICAAP」）（続き）

 

(a) 概要（続き）

 

2013年３月以降、当行グループは、2013年３月31日から発効したBNMの第２の柱のガイドラインで規定された

要件を満たすために、取締役会が承認したICAAP文書を作成している。この文書には、ICAAPの概要、現在及び

将来の財務ポジションと資本ポジション、ICAAPガバナンス、リスク評価モデル及びプロセス、リスク選好及び

資本管理、ストレス・テスト及び資本計画、並びにICAAPの使用が含まれている。毎年、当行グループは当該文

書の重要な変更に関する最新情報をBNMに提出している。

 

ICAAP報告書は当行グループ資本及び資金調達計画により補完され、健全な資本管理の一環として、内部資本

目標の設定・見直しをはじめ、同計画は年次で更新されている。

 

(b) ICAAPポリシーに基づく包括的なリスク評価

 

当行グループのICAAP手法では、以下の種類のリスクが識別され且つ測定されている。

 

・　第１の柱の下で捕捉されたリスク（信用リスク、市場リスク及びオペレーショナル・リスク及び大口エ

クスポージャーリスク要件（「LERR」））

 

・　第１の柱の下でカバーされていない、又は完全には捕捉されていないリスク（例：信用集中リスク、金

利リスク/利益リスク（銀行勘定及びトレーディング勘定双方）、モデルリスク、ASBに対する規制上の

アドオン、流動性リスク、ビジネスリスクと戦略リスク、風評リスク、規制リスク、収益性リスク、カ

ントリー・リスク、コンプライアンス・リスク、シャリア非遵守リスク、サイバー・リスク、ITリス

ク、情報リスク、コンダクトリスク、データ品質リスク、従業員リスク、ESGリスクなど）

 

・　エマージング・リスク、規制、会計規則など、経済環境の変化を含む外部要因

 

重要なリスクとは、「リスクが発生した場合に、当行グループの業績（収益性）、自己資本充実度、資産の

質及び/又は当行グループの評判に重要な影響を与えるリスク」として定義される。

 

ICAAPポリシーでは、重要リスク評価プロセス（「MRAP」）が当行グループのリスク・ユニバースから重要な

リスクを特定するよう設計されている。毎年、当行グループ全体のリスク状況調査が、厳格なリスク管理アプ

ローチの一環として実施され、リスクが当行グループの収益及び資本に及ぼし得る影響に基づいて、主要リス

クが特定され、優先順位付けが行われる。調査結果は当行グループの主要企業全体にわたる、リテール・バン

キング業務、商業銀行業務、投資銀行業務及び保険事業の主要ステークホルダーの見通しに基づいた、現在及

び将来の市場見通しを集約したものである。さらに、調査結果は近い将来における重要なリスクシナリオを特

定することに役立つ。
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58.　内部資本充実度評価プロセス（「ICAAP」）（続き）

 

(b) ICAAPポリシーに基づく包括的なリスク評価（続き）

 

「重要性がある」とみなされるリスクは、ICAAP報告書を通じてGERCC及びRMCに報告される。特定された重要

なリスクそれぞれについて、当行グループはこれらの主要なリスクに対応する適切なリスク低減策を確実に整

備する。これらのリスク低減策には、当行グループ最高リスク責任者による報告書、ストレス・テスト、リス

ク軽減策、資本計画及び危機管理戦略を通じた定期的なリスク・モニタリングが含まれる。

 

(c) 第１の柱及び第２の柱のリスク評価

 

業界のベストプラクティスに則して、当行グループは、業界内で合理的に検証され、目的に合致していると

考えられる手法を使用して、リスクを定量化している。

 

一般的に受け入れられたリスク測定手法がないことを理由として容易にリスクを定量化することができない

場合には、専門家の判断によりリスクの大きさと重要性を決定する。当行グループは、第２の柱のスコアカー

ド評価を強化するために、（過去の情報に基づく）傾向分析や将来予測的な要素も盛り込んでいる。当行グ

ループのICAAPは、そのような重要で定量化できないリスクの管理にあたり定性的な管理を重視する。これらの

定性的な方策には以下を含んでいる。

 

・　適切なガバナンス・プロセス

・　適切なシステム、手続き及び内部統制

・　効果的なリスク軽減戦略

・　定期的なモニタリングと報告

 

(d) 定期的かつ厳格なストレス・テスト

 

当行グループのストレス・テスト・プログラムは、当行グループのリスク及び資本の管理プロセスに組み込

まれており、資本計画及び事業計画プロセスにおける重要な役割を担っている。当該プログラムは、例外的で

あるが現実に起こり得るワースト・ケース・シナリオでのリスクプロファイルを把握する将来予測的なリスク

及び資本の管理ツールとして機能する。このようなシナリオは主に、経済的、政治的、及び/又は環境的要因か

ら生じる可能性がある。

 

メイバンク・グループ・ストレス・テスト方針の下で、当行グループの収益性、資産の質、リスクアセッ

ト、自己資本充実度、流動性及びリスク選好度を遵守できるかどうかについてのストレス・シナリオの潜在的

な不利な影響が考慮される。

 

具体的には、ストレス・テスト・プログラムは以下を目的として設計されている。

 

・　ストレス事象のダイナミクス並びに当行グループのトレーディング勘定及び銀行勘定のエクスポー

ジャー、流動性ポジションへの潜在的な影響並びに起こりうる風評被害を明らかにすること

・　ストレス事象の影響を低減するための主要な戦略を積極的に識別すること

・　自己資本充実度と資本目標の決定における当行グループの資本及び資金調達計画への情報としてのスト

レス結果を作成すること
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58.　内部資本充実度評価プロセス（「ICAAP」）（続き）

 

(d) 定期的かつ厳格なストレス・テスト（続き）

 

具体的には、ストレス・テスト・プログラムは以下を目的として設計されている。（続き）

 

・　当行グループの再建計画のためのシナリオ分析を行い、全体的な再建に係るキャパシティを評価し、望

ましい再建方針を特定したうえで、最終的にリスク選好の設定と連係させること

・　ストレス下の事業体別及びビジネスライン別のリスク・リターン・プロファイルに関する知見を得るこ

と

 

当行グループが行っているストレス・テストにはいくつかの種類がある。

 

・　当行グループ全体としてのストレス・テスト　－　規制要件を満たし、かつ、RMCにより承認された仮定

のストレス・シナリオ(通例は、例外的ではあるものの可能性があるシナリオ及び最悪のシナリオ)を展

開し、そのストレス・テストの結果は半年ごとにBNMに提出される。

・　ローカライズド・ストレス・テスト　－　地域性に関連するシナリオに基づいた、ポートフォリオや支

店・業種別、事業体レベルで実施される、対象範囲を絞ったストレス・テスト

・　アド・ホック・ストレス・テスト　－　新しいリスク・イベントに対応するために実施されるストレ

ス・テスト

・　リバース・ストレス・テスト　－　メイバンクの存続性を脅かし得るマイナスシナリオの範囲を特定す

る

・　BNMが要求する追加のストレス・テスト　－　BNMが指定したシナリオに基づき、BNMが要求するアド・

ホック・ストレス・テスト（例：業界全体のストレス・テスト、海外業務ストレス・テスト)

・　ラピッド・エクスポージャー・ドリル　－　アップサイド及びダウンサイド・リスクを含む、直接的な

影響又は起こり得る波及的な影響の評価及び

・　メイバンク・グループの再建計画に関するシナリオ分析　－　BNMの再建計画に準拠した要件

 

過去２、３年間にストレス・テスト・ワーキング・グループによって検討されたストレス・テストのテーマ

には、世界的な貿易戦争を引き起こす米国の貿易政策の見直し、地政学上の緊張の高まりと分断の拡大、中国

の景気減速に伴う米国の景気後退、世界同時不況と債務危機、スタグフレーションと急激な金利の引上げ等が

含まれている。

 

ストレス・テスト・ワーキング・グループは、事業チーム、カントリーチーム及びリスク管理チームから成

り、上席管理職及び取締役会の委員会にストレス・テストの報告を提出し、定期的にその報告結果を規制当局

と検討する。
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59.　自己資本充実度

 

(a) 自己資本比率の遵守と適用

 

当行グループ及び当行の自己資本比率は、2024年６月14日に公表されたBNMの自己資本充実度フレームワーク

（資本構成）及び2023年12月18日に公表された自己資本充実度フレームワーク（バーゼルⅡ - リスクアセッ

ト）に基づいて算出されている。リスクアセットの合計額は以下の手法に基づいて算出されている。

 

(A) 内部格付手法及び標準的手法に従った信用リスク

(B) 標準的手法に従った市場リスク

(C) 基礎的指標手法に従ったオペレーショナル・リスク

(D) 大口エクスポージャーのリスク要件

 

エンティティ・レベルでは、当行グループの子会社の自己資本比率の計算は以下の通りである。

 

(ⅰ) メイバンク・イスラミック・ベルハッドの自己資本比率は、2024年６月14日に公表されたBNMのイスラ

ム銀行向け自己資本充実度フレームワーク（資本構成）及び2023年12月18日に公表されたイスラム銀行

向け自己資本充実度フレームワーク（リスクアセット）に基づいて算出されている。リスクアセットの

合計は以下の手法に基づいて算出されている。

 

(A) 内部格付手法及び標準的手法に従った信用リスク

(B) 標準的手法に従った市場リスク

(C) 基礎的指標手法に従ったオペレーショナル・リスク

(D) 大口エクスポージャーのリスク要件

 

2024年12月31日に終了した当会計年度の普通株式等Tier１、Tier１、総自己資本の最低自己資本要件

は、リスクアセット合計の4.5％、6.0％及び8.0％である（2023年：リスクアセット合計の4.5％、

6.0％及び8.0％）。

 

(ⅱ) メイバンク・インベストメント・バンク・ベルハッドの自己資本比率は、2024年６月14日に公表された

BNMの自己資本充実度フレームワーク（資本構成）及び2023年12月18日に公表された自己資本充実度フ

レームワーク（バーゼルⅡ－リスクアセット）に基づいて算出されている。リスクアセットの合計は以

下の手法に基づいて算出されている。

 

(A) 標準的手法に従った信用リスク

(B) 標準的手法に従った市場リスク

(C) 基礎的指標手法に従ったオペレーショナル・リスク

(D) 大口エクスポージャーのリスク要件

 

2024年12月31日に終了した当会計年度の普通株式等Tier１、Tier１、総自己資本の最低自己資本要件

は、リスクアセット合計の4.5％、6.0％及び8.0％である（2023年：リスクアセット合計の4.5％、

6.0％及び8.0％）。
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59.　自己資本充実度（続き）

 

(a) 自己資本比率の遵守と適用（続き）

 

エンティティ・レベルでは、当行グループの子会社の自己資本比率の計算は以下の通りである。（続き）

 

(ⅲ) ピーティー・バンク・メイバンク・インドネシア・ティービーケーの自己資本比率は、バーゼルⅡ資本

規制に基づいた、現地における要件に基づいて算出されている。リスクアセットの合計は以下の手法に

基づいて算出されている。

 

(A) 標準的手法に従った信用リスク

(B) 標準的手法に従った市場リスク

(C) 基礎的指標手法に従ったオペレーショナル・リスク

 

2024年12月31日に終了した会計年度のピーティー・バンク・メイバンク・インドネシア・ティービー

ケーの最低自己資本要件は、リスクアセット合計の9.0％－10.0％未満である（2023年：9.0％－10.0％

未満）。

 

(ⅳ) メイバンク・シンガポール・リミテッドの自己資本比率は、シンガポール通貨監督庁（「MAS」）が公

表した、2023年９月20日付のMAS通達637（最新の改訂は2024年11月25日）に基づいて算出されている。

リスクアセットの合計は以下の手法に基づいて算出されている。

 

(A) 内部格付手法及び標準的手法に従った信用リスク

(B) 標準的手法に従った市場リスク

(C) 標準的手法に従ったオペレーショナル・リスク

(D) MAS通達637に基づくリスクアセットの資本フロア調整

 

2024年12月31日に終了した当会計年度の普通株式等Tier１、Tier１、総自己資本の最低自己資本要件

は、リスクアセット合計の6.5％、8.0％及び10.0％である（2023年：リスクアセット合計の6.5％、

8.0％及び10.0％）。
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59.　自己資本充実度（続き）

 

(b) 当行グループ及び当行の自己資本比率

 

2013年６月30日の発効以降、DRPにおける普通株式等Tier１資本の計算において控除されるべきと宣言された

配当額は、2013年５月８日に公表されたBNMの自己資本充実度フレームワーク（資本構成）に係る実務指針

（「実務指針」）によって決定されなければならない。当該実務指針に基づくと、DRPの下で配当金の一部（選

択可能部分）が再投資される場合、普通株式等Tier１資本の計算において控除されると宣言された配当額は、

以下の場合において減少する可能性がある。

 

(ⅰ) 配当の選択可能部分を再投資することについて、株主から取消不能な同意を書面で入手している場合。

 

(ⅱ) 取消不能な同意が書面で提供されていない場合、その額の対象となる直近３年間の受け入れ率の平均

で、配当の選択可能部分の合計の50％を超えない額。

 

2024年12月31日に終了した会計年度について、当行は、普通株式一株当たり32.0マレーシア・センのシング

ルTier中間現金配当（下半期）を会計年度後に宣言した。

 

2024年12月31日に終了した会計年度の自己資本比率を算出するにあたって、中間現金配当（下半期）は普通

株式等Tier１資本の算出から控除されていない。

 

上記に基づく当行グループ及び当行の自己資本比率は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年  2023年  2024年  2023年

        

普通株式等Tier１自己資本比率 15.765%  16.191%  15.210%  15.701%

Tier１自己資本比率 16.135%  16.845%  15.433%  16.417%

総自己資本比率 18.906%  19.404%  18.325%  18.844%
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59.　自己資本充実度（続き）

 

(c) 資本の構成：

 

 当行グループ  当行

2024年  2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

普通株式等Tier１資本        

株式資本 54,736,195  54,673,596  54,736,195  54,673,596

利益剰余金
1

25,300,315  23,750,815  16,823,574  15,824,633

その他準備金
1

4,955,212  7,873,697  6,613,195  7,384,668

適格非支配持分 132,424  122,620  -  -

規制上の調整前の普通株式等

Tier１資本 85,124,146  86,420,728  78,172,964  77,882,897

控除：普通株式等Tier１資本に係

る規制上の調整項目 (14,736,937) (15,038,723) (40,040,772) (38,398,518)

繰延税金資産 (1,437,830) (1,092,648) (296,655) (83,505)

のれん (5,482,445) (5,967,622) (81,015) (81,015)

その他の無形資産 (1,343,316) (1,224,188) (583,588) (462,281)

「その他の包括利益を通じ

て公正価値で測定するも

の」に分類される金融商品

に係る利得 (1,283,144) (1,590,777) (844,740) (1,027,349)

規制準備金 (2,846,576) (2,473,192) (2,230,452) (1,829,556)

非連結の金融機関及び保険/

タカフル事業体の普通株式

への投資額
2

(2,343,626) (2,690,296) (36,004,322) (34,914,812)

        

普通株式等Tier１資本合計 70,387,209  71,382,005  38,132,192  39,484,379
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59.　自己資本充実度（続き）

 

(c) 資本の構成（続き）：

 

 当行グループ  当行

2024年 2023年  2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

その他Tier１資本        

資本性証券 1,560,000  2,800,000  1,560,000  2,800,000

第三者が保有する適格普通株式等

Tier１及びその他Tier１資本調達

手段 90,631  84,973  -  -

控除：非連結の金融機関及び保険/

タカフル事業体の資本調達手

段への投資額 -  -  (1,000,000) (1,000,000)

Tier１資本合計 72,037,840  74,266,978  38,692,192  41,284,379

        

Tier２資本        

劣後債務 10,700,000  9,700,000  10,700,000  9,700,000

第三者の保有する適格普通株式等

Tier１並びにその他Tier１及び

Tier２資本調達手段 41,659  39,623  -  -

一般引当金
3

384,405  378,234  128,082  110,946

期待損失の合計額を超える引当金合

計の超過額 1,934,821  1,857,137  1,108,726  1,092,736

控除：非連結の金融機関及び保険/

タカフル事業体の資本調達手

段への投資額 (691,000) (691,000) (4,687,714) (4,799,793)

Tier２資本合計 12,369,885  11,283,994  7,249,094  6,103,889

        

資本合計 84,407,725  85,550,972  45,941,286  47,388,268

 

1
　当行グループについては、保険及びタカフル事業からの利益剰余金及びその他の準備金の額は含まない。

当行については、メイバンク・インターナショナル(L)リミテッドの利益剰余金及びその他の準備金の額を

含む。
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59.　自己資本充実度（続き）

 

(c) 資本の構成（続き）：

 

2
　当行については、規制上の調整項目には子会社及び関連会社への投資原価を含むが、以下は含まない：

(ⅰ)事業、資産及び負債を当行へ譲渡しているミフィン・ベルハッドへの2024年12月31日現在1マレーシ

ア・リンギット及び、(ⅱ)資産が当行のリスクアセットに含まれるメイバンク・インターナショナル(L)リ

ミテッドへの10,289,000マレーシア・リンギット。当行グループについては、規制上の調整項目には関連会

社の帳簿価額と保険/タカフル事業体への投資を含む。

 

3
　信用リスクに関する標準的手法に基づいて決定される非信用減損エクスポージャーに関する範囲の、12カ

月及び全期間予想信用損失で測定される損失引当金及び規制準備金をいう。

 

当行グループの自己資本比率は、当行及びその子会社の連結勘定残高から算出されるが、保険及びタカフル

事業体及び関連会社への投資は含まない。

 

当行の自己資本比率は、当行及び完全所有の海外銀行子会社である、メイバンク・インターナショナル（L）

リミテッド（上記に開示されている、ミフィン・ベルハッド及びメイバンク・インターナショナル（L）リミ

テッドへの投資以外の子会社及び関連会社への投資を除く。）から導出されている。

 

(d) 当行グループ及び当行の主要リスク・カテゴリー別のリスクアセットの内訳は以下の通りである。

 

 当行グループ  当行

2024年  2023年  2024年  2023年

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

標準的手法エクスポージャー 55,201,939  59,471,039  23,837,842  26,487,842

スケーリング・ファクター考慮

後の内部格付手法エクスポー

ジャー 322,470,214  309,522,834  184,787,630  182,122,733

信用リスクのリスクアセット合

計 377,672,153  368,993,873  208,625,472  208,610,575

市場リスクのリスクアセット合

計 21,798,086  20,690,780  18,968,608  18,222,303

オペレーショナル・リスクのリ

スクアセット合計 46,137,958  50,280,489  22,250,109  23,836,121

株式保有に係る大口エクスポー

ジャーリスクのリスクアセッ

ト 862,371  922,052  859,454  809,938

リスクアセット合計 446,470,568  440,887,194  250,703,643  251,478,937
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59.　自己資本充実度（続き）

 

(e) 当行子会社の自己資本比率及びリスクアセットは以下の通りである。

 

(ⅰ) 自己資本比率

 

2024年

メイバンク・

イスラミック・

ベルハッド

メイバンク・

インベストメン

ト・バンク・

ベルハッド

ピーティー・

バンク・

メイバンク・

インドネシア・

ティービーケー

 

メイバンク・

シンガポール・

リミテッド

        

普通株式等Tier１自己資本比率 13.414％  22.213％  -  16.176％

Tier１自己資本比率 14.289％  22.213％  -  16.176％

総自己資本比率 16.568％  24.292％  25.555％  20.224％

        

2023年   

        

普通株式等Tier１自己資本比率 14.303％  24.024％  -  14.466％

Tier１自己資本比率 15.300％  24.024％  -  14.466％

総自己資本比率 17.824％  26.158％  27.744％  18.263％

 

(ⅱ) 当行子会社の主要リスク・カテゴリー別のリスクアセットの内訳は以下の通りである。

 

メイバンク・

イスラミック・

ベルハッド

メイバンク・

インベストメン

ト・バンク・

ベルハッド

ピーティー・

バンク・

メイバンク・

インドネシア・

ティービーケー  

メイバンク・

シンガポール・

リミテッド

2024年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

標準的手法エクスポージャー 3,375,976  782,128  28,265,876  9,831,611

スケーリング・ファクター考慮

後の内部格付手法エクスポー

ジャー 121,548,907  -  -  35,918,081

信用リスクのリスクアセット合

計 124,924,883  782,128  28,265,876  45,749,692

メイバンク及び投資口座保有者

によって吸収される信用リス

クのリスクアセット合計
*

(24,473,794) -  -  -

市場リスクのリスクアセット合

計 1,150,850  659,127  1,554,555  169,245

オペレーショナル・リスクのリ

スクアセット合計 12,665,099  813,985  2,940,201  2,223,906

リスクアセット合計 114,267,038  2,255,240  32,760,632  48,142,843
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59.　自己資本充実度（続き）

 

(e) 当行子会社の自己資本比率及びリスクアセットは以下の通りである。（続き）

 

(ⅱ) 当行子会社の主要リスク・カテゴリー別のリスクアセットの内訳は以下の通りである。（続き）

 

メイバンク・

イスラミック・

ベルハッド

メイバンク・

インベストメン

ト・バンク・

ベルハッド

ピーティー・

バンク・

メイバンク・

インドネシア・

ティービーケー  

メイバンク・

シンガポール・

リミテッド

2023年

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

標準的手法エクスポージャー 2,654,993  881,595  27,590,217  17,920,825

スケーリング・ファクター考慮

後の内部格付手法エクスポー

ジャー 101,660,571  -  -  33,159,590

信用評価調整 -  -  -  173,909

信用リスクのリスクアセット合

計 104,315,564  881,595  27,590,217  51,254,324

メイバンク及び投資口座保有者

によって吸収される信用リス

クのリスクアセット合計
*

(17,268,203) -  -  -

市場リスクのリスクアセット合

計 1,035,378  463,255  1,105,143  120,820

オペレーショナル・リスクのリ

スクアセット合計 12,166,196  842,333  3,353,928  4,428,170

株式保有に係る大口エクスポー

ジャーリスクのリスクアセッ

ト -  112,114  -  -

リスクアセット合計 100,248,935  2,299,297  32,049,288  55,803,314

 

*
　投資口座に関するBNMの方針文書に従って、投資口座（無制限の投資口座と制限付投資口座）による資

金に係る信用リスクのリスク・ウェイト資産は、当行の自己資本比率の算出からは除外されている。
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60.　セグメント情報

 

(ⅰ) 事業セグメント別状況

 

当行グループのオペレーティングセグメントはグループ・地域金融サービス、グループ・グローバル・バン

キング並びにグループ・保険及びタカフル事業部門である。当行グループでは、当行グループの取締役会及び

経営者上層部に提供される情報に基づいて、オペレーティングセグメントを決定し、公表している。

 

当行グループは、下記の通り、当行グループ内で提供可能なサービス及び商品に基づき、３つのオペレー

ティングセグメントで構成されている。

 

(a) グループ・地域金融サービス（「CFS」）

 

(ⅰ) リテール・バンキング部門

 

リテール・バンキング部門は、貯蓄預金、定期預金、送金サービス、当座預金、住宅ローンや個人

ローンなどの消費者向けローン、割賦金融、ユニット・トラスト、バンカシュアランス商品、クレ

ジットカードなど、地域の個人向けのさまざまな商品及びサービスで構成されている。

 

(ⅱ) 中小企業（「SME」）向け金融部門

 

中小企業向け金融部門は、地域の中小企業を対象として提供されているさまざまな商品及びサービ

スで構成されている。提供されている商品及びサービスには、プロジェクト・ファイナンスなどの長

期ローン、当座貸越や貿易金融などの短期融資、キャッシュ・マネジメントやカストディアン業務な

どの手数料ビジネスが含まれている。

 

(ⅲ) ビジネス・バンキング部門

 

ビジネス・バンキング部門は、地域の事業会社を対象として提供されているさまざまな商品及び

サービスで構成されている。提供されている商品及びサービスには、プロジェクト・ファイナンスな

どの長期ローン、当座貸越や貿易金融などの短期融資、キャッシュ・マネジメントやカストディアン

業務などの手数料ビジネスが含まれている。
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60.　セグメント情報（続き）

 

(i) 事業セグメント別状況（続き）

 

(b) グループ・グローバル・バンキング（「GB」）

 

(ⅰ) グループ・コーポレート・バンキング部門及びグローバル・マーケッツ部門

 

グループ・コーポレート・バンキング部門及びグローバル・マーケッツ部門は、コーポレート・バ

ンキング及びグローバル・マーケッツ事業で構成されている。

 

コーポレート・バンキング部門は、大企業から公共セクターに至るまで、地域の法人顧客に向け

た、さまざまな商品及びサービスで構成されている。提供している商品及びサービスには、プロジェ

クト・ファイナンスなどの長期融資、当座貸越や貿易金融などの短期融資、並びに手数料サービスが

含まれている。

 

グローバル・マーケッツ部門は、外国為替、マネーマーケット、デリバティブ、資本市場取引な

ど、資金取引業務やサービスに関連した様々な商品及びサービスで構成されている。

 

(ⅱ) グループ・投資銀行部門

 

投資銀行部門は、投資銀行業務及び証券仲介業務で構成されている。このセグメントでは、主とし

て大手法人顧客及び金融機関のビジネスニーズへの対応に注力している。顧客向けに提供している商

品及びサービスには、コーポレート・アドバイザリー業務、債券発行、株式発行、シンジケート方式

の買収アドバイザリー業務、債務再編アドバイザリー業務、並びに株式及び先物売買などがある。

 

(ⅲ) グループ・資産運用部門

 

資産運用部門は、個人、法人及び機関投資家といった顧客に対し、さまざまな従来型の投資やイス

ラム金融型の投資におけるソリューションを提供する、資産及びファンド運用業務を手がけている。

 

(c) グループ・保険及びタカフル事業部門

 

保険及びタカフル事業部門は、すべての種目の損害保険及び生命保険の引受業務、オフショアの投資生

命保険事業、ジェネラル・タカフル及びファミリー・タカフル事業から構成されている。

 

次へ
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60.　セグメント情報（続き）

 

(ⅰ) 事業セグメント別状況（続き）

 

＜＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝事業セグメント＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＞   

  

＜＝＝当行グループ・グローバル・バンキング

＝＝＞    

当行グループ

グループ・

地域金融

サービス部門

グループ・

コーポレート・

バンキング及び

グローバル・

マーケッツ部門

グループ

・投資銀行部門

グループ

・資産運用部

門

グループ

・保険及び

タカフル事業

本部及びその

他 合計

2024年

　 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

受取/(支払)利息純額

- 外部 8,432,978 3,083,177 550,304 30 1,648,543 (907,609) 12,807,423

- セグメント間 - - (164,730) 4,356 74,247 86,127 -

8,432,978 3,083,177 385,574 4,386 1,722,790 (821,482) 12,807,423

       

受取/(支払)利息純額 8,432,978 3,083,177 385,574 4,386 1,722,790 (821,482) 12,807,423

イスラム金融業務(IBS)か

らの収益 5,866,569 2,094,909 48,466 - - 336,455 8,346,399

保険/タカフル事業に係る

損益 - - - - 883,889 400,624 1,284,513

その他の営業収益/(費用) 3,712,536 3,411,805 1,128,887 83,724 1,164,498 (435,450) 9,066,000

営業収益/(費用)合計 18,012,083 8,589,891 1,562,927 88,110 3,771,177 (519,853) 31,504,335

保険/タカフル事業による

金融投資に係る純損益 - - - - (1,931,829) - (1,931,829)

純営業収益/(費用) 18,012,083 8,589,891 1,562,927 88,110 1,839,348 (519,853) 29,572,506

一般管理費 (10,333,048) (2,507,923) (1,200,189) (100,904) (318,171) - (14,460,235)

減損損失前営業利益/(損

失) 7,679,035 6,081,968 362,738 (12,794) 1,521,177 (519,853) 15,112,271

貸出金及びその他の債権に

対する減損損失引当金(繰

入)/戻入、純額 (1,450,359) (187,892) (33,352) - 1,058 - (1,670,545)

金融投資に対する減損損失

引当金戻入/(繰入)、純額 5 58,885 - - (16,537) - 42,353

その他の金融資産に対する

減損損失引当金(繰入)/戻

入、純額 (27) (21,326) (2,384) - 4,921 - (18,816)

営業利益/(損失) 6,228,654 5,931,635 327,002 (12,794) 1,510,619 (519,853) 13,465,263

関連会社及びジョイント・

ベンチャーの利益持分 5,300 229,392 1,610 - - - 236,302

税金及びザカート前利益/

(損失) 6,233,954 6,161,027 328,612 (12,794) 1,510,619 (519,853) 13,701,565

税金及びザカート       (3,195,179)

税金及びザカート控除後利

益       10,506,386

非支配持分       (417,713)

当行株主に帰属する当期利

益       10,088,673
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60.　セグメント情報（続き）

 

(ⅰ) 事業セグメント別状況（続き）

 

＜＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝事業セグメント＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝＞   

  

＜＝＝当行グループ・グローバル・バンキン

グ＝＝＞    

当行グループ

グループ・

地域金融

サービス部門

グループ・

コーポレー

ト・

バンキング及

び

グローバル・

マーケッツ部

門

グループ

・投資銀行部

門

グループ

・資産運用部

門

グループ

・保険及び

タカフル事業本部及びその他 合計

2024年（続き）

　 千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

その他の営業収益/(費用)の主

な内訳:

       

手数料収益:        

コミッション 1,501,111 87,855 60,403 52,054 - (346,478) 1,354,945

サービス費用 1,185,396 327,384 225,015 97,493 (2,975) 3,619 1,835,932

引受手数料 - 7,737 45,462 - - - 53,199

取引仲介手数料 1,592 - 331,135 - - - 332,727

貸出金及びその他の債権に係

る手数料

72,055 181,240 2,953 - - (2,835) 253,413

IBS業務に係る手数料収益 554,813 109,455 44,120 - - 7,505 715,893

        

一般管理費及び保険/タカフル

事業に係る損益の主な内訳:        

有形固定資産の減価償却費 (225,527) (55,448) (30,100) (321) (23,115) - (334,511)

使用権資産の減価償却費 (341,302) (90,206) (61,312) (4,043) (18,391) - (515,254)

無形資産の償却費 (190,418) (48,580) (5,779) (83) (24,985) - (269,845)
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60. 　セ グ メ ン ト 情 報

（続き）

 

(ⅰ) 事業セグメン

ト別状況（続き）

 

＜＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝事業セグメント＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＞   

  

＜＝＝当行グループ・グローバル・バンキング

＝＝＞    

当行グループ

グループ・

地域金融

サービス部門

グループ・

コーポレート・

バンキング及び

グローバル・

マーケッツ部門

グループ

・投資銀行部門

グループ

・資産運用部

門

グループ

・保険及び

タカフル事業 本部及びその他 合計

2023年

　 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

受取/(支払)利息純額

- 外部 8,141,667 3,563,479 494,399 47 1,626,663 (1,034,733) 12,791,522

- セグメント間 - - (116,829) 4,738 92,050 20,041 -

8,141,667 3,563,479 377,570 4,785 1,718,713 (1,014,692) 12,791,522

       

受取/(支払)利息純額 8,141,667 3,563,479 377,570 4,785 1,718,713 (1,014,692) 12,791,522

イスラム金融業務(IBS)から

の収益 5,375,479 2,095,016 65,891 - - 40,809 7,577,195

保険/タカフル事業に係る損

益 - - - - 318,158 231,940 550,098

その他の営業収益 3,394,969 2,396,550 791,285 96,863 672,209 636,301 7,988,177

営業収益/(費用)合計 16,912,115 8,055,045 1,234,746 101,648 2,709,080 (105,642) 28,906,992

保険/タカフル事業による金

融投資に係る純損益 - - - - (1,545,851) - (1,545,851)

純営業収益/(費用) 16,912,115 8,055,045 1,234,746 101,648 1,163,229 (105,642) 27,361,141

一般管理費 (9,646,277) (2,278,738) (1,062,501) (97,007) (304,277) - (13,388,800)

減損損失前営業利益/(損失) 7,265,838 5,776,307 172,245 4,641 858,952 (105,642) 13,972,341

貸出金及びその他の債権に

対する減損損失引当金(繰

入)/戻入、純額 (1,559,921) (263,141) (15,191) - 12,041 - (1,826,212)

金融投資に対する減損損失

引当金戻入、純額 12 54,073 - - 126,478 - 180,563

その他の金融資産に対する

減損損失引当金戻入/(繰

入)、純額 5,862 (18,219) (3,093) 1 (19,967) - (35,416)

営業利益/(損失) 5,711,791 5,549,020 153,961 4,642 977,504 (105,642) 12,291,276

関連会社及びジョイント・

ベンチャーの利益持分 2,657 236,907 761 - - - 240,325

税金及びザカート前利益/

(損失) 5,714,448 5,785,927 154,722 4,642 977,504 (105,642) 12,531,601

税金及びザカート       (2,916,739)

税金及びザカート控除後利

益       9,614,862

非支配持分       (265,082)

当行株主に帰属する当期利

益       9,349,780
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60.　セグメント情報（続き）

 

(ⅰ) 事業セグメント別状況（続き）

 

＜＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝事業セグメント＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＞   

  

＜＝＝当行グループ・グローバル・バンキン

グ＝＝＞    

当行グループ

グループ・

地域金融

サービス部門

グループ・

コーポレート・

バンキング及び

グローバル・

マーケッツ部門

グループ

・投資銀行部

門

グループ

・資産運用部

門

グループ

・保険及び

タカフル事業本部及びその他 合計

2023年（続き）

　 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

その他の営業収益/(費用)の主

な内訳:

       

手数料収益:        

コミッション 1,304,651 90,499 57,281 23,209 - (230,790) 1,244,850

サービス費用 1,161,391 284,997 163,407 115,005 18,221 (5,129) 1,737,892

引受手数料 - 37,305 45,423 - - (4,911) 77,817

取引仲介手数料 1,163 - 276,778 - - - 277,941

貸出金及びその他の債権に係

る手数料 28,916 140,465 11,649 - - (5,800) 175,230

IBS業務に係る手数料収益 449,301 117,850 60,055 - - 2,678 629,884

        

一般管理費及び保険/タカフル

事業に係る損益の主な内訳:        

有形固定資産の減価償却費 (217,976) (52,603) (30,272) (429) (21,216) - (322,496)

使用権資産の減価償却費 (384,686) (106,142) (67,714) (3,829) (15,313) - (577,684)

無形資産の償却費 (177,389) (46,320) (2,833) (23) (24,561) - (251,126)
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60.　セグメント情報（続き）

 

(ⅱ) 地域別状況

 

　当行グループは、マレーシア、シンガポール、インドネシア、フィリピン、ブルネイ・ダルサラーム、中

国、香港、ベトナム、英国、米国、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ラブアン・オフショア及びタイにおい

て事業を行っている。

 

　マレーシア、シンガポール及びインドネシアを除き、単独で営業費用前の連結営業総収益及び資産合計の

10％を超える地域はない。

 

　顧客が所在する地域別の営業総収益、純営業収益、税金及びザカート前利益並びに資産の内訳は以下の通り

である。

 

営業総収益 純営業収益

税金及び

ザカート前利益

2024年12月31日に終了した会計年度の損

益計算書項目

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

      

マレーシア 52,355,825  27,676,480  16,277,447

シンガポール 15,936,469  6,089,656  3,000,613

インドネシア 4,401,681  2,588,303  379,957

その他 6,902,802  1,863,792  546,824

79,596,777  38,218,231  20,204,841

消去
*

(10,653,992) (8,645,725) (6,503,276)

当行グループ 68,942,785  29,572,506  13,701,565

 

営業総収益 純営業収益

税金及び

ザカート前利益

2023年12月31日

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

      

マレーシア 47,801,293  25,013,675  13,685,075

シンガポール 13,012,872  4,804,829  2,318,004

インドネシア 4,247,637  2,758,032  776,446

その他 7,336,853  1,702,769  606,071

72,398,655  34,279,305  17,385,596

消去
*

(8,883,442) (6,918,164) (4,853,995)

当行グループ 63,515,213  27,361,141  12,531,601

 

*
セグメント間の収益は連結時に消去されている。
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60.　セグメント情報（続き）

 

(ⅱ) 地域別状況（続き）

 

　非流動資産及び流動資産合計の地域別内訳は以下の通りである。

 

 非流動資産
1

 流動資産
2

2024年 2023年  2024年  2023年

財政状態計算書項目

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

マレーシア 9,944,093 10,526,017  708,722,037  655,535,179

シンガポール 1,145,433 1,139,410  329,375,838  307,829,080

インドネシア 335,832  346,852  53,685,475  50,449,024

その他 399,955 392,834  86,967,546  92,694,274

 11,825,313  12,405,113  1,178,750,896  1,106,507,557

消去
3

(53,805) (77,861) (115,200,448) (91,160,190)

当行グループ 11,771,508 12,327,252  1,063,550,448  1,015,347,367

 

1
非流動資産は、投資不動産、有形固定資産、使用権資産及び無形資産で構成されている。

2
流動資産は、上述の非流動資産を除外した資産合計である。

3
セグメント間の債権債務残高は連結時に消去されている。

 

 

61.　重要な事象及び後発事象

 

(i) 下記は2024年12月31日に終了した会計年度における、当行グループ及び当行の重要な事象である。

 

(a) 当行による、額面金額30.0十億マレーシア・リンギットを上限とするスクーク・プログラムに基づく額面金

額2.0十億マレーシア・リンギットのTier２劣後スクーク・ムラバハの償還

 

当行は、2.0十億マレーシア・リンギットのTier２劣後スクーク・ムラバハを、第一回繰上償還日である

2024年1月31日に全額償還した。2.0十億マレーシア・リンギットのTier２劣後スクーク・ムラバハは2019年1

月31日に発行されたものであった。

 

(b) スクーク・プログラムによる額面金額3.0十億マレーシア・リンギットのTier２劣後スクーク・ムラバハの発

行

 

当行は、30.0十億マレーシア・リンギットのスクーク・プログラムに基づき、3.0十億マレーシア・リン

ギットの劣後スクーク・ムラバハの発行を2024年1月31日に完了した。詳細は下記の通りである。

 

満期日 額面 内容 期間

2034年1月31日 3.0十億マレーシア・リンギット Tier２劣後スクーク・ムラバハ

(10ノンコール５)

10 年
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61.　重要な事象及び後発事象（続き）

 

(i) 下記は2024年12月31日に終了した会計年度における、当行グループ及び当行の重要な事象である。（続き）

 

(c) プット・オプション行使によるメイバンク・アセット・マネジメント・グループ・ベルハッド (「MAMG」)の

20％の持分の取得

 

当行は、2023年10月19日、パーモダラン・ナショナル・ベルハッド (「PNB」)に当行が付与したプット・

オプションの行使に基づき、メイバンク・アセット・マネジメント・グループ・ベルハッド (「MAMG」)の発

行済株式資本の20％に相当する8,336,404株のMAMGの普通株式を、現金対価70,391,800マレーシア・リンギッ

トで取得することについて、PNBとの間で条件付株式売却契約を締結し、2024年２月23日に取得を完了した。

 

(d) ESGPに基づく6,715,600株の新規普通株式の発行

 

当行の株式資本は、2023年12月31日現在の54,673,595,825マレーシア・リンギットから、2024年２月28日

現在の54,736,195,010 マレーシア・リンギットに増加した。これは、ESGPにより6,715,600株の普通株式

（総額62,599,185マレーシア・リンギット）が新規に発行されたことによるものである。

 

2024年2月28日現在における当行の発行済普通株式数は12,066,952,192株である。

 

(e) 当行の30.0十億マレーシア・リンギットのスクーク・プログラムに基づく1.24十億マレーシア・リンギット

のその他Tier１スクーク・ムダラバの償還

 

当行は、1.24十億マレーシア・リンギットのその他Tier１スクーク・ムダラバを、第一回繰上償還日であ

る2024年９月25日に全額償還した。1.24十億マレーシア・リンギットのその他Tier１スクーク・ムダラバは

2019年９月25日に発行されたものであった。

 

(ⅱ) 下記は、2024年12月31日に終了した会計年度後の当行グループの重要な事象である。

 

(a) メイバンクIBGホールディングス・リミテッドによる借入金の償還

 

満期日 額面 期間

2025年1月７日 36,135.4 百万円 １カ月
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62.　保険及びタカフル事業に関する損益計算書及び財政状態計算書

 

(a) 損益計算書

 

 生命保険事業  

ファミリー・タカフル事

業  

ジェネラル・タカフル事

業  一般事業等  合計

 2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年

当行グ

ループ

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

　

営業総

収益 3,422,783  3,003,099  2,573,089  2,889,274  2,538,834  3,090,589  4,924,332  3,901,663  13,459,038  12,884,625

                   

受取利

息 781,937  821,638  672,913  650,788  198,130  186,322  149,526  138,823  1,802,506  1,797,571

支払利

息 (20,594) (20,372) (1) -  -  -  (59,121) (58,486) (79,716) (78,858)

受取利

息純額 761,343  801,266  672,912  650,788  198,130  186,322  90,405  80,337  1,722,790  1,718,713

保険/タ

カフル

事業に

係る損

益 565,286  121,518  (81,693) (11,435) 207,846  93,235  192,450  114,840  883,889  318,158

その他

の営業

収益 772,731  278,762  242,013  311,032  57,088  26,989  92,666  55,426  1,164,498  672,209

営業収

益合計 2,099,360  1,201,546  833,232  950,385  463,064  306,546  375,521  250,603  3,771,177  2,709,080

保険/タ

カフル

事業に

よる投

資/金

融に係

る純損

益 (1,309,280) (997,115) (474,980) (554,678) (130,879) 96  (16,690) 5,846  (1,931,829) (1,545,851)

純営業

収益 790,080  204,431  358,252  395,707  332,185  306,642  358,831  256,449  1,839,348  1,163,229

一般管

理費 (147,972) (129,421) (7,459) (18,846) (9,789) (22,374) (142,162) (127,739) (307,382) (298,380)

減損損

失前営

業利益 642,108  75,010  350,793  376,861  322,396  284,268  216,669  128,710  1,531,966  864,849

貸出金

及びそ

の他の

債権に

対する

減損損

失引当

金戻

入/(繰

入)、

純額 335  (2,549) 7  293  -  1  716  14,296  1,058  12,041
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金融投

資に対

する減

損損失

引当金

戻入/

(繰

入)、

純額 1,729  127,053  664  (278) 196  (208) (19,126) (89) (16,537) 126,478

その他

の金融

資産に

対する

減損損

失引当

金(繰

入)/戻

入、純

額 (214) (3,985) (3) (618) 393  (317) 4,745  (15,047) 4,921  (19,967)

税金及

びザ

カート

前利益 643,958  195,529  351,461  376,258  322,985  283,744  203,004  127,870  1,521,408  983,401

税金及

びザ

カート (48,848) (57,449) (104,491) (75,155) (90,225) (94,141) (95,332) (56,130) (338,896) (282,875)

当期利

益 595,110  138,080  246,970  301,103  232,760  189,603  107,672  71,740  1,182,512  700,526
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62.　保険及びタカフル事業に関する損益計算書及び財政状態計算書（続き）

 

(b) 財政状態計算書

 

 生命保険事業  ファミリー・タカフル事業  

ジェネラル・タカフル事

業  一般事業等
*

 合計

 2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年

当行

グ

ルー

プ

　

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

資産                    

現金

及び

短期

資金 556,573  843,234  86,485  32,360  57,881  65,759  137,015  105,679  837,954  1,047,032

金融

機関

預け

金 1,066,307  722,350  1,204,971  1,155,217  1,339,965  1,176,136  926,931  645,229  4,538,174  3,698,932

売戻

条件

付買

入金

融資

産 223,774  -  -  -  -  -  -  -  223,774  -

当初

認識

時に

純損

益を

通じ

て公

正価

値で

測定

する

もの

とし

て指

定さ

れた

金融

資産 6,003,196  6,751,895  6,821,943  6,528,658  13,560  13,723  60,487  30,231  12,899,186  13,324,507

純損

益を

通じ

て公

正価

値で

測定

する

金融

投資 8,640,961  7,291,095  1,132,549  913,165  272,221  134,258  295,057  267,351  10,340,788  8,605,869
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その

他の

包括

利益

を通

じて

公正

価値

で測

定す

る金

融投

資 8,299,824  8,369,655  7,573,302  7,259,005  3,780,115  3,519,871  1,621,364  1,534,899  21,274,605  20,683,430

償却

原価

で測

定す

る金

融投

資 -  -  -  -  -  -  19,054  45,998  19,054  45,998

貸出

金及

びそ

の他

の債

権 92,721  52,945  9,362  10,172  825  647  48,156  40,313  151,064  104,077

デリ

バ

ティ

ブ資

産 2,876  139,605  -  -  -  -  -  43  2,876  139,648

保険

契約

資

産/

タカ

フル

証書

資産 21,856  35,764  2,506  417  -  -  50,837  87,023  75,199  123,204

再保

険契

約資

産/

再タ

カフ

ル証

書資

産 1,480,588  2,509,439  307,415  278,644  429,312  289,678  3,692,744  2,621,071  5,910,059  5,698,832

その

他の

資産 323,993  363,057  160,799  114,122  5,303  717  243,481  306,486  733,576  784,382

投資

不動

産 849,270  835,270  -  -  -  -  185,195  180,045  1,034,465  1,015,315
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中央

銀行

への

法定

預け

金 3,129  3,213  -  -  -  -  -  -  3,129  3,213

有形

固定

資産 112,069  98,468  194  228  37  62  81,696  68,890  193,996  167,648

使用

権資

産 43,030  11,385  526  713  -  -  12,931  12,146  56,487  24,244

無形

資産 93,602  95,091  11,810  11,012  5,785  1,641  41,480  47,507  152,677  155,251

繰延

税金

資産 16,605  12,425  99,524  51,597  84,367  70,158  33,833  82,158  234,329  216,338

資産

合計 27,830,374  28,134,891  17,411,386  16,355,310  5,989,371  5,272,650  7,450,261  6,075,069  58,681,392  55,837,920
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62.　保険及びタカフル事業に関する損益計算書及び財政状態計算書（続き）

 

(b) 財政状態計算書（続き）

 

 生命保険事業  ファミリー・タカフル事業  

ジェネラル・タカフル事

業  一般事業及びその他
*

 合計

 2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年  2024年  2023年

当行

グ

ルー

プ

（続

き）

　

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト

負債                    

デリ

バ

ティ

ブ負

債 224,546  9,562  213  -  -  -  34,007  70,480  258,766  80,042

保険

契約

負

債/

タカ

フル

証書

負債23,549,839  24,373,113  14,207,236  13,247,304  3,546,701  3,136,983  4,798,559  3,740,151  46,102,335  44,497,551

再保

険契

約負

債/

再タ

カフ

ル証

書負

債 14,595  53,504  -  -  -  -  12,468  29,497  27,063  83,001

その

他の

負

債
#

1,605,511  1,433,949  367,959  300,242  244,668  208,596  369,514  433,846  2,587,652  2,376,633

税金

及び

ザ

カー

ト引

当金 (50,402) (38,861) 65,383  22,652  40,674  35,026  5,593  (1,048) 61,248  17,769

繰延

税金

負債 472,622  467,011  43,240  26,081  38,558  16,801  73,872  50,417  628,292  560,310

劣後

債務 -  -  -  -  -  -  312,118  312,051  312,118  312,051

負債

合計25,816,711  26,298,278  14,684,031  13,596,279  3,870,601  3,397,406  5,606,131  4,635,394  49,977,474  47,927,357

                    

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 739/1379



子会

社の

株主

に帰

属す

る資

本                    

株式

資本 1,388,122  1,388,122  100,000  100,000  970,001  970,001  (1,797,257) (1,797,257) 660,866  660,866

その

他の

準備

金 625,541  448,491  2,627,355  2,659,031  1,148,769  905,243  3,641,387  3,236,932  8,043,052  7,249,697

 2,013,663  1,836,613  2,727,355  2,759,031  2,118,770  1,875,244  1,844,130  1,439,675  8,703,918  7,910,563

負債

及び

株主

資本

合計27,830,374  28,134,891  17,411,386  16,355,310  5,989,371  5,272,650  7,450,261  6,075,069  58,681,392  55,837,920

 

*
当行グループレベルで連結時に消去されている保険/タカフル事業者によるグループ企業間取引を含む。

 

#
その他の負債には、無担保の生命保険ファンド、ジェネラル・ファンド及び投資連動型ファンドのうち、付利の

対象とならず、要求払いで払戻し可能なものが含まれている。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）

 

(a) 財政状態計算書

 

  2024年 2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット 

千マレーシア・

リンギット

     

資産     

現金及び短期資金 (f) 20,828,364  7,813,136

金融機関預け金 (g) 8,513,204  2,801,850

売戻条件付買入金融資産 (h) 1,434,429  58,118

純損益を通じて公正価値で測定する金融投資 (i) 1,527,376  1,331,059

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資 (j) 18,178,884  24,342,546

償却原価で測定する金融投資 (k) 12,788,932  13,759,189

その他の債権 (l) 251,303,767  228,807,155

デリバティブ資産 (m) 563,671  160,619

その他の資産 (n) 6,478,931  4,044,371

中央銀行への法定預け金 (o) 4,244,896  3,621,143

有形固定資産 (p) 374  199

使用権資産 (q) 1,325  4,494

繰延税金資産 (r) 220,963  79,648

資産合計  326,085,116  286,823,527

     

負債     

顧客の資金：     

- 顧客預金 (s) 234,149,822  210,698,979

- 顧客の投資口座
1

(t) 30,138,364  27,354,337

金融機関預り金 (u) 23,089,740  17,488,615

買戻条件付売渡金融資産に関する債務 (h) 1,435,112  -

支払手形及び銀行引受手形  75,343  80,796

デリバティブ負債 (m) 379,353  309,093

その他の負債 (v) 7,267,327  1,349,883

税金及びザカート引当金 (w) 74,970  77,757

期限付資金調達 (x) 9,990,105  10,932,227

劣後スクーク (y) 2,020,610  2,021,893

資本性証券 (z) 1,002,087  1,002,347

負債合計  309,622,833  271,315,927

 

1
　顧客の投資口座は、注記63(l)に開示されているその他の債権の資金調達に利用されている。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(a) 財政状態計算書（続き）

 

  2024年  2023年

当行グループ（続き） 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

     

イスラム金融資本ファンド     

イスラム金融ファンド (d) 12,579,879  11,681,910

利益剰余金 (d) 2,922,948  2,577,023

その他の剰余金  959,456  1,248,667

  16,462,283  15,507,600

負債及びイスラム金融資本ファンド合計  326,085,116  286,823,527

     

当行グループが運用する制限付投資口座 (t) 47,711,393  42,884,778

     

当行グループが保有し運用するイスラム金融資産合計  373,796,509  329,708,305

     

コミットメント及び偶発事象 (aj) 116,095,566  100,661,175

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(b) 損益計算書

 

2024年 2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

     

預金者の資金の投資から生じた収益 (aa) 13,111,772  11,880,732

投資口座の資金の投資から生じた収益 (ab) 1,327,575  1,163,306

イスラム金融ファンドの投資から生じた収益 (ac) 744,905  717,315

その他の債権に係る減損損失引当金繰入、純額 (ad) (1,112,584) (928,570)

金融投資に対する減損損失引当金(繰入)/戻入、純額 (ae) (4,211) 13,939

その他の金融資産に対する減損損失引当金(繰入)/戻

入、純額 (af) (5,699) 716

分配可能収益合計  14,061,758  12,847,438

投資口座からの収益に関する利益の持分  204,040  190,604

預金者に分配された利益 (ag) (6,659,360) (6,161,469)

投資口座保有者に分配された利益  (459,109) (434,604)

純収益合計  7,147,329  6,441,969

金融費用  (542,824) (561,563)

一般管理費 (ah) (2,779,775) (2,711,366)

税金及びザカート前利益  3,824,730  3,169,040

税金 (ai) (922,076) (719,163)

ザカート  (53,377) (51,552)

当期利益  2,849,277  2,398,325

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(b) 損益計算書（続き）

 

　従来型の銀行業務との連結及び統合のため、連結損益計算書上に表示されるイスラム金融業務からの収益

は、以下の項目から構成されている。

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

預金者の資金の投資から生じた収益 13,111,772  11,880,732

投資口座の資金の投資から生じた収益 1,327,575  1,163,306

イスラム金融ファンドの投資から生じた収益 744,905  717,315

金融資産に係る減損損失引当金及び一般管理費前収益合計 15,184,252  13,761,353

投資口座からの収益に関する利益の持分 204,040  190,604

預金者に分配された利益 (6,659,360) (6,161,469)

投資口座保有者に分配された利益 (459,109) (434,604)

 8,269,823  7,355,884

金融費用 (542,824) (561,563)

グループ企業間収益及び費用、純額 823,140  973,035

当行が出資した投資口座からの利益持分収益 (203,740) (190,161)

当行グループの損益計算書に計上されたイスラム金融業務からの収

益 8,346,399  7,577,195
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(c) 包括利益計算書

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

当期利益 2,849,277  2,398,325

    

その他の包括(損失)/利益:    

    

後に純損益に再分類される可能性がある項目    

外国為替換算に係る正味利得/(損失) 1,299  (2,569)

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資に係る正味

(損失)/利得 (265,166) 789,994

-　公正価値の変動からの正味(損失)/利得 (364,610) 1,025,120

-　予想信用損失の変動 11,938  10,903

-　税効果 87,506  (246,029)

 (263,867) 787,425

当期のその他の包括(損失)/利益、税引後 (263,867) 787,425

    

当期の包括利益合計 2,585,410  3,185,750
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(d) イスラム金融資本ファンドの変動計算書

 

 

  

＜---------------------分配不能部分---------

-----------＞   

 

 

当行グループ

イスラム金融

ファンド  規制準備金  

FVOCI評価差

額

準備金  

外国為替

換算準備

金  

持株会社

からの資

本拠出
*
 

分配可能な

利益剰余金  合計

2024年12月31

日現在

　 千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット

              

2024年１月１

日現在 11,681,910  629,580  620,147  (2,757) 1,697  2,577,023  15,507,600

              

当期利益 -  -  -  -  -  2,849,277  2,849,277

その他の包括

(損失)/利益 -  -  (265,166) 1,299  -  -  (263,867)

外国為替換

算に係る正

味利得 -  -  -  1,299  -  -  1,299

その他の包

括利益を通

じて公正価

値で測定す

る金融投資

に係る正味

損失 -  -  (265,166) -  -  -  (265,166)

              

当期の包括(損

失)/利益合計 -  -  (265,166) 1,299  -  2,849,277  2,585,410

             

従来型銀行業

務への振替 -  -  -  -  -  (5,948)  (5,948)

規制準備金か

らの振替 -  (25,344) -  -  -  25,344  -

普通株式の発

行 897,969  -  -  -  -  -  897,969

配当金支払額 -  -  -  -  -  (2,522,748)  (2,522,748)

2024年12月31

日現在 12,579,879  604,236  354,981  (1,458) 1,697  2,922,948  16,462,283

 

*
　この持株会社からの資本拠出準備金は関連する子会社と持株会社間のグループ企業間債権債務残高の免除に関

連するものである。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(d) イスラム金融資本ファンドの変動計算書（続き）

 

 

  

＜---------------------分配不能部分----------

----------＞   

 

 

当行グループ

イスラム金融

ファンド  規制準備金  

FVOCI評価差

額

準備金  

外国為替

換算準備

金  

持株会社

からの資

本拠出
*
 

分配可能な

利益剰余金  合計

2023年12月31

日現在

　 千マレーシア

・リンギット  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレーシ

ア

・リンギッ

ト  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレー

シア

・リン

ギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット

              

2023年１月１

日現在 11,034,955  904,654  (169,847) (188) 1,697  2,901,255  14,672,526

              

当期利益 -  -  -  -  -  2,398,325  2,398,325

その他の包括

利益/(損失) -  -  789,994  (2,569) -  -  787,425

外国為替換

算に係る正

味損失 -  -  -  (2,569) -  -  (2,569)

その他の包

括利益を通

じて公正価

値で測定す

る金融投資

に係る正味

利得 -  -  789,994  -  -  -  789,994

              

当期の包括利

益/(損失)合

計 -  -  789,994  (2,569) -  2,398,325  3,185,750

             

従来型銀行業

務への振替 -  -  -  -  -  (199,141) (199,141)

規制準備金か

らの振替 -  (275,074) -  -  -  275,074  -

普通株式の発

行 646,955  -  -  -  -  -  646,955

配当金支払額 -  -  -  -  -  (2,798,490) (2,798,490)

2023年12月31

日現在 11,681,910  629,580  620,147  (2,757) 1,697  2,577,023  15,507,600

 

*
　この持株会社からの資本拠出準備金は関連する子会社と持株会社間のグループ企業間債権債務残高の免除に関

連するものである。

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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次へ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 748/1379



63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(e) キャッシュ・フロー計算書

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金及びザカート前利益 3,824,730  3,169,040

調整項目:    

その他の債権に対する減損損失引当金繰入、純額 1,305,200  1,112,076

金融投資に対する減損損失繰入/(戻入)、純額 4,211  (13,939)

その他の金融資産に対する減損損失繰入/(戻入)、純額 5,699  (716)

プレミアムの償却、純額 56,038  56,718

デリバティブの再評価に係る未実現損失/(利得) 2,604  (39,010)

純損益を通じて公正価値で測定する金融投資の再評価に係る未実現

利得 (9,778) (692)

純損益を通じて公正価値で測定する金融投資の処分に係る正味利得 (30,405) (23,385)

その他の包括利益を通じて測定する金融投資の処分に係る正味利得 (483,547) (146,852)

外国為替取引に係る利得 (339,885) (351,081)

有形固定資産の減価償却費 116  147

使用権資産の減価償却費 3,154  3,228

ESGP費用 2,701  2,070

金融費用 542,824  561,563

リース負債に係る金融費用 89  162

運転資金増減前営業利益 4,883,751  4,329,329

金融機関預け金の増減 (5,248,946) 5,329,880

現金及び短期資金（当初の満期が３か月超）の増減 (260,326) -

売戻条件付買入金融資産の増減 (1,376,898) 2,064,293

その他の債権の増減 (28,471,601) (24,060,486)

デリバティブ資産及び負債の増減 (335,395) 66,574

その他の資産の増減 (2,307,555) 2,095,266

中央銀行への法定預け金の増減 (623,753) (115,407)

顧客預金の増減 23,450,842  915,515

金融機関預り金の増減 10,821,299  6,350,002

次頁への繰越額 531,418  (3,025,034)
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(e) キャッシュ・フロー計算書（続き）

 

2024年  2023年

当行グループ（続き）

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

前頁からの繰越額 531,418  (3,025,034)

顧客の投資口座の増減 2,730,307  1,944,875

買戻条件付売渡金融資産に関する債務の増減 1,435,112  (461,081)

支払手形及び銀行引受手形の増減 (5,453) 48,227

金融投資ポートフォリオの増減 6,891,586  1,337,632

その他の負債の増減 5,917,618  (1,867,906)

業務から生じた/(に使用した)現金 17,500,588  (2,023,287)

税金及びザカート支払額 (1,034,960) (1,231,032)

営業活動から生じた/(に使用した)正味キャッシュ・フロー 16,465,628  (3,254,319)

    

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の購入 (294) -

投資活動に使用した正味キャッシュ・フロー (294) -

    

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金支払額 (2,522,748) (2,798,490)

劣後スクークに関する配当金支払額 (72,219) (74,000)

期限付資金調達に関する配当金支払額 (366,279) (428,938)

資本性証券に関する配当金支払額 (47,991) (47,600)

普通株式の発行による収入 897,969  646,955

期限付資金調達の(返済)/発行 (1,000,000) 1,500,000

持株会社へ移管された資金 (5,949) (199,141)

リース負債の返済 (2,930) (3,227)

財務活動に使用した正味キャッシュ・フロー (3,120,147) (1,404,441)

   

現金及び現金同等物の正味増加/(減少)額 13,345,187  (4,658,760)

１月１日現在の現金及び現金同等物 10,614,986  15,094,889

為替レートの変動の影響 (125,399) 178,857

12月31日現在の現金及び現金同等物 23,834,774  10,614,986

    

現金及び現金同等物の内訳    

現金及び短期資金(注記63(f)) 20,830,309  7,813,136

金融機関預け金(注記63(g)) 8,513,737  2,801,850

 29,344,046  10,614,986

控除:    

現金及び短期資金並びに金融機関預け金（当初の満期が３カ月超） (5,509,272) -

12月31日現在の現金及び現金同等物 23,834,774  10,614,986

 

添付の注記はこれらの財務書類の一部をなすものである。

EDINET提出書類
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(f) 現金及び短期資金

 2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

     

現金、銀行預金及び金融機関預け金  3,798  1,628

コールマネー  20,826,511  7,811,508

  20,830,309  7,813,136

減損損失引当金 (ⅰ) (1,945) -

  20,828,364  7,813,136

 

(ⅰ) 現金及び短期資金に係る帳簿価額総額及び減損損失引当金の変動の内訳は、以下のとおりである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、現金及び短期資金の帳簿価額総額の変動が損失引当金の

変動にもたらした主な影響は以下の通りである。

 

-　当行におけるステージ1に分類された資産に対するECLの増加は、当会計年度中に新たに認識された金

融資産に関連するものであり、現金及び短期資金に係るECL引当金の増加をもたらした。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 

 

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月1日現在 -  -  -  -

新たに組成又は購入した金融資産 1,836  -  -  1,836

為替換算差額 109  -  -  109

2024年12月31日現在 1,945  -  -  1,945
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(g) 金融機関預け金

 

 2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

     

認可銀行  7,527,526  2,801,850

マレーシア中央銀行  986,211  -

  8,513,737  2,801,850

減損損失引当金 (ⅰ) (533) -

  8,513,204  2,801,850

 

(ⅰ) 金融機関預け金に係る帳簿価額総額及び減損損失引当金の変動の内訳は、以下のとおりである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、金融機関預け金の帳簿価額総額の変動が損失引当金の変

動にもたらした主な影響は、以下の通りである。

 

-　当行のステージ1に分類された資産に対するECLの増加は、当会計年度中に新たに認識された金融資産

に関連して、銀行及びその他の金融機関への預け金に係るECL引当金が増加したことによるものであ

る。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 

 

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月1日現在 -  -  -  -

新たに組成又は購入した金融資産 511  -  -  511

為替換算差額 22  -  -  22

2024年12月31日現在 533  -  -  533
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(h) 売戻条件付買入金融資産及び買戻付売渡金融資産に関する債務

 

(ⅰ)　売戻条件付買入金融資産は以下の通りである。

 

 2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

     

マレーシア政府投資証券  -  58,198

社債及びスクーク  1,435,096  -

  1,435,096  58,198

減損損失引当金 (a) (667) (80)

 1,434,429  58,118

 

(a)　売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りで

ある。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度において、売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額の変動が

損失引当金の変動にもたらした主な影響は、以下の通りである。

 

-　帳簿価額総額の増加は主として年度中に新たに認識された金融資産によるものであり、それに伴

いECL引当金が増加した。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 

 

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 80  -  -  80

新たに組成又は購入した金融

資産 667  -  -  667

認識中止された金融資産 (80) -  -  (80)

2024年12月31日現在 667  -  -  667

 

EDINET提出書類
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(h) 売戻条件付買入金融資産及び買戻付売渡金融資産に関する債務:（続き）

 

(i)　売戻条件付買入金融資産は以下の通りである。（続き）

 

(a)　売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りで

ある。（続き）

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度において、売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額の変動が

損失引当金の変動にもたらした主な影響は、以下の通りである。

 

-　売戻条件付買入金融資産の帳簿価額総額の減少は主として年度中に認識が中止された金融資産に

よるものであり、それに伴いECL引当金が減少した。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 

 

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 796  -  -  796

新たに組成又は購入した金融

資産 80  -  -  80

認識中止された金融資産 (796) -  -  (796)

2023年12月31日現在 80  -  -  80

 

(ⅱ)　買戻条件付売渡金融資産に係る債務は以下の通りである。

 

 2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する

金融投資 (j) 1,435,112  -
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(i) 純損益を通じて公正価値で測定する金融投資

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

公正価値で測定

    

マネーマーケット商品:    

マレーシア政府短期証券 973,890  -

マレーシア政府投資証券 123,287 378,487

マレーシア中央銀行短期証券 -  713,291

カガマススクーク 190,507  30,009

 1,287,684  1,121,787

非上場証券:    

マレーシア国内:    

企業スクーク -  126,293

    

マレーシア国外:    

企業スクーク 239,692  82,979

    

FVTPL金融投資合計 1,527,376 1,331,059

 

(j) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資

 2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

   

公正価値で測定    

   

マネーマーケット商品:    

マレーシア政府投資証券  14,466,707  16,320,593

譲渡性預金商品  149,721  -

マレーシア中央銀行短期証券  -  584,212

 14,616,428  16,904,805

     

非上場証券：     

マレーシア国内：     

企業スクーク (ⅰ) 3,562,456  7,436,491

株式  -  1,250

  3,562,456  7,437,741

     

FVOCI金融投資合計  18,178,884  24,342,546
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(j) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資（続き）

 

(ⅰ) 2024年12月31日現在、RPSIAで調達した企業スクーク3,351.7百万マレーシア・リンギット（2023年：

940.9百万マレーシア・リンギット）が、IBS業務の中でオフバランスとなった。

 

(ⅱ) マネーマーケット商品の満期構成は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

１年以内 180,145  808,618

１年超３年以内 380,707  172,771

３年超５年以内 3,895,378  1,451,415

５年超 10,160,198  14,472,001

 14,616,428  16,904,805

 

(ⅲ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変

動の内訳は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度に、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿

価額総額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響は、以下の通りである。

 

-　ステージ１に分類された資産に対するECLの減少は、金融資産の引当金の再測定によるものであり、そ

れに伴いECL引当金が減少した。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(j) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資（続き）

 

(ⅲ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿価額総額、及び関連する減損損失引当金の

変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 

 

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月1日現在 380  -  -  380

引当金の再測定純額 (1,164) -  -  (1,164)

新たに組成又は購入した金融資産 895  -  -  895

金融資産の認識中止 (13) -  -  (13)

2024年12月31日現在 98  -  -  98

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度に、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿

価額総額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響は、以下の通りである。

 

-　FVOCIで測定する金融投資の帳簿価額総額の全体的な増加は、主に政府投資証券（以下、「GII」とい

う。）及び企業スクークによるものであった。GII及び企業スクークには、ECL引当金を計上していな

い政府保証証券が含まれている。

 

-　ステージ２に分類された資産に係るECLの減少は、金融資産の認識中止によるもので、それに伴いECL

引当金も減少した。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(j) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資（続き）

 

(ⅲ) その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資の帳簿価額総額、及び関連する減損損失引当金の

変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2023年12月31日現在（続き）

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 

 

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月1日現在 607  1,414  -  2,021

引当金の再測定純額 (533) -  -  (533)

新たに組成又は購入した金融資産 343  -  -  343

金融資産の認識中止 (31) (1,414) -  (1,445)

モデル/リスク・パラメーターの変更 (7) -  -  (7)

為替換算差額 1  -  -  1

2023年12月31日現在 380  -  -  380

 

(ⅳ) FVOCI投資に含まれている買戻条件付売渡金融資産は以下の通りである。

 

 2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

    

マレーシア政府投資証券 1,435,112  -
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(k) 償却原価で測定する金融投資

 2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

     

償却原価で測定     

     

マネーマーケット商品：     

マレーシア政府投資証券  9,266,129  9,260,073

カザナスクーク  -  562,011

  9,266,129  9,822,084

     

非上場証券:     

マレーシア国内：     

企業スクーク (ⅰ) 3,546,115  3,955,924

     

減損損失引当金 (ⅲ) (23,312) (18,819)

     

償却原価で測定する金融投資合計  12,788,932  13,759,189

 

(ⅰ) 2024年12月31日現在、RPSIAで調達した企業スクーク5,129.0百万マレーシア・リンギット(2023

年:7,357.8百万マレーシア・リンギット)は、IBS業務の中でオフバランスとなった。

 

(ⅱ) マネーマーケット商品の満期構成は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

１年以内 81,766  808,247

１年超３年以内 771,732  603,712

３年超５年以内 2,010,404  2,107,795

５年超 6,402,227  6,302,330

 9,266,129  9,822,084
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(k) 償却原価で測定する金融投資（続き）

 

(ⅲ) 償却原価で測定する金融投資の帳簿価額総額及び、関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りで

ある。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度に、償却原価で測定する金融投資の帳簿価額総額の変動が損失引当

金の変動にもたらした主な影響は、以下の通りである。

 

-　ステージ１に分類された資産に係るECLの減少は、主に企業スクークである金融資産の認識中止による

ものである。

 

-　ステージ２に分類される資産に係るECLの増加は、信用リスクの悪化によるものであり、それに伴い引

当金の再測定純額が増加した。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 

 

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2024年１月１日現在 2,078  -  16,741  18,819

ステージ２への移動 (1,285) 1,285  -  -

引当金の再測定純額 853  4,100  (51) 4,902

新たに組成又は購入した金融資産 1,190  -  -  1,190

金融資産の認識中止 (1,599) -  -  (1,599)

2024年12月31日現在 1,237  5,385  16,690  23,312
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(k) 償却原価で測定する金融投資（続き）

 

(ⅲ) 償却原価で測定する金融投資の帳簿価額総額及び、関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りで

ある。（続き）

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度に、償却原価で測定する金融投資の帳簿価額総額の変動が損失引当

金の変動にもたらした主な影響は、以下の通りである。

 

-　償却原価で測定する金融投資の帳簿価額総額の減少は、企業スクークによるものであり、引当金の再

測定純額の減少に伴いECL引当金が減少した。

 

-　ステージ３に分類される資産に係るECLの増加は信用リスクの悪化によるものであり、それに伴い引当

金の再測定純額が増加した。

 

 ステージ１  ステージ２  ステージ３   

   全期間ECL  全期間ECL   

 12カ月ECL  信用減損なし  信用減損あり  合計

当行グループ

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

 

 

千マレーシア･

リンギット  

千マレーシア･

リンギット

        

2023年１月１日現在 30,266  850  -  31,116

ステージ３への移動 -  (850) 850  -

引当金の再測定純額 (28,117) -  15,891  (12,226)

新たに組成又は購入した金融資産 66  -  -  66

金融資産の認識中止 (873) -  -  (873)

モデル/リスク・パラメーターの変更 736  -  -  736

2023年12月31日現在 2,078  -  16,741  18,819
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

その他の債権
*
：    

(A)その他の包括利益を通じて公正価値で測定するその他の債権 1,362,401  1,491,790

(B)償却原価で測定するその他の債権 310,070,486  289,328,434

 311,432,887  290,820,224

前受収益 (56,539,578) (58,938,346)

その他の債権総額 254,893,309  231,881,878

その他の債権に対する減損引当金：    

-　ステージ１- 12カ月ECL (545,845) (548,816)

-　ステージ２- 全期間ECL(信用減損なし) (1,737,715) (1,423,854)

-　ステージ３- 全期間ECL(信用減損あり) (1,305,982) (1,102,053)

その他の債権純額 251,303,767  228,807,155

 

* 2024年12月31日現在、RPSIAで調達したその他の債権38,992.0百万マレーシア・リンギット（2023年12月31

日：34,308.6百万マレーシア・リンギット）はIBS業務の中でオフバランスとなっている。

2024年12月31日現在、顧客の投資口座（「IA」）で調達した債権の総エクスポージャーは30,138.4百万マ

レーシア・リンギット（2023年12月31日：27,354.3百万マレーシア・リンギット）であった。

次へ
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

当行グループ バイ
1

ムラバハ ムシャラカ

アル・イジャ

ラサマンア

ル・バイ

(AITAB)
2

イジャラ
3

その他

その他の債権

合計

2024年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

　              

キャッシング

ローン

-  7,392,557  -  -  -  -  7,392,557

期限付資金調

達：

             

- 住宅ローン 9,897,757  111,091,992  1,250,705  -  -  2,078  122,242,532

- シンジケー

トローン

-  3,374,265  -  -  -  -  3,374,265

- 分割払債権 -  12,705,891  -  51,928,928  -  -  64,634,819

- リース債権 -  -  -  -  3,046,495  -  3,046,495

- その他の期

限付資金調達

3,583,245  87,481,333  345,802  -  -  43,488  91,453,868

貨物貸渡 -  158,947  -  -  -  -  158,947

引受為替手形求

償権

-  7,940,915  -  -  -  -  7,940,915

従業員向貸出 203,163  3,240,491  4,998  150,653  -  60,663  3,659,968

クレジットカー

ド債権

-  -  -  -  -  2,524,867  2,524,867

リボルビングク

レジット

-  4,962,899  -  -  -  -  4,962,899

株式信用取引 -  39,347  -  -  -  -  39,347

その他の貸出:              

- 当行の取締

役向貸出

-  1,180  -  131  -  45  1,356

- 子会社の取

締役向貸出

-  52  -  -  -  -  52

 13,684,165  238,389,869  1,601,505  52,079,712  3,046,495  2,631,141  311,432,887

前受収益             (56,539,578)

その他の債権総

額
4

            254,893,309

その他の債権に

対する減損引当

金:

             

- ステージ１

－12カ月ECL

            (545,845)

- ステージ２

－全期間ECL

(信用減損な

し)

            

(1,737,715)

- ステージ３

－全期間ECL

(信用減損あ

り)

            

(1,305,982)

その他の債権純

額

            251,303,767

 
1
　バイは、バイ・ビタマー・アジル、バイ・アル・イナー及びバイ・アル・ダイン・アル・シラから構成されている。

2
　当行グループが当該資産の所有者である。資産の所有権はイジャラの終了時に売却を通じて顧客に移転される。

3
　当行グループが当該資産の所有者である。資産の所有権はイジャラの終了時に顧客が購入オプションを行使する場合に顧客に

移転される。

4
　その他の債権にはIAの原資産が含まれている。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

当行グループ バイ
1

ムラバハ ムシャラカ

アル・イジャ

ラサマンア

ル・バイ

(AITAB)
2

イジャラ
3

その他

その他の債権

合計

2023年

　

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

千マレーシ

ア・

リンギット

　              

キャッシング

ローン

-  7,068,707  -  -  -  -  7,068,707

期限付資金調

達：

             

- 住宅ローン 10,805,361  97,680,534  1,397,371  -  -  590  109,883,856

- シンジケー

トローン

-  5,213,306  -  -  -  -  5,213,306

- 分割払債権 -  14,063,247  -  47,001,375  -  -  61,064,622

- リース債権 -  -  -  -  2,548,038  -  2,548,038

- その他の期

限付資金調達

4,645,909  82,088,431  402,904  -  -  41,582  87,178,826

受取手形 -  -  -  -  -  52  52

貨物貸渡 -  212,698  -  -  -  -  212,698

引受為替手形求

償権

-  7,786,061  -  -  -  -  7,786,061

従業員向貸出 234,631  2,894,181  5,608  141,127  -  48,654  3,324,201

クレジットカー

ド債権

-  -  -  -  -  2,158,462  2,158,462

リボルビングク

レジット

-  4,340,427  -  -  -  -  4,340,427

株式信用取引 -  38,482  -  -  -  -  38,482

その他の貸出:              

- 当行の取締

役向貸出

-  1,631  -  186  -  84  1,901

- 子会社の取

締役向貸出

-  348  -  237  -  -  585

 15,685,901  221,388,053  1,805,883  47,142,925  2,548,038  2,249,424  290,820,224

前受収益             (58,938,346)

その他の債権総

額
4

            231,881,878

その他の債権に

対する減損引当

金:

             

- ステージ１

－12カ月ECL

            (548,816)

- ステージ２

－全期間ECL

(信用減損な

し)

            

(1,423,854)

- ステージ３

－全期間ECL

(信用減損あ

り)

            

(1,102,053)

その他の債権純

額

            228,807,155

 
1
　バイは、バイ・ビタマー・アジル、バイ・アル・イナー及びバイ・アル・ダイン・アル・シラから構成されている。

2
　当行グループが当該資産の所有者である。資産の所有権はイジャラの終了時に売却を通じて顧客に移転される。
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3
　当行グループが当該資産の所有者である。資産の所有権はイジャラの終了時に顧客が購入オプションを行使する場合に顧客に

移転される。

4
　その他の債権にはIAの原資産が含まれている。

 

次へ
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

 

(ⅰ) 顧客種類別のその他の債権の内訳は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

   

国内ノンバンク金融機関 7,611,424  5,074,447

国内事業会社：    

- 中小企業 48,779,715  44,525,336

- その他 15,631,044  16,548,233

政府及び特殊法人 109,458  116,470

個人 181,217,724  163,584,593

その他国内事業体 176,682  157,160

外国事業体 1,367,262  1,875,639

その他の債権総額 254,893,309  231,881,878

 

(ⅱ) 利益率感応度別のその他の債権の内訳は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

   

固定利益率：   

- 住宅ローン 1,696,867  1,618,028

- 分割払債権 46,295,416  42,032,224

- その他の融資 11,056,243  11,120,924

 59,048,526  54,771,176

変動利益率：    

- 住宅ローン 92,671,723  78,113,967

- その他の融資 103,173,060  98,996,735

 195,844,783  177,110,702

    

その他の債権総額 254,893,309  231,881,878
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

 

(ⅲ) 経済目的別のその他の債権の内訳は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

   

証券の購入 20,619,376  22,391,172

車両・輸送用機器の購入 57,309,463  54,676,294

不動産の購入：    

- 住宅 97,529,316  82,158,475

- 住宅以外 24,416,816  20,653,905

固定資産の購入（不動産を除く） 340,924  294,376

個人 4,804,847  3,674,884

耐久消費財の購入 1,109  584

建設 2,833,351  2,418,548

合併・買収 31,999  -

運転資金 44,412,817  43,388,891

クレジットカード 2,593,291  2,224,749

その他の債権総額 254,893,309  231,881,878

 

(ⅳ) その他の債権の満期構成は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

   

１年以内 26,410,011  23,900,036

１年超３年以内 8,924,192  8,916,511

３年超５年以内 22,779,164  19,117,586

５年超 196,779,942  179,947,745

その他の債権総額 254,893,309  231,881,878
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

 

(ⅴ) 減損したその他の債権（「減損債権」）の変動は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

１月１日現在 2,450,297  2,061,080

新規減損債権 1,631,315  1,605,365

非減損債権への分類変更 (144,253) (56,988)

回収額 (331,181) (99,115)

貸倒償却額 (743,020) (1,060,045)

12月31日現在の減損債権総額 2,863,158  2,450,297

控除：ステージ３ - 全期間ECL - 信用減損あり (1,305,982) (1,102,053)

12月31日現在の正味減損債権 1,557,176  1,348,244

 

正味減損債権の比率計算（IA債権を除く）：    

    

12月31日現在の減損債権総額 2,863,158  2,323,152

控除：ステージ３ - 全期間ECL - 信用減損あり (1,305,982) (1,102,053)

12月31日現在の正味減損債権 1,557,176  1,221,099

    

その他の債権総額 224,754,945  204,527,541

控除：償却原価で測定する減損したその他の債権及びFVOCI

で測定する減損したその他の債権に対する引当金 (3,621,575) (3,094,536)

その他の債権、純額 221,133,370  201,433,005

    

その他の債権、純額に対する正味減損債権の割合 0.70%  0.61%
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

 

(ⅵ) 経済目的別のその他の減損債権の内訳は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

   

証券の購入 9,957  12,098

車両・輸送用機器の購入 341,260  222,367

不動産の購入：    

- 住宅 570,442  357,454

- 住宅以外 438,000  325,396

固定資産の購入（不動産を除く） 6,318  2,154

個人 353,973  407,599

耐久消費財の購入 1  1

建設 76,678  224,916

運転資金 1,054,609  883,749

クレジットカード 11,920  14,563

減損したその他の債権合計 2,863,158  2,450,297

 

(ⅶ) その他の債権の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度に、その他の包括利益を通じて公正価値で測定するその他の債権及

び償却原価で測定するその他の債権の帳簿価額総額の変動が損失引当金の変動にもたらした主な影響は、

以下の通りである。

 

-　帳簿価額総額は、リテール向けの分割払債権が11％、住宅ローンが６％とそれぞれ大幅に増加した。

 

-　ステージ１ECL（12カ月ECL)及びステージ２ECL（全期間ECL-信用減損なし）は、323.1百万マレーシ

ア・リンギット 増加した。この増加は、その他の債権が増加したと同時に、当行グループの積極的な

信用リスク管理の結果、顧客のステージ移動が生じたことによるものである。

 

-　当会計年度中、積極的な債権回収が行われ、貸倒償却額として743.0百万マレーシア・リンギット

(2023年: 1,060.0百万マレーシア・リンギット)が相殺されているものの、多額のその他の債権に対し

引当金が計上されたことを主な理由として、ステージ３ECL（全期間ECL-信用減損あり）は203.9百万

マレーシア・リンギット増加した。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

 

(ⅶ) その他の債権の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 

その他の包括利益を通じて公正価値で測定

 

ステージ１ ステージ２ ステージ３

当行グループ 12カ月ECL

全期間ECL

信用減損なし

全期間ECL

信用減損あり 合計

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

2024年１月１日現在 6,424 13,389 - 19,813

引当金の再測定純額 6,431  12,386  -  18,817

新たに組成又は購入した金融資

産 (2,932) -  -  (2,932)

認識中止された金融資産 (3,665) 12  -  (3,653)

為替換算差額 -  (12) -  (12)

2024年12月31日現在 6,258  25,775  -  32,033
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

 

(ⅶ) その他の債権の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2024年12月31日現在（続き）

 

償却原価で測定

 

ステージ１ ステージ２ ステージ３

当行グループ 12カ月ECL

全期間ECL

信用減損なし

全期間ECL

信用減損あり 合計

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

2024年１月１日現在 548,816 1,423,854 1,102,053 3,074,723

ステージ１への移動 127,086  (115,139) (11,947) -

ステージ２への移動 (26,326) 57,790  (31,464) -

ステージ３への移動 (10,290) (108,399) 118,689  -

引当金の再測定純額 (186,711) 449,537  871,678  1,134,504

新たに組成又は購入した金融

資産 155,747  85,748  -  241,495

認識中止された金融資産 (56,729) (55,167) -  (111,896)

モデル/リスク・パラメーター

の変動 (5,837) (544) (7) (6,388)

貸倒償却額 -  -  (743,020) (743,020)

為替換算差額 89  35  -  124

2024年12月31日現在 545,845  1,737,715  1,305,982  3,589,542
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

 

(ⅶ) その他の債権の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2023年12月31日現在

 

2023年12月31日に終了した会計年度の、当行グループの損失引当金の変動に係る、その他の包括利益を

通じて公正価値で測定するその他の債権及び償却原価で測定するその他の債権の帳簿価額総額の変動は、

主に以下の理由によるものである。

 

-　帳簿価額総額は、主にリテール向けの分割払債権が11％、住宅ローンが９％とそれぞれ増加した。

 

-　ステージ１ECL（12カ月ECL)は、信用度の向上によりステージ２又はステージ３からステージ１に移動

したその他の債権及び顧客口座が増加したことに伴い、105.2百万マレーシア・リンギット増加した。

 

-　ステージ２ECL（全期間ECL-信用減損なし）は、127.7百万マレーシア・リンギット増加した。主要な

要因は債権のステージ２への移動であるが、当会計年度中における完済又は残高の変動に加え、信用

度の悪化によるステージ３への移動により、部分的に相殺されている。

 

-　ステージ３ECL（全期間ECL-信用減損あり）は、135.3百万マレーシア・リンギット減少した。その他

の債権について、当会計年度中に多額の償却処理をしたことが主な要因であり、そのうち依然として

回収中のものは、1,060.0百万マレーシア・リンギット（2023年：380.1百万マレーシア・リンギッ

ト）である。これは、当行のその他の債権のうち、信用度の悪化により1,605.4百万マレーシア・リン

ギットがステージ３に移動したことにより相殺されている。

 

その他の包括利益を通じて公正価値で測定

 

ステージ１ ステージ２ ステージ３

当行グループ 12カ月ECL

全期間ECL

信用減損なし

全期間ECL

信用減損あり 合計

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

2023年１月１日現在 7,269 - - 7,269

ステージ２への移動 (3,186) 3,186  -  -

引当金の再測定純額 -  10,203  -  10,203

新たに組成又は購入した金融資

産 1,827  -  -  1,827

認識中止された金融資産 (371) -  -  (371)

モデル/リスク・パラメーター

の変動 873  -  -  873

為替換算差額 12  -  -  12

2023年12月31日現在 6,424  13,389  -  19,813
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(l) その他の債権（続き）

 

(ⅶ) その他の債権の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。（続き）

 

2023年12月31日現在（続き）

 

償却原価で測定

 

ステージ１ ステージ２ ステージ３

当行グループ 12カ月ECL

全期間ECL

信用減損なし

全期間ECL

信用減損あり 合計

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

        

2023年１月１日現在 442,735 1,309,534 1,237,312 2,989,581

ステージ１への移動 114,366  (108,573) (5,793) -

ステージ２への移動 (31,198) 46,414  (15,216) -

ステージ３への移動 (8,799) (98,770) 107,569  -

引当金の再測定純額 41,988  299,978  803,183  1,145,149

新たに組成又は購入した金融

資産 134,253  71,265  -  205,518

認識中止された金融資産 (67,846) (58,074) 25,299  (100,621)

モデル/リスク・パラメーター

の変動 (77,070) (38,031) (10,877) (125,978)

貸倒償却額 -  -  (1,060,045) (1,060,045)

為替換算差額 387  111  20,621  21,119

2023年12月31日現在 548,816  1,423,854  1,102,053  3,074,723
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(m) デリバティブ金融商品及びヘッジ会計

 

以下の表は、資産又は負債として計上されるデリバティブ金融商品の想定元本額と公正価値を示している。

総額で計上されている想定元本額はデリバティブの原資産であり、参照レート又は指標はデリバティブの公正

価値変動の測定の基礎である。想定元本額は会計年度末現在の取引残高を示しており、市場リスク又は信用リ

スクを表しているものではない。

 

当行グループは顧客からの依頼に応じて、また顧客のためにデリバティブ取引を行うほか、当行グループ自

体のエクスポージャーをヘッジするためにもデリバティブ取引を行うが、投機目的では行っていない。

 

2024年 2023年

想定元本額  ＜-----公正価値-----＞  想定元本額  ＜-----公正価値-----＞

  資産  負債 資産 負債

当行グループ

　

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット  

千マレーシ

ア・リン

ギット

トレーディング目的

デリバティブ

外国為替関連契約

            

通貨先渡取引：

- １年未満 10,929,559  102,689  (141,637) 8,006,888 38,165 (97,359)

- １年以上３年以内 2,117,674  16,968  (16,968) 1,214,410  17,595  (17,595)

- ３年超 1,559,000  31,423  (31,450) 2,211,892  16,097  (16,097)

            

通貨スワップ：            

- １年未満 26,319,184  395,070  (169,394) 23,968,277  75,316  (163,348)

            

通貨スポット：            

- １年未満 57,160  448  (1,906) 261,522  140  (313)

            

通貨オプション：            

- １年未満 4,484  13  (13) 20,271  53  (53)

            

クロス・カレンシー・

利益率スワップ：      

- １年未満 77,876  4,088  (4,088) -  -  -

- １年以上３年以内 419,607  6,976  (7,971) - - -

- ３年超 -  -  - 425,504 12,896 (14,049)

41,484,544  557,675  (373,427) 36,108,764  160,262  (308,814)

 

利益率関連契約

            

利益率スワップ：            

- １年以上３年以内 -  -  -  37,321  164  (164)

- ３年超 560,649  5,996  (5,926) 220,000  193  (115)

 560,649  5,996  (5,926) 257,321  357  (279)

            

合計 42,045,193  563,671  (379,353) 36,366,085  160,619  (309,093)
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(m) デリバティブ金融商品及びヘッジ会計（続き）

 

公正価値ヘッジ

 

ヘッジ目的デリバティブには、当行グループがヘッジ会計を適用していたデリバティブが含まれている。

 

公正価値ヘッジは、利益率の変動による金融資産及び金融負債の公正価値の変動を防ぐために、当行グルー

プが使用している。利益率リスクをヘッジするために用いる金融商品には、当行グループの金融商品が含まれ

ている。

 

2023年12月31日に終了した前会計年度に、当行グループは、GIMFの導入に伴うリスク管理目的の変更によ

り、ヘッジ対象とヘッジ手段との間の多数のヘッジ関係を中止した。

 

4,255,334マレーシア・リンギット(2023年:1,578,592マレーシア・リンギット)の損失合計額が当会計年度の

純損益において償却されており、未償却の公正価値ヘッジ調整額30,336,415マレーシア・リンギット(2023

年:34,591,749マレーシア・リンギット)は関連する金融資産の平均残存期間にわたって償却される。

 

2024年12月31日に終了した会計年度に、当行グループは中止したヘッジに対して下記の正味(損失)/利得を認

識した。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

   

ヘッジ手段に係る損失 -  (21,671)

ヘッジ対象リスクに起因する、ヘッジ対象に係る(損失)/利得 (4,255) 34,592
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(n) その他の資産

 

 2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

持株会社の未払金  4,585,091  2,848,949

前払金及び預け金  74,343  15,006

未収還付税  352,961  350,050

その他の債権  1,469,301  829,965

  6,481,696  4,044,371

減損損失引当金 (ⅰ) (2,765) -

  6,478,931  4,044,371

 

(ⅰ) その他の資産の帳簿価額総額及び関連する減損損失引当金の変動の内訳は以下の通りである。

 

2024年12月31日現在

 

2024年12月31日に終了した会計年度に、その他の資産の帳簿価額総額の変動が損失引当金の変動にもた

らした影響は、主に新規に購入した減損金融資産によるものであった。

 

ステージ１ ステージ２ ステージ３

当行グループ 12カ月ECL

全期間ECL

信用減損なし

全期間ECL

信用減損あり 合計

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

2024年１月１日現在 - - - -

新たに組成又は購入した金融資

産 2,283  482  -  2,765

2024年12月31日現在 2,283  482  -  2,765

 

(o) 中央銀行への法定預け金

 

BNMにおいて維持している無利益の法定預け金は、マレーシア中央銀行法2009年の要件に従い、その金額は定

められた適格負債合計の割合で決定されている。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(p) 有形固定資産

 

当行グループ

事務所什器、

付属品、

設備及び

リノベーション

コンピュータ

及び周辺機器 車両 合計

2024年12月31日現在

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

取得原価        

2024年１月１日現在 1,053  300  385  1,738

取得 -  -  294  294

為替換算差額 (28) (8) (10) (46)

2024年12月31日現在 1,025  292  669  1,986

        

減価償却累計額        

2024年１月１日現在 1,043  156  340  1,539

当期減価償却費（注記63(ah)） 8  53  55  116

為替換算差額 (27) (6) (10) (43)

2024年12月31日現在 1,024  203  385  1,612

        

正味帳簿価額        

2024年12月31日現在 1  89  284  374

 

2023年12月31日現在        

 

取得原価        

2023年１月１日現在 1,037  295  379  1,711

為替換算差額 16  5  6  27

2023年12月31日現在 1,053  300  385  1,738

        

減価償却累計額        

2023年１月１日現在 1,017  94  259  1,370

当期減価償却費（注記63(ah)） 10  60  77  147

為替換算差額 16  2  4  22

2023年12月31日現在 1,043  156  340  1,539

        

正味帳簿価額        

2023年12月31日現在 10  144  45  199

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(q) 使用権資産

建 物

 2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

取得原価    

１月１日現在 13,394  14,242

取得 -  303

終了 -  (1,289)

為替換算差額 (105) 138

12月31日現在 13,289  13,394

    

減価償却累計額  

１月１日現在 8,900 6,963

当期減価償却費（注記63(ah)） 3,154 3,228

終了 -  (1,289)

為替換算差額 (90) (2)

12月31日現在 11,964 8,900

  

正味帳簿価額  

12月31日現在 1,325 4,494
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有価証券報告書
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(r) 繰延税金

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

  

１月１日現在 79,648  288,433

損益計算書認識額（注記63(ai)） 53,809 37,244

一時差異の当期発生及び解消関連 53,809  37,244

包括利益計算書認識額 87,506 (246,029)

12月31日現在 220,963 79,648

 

適切な相殺を行った後の表示額は以下の通りである。

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

繰延税金資産 322,957  269,142

繰延税金負債 (101,994) (189,494)

12月31日現在 220,963 79,648

 

当期税金資産と当期税金負債を相殺する法的強制力のある権利を有しており、かつ繰延税金が同一の税務当

局に関係するものである場合には、繰延税金資産と繰延税金負債を相殺する。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(r) 繰延税金（続き）

 

相殺前の繰延税金資産及び繰延税金負債の内訳と会計年度中の変動は以下の通りである。

 

当行グループの繰延税金資産：

 

当行グループ

ICBU事業に係る

未利用の繰越欠

損金

 債権等、金融投

資及びその他の

金融資産に係る

減損損失  

FVOCI評価

差額準備金

その他の

一時差異 合計

2024年12月31日現在

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

          

2024年１月１日現在 11,859  241,906  1  15,376  269,142

損益計算書認識額：          

一時差異の当期発生及び解消関連 (1,600) 44,798  -  10,617  53,815

2024年12月31日現在 10,259  286,704  1  25,993  322,957

          

2023年12月31日現在          

          

2023年１月１日現在 -  207,372  56,567  24,526  288,465

損益計算書認識額：          

一時差異の当期発生及び解消関連 11,859  34,534  -  (9,150) 37,243

その他の包括利益計算書認識額 -  -  (56,566) -  (56,566)

2023年12月31日現在 11,859  241,906  1  15,376  269,142
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(r) 繰延税金（続き）

 

相殺前の繰延税金資産及び繰延税金負債の内訳と会計年度中の変動は以下の通りである。（続き）

 

当行グループの繰延税金負債：

 

FVOCI評価

差額準備金

非吸収資本

引当金  合計

当行グループ

 

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

2024年12月31日現在      

      

2024年１月１日現在 (189,463) (31) (189,494)

損益計算書認識額：      

一時差異の当期発生及び解消関連 -  (6) (6)

包括利益計算書認識額 87,506  -  87,506

2024年12月31日現在 (101,957) (37) (101,994)

 

2023年12月31日現在      

      

2023年１月１日現在 -  (32) (32)

損益計算書認識額：      

一時差異の当期発生及び解消関連 -  1  1

包括利益計算書認識額 (189,463) -  (189,463)

2023年12月31日現在 (189,463) (31) (189,494)
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(r) 繰延税金（続き）

 

2021年度財政法案に基づき、税務上の欠損金は2019課税年度から最長連続10年間遡って利用することができ

る。

 

(s) 顧客預金

2024年  2023年

当行グループ

　

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

貯蓄預金   

ムラバハ 28,309,482  27,898,298

カルド 1,440,679  537,261

 29,750,161  28,435,559

要求払預金    

ムラバハ 38,307,257  38,688,322

カルド 4,210,298  497,776

 42,517,555  39,186,098

定期預金    

ムラバハ 161,105,195  142,778,570

カルド 776,911  298,752

 161,882,106  143,077,322

    

顧客預金合計 234,149,822  210,698,979

 

(ⅰ) 定期預金の満期構成は以下の通りである。

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

   

６カ月以内 146,154,762  130,681,313

６カ月超１年以内 15,640,105  12,265,164

１年超３年以内 76,459  118,555

３年超５年以内 10,780  12,290

 161,882,106  143,077,322

 

(ⅱ) 預金の顧客種類別構成は以下の通りである。

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

   

事業会社 99,415,256  88,595,093

個人 73,875,821  62,192,971

政府及び特殊法人 33,111,193  32,383,000

その他 27,747,552  27,527,915

234,149,822  210,698,979
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63.　 イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(t) 投資口座

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

顧客の投資口座   

- 制限のない投資口座 30,138,364  27,354,337

    

当行グループが運用する制限付投資口座
1

47,711,393  42,884,778

 

当行グループの財政状態計算書に計上されているとおり、制限のない投資口座の残高（グループ企業間債権

債務残高控除後）は、28,981.8百万マレーシア・リンギット (2023年: 26,475.4百万マレーシア・リンギット)

であった。

 

(ⅰ) 投資口座の変動は以下の通りである。

 

 制限のない投資口座  
当行グループが

運用する制限付

投資口座
1

ムダラバムダラバ
2

 
 

ワカラ

 

合計  

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

2024年        

        

資金流入額/(流出額）        

2024年１月１日現在 27,103,783  250,554  27,354,337  42,884,778

当期中の新規受入 61,200,942  445,000  61,645,942  18,158,857

当期中の解約 (58,861,488) -  (58,861,488) (13,446,720)

未払利益の増減 (964) 537  (427) 114,478

2024年12月31日現在 29,442,273  696,091  30,138,364  47,711,393

        

2023年        

        

資金流入額/(流出額）        

2023年１月１日現在 25,637,702  -  25,637,702  30,552,966

当期中の新規受入 61,539,566  250,000  61,789,566  23,493,865

当期中の解約 (60,071,737) -  (60,071,737) (11,329,348)

未払利益の増減 (1,748) 554  (1,194) 167,295

2023年12月31日現在 27,103,783  250,554  27,354,337  42,884,778
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(t) 投資口座（続き）

 

(ⅱ) 投資口座の顧客種類別構成は以下の通りである。

 

 制限のない投資口座  
当行グループが

運用する制限付

投資口座
1

ムダラバムダラバ
2

 
 

ワカラ

 

合計  

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

       

2024年        

        

事業会社 14,678,650  -  14,678,650  -

個人 11,913,062  -  11,913,062  -

政府及び特殊法人 440,417  -  440,417  -

認可銀行 -  -  -  47,107,072

その他 2,410,144  696,091  3,106,235  604,321

29,442,273  696,091  30,138,364  47,711,393

        

2023年        

        

事業会社 14,795,428  -  14,795,428  -

個人 10,344,687  -  10,344,687  -

政府及び特殊法人 322,997  -   322,997  -

認可銀行 -  -  -  42,226,738

その他 1,640,671  250,554  1,891,225  658,040

27,103,783  250,554  27,354,337  42,884,778
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(t) 投資口座（続き）

 

(ⅲ) 投資口座の満期構成は以下の通りである。

 

 

制限のない投資口座

 

当行グループが

運用する制限付

投資口座
1

ムダラバムダラバ
2

 

ワカラ

 

合計  

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

       

2024年        

        

- 満期の定めなし 26,242,369  -  26,242,369  -

        

- 満期の定めあり        

６カ月以内 2,120,437  490,758  2,611,195  10,853,927

６カ月超１年以内 1,067,157  205,333  1,272,490  310,641

１年超３年以内 10,827  -  10,827  10,606,804

３年超５年以内 1,483  -  1,483  25,940,021

 3,199,904  696,091  3,895,995  47,711,393

29,442,273  696,091  30,138,364  47,711,393

       

2023年        

        

- 満期の定めなし 23,437,559  -  23,437,559  -

        

- 満期の定めあり        

６カ月以内 2,558,744  190,510  2,749,254  12,974,987

６カ月超１年以内 1,073,409  60,044  1,133,453  163,298

１年超３年以内 30,557  -  30,557  6,470,699

３年超５年以内 3,514  -  3,514  23,275,794

 3,666,224  250,554  3,916,778  42,884,778

27,103,783  250,554  27,354,337  42,884,778
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(t) 投資口座（続き）

 

(ⅳ) 投資資産の配分は以下の通りである。

 

 

制限のない投資口座

 

当行グループが

運用する制限付

投資口座
1

ムダラバ ムダラバ
2

 

ワカラ

 

合計  

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

        

2024年        

        

リテール貸出金 27,442,273  696,091  28,138,364  -

非リテール貸出金 2,000,000  -  2,000,000  39,155,205

企業スクーク -  -  -  8,556,188

 29,442,273  696,091  30,138,364  47,711,393

        

2023年        

        

リテール貸出金 26,103,783  250,554  26,354,337  -

非リテール貸出金 1,000,000  -  1,000,000  34,496,355

企業スクーク -  -  -  8,388,423

 27,103,783  250,554  27,354,337  42,884,778
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(t) 投資口座（続き）

 

(ⅴ) 利益分配率及び利回りは以下の通りである。

 

 投資口座保有者(「IAH」)

当行グループ 平均利益分配率(%)  平均利回り(%)

    

2024年    

顧客の投資口座    

- 制限のない投資口座    

- ムダラバ 35.33  1.57

- ワカラ -  3.92

    

当行グループが運用する制限付投資口座
1

83.04  4.27

    

2023年    

顧客の投資口座    

- 制限のない投資口座    

- ムダラバ
2

38.18  1.61

- ワカラ -  4.11

    

当行グループが運用する制限付投資口座
1

79.41  4.17

 

1
　当行グループが運用する制限付投資口座には、MIBと当行及びMIBと第三者との間の取決めが含まれて

おり、ここではMIBが運用代理人として、それぞれ47,107.1百万マレーシア・リンギット及び604.3百

万マレーシア・リンギット（2023年：42,226.7百万マレーシア・リンギット及び658.0百万マレーシ

ア・リンギット）の制限付投資口座の運用と管理を行っている。MIBが運用する制限付投資口座は、制

限付投資口座で調達した原金融資産に対して求められる減損損失引当金控除後の金額で開示されてい

る。

 

2
　2023年12月31日現在、制限のない投資口座に含まれているのは、満期を迎えたMulti-Asset

Investment Account-i(「MAIA」) の商品に投資された121.1百万マレーシア・リンギットの資金で

あった。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(u) 金融機関預り金

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

   

非ムダラバ・ファンド    

認可銀行 22,164,757  16,296,503

認可イスラム銀行 -  399,757

認可投資銀行 50,542  59,879

その他の金融機関 874,441  732,476

23,089,740  17,488,615

 

(v) その他の負債

 

 2024年  2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

    

持株会社に対する債務  205,583  48,824

その他の債務、引当金及び未払金  6,943,907  1,179,339

ローン・コミットメント及び金融保証契約に係る

減損損失引当金 (ⅰ) 114,387  107,173

リース負債 (ⅱ) 667  3,539

仕組預金  2,783  11,008

 7,267,327  1,349,883
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(v) その他の負債（続き）

 

(ⅰ) ローン・コミットメント及び金融保証契約に関する減損損失引当金の変動は以下の通りである。

 

ステージ１  ステージ２ ステージ３

12カ月ECL

全期間ECL

信用減損なし

全期間ECL

信用減損あり 合計

当行グループ 千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

2024年12月31日現在        

        

2024年１月１日現在 29,713 8,728 68,732 107,173

ステージ１への振替 520  (520) -  -

ステージ２への振替 (498) 498  -  -

ステージ３への振替 -  (3) 3  -

引当金の再測定純額 6,216  1,635  53,187  61,038

新たに組成又は購入した信用エク

スポージャー 32,579  7,131  -  39,710

認識中止された信用エクスポー

ジャー (20,697) (6,808) (65,886) (93,391)

モデル/リスク・パラメーターの

変動 (1) -  -  (1)

為替換算差額 (127) (13) (2) (142)

2024年12月31日現在 47,705  10,648  56,034  114,387
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(v) その他の負債（続き）

 

(ⅰ) ローン・コミットメント及び金融保証契約に関する減損損失引当金の変動は以下の通りである。（続き）

 

ステージ１  ステージ２ ステージ３

12カ月ECL

全期間ECL

信用減損なし

全期間ECL

信用減損あり 合計

当行グループ

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

2023年12月31日現在        

        

2023年１月１日現在 33,241 11,552 93,144 137,937

ステージ１への振替 679  (679) -  -

ステージ２への振替 (941) 1,156  (215) -

ステージ３への振替 (8) -  8  -

引当金の再測定純額 (2,404) (1,366) 67,382  63,612

新たに組成又は購入した信用エクス

ポージャー 25,568  5,533  -  31,101

認識中止された信用エクスポージャー (25,658) (7,478) (91,587) (124,723)

モデル/リスク・パラメーターの変動 (802) -  -  (802)

為替換算差額 38  10  -  48

2023年12月31日現在 29,713  8,728  68,732  107,173

 

(ⅱ) リース負債の変動は以下の通りである。

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

１月１日現在 3,539  6,622

新規のリース契約 -  232

契約終了 -  (354)

リース負債に係る金融費用 89  162

リース債務の減少 (2,930) (3,227)

為替換算差額 (31) 104

12月31日現在 667  3,539

 

(w) 税金及びザカート引当金

 

2024年  2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

   

税金 17,525  13,818

ザカート 57,445  63,939

74,970  77,757
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(x) 期限付資金調達

 

2024年  2023年

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

当行グループ    

   

無担保期限付資金調達    

(ⅰ) コマーシャル・ペーパー    

- １年未満 6,919,678  7,894,346

    

(ⅱ) ミディアム・ターム・ノート    

- １年超 2,003,796  2,003,322

    

(ⅲ) 期限付資金調達    

- １年超
1

1,066,631  1,034,559

   

期限付資金調達合計 9,990,105  10,932,227

 

1
　期限付資金調達は、COVID-19のパンデミックに対応するための政府支援策の一環として、期間６年で2026年

６月17日を返済期限とした、市中金利よりも低率の中小企業向け融資に充てるために、政府融資制度に基づ

いて当行グループが受領した金額に関連するものである。この政府制度による資金調達は、中小企業向けの

優遇利率での貸出と、COVID-19関連の救済措置を目的としたものである。

 

無担保期限付資金調達は、マレーシア・リンギット（RM）建てである。

 

2024年12月31日に終了した会計年度に、当行グループが発行/償還したコマーシャル・ペーパー/ミディア

ム・ターム・ノート/スクークを含む長期資金調達の変動は以下の通りである。

 

メイバンク・イスラミック・ベルハッドによるイスラミック・コマーシャル・ペーパー(ICP)の発行

 

2024年12月31日現在の、メイバンク・イスラミック・ベルハッドが発行したコマーシャル・ペーパーの額面

ベースの発行残高総額は以下の通りである。

 

通貨 内容

額面価額総額

百万マレーシア・リンギット

マレーシア・リンギット ゼロプロフィットICP
2

7,000.0

 

2
　これらのMTN/ICPは全額当行によって引き受けられている。

次へ
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(y) 劣後スクーク

2024年 2023年

当行グループ 注記

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

償還期限2029年の1,000百万マレーシア・リンギットのイスラム劣後

スクーク・ムラバハ (ⅰ) -  1,010,849

償還期限2031年の1,000百万マレーシア・リンギットのイスラム劣後

スクーク・ムラバハ (ⅱ) 1,011,044  1,011,044

償還期限2034年の1,000百万マレーシア・リンギットのイスラム劣後

スクーク・ムラバハ (ⅲ) 1,009,566  -

2,020,610  2,021,893

 

発行された劣後スクークの詳細は以下の通りである。

 

注記 内容/額面金額 発行日 

第１回繰上

償還日 償還日 

利益率

(年利 ％) 

額面金額

(百万マレーシ

ア・

リンギット)

          

 メイバンク・イスラミッ

ク・ベルハッド   

    

 

  

           

 10.0十億マレーシア・リンギットの劣後スクーク・ムラ

バハ・プログラム

   

 

  

(ⅰ) 劣後スクーク・ムラバハ
1

2019年４月

５日 

2024年４月

５日 

2029年４月

５日

 4.50  

1,000.0

(ⅱ) 劣後スクーク・ムラバハ
2,3

2021年２月

15日 

2026年２月

16日 

2031年２月

14日

 2.90  

1,000.0

(ⅲ) 劣後スクーク・ムラバハ
2,3

2024年４月

５日 

2029年４月

５日 

2034年４月

５日

 4.06  

1,000.0

 

1　
これらの劣後スクークは第１回繰上償還日に全額償還された。

2　
当子会社は、BNMの事前の同意がある場合、第１回繰上償還日及びそれ以後の各半年の利益の支払日に、本

劣後スクークの全額又は一部を償還することができる。

3　
本劣後スクークは当行により全額が引き受けられた。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(z) 資本性証券

 

内容 発行日 

第１回繰上

償還日 償還日 2024年  2023年

       

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

メイバンク・イスラミック・ベル

ハッド          

          

10.0十億マレーシア・リンギットのその他Tier 1

スクーク・ワカラ・プログラム         

発行額1,000.0百万マレーシア・リン

ギット、利益率が4.76%のその他

Tier 1スクーク・ワカラ
1,2

2022年12月

14日 

2027年12月

14日 無期限 1,002,087  1,002,347

 

1　
当子会社は、第１回繰上償還日及びそれ以後の各定期分配日に、本資本性証券の全額又は一部を償還するこ

とができる。

 

2　
本資本性証券は当行により全額が引き受けられた。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(aa) 預金者の資金の投資から生じた利益

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

投資からの利益：

(ⅰ) 一般投資預金 9,064,971 8,067,732

(ⅱ) その他の預金 4,046,801 3,813,000

13,111,772 11,880,732

 

(ⅰ) 一般投資預金の投資から生じた利益：

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

金融収益及びヒバー：

その他の債権 6,832,159 6,001,781

売戻条件約付買入金融資産 43,869  43,779

FVOCI金融投資 585,161  488,556

償却原価で測定する金融投資 323,383  596,002

FVTPL金融投資 20,001 6,178

コールマネー及び金融機関預け金 286,456 257,597

8,091,029 7,393,893

プレミアムの償却、純額 (36,768) (36,493)

金融収益及びヒバー合計 8,054,261  7,357,400

    

その他の営業収益：    

手数料収益 443,778  367,427

FVTPL金融投資の処分に係る利得 18,309  12,521

FVOCI金融投資の処分に係る利得 317,267  94,485

再評価に係る未実現(損失)/利得：    

- FVTPL金融投資 6,416  445

- デリバティブ (1,708) 25,099

外国為替利得、純額 223,097  225,784

デリバティブに係る実現損失 -  (17,322)

その他 3,551  1,893

その他の営業収益合計 1,010,710  710,332

    

合計 9,064,971  8,067,732
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(aa) 預金者の資金の投資から生じた利益（続き）

 

(ⅱ) その他の預金の投資から生じた収益：

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

金融収益及びヒバー：

その他の債権 3,050,026 2,836,581

売戻条件約付買入金融資産 19,584  20,691

FVOCI金融投資 261,229  230,903

償却原価で測定する金融投資 144,365  281,685

FVTPL金融投資 8,929 2,920

コールマネー及び金融機関預け金 127,880 121,746

 3,612,013  3,494,526

プレミアムの償却、純額 (16,414) (17,247)

金融収益及びヒバー合計 3,595,599 3,477,279

    

その他の営業収益：  

手数料収益 198,113 173,654

FVTPL金融投資の処分に係る利得 8,174 5,918

FVOCI金融投資の処分による利得 141,635  44,656

再評価に係る未実現利得/(損失)：  

- FVTPL金融投資 2,864 211

- デリバティブ (763) 11,863

外国為替利得、純額 99,595 106,711

デリバティブに係る実現損失 - (8,187)

その他 1,584  895

その他の営業収益合計 451,202 335,721

    

合計 4,046,801  3,813,000
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(ab) 投資口座の資金の投資から生じた収益：

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

金融収益及びヒバー：    

その他の債権 1,326,427  1,159,512

    

その他の営業収益：    

手数料収益 1,148  3,794

合計 1,327,575  1,163,306

 

(ac) イスラム金融ファンドの投資からの収益

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

金融収益及びヒバー：

その他の債権 530,717 489,601

売戻条件約付買入金融資産 3,408  3,573

FVOCI金融投資 45,455  39,872

償却原価で測定する金融投資 25,120  48,641

FVTPL金融投資 1,554 504

コールマネー及び金融機関預け金 22,252 21,023

628,506 603,214

プレミアムの償却、純額 (2,856) (2,978)

金融収益及びヒバー合計 625,650 600,236

    

その他の営業収益：  

手数料収益 72,854 85,009

FVTPL金融投資の処分に係る利得 3,922 4,946

FVOCI金融投資の処分に係る利得 24,645  7,711

再評価に係る未実現利得/(損失)：  

- FVTPL金融投資 498 36

- デリバティブ (133) 2,048

外国為替利得、純額 17,193 18,586

デリバティブに係る実現損失 - (1,414)

その他 276  157

その他の営業収益合計 119,255 117,079

 

合計 744,905  717,315
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(ad) その他の債権に係る減損損失引当金繰入、純額

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

ステージ１- 12カ月ECL、純額 (75,599) 30,358

ステージ２- 全期間ECL- 信用減損なし、純額 493,930  282,030

ステージ３- 全期間ECL- 信用減損あり、純額 858,972  793,400

不良債権：  

- 償却額 27,508 6,568

- 回収額 (192,616) (183,506)

その他の債権に対する減損損失引当金繰入/(戻入) 389 (280)

1,112,584 928,570

 

(ae) 金融投資に係る減損損失引当金繰入/(戻入)、純額

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

    

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融投資    

    

ステージ１- 12カ月ECL、純額 (282) (228)

ステージ２- 全期間ECL- 信用減損なし、純額 - (1,414)

 (282) (1,642)

   

償却原価で測定する金融投資   

   

ステージ１- 12カ月ECL、純額 444 (28,188)

ステージ２- 全期間ECL- 信用減損なし、純額 4,100 -

ステージ３- 全期間ECL- 信用減損あり、純額 (51) 15,891

 4,493 (12,297)

  

 4,211  (13,939)
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(af) その他の金融資産に係る減損損失引当金繰入/(戻入)、純額

 

2024年 2023年

当行グループ

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

現金及び短期資金    

ステージ１- 12カ月ECL、純額 1,836  -

    

金融機関預け金    

ステージ１- 12カ月ECL、純額 511  -

    

売戻条件付買入金融資産    

ステージ１- 12カ月ECL、純額 587  (716)

    

その他の金融資産    

ステージ１- 12カ月ECL、純額 2,283  -

ステージ２- 全期間ECL- 信用減損なし、純額 482  -

 2,765  -

 5,699  (716)

 

(ag) 預金者に配分される収益

 

2024年 2023年

当行グループ

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

顧客預金：  

- ムダラバ以外のファンド 5,876,224 5,351,294

金融機関預り金：  

- ムダラバ以外のファンド 782,784 809,673

仕組預金 352  502

6,659,360 6,161,469

 

(ah) 一般管理費

 

2024年 2023年

当行グループ

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

人件費：

- 給料、手当及び賞与 51,843 46,317

- 社会保障費用 251 227

- 退職費用 7,697 6,866

- ESGP費用 2,701 2,070

- その他人件費関連費用 6,770 6,110

69,262 61,590
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(ah) 一般管理費（続き）

 

2024年 2023年

当行グループ

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

設備費：  

- 有形固定資産の減価償却費（注記63(p)） 116 147

- 使用権資産の減価償却費（注記63(q)） 3,154  3,228

- IT費用 8,093 4,989

- リース負債に係る金融費用 89  162

- その他 156 104

11,608 8,630

マーケティング費用：  

- 広告宣伝費 14,153 15,929

- その他 992 1,202

15,145 17,131

管理費及び一般経費：  

- 手数料及び仲介手数料 89,328 131,088

- 管理費 3,927 2,445

- 一般経費 74,800 34,350

168,055 167,883

  

メイバンク及び関連会社へのシェアード・サービス費用

支払額/未払額 2,515,705 2,456,132

    

合計 2,779,775 2,711,366

  

一般管理費に含まれている費用：  

シャリア委員会委員への手数料及び報酬 1,091 1,218

 

(ai) 税金

 

2024年  2023年

当行グループ

　

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

当期税金費用：   

マレーシア法人税 972,778  768,394

過年度における過少/(超過)引当：    

マレーシア法人税 3,107  (11,987)

975,885  756,407

繰延税金（注記63(r))：   

一時差異の発生及び解消関連 (53,809) (37,244)

    

922,076  719,163
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(aj) コミットメント及び偶発事象

 

　通常の事業の過程において、当行グループは様々なコミットメントを行っており、顧客に対する法的リコー

スを伴う偶発債務を負うことがある。これらの取引の結果、予想される重要な損失はない。

 

　各報告日における当行グループのリスク・ウェイト・エクスポージャーは以下の通りである。

 

 2024年  2023年

フル・

コミット

メント  信用相当額
*

 

リスク・

ウェイト額
*

 

フル・

コミット

メント 信用相当額
*

リスク・

ウェイト額
*

当行グループ

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

            

偶発債務       

債務履行引受契約 3,262,747  3,151,618  2,614,932  3,347,374  3,182,771  1,809,347

特定の取引に係る偶発

項目 4,653,620  2,311,067  1,333,482  4,239,635  2,090,400  1,284,447

短期の自己清算型貿易

関連偶発債務 973,572  196,112  46,295  527,091  106,965  30,600

 8,889,939  5,658,797  3,994,709  8,114,100  5,380,136  3,124,394

コミットメント            

取消不能の信用供与契

約            

- 満期１年以内 47,753,997  2,336,794  443,056  41,374,483  2,010,363  380,901

- 満期１年超 17,237,737  34,411,187  10,931,161  14,719,870  28,371,689  9,710,537

64,991,734  36,747,981  11,374,217  56,094,353  30,382,052  10,091,438

            

その他コミットメント

及び偶発事象 168,700  -  -  86,637  -  -

            

信用関連コミットメン

ト及び偶発事象合計 74,050,373  42,406,778  15,368,926  64,295,090  35,762,188  13,215,832
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(aj) コミットメント及び偶発事象（続き）

 

　各報告日における当行グループのリスク・ウェイト・エクスポージャーは以下の通りである。

 

 2024年  2023年

フル・

コミット

メント  信用相当額
*

 

リスク・

ウェイト額
*

 

フル・

コミット

メント 信用相当額
*

リスク・

ウェイト額
*

当 行 グ ル ー プ （ 続

き）

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット  

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

千マレーシア

・リンギット

            

デリバティブ金融商

品            

外国為替関連契約：            

- １年未満 37,388,263  583,636  156,922  32,256,958  188,190  63,509

- １年以上５年未

満 3,664,275  272,650  101,308  3,102,341  210,071  111,072

- ５年以上 432,006  36,880  10,737  749,465  56,175  21,610

41,484,544  893,166  268,967  36,108,764  454,436  196,191

            

利益率関連契約：            

- １年以上５年未

満 340,649  16,921  4,499  37,321  261  95

- ５年以上 220,000  14,346  5,025  220,000  12,320  4,698

 560,649  31,267  9,524  257,321  12,581  4,793

            

トレジャリー関連コ

ミットメント及び偶

発事象合計 42,045,193  924,433  278,491  36,366,085  467,017  200,984

            

コミットメント及び

偶発事象合計 116,095,566  43,331,211  15,647,417  100,661,175  36,229,205  13,416,816

 

*　
信用相当額及びリスク・ウェイト額は、それぞれBNMの規定するクレジット・コンバージョン・ファク

ター（掛目）及びリスク・ウェイトを使用して算出している。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(ak) 自己資本充実度

 

　IBS業務の自己資本比率は以下の通りである。

 

当行グループ 2024年 2023年

 

普通株式等Tier１資本比率 13.458% 14.339%

Tier１資本比率 14.333% 15.335%

自己資本比率合計 16.610% 17.855%

 

　資本の構成要素：

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

普通株式等Tier１資本

株式払込資本/イスラム金融ファンド 12,579,879 11,681,910

利益剰余金 2,922,948 2,577,023

その他の準備金 927,326 1,228,475

規制による調整前普通株式等Tier１資本 16,430,153 15,487,408

控除： 普通株式等Tier１資本に適用された規制による調整 (1,039,350) (1,091,375)

普通株式等Tier１資本合計 15,390,803 14,396,033

  

その他Tier 1資本    

資本性証券 1,000,000  1,000,000

Tier 1資本合計 16,390,803  15,396,033

    

Tier２資本  

劣後スクーク 2,000,000 2,000,000

一般引当金
1

21,166  23,634

期待損失額を超える適格引当金の超過額 582,451 506,354

Tier２資本合計 2,603,617 2,529,988

  

自己資本合計 18,994,420 17,926,021

 

1　
信用リスクに対する標準的手法に基づき決定された、信用減損していないエクスポージャーとみなされる

範囲の、12カ月及び全期間ECL相当額で測定された損失引当金及び規制準備金をいう。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(ak) 自己資本充実度（続き）

 

　主要なリスク・カテゴリー別のリスクアセットの内訳は以下の通りである。

 

2024年 2023年

当行グループ

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

 

標準的手法エクスポージャー 3,443,080 2,709,444

スケーリング・ファクター適用後内部格付手法エクスポージャー 121,548,907 101,660,571

信用リスクに関するリスクアセット合計 124,991,987 104,370,015

メイバンク及びIAHに吸収された信用リスクに関するリスクア

セット合計
*

(24,473,794) (17,268,203)

市場リスクに関するリスクアセット合計 1,150,850 1,035,378

オペレーショナル・リスクに関するリスクアセット合計 12,689,460 12,263,075

リスクアセット合計 114,358,503 100,400,265

 

*　
BNM投資口座方針に従い、（制限のない又は制限付）投資口座により投資された信用リスクアセットは、

当行の自己資本比率計算から除外されている。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(al) 金融資産及び金融負債の公正価値

 

　報告日現在の金融資産及び金融負債の公正価値の見積りは、下記の金融資産及び金融負債を除き、財政状態

計算書に計上されている帳簿価額と近似している。

 

当行グループ レベル１ レベル２ レベル３   公正価値合計  帳簿価額

2024年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット   

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

         

金融資産    

償却原価で測定する金融

投資 - 12,466,382 27,050   12,493,432  12,788,932

その他の債権 - 19,980,894 243,936,582   263,917,476  249,941,366

         

金融負債        

顧客の資金:        

- 顧客預金 - 234,149,828 -   234,149,828  234,149,822

- 顧客の投資口座^ - 30,138,338 -   30,138,338  30,138,364

金融機関預り金 - 23,076,988 -   23,076,988  23,089,740

期限付資金調達 - 10,014,185 -   10,014,185  9,990,105

劣後スクーク - 2,001,730 -   2,001,730  2,020,610

資本性証券 - 1,014,427 -   1,014,427  1,002,087

 

^　顧客の投資口座は、注記63(l)に開示の通り、その他の債権の資金調達に利用されている。

 

　IBS業務の金融資産及び負債の公正価値の見積りに使用する手法及び仮定は、注記55に記載の通りである。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(al) 金融資産及び金融負債の公正価値（続き）

 

　報告日現在の金融資産及び金融負債の公正価値の見積りは、下記の金融資産及び金融負債を除き、財政状態

計算書に計上されている帳簿価額と近似している。（続き）

 

当行グループ レベル１ レベル２ レベル３   公正価値合計  帳簿価額

2023年

　

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット

千マレーシア・

リンギット   

千マレーシア・

リンギット

 千マレーシア・

リンギット

         

金融資産    

償却原価で測定する金融

投資 - 13,332,508 25,830   13,358,338  13,759,189

その他の債権 - 19,507,317 222,532,579   242,039,896  227,315,365

         

金融負債        

顧客の資金:        

- 顧客預金 - 210,698,985 -   210,698,985  210,698,979

- 顧客の投資口座^ - 27,354,378 -   27,354,378  27,354,337

金融機関預り金 - 17,453,568 -   17,453,568  17,488,615

期限付資金調達 - 10,963,127 -   10,963,127  10,932,227

劣後スクーク - 2,000,283 -   2,000,283  2,021,893

資本性証券 - 1,020,387 -   1,020,387  1,002,347

 

^　顧客の投資口座は、注記63(l)に開示の通り、その他の債権の資金調達に利用されている。

 

　IBS業務の金融資産及び負債の公正価値の見積りに使用する手法及び仮定は、注記55に記載の通りである。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(am) 収益の配分

 

　様々な種類の預金及び投資に対する収益配分の方針は、BNMが2001年10月に発表し、2013年３月13日に更新

した「利益率に関する枠組み」に則っている。この枠組みの目的は、イスラム金融機関が預金者に対する利益

率を計算し、導出する際に参照する最低限の基準及び条件を設定することである。

 

(an) シャリア開示

 

(ⅰ) シャリア委員会及びガバナンス

 

　当行グループのイスラム業務は、ライセンスを付与されたすべての金融機関が、常に、その目標、オ

ペレーション、ビジネス、業務及び活動がシャリアに従うとともに、シャリア諮問機関（「SAC」）の助

言又は決定に従い、ビジネス、業務又は活動の遂行におけるシャリア問題に関する基準を規定しなけれ

ばならないと定めている、2013年イスラム金融サービス法（「IFSA」）第28節及び29節に準拠してい

る。また、BNMのシャリア・ガバナンス方針文書（BNM/RH/PD 028-100）は、特にシャリア非準拠リスク

を実効的に管理するための健全な意思決定プロセスと内部統制機能の頑健性を強化するというシャリア

委員会の目的に関連している。

 

　上記に基づき、シャリア委員会（「SC」）の義務及び責任は、当行グループのイスラム業務のオペ

レーション全体に関して、確実にシャリア規定に従うよう助言をすることである。

 

　当行グループの活動を監視するSCの役割及び責任は以下を含むが、それに限らない。

 

(a)　シャリア問題に関するSACの決定又は基準を業務、事業、行為、活動に適用することに関し、金

融機関に判断又は助言を行うこと。

 

(b)　SACへの照会が必要となる問題に関して判断又は助言を行うこと。

 

(c)　シャリア非準拠事象を引き起こし得る金融機関の業務、事業、行為及び活動に関する判断又は助

言を行うこと。

 

(d)　関連部署によるシャリア非準拠に係る指摘事項を審議し、確認すること。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(an) シャリア開示（続き）

 

(ⅰ) シャリア委員会及びガバナンス（続き）

 

　当行グループの活動を監視するSCの役割及び責任は以下を含むが、それに限らない。（続き）

 

(e)　シャリア非準拠事象に対処するための改善策を承認すること。

 

　2024年度のグループレベルのシャリア委員会は６名の委員で構成されている。

 

　シャリアに準拠していない可能性があると分類された取引は、シャリア規定に違反していないかどう

か審議し判定するために、SC委員会に報告される。シャリア・リスク・マネジメントは当該事象及び是

正の状況を追跡し、SC、取締役会及びBNMに対して適時な報告を確実に実施する。シャリア非準拠取引に

ついて、関連する収益は、SCの決定によりその金額を慈善組織に寄付する、又は顧客に返金することで

浄化される。

 

(ⅱ) シャリア非準拠事象

 

　シャリア非準拠に関してSCで審議された取引の内容は以下の通りである。

 

当行グループ 事象数

千マレーシア・

リンギット

2024年    

    

非ハラル認証ビジネスに使用された不動産賃貸収益をもたらす顧

客への融資に係る事業活動の事後的な変更 1  37

リストラクチャリング対象のタームローンに係る未収収益の複利

計算
1

1  -

Islamic Interbank Money Market(「IIMM」)のレートを遅延損害

金の計算に適用
1

1  -

 3  37

2023年    

    

非ハラル認証ビジネスに使用された不動産賃貸収益をもたらす顧

客への融資に係る事業活動の事後的な変更 1  216

リストラクチャリング対象のタームローンに係る未収収益の複利

計算 1  -

ハラル認証ビジネスと非ハラル認証ビジネスの両方を展開する飲

食事業者向け融資
2

-  463

 2  679
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(an) シャリア開示（続き）

 

(ⅱ) シャリア非準拠事象（続き）

 

　シャリア非準拠事象からの収益の浄化とは別に、メイバンク・イスラミック・ベルハッドは、統制メ

カニズムを強化しシャリア非準拠事象の再発を最小限にとどめるために、システム、プロセス及び手続

きに関する改善策を実施している。

 

　改善のためのアクションプランは以下の通りである。

 

事象の内容 講じられた措置 状況

ハラル製品と非ハラル製品の製造を

事業とする顧客に対して供与された

イスラム分割払購入ファシリティ

現行のイスラム事業分割払購入ファシリ

ティを従来型に転換

 

当行が稼得した収益の浄化

収 益 は 浄 化 済 み

で、用途を慈善目

的に充てている。

貸出条件緩和対象のタームローンに

係る未収利益の複利計算
1

システムにおけるBank Selling Priceの

調整、顧客口座への過剰請求利益分の返

金、並びにすべてのコマーシャル・バン

キング・センター及び与信管理センター

を対象とした、貸出条件緩和及び貸出条

件変更（リスケ）に関する再教育の実施

2025年度第１四半

期に完了予定であ

る。

Islamic Interbank Money Market

(「IIMM」)のレートを遅延損害金の

計算に適用
1

差額は、残高と相殺される、又は顧客に

返金されるものとする。正しいレートが

適用されているかどうかシステムの正確

性を確認する。コマーシャル・バンキン

グ・センター及び与信管理センターへの

再教育研修を実施し、連携を図る

2025年度第１四半

期に完了予定であ

る。

 

1　
これらの事象は2024年に特定されたが、SCによりシャリア非準拠であると結論づけられたのは2025

年１月15日であった。

 

2　
2023年12月31日に終了した会計年度には、2022年度におけるハラル認証ビジネスと非ハラル認証ビ

ジネスの両方を展開する飲食事業者への融資に関連する463,101 マレーシア・リンギットの収益が新

たに浄化された。これは、2023年９月４日に当該口座の解約が完了したことによるものである。
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63.　イスラム金融業務（「IBS」）（続き）

 

(an) シャリア開示（続き）

 

(ⅲ) 慈善ファンドの資金源及び用途

 

 2024年  2023年

 

当行グループ

千マレーシア・

リンギット  

千マレーシア・

リンギット

    

慈善ファンドの資金源    

シャリア非準拠/禁止収益
3

716  679

BNM出資スキームによる違約金
4

83  -

当会計年度における慈善ファンドの資金源合計 799  679

    

慈善ファンドの用途    

非営利組織への寄付
1

722  -

当会計年度における慈善ファンドの資金用途合計 722  -

    

12月31日現在の未分配慈善ファンド 77  679

 

3　
2023年の残高である679,361 マレーシア・リンギットは、2024年に繰り越され、分配された。

 

4　
BNM出資スキーム下での５年未満の物件の売却

 

(ⅳ) シャリア契約の主要な分類別の認識及び測定

 

　シャリア契約の主要な分類別の認識及び測定は、貸付であるか預金商品であるかという商品の性質に

よって決まる。商品別の会計方針は、それぞれの会計方針で開示されている。

次へ
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。

 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有持

分 合計

2024年 2023年 2024年 2023年

2024

年

2023

年 2024年 2023年

会社名

主 な 事

業活動

法 人

設 立

国/主

な 事

業 拠

点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 

銀行

 

メイバンク・イス

ラミック・ベル

ハッド

イ ス ラ

ム銀行

業務

マ

レ ー

シア

12,574,879,419 11,676,910,001 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

    

メイバンク・イン

ターナショナル

(Ｌ)リミテッド

オ フ

ショア

銀行業

務

マ

レ ー

シア

3,500,000
2

3,500,000
2 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

    

メイバンク・フィ

リピン・イン

コーポレーテッ

ド
10

銀 行 業

務

フ ィ

リ ピ

ン

10,545,500,338
3

10,545,500,338
3 99.98 99.98 0.02 0.02 100.00 100.00

    

ピーティー・バン

ク・メイバン

ク・インドネシ

ア・ティービー

ケー
10

銀 行 業

務

イ ン

ド ネ

シア

10,213,284,063,018
1

10,213,284,063,018
1

98.52
14

98.52
14 1.48 1.48 100.00 100.00

    

メイバンク(カン

ボジア)ピーエル

シー
10

銀 行 業

務

カ ン

ボ ジ

ア

75,000,000
2

75,000,000
2 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

        

メイバンク・シン

ガポール・リミ

テッド
10

銀 行 業

務

シ ン

ガ

ポ ー

ル

2,000,000,100
4

2,000,000,100
4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

ファイナンス         

        

ピーティー・メイ

バンク・インド

ネシア・ファイ

ナンス
10

マ ル チ

ファイ

ナンス

イ ン

ド ネ

シア

32,370,000,000
1

32,370,000,000
1

98.51
14

98.51
14 1.49 1.49 100.00 100.00
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ピーティー・ワハ

ナ・オットミト

ラ・ムルティア

ルサ・ティー

ビーケー
10

マ ル チ

ファイ

ナンス

イ ン

ド ネ

シア

508,338,022,174
1

508,338,022,174
1

67.54
14

67.54
14 32.46 32.46 100.00 100.00

           

キム・エン・ファ

イナンス(シンガ

ポール)プライ

ベート・リミ

テッド
10

株 主 に

よる任

意清算

手続中

シ ン

ガ

ポ ー

ル

100,000
4

100,000
4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有持

分 合計

2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年

会社名

主な事業活

動

法人設

立国/

主な事

業拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 

保険           

           

メイバンク・アジア

ス・ホールディング

ス・ベルハッド

投資保有 マレー

シア

660,866,223 660,866,223 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00

           

エティカ・ライフ・

インターナショナル

(Ｌ)リミテッド

オフショア

投資関連

業務

マレー

シア
3,500,000

2
3,500,000

2 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00

           

エティカ・ジェネラ

ル・インシュラン

ス・ベルハッド

損害保険業

務

マレー

シア

229,878,927 229,878,927 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00

           

エティカ・ファミ

リー・タカフル・ベ

ルハッド

ファミ

リー・タ

カフル及

び投資関

連業務

マレー

シア

100,000,000 100,000,000 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00

           

エティカ・オフショ

ア・インシュランス

(Ｌ)リミテッド

ビューロー

サービス

提供

マレー

シア
215,500

2
215,500

2 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00

           

エティカ・インター

ナショナル・ホール

ディングス・スン

ディリアン・ベル

ハッド

投資保有 マレー

シア

485,310,828 485,310,828 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

エティカ・ライフ・

アンド・ジェネラ

ル・アシュアラン

ス・フィリピンズ・

インク
10

損害保険及

び生命保

険業務

フィリ

ピン
1,206,511,152

3
1,206,511,152

3 95.24 95.24 4.76 4.76 100.00 100.00

           

エティカ・インシュ

ランス・プライベー

ト・リミテッド
10

損害保険及

び生命保

険業務

シンガ

ポール
368,000,000

4
368,000,000

4 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

   

株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有持

分 合計

 

2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年

会社名

主な事業

活動

法人設

立国/

主な事

業拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 

保険（続き）           

           

ピーティー・アスラン

シ・エティカ・イン

ターナショナル・イ

ンドネシア
10

損害保険

業務

インド

ネシア
267,429,068,000

1
267,429,068,000

1 79.87 79.87 20.13 20.13 100.00 100.00

           

エティカ・ライフ・イ

ンシュランス・ベル

ハッド

生命保険

及び投

資関連

業務

マレー

シア

100,000,000 100,000,000 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00

           

エティカ・ジェネラ

ル・タカフル・ベル

ハッド

ジェネラ

ル・タ

カフル

業務

マレー

シア

970,000,500 970,000,500 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00

           

エティカ・ジェネラ

ル・インシュランス

（カンボジア）ピー

エルシー
10

損害保険

業務

カンボ

ジア
11,000,000

2
11,000,000

2 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

エティカ・ライフ・イ

ンシュランス（カン

ボジア）ピーエル

シー
10

生命保険

及び投

資関連

業務

カンボ

ジア
12,000,000

2
12,000,000

2 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

投資銀行

 

          

メイバンク・インベス

トメント・バンク・

ベルハッド

投資銀行 マレー

シア

222,785,000 222,785,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイセック・スンディ

リアン・ベルハッド

投資保有 マレー

シア

162,000,000 162,000,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有持

分 合計

 

2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年

会社名

主な事

業活動

法人設

立国/

主な事

業拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 

投資銀行（続き）           

           

フィレオアライド・セ

キュリティーズ

（フィリピン）イン

ク
10

清算済

み

フィリ

ピン

-
21,875,000

3 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイバンク・インター

ナショナル・ホール

ディングス・スン

ディリアン・ベル

ハッド

投資保

有

マレー

シア

4,333,256,980 4,333,256,980 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイバンクIBG ホール

ディングス・リミ

テッド
10

投資保

有

シンガ

ポール
211,114,224

4
211,114,224

4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイバンク・セキュリ

ティーズ・プライ

ベート・リミテッド

10

有価証

券売買

シンガ

ポール
75,000,000

4
75,000,000

4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

ピーティー・メイバン

ク・セキュリタス・

インドネシア
10

有価証

券売買

インド

ネシア
589,805,000,000

1
589,805,000,000

1 99.78 99.78 0.22 0.22 100.00 100.00

           

メイバンク・セキュリ

ティーズ

（タイランド）パブ

リック・カンパ

ニー・リミテッド
10

有価証

券売買

タイ
3,377,643,229

7
3,377,643,229

7 83.50 83.50 16.50 16.50 100.00 100.00

           

メイバンク・セキュリ

ティーズ（ロンド

ン）

リミテッド
10

有価証

券売買

英国
600,000

6
600,000

6 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイバンク・セキュリ

ティーズ・USA・イン

ク
11

休眠中 米国

31,054,000
2

30,454,000
2

100.00 100.00 - - 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有

持分 合計

2024年 2023年 2024年 2023年

2024

年

2023

年 2024年 2023年

会社名

主な事業

活動

法人設

立 国 /

主な事

業拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 

投資銀行（続き）           

           

MIBセキュリティー

ズ・インディア・

プライベート・リ

ミテッド
10

有価証券

売買

インド
950,000,000

8
950,000,000

8 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

MIBファイナンス(香

港)リミテッド
10

有価証券

売買

香港
5,000,000

5
5,000,000

5 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイバンク・リサー

チ・プライベー

ト・リミテッド
10

調査サー

ビ ス の

提供

シンガ

ポール
300,000

4
300,000

4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

MIBセキュリティー

ズ(香港)リミテッ

ド
10

有価証券

売買

香港
310,000,000

5
310,000,000

5 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

MIBフューチャーズ

(香港)リミテッド

10

先物取引

ブ ロ ー

カー

香港
6,000,000

5
6,000,000

5 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイバンク・キャピ

タル・インク
10

コーポ

レート

ファイ

ナンス

及び財

務・投

資アド

バイザ

リー

フィリ

ピン
872,558,000

3
872,558,000

3 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイバンク・セキュ

リティーズ・イン

ク
10

有価証券

売買

フィリ

ピン
404,795,900

3
404,795,900

3 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

メイバンク・セキュ

リティーズ・リミ

テッド
10

有価証券

売買

ベトナ

ム
2,200,000,000,000

9
2,200,000,000,000

9 100.00 100.00 - - 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有持

分 合計

2024年 2023年 2024年 2023年

2024

年 2023年 2024年 2023年

会社名

主な事業

活動

法 人 設

立国/主

な 事 業

拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 
資産運用/受託者/カス

トディー

          

           
メイバンク・アセッ

ト・マネジメント・グ

ループ・ベルハッド

投資保有 マ レ ー

シア

262,300,030 262,300,030 100.00 80.00 - 20.00 100.00 100.00

           
メイバンク(インドネシ

ア)ベルハッド

休眠中 マ レ ー

シア

2 2 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
セカプ・メンタリ・ベ

ルハッド

投資保有 マ レ ー

シア

6,070,828,970 6,070,828,970 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・インター

ナショナル・トラスト

(ラブアン)ベルハッド

投資保有 マ レ ー

シア

2,064,861,449 2,064,861,449 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・オフショ

ア・コーポレート・

サービシーズ(ラブア

ン)スンディリアン・

ベルハッド

投資保有 マ レ ー

シア

7,824,635,855 7,673,507,771 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・トラス

ティーズ・ベルハッド

トラス

ティサー

ビス

マ レ ー

シア

500,000 500,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・プライ

ベート・エクイティ・

スンディリアン・ベル

ハッド

株主によ

る任意清

算手続中

マ レ ー

シア

3,500,000 3,500,000 100.00 80.00 - 20.00 100.00 100.00

           
メイバンク・アセッ

ト・マネジメント・ス

ンディリアン・ベル

ハッド

ファンド

運用

マ レ ー

シア

47,720,000 47,720,000 100.00 80.00 - 20.00 100.00 100.00

           

フィルメイ・プロパ

ティ・インク
10

不動産

リース及

び売買

フ ィ リ

ピン
100,000,000

3
100,000,000

3 100.00 60.00 - 40.00 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有

持分 合計

 

 2024年 2023年 2024年 2023年

2024

年

2023

年 2024年 2023年

会社名

主な事業

活動

法 人 設

立国/

主な事

業拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％
 
資産運用/受託者/カスト

ディー（続き）

          

           
メイバンク(ノミニーズ)

スンディリアン・ベル

ハッド

ノミニー

サービス

マ レ ー

シア

31,000 31,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・ノミニーズ

(テンパタン)スンディ

リアン・ベルハッド

ノミニー

サービス

マ レ ー

シア

10,000 10,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・ノミニーズ

(アシン)スンディリア

ン・ベルハッド

ノミニー

サービス

マ レ ー

シア

10,000 10,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・ノミニーズ

（シンガポール）プラ

イベート・リミテッド

10

ノミニー

サービス

シ ン ガ

ポール
60,000

4
60,000

4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・ノミニーズ

(香港)リミテッド
10

ノミニー

サービス

香港
3
5

3
5 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・セキュリ

ティーズ・ノミニーズ

(テンパタン）スンディ

リアン・ベルハッド

ノミニー

サービス

マ レ ー

シア

10,000 10,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・セキュリ

ティーズ・ノミニーズ

(アシン）スンディリア

ン・ベルハッド

ノミニー

サービス

マ レ ー

シア

10,000 10,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・アライド・

ベルハッド

投資保有 マ レ ー

シア

753,908,638 753,908,638 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
ドウラド・トーラ・ホー

ルディングス・スン

ディリアン・ベルハッ

ド

投資保有 マ レ ー

シア

81,196,888 81,196,888 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
アウレア・ラクラ・ホー

ルディングス・スン

ディリアン・ベルハッ

ド

不動産投

資

マ レ ー

シア

1,000,000 1,000,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00
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ケービービー・ノミニー

ズ(テンパタン)スン

ディリアン・ベルハッ

ド

活動停止

中

マ レ ー

シア

10,000 10,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）
 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）
 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有持

分 合計

2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年

会社名

主な事業

活動

法 人 設

立国/

主な事

業拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 
資産運用/受託者/カス

トディー（続き）

          

           
ケービービー・プロパ

ティーズ・スンディリ

アン・ベルハッド

活動停止

中

マ レ ー

シア

410,000 410,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
ダブル・ケア・スン

ディリアン・ベルハッ

ド
13

株主によ

る任意清

算手続中

マ レ ー

シア

35,000,000 35,000,000 69.05 69.05 30.95 30.95 100.00 100.00

           
ソラク・フィナンシャ

ル・ホールディング

ス・プライベート・リ

ミテッド
10

投資保有 シ ン ガ

ポール
911,337,499

4
882,010,600

4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
ミフィン・ベルハッド 活動停止

中

マ レ ー

シア

73,755 73,755 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・アライア

ンス・スンディリア

ン・ベルハッド

投資保有 マ レ ー

シア

204,070,181 204,070,181 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・ベン

チャーズ・スンディリ

アン・ベルハッド

ビジネス/

経済コン

サルティ

ング及び

アドバイ

ザリー

マ レ ー

シア

742,011 742,011 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
エムアイビー・ストラ

テジック・プライベー

ト・リミテッド
10

投資保有 シ ン ガ

ポール
2
4

2
4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・プロパ

ティーズ・プライベー

ト・リミテッド
10

不動産投

資

シ ン ガ

ポール
8,000,000

4
8,000,000

4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
ストラテジック・アク

イジションズ・プライ

ベート・リミテッド
10

投資保有 シ ン ガ

ポール
94,556

4
94,556

4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
エムアイビー・インベ

ストメント・

リミテッド
10

投資保有 香港
415,000,000

5
415,000,000

5 100.00 100.00 - - 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有持

分 合計

2024年 2023年 2024年 2023年

2024

年 2023年 2024年 2023年

会社名

主な事業

活動

法人設

立国/

主な事

業拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 
資産運用/受託者/カス

トディー（続き）

          

           
メイバンク・セキュリ

ティーズ・ノミニー

ズ・プライベート・

リミテッド
10

受益株主

へのノ

ミニー

として

の活動

シンガ

ポール
10,000

4
10,000

4 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・アセッ

ト・マネジメント・

シンガポール・プラ

イベート・リミテッ

ド
10

ファンド

運用

シンガ

ポール
9,768,512

4
9,768,512

4 100.00 80.00 - 20.00 100.00 100.00

           
MIBノミニーズ(香港)

リミテッド
10

ノミニー

サービ

ス

香港
2
5

2
5 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・キム・エ

ン・プロパティー

ズ・USA・インク
12

不動産投

資

米国
3,000,000

2
3,000,000

2 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
ピーティー・プロスペ

リンド
11

投資保有 インド

ネシア
275,730,000,000

1
275,730,000,000

1 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
メイバンク・シェアー

ド・サービシズ・ス

ンディリアン・ベル

ハッド

ITシェ

アード

サービ

ス

マレー

シア

5,000,000 5,000,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           
ピーティー・メイバン

ク・アセット・マネ

ジメント
10

ファンド

運用

インド

ネシア
193,902,032,258

1
169,500,000,000

1 99.00 79.20 1.00 20.80 100.00 100.00

           
メイバンク・イスラ

ミック・アセット・

マネジメント・スン

ディリアン・ベル

ハッド

ファンド

運用

マレー

シア

3,000,000 3,000,000 100.00 80.00 - 20.00 100.00 100.00
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(a) 子会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

   株式資本

当行グループの

保有する所有持分

非支配持分の

保有する所有持

分 合計

2024年 2023年 2024年 2023年

2024

年 2023年 2024年 2023年

会社名

主な事業

活動

法 人 設

立国/

主な事

業拠点

マレーシア・

リンギット

マレーシア・

リンギット ％ ％ ％ ％ ％ ％

 

資産運用/受託者/カスト

ディー（続き）

          

           

エムビービー・ラブス・

プライベート・リミ

テッド
10

IT開発

サービス

インド
60,000,000

8
60,000,000

8 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

アマナ・ミューチュア

ル・ベルハッド

ファンド

運用

マ レ ー

シア

1,000,000 1,000,000 100.00 80.00 - 20.00 100.00 100.00

           

エティカ・デジタル・ソ

リューションズ・スン

ディリアン・ベルハッ

ド

その他

IT、経営

コンサル

ティン

グ・支援

サービス

マ レ ー

シア

2,500,000 2,500,000 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

フィルメイ・ホールディ

ング・インク
10

投資保有 フ ィ リ

ピン
60,000,000

3
60,000,000

3 100.00 100.00 - - 100.00 100.00

           

 

 

次へ
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(b) みなし支配ストラクチャード・エンティティの詳細は以下の通りである。

 

会社名  主な事業活動

法人設立国/

主な事業拠点

所有持分

2024年 2023年

％ ％

      

当行保有      

      

メイバンク・マネー・マーケット・ファ

ンド
10
(旧メイバンク・エンハンスト・

インカム・ファンド)

 株式ファンド シンガポール 42 75

      

メイバンク・オールウェザー・

クオンティタティブ・ファンド
10

 株式ファンド シンガポール 37 66

      

メイバンク・ダナ・エクイタス  株式ファンド インドネシア - 74

      

MAMGインバースETFファンド  株式ファンド マレーシア - 100

      

メイバンク・グローバル・ストラテジッ

ク・グロース-I ファンド
10

 株式ファンド マレーシア 99 -

      

子会社を通じて保有      

      

エムエーエム・ピーイー・アジア・ファ

ンドⅠ（ラブアン）エルエルピー

 プライベート・エク

イティ・ファンド

マレーシア - 100

      

シルバー・フェルン・カバード・ボン

ド・プライベート・リミテッド

 カバード・ボンド

保証業務

シンガポール 100 -

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 822/1379



 

64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

(c) 関連会社の詳細は以下の通りである。（続き）

 

会社名  主な事業活動

法人設立国/

主な事業拠点

所有持分

2024年 2023年

％ ％

       

当行保有   

       

ウズベク・リーシング・インターナショ

ナル・エー・オー
11

 リース ウズベキスタン 10 10
 

       

アン・ビン・コマーシャル・ジョイン

ト・ストック・バンク
11

 銀行業務 ベトナム 16 16
 

      

子会社を通じて保有      

      

エムシービー・バンク・リミテッド
11  銀行業務 パキスタン 19 19

      

タレット・プレボン（フィリピン）イン

ク
11

 外国為替及び債

券等の参加者間

の仲介業務

フィリピン 49 49

      

エイドリアン・ヴイ・オカンポ・イン

シュランス・ブローカーズ・インク
10

 保険ブローカー フィリピン 23 23

      

ジーペイ・ネットワーク（M）スンディ

リアン・ベルハッド

 電子決済事業 マレーシア - 30

 

(d) ジョイント・ベンチャーの詳細は以下の通りである。

 

会社名  主な事業活動

法人設立国/

主な事業拠点

所有持分

2024年 2023年

％ ％

      

アンファール・キャピタル
11  株主による任意

清算手続中

サウジアラビア

王国

35 35
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64.　子会社、みなし支配ストラクチャード・エンティティ、関連会社及びジョイント・ベンチャーの状況（続き）

 

注記  

1 インドネシア・ルピア（IDR）

2 米ドル（USD）

3 フィリピン・ペソ（Peso）

4 シンガポール・ドル（SGD）

5 香港ドル（HKD）

6 英ポンド（GBP）

7 タイ・バーツ（THB）

8 インド・ルピー（INR）

9 ベトナム・ドン（VND）

10 アーンスト・アンド・ヤング　グローバルの他のメンバーファームによって監査されている。

11 アーンスト・アンド・ヤング　グローバル以外の監査法人によって監査されている。

12 各法人設立国の法律において認められているため、監査は義務付けられていない。

13 同社が株主による任意清算手続中であるため、監査は義務付けられていない。

14 2013年12月31日に終了した会計年度において、当行グループは、ピーティー・バンク・メイバンク・インド

ネシア・ティービーケー（「BMI」）への18.3％の出資持分の第三者の投資家への売却を完了した。当該売

却は金融サービス庁（「OJK」）のOJK規則第IX.H.1における強制的な売却の要件を確実に遵守するために行

われた。当行グループはまた、当該売却から生じる経済的エクスポージャーが維持される商業契約を締結し

ている。2023年12月31日に終了した会計年度において、当行グループは従前の商業契約を終了し、18.31％

の出資持分に係る経済的エクスポージャーを維持するために新たな商業契約の締結を完了した。したがっ

て、BMIに対する当行グループの所有持分に変更はない。

 

 

65.　通貨

 

　本財務書類は、当行の機能通貨でもあるマレーシア・リンギット（あるいは「ＲＭ」）で表示されており、別途

定めがない限り、千単位に四捨五入されている。
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66.　当行グループ子会社の取締役

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。

 

会社名 取締役の氏名

メイバンク・イスラミック・ベルハッド ダトー・ズルキフリー・アッバス・アブドゥル・ハミド

 プロフェッサー　ダトー・アズナン・ビン・ハサン博士

 シャリフディン・ビン・カリッド

 ナターシャ・ビンティ・カマラディン

 ダトゥク・ザイナル・イズラン・ビン・ザイナル・アビディン

  

メイバンク・インターナショナル (L) リミ

テッド

ノル・ラシディ・ビン・モハメド

マリーク・フィルダウズ・ビン・アーマド・シディーク

 アジアー・ビンティ・アブドゥラー(2024年７月25日退任)

  

メイバンク・フィリピン・インコーポレー

テッド

アンソニー・ブレント・エラム

レナート・ティニオ・デ・グズマン

 ジェス・ロベルト・S・レイエス

 シモウン・S・ウング

 シウ・チャン・チョン博士

 マリア・ヴィクトリア・エスパーニョ(2024年12月６日選任)

 ファウジアー・ビンティ・ヒシャム(2024年４月12日退任)

 アビガイル・ティナ・M・デル・ロサリオ(2024年９月30日退任)

 レイ・C・エスピノーサ弁護士(2024年10月14日退任)

  

ピーティー・バンク・メイバンク・インドネ

シア・ティービーケー

ダトー・カイルサラ・ビン・ラムリ

エドウィン・ゲルンガン

ダトゥク・リム・ホング・タト

 アクジャー・イージャス

 ヘンダール博士

 プトゥ・エコ・バユセノ

 ダトー・ズルキフリー・アバス・ビン・アブドゥル・ハミド

 マリナ・R・トゥシン (2024年４月１日選任)

 ダニエル・ジェームズ・ロンパス (2024年９月27日選任)

 ブディ・ディア・シタワティ(2024年４月１日をもって任期満了)
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

メイバンク（カンボジア）ピーエルシー シャリフディン・ビン・カリッド

 キュー・メアリー

 シャーリー・ゴー

 サイド・アハマド・タウフィク・アルバー(2024年６月26日選任)

 ダトゥク・リム・ホング・タト (2024年11月22日選任)

 ダトー・ジョン・チョング・エング・チュアン(2024年６月26日退

任)

 スペンサー・リー・ティエン・チェイ(2024年11月22日退任)

 カリジャー・ビンティ・イスマイル(2025年２月17日退任)

  

メイバンク・シンガポール・リミテッド ダトー・カイルサラ・ビン・ラムリ

 アンソニー・ブレント・エラム

 スペンサー・リー・ティエン・チェイ

 ウォング・ヘング・ニング・ケビン

 リー・ヨング・グアン

 レナート・ティニオ・デ・グズマン

 ダトゥク・イー・ヤン・チェン (2024年８月15日選任)

 ダトゥク・R・カルナカラン(2024年９月30日退任)

  

ピーティー・メイバンク・インドネシア・

ファイナンス

ステファノ・リドワン

ブディ・ディア・シタワティ (2024年３月21日選任)

 ヘルワン・ン(2024年３月21日選任)

 デスワンディ・アグスマン(2024年３月21日退任)

  

ピーティー・ワハナ・オットミトラ・

ムルティアルサ・ティービーケー

ティラガヴァシー・ナダソン

ミーニー・ザクライニ・タミン

サラストイ・バスコロ(2024年３月28日選任)

ラリャティ・アリアント・ウィボウォ, S.E. (2024年３月28日選

任)

タウフィク・アウリア(2024年10月９日選任)

イ・ニョマン・チャゲール(2024年３月28日に開催された2024年度

定時株主総会の終了をもって任期終了)

  

キム・エン・ファイナンス (シンガポール)

プライベート・リミテッド
*

リー・リアン・スーン

ン・ムイ・ホン(2024年６月28日選任)

ラジブ・ビジェンドラン(2024年６月28日退任)
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

メイバンク・アジアス・ホールディングス・

ベルハッド

ゲーリー・リー・クリスト

ダトー・マジド・ビン・モハマド

 ダトゥク・モハメド・ナジブ・ビン・アブドゥラー

 ファウジアー・ビンティ・ヒシャム

 エマニュエル・ジェラルド・C・ヴァン・グリムベルゲン

 チェ・ザキアー・ビンティ・チェ・ディン(2024年７月１日選任)

 ダトゥク・R・カルナカラン(2024年７月５日退任)

 カリジャー・ビンティ・イスマイル(2025年２月17日退任)

  

エティカ・ライフ・インターナショナル (L)

リミテッド

ダトー・マジド・ビン・モハマド

ジョハン・ラム・チュング・イン

 ウォング・シュー・ユーン

  

エティカ・ジェネラル・インシュランス・

ベルハッド

ダトゥク・モハメド・ナジブ・ビン・アブドゥラー

モハマド・シュコール・ビン・イブラヒム

 タン・グァン・カーン

 シティ・ニタ・ズーラ・ビンティ・モハメド・ナズリ(2025年１月

１日選任)

 トーマス・フランク・カリス・アリアス・レインデルス(2025年２

月１日選任)

 ダトゥク・ノーマラ・ビンティ・A・マナフ(2024年12月31日退任)

 フランク・J・G・ヴァン・ケンペン(2024年７月16日退任)

 セリナ・ビンティ・アブドゥル・サマド(2024年12月１日退任)

 ダニエラ・アダッジ(2025年１月31日退任)

  

エティカ・ファミリー・タカフル・ベルハッ

ド

ダトー・マジド・ビン・モハマド

ウォング・パクショング・カト・ジョング・コリン・スチュワー

ト

 プロフェッサー　アズナン・ビン・モハメド・ノール博士

 モハメド・ディン・ビン・メリカン

 エージェイ・クマール・ガーグ

  

エティカ・オフショア・インシュランス (L)

リミテッド

ダトー・マジド・ビン・モハマド

ウォング・シュー・ユーン

 ジョハン・ラム・チュング・イン

 

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書

 827/1379



 

66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

エティカ・インターナショナル・ホールディ

ングス・スンディリアン・ベルハッド

ファウジアー・ビンティ・ヒシャム

モハメド・ディン・メリカン(2024年６月１日選任)

チェ・ザキアー・ビンティ・チェ・ディン(2024年６月１日選任)

 ダトゥク・R・カルナカラン(2024年６月30日退任)

 ダトー・ジョハン・ビン・アリフィン(2024年６月30日退任)

  

エティカ・ライフ・アンド・ジェネラル・

アシュアランス・フィリピンズ・インク

モハメド・ディン・ビン・メリカン

ロー・リー・スーン

マニュエル・ナバ・トルデシラス

ユーロジオ・A・メンドーサ

 リカルド・ニカノール・N・ジャシント

 ヘレン・T・デ・グズマン

 アンソニー・ロウ・M・ベルナベ(2025年１月１日選任)

 リコ・T・バウティスタ(2024年８月１日退任)

  

エティカ・インシュランス・プライベート・

リミテッド

カマルディン・ビン・アーマド

フランシス・タン・ウィー・ミン

 フィリップ・アンドレ・L・コレマンス

 ルー・ポー・リーン

 ファウジアー・ビンティ・ヒシャム(2024年３月１日選任)

 ヒテシュ・モティチャンド・シャー(2024年９月１日選任)

 ダトー・ジョハン・ビン・アリフィン(2024年２月29日退任)

 ウォング・パクショング・カト・ジョング・コリン・スチュワー

ト(2024年９月１日退任)

  

ピーティー・アスランシ・エティカ・

インターナショナル・インドネシア

カマルディン・ビン・アーマド

クリス・エング・ポー・ユーン

 リデュアン・シマンジュンタク

 ディディ・メータ・パリアディ

 サロモ・ラハマトゥアー・ダマニク

 エンドラ・ラハルジャ・オカ・マサグング(2024年５月16日退任)

  

エティカ・ライフ・インシュランス・ベル

ハッド

ダトゥク・モハメド・ナジブ・ビン・アブドゥラー

フランク・J・G・ヴァン・ケンペン

 ウォング・パクショング・カト・ジョング・コリン・スチュワー

ト

 アリフィン・ビン・ヤハヤ博士

 グレン・ジョン・ウィリアムス(2024年10月16日退任)

 シウ・チャン・チョン博士(2025年２月17日選任)

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

エティカ・ジェネラル・タカフル・ベルハッ

ド

ダトー・マジド・ビン・モハマド

ウォング・シュー・ユーン

 ドミニク・ジャックリーン・A・スミーツ

 ダトー・ムザファー・ビン・ヒシャム(2024年６月21日選任)

 ノラ・ジュニタ・ビンティ・モハメド・フッセイニ (2024年７月１

日選任)

 ダトー・モハメド・ラフィーク・メリカン・ビン・モハメド・ワヒ

デュディン・メリカン(2024年６月20日退任)

 プロフェッサー　ダティン・ラスニ・ハッサン博士(2024年６月30

日退任)

  

エティカ・ジェネラル・インシュランス

(カンボジア) ピーエルシー

ダトゥク・モハメド・ナジブ・ビン・アブドゥラー

ロー・リー・スーン

 キルパラニ・チェリアー

 カマルディン・ビン・アーマド

 モハメド・ディン・ビン・メリカン

 エング・ポー・ユーン (2024年１月９日選任)

  

エティカ・ライフ・インシュランス

(カンボジア) ピーエルシー

ウォング・パクショング・カト・ジョング・コリン・スチュワート

シティ・ニタ・ズーラ・ビンティ・モハメド・ナズリ

 フー・ウェイ・ホーング

 ダトー・モハメド・ハニフ・ビン・スアディ

 ヴィージェイ・マーダヴァン(2024年１月９日選任)

 チュー・シン・フック (2024年８月26日選任)

 ダトー・ジョハン・ビン・アリフィン(2024年８月26日退任)

  

メイバンク・インベストメント・バンク・

ベルハッド

ハスニタ・ビンティ・ダトー・ハシム博士

チェ・ザキアー・ビンティ・チェ・ディン

 ゴー・チング・イーン

 ダトー・アブドゥル・ハミド・ビン・シェイク・モハメド

 ダトー・スリ・シャリファ・ソフィアニー・ビンティ・サイド・フ

セイン

 ダトー・ジョン・チョング・エング・チュアン(2024年10月８日選

任)

 ダトー・フィリップ・タン・プアイ・クーン (2024年12月１日選

任)

 ダトー・ムザッファー・ビン・ヒシャム(2024年３月25日退任)

 ハンス・ジョハン・パトリック・サンディン(2024年５月19日退任)

  

メイセック・スンディリアン・ベルハッド エズリナ・ビンティ・マハドジール

 アレン・タン・ホック・レオン(2024年８月14日選任)

 エクワン・ビン・ジャニ(2024年８月15日退任)
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

メイバンク・インターナショナル・ホール

ディングス・スンディリアン・ベルハッド

ハスニタ・ビンティ・ダトー・ハシム博士

チェ・ザキアー・ビンティ・チェ・ディン

ゴー・チング・イーン

 ダトー・アブドゥル・ハミド・ビン・シェイク・モハメド

 ダトー・スリ・シャリファ・ソフィアニー・ビンティ・サイド・

フセイン

 アレーポング・ブーチャウーム博士

 ダトー・ジョン・チョング・エング・チュアン (2024年３月26日

選任)

 ダトー・フィリップ・タン・プアイ・クーン(2024年12月１日選

任)

 ワン・マルジミン・ビン・ワン・ムハンマド(2024年２月27日退

任)

 マリーク・フィルダウズ・ビン・アーマド・シディーク(2024年２

月27日退任)

 ダトー・ムザッファー・ビン・ヒシャム(2024年３月25日退任)

 ハンス・ジョハン・パトリック・サンディン(2024年５月19日退

任)

  

メイバンクIBGホールディングス・リミテッド アディティア・ラロイア

リー・リアン・スーン

  

メイバンク・セキュリティーズ・プライベー

ト・リミテッド

ゴー・チング・イーン

スーン・クウォー・チュアン、クリストファー

オー・ロウ・チョング・ジン

 リー・ハン・エング、アルヴィン(2024年３月11日選任)

  

ピーティー・メイバンク・セキュリタス・イ

ンドネシア

イ・ニョマン・チャゲール

デスワンディ・アグスマン

ダトー・アブドゥル・ハミド・ビン・シェイク・モハメド

EDINET提出書類
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

メイバンク・セキュリティーズ(タイランド)

パブリック・カンパニー・リミテッド

アレーポング・ブーチャウーム博士

ソパラディー・ラートマナシャイ

 ハンス・ジョハン・パトリック・サンディン

 アラパット・サンカラット

 リカルド・ニカノール・ジャシント

 オー・ロウ・チョング・ジン

  

メイバンク・セキュリティーズ (ロンドン)

リミテッド

レオナルド・ホワイト

ファルハン・ノル・ディヤナ・ビンティ・サムスディン

 アハマド・ハムディ・ビン・アブドゥラー(2024年１月８日選任)

 トゥンク・アリフ・アズハル・ビンティ・トゥンク・モハメド

(2024年６月３日選任)

  

メイバンク・セキュリティーズ・USA・インク アハマド・ハムディ・ビン・アブデュラー

  

MIBセキュリティーズ・インディア・プライ

ベート・リミテッド

ジガー・シャー

アディトヤ・ラロイア (2024年３月15日選任)

 エズリナ・ビンティ・マハドジール(2024年12月２日選任)

 エクワン・ビン・ジャニ(2024年12月２日退任)

  

MIBファイナンス(香港) リミテッド チャン・チュング・フン

 トゥンク・アリフ・アズハル・ビン・トゥンク・モハメド (2024

年５月29日選任)

 エクワン・ビン・ジャニ(2024年５月29日退任)

  

メイバンク・リサーチ・プライベート・リミ

テッド

オング・セング・イェオー

シュリアナンド・パスマカサン

  

MIBセキュリティーズ (香港) リミテッド フェリーノ・ジェームズ・マルセロ

 チャン・チュング・フン

 トゥンク・アリフ・アズハル・ビン・トゥンク・モハメド(2024年

５月29日選任)

 ハンス・ジョハン・パトリック・サンディン(2024年５月19日退

任)

 エクワン・ビン・ジャニ(2024年５月29日退任)

  

MIBフューチャーズ (香港) リミテッド チャン・チュング・フン

 リー・ジア・ユー、レオ

EDINET提出書類

マラヤン・バンキング・ベルハッド(E31504)

有価証券報告書
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

メイバンク・キャピタル・インク リカルド・ニカノール・ジャシント

 ダニエル・ガブリエル・M・モンテチッロ

 アウレリオ・ノエル・G・ダイリット

 ダトー・スリ・シャリファ・ソフィアニー・ビンティ・サイド・

フセイン

 ホセ・R・ソベラーノ・Ⅲ

 アビガイル・ティナ・M・デル・ロサリオ(2024年８月30日退任)

  

メイバンク・セキュリティーズ・インク リカルド・ニカノール・ジャシント

 ダニエル・ガブリエル・M・モンテチッロ

 アレグザンダー・ルドウィグ・L・ダウズ

 ホセ・R・ソベラーノ・Ⅲ

 ダトー・スリ・シャリファ・ソフィアニー・ビンティ・サイド・

フセイン

 アビガイル・ティナ・M・デル・ロサリオ(2024年８月30日退任)

  

メイバンク・セキュリティーズ・リミテッド チェ・ザキアー・ビンティ・チェ・ディン

ローク・エング・ホング

 グエン・テー・トー博士

 マイケル・フーン・ソン・ユー

  

メイバンク・アセット・マネジメント・グ

ループ・ベルハッド

ハスニタ・ビンティ・ハシム博士

ゴー・チング・イーン

 シャーリー・ゴー

 カマルル・アリフィン・ビン・モハメド・ジャミール

 ダトー・ジョン・チョング・エング・チュアン (2024年４月15日

選任)

 モハメド・イルワン・ビン・アーマド・ムスタファ＠ムスタファ

(2024年２月23日退任)

 ダトー・ムザッファー・ビン・ヒシャム(2024年４月15日退任)

  

メイバンク（インドネシア）ベルハッド ロイ・テック・ウーイ

 ワン・マルジミン・ビン・ワン・ムハンマド

  

セカプ・メンタリ・ベルハッド リー・イー・ホワン

 モハメド・アムリ・ビン・モハメド・ソフィアン

  

メイバンク・インターナショナル・トラスト

（ラブアン） ベルハッド

リー・イー・ホワン

モハメド・アムリ・ビン・モハメド・ソフィアン

  

メイバンク・オフショア・コーポレート・

サービシーズ （ラブアン） スンディリア

ン・ベルハッド

スリン・セガー・a/l・ナナセガラム

モハメド・アムリ・ビン・モハメド・ソフィアン

EDINET提出書類
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

メイバンク・トラスティー・ベルハッド シャーリー・ゴー

 スリンダー・カウール・a/p・ジアン・シンハ

 エリサベト・イペ(2024年２月22日選任)

 ダトゥク・ハミルラー・ビン・ブーラーン(2024年８月16日選任)

 ダトー・ジョン・チョング・エング・チュアン(2024年８月16日退

任)

  

メイバンク・プライベート・エクイティ・

スンディリアン・ベルハッド

アーマド・ナジブ・ビン・ナズラン

ノラズリナ・ビンティ・アブドゥル・ラシド

  

メイバンク・アセット・マネジメント・

スンディリアン・ベルハッド

ハスニタ・ビンティ・ハシム博士

ゴー・チング・イーン

シャーリー・ゴー

 ムハメド・ヒシャムディン・ビン・ハムザー(2024年３月11日選

任)

 アーマド・ムズニ・ビン・モハメド(2024年２月21日退任)

 バドラル・ヒシャム・ビン・アブ・バカル(2024年７月１日退任)

  

フィルメイ・プロパティ・インク リー・イー・ホワン

 ロイ・テック・ウーイ

 マリーク・フィルダウズ・ビン・アーマド・シディーク

 アルマンド・C・ラヴァンデロ

 アビガイル・ティナ・M・デル・ロサリオ(2024年９月30日退任)

  

メイバンク (ノミニーズ) スンディリアン・

ベルハッド

エクワン・ビン・ジャニ

スリン・セガー・a/l・ナナセガラム

  

メイバンク・ノミニーズ (テンパタン)

スンディリアン・ベルハッド

エクワン・ビン・ジャニ

スリン・セガー・a/l・ナナセガラム

  

メイバンク・ノミニーズ (アシン)

スンディリアン・ベルハッド

エクワン・ビン・ジャニ

スリン・セガー・a/l・ナナセガラム

  

メイバンク・ノミニーズ (シンガポール)

プライベート・リミテッド

チュー・ユー・レオング・デイビッド

ロイ・テック・ウーイ (2024年４月12日選任)

 リム・チューン・メング(2024年３月31日退任)

  

メイバンク・ノミニーズ (香港) リミテッド フェリーノ・ジェームズ・マルセロ
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

メイバンク・セキュリティーズ・ノミニーズ

(テンパタン) スンディリアン・ベルハッド

エズリナ・ビンティ・マハドジール

アレン・タン・ホック・レオン (2024年８月14日選任)

エクワン・ビン・ジャニ(2024年８月15日退任)

  

メイバンク・セキュリティーズ・ノミニーズ

(アシン) スンディリアン・ベルハッド

エズリナ・ビンティ・マハドジール

アレン・タン・ホック・レオン (2024年８月14日選任)

エクワン・ビン・ジャニ(2024年８月15日退任)

  

メイバンク・アライド・ベルハッド ワン・マルジミン・ビン・ワン・ムハンマド

 モハメド・アムリ・ビン・モハメド・ソフィアン

  

ドウラド・トーラ・ホールディングス・

スンディリアン・ベルハッド

リー・イー・ホワン

モハメド・アムリ・ビン・モハメド・ソフィアン

  

アウレア・ラクラ・ホールディングス・

スンディリアン・ベルハッド

チューング・ヨーク・チュー

リー・イー・ホワン

  

ケービービー・ノミニーズ (テンパタン)

スンディリアン・ベルハッド

イェオ・チアング・テイク

アブドゥラ・ビン・タイブ

  

ケービービー・プロパティーズ・スンディリ

アン・ベルハッド

イェオ・チアング・テイク

モハメド・ノール・ビン・バハリ

 アブドゥラ・ビン・タイブ

  

ダブル・ケア・スンディリアン・ベルハッド
* ダトー・アミヌディン・ビン・モハメド・デサ

ハンス・ド・カイパー

  

ソラク・フィナンシャル・ホールディング

ス・プライベート・リミテッド

リー・イー・ホワン

ロイ・テック・ウーイ (2024年４月12日選任)

リム・チューン・メング(2024年３月31日退任)

  

ミフィン・ベルハッド ロイ・テック・ウーイ

 スリン・セガー・a/l・ナナセガラム

  

メイバンク・アライアンス・スンディリア

ン・ベルハッド

スリン・セガー・a/l・ナナセガラム

モハメド・アムリ・ビン・モハメド・ソフィアン

EDINET提出書類
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

メイバンク・ベンチャーズ・スンディリア

ン・ベルハッド

ノア・シャーリザン・イン・スライマーン(2024年５月１日選任)

マリーク・フィルダウズ・ビン・アーマド・シディーク (2024年

５月１日選任)

イスマイル・ビン・ハロン(2024年５月１日選任)

Md・ファリド・カイリ(2024年５月２日退任)

シャリファ・ネーラー・アルハブシ(2024年５月２日退任)

  

MIBストラテジック・プライベート・リミテッ

ド

リー・シアン・スーン

エズリナ・ビンティ・マハドジール (2024年７月15日選任)

 エクワン・ビン・ジャニ(2024年７月15日退任)

  

メイバンク・プロパティーズ・プライベー

ト・リミテッド

リー・イー・ホワン

エズリナ・ビンティ・マハドジール (2024年７月15日選任)

 エクワン・ビン・ジャニ(2024年７月15日退任)

  

ストラテジック・アクイジションズ・

プライベート・リミテッド

ローク・エング・ホング

ゴー・キート・ジン

  

MIBインベストメント・リミテッド チャン・チュング・フン

 トゥンク・アリフ・アズハル・ビンティ・トゥンク・モハメド

(2024年５月29日選任)

 フェリーノ・ジェームズ・マルセロ (2024年９月５日選任)

 エクワン・ビン・ジャニ(2024年５月29日退任)

  

メイバンク・セキュリティーズ・ノミニー

ズ・プライベート・リミテッド

ヘンリー・コー・スウィー・ハング

ヤング・リム・クーン・ヤング

  

メイバンク・アセット・マネジメント・

シンガポール・プライベート・リミテッド

ゴー・チング・イーン

リー・ハン・エング、アルヴィン

 ゴー・キート・ジン

 ムハンマド・ヒシャムディン・ビン・ハムザー(2024年10月３日選

任)

 バドラル・ヒシャム・ビン・アブ・バカル(2024年７月１日退任)

  

MIBノミニーズ (香港) リミテッド チャン・チュング・フン

 リー・ジア・ユー、レオ

  

メイバンク・キム・エン・プロパティーズ・

USA・インク

アーマド・ハムディ・アブドゥラー

 

  

ピーティー・プロスペリンド スリン・セガー・a/l・ナナセガラム

 ナリタ・ナジリー・ビンティ・アーマド・ナジリー
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66.　当行グループ子会社の取締役（続き）

 

　当会計年度期首から取締役報告書日までの間に、当行グループ子会社の取締役会のメンバーを務めた取締役は以

下の通りである。（続き）

 

会社名 取締役の氏名

  

メイバンク・シェアード・サービシズ・

スンディリアン・ベルハッド

スリン・セガー・a/l・ナナセガラム

ロウ・チー・コン・アラン

 カーン・モハメド・メラージュ (2024年11月15日選任)

 モハメド・スハイル・アマー・スレシュ・ビン・アブドゥラー

(2024年11月14日退任)

  

ピーティー・メイバンク・アセット・マネジ

メント

バドラル・ヒシャム・ビン・アブ・バカル

フレディー・ヘンドゥラネジャ

  

メイバンク・イスラミック・アセット・

マネジメント・スンディリアン・ベルハッド

ナディア・モハメド・ザイディン

カマルル・アリフィン・ビン・モハメド・ジャミール

 ダトー・ムザッファー・ヒシャム (2024年４月22日選任)

 ダトー・モハメド・ラフィーク・メリカン・ビン・モハメド・ワ

ヒデュディン・メリカン(2024年４月22日退任)

 モハメド・ベルカイジ・ビン・モハメド・タウフィク(2025年１月

１日退任)

  

エムビービー・ラブス・プライベート・リミ

テッド

ミーナクシャイ・ラマスワミー・イエール

モハメド・アムリ・ビン・モハメド・ソフィアン(2025年２月19日

選任)

カリヤニ・バラクリシュナン・ナイール (2025年２月19日選任)

ダトゥク・ノーマラ・ビンティ・A・マナフ(2025年１月７日退任)

 モハメド・スハイル・アマー・スレシュ・ビン・アブドゥラー

(2025年２月19日退任)

  

アマナ・ミューチュアル・ベルハッド アーマド・ナジブ・ビン・ナズラン

 ムハンマド・ヒシャムディン・ビン・ハムザー(2024年７月１日選

任)

 バドラル・ヒシャム・ビン・アブ・バカル(2024年７月１日退任)

  

エティカ・デジタル・ソリューションズ・

スンディリアン・ベルハッド

カマルディン・ビン・アーマド

リー・ヒン・ジィー

 シウ・チャン・チョン博士

  

フィルメイ・ホールディング・インク リー・イー・ホワン

 ロイ・テック・ウーイ

 マリーク・フィルダウズ・ビン・アーマド・シディーク

 アルマンド・C・ラヴァンデロ

 アビガイル・ティナ・M・デル・ロサリオ(2024年９月30日退任)

*
株主による任意清算手続中
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２【主な資産・負債及び収支の内容】

当行グループの連結財務書類及び当行の財務書類の注記を参照のこと。

 

３【その他】

（１）訴訟及び規制手続

該当事項なし。

 

（２）後発事象

重要な後発事象は、上記「第６－１ 財務書類」の2024年度財務書類への注記61に開示されている。
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４【ＭＦＲＳ及びＩＦＲＳと日本における会計原則及び会計慣行の主要な相違】

本書記載の財務書類は、マレーシア財務報告基準（MFRS）及び国際財務報告基準（IFRS）に基づいて作成

されている。MFRS及びIFRSと、日本で一般に公正妥当と認められている会計原則（以下「日本基準」とい

う。）は、一部の点で相違する。主な相違点の要約は下記の通りである。

 

項目
マレーシア財務報告基準（MFRS）
及び国際財務報告基準（IFRS）

日本基準
(日本で一般に公正妥当と
認められる会計原則)

(1) 表示が求められ

る会計期間

財務諸表で報告されるすべての金額に

ついて、最低過去１会計期間分の比較

情報を開示しなければならない。

前連結会計年度及び当連結会計年度の

財務諸表を比較のため併記する。

 

(2) 財政状態計算書

（貸借対照表）と包

括利益計算書（損益

計算書）の様式

下記の財務諸表(注1、2)の作成を求め

ている。

・　財政状態計算書

・　包括利益計算書（１計算書方式）

(注3)、又は損益計算書とその他の

包括利益計算書を別個に作成（２計

算書方式）(注4)

・　持分変動計算書

・　キャッシュ・フロー計算書

・　会計方針及び注記

 

(注1)各計算書の名称については他のも

のを使用することも可

(注2)会計方針を遡及適用した場合、財

務諸表の修正再表示を行った場合、又

は財務諸表の組替えを行った場合に

は、上記財務諸表に加えて、比較のた

め、開示される最も古い比較年度の期

首財政状態計算書の作成も求められる

(注3)純損益及びその他の包括利益計算

書（１計算書方式）をいう

(注4)１計算書方式と２計算書方式のい

ずれでも可

下記の財務諸表(注1)の作成を求めてい

る。

・　連結貸借対照表

・　連結損益及び包括利益計算書（１計

算書方式）(注2)、又は連結損益計

算書と連結包括利益計算書を別個に

作成（２計算書方式）(注3)

・　連結株主資本等変動計算書

・　連結キャッシュ・フロー計算書

・　連結附属明細表

 

(注1)会計方針を遡及適用した場合、財

務諸表の修正再表示を行った場合、又

は財務諸表の組替えを行った場合で

も、開示される最も古い比較年度の期

首貸借対照表の追加作成は不要

(注2)１計算書方式の様式については連

結財務諸表規則ガイドラインの別紙を

参照

(注3)１計算書方式と２計算書方式のい

ずれでも可

(3) 特別（異常）損

益の表示

収益又は費用のいかなる項目も、特別

項目として、包括利益計算書若しくは

損益計算書（表示されている場合）又

は注記のいずれにも表示してはならな

い。

特別損益に属するものはその内容を示

す名称を付した科目をもって表示す

る。
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(4) 連結の範囲 連結の対象範囲は適用される支配の概

念による。

 

投資者は、投資者が次の各要素をすべ

て有している場合にのみ、投資先を支

配している。

(a)投資先に対するパワー

(b)投資先への関与により生じる変動リ

ターンに対するエクスポージャー又

は権利

(c)投資者のリターンの額に影響を及ぼ

すように投資先に対するパワーを用

いる能力

 

支配の判定に際し、投資者は自らの潜

在的議決権と他の者が保有している潜

在的議決権とを考慮して、自らがパ

ワーを有しているかどうかを決定す

る。

 

投資者は、投資先の議決権の過半数を

有していなくても、パワーを有するに

十分な権利（いわゆる「事実上の支

配」(de facto control)）を有する可

能性がある。

 

連結の対象範囲は適用される支配力の

概念による。

 

親会社が、他の企業の財務及び営業又

は事業の方針を決定する機関（意思決

定機関）を支配している場合、当該他

の企業に対する支配が存在する。

 

日本基準には、支配の有無の判断にあ

たり、潜在的議決権の影響や、意思決

定権の行使が本人と代理人のいずれの

立場として行われているか等を考慮す

ることを明示的に求める規定は存在し

ない。

 

議決権の過半数を有していなくても、

当該他の企業の取締役会の構成、資金

調達の状況及び当該他の企業の方針の

決定を支配する契約の存在等を考慮し

た上で、緊密な関係があることにより

自己の意思と同一の内容の議決権を行

使すると認められる者及び自己の意思

と同一の内容の議決権を行使すること

に同意している者が所有している議決

権とを合わせて支配の有無の判断を行

うことを求める規定が存在する。

(5) 連結の範囲

（例外規定）

すべての子会社を連結することを要す

るが、投資企業については以下の例外

がある。

 

一定の条件を満たす企業は投資企業に

該当し、子会社を連結することが禁止

され、子会社に対する投資をMFRS第９

号にしたがって純損益を通じて公正価

値で測定しなければならない。

 

ただし、投資企業の投資活動に関連す

るサービスを提供する子会社は連結し

なければならない。

 

投資企業の親会社自身が投資企業でな

い場合、当該親会社はその連結財務諸

表において当該投資企業の会計処理を

引き継ぐことができない。

以下に該当する子会社は連結の範囲に

含めないものとされる。

 

・　支配が一時的であると認められる企

業

・　連結の範囲に含めることにより利害

関係人の判断を著しく誤らせるおそ

れがあると認められる企業

(6) 特別目的事業体

及びストラクチャー

ド・エンティティー

投資者が支配しているストラクチャー

ド・エンティティーは連結しなければ

ならない。

一定の条件を満たす一定の特別目的会

社は子会社に該当しないものと推定す

る。投資事業組合の連結の範囲は、基

本的に業務執行権限の有無に基づいて

判断される。
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(7) 共同支配の取決

め

共同支配事業(joint operation)に該当

す る 共 同 支 配 の 取 決 め (joint

arrangement)の場合、共同支配事業者

は共同支配事業における自らの資産、

負債、収益及び費用並びに／又は共同

支配事業における共同支配に係る資

産、負債、収益及び費用の持分相当額

を認識する。

 

共同支配企業（joint venture）の場

合、持分法が適用される。

被共同支配企業の会計処理には持分法

を適用する。

 

(8) 企業結合の会計

処理

取得法（acquisition method）を適用

して企業結合を会計処理する。

 

MFRS第３号は、共同支配企業（joint

venture）の設立及び共通支配下の企業

又は事業の統合等には適用されない。

共同支配企業の形成及び共通支配下の

取引以外の企業結合には、パーチェス

法が適用される。

(9) のれんの当初認

識と非支配持分の測

定方法

企業結合ごとに、非支配持分の測定方

法について、取得企業が以下のいずれ

かを選択できる。

1)非支配持分も含めた被取得企業全体

を公正価値で測定し、のれんは非支配

持分に帰属する部分も含めて認識する

方法（いわゆる全部のれんアプロー

チ）。

 

2)非支配持分を被取得企業の識別可能

純資産の公正価値に対する取得企業の

持分相当額によって測定し、のれんは

取得企業の持分相当額についてのみ認

識する方法（いわゆる購入のれんアプ

ローチ）。

のれんは、被取得企業又は取得した事

業の取得原価のうち、取得した資産及

び引き受けた負債に配分された純額を

超過する額として算定される（のれん

の算定に認められているのは、購入の

れんアプローチのみ）。

 

子会社の資産及び負債のすべてを支配

獲得日の時価により評価する（いわゆ

る全面時価評価法）。

 
＊
IFRSで選択できるような、非支配持

分自体を支配獲得日の時価で評価する

会計処理は認められていない。

(10) のれんの取扱

い

規則的な償却は行わず、減損の兆候が

無くても各報告期間において、さらに

減損の兆候がある場合には追加で、減

損テストに付される。

原則としてその計上後20年以内に、定

額法その他合理的な方法により償却し

なければならない。ただし、のれんの

金額に重要性が乏しい場合には、当該

のれんが生じた事業年度の費用として

処理することができる。

 

のれんに減損の兆候がある場合には、

減損損失を認識するかどうか判定す

る。
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(11) 有形固定資産

解体及び除却費用並

びに原状回復費用等

MFRS第116号に従い、引当金の認識要件

を満たす解体及び除却費用並びに原状

回復費用等は、有形固定資産の取得原

価に含める。MFRS第137号の引当金に

は、法的債務及び推定的債務が含まれ

る。

 

割引率の事後的な変更についても引当

金を再測定し、（原価モデルの場合

は）取得原価に加減する。

 

割引の定期的な振戻しに関連する費用

は、金融費用として費用計上する。

 

日本基準にある敷金に関する例外処理

は、MFRSでは認められない。

 

 

資産除去債務計上額を関連する有形固

定資産の帳簿価額に加える。資産除去

債務は、有形固定資産の除去に関して

法令又は契約で要求される法律上の義

務及びそれに準ずるものを計上する。

 

資産除去債務の割引率は負債計上時に

決定し、通常はその後の変更は行わな

い（ただし、将来のキャッシュ・フ

ローの見積額が増加した場合は、その

時点の割引率に変更し、減少した場合

は負債計上時の割引率を用いる。）。

 

割引の振戻しに伴う時の経過による資

産除去債務の調整額は、損益計算書

上、当該資産除去債務に関連する有形

固定資産の減価償却費と同じ区分に含

めて計上する。

 

敷金が資産計上されている場合、簡便

な評価方法で、敷金の回収が見込めな

いと認められる金額を合理的に見積

り、当期に配分される金額を費用に計

上することができる。

(12) 固定資産の事

後測定

原価モデル又は再評価モデルのどちら

かを会計方針として選択し、同一種類

のすべての有形固定資産に適用しなけ

ればならない。

 

再評価モデルを選択した場合、帳簿価

額が報告期間の期末日における公正価

値と大きく相違しないよう、再評価を

定期的に実施しなければならない。

取得原価から減価償却累計額及び減損

損失累計額を控除した金額で計上され

る。（再評価は認められていない。）

(13) 投資不動産　

当初認識後の測定

原価モデル又は公正価値モデルの選択

が可能である。当該方針はあらゆる投

資不動産に対して適用される。

（注記においてのみ開示される。特に

明示された基準はない。）原価モデル

のみ利用可能。

(14) 投資不動産　

公正価値モデルでの

測定

公正価値モデルを選択する企業は、公

正価値が信頼性をもって測定できない

例外的な場合を除き、すべての投資不

動産を公正価値で評価しなければなら

ない。

該当する基準はない。

(15) 減損レ

ビュー・プロセス

（非金融資産）

１段階アプローチ

減損の兆候が存在する場合に、資産の

帳簿価額がその回収可能価額を上回る

金額を減損損失として算定する。

 

回収可能価額は処分費用控除後の公正

価値と使用価値のいずれか高い金額と

なる。

２段階アプローチ

最初に回収可能性テスト（資産の帳簿

価額を、資産の使用及び最終的処分を

通じて発生する割引前将来キャッ

シュ・フローの総額と比較する。）を

行う。その結果、資産の帳簿価額が割

引前キャッシュ・フローの総額よりも

大きいため、回収不能と判断された場

合、資産の帳簿価額を回収可能価額ま

で減額するように減損損失を認識す

る。
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(16) 減損損失の戻

入れ（非金融資産）

のれんについては減損損失の戻入れは

禁止されるが、他の資産については、

毎報告期間末に、過去の期間に認識さ

れた減損損失がもはや存在しない又は

減少している兆候があるのかどうかに

ついて検討しなければならない。かか

る兆候が存在する場合は、過去の期間

に認識された減損損失を戻し入れる。

ただし、過年度において当該資産につ

いて減損損失が認識されていなかった

とした場合の帳簿価額（償却分控除

後）を超えないものとする。

あらゆる資産について禁止される。

(17) 当初測定

（初日利得）

金融資産及び負債が活発な市場で取引

されておらず、価格評価モデルへの入

力値が市場において観察できない場

合、当初認識時に純利得を認識するこ

とはできず、かかる利得は繰り延べら

れる。

初日利得の測定に関する具体的規定が

存在しないため、非上場デリバティブ

について、合理的に算定された時価が

評価額として使用され、結果的に初日

利得が計上されうる。

(18) 公正価値測定

の範囲

公表価格がなく公正価値が信頼性を

もって測定できない場合に関するMFRS

第139号における公正価値測定の例外規

定は廃止された。すべての場合におい

て、必ず公正価値で測定する必要があ

る。

企業会計基準第30号「時価の算定に関

する会計基準」及び企業会計基準適用

指針第31号「時価の算定に関する会計

基準の適用指針」は、IFRS第13号と整

合的な内容となっているが、適用範囲

を金融商品及びトレーディング目的で

保有する棚卸資産とし、これまで行わ

れてきた実務等に配慮し、財務諸表間

の比較可能性を大きく損なわせない範

囲で、個別項目に対するその他の取扱

いを定めている。主な項目は、市場価

格のない株式等について、従来の企業

会計基準第10号「金融商品に関する会

計基準」に基づき時価評価は行わず、

取得原価をもって貸借対照表価額とす

る取扱いや、投資信託について、市場

における取引価格が存在せず解約等に

重要な制限がある場合に一定の要件を

満たせば基準価格を時価とみなすこと

ができる取扱い等がある。

(19) 金融資産の認

識の中止

リスク経済価値アプローチに基づき、

金融資産の認識を中止する。

 

金融資産の所有に係るリスクと経済価

値のほとんどすべてを移転したわけで

も、ほとんどすべてを保持しているわ

けでもない場合は、「支配」の有無を

検討する。引続き支配を保持している

場合は、継続的関与の範囲内で認識を

継続する。

財務構成要素アプローチに基づき、金

融資産の消滅を認識する。
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(20) 金融資産の区

分

・　負債性金融商品(債券・債権等)

「事業モデル・テスト」及び「契約

上のキャッシュ･フローの特性テス

ト」に従い、以下の３つに区分され

る。

・　償却原価

契約上のキャッシュ・フローの

回収を目的とする事業モデルに

より当該金融資産が保有され、

かつ、「契約上のキャッシュ・

フローの特性テスト」を満たす

もの

・　その他の包括利益を通じて公正

価値で測定(FVOCI) (リサイクルあ

り)

契約上のキャッシュ・フローの

回収と売却の両方を目的とする

事業モデルにより当該金融資産

が保有され、かつ、「契約上の

キャッシュ・フローの特性テス

ト」を満たすもの

・　純損益を通じて公正価値で測定

(FVPL)

上記のいずれにも該当しないも

の

償却原価又はFVOCIに分類可能な場

合であっても、当初認識時にFVPLに

分類できる。

・　資本性金融商品 (株式等)

トレーディング目的の保有ではな

く、当初認識時に企業が指定した場

合のみ、その他の包括利益を通じて

公正価値で測定(FVOCI)(リサイクル

なし)される。上記指定が行われな

い金融商品は、以後FVPLで測定され

る。

有価証券については以下の通り区分さ

れる。

・　売買目的有価証券

・　満期保有目的の債券

・　子会社株式及び関連会社株式

・　その他有価証券

(21) 売 却 可 能 投

資／有価証券の事後

測定

「売却可能金融投資」の区分は廃止さ

れた。当初認識時にFVOCIと指定された

適格な資本性金融商品については、受

取配当金のみ純損益に計上される。そ

れ以外の変動（為替レートの変動を含

む。）はすべてその他の包括利益に計

上され、その後の純損益への振替は行

われない。

時価をもって貸借対照表価額とし、評

価差額は税効果を考慮のうえ、以下の

いずれかの方法により処理する。

・　合計額を直接純資産の部に計上

・　時価が取得原価を上回る銘柄に係る

評価差額は純資産の部に計上、時価

が取得原価を下回る銘柄に係る評価

差額は当期の損失として処理

 

時価が著しく下落し、かつ、回復可能

性が認められない場合又は実質価額が

著しく低下した場合には、減損損失を

認識し、帳簿価額と時価又は実質価額

の差額を純損益に振り替える。減損の

戻入れは禁止される。
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(22) 償却原価法と

実効金利法

金融資産又は金融負債の償却原価の計

算は実効金利法による。

 

実効金利には、実効金利の不可分の一

部である契約当事者間で授受されるす

べての手数料、取引費用、並びにその

他のプレミアム及びディスカントを考

慮する。

償却原価法は原則として利息法による

が、継続適用を条件として、簡便法と

して定額法を採用することも認められ

る。

 

満期保有目的の債券は、金利調整差額

のみを対象とする償却原価法を適用す

る。

(23) 減損(有価証

券)

・　負債性金融商品の場合

購入又は組成した信用減損資産(不

良債権等)を除き、損失引当金の認

識規定の対象資産（償却原価で測定

する負債性金融商品を含む。）は、

すべて12ヶ月予想信用損失(ECL:

Expected Credit Losses)が引き当

てられる(ステージ１)。

当初認識後に信用リスクの著しい増

加がある場合には、引当額が12ヶ月

ECLから全期間ECLに切り替わる(ス

テージ２)。

(利息収益の認識)

減損の客観的な証拠が生じるまで

は、利息収益は、帳簿価額総額に実

効金利(EIR)を適用して算定され

る。減損の客観的な証拠がある場合

(ステージ３)には、帳簿価額純額

（すなわち、減損引当額を控除した

後の帳簿価額の総額）にEIRを適用

して算定される。

・　資本性金融商品の場合

非デリバティブ資本性金融商品は、

すべてFVPL又はFVOCI(リサイクルな

し)で測定されるため、減損という

手続自体がなくなっている（公正価

値測定が用いられる。）。

時価のある有価証券について、時価が

著しく下落したときは、回復する見込

みがあると認められる場合を除き、時

価をもって貸借対照表価額とし、評価

差額は当期の損失として処理する。

 

市場価格のない株式等について、実質

価額が著しく低下した場合には、相当

の減額を行い、評価差額は当期の損失

として処理する。

(24) 貸出金及びそ

の他の債権に対する

減損引当金

以下の金融商品については、以下のと

おり、簡便法の適用が強制又は会計方

針の選択により認められる。なお、簡

便法の適用とは、常に全期間ECLで測定

することを意味する。

・　重要な財務要素を含まない営業債権

又は契約資産…簡便法の適用が強制

・　重要な財務要素を含む営業債権又は

契約資産、及びリース債権(１年超

を含む。)であって、会計方針とし

て全期間ECLでの測定が選択された

もの…会計方針の選択により、簡便

法を適用

区分に応じ、債権の貸倒見積高を以下

の通り算定する。

・　一般債権：過去の貸倒実績率等、合

理的な基準により算定

・　貸倒懸念債権：債権の状況に応じ、次

のいずれかの方法を継続適用する。

‐　債権額から担保の処分見込額を減額

し、その残額について債務者の財政状

態及び経営成績を考慮して貸倒見積

高を算定する方法

‐　将来キャッシュ・フローの現在価値と債

権の帳簿価額との差額を貸倒見積高

とする方法

・　破産更生債権等：債権額から担保の

処分見込額を減額し、その残額を貸

倒見積高とする。

(25) 金融資産減損

の戻入れ

負債性金融商品については、過年度に

損失引当金が計上されたが、当初認識

後に信用度が改善して信用リスクの著

しい増大がない場合、戻し入れなけれ

ばならない。

売買目的有価証券は、減損後引続き時

価評価されるが、満期保有目的の債券

及びその他有価証券について減損の戻

入れは行われない。
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(26) 外貨建金融商

品

外貨建の貨幣性資産及び負債に係る為

替レートの変動による利得又は損失

は、純損益に計上しなければならな

い。FVOCIに分類された外貨建資本性金

融商品に係る為替変動はOCIで認識す

る。

外貨建その他有価証券について、原則

として帳簿価額の変動のすべてが純資

産の部に計上されるが、為替要因に基

づく変動を区分し、純損益に計上する

こともできる。

(27) 金融負債の評

価

純損益を通じて公正価値で評価される

金融負債等を除き、実効金利法を用い

た償却原価で測定しなければならな

い。

 

公正価値で測定される金融負債につい

ては、当該負債の信用リスクの変動に

起因する公正価値の変動の金額をその

他の包括利益において認識し、計上し

なければならない。

 

当該負債の公正価値の変動の残りの金

額は、純損益に計上しなければならな

い。

債務額をもって貸借対照表価額とす

る。ただし、収入に基づく金額と債務

額とが異なる場合には、償却原価法で

測定しなければならない。

(28) 金融負債と資

本の区分

MFRS第132号にて、金融負債と資本の区

分に関する包括的な規定が設けられて

おり、金融商品の契約の実質並びに金

融負債及び資本の定義に基づき区分し

なければならない。

金融負債と資本の区分に関する包括的

な規定は存在しない。

(29) 組 込 デ リ バ

ティブの会計処理

組込デリバティブは以下のすべての条

件を満たしたとき、主契約との区分処

理が必要となる。

・　組込デリバティブの経済的特徴及

びリスクが主契約のそれらと密接

に関連していない。

・　組込デリバティブと同一条件の独立の

金融商品ならばデリバティブの要件を

充足する。

・　デリバティブが組み込まれた複合(合

成)金融商品が、公正価値で測定され

公正価値の変動を純損益に認識する

ものではない。

次のすべての要件を満たした場合、区

分処理が必要となる。

・　組込デリバティブのリスクが現物の金

融資産又は金融負債に及ぶ可能性が

あること

・　組込デリバティブと同一条件の独立し

た金融商品が、デリバティブの特徴を

満たすこと

・　時価の変動による評価差額が当期の

損益に反映されないこと

 

ただし、管理上組込デリバティブが区

分され、一定要件を満たす場合、区分

処理を行うことができる。

(30) ヘッジ会計の

手法

次の３種類のヘッジ会計が認められて

いる。

・　公正価値ヘッジ：ヘッジ対象に関連す

る特定のリスクに係る公正価値の変動

及びヘッジ手段の公正価値の変動は

ともに純損益に計上する。

・　キャッシュ・フロー・ヘッジ：ヘッジ手段

の公正価値の変動のうち、有効部分を

その他の包括利益に計上する。

・　在外営業活動体に対する純投資の

ヘッジ：キャッシュ・フロー・ヘッジと同

様の方法で会計処理される。

原則として、ヘッジ手段に係る損益又

は評価差額を、税効果を考慮のうえ、

純資産の部において繰り延べる。

ただし、時価ヘッジ（ヘッジ対象に係

る相場変動等を損益に反映させるも

の）も認められる。
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(31) ヘッジ非有効

部分の処理

ヘッジ手段に係る利得又は損失のうち

非有効部分は、純損益として認識しな

ければならない。(キャッシュ・フ

ロー・ヘッジの場合、公正価値の変動

に対するヘッジ有効部分のみがその他

の包括利益で認識される。)。

ヘッジ全体が有効と判定され、ヘッジ

会計の要件が満たされている場合に

は、ヘッジ手段に生じた損益のうち結

果的に非有効となった部分についても

繰延処理することができる。

非有効部分を特定し、合理的に区分で

きる場合には、当期の損益に計上する

ことができる。

(32) 金利スワップ

の特例処理

該当する基準はなく、金利スワップに

係る特例処理は認められない。

一定の条件を満たす場合には、金利ス

ワップを時価評価せず、金利スワップ

に係る利息を直接、金融資産・負債に

係る利息に加減して処理することが認

められる。

(33) 未払有給休暇 累積的性格を有するものについて、計

上することが求められる。

該当する基準はない。

 

(34) リース

 

MFRS第16号「リース」に基づき、借手

はリースをファイナンス・リース取引

とオペレーティング・リース取引に区

分せず、単一の使用権モデルに基づい

て、原則として、すべてのリースにつ

いて使用権資産とリース負債を財政状

態計算書で認識（オンバランス）し、

以降、使用権資産は減価償却され、

リース負債に係る支払利息は実効金利

法を用いて損益計算書に認識される。

また、使用権資産については、MFRS第

136号「資産の減損」を適用して、使用

権資産が減損しているかどうかを判定

する。例外として、一定の短期リース

及び少額資産のリースについては、免

除規定（オフバランス）を選択でき

る。

日本では、借手はリースをファイナン

ス・リース取引とオペレーティング・

リース取引に区分する。ファイナン

ス・リース取引とは、解約不能かつフ

ルペイアウトの要件を満たすものをい

い、ファイナンス・リース取引に該当

するかどうかについてはその経済的実

質に基づいて判断すべきものである

が、解約不能リース期間が、リース物

件の経済的耐用年数の概ね75％以上又

は解約不能のリース期間中のリース料

総額の現在価値が、リース物件を借手

が現金で購入するものと仮定した場合

の合理的見積金額の概ね90％以上のい

ずれかに該当する場合は、ファイナン

ス・リースと判定され、通常の売買取

引に係る方法に準じて、リース物件及

びこれに係る債務をリース資産及び

リース債務として借手の財務諸表に計

上する。ただし、少額（リース契約１

件当たりのリース料総額が300万円以下

の所有権移転外ファイナンス・リー

ス）又は短期（１年以内）のファイナ

ンス・リースについては、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じて会計処理を

行うことができる。

 

また、オペレーティング・リース取引

とは、ファイナンス・リース取引以外

のリース取引をいう。オペレーティン

グ・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じて会計処理

を行う。

(35) 確定給付制度

－確定給付制度債務

の期間配分方法

原則として予測単位積増方式（発生給

付評価方式）を用いる。

 

ただし、後期の年度の勤務が初期の年

度より著しく高い水準の給付を生じさ

せる場合、定額法を用いる。

次のいずれかの方法の選択適用

・　期間定額基準

・　給付算定式基準（当該制度の給付算

定式に従って各勤務期間に帰属させ

た給付見込額を、各期の発生額とす

る。）
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(36) 確定給付制度

－年金資産

積立超過である場合には、確定給付資

産が以下の金額の合計を超えないよう

に制限される。

・　未認識数理計算上の差損の純額及

び過去勤務費用

・　制度からの返還又は制度への将来の

掛金減少という形で利用可能な経済

的便益の現在価値（資産上限額）

年金資産の額が退職給付債務を超える

場合、当該超過額を資産として計上す

る（ただし、個別財務諸表に関しては

「退職給付に関する会計基準」第39項

(1)において別段の定めが設けられてい

る。）。

 

 

(37) 確定給付制度

－数理計算上の差異

企業は、確定給付負債（資産）の純額

を財政状態計算書に認識しなければな

らない。

 

数理計算上の差異を含む確定給付負債

（資産）の純額の再測定はその他の包

括利益で認識される。

 

（その他の包括利益で認識された確定

給付負債（資産）の純額の再測定は、

事後的に純損益に振り替えてはならな

い。）

数理計算上の差異は、原則として各期

の発生額について、平均残存勤務期間

以内の一定の年数で按分した額を毎期

費用処理する。

 

また、当期に発生した未認識数理計算

上の差異は税効果を調整の上、その他

の包括利益として純資産の部に計上す

る。

 

その他の包括利益累計額に計上されて

いる未認識数理計算上の差異のうち、

当期に損益に再分類された部分につい

ては、その他の包括利益の調整（組替

調整）を行う。

 

未認識過去勤務費用及び未認識数理計

算上の差異の費用処理には平均残存勤

務期間以内の一定の年数のほか一定割

合を用いることができる。また、数理

計算上の差異の償却は翌期から行うこ

とができる。

 

過去勤務費用と数理計算上の差異の償

却年数はそれぞれ別個に設定すること

ができる。

(38) 保険契約 MFRS第17号は、以下のものに適用しな

ければならない。

(a) 当該企業が発行する保険契約（再

保険契約を含む）

(b) 当該企業が保有する再保険契約

(c) 当該企業が発行する裁量権付有配

当投資契約（企業が保険契約も発行す

る場合）

MFRS第17号における「保険契約」と

は、「一方の当事者(発行者)が、他方

の当事者(保険契約者)から、特定の不

確実な将来事象(保険事故)が保険契約

者に不利益を与えた場合に保険契約者

に補償を行うことを同意することによ

り、重大な保険リスクを引き受ける契

約」と定義されている。

日本においては、MFRS第17号のような

「保険契約」の定義はないが、保険業

者が「保険契約」として当局の許認可

を受けた契約は「保険契約」とされて

いる。
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(39) 保険契約にお

ける保険契約の測定

MFRS第17号では、一般測定モデル、保

険料配分アプローチ及び変動手数料ア

プローチの３つの測定アプローチに基

づいた単一の評価原則を導入してい

る。

(a) 一般測定モデル

MFRS第17号では、保険契約の評価に関

する一般的なアプローチを定めてお

り、当初認識時に、保険契約グループ

を下記の合計額で測定しなければなら

ない。

(ⅰ) 履行キャッシュ・フロー（以下で

構成される）

・将来キャッシュ・フローの見積り

・貨幣の時間価値及び将来キャッ

シュ・フローに係る金融リスク（当該

金融リスクが将来キャッシュ・フロー

の見積りに反映されていない範囲で）

を反映するための調整

・非金融リスクに係るリスク調整

(ⅱ) 契約上のサービス・マージン

(b) 保険料配分アプローチ

グループの契約開始時において、下記

のいずれかに該当する場合に、かつ、

その場合にのみ、保険契約グループの

測定を単純化することができる。

(ⅰ) 単純化による当該グループの残存

カバーに係る負債の測定が、一般アプ

ローチにおける要求事項を適用した場

合の測定と重要性がある差異がないと

企業が合理的に予想している場合、又

は

(ⅱ) 当該グループの中の各契約のカ

バー期間が１年以内である場合

(c) 変動手数料アプローチ

一般測定モデルに一定の調整を加えた

アプローチであり、直接連動有配当保

険契約に関して適用される。

日本においては、このようなアプロー

チでの概念を扱った基準はなく、保険

契約は保険業法に基づき、保険料及び

責任準備金の算出方法書に記載された

方法に従って計算し、積み立てられて

いる。
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第７【外国為替相場の推移】

財務書類の表示に用いられた通貨（マレーシア・リンギット）と本邦通貨との間の為替相場が国内におい

て時事に関する事項を掲載する２以上の日刊新聞紙に最近５年間の事業年度及び最近６カ月間において掲載

されているため、本項の記載は省略する。

 

第８【本邦における提出会社の株式事務等の概要】

該当事項なし。

 

第９【提出会社の参考情報】

 

１【提出会社の親会社等の情報】

該当事項なし。

 

２【その他の参考情報】

2024年の開始日(2024年１月１日)以降、本有価証券報告書提出日までの間に、当行は下記の書類を関東財

務局長に提出した。

 

(1) 発行登録書(募集)及び添付書類(2024年６月７日提出)

(2) 発行登録書(売出)及び添付書類(2024年６月７日提出)

(3) 上記(1)の発行登録書(募集)の訂正発行登録書(2024年６月10日提出)

(4) 上記(2)の発行登録書(売出)の訂正発行登録書(2024年６月10日提出)

(5) 有価証券報告書及び添付書類(2024年６月27日提出)

(6) 半期報告書及び添付書類(2024年９月27日提出)
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

 

第１【保証会社情報】

　該当事項なし。

 

第２【保証会社以外の会社の情報】

　該当事項なし。

 

第３【指数等の情報】

　該当事項なし。
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マラヤン・バンキング・ベルハッド（マレーシアで設立）の

メンバー宛ての独立監査人の監査報告書

 

 

財務書類に関する報告

 

意見

私たちは、添付の28ページから538ページ（訳注：原文のページ番号である。）に記載されている、マラヤ

ン・バンキング・ベルハッドの財務書類、すなわち当行グループ及び当行の2024年12月31日現在の財政状態

計算書に加え、2024年12月31日に終了した会計年度の損益計算書、包括利益計算書、持分変動計算書及び

キャッシュ・フロー計算書、並びに重要性がある会計方針の情報を含む財務書類の注記について監査を行っ

た。

 

私たちの意見では、添付の財務書類は、マレーシア財務報告基準、国際財務報告基準及びマレーシアの

2016年会社法の要件に準拠して、2024年12月31日現在の当行グループ及び当行の財政状態、並びに同日に終

了した会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況について、真実かつ公正な概観を示しているもの

と認める。

 

意見表明の基礎

私たちは、マレーシアにおいて認められた監査の基準及び国際監査基準に準拠して監査を実施した。これ

らの基準に基づく私たちの責任は、私たちの報告書の「財務書類監査に対する監査人の責任」のセクション

に詳述されている。私たちは、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

独立性及びその他の倫理上の責任

私たちは、マレーシア会計士協会の（職業専門家の倫理、行動及び実践に関する）規範（以下、「規範」

という。）及び国際会計士倫理基準審議会の倫理規程（国際的な独立性基準を含む。）（以下、「IESBAコー

ド」という。）に準拠して、当行グループ及び当行から独立しており、私たちは規範及びIESBAコードに準拠

して、その他の倫理上の責任を果たした。

 

監査上の主要な検討事項

監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の当行グループ及び当行の財務書類の監査において、監査人が

職業的専門家として特に重要であると判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務書類全体に対

する監査の実施報告及び意見の形成において対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に

意見を表明するものではない。下記の各事項に関し、私たちの監査がその事項にどのように対応したかが以

下に記載されている。
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監査上の主要な検討事項（続き）

私たちは、これらの事項に関するものも含め、私たちの報告書の「財務書類監査に対する監査人の責任」

のセクションに記載されている責任を果たした。従って、私たちの監査には当行グループ及び当行の財務書

類の重要な虚偽表示のリスクの評価に対応するために立案された手続の実施が含まれている。下記の事項に

対応するために実施された手続を含め、私たちの監査手続の結果は、添付の財務書類に関する私たちの監査

意見表明の基礎を提供している。

 

リスク領域及び判断した理由 監査上の対応

（ⅰ）のれん並びに（ⅱ）子会社への投資及び関

連会社に対する持分の減損

（ⅰ）のれん

 

 

当行グループの2024年12月31日現在ののれんの残

高は5.5十億マレーシア・リンギットであった。

 

資金生成単位（CGUs）に対するのれんの減損テス

トは、将来キャッシュ・フローの見積額に基づく

使用価値（VIU）の見積りに依拠している。当行グ

ループは、のれんの金額に対する減損テストを年

次で行うことが求められている。

 

（ⅱ）子会社への投資及び関連会社に対する持分

2024年12月31日現在、子会社への投資（当行の

み）は35.6十億マレーシア・リンギットであり、

関連会社に対する持分の帳簿価額（当行グループ

及び当行）はそれぞれ、1.9十億マレーシア・リン

ギット及び0.4十億マレーシア・リンギットであっ

た。

 

同様に、減損テストが予想将来キャッシュ・フ

ローに基づいたVIUの見積額に依拠していることに

より、私たちは子会社への投資及び関連会社に対

する持分に係る減損の評価に注力した。

 

私たちの監査手続には、中でも、減損評価を実施

するに当たって当行グループ及び当行が使用した

仮定と手法を評価することが含まれている。

 

私たちは、従前の予測の正確性に関するバックテ

ストの結果及び基礎となる仮定の裏付けとなる過

去の証拠を考慮し、キャッシュ・フロー予測の作

成基礎を検証した。

 

私たちは、CGUに割引率として用いられた加重平均

資本コストや長期成長率と言った他の重要な仮定

について、エマージング・リスクを含む内部情報

及び市場データと比較することによりその適切性

を評価した。

 

私たちは、減損モデルへの主なインプットに関し

て経営者が行った感応度分析を評価し、合理的な

代替の仮定が帳簿価額全体に及ぼしたであろう影

響を把握した。
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監査上の主要な検討事項（続き）

リスク領域及び判断した理由 監査上の対応

（ⅰ）のれん並びに（ⅱ）子会社への投資及び関

連会社に対する持分の減損(続き)

 

（ⅱ）子会社への投資及び関連会社に対する持分

（続き）

 

 

減損の評価には経営者による判断が関わってお

り、エマージング・リスクがもたらす不確実性が

あることから、将来の市場と経済状況の予測に

よって影響を受ける複雑な仮定に基づいている。

 

財務書類の注記2.3(ⅰ)、2.3(ⅱ)、2.3(ⅲ)の「重

要性がある会計方針の情報」、注記3.6及び3.7の

「重要な会計上の判断、見積り及び仮定」のほ

か、注記18、19及び22の中の(ⅰ)のれん及び(ⅱ)

子会社への投資及び関連会社に対する持分に関す

る開示もあわせて参照されたい。

 

私たちは、減損テストの結果の感応度が最も高い

これらの仮定に関する、財務書類の中の当行グ

ループ及び当行の開示の十分性も検証した。

純損益を通じて公正価値で測定されない貸出金及

びその他の債権並びに投資に係る予想信用損失

 

2024年12月31日現在、貸出金及びその他の債権

は、当行グループ及び当行の総資産のそれぞれ

61.8％及び47.8％を占めており、償却原価及びそ

の他の包括利益を通じて公正価値で測定する投資

は当行グループ及び当行の総資産のそれぞれ

19.3％及び22.7％を占めている。

 

MFRS第９号「金融商品」（「MFRS第９号」）は、

当行グループ及び当行に対し、将来予測的な予想

信用損失(「ECL」)アプローチにより、これらの資

産の減損を会計処理することを求めている。

 

 

 

 

 

私たちの監査手続には、貸出金及びその他の債権

並びに投資の承認、分類、継続的な内部の信用度

評価、計上及びモニタリングに係る統制の評価が

含まれる。

 

私たちはまた、信用度に基づいて（MRFS第９号が

規定する信用エクスポージャーの３つのステージ

に係る）移動要件、減損測定手法のほか、ECLモデ

ルの開発、維持や検証及び信用エクスポージャー

のステージ判定やECLの算出に当たって当行グルー

プ及び当行が使用したインプット、基礎、仮定に

係るガバナンスのキーコントロール（統制上の要

点）のプロセスと有効性も評価した。
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監査上の主要な検討事項（続き）

リスク領域及び判断した理由 監査上の対応

純損益を通じて公正価値で測定されない貸出金及

びその他の債権並びに投資に係る予想信用損失

（続き）

ECLの測定には、信用度が著しく悪化したオンバラ

ンスシートやオフバランスシート・信用エクス

ポージャーの特定に加え、予想将来キャッシュ・

フロー、将来予測的なマクロ経済要因、確率加重

された複数のシナリオといった（個別又は集合的

に評価されるエクスポージャーに対する）ECLモデ

ルに用いられる仮定が含まれるため、重要な判断

が必要となり複雑性も高まる。また、エマージン

グ・リスクがあることから、マネジメント・オー

バーレイが適用されている。

 

財務書類の注記2.3(v)(d))の「重要性がある会計

方針の要約」、注記3.2及び3.4の「重要な会計上

の判断、見積り及び仮定」、並びに注記10、11、

12、44、45、53（b）、53（c）及び53（e）の貸出

金及びその他の債権、投資、減損損失引当金、減

損評価の検討並びに信用リスク管理に関する開示

もあわせて参照されたい。

 

 

 

 

 

信用度が著しく悪化した信用エクスポージャーの

分類と特定について、私たちは、異なる種類の信

用エクスポージャーに対し、当行グループ及び当

行が適用した（ステージ）移動要件の妥当性を評

価しテストした。また、当該（ステージ）移動要

件が当行グループ及び当行の信用リスク管理実務

と整合しているかどうかを確認した。

 

ECLの測定について、私たちは、重要なポートフォ

リオに対するモデルインプット、モデルデザイン

及びモデルの性能を含め、当行グループ及び当行

のECLモデルの妥当性を確認しテストした。私たち

は、過去の実績が現在の状況と合っているかどう

か、ポートフォリオで発生した最近の損失と合っ

ているかどうかを確認したほか、将来予測的な調

整、マクロ経済要因分析、確率加重された複数の

シナリオの妥当性についても検討した。

 

私たちは、モデル化手法、パラメーター、仮定の

変更の要否に加え、変更が行われていた場合には

その妥当性を確認した。さらに、仮定のモデリン

グの変更に対する信用損失引当金の感応度の評

価、テスト及びモニタリングを行った。エマージ

ング・リスクがもたらす不確実性があることか

ら、現在の環境を勘案しECLに適用されたマネジメ

ント・オーバーレイを評価するにあたり、シナリ

オ分析によりその影響をクロスチェックしたほ

か、中でもステージ１及び２の資産について、経

営陣が適用した基準の合理性を検証した。
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監査上の主要な検討事項（続き）

リスク領域及び判断した理由 監査上の対応

純損益を通じて公正価値で測定されない貸出金及

びその他の債権並びに投資に係る予想信用損失

（続き）

 

 主にステージ３に分類された減損資産に関連して

個別評価されるECLについて、私たちは貸出金及び

その他の債権並びに投資のサンプルを検証しテス

トを行い、信用度が著しく悪化又は減損したエク

スポージャーが当行グループ及び当行によって適

時に認識されていたかどうかを確認した。減損が

特定されていた場合には、入手可能な市場情報に

基づく実現可能な担保価値と考えられる複数のシ

ナリオを含め、当行グループ及び当行の予想将来

キャッシュ・フローに関する仮定を評価したほ

か、仮定を検証し入手可能な場合には、エマージ

ング・リスクがもたらす不確実性があることを勘

案して適用されたマネジメント・オーバーレイを

含め外部の証拠と見積額を比較した。

 

さらに、財務書類の開示が十分で、信用リスクに

対する当行グループ及び当行のエクスポージャー

を適切に反映しているかどうかを評価した。

 

私たちはこれらの手続を実施するに当たり、特別

な専門性が必要とされる場合には、信用リスクモ

デリングの専門家やITの専門家を関与させた。
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財務書類及び監査報告書以外の情報

当行の取締役には、その他の情報に関する責任がある。その他の情報は取締役報告書及び年次報告書を構

成するが、当行グループ及び当行の財務書類もそれに係る私たちの監査報告書も含んでおらず、年次報告書

はこの監査報告書日後に私たちに入手可能になると見込まれている。

 

当行グループ及び当行の財務書類に関する私たちの意見は、その他の情報を対象としておらず、それに関

していかなる形でも保証の結論は表明しない。

 

当行グループ及び当行の財務書類に関する私たちの監査に関連して、私たちの責任はその他の情報を通読

し、それにより、その他の情報に当行グループ及び当行の財務書類又は私たちが監査を通じて入手した知識

と重要な不整合がある、又は重要な虚偽表示があるように見えるかどうかを検討することである。

 

監査報告書日前に私たちが入手したその他の情報に関して私たちが実施した作業に基づいて、その他の情

報に重要な虚偽表示があると結論づけた場合には、私たちにはその事実を報告することが求められている。

この点に関し、私たちが報告する事項はない。

 

私たちが年次報告書を通読し、その中に重要な虚偽表示があると結論づけた場合には、私たちには当行の

取締役に当該事項を伝達し、適切な対応を講じることが求められている。　　　

 

財務書類に対する取締役の責任

当行の取締役には、マレーシア財務報告基準、国際財務報告基準及びマレーシアの2016年会社法の要件に

準拠して真実かつ公正な概観を示す当行グループ及び当行の財務書類を作成する責任がある。また取締役に

は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない当行グループ及び当行の財務書類の作成を可能とするために

必要と考える内部統制に対する責任もある。

 

当行グループ及び当行の財務書類を作成するに当たって、取締役には、当行グループ及び当行の継続企業

として存続する能力を評価し、継続企業に関する事項を必要に応じて開示するとともに、取締役に当行グ

ループ又は当行の清算もしくは営業を停止する意図がある場合、又は清算もしくは営業を停止する以外に現

実的な代替策がない場合を除いて、継続企業を前提とした会計方針を使用する責任がある。
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財務書類監査に対する監査人の責任

私たちの目的は、当行グループ及び当行の財務書類に、全体として、不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得たうえで、私たちの意見を含めた監査報告書を発行することであ

る。合理的な保証とは、相当に高い程度の心証であるが、マレーシアにおいて認められた監査の基準及び国

際監査基準に準拠して実施された監査が、重要な虚偽表示が存在する場合に常にそれを発見することを保証

するものではない。虚偽表示は、不正又は誤謬から発生する可能性があり、個別に又は集計すると、これら

の財務書類に基づき行った利用者の経済的意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が

あると判断される。

 

マレーシアにおいて認められた監査の基準及び国際監査基準に準拠した監査の一環として、私たちは、監

査を通じて、職業的専門家としての判断を行使し、職業的専門家としての懐疑心を保持した。また私たちの

監査には下記が含まれている。

 

・　不正又は誤謬のいずれによるかを問わず、当行グループ及び当行の財務書類の重要な虚偽表示リスクを

識別し評価すること、それらのリスクに対応するための監査手続を立案し実施すること、及び意見表明

の基礎を提供する十分かつ適切な監査証拠を入手すること。不正による重要な虚偽表示を発見できない

リスクは、誤謬による重要な虚偽表示を発見できないリスクよりも高くなる。これは、不正には、共

謀、偽造、意図的な脱漏、虚偽の言明、又は内部統制の無効化が伴う可能性があることによる。

・　状況に応じて適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を理解すること。ただし、こ

れは当行グループ及び当行の内部統制の有効性に対する意見を表明するためではない。

・　使用された会計方針の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り及び関連する開示の妥当

性を評価すること。

・　経営者が継続企業を前提とした会計方針を使用したことの適切性について、及び入手した監査証拠に基

づいて、当行グループ及び当行の継続企業として存続する能力に重大な疑義を生じさせる可能性がある

事象や状況に関連して、重要な不確実性が存在するか否かについて、結論を下すこと。私たちは、重要

な不確実性が存在するという結論を下した場合、監査報告書において、当行グループ及び当行の財務書

類の関連する開示に注意を向けさせること、又は当該開示が不十分である場合は除外事項付意見を表明

することが求められている。私たちの結論は、監査報告書の日付までに入手した監査証拠に基づいてい

る。しかしながら、将来の事象又は状況が原因で、当行グループ又は当行が継続企業としての存続を終

えることもあり得る。

・　開示を含め、当行グループ及び当行の財務書類の全体的な表示、構成及び内容を評価し、当行グループ

及び当行の財務書類が、基礎となる取引や会計事象を公正に表示しているかどうかを評価すること。

・　当行グループの財務書類に関する意見を表明するために、当行グループ内の事業体又は事業活動に関す

る財務情報について、十分かつ適切な監査証拠を入手すること。私たちには、グループ監査の指示、監

督及び実施について責任がある。私たちは単独で監査意見に責任を負っている。
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私たちは、取締役に対し、特に、計画した監査の範囲とその実施時期、及び監査の過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む、監査上の重要な発見事項を伝達する。

 

私たちは、取締役に対し、私たちの独立性についての職業倫理に関する規則を遵守している旨を書面で伝

達するほか、私たちの独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、また該当する場合には、脅威を排

除するために講じた措置又は適用したセーフガードについても報告する。

 

私たちは、取締役と協議した事項の中から、当会計年度の当行グループ及び当行の財務書類監査で最も重

要な事項を決定し、監査上の主要な検討事項とする。私たちは、これらの事項を監査報告書に記載する。た

だし、法令によって当該事項を開示することが禁止されている場合や、極めて稀な状況においては、監査報

告書においてコミュニケーションを行うことによる負の影響が、当該コミュニケーションにより得られる公

共の利益を上回ると合理的に予想されるため、監査人が当該事項についてのコミュニケーションを行うべき

でないと判断した場合には、これらの事項を記載しない。

 

その他の法的及び規制上の要件に関する報告

マレーシアの2016年会社法の要件に従って、私たちは、私たちが監査人となっていない子会社が、財務書

類の注記64に表示されていることを報告する。

 

その他の事項

本報告書は、マレーシアの2016年会社法第266条に従って、当行のメンバーのためのみに作成されており、

他の目的のために作成されたものではない。私たちは、他のいかなる人物に対しても本報告書の内容に関し

責任を負うものではない。

 

 

 

 

アーンスト・アンド・ヤング・ピーエルティー

202006000003 (LLP002276-LCA) & AF0039

勅許会計士

 

チャン・ホーイ・ラム

No. 02844/02/2026J

勅許会計士

 

クアラルンプール市、マレーシア

2025年２月26日
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad
(Incorporated in Malaysia)
 
 
Report on the financial statements
 
 
Opinion
 
We have audited the financial statements of Malayan Banking Berhad, which comprise the statements
of financial position as at 31 December 2024 of the Group and of the Bank, and the income statements,
statements of comprehensive income, statements of changes in equity and statements of cash flows of
the Group and of the Bank for the financial year then ended, and notes to the financial statements,
including material accounting policy information, as set out on pages 28 to 538.
 
In our opinion, the accompanying financial statements give a true and fair view of the financial position of
the Group and of the Bank as at 31 December 2024, and of their financial performance and their cash
flows for the financial year then ended in accordance with Malaysian Financial Reporting Standards,
International Financial Reporting Standards and the requirements of the Companies Act 2016 in
Malaysia.
 
Basis for opinion
 
We conducted our audit in accordance with approved standards on auditing in Malaysia and
International Standards on Auditing. Our responsibilities under those standards are further described in
the Auditors’ responsibilities for the audit of the financial statements section of our report. We believe
that the audit evidence we have obtained is sufficient and appropriate to provide a basis for our audit
opinion.
 
Independence and other ethical responsibilities
 
We are independent of the Group and of the Bank in accordance with the By-Laws (on Professional
Ethics, Conduct and Practice) of the Malaysian Institute of Accountants (“By-Laws”) and the International
Code of Ethics for Professional Accountants (including International Independence Standards) (“IESBA
Code”), and we have fulfilled our other ethical responsibilities in accordance with the By-Laws and the
IESBA Code.
 
Kev audit matters
 
Key audit matters are those matters that, in our professional judgement, were of most significance in our
audit of the financial statements of the Group and of the Bank for the current financial year. These
matters were addressed in the context of our audit of the financial statements of the Group and of the
Bank as a whole, and in forming our opinion thereon, and we do not provide a separate opinion on these
matters. For each matter below, our description of how our audit addressed the matter is provided in that
context.
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad (cont’d.)
(Incorporated in Malaysia)
 
Key audit matters (cont’d.)
 
We have fulfilled the responsibilities described in the Auditors’ responsibilities for the audit of the
financial statements section of our report, including in relation to these matters. Accordingly, our audit
included the performance of procedures designed to respond to our assessment of the risks of material
misstatement of the financial statements of the Group and of the Bank. The results of our audit
procedures, including the procedures performed to address the matters below, provide the basis of our
audit opinion on the accompanying financial statements.
 

Risk area and rationale
 

Our response
 

Impairment of (i) goodwill and (ii) investment in
subsidiaries and interest in associates
 
(i) Goodwill
 
The Group’s goodwill balance as at 31
December 2024 stood at RM5.5 billion.
 
Goodwill impairment testing of cash generating
units (“CGUs”) relies on estimates of value-in-
use (“VIU”) based on estimated future cash
flows. The Group is required to annually test the
amount of goodwill for impairment.
 
(ii) Investment in subsidiaries and interest in
associates
 
As at 31 December 2024, the carrying amount
of investment in subsidiaries (Bank only) stood
at RM35.6 billion and interest in associates
(Group and Bank) stood at RM1. 9 billion and
RM0.4 billion respectively.
 
Similarly, we focused on impairment
assessment of investment in subsidiaries and
interest in associates as the impairment testing
relies on VIU estimates based on estimated
future cash flows.

 
 
 
 
 
Our audit procedures included, among others,
evaluating the assumptions and methodologies
used by the Group and the Bank in performing
the impairment assessment.
 
We tested the basis of preparing the cash flow
forecasts, taking into account the back testing
results on the accuracy of previous forecasts
and the historical evidence supporting
underlying assumptions.
 
We assessed the appropriateness of the other
key assumptions, such as the weighted average
cost of capital discount rates assigned to the
CGUs, as well as the long-term growth rate, by
comparing against internal information, and
external economic and market data, including
emerging risks.
 
We assessed the sensitivity analysis performed
by management on the key inputs to the
impairment models, to understand the impact
that reasonable alternative assumptions would
have on the overall carrying amounts.
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad (cont’d.)
(Incorporated in Malaysia)
 
Key audit matters (cont’d.)
 

Risk area and rationale
 

Our response
 

Impairment of (i) goodwill and (ii) investment in
subsidiaries and interest in associates (cont’d.)
 
(ii) Investment in subsidiaries and interest in
associates (cont’d.)
 
These involve management judgements and are
based on complex assumptions that are
affected by expected future market and
economic conditions, including uncertainties
from emerging risks.
 
Refer to summary of material accounting policy
information in Notes 2.3(i), 2.3(ii)and 2.3(iii),
significant accounting judgements, estimates
and assumptions in Notes 3.6 and 3. 7 and the
disclosure of (i) goodwill and (ii) investment in
subsidiaries and interest in associates in Notes
18, 19 and 22 to the financial statements.
 
Expected credit losses of loans, advances and
financing and investments not carried at fair
value through profit or loss.
 
As at 31 December 2024, the loans, advances
and financing represent 61.8% and 47.8% of the
total assets of the Group and of the Bank
respectively, and the investments carried at
amortised cost and fair value through other
comprehensive income represent 19.3%and
22. 7% of the total assets of the Group and of
the Bank respectively.
 
MFRS 9 Financial Instruments (“MFRS 9”)
requires the Group and the Bank to account for
the impairment of these assets with a forward-
looking Expected Credit Losses (“ECL”)
approach.
 

 
 
 
 
 
 
We also reviewed the adequacy of the Group’s
and of the Bank’s disclosures within the financial
statements on those assumptions to which the
outcome of the impairment test is most
sensitive.
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Our audit procedures included the assessment
of key controls over the origination,
segmentation, ongoing internal credit quality
assessments, recording and monitoring of the
loans, advances and financing and the
investments.
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad (cont’d.)
(Incorporated in Malaysia)
 
Key audit matters (cont’d.)
 

Risk area and rationale
 

Our response
 

Expected credit losses of loans, advances and
financing and investments not carried at fair
value through profit or loss (cont’d.)
 
The measurement of ECL requires the
application of significant judgement and
increased complexity which includes the
identification of on-balance sheet and off-
balance sheet credit exposures with significant
deterioration in credit quality, assumptions used
in the ECL models (for exposures assessed
individually or collectively) such as the expected
future cash flows, forward-looking
macroeconomic factors and probability-
weighted multiple scenarios. Management
overlays have been applied due to uncertainties
from emerging risks.
 
Refer to summary of material accounting policy
information in Note 2.3(vXd), significant
accounting judgements, estimates and
assumptions in Notes 3.2 and 3.4 and the
disclosures of loans, advances and financing
and investments, allowances for impairment
losses, impairment assessment considerations
and credit risk management in Notes 10, 11, 12,
44, 45, 53(b), 53(c) and 53(e) to the financial
statements.
 

 
 
 
 
We also assessed the processes and
effectiveness of key controls over the transfer
criteria (for the three stages of credit exposures
under MFRS 9 in accordance with credit
quality), impairment measurement
methodologies, governance for development.
maintenance and validation of ECL models,
inputs, basis and assumptions used by the
Group and the Bank in staging the credit
exposures and calculating the ECL.
 
For staging and identification of credit
exposures with significant deterioration in credit
quality, we assessed and tested the
reasonableness of the transfer criteria applied
by the Group and the Bank for different types of
credit exposures. We evaluated if the transfer
criteria are consistent with the Group’s and the
Bank’s credit risk management practices.
 
For the measurement of ECL, we assessed and
tested reasonableness of the Group’s and of the
Bank’s ECL models, including model inputs,
model design and model performance for
significant portfolios. We challenged whether
historic experience is representative of current
circumstances and of the recent losses incurred
in the portfolios and assessed the
reasonableness of forward-looking adjustments,
macroeconomic factor analysis and probability-
weighted multiple scenarios.
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad (cont’d.)
(Incorporated in Malaysia)
 
Key audit matters (cont’d.)
 

Risk area and rationale
 

Our response
 

Expected credit losses of loans, advances and
financing and investments not carried at fair
value through profit or loss (cont’d.)

 
 
 
 
We evaluated if changes in modelling
approaches, parameters and assumptions are
needed and if any changes made were
appropriate. We also assessed and tested and
monitored the sensitivity of the credit loss
provisions to changes in modelling assumptions.
In assessing the management overlays applied
in the ECL amid current environment
uncertainties from emerging risks, we performed
scenario analysis to cross-check the impacts
and challenged reasonableness of the basis
applied by the management, particularly for the
assets under Stages 1 and 2.
 
With respect to individually assessed ECL which
are mainly in relation to the impaired assets in
Stage 3, we reviewed and tested a sample of
loans, advances and financing and investments
to evaluate the timely identification by the Group
and the Bank of exposures with significant
deterioration in credit quality or which have been
impaired. For cases where impairment has been
identified, we assessed the Group’s and the
Bank’s assumptions on the expected future cash
flows, including the value of realisable
collaterals based on available market
information and the multiple scenarios
considered. We also challenged the
assumptions and compared estimates to
external evidence where available, including the
management overlays applied due to
uncertainties from emerging risks.
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad (cont’d.)
(Incorporated in Malaysia)
 
Key audit matters (cont’d.)
 

Risk area and rationale
 

Our response
 

Expected credit losses of loans, advances and
financing and investments not carried at fair
value through profit or loss (cont’d.)

We also assessed whether the financial
statement disclosures are adequately and
appropriately reflecting the Group’s and the
Bank’s exposures to credit risk.
 
We involved our credit modelling specialists and
IT specialists in the performance of these
procedures where their specific expertise was
required.
 

 
Information other than the financial statements and auditors’ report thereon
 
The directors of the Bank are responsible for the other information. The other information comprises the
directors’ report and the annual report, but does not include the financial statements of the Group and of
the Bank and our auditors’ report thereon. The annual report is expected to be made available to us after
the date of this auditors’ report.
 
Our opinion on the financial statements of the Group and of the Bank does not cover the other
information and we do not express any form of assurance conclusion thereon.
 
In connection with our audit of the financial statements of the Group and of the Bank, our responsibility is
to read the other information and, in doing so, consider whether the other information is materially
inconsistent with the financial statements of the Group and of the Bank or our knowledge obtained in the
audit or otherwise appears to be materially misstated.
 
If, based on the work we have performed on the other information that we obtained prior to the date of
this auditors’ report, we conclude that there is a material misstatement of this other information, we are
required to report that fact. We have nothing to report in this regard.
 
When we read the annual report, if we conclude that there is a material misstatement therein, we are
required to communicate the matter to the directors of the Bank and take appropriate action.
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad (cont’d.)
(Incorporated in Malaysia)
 
Responsibilities of the directors for the financial statements
 
The directors of the Bank are responsible for the preparation of financial statements of the Group and of
the Bank that give a true and fair view in accordance with Malaysian Financial Reporting Standards,
International Financial Reporting Standards and the requirements of the Companies Act 2016 in
Malaysia. The directors are also responsible for such internal control as the directors determine is
necessary to enable the preparation of financial statements of the Group and of the Bank that are free
from material misstatement, whether due to fraud or error.
 
In preparing the financial statements of the Group and of the Bank, the directors are responsible for
assessing the Group’s and the Bank’s ability to continue as a going concern, disclosing, as applicable,
matters related to going concern and using the going concern basis of accounting unless the directors
either intend to liquidate the Group or the Bank or to cease operations, or have no realistic alternative
but to do so.
 
Auditors’ responsibilities for the audit of the financial statements
 
Our objectives are to obtain reasonable assurance about whether the financial statements of the Group
and of the Bank as a whole are free from material misstatement, whether due to fraud or error, and to
issue an auditors’ report that includes our opinion. Reasonable assurance is a high level of assurance,
but is not a guarantee that an audit conducted in accordance with approved standards on auditing in
Malaysia and International Standards on Auditing will always detect a material misstatement when it
exists. Misstatements can arise from fraud or error and are considered material if, individually or in the
aggregate, they could reasonably be expected to influence the economic decisions of users taken on the
basis of these financial statements.
 
As part of an audit in accordance with approved standards on auditing in Malaysia and International
Standards on Auditing, we exercise professional judgement and maintain professional scepticism
throughout the audit. We also:
 
・　Identify and assess the risks of material misstatement of the financial statements of the Group and

of the Bank, whether due to fraud or error, design and perform audit procedures responsive to those
risks, and obtain audit evidence that is sufficient and appropriate to provide a basis for our opinion.
The risk of not detecting a material misstatement resulting from fraud is higher than for one resulting
from error, as fraud may involve collusion, forgery, intentional omissions, misrepresentations, or the
override of internal control.

 
・　Obtain an understanding of internal control relevant to the audit in order to design audit procedures

that are appropriate in the circumstances, but not for the purpose of expressing an opinion on the
effectiveness of the Group’s and of the Bank’s internal control.

 
・　Evaluate the appropriateness of accounting policies used and the reasonableness of accounting

estimates and related disclosures made by the directors.
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad (cont’d.)
(Incorporated in Malaysia)
 
Auditors’ responsibilities for the audit of the financial statements (cont’d.)
 
As part of an audit in accordance with approved standards on auditing in Malaysia and International
Standards on Auditing, we exercise professional judgement and maintain professional scepticism
throughout the audit. We also: (cont’d.)
 
・　Conclude on the appropriateness of the directors’ use of the going concern basis of accounting and,

based on the audit evidence obtained, whether a material uncertainty exists related to events or
conditions that may cast significant doubt on the Group’s or the Bank’s ability to continue as a going
concern. If we conclude that a material uncertainty exists, we are required to draw attention in our
auditors’ report to the related disclosures in the financial statements of the Group and of the Bank
or, if such disclosures are inadequate, to modify our opinion. Our conclusions are based on the
audit evidence obtained up to the date of our auditors’ report. However, future events or conditions
may cause the Group or the Bank to cease to continue as a going concern.

 
・　Evaluate the overall presentation, structure and content of the financial statements of the Group and

of the Bank, including the disclosures, and whether the financial statements of the Group and of the
Bank represent the underlying transactions and events in a manner that achieves fair presentation.

 
・　Obtain sufficient appropriate audit evidence regarding the financial information of the entities or

business activities within the Group to express an opinion on the financial statements of the Group.
We are responsible for the direction, supervision and performance of the group audit. We remain
solely responsible for our audit opinion.

 
We communicate with the directors regarding, among other matters, the planned scope and timing of the
audit and significant audit findings, including any significant deficiencies in internal control that we
identify during our audit.
 
We also provide the directors with a statement that we have complied with relevant ethical requirements
regarding independence, and to communicate with them all relationships and other matters that may
reasonably be thought to bear on our independence, and where applicable, actions taken to eliminate
threats or safeguards applied.
 
From the matters communicated with the directors, we determine those matters that were of most
significance in the audit of the financial statements of the Group and of the Bank for the current financial
year and are therefore the key audit matters. We describe these matters in our auditors’ report unless
law or regulation precludes public disclosure about the matter or when, in extremely rare circumstances,
we determine that a matter should not be communicated in our report because the adverse
consequences of doing so would reasonably be expected to outweigh the public interest benefits of such
communication.
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Co. Reg. No.: 196001000142
 
Independent auditors’ report to the members of
Malayan Banking Berhad (cont’d.)
(Incorporated in Malaysia)
 
Report on other legal and regulatory requirements
 
In accordance with the requirements of the Companies Act 2016 in Malaysia, we report that the
subsidiaries of which we have not acted as auditors, are disclosed in Note 64 to the financial statements.
 
Other matters
 
This report is made solely to the members of the Bank, as a body, in accordance with Section 266 of the
Companies Act 2016 in Malaysia and for no other purpose. We do not assume responsibility to any
other person for the content of this report.
 
 
 
 

Ernst & Young PLT
202006000003 (LLP002276 -LCA) & AF 0039
Chartered Accountants
 
Kuala Lumpur, Malaysia
26 February 2025

Chan Hooi Lam
No. 02844/02/2026 J
Chartered Accountant
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